
備 考

 

4人 －

（3人） （0人） （5人） （2人）（10人）（4人） （－）
合　　　　計

5人 1人 6人 2人 14人

（－） （－） （－） （－）

既
設
分

該当なし

－ －

（－） （－） （－） （－） （－）

（－） （－）
計

－ － － － －

（－）

（－） （－）

－ － － －

－

（3人） （0人） （5人） （2人）（10人）（4人） （－）

－ － －

（9人）

助手

計
5人 1人 6人 2人 14人 4人

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計

新
設
分

動物トータルケア学科
5人 1人 6人 2人 14人 4人 28人

（3人） （0人） （5人） （2人）（10人）（4人）

演習 実験・実習 計

動物トータルケア学科 45科目 7科目 16科目 68科目

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

ヤマザキ学園大学
　平成30年4月名称変更　ヤマザキ学園大学→ヤマザキ動物看護大学

ヤマザキ動物専門学校
　動物美容学科（廃止）（△80）
※平成30年4月学生募集停止

　動物美容・トレーニング学科（新設）（　80）（平成30年4月）
　
　動物看護・美容学科（廃止）　　　　（△240）
　動物美容・トレーニング学科（廃止）（△80）
※平成31年4月学生募集停止

　平成31年4月名称変更　動物看護学科→動物看護・美容・トレーニング学科

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

107単位

80 － 240

大 学 本 部 の 位 置 東京都渋谷区松濤2-3-10

計 画 の 区 分 専門職短期大学の設置

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　ヤマザキガクエン

 動物トータルケア学科

（Department of
Animal
Health Technology）

動物看護短期
大学士（専門職）

平成31年4月
第1年次

東京都渋谷区松濤2-3-10

年次
人

人 　　年　月
第　年次

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ 　 ヤマザキドウブツカンゴセンモンショクタンキダイガク

大 学 の 名 称 ヤマザキ動物看護専門職短期大学（Yamazaki  Professional College of Animal Health Technology）

設 置 者 学校法人　ヤマザキ学園

大 学 の 目 的

「生命を生きる」を教育理念に、人間も動物も大自然の生態系の摂理の中で生かさ
れているという思想を原点とし、動物看護に関わる基本的な理論・技術を身に付
け、激化するグローバル競争における職業を担うための知識や技術の高度化・複雑
化に対応する。産業界での生産年齢の急減に伴う労働力の変化にも多くの問題が指
摘されている現状に鑑み、一人ひとりが企業や組織で十分に生きて行くために実践
的な知識や技術を学修することの必要性に基づく質の高い専門職業人としての動物
看護師を養成することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

動物の生から死までのトータルライフを教育研究の対象とし、動物関連産業の成
長・発展に寄与する動物看護師の職域を拡大し、産業界と飼い主（コンシュー
マー）を結び、高齢社会での動物（コンパニオンアニマル）の飼育・ケアに対応す
る実践的かつ応用的な能力を展開する人材の養成を目的とする。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人

3 80 － 240

計

－1－



専門職短期大学全体

　－　千円

　－　千円

　－　千円

　－　千円

　－　千円

　－　千円

　－　千円

　－　千円

　－　千円

　－　千円

・ヤマザキ動物専門学校
（収容定員：80人、面積基
準：校舎等を保有するに必
要な面積）と共用

・ヤマザキ動物専門学校
（収容定員：80人、面積基
準：300㎡）と共用

第５年次

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、雑収入、資産運用収入等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

1,430千円 1,280千円 1,280千円

5,140千円

86,162千円

0千円

25,308千円

0千円

0千円

0千円

0千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

197.82㎡ － －

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

247.89㎡ 40 16,750冊

（10,226〔649〕） （ 30〔3〕） （ 20〔13〕） (18) （2,662） (91)

10,226〔649〕　 30〔3〕　 20〔13〕　 18 2,934

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

動物トータルケア学科
10,226〔649〕　 30〔3〕　 20〔13〕　 18 2,934

計

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

（10,226〔649〕） （ 30〔3〕） （ 20〔13〕）

0室

（補助職員0人） （補助職員0人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 　室　　　数

動物トータルケア学科 5 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

6室 0室 4室
1室

合 計 1,749.463㎡ 251.295㎡ 400.462㎡ 2,401.22㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0㎡ 251.295㎡

3,241.39㎡ 929.12㎡ 482.75㎡ 4,653.26㎡

（2,769.09㎡） （911.31㎡） （786.62㎡） （4,467.02㎡）

1,997.735㎡

運 動 場 用 地 152.19㎡ 0㎡ 0㎡ 152.19㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 1,597.273㎡ 0㎡ 400.462㎡

小 計 1,749.463㎡ 0㎡ 400.462㎡ 2,149.925㎡

そ の 他 0㎡ 251.295㎡

(0) (0)

計
6 4 10

(6) (4) (10)

そ の 他 の 職 員
0 0 0

(0) (0) (0)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
人 人 人

5
（5）

図 書 館 専 門 職 員
1 1 2

(1) (1) (2)

3
（3）

8
（8）

技 術 職 員
0 0 0

(0)

専門職短期大学全体

専門職短期大学全体
図書館及び体育館は
ヤマザキ動物専門学

校と共用

専門職短期大学全体

標本

点

91

(18) （2,662） (91)

91

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

専門職短期大学全体

230千円 230千円 230千円

1,000千円 1,000千円 1,000千円

第６年次

　－　千円 　－　千円 　－　千円

　－　千円

　－　千円

教員１人当り研究費等

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

－2－



６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

附属施設の概要
該当なし

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

動物看護学部
動物看護学科

4 180 － 720 学士（動物看
護学）

0.90 平成22
年度

東京都八王子市南
大沢4-7-2

年 人 年次
人

人 倍

大 学 の 名 称 ヤマザキ動物看護大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

動物看護・美容学科 3 80

年 人 年次
人

人 倍

大 学 の 名 称 ヤマザキ動物専門学校

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

既
設
大
学
等
の
状
況 ※平成30年度より学

生募集停止（動物美
容学科）
※平成31年度より学
生募集停止（動物看
護・美容学科）東京都渋谷区松濤

2-16-5

動物美容学科 2 40 － 80 専門士 0.13 平成22
年度

－ 240 専門士 0.78 平成22
年度

動物看護学科 2 40 － 80 専門士 0.62 平成21
年度

－3－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

コミュニケーション論 1前 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

生活とアート 2後 2 ○ 兼1

－ 5 12 0 1 0 2 0 0 兼5

動物看護学概論 1前 2 ○ 1

動物形態機能学 1前 2 ○ 1

動物形態機能組織学 1後 2 ○ 1

動物形態機能学・組織学実習 1後 1 ○ 1 1 4 共同

動物臨床看護学（基礎・内科） 1前 2 ○ 1

1通 2 ○ 1 4 兼1 共同

動物臨床看護学（外科） 2前 2 ○ 1

動物臨床看護学（外科）実習 2通 2 ○ 2 4 共同

動物口腔ケア論 3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 4 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 〇 1

1前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1後 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

動物感染症学 1後 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

動物臨床検査学 1後 2 ○ 1

動物臨床検査学実習 1後 1 ○ 1 1 4 共同

動物臨床栄養学 2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 1 オムニバス

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 兼1

伴侶動物学 1前 2 ○ 1 兼2 オムニバス

動物飼育管理論 2前 2 ○ 兼2 オムニバス

野生動物学 2後 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼3 オムニバス

3前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

コンパニオンアニマルケア論 1前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1通 3 ○ 1 4

2通 3 ○ 1 4 兼1 オムニバス

2前 2 ○ 1

2通 3 ○ 1 4

生命倫理学

①
基
礎
科
目

動物薬理学

公衆衛生学

心理学

社会学

キャリアマネジメント

小計（10科目）

動物臨床看護学（基礎・内科）実習

動物口腔ケア実習

訪問動物看護学

動物生理・繁殖学

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　育　課　程　等　の　概　要

（動物トータルケア学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

産業・実験動物学

動物人間関係学

動物病理学

動物看護ソーシャルワーク

動物トータルライフ環境論

環境生物学

動物行動学

動物トータルライフ演習

②
職
業
専
門
科
目

動物リハビリテーション論

コンパニオンアニマルケア実習（応用）

コンパニオンアニマルケア実習（基礎）

コンパニオンドッグトレーニング論

コンパニオンドッグトレーニング実習

動物愛護・福祉と関連法規

- 1 -



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　育　課　程　等　の　概　要

（動物トータルケア学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

臨地実習1 1後・2前 1 [臨] 3 1 共同

臨地実習2 1後・2前 1 [臨] 1 3 共同

臨地実習3 2後 4 [臨] 3 1 2 共同

臨地実習4 3前 4 [臨] 1 1 3 1 共同

臨地実習5 3後 5 [臨] 2 1 1 1 共同

臨地実習6 3後 5 [臨] 1 1 2 1 共同

動物実習短期留学 2・3通 2 ○ 2
オムニバス

・共同（一部）

研修・ボランティア活動 1・2・3通 1 ○ 1 1 オムニバス

－ 70 19 0 4 1 6 2 4 兼15

3前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼１

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

3後 2 ○ 兼1

－ 0 21 0 1 0 1 0 0 兼11

2通 1 ○ 1 1 共同

3通 1 ○ 1 1 共同

－ 2 0 0 1 1 2 0 0 兼0

－ 77 52 0 5 1 6 2 4 兼28

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

・卒業要件
１　基礎科目　必修科目5単位及び選択科目10単位修得すること。

２　職業専門科目　必修科目70単位及び選択科目の「臨地実習5」または

　　「臨地実習6」の5単位を修得すること。

３　展開科目　選択科目15単位修得すること。

４　総合科目　必修科目2単位修得すること。

上記の要件を満たし本学に3年間以上在学し、必修科目77単位以上、選択科目30

単位以上、計107単位以上を修得し、一般財団法人動物看護師統一認定機構が認
定する認定動物看護師の受験資格を得ること。

・履修制限
1学期ごとの履修単位数の上限は23単位とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 動物看護短期大学士（専門職） 学位又は学科の分野 農学関係

社会福祉学

－合計（68科目）

死生学

動物トータルケア総合演習1

小計（2科目） －

③
展
開
科
目

災害・危機管理論

情報危機管理論

小計（12科目）

動物トータルケア総合演習2

④
総
合
科
目

②
職
業
専
門
科
目

小計（44科目）

少子高齢社会と人口問題

起業論

高齢者心理

ジェロントロジー

－

－

産業論

消費者行動分析学

IT社会論

医療安全

- 2 -
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

基
礎
科
目 

生命倫理学 「生命倫理学」の講義は、ヤマザキ学園が創
始者山﨑良寿の建学の精神のもと、基本におい
てきた講義要目である。「生命と命」「生と死」
「死は敗北か」といった生命倫理プロパーのテ
ーマのみならず、「青年」「恋愛と結婚」「家庭
の意味」「愛の広さ：深さ」などを総じて、「人
生あれこれ」全般を取り扱う。 
これら生命倫理で扱う要目をとおして、動物

と人間が愛といのちにおける共生をはかるこ
とを狙っていく。 
 

 

心理学 本講義では、心理学の基礎的な項目として知
覚や記憶、学習、知能、感情、脳と神経、社会
と個人の関係、心理的・社会的発達に関する事
柄について理解すると共に、Well-being 教育、
ポジティブ心理学など心理学における新しい
研究事例を通し、受講者が日常生活において、
また各々の人生において役立つ知識、考え方を
自ら習得することを目的とする。 
授業形態においては、グループワークを取り

入れること、視聴覚教材を用いることで、受講
者がアクティブに参加し、自ら学修を促進する
工夫を行う。 
 

 

社会学 グローバル化による多面的な変化を強いら
れ、少子高齢化の進む現代日本社会の現状を理
解する。さまざまな社会問題の事例検討を通じ
たマクロ的視点から、また、多様な人間関係や
コミュニケーションのあり方を通じたミクロ
的視点により、現代社会を多面的にとらえるこ
とを通じて、飼い主をはじめとする動物にかか
わる全ての人々に対し、配慮あるかかわりの出
来る職業人の養成を目的とする。 
 

 

キャリアマネジメント  キャリアとは職業や地域活動など様々な活
動を通じて、社会の一員として価値を生み出し
ながら、生涯を通して人生の価値を築いていく
生き方の事である。それは人生の経験をつみな
がら、自身の人生を体験していく道程でもあ
る。 
 変化のスピードが加速している社会の中で、
職業のあり方や個人の選択肢もますます多様
化してきている傾向がある。そのような現代に
おいて、自分自身と向き合い、自分が人生に求
める事や人生で達成したい事を明らかにした
上で人生の長期的ビジョンをもつことはとて
も重要になってきている。 
 本講義では講義ならびに実践ワークを通じ
てキャリアデザインの基礎を学ぶ。 
 自分が社会にどのような価値を与えること
ができるのか、それらを達成するにはどのよう
な方法があるのか、またどのような経験をつむ
必要があるのかについて考え、自身が主体的に
人生の舵をとり、創意工夫や自らの行動を通じ
てキャリアの道を切り開いていくための基本
的な心構えと知識を学ぶとともに、長期的なビ
ジョンをもった自分らしい人生設計と職業選
択への取り組みができることを目指す。 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

基
礎
科
目 

コミュニケーション論 社会生活を送る上で、私達には良好な人間関
係の構築が重要である。片方が何らかの意思伝
達を発信し、それを他方が受けて応える事でコ
ミュニケーションは成立する。そして、その意
思疎通は言語で行われるバーバルコミュニケ
ーションと表情・立ち居振る舞い・身嗜み・声
など人間の五感によるノンバーバルコミュニ
ケーションに及ぶ。 
本講義では、前半は伝達発信者に焦点を当て

言語的及び非言語的コミュニケーション両者
の基礎を学ぶ。後半では、対人コミュニケーシ
ョンの基本が相手の話をよく聴くことにある
ことから、傾聴について学ぶ。 
講義に続いてグループディスカッション・実

技等で、学生に「良好なコミュニケーション」
を実感してもらい、効果的にコミュニケーショ
ン能力の向上を図る。 
最後に、心理学的側面からのコミュニケーシ

ョンについても考察する。 
 

 

英語Ⅰ 日常の身近な話題について、英語で理解し表
現するコミュニケーション能力を養うことを
主たる目標とする。日常生活において英語を使
えるようにするためにも、日常での基本的な語
彙、文法及び英語表現の知識の習得は不可欠で
ある。「聞く」「読む」「話す」「書く」という英
語の４技能の全てを用いたアクティビティを
積極的に行い、日常で使われる実践的な語彙、
文法及び定型表現の習得を目指す。 
 

 

英語Ⅱ 生活の場面で英語の実践的な運用能力の習
得を目標とする。「英語Ⅰ」で学んだ日常で使
用される英語表現をさらに発展させ、生活の場
面で実際に英語を使う場面を想定し、そこで必
要とされる英語表現を、ロールプレイやグルー
プワークを通して習得する。「聞く」「読む」「話
す」「書く」という英語の４技能の全てを総合
的に訓練し、生涯にわたり必要とされる英語の
運用能力を有する人材を養成する。 
 

 

コンピューターリテラシ

ー（情報処理）Ⅰ 

本演習では、コンピューターのリテラシー
（情報処理能力）を高めるためにコンピュータ
ーの歴史、コンピューターや OS の動作原理を
理解した上で、ファイルやファイルシステムの
種類と操作方法、コンピューターやネットワー
クへの認証の重要性を学ぶ。 
次にインターネットの原理とウェブブラウ

ザの動作原理を理解した上で、情報検索、イン
ターネット上で提供されている無料サービス
の使用方法を学ぶ。さらにデータベースの種類
や構造を理解した上で、データの整理方法を学
ぶ。また、効果的なプレゼンテーションの方法
やコンピューターのセキュリティ等を学ぶ。 
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授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

基
礎
科
目 

コンピューターリテラシ

ー（情報処理）Ⅱ 

本演習では、コンピューターのリテラシー
（情報処理能力）をさらに高めるためにインタ
ーネットを利用したサービス、ウェブサイトの
動作原理と構造を理解した上で、ウェブサイト
の構築方法、マークアップ言語として有名な
HTML、CSS の使用法、ウェブによる情報発信
の活用事例、基礎的な作成方法について学ぶ。 
また、社会に普及し始めている AI（人口知

能）、VR（仮想現実）、AR(拡張現実)、仮想通
貨などによって、社会がどのように変化してき
ているのか、さらに、これらの技術が発展する
と、将来、社会はどのように変革していくのか
等、最新技術の概要について学びながら、グル
ープディスカッションを通してコンピュータ
ー社会について考察する。 

 

生活とアート 人間がどのようにして生活の中で芸術作品
を生み出してきたかを考察することで、芸術が
人間生活に果たす役割を学修する。そのために
美術を中心に、古代から現代までのモニュメン
タルな芸術作品や芸術家を取り上げ、美術史学
の観点から講義をする。また通史が自然と理解
できるよう、年代順に講義内容を構成してい
る。 
芸術は人間の生活や精神を豊かにするもの

である。この講義を通して美術の見方や芸術へ
の興味・関心を養うとともに、生涯にわたる教
養を身につけることを目的とする。 

 

職
業
専
門
科
目 

動物看護学概論 動物看護学は新しい分野であることから、学
生にはまず、看護学の本質を理解させる必要が
ある。特に、動物看護学とヒトの看護学の共通
性と相違を比較して、動物看護学の重要性と特
殊性を認識させると共に、獣医臨床における動
物看護師の必要性を説く。さらに、動物看護学
が実践的学問として重要な位置を占めること
を教育するために、疾病とその予防に関わる看
護を中心とした教育方法を取り入れ、“病気の
動物を看護する”および ”病気にさせないた
めの看護“という流れの中で、動物看護の方法
を教授する。 
 

 

動物形態機能学 動物の正常な体を構成する骨格系、筋系、消
化器系、呼吸器系、生殖器系、内分泌系、脈管
系、神経系、感覚器について主要な器官の肉眼
的構造を理解し、生きるために必要な生体の恒
常性維持と生命現象とは何か学ぶ。動物種の違
いによる機能の差異について理解を深める。 
 動物の体・構成器官別の名称や生理学的な役
割について学ぶ。正常な動物の肉眼的な各種器
官の特徴について学び、それらが相互に関係し
ながら生命維持を果たすことを学ぶ。 
ワークシートにより自ら色分けをさせ、相互

関係について理解させる。 
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授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

動物形態機能組織学  生物体の正常な形態と構造を理解した上で、
細胞の機能を学ぶ細胞学とその組織を形態学
的に学ぶことにより狭義の組織学を理解する
ことを目的とする。顕微鏡像を用いて、動物の
正常な組織を観察させ、細胞や器官の構造を理
解させることにより、生命現象の根幹について
興味を導きだす。解剖学的な構造と組織が担う
役割について正しく理解することにより、動物
臨床現場において正常～疾病時における病的
変化を考えた動物看護に必要となる大切な予
備知識を学ばせる。 
 

 

動物形態機能学・組織学実

習 

動物形態機能学の講義に合わせて、健康な動
物の組織、機能についてミクロレベルの理解を
深める。光学顕微鏡の操作に慣れて、組織観察、
スケッチを行う。器官と組織の基本構造に関す
るイメージングを持たせることにより、検査や
治療の意義を考えさせる。 

共同方式 

動物臨床看護学（基礎・内

科） 

 動物臨床看護学の導入となる根幹科目で、こ
れからの動物の臨床看護を学ぶ上で必要な基
本的な知識と技術理論を総括的に学修する。動
物臨床看護で要求される飼い主への対応、礼節
から始まり動物の形態、機能および動物の観察
の仕方に次いで、症状別、緊急時の看護を学ぶ。
さらに内科疾患として腫瘍性疾患、感染症、代
謝疾患に対する看護、および、それらの診断治
療に必要な一般身体検査、血液検査、血液生化
学検査尿検査、糞便検査についても修得する。 

 

 

動物臨床看護学（基礎・内

科）実習 

動物臨床看護の現場における基礎的な動物
看護技術の修得を目標とし実習を行う。 
衛生管理に始まり、犬を用いた保定法や一般

身体検査、検体を用いた糞便検査や尿検査、血
液検査、分泌物検査等各種検査方法、薬剤を用
いた調剤、投薬、注射等を学び、さらに、内科
的疾患に対する看護手法を修得する。 

共同方式 

動物臨床看護学（外科）  外科疾患の症例を示しながら解説し、その原
因と症状、特徴など示すとともに、これらの疾
患に対して、必要な検査方法、ならびに、外科
的治療法について講義する。 
各講義では、臨床現場で実際に遭遇する頻度

の高い疾患や、緊急性の高い疾患、避妊去勢な
どの予防的手術など、重要と思われる外科手術
の例を主に取り上げ、それぞれの疾患を概説す
るとともに、病態に基づき看護の知識と実践に
ついて教授する。 
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授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

動物臨床看護学（外科）実

習 

術前準備、術野の消毒法、滅菌操作、術中の
モニター管理、麻酔管理、補助業務、各種医療
器の保守管理について、より実践的な内容で実
習を行う。 
また、手術器具の名称・使用法の修得し、術

中の助手および器具出しなど動き方、縫合法や
結紮法、術後管理についても教授し、実技を行
う。 
 

共同方式 

動物口腔ケア論 動物の口腔の形態や機能を確認したうえで、
口腔疾患について解説するとともに、歯周病の
治療法や予防法に関わる必要器具や器材の準
備、実際の手技等、動物看護師が行う口腔ケア
の方法について具体的に講義する。 
予防歯科学的観点から、動物看護師が行う口

腔ケアの知識や看護技術を修得する。 
また、口腔ケアにおける動物看護師の役割も

考える。 

 

動物口腔ケア実習 動物口腔ケア論に基づき、動物の口腔の形態
や機能について標本等の肉眼および顕微鏡観
察で知識を深め、それらの知識をもとに、歯周
病の治療法や予防法に関わる必要器具や器材
の準備から使用方法、メンテナンスおよび片付
けまで、実際の手技や手順も学びながら、動物
看護師が行う口腔ケア（スケーリングやブラッ
シング）について実習を行う。 
また、口腔ケアの飼い主指導も考える。 

 

訪問動物看護学 小動物医療の進歩と、飼い主の予防や診療へ
の関心の高さにより、コンパニオンアニマルの
寿命が伸び、高齢動物が増えている。長期入院
が動物へのストレスになることが実証されて
いるが、諸事情により在宅でのケアが困難であ
る。看護や介護に必要な分野を幅広く学び、そ
の目は家族が直面する不安やストレスの軽減
にも向けなくてはならない。本講義では、常に
動物とその家族に寄り添う信頼できる人材を
育てることを目的としている。 
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授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
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動物看護ソーシャルワー

ク 

子ども（１５歳以下）の数をイヌとネコの飼
育数がはるかに上回る現代社会において、動物
とヒトとの関係は、密接かつ複雑化してきてい
る。様々な場面で起こる動物が関連する問題を
ソーシャルワークとしてどのようにとらえて
いくか、更に動物看護師としてどのような介入
ができるかを考えていく。本講義では、まず少
子高齢社会の現状を知り、高齢者と動物、障害
者と動物（身体障害者補助犬）、子どもと動物
というライフステージの各視点から問題をと
らえ理解を深めていく。さらに、多頭飼育崩壊
や犯罪と動物虐待との関連など、地域で起こる
問題についても学んでいく。動物看護師という
専門職として、他職種とどのような連携を取
り、社会的な問題に介入できるかを考える。 
 

 

動物生理・繁殖学 （科目の概要） 
 動物生理・繁殖学では、動物生理学として主
に伴侶を対象に心臓、肝臓、胃、あるいは骨格
や血液に関する各細胞の形態、機能などと共に
これらが形成する臓器、器官系の正常状態を理
解させることを目的に講義する。このことによ
り異常な状態(病理学)に繋がるように展開す
る。繁殖学は、とくに種族の維持を根幹とする
学問であることから、動物の生殖器系を中心に
講義を行う。雌雄差、発生や分娩、成熟などを
理解させる。 
 
 
（オムニバス方式／全１５回） 
 
（１３ 谷川 力／７回） 
動物生理学は体を構成している様々な細胞

や器官について解説し、それらの連携した機能
が生命活動を営んでいることを学ぶ学問であ
る。その個々の機能の基本となる器官や組織の
構造の知識を得ることは重要であり、今後学ぶ
べきイヌ・ネコなどの動物を扱うための基礎情
報となる。そのため種々の動物を比較し、生体
の仕組みを理解させる。なお、生理学は解剖学
を理解していることが重要であることから、必
要に応じて図表などを用いて解剖学の知識も
教示して、講義を展開する。 
 
（３０ 鎌田 壽彦／８回） 
動物繁殖学は、動物が次世代を残し、種や品

種を維持していく世代更新の根幹的機構を明
らかにする学問である。そのため、雌性・雄性
生殖器の構造と機能に始まり、精子・卵子の構
造と機能、受精のメカニズム、性成熟・性行動・
交配・妊娠・分娩そして泌乳に至る一連の流れ
を理解させる。また、繁殖には内分泌機構が大
きく関わるので、繁殖における内分泌の役割を
十分に理解させる。伴侶動物を中心に、講義毎
に配布する図表や資料を用い、動物繁殖に関わ
る一連の流れに添って講義を展開する。 
 

オムニバス方式 
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授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

動物病理学 病理学は、動物の疾患を理解する上で基礎と
なる科目である。病気が起こった時に、動物の
各臓器や、各組織、各細胞がどのような異常を
示すか（病変）を学び、各疾患（病気）におけ
る基本的な病変を理解する。本科目では、遺伝
性疾患、神経障害、循環器疾患、呼吸器疾患、
消化器疾患、肝疾患、内分泌疾患、造血疾患、
腎疾患、生殖器疾患、骨・間接器師疾患等の各
疾患に於ける基本的な病変を細胞・組織障害、
循環障害、炎症反応、代謝異常、細胞増殖の異
常、腫瘍免疫異常、に分類して講義により学習
し、これらの病変がどのような原因で起こるの
か病気のメカニズムを理解する。 
 

 

動物薬理学 現代の動物医療においては、治療や予防の目
的で多種の医薬品が様々な投与方法によって
動物に投与されている。動物医療に於いて、薬
物治療の占める割合は非常に大きい為、動物診
療に携わる動物看護師は、医薬品の薬理作用や
体内動態、副作用や毒性、薬物漏出の危険性等
の知識を備えておく必要がある。本科目では、
最初に”くすり”の基礎知識として薬がどう効
くのか（作用機序）、どのように吸収され、ど
こに分布し、どのように代謝されて排泄される
か（体内動態）を学び生体との相互関係を理解
する。その上で、動物臨床で遭遇しやすい疾患
に使用される薬について投与目的や効果に加
え、副作用やアレルギーの観察等動物看護師に
必要な知識を講義する。 
 

 

公衆衛生学 多様に変化する社会において、健康を維持・
増進するために必要となる知識を学ぶ。 
食品衛生、環境衛生など社会的な問題や国際

的な枠組みの差異、今後対応していかなくては
ならない課題について最新の情報を基に学ぶ。 
特に伴侶頭物（コンパニオンアニマル）から

人に感染する病気（人獣共通感染症）や食肉、
乳、卵などの動物由来食品の危害から人の健康
を確保することが重要であり、人獣共通感染症
や細菌性食中毒などの知見の修得、知識の向上
を図る。 
 

 

動物感染症学 現在、数ある病気のなかで唯一原因が明らか
にされているものが感染症である。動物看護師
には感染動物の看護のみならず、動物やヒトへ
の感染を防止する為の知識も必要となる。感染
症を起こす病原体（微生物）は、細菌、ウィル
ス、真菌、寄生虫に大別され、それぞれに特徴
がある。本科目では、動物および動物とヒトに
共通して感染症を引き起こすこれら病原体の
種類と特徴を理解し、各感染症の概要を学ぶ。
更に、感染症を正しく理解する為に、微生物側
からのみ一方向的に捉えるのではなく、感染症
を病原微生物と宿主（動物）との動的な係り合
いとして捉えることで、免疫の仕組みや生体防
御機構についても学ぶ。また、これらを基に、
感染症の予防や制御法に関しても教授する。 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

環境生物学 環境生物学はヒトという生物を中心にした
環境を学ぶことで、基本的には自然界や野生動
物の環境とは異なる人工的な環境内の生物の
生き方、またそのために害虫獣化した生き物の
生態や防除方法を学ぶ学問である。具体的には
ヒトの環境に悪影響を与えるネズミ、ゴキブ
リ、ノミ、ダニなどの生態や駆除を学び、今後
就職することもありえるペストコントロール
業界への関与も視野に入れる。本講義は他の大
学にはみられない講義であり、近似した講義は
無いが、医学部では「医動物学」として確立さ
れている。本講義はそれに類似している内容で
進める。なお、身近な生き物の対象となる講義
のため、わかりやすい授業となる。 
 

同時に授業を
行う学生数は 80
人であることが
想定される。授業
終了後にメール
等による質疑応
答等を行い、更
に、各学期授業終
了後の授業評価
を次年度の授業
の改善に繋げ、教
育効果の質を向
上させるよう配
慮する。 

動物臨床検査学 一般に動物病院での臨床検査は、その動物の
健康状態を把握し、病気の診断や治療を適切に
行えるように実施されている。そのために重要
な検査項目の測定方法や臨床的意義などの基
礎的事項を理解することが必要である。 
また、動物の症状から各種検査項目を実施す

る目的を知った上で、得られた検査結果が適切
なものであるかどうか自ら解析し判断できる
能力を養い、獣医師に対して十分な診断支援を
行うことを可能にする。 
 

 

動物臨床検査学実習 動物病院における臨床検査は、動物の健康状
態を把握し、病気の診断や治療を適切に行うた
めに極めて重要である。様々な臨床検査法を実
習し、得られた検査データが適切であるか否か
解釈し自ら考え検査に取り組む能力を養う。 
 

共同方式 

動物臨床栄養学 

 

動物栄養学の基礎である五大栄養素とその
働きおよび水とエネルギーの重要性を理解し、
ペットフードの栄養価や安全性に関する知識
を持っていることを前提に、疾病の予防と治療
を目的とした栄養学を学んでいく。コンパニオ
ンアニマルとしての犬猫を中心に、これらの食
性および嗜好性の違い、代謝と栄養要求量の違
いをはじめ、それぞれのライフステージによる
栄養学的配慮、様々な疾病や病態に対する栄養
についても教授し、学生自ら応用できるように
考えさせる。特に近年問題となっている肥満、
アレルギー、消化器疾患、肝臓・腎臓疾患に対
する食事管理を考え、これらに関連のある歯周
疾患の予防と対策にも触れ、食に関するトータ
ルケアを修得する。 
 

 



- 9 - 

様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

動物行動学 本科目の目的は、学習理論に基づいた動物行
動に関する基本的な概念と原理を理解し、動物
の問題行動の原因を環境との相互作用によっ
て明らかにし、解決の方法を見出せるようにな
ることである。講義では、獣医行動学と動物行
動学の違いを明確にした上で、動物看護師、美
容師、トレーナー、ペットショップの店員など
動物に関わる職業人が最低限学ぶべき行動の
原理、安全かつ福祉的なハンドリングに必要な
系統的脱感作、拮抗条件づけ、シェイピングな
どを国内外の最新の情報を交えて講義する。 
 

 

動物リハビリテーション

論 

（科目の概要） 
動物リハビリテーションは動物医療におい

て、近年、関心が高まっており、その施術者と
して動物看護師の役割へ期待が集まっている。
小動物臨床でのリハビリテーションにおける
動物看護師の役割の多様性について可能性を
探り発展させていく。 

 
（オムニバス方式全１５回） 

 
（２ 本田 三緒子／５回） 
リハビリテーションにおける動物の正しい

扱いや、機能回復に有効とされるさまざまな運
動器具の使用方法を修得する。 

 
（８ 井上 留美／１０回） 
家庭動物の高齢化を背景に、動物の QOL（生

活の質）の向上が重要視されている。今後の臨
床現場で需要が見込まれる動物理学療法の、基
本的な技術と理論の理解を深め、良質な動物看
護を提供できる人材養成をする。 

 

オムニバス方式 

動物人間関係学 少子高齢の現在社会においては、かつて愛玩
動物として一方的にかわいがられていた身近
な動物が、伴侶動物（コンパニオンアニマル）
と呼ばれるようになり、家族のような存在とし
てヒトと暮らすようになってきた。そのような
伴侶動物がヒトにどのような影響や効果を与
えるのかを学ぶ。また、動物がヒトに与える効
果を社会の中で活かしていく活動である動物
介在介入（アニマル・アシステッド・インター
ベーション）を理解し、動物介在活動や動物介
在療法の実際を知る。さらに、愛する動物との
別れであるペットロスについての理解も深め
る。 
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授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

動物愛護・福祉と関連法規 動物に関するさまざまな分野に携わる動物
看護師にとって必要な基本理念となる動物愛
護および動物福祉のそれぞれの考え方を理解
する。講義形式の授業を通して、動物愛護そし
て動物福祉双方の視点から、その現状や問題点
を学び、より良い人と動物の関係を考える。動
物愛護においては、日本人の動物観をその歴史
的変遷、動物愛護教育の現状とともに学ぶ。一
方、日本人にとってはまだ馴染みの薄い動物福
祉に関しては、その概念、基本原則、評価方法
を理解し、産業、実験、野生、展示、伴侶、使
役動物といったカテゴリー別の動物の利用や
管理に関する福祉的配慮の基礎知識を学習す
る。また、動物愛護管理法を中心とした関連法
規を併せて学び、適切な動物愛護・福祉の実践
のための基礎知識を修得する。 
 

 

伴侶動物学 （科目の概要） 
現代のヒトの生活において、伴侶動物は非常

に大きな存在となっている。動物の専門家とし
て社会に出るために必要となる伴侶動物の知
識の修得を目的として、形態や家畜化の歴史、
文化、品種の特徴、繁殖や飼育方法等、多方面
から解説する。 
 

（オムニバス方式全１５回） 
 

（５ 宮田 淳嗣／５回） 
イヌの特性を解説する。起源や家畜化、育種、

能力、品種のサイズやカラーバラエティー等を
解説する。 
 

（２０ 早田 由貴子／５回） 
猫の特性を解説する。猫の各成長過程におけ

る行動発達や猫の社会化、問題行動の発生とそ
の対処について学ぶ。 
 

（２１ 小嶋 篤史／５回） 
飼鳥として人気の高い幾つかの種を取り上

げてその特質を学びさらに適正飼養について
考えていく。また犬や猫の看護学と鳥類の看護
がどのように異なるのか鳥類の分類学的位置、
生理学的特徴、解剖学的特徴の基礎を学び、い
くつかの病気を紹介するなかで理解を進めて
いく。 
 

オムニバス方式 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

動物飼育管理論 （科目の概要） 
 本科目は講義形式で授業を行う。 
 伴侶動物や産業動物と人との良好な関係性
の基盤となるのが適正な飼育管理である。各動
物種が有する分類学的、生態学的、行動学的、
解剖学的、生理学的特徴をふまえた飼育管理方
法のみならず、法的な背景や動物福祉への配慮
なども含めて基礎的知識を学修し理解を深め
ることを目標とする。 
本科目では身近な哺乳類の飼育管理につい

て１５回の授業を行う。具体的な動物種は、伴
侶動物として主要な小型哺乳類（イヌ・ネコ・
ウサギ・ハムスター・モルモット・フェレット）、
産業動物ではあるが一部伴侶動物としても飼
育される哺乳類（ウマ・ヤギ・ブタ）、主要な
産業動物としての哺乳類（ウシ・ブタ・ヒツジ・
ヤギ・ウマ）である。 
 

（オムニバス科目全１５回） 
 

（２６ 古川 力／７回） 
産業動物ではあるが一部伴侶動物としても

飼育される哺乳類（ウマ・ヤギ・ブタ）、主要
な産業動物としての哺乳類（ウシ・ブタ・ヒツ
ジ・ヤギ・ウマ）の飼育管理について担当する。 
 

（２７ 堀井 隆行／８回） 
動物の飼育管理の概論および伴侶動物とし

て主要な小型哺乳類（イヌ・ネコ・ウサギ・ハ
ムスター・モルモット・フェレット）の飼育管
理について担当する。 
 

オムニバス方式 

野生動物学 講義前半では日本における野生動物の生息
状況、生息環境、保護管理、形態、生理、生態、
行動、社会構造や人間の社会経済活動と野生動
物との関わりなどを講義する。講義後半では動
物看護師として必要となる野生動物学関連分
野の知識、特に社会が求める傷病鳥獣の救護・
看護、絶滅危惧種や希少種の保全対策、外来種
問題、さらに野生鳥獣保全に関する法制度につ
いても教授する。授業形態は座学が主となる
が、動物園や水族館さらに傷病鳥獣保護センタ
ーの見学も取り入れる。 
 

 

産業・実験動物学 産業動物と実験動物について、伴侶動物と異
なりヒトの生活に役立つように改良され、目的
を持って飼育管理される意義と、それぞれが抱
える社会的意義、倫理的な問題について理解す
ることを目的とする。 
産業動物の特性や改良と歴史的な背景、問題

点について学び、将来展望について理解する。 
実験動物の概要、倫理、法規制、動物実験代

替法について学ぶ。 
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授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

動物トータルライフ環境

論 

（科目の概要） 
人と動物が共生する社会において、動物の生

から死までの生活環境の整備について教授す
る。 
 

（オムニバス方式全１５回） 
 

（２２ 鈴木 友紀／３回） 
人と動物の食生活に注目し、幼齢から老齢ま

でのライフステージや肥満に対応した補食に
ついて教授する。 
 

（２３ 奥山 健二／７回） 
英国の動物学者デズモンド・モリスは著作

「裸のサル」で人類は 193種のサルの只 1種類
の裸のサルであり、「一生物種としてのヒト」
であると定義した。また動物としての人間の在
り方を説き、身近な動物が持つ習性や特性を明
らかにして動物への理解を示した。この講義で
は動物やヒトが外界（室内環境・屋外環境）を
感知する多種類の感覚機能から視覚、聴覚、触
覚、味覚、臭覚等を取り上げ、動物としてのヒ
トが外界との感覚作用を如何に行い生活・行動
するかを探求・考察する。 
 

（２４ 宮下 めぐみ／５回） 
ペット関連市場のデータを読み解きながら、

動物トータルライフを支える保険制度につい
ての理解を深める。 
 

オムニバス方式 

動物トータルライフ演習 （科目の概要） 
 コンパニオンアニマルの食と衣について、実
践的な知識を学ぶ。 
 
（オムニバス方式全１５回） 
 
（② 荒木 幸子／１２回） 
 犬猫の食を取り巻く環境について理解し、近
年飼主からのニーズが高まっている「ペットと
食を楽しむための家庭での手作り食」について
の基本的な知識を学ぶ。また、犬猫にとって必
要な栄養を満たす事のできる食事について飼
い主に指導を行うための基礎的な知識を身に
つけることを目的とする。さらに、家庭での手
作り食のレシピでよく見受けられる栄養上の
問題点を把握するとともに、適切で楽しい栄養
指導を行う基本を学ぶ。適切な栄養バランスの
とれた食事のレシピを作成する演習や、調理実
習を通じて食と栄養への理解を深める。 
 
（３１ 長岡 惠／３回） 
 イヌの骨格や関節の特徴をつかみ、イヌの動
きを妨げないストレスフリーな衣服作りのた
めの基礎知識を学ぶ。イヌに服を着せることの
メリットとデメリットや、どのような場合に服
が必要になるかをイヌの立場になり考える。イ
ヌ服に適した素材やデザイン、ソーイングの基
礎をデモンストレーションを行いながら学修
する。 

オムニバス方式 
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授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

コンパニオンアニマルケ

ア論 

（科目の概要） 
コンパニオンアニマル（主にイヌおよびネ

コ）のケアについて解説する。 
 

（オムニバス方式全１５回） 
 

（５ 宮田 淳嗣／１２回） 
イヌは人為的な選択繁殖により他の家畜に

ない種類の多さや、同種内での形態の大差を持
ち合わせている。イヌの形態、ライフステージ、
飼育環境、飼育目的、健康状態等を考慮した、
家庭内飼育において健康管理上必要なグルー
ミング手技を学修する。イヌのケア（ドッググ
ルーミング）に必要な知識を総合的に修得す
る。犬体名称、ハンドリング、専門器具（種類、
選定法、使用法）、シャンプー剤、皮膚および
被毛の構造、代表的な品種（作出目的、形態的
特徴）等を解説する。 
 

（１７ 高野 八重子／３回） 
愛くるしい容姿の中に潜む野性的な性格こ

そがコンパニオンアニマルとしての猫の最大
の魅力であり、猫と楽しく暮らすには猫の本能
や習性、生理を理解し、適正な飼育管理を行う
ことが大事である。猫を飼育する上で知ってお
きたい基礎的な知識や心得など、多角的観点か
ら学習する。 
 

オムニバス方式 

コンパニオンアニマルケ

ア実習（基礎） 

イヌへのケア作業として基本となる、健康チ
ェック、耳道処置、ブラッシング、ベイジング、
ドライング、爪切り、クリッピング、カットの
技術を修得することを目的とする。美容よりも
動物福祉や健康管理を重視したケアの方法を
身につける。 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

コンパニオンアニマルケ

ア実習（応用） 

（科目の概要） 
コンパニオンアニマルケア実習（基礎）にお

いて修得した技術に加え、品種による多様な形
態や皮膚・被毛の状態に対応できる応用力を修
得する。 
また、ネコのケアに関する技術を修得する。 

 
（オムニバス方式全３０回） 
 
（５ 宮田 淳嗣／２５回） 
イヌのライフステージや飼育環境、品種や飼育
目的に沿ったグルーミングケア技術を修得す
る。社会での応用力を養うため、基礎では使用
しなかったグルーミング器具も使用する。ハン
ドリングが多少困難な性質をもつ個体も使用
して実習を行う。 
 
（２０ 早田 由貴子／５回） 
ネコを飼育する上で知っておきたい基礎的

な知識や心得など、多角的観点から学習し、キ
ャットグルーミングについてブラッシング、ベ
イジング（洗浄）等を実践する。 
 

オムニバス方式 

コンパニオンドッグトレ

ーニング論 

単なる犬に何かを教える訓練的な内容では
なく、人と犬が人の社会の中における快適な暮
らしを達成するために必要な知識と技術の修
得を目的としている。犬がどのような経緯で私
たちと暮らすようになり、私たちはどのような
目的で犬と暮らし始め、どのようにして家畜化
して来たのかなど、生態的な特徴から、人との
暮らしに適応して来た犬の学習能力までを学
ぶ。言葉を介さない伴侶動物たちとのコミュニ
ケーションは、どれだけ彼らの行動を理解でき
るかによる。本科目では、学習理論を中心とし
て犬の学習と行動の関係を学び、犬が社会で健
全に人との暮らしに適応できる指導能力の基
礎となる知識を学ぶ。犬の行動観察、分析の技
術は確かな理論の理解能力に裏付けであり、優
れたコンパニオンドッグトレーナーとしての
技術の基本知識となる。現在の社会現象とも言
える「殺処分ゼロ」に最も必要な教育は、「民
間への犬の終生飼養」の教育であり、家庭犬育
成の専門家としてのトレーナーの職務でもあ
る。犬と飼い主の暮らしのサポートを、社会へ
のサポートとして担う意識の高い家庭犬育成
のスペシャリストの育成を目指し、実践能力を
高める内容の講義を行う。 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

コンパニオンドッグトレ

ーニング実習 

コンパニオンドッグトレーニング論の講義
内容に沿って、理論に裏付けられた実技能力の
修得を目的とする。人と犬は他の伴侶動物には
ない形態で共に同じ空間で暮らしている場合
が大半である。適切な飼養の指導なしでは、犬
との豊かな暮らしの達成は難しく、ミスコミュ
ニケーションや知識の欠落から咬傷事故や、飼
養遺棄の事態を招く危険も伴う。優れた家庭犬
の育成指導専門家として、確かな犬のトレーニ
ング技術の修得が必須であると共に、優れたコ
ミュニケーション能力による人への指導能力
の修得も重要とされる。したがって実習では
様々なサイズ、犬種の犬にできる限り触れ、幅
広いハンドリング能力の修得を目指す。特に、
動物看護、美容の現場で望まれる受診動作「ハ
ズバンダリートレーニング」の技術の重要性を
学び、高いハンドリング＆トレーニング、そし
て飼い主への指導能力の修得を目指す。 
 

 

臨地実習１ １年次夏季又は１年次春季にキャンパス内
に併設されているペットサロンにおいて３日
間の実習を行う。臨地実務実習の導入部となる
ことから、学外実習につながるよう実習先の業
務について１日の流れを学び、指導者のもとシ
ャンプー等の基礎的技術を身に付ける。対象動
物の取り扱い方、マナー、ペットサロンの業務
を把握し、受付、商品知識や販売・管理の補助
に加え、開店から閉店までの業務を学び、職場
でのコミュニケーション能力を身に付け、スタ
ッフや飼い主との対応についても学ぶ。 
 

共同方式 

臨地実習２ １年次夏季又は１年次春季にキャンパス内
に併設されている動物病院において３日間の
実習を行う。臨地実務実習の導入部となること
から、学外実習につながるよう動物病院の 1日
の業務について、開院前の準備、清掃から消毒
法までの衛生管理、動物の逃走防止のためのド
アの開閉、診察台からの転落防止など、動物病
院で必要とされる基本的な事項の確認、動物看
護師としての基礎を学ぶ。 
 

共同方式 

臨地実習３ ２年次夏季に動物病院において、８日間ずつ
２か所で実習を行う。小規模、中規模の動物病
院の業務を体験し、技術と知識の再確認と再修
得をさせる。動物病院における動物看護師の業
務の流れや分担を把握し、院内清掃、電話応対、
診療準備、診療補助、検査、手術の準備及び補
助、入院患者のケア、調剤、往診業務、事務作
業を学び、看護師のチーム作業を身に付ける。 
事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育を

実施する。 
 

共同方式 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

臨地実習４ ２年次春季に動物関連企業等において８日
間ずつ２か所で実習を行う。「臨地実習１〜３」
で学んだ動物看護の素養を活かしながら、動物
関連企業等の現場（店舗等）での初任者として
の必要な実務を学び、他のスタッフとチームで
働くコミュニケーションを学ぶ。また、必ず２
業種の臨地実務実習を行い、幅広い視野と実践
力を培う。 
事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育を

実施する。 

共同方式 

臨地実習５ ３年次夏季の「臨地実習５」は、動物病院へ
の就職を希望する学生が選択する実習で、７日
間ずつ３か所の施設で実習を行う。 
職業専門科目で学修した内容に加え、展開科

目で産業と社会とのつながりを学修したこと
を通して、動物看護師として幅広い視野を養
う。 
事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育を

実施する。 

共同方式 

臨地実習６ 学生のキャリアにつながる臨地実務実習と
して、希望進路やその関連分野を臨地実務実習
先とし、基本的に３か所の動物関連企業等の現
場（店舗等・団体等）で７日間のローテンショ
ンでの臨地実務実習を行う。この臨地実務実習
では職業専門科目や展開科目で学修した内容
を生かしながら、飼い主のニーズを適切に把握
し顧客対応できる従業員の役割を学ぶ。 
事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育を

実施する。 

共同方式 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

職
業
専
門
科
目 

動物実習短期留学 オーストラリア最大規模の動物園である
Australia Zoo は、オーストラリアの環境保護
に大きな役割を果たしていることでも知られ
ている。本実習は、この動物園が本学学生のた
めに作るカスタム教育プログラムを中心とし
て行われる。動物飼育体験の実習においては、
動物の QOL に配慮した動物飼育方法、多文化
共生社会における動物展示のあり方、自然環境
保護における動物園の役割などを幅広く学ぶ。 
受講者は事前学修として、実習目的や実習の

ポイント等を理解した上で、現地で多種多様
な動物園実習を体験する。さらに渡航先では、
宿舎での共同生活等を通じて、多くを学ぶこと
になる。帰国後には事後学修として、英語の実
習報告書の作成と発表を行う。 

 
（オムニバス方式／全１１回） 
 
（② 荒木 幸子／７回） 

Australia Zoo では、１日４~８時間の実習を
行い、最後にまとめのディスカッションを行
う。動物園の担当者による説明等をもとに、動
物飼育体験の実習にて、動物の QOL に配慮し
た動物飼育方法等を学ぶ。本学教員は学生に付
き添い、必要な助言を行い、学生の受講態度等
を指導確認する。 
  
（② 荒木 幸子・① 加藤剛／４回）（共同） 
 事前学修は、動物園実習での対応にかかわる
英語でのロールプレイングや動物実習短期留
学体験者の講話等により実習のポイント等
を学修する。事後学修はグループワークによる
英語の実習報告書の作成と代表学生による成
果発表を行う。事前学修２回分及び事後学修２
回分は共同で担当する。 
 

オ ム ニ バ ス 方

式・共同（一部） 

研修・ボランティア活動 本学が指定する研修とボランティアに参加
することで、それらの意義や原則を理解するこ
ととする。主として「夏季休暇」等を利用した
研修（国内・国外）やボランティア活動を実践
するとともに、事前授業のオリエンテーション
及び事後授業でのディスカッションを含む報
告会で成果をまとめる。 
レポートの提出をもって単位の認定を行う

こととする。 
海外研修および国内研修は別途費用が必要

となる。 

 

共同方式 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

展
開
科
目 

ジェロントロジー  ジェロントロジーは加齢を研究対象とする
領域横断的な学問である。加齢は出生とともに
始まるが、特に中高年期の加齢は心身と社会生
活に大きな影響を与えるため医学や心理学、社
会学、工学、経済学、法学、倫理学、行政学な
ど多くの学問が取り組む重要な主題である。基
礎研究だけでなく、実用に資する応用研究が重
んじられている。日本社会に代表される超高齢
化社会では、若者や中年世代が社会成層の中心
を占めることを前提とした諸制度を再構成す
る必要がある。高齢者の健康長寿を目指して福
祉を重んじると同時に、高齢者が備えている
様々な能力を積極的に活用してよりよい社会
を構築する試みが求められている。日本はこの
点で課題先進国であり、革新的な取り組みによ
って多くの国々の範たりえる可能性をもつ。本
科目では自分自身と身近な他者の日常生活と
職業活動において、ウェルネスと福祉の向上に
資するジェロントロジー研究の成果を講じる。 
 
 

同時に授業を
行う学生数は 80
人であることが
想定される。授業
終了後にメール
等による質疑応
答等を行い、更
に、各学期授業終
了後の授業評価
を次年度の授業
の改善に繋げ、教
育効果の質を向
上させるよう配
慮する。 

社会福祉学 社会福祉に関する基本的な知識を理解し、社
会的な実践につながることを目標に講義を展
開する。具体的には、社会福祉の諸分野、法制
度、理論、歴史、援助技術などを解説する。ま
た、人口の高齢化や少子化のなかでの介護問題
や待機児童問題などといった現代の日本社会
の抱える問題を解説、検討し、具体的な支援の
あり方を考察することで、理解を深め、社会的
な実践につながるようにしたい。 
動物看護専門職短期大学ということから、盲

導犬の役割や動物介在活動といった福祉と動
物との関わりについても講義のなかに含める。
福祉を通じて、人間と動物との共生をはかると
いう視点をもつことも到達目標としたい。 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

展
開
科
目 

少子高齢社会と人口問題 少子高齢化と不可分の人口減の問題は、日本
の将来のために国民が乗り越えなければなら
ない試練である。だが、この難題は政府の政策
だけで解決できるものではなく、国民一人一人
が関心を深める必要がある。少子高齢化・人口
問題の対応は、国民が経済・教育・文化・福祉
等の充実によって生活の豊かさを持続可能に
していく根幹をなすからだ。 
日本の良き将来を考える時、人間同士のみな

らず、動物と人間との共生が進むことも期待し
てよいだろう。堺屋太一氏が提言してきた「歩
いて暮らせるまちづくり」も、動物と人間との
絆が深まる契機と位置付けたい。 
講義形式を基本とする授業では、上記の視点

を背景として①少子高齢化と家族の絆（コンパ
ニオンアニマルも含めて）②少子化と子育て③
人口減と働き方改革④人口減と都会と地方創
生⑤高齢者と介護と医療⑥就活と死生観・看取
り⑦「歩いて暮らせるまちづくり」⑧行政（社
会保障制度）の歩みと今日等の内容を柱として
講義する。 
受講生が社会に出て直面せざるを得ない少

子高齢化・人口問題への理解が深まることを目
標とし、就活にも有益になるよう努めたい。 
 

同時に授業を
行う学生数は 80
人であることが
想定される。授業
終了後にメール
等による質疑応
答等を行い、更
に、各学期授業終
了後の授業評価
を次年度の授業
の改善に繋げ、教
育効果の質を向
上させるよう配
慮する。 

高齢者心理 今２０歳前後の青年が 65 歳を迎えるときに
は、４人に１人以上が高齢者であると予想され
ている。このような社会では介護が必要な高齢
者、認知症患者の増加は重要な社会的課題であ
り、誰でもが出会う問題である。そこで高齢者
心理では、高齢者の健康の課題・家族関係、幸
福感や生きがい、孤独や病気など多様な角度か
ら高齢者の心を学び、アニマルセラピー等の活
用を通しての高齢者理解のあり方を取り上げ
る。 

同時に授業を
行う学生数は 80
人であることが
想定される。授業
終了後にメール
等による質疑応
答等を行い、更
に、各学期授業終
了後の授業評価
を次年度の授業
の改善に繋げ、教
育効果の質を向
上させるよう配
慮する。 
 

死生学 人と動物の死を見つめ、死の視点から、生
を考え、生きることの大切さについての認識
を深める。また、社会科学的な観点から生と
死に関する様々な知識を理解し、事例検討を
重ねて豊かな想像力を養う。人間にとって永
遠のテーマである生と死の問題についてど
う立ち向かうかを考え、死生観を学ぶことに
より、問題対応能力を修得する。生と死を多
様な価値観からとらえることのできる専門
性を学び、変化に富む社会において長期的な
活躍に資する応用力をより一層高めてゆく
ことを目的とする。 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

展
開
科
目 

産業論 私たちの生活水準の向上は技術革新によっ
て達成される。それは現実の技術に対するあら
ゆる人々の挑戦による成果であり、特に起業家
精神の役割は大きい。社会を一変させてきた情
報革新（コンピューターやネットワークなど）
は新産業を次々と生み出し、伝統的な産業構造
の分類は業際的な産業の出現によって見直さ
れてきている。中でもサービス産業（動物関連
産業を含む）の技術革新や発展は顕著であり対
個人サービス業、対事業所サービス業での新し
いビジネスモデルが構築されてきた。本講義は
産業（業種・職業構造）の全体像とその特性、
産業（企業）発展の特徴及び新産業の創出の仕
方など基本的な産業知識について学ぶ。 
 

同時に授業を
行う学生数は 80
人であることが
想定される。授業
終了後にメール
等による質疑応
答等を行い、更
に、各学期授業終
了後の授業評価
を次年度の授業
の改善に繋げ、教
育効果の質を向
上させるよう配
慮する。 
 

起業論 本科目では、学生が卒業後にペット産業で起
業できるよう、次の学習を行う。 
起業ではどこで何をどのように行うかが重

要であるところ、それを考えるにはまず、産業
界のニーズを把握し、需要のある事業を見出す
必要がある。そのため、産業界で活躍するゲス
トスピーカーを招いた産学連携の実践的教育
を提供する。 
また、経営者として専門知識を活かすために

は、他の授業科目で扱う専門分野の座学と実習
に加えて、起業のために必要な経済社会の仕組
みやルールを知ることも有用である。そこで、
本授業では、起業や会社経営に最低限必要な会
計・資金調達・税金・法律等の実務の基礎を実
践的に教授する。 
最後に、それらを踏まえ、学生には、事業計

画を立案してレポートしてもらう。 
 

同時に授業を
行う学生数は 80
人であることが
想定される。授業
終了後にメール
等による質疑応
答等を行い、更
に、各学期授業終
了後の授業評価
を次年度の授業
の改善に繋げ、教
育効果の質を向
上させるよう配
慮する。 
 

消費者行動分析学 本科目の目的は、動物に関わる職業人が行動
分析学の知見に基づいて、コンシューマーとし
ての伴侶動物の飼い主との関係を考えられる
ようになることである。講義では、行動分析学
的な行動の見方を概観し、その応用領域である
行動経済学や組織行動マネジメントの知識を
援用した上で、コンシューマーのニーズに応じ
たサービスと商品を提供し、顧客漢族度を上げ
る方法を考えていく。また、広告がコンシュー
マーに与える影響に関する心理学の研究、コン
シューマーにサービスを提供する組に改善の
問題も取り扱う予定である。 
 

同時に授業を
行う学生数は 80
人であることが
想定される。授業
終了後にメール
等による質疑応
答等を行い、更
に、各学期授業終
了後の授業評価
を次年度の授業
の改善に繋げ、教
育効果の質を向
上させるよう配
慮する。 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

展
開
科
目 

ＩＴ社会論 この授業では、IT(情報技術)と社会との関係
について、過去から現在、そして未来において
概要を理解することを目標とする。 
基本的には講義科目であるが、学生の身近に

ある技術を取り扱うので、適宜、課題を課した
り、ディスカッションを行ったりすることがあ
る。 
取り扱う内容は、コンピュータの誕生以降、

これまでの IT の発展に伴う社会の変化から、
現代社会を支える情報基盤となるインターネ
ット、電子マネー、仮想通貨、そして、今後の
社会に影響を与えていくことが期待される先
端 IT などである。 

IT は常に発展しているので、開講時の状況に
合わせて、適宜内容を更新していく予定であ
る。 

 

同時に授業を
行う学生数は 80
人であることが
想定される。授業
終了後にメール
等による質疑応
答等を行い、更
に、各学期授業終
了後の授業評価
を次年度の授業
の改善に繋げ、教
育効果の質を向
上させるよう配
慮する。 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

展
開
科
目 

情報危機管理論 （科目の概要） 
文章によるコミュニケーションは重要なビ

ジネスの意思疎通手段となっているが、インタ
ーネットによるコミュニケーション網が発達
した現代においては、文章以外にも画像やビデ
オなどの情報も日常的なビジネス活動に欠か
せない要素になりつつある。 
現代のネット社会では、電子メールなどのシ

ステムを使って、多数の受信者とのやりとりが
簡単にかつ瞬時に行うことが可能であり、また
ホームページなどネット上での不特定多数に
向けての情報発信や、SNS などのグループ網を
基盤にしたコミュニケーションが手軽に行え
るなど、情報が広く瞬時に場所を問わずに共有
されることが可能となっており、情報の取り扱
い方法について正しく認識することは、どのよ
うな職業においても必須である。 
本講義では、このようなネット社会におい

て、ビジネス上の文書はもとより、多様な形態
の情報の管理方法について学ぶ。様々な形態の
情報について、閲覧・作成・取扱い・管理等に
関わるリスクを学び、起こりうる危機を回避す
るための基本的な知識と方法を広く学修する。 

 
（オムニバス方式／全８回） 
 
（② 荒木 幸子／４回） 
ビジネスにおいて、また個人として関わる情

報の種類や形態について広く考察し、閲覧・作
成時に留意する点や、適切な公開・発信・管理
方法について学修する。また機密情報としての
管理が必要な文章についての種類や重要度に
ついても学び、情報の管理方法についての基本
知識を身につける。 

 
（△1  近藤 美保子／４回） 
コンピュータシステムの情報資産には機密

情報や顧客の個人情報など、厳密に扱う必要の
ある重要な情報が溢れている。インターネット
に接続されたパソコンや携帯電話・スマートフ
ォンでさまざま情報を手に入れることができ、
便利になった反面、情報漏えいなどさまざまな
問題や犯罪も起こっている。そういった危険性
を学び、ネット社会における必要な知識とモラ
ルを身につけることを目的とする。 

 

オムニバス方式 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

展
開
科
目 

災害・危機管理論 （科目の概要） 
社会が抱える様々なリスクや危機に対応す

る為に必要な知識を学ぶ。地球環境問題、気象
災害、地震、津波、食品と有害物質、医療安全、
感染症対策、大規模事故によるビジネスリス
ク、リスクマネージメントの観点からヒトの健
康を守る為の知識を学び、社会貢献可能な人材
育成を目指す。 
 

（オムニバス方式／全１５回） 
 

（２ 本田 三緒子／８回） 
災害・危機管理に関する総論（自然災害と人

が関与することによって起こる事故につい
て：位置１～３）ついて実例を素に解説する。 
医療、地球環境、津波、大規模事故など、実

際に起こった事象をもとにその問題点、リスク
コントロールに必要な基礎知識を解説する。 
被害を最小に留める為に自ら、実施できるこ

とは何か発想可能な教育を行う。 
 

（２６ 福山 貴昭／７回） 
災害発生時の避難所が抱える問題点、地震災

害の実例を基に、動物由来感染症、野生動物由
来感染症の危機管理、危機発生時に必要なリー
ダーシップなどについて解説する。 
 

オムニバス方式 

 

医療安全 医療安全保障システムとしてのヒトの病院
内組織における医療の安全管理と医療に携わ
る者としての責任を学修する。医療現場におけ
るリスクマネジメントの基本的な原理、原則を
学んだ上で、予防対策、事故発生要因とメカニ
ズムの分析、予防・対策の決定、事故発生後の
対処行動・報告、記録方法、説明の仕方など、
ヒトの病院で実際にあった事故と実践例を交
えて分かりやすく講義する。医療人あるいは医
療現場にとって必要となる医療安全の考え方
と危機管理対策について理解する。 
人間の医療現場での医療安全を学ぶことで

動物医療現場において働く際の創造的能力を
養うことを目的とする。 

 

総
合
科
目 

動物トータルケア総合演

習１ 

「臨地実習１～３」の経験を踏まえて修得し
た知識・技能等を総合し、今後の臨地実務実習
に向け必要な能力を向上させることを目的と
する。 
４０名のクラスを６～７名ずつのグループ

に分け、各自の臨地実務実習について全員が報
告し、ディスカッションにより問題解決の方途
を探る。最後に２年次の学生全員そろってのま
とめの授業を実施する。 
また、学生１名ごとに実習授業にご提供いた

だいているモデル犬の飼い主３名と授業を通
してコミュニケーションをはかり、アンケート
等によりイヌの健康管理や在宅看護、グルーミ
ング、しつけ、問題行動など飼育上の課題につ
いて飼い主の声を収集する。 
なお、臨地実務実習施設への礼状を作成・投

函する。 
 

共同方式 
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様式第２号（その３の１） 

授 業 科 目 の 概 要 

（動物トータルケア学科） 
科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

総
合
科
目 

動物トータルケア総合演

習２ 

「臨地実習１～６」の経験を踏まえて修得し
た知識・技能等を総合し、今後の臨地実務実習
に向け必要な能力を向上させるとともに、動物
看護師として実践的・応用的な能力を総合的に
向上させることを目的とする。 
４０名のクラスを６～７名ずつのグループ

に分け、各自の臨地実務実習について全員が報
告し、ディスカッションによりそれぞれの課題
を発見することで問題解決の方途を探る。最後
に３年次の学生全員そろってのまとめの授業
を実施する。 
尚、「動物トータルケア総合演習１」に引き

続き３名の同じ飼い主から、動物看護師への飼
育管理上必要とされる要望を収集・分析する。
さらに動物病院・企業から産業界発展のために
必要とされる要望を収集・分析し、まとめる。 
最終の授業で臨地実務実習関係者の代表に

参加いただき意見交換を行い、人と動物の豊か
な共生社会について考察する。 
また、臨地実務実習施設及びモデル犬飼い主

への礼状を作成・投函する。 
 

共同方式 

 



学校法人ヤマザキ学園 設置認可等に関わる組織の移行表 

 

 

 

 

平成 30年度 入学 

定員 
編入学 

定員 
収容 

定員 
 平成 31年度 入学 

定員 
編入学 

定員 
収容 

定員 
変更の事由 

ヤマザキ動物看護大学 

 動物看護学部 

  動物看護学科 

 

 

180 

 

 

‐ 

 

 

720 

 ヤマザキ動物看護大学 

 動物看護学部 

  動物看護学科 

 

 

180 

 

 

‐ 

 

 

720 

 

計 180 ‐ 720  計 180 ‐ 720  

          

     ヤマザキ動物看護専門職短期大学  

 動物トータルケア学科 

 

80 

 

‐ 

 

240 

専門職短期大学新設 

     計 80 ‐ 240  

          

ヤマザキ動物専門学校 

 動物看護・美容学科 

 動物看護学科 

 動物美容・トレーニング学科 

 

80 

40 

40 

 

‐ 

‐ 

‐ 

 

240 

80 

80 

 ヤマザキ動物専門学校 

  

 動物看護・美容・トレーニング学科 

  

 

0 

40 

0 

 

‐ 

‐ 

‐ 

 

0 

80 

0 

 

平成 31 年 4 月学生募集停止 

平成 31 年 4 月名称変更 

平成 31 年 4 月学生募集停止 

計 160 ‐ 400  計 40 ‐ 80  
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‐1‐
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最寄り駅からの距離及び交通機関がわかる図面

渋谷駅 
700m(徒歩10分) 

  神泉駅 

至 吉祥寺 

１号館 

 
・所在地：東京都渋谷区松涛2-16-5 
２号館（図書館及び体育館含む）校地面積：1,323.39㎡ 

運動場校地面積：152.19㎡ 

 

350m(徒歩4分) 

２
号
館 

体
育
館 

 
 

 
 

 
・所在地：東京都渋谷区松涛2-3-10 
 １号館 面積：925.64㎡ 
 

図
書
館 

運
動
場 
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‐3‐
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凡例

1．ヤマザキ動物看護専門職短期大学　専用

2．ヤマザキ動物専門学校　専用

3．ヤマザキ動物看護専門職短期大学と

　 ヤマザキ動物専門学校　共用
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校舎・運動場等の配置図 
 

1号館  2号館 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運動場 
 
 

体育館 
 
 

2号館 
 
 
 

1号館 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1号館 所在地 東京都渋谷区松濤 2-3-10 
1号館校地面積 925.64㎡ 
1号館校舎面積 2,326.63㎡ 

2号館 所在地 東京都渋谷区松濤 2-16-5 
2号館(図書館及び体育館を含む)校地面積 1,323.39㎡ 
運動場校地面積：152.19㎡ 

2号館校舎面積 2,326.63㎡ 

図
書
館 

校
舎
、
運
動
場
等
の
配
置
図
 

運
動
場 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学学則（案） 

平成31年４月１日 

制定 

目次 

第１章 総則 

第１節 目的（第１条～第５条） 

第２節 組織編制（第６条～第８条） 

第３節 職員組織（第９条・第10条） 

第４節 学年、学期及び休業日（第11条～第14条） 

第２章 修業年限及び入学等 

第１節 修業年限及び在学年限（第15条） 

第２節 入学（第16条～第21条） 

第３節 教育課程及び履修方法等（第22条～第31条） 

第４節 休学・復学・転学・留学・退学及び除籍（第32条～第37条） 

第５節 卒業及び学位（第38条・第39条） 

第６節 賞罰（第40条・第41条） 

第７節 外国人留学生、研究生、科目等履修生及び特別聴講生（第42条～第45条） 

第８節 検定料・学費及びその他諸費用（第46条～第51条） 

第９節 育英・奨学（第52条） 

第３章 厚生施設（第53条） 

第４章 公開講座等（第54条） 

第５章 雑則（第55条） 

附則 

第１章 総則 

第１節 目的 

（目的） 

第１条 ヤマザキ動物看護専門職短期大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（平成

18年法律第120号）及び学校教育法（平成29年法律第41号）に則り、建学の精神である

「生命への畏敬」と「職業人としての自立」を遵守し、「生命を生きる」を教育理念とし

て、人間も動物も大自然の生態系の摂理の中で生き、生かされているという、原点を忘れ

ずに、共鳴・共生する生命の思想を貫き、動物看護に関わる基本的な理論・技術を身に付
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け、動物看護に関わる専門的応用的能力を有する人材を養成することを目的とする。 

２ 動物看護学を教育研究の対象とし、動物愛護の精神に則り、人とコンパニオンアニマル

との関係に求められる豊かな人間性と幅広い視野を備え、動物看護に関わる基本的な理

論・技術を身に付け、実践的な専門的応用的能力を有する動物看護師を養成することを目

的とする。 

（自己点検・評価） 

第２条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するた

め、本学における教育研究、組織運営並びに施設設備（以下「教育研究等」という。）の

状況について自己点検・評価を行い、その結果を公表するものとする。 

２ 前条の措置に加え、本学の教育研究等の総合的な状況について、学校教育法施行令（昭

和28年政令第340号）第40条に規定する期間ごとに文部科学大臣の認証を受けた者による

評価を受けることとし、その結果を公表するものとする。 

３ 第１項の自己点検・評価の事項及びその実施体制等については、別に定める。 

（情報開示） 

第３条 本学は、教育研究活動等の状況について刊行物への掲載その他広く周知を図ること

ができる方法によって、積極的に情報を開示するものとする。 

（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第４条 本学は、教育内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するも

のとし、その実施方法については、別に定める。 

 （教育課程連携協議会） 

第５条 本学は、産業界及び地域社会との連携により、教育課程を編成し、及び円滑かつ効

果的に実施するため、教育課程連携協議会を設けるものとする。 

２ 第１項の教育課程連携協議会に関する事項は別に定める。 

第２節 組織編制 

（学科） 

第６条 本学に次の学科を置く。 

動物トータルケア学科 

２ 前項の学科の入学定員は、次のとおりとする。 

学科 入学定員 収容定員 

動物トータルケア学科 80名 240名 

（附属図書館） 
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第７条 本学に図書館を置く。 

２ 図書館に関し必要な事項は、別に定める。 

（事務局） 

第８条 本学に、事務局を置く。 

第３節 職員組織 

（教職員） 

第９条 本学に、学長、学科長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員その他の職員

を置く。 

２ 本学に副学長及び副学科長を置くことができる。 

３ 第１項の職員のうちから事務局長及び部課長を置く。 

４ 任免及び職務については、別に定める。 

（教授会） 

第10条 本学の教育研究に関する事項を審議するために教授会を置く。 

２ 教授会は、学長、副学長、学科長、副学科長及び専任の教授をもって構成する。 

３ 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、教授会に准教授、講師、助教及

びその他の教職員を加えることができる。 

４ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

第４節 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第11条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

（学期） 

第12条 学期は、学年を前期と後期の２学期に分け、期間については、当該年度の学年暦

において定める。 

（休業日） 

第13条 休業日は、次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(3) 本学創設記念日 

(4) 夏季休業、冬季休業及び春季休業の期間は学年暦で定める。 

２ 前項の規定にかかわらず、学長は臨時に休業日を設け、又は休業日を変更することがで

きる。 
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３ 学長は、必要があると認めるときは、休業日に授業を行うことができる。 

（授業期間） 

第14条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間等を含め、35週にわたることを原

則とする。 

２ 各授業科目の授業は、15週にわたる期間を単位として行う。ただし、教育上特別の必

要があると認められる場合は、これらの期間より短い期間において授業を行うことができ

る。 

第２章 修業年限及び入学等 

第１節 修業年限及び在学年限 

（修業年限及び在学年限） 

第15条 本学の修業年限は、３年とする。ただし、在学年限は６年を超えてはならない。

ただし、第21条の規定により入学した者にあっては定められた在学すべき年数の２倍に

相当する年数を超えて在学することができない。 

第２節 入学 

（入学の時期） 

第16条 本学の入学時期は、学年の始めとする。 

（入学資格） 

第17条 本学に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者でなければならない。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による12年の課程を修了した者（通常の課程以外の課程により、これに

相当する学校教育を修了した者を含む。） 

(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文

部科学大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして認定した在外教

育施設の当該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める

日以後に修了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者（昭和23年5月31日文部省告示第47号） 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒

業程度認定試験に合格した者（大学入学資格検定に合格した（同規則附則第2条の規定
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による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和26年文部省第13号））による大学入学資

格検定に合格した者を含む。） 

(8) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、18歳に達したもの 

（入学出願の手続） 

第18条 入学志望者は、本学所定の入学願書に定める入学検定料を添えて、指定期日まで

に出願しなければならない。 

２ 提出の時期、方法、提出すべき書類等については別に定める。 

（入学者の選考及び合格者の決定） 

第19条 入学志願者には、別に定めるところにより、選考を行い、教授会の意見を聴いて、

学長が合格者を決定する。 

（入学手続及び入学許可） 

第20条 前条の選考の結果に基づき、合格の通知を受けた者は、所定の期日内に第46条に

定める入学金のほか、授業料等を添えて、手続を取らなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（編入学・再入学及び転入学） 

第21条 本学に編入学、再入学又は転入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に

限り、選考の上、教授会の意見を聴いて、学長が相当年次に入学を許可することができる。 

２ 前項の規定により、編入学をすることができる者は、次の各号のいずれかに該当する者

とする。 

(1) 他の大学を卒業又は退学した者 

(2) 短期大学、高等専門学校を卒業又は退学した者 

(3) 専修学校の専門課程で文部科学大臣の定める基準を満たす課程を修了した者（ただ

し、学校教育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に限る。） 

３ 第１項の規定により、再入学又は転入学できる者は、本学を中途退学した者又は他の大

学に在学中の者で、転入学により当該大学を退学する者とする。 

４ 第１項の規定により、入学を許可された者についての履修方法は、教授会の意見を聴い

て、学長が決定する。 

第３節 教育課程及び履修方法等 

（授業科目） 

第22条 本学の授業科目は、基礎科目、職業専門科目、展開科目、総合科目とする。 



- 6 - 

２ 各授業科目を必修科目、選択科目に分け、各年次に配当して編成する。 

３ 本学の授業科目は、別表第１のとおりとする。 

（卒業単位数） 

第23条 本学を卒業するためには、次の各号により合計107単位以上の単位を修得しなけれ

ばならない。 

(1) 基礎科目 必修科目5単位及び選択科目10単位 

(2) 職業専門科目 必修科目70単位及び選択科目の「臨地実習5」または「臨地実習6」

から5単位 

 (3) 展開科目 選択科目15単位 

(4) 総合科目 必修科目2単位 

（単位の計算方法） 

第24条 授業科目の単位計算方法は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容

をもって構成することとし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に

必要な学習等を考慮して、次の基準によるものとする。 

(1) 講義・演習については、15時間から30時間までの範囲で本学が定める時間の講義・ 

演習をもって１単位とする。 

  (2) 実験・実習及び実技については、30時間の実験・実習及び実技をもって１単位とす 

る。 

(3) 講義、演習、実験、実習又は実技のうち二つ以上の方法の併用により授業を行う場

合にあっては、その組合せに応じ、総時間数が45時間となる授業をもって１単位とす

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、社会・地域活動参加等の授業科目については、その学修の成

果を考慮して単位を定める。 

（単位の授与） 

第25条 授業科目を履修し、各授業時数の３分の２以上出席し、所定の試験に合格した者

には、単位を与える。 

（成績の評価） 

第26条 成績の評価は、S、A、B、C、Dをもって表し、C以上を合格とする。 

（他大学等における授業科目の履修等） 

第27条 本学は、教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協定に基づき、

学生が当該他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位は、
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46単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとして認める

ことができる。 

２ 前項の規定は、学生が、外国の大学又は短期大学に留学する場合、外国の大学又は短期

大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又

は短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら

れた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該教育課程における授業科目を

我が国において履修する場合について準用する。 

３ 前２項に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第28条 本学は、教育上有利と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専

攻科における学修その他文部科学大臣が定める学修を、本学における授業科目の履修とみ

なし、単位を与えることができる。 

２ 前項の規定により、与えることができる単位は、前条第１項により認定する単位と併せ

て46単位を超えないものとする。 

３ 前２項に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第29条 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大

学において履修した授業科目について修得した単位（第44条に規定する科目等履修生と

して修得した単位を含む。）を、本学に入学した後の本学における授業科目の履修により

修得したものとみなすことができる。 

２ 本学は、教育上必要と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規

定する学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数は、編入学、

転入学等の場合を除き、第27条第１項及び第２項並びに前条第１項の規定により本学に

おいて修得したものとみなす単位数と合わせて46単位を超えないものとする。 

４ 前３項に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

５ 前項までの規定にかかわらず、動物看護の専門性が求められる職業に係る実務の経験を

通じ、動物看護師を担うための実践的な能力を修得している場合に、当該実践的な能力を

本学において修得したものとみなし、単位を与えることができる。 

６ 前項の規定により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数は、23単位

を超えないものとする。 
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（成績評価基準等の明示） 

第30条 本学は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画をあらか

じめ明示するものとする。 

２ 本学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たって、客観性及び厳格性を確保す

るため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準に従って適切に

行うものとする。 

（その他） 

第31条 この節に定めるもののほか、各授業科目の配当年次、履修方法等については、別

に定める。 

第４節 休学・復学・転学・留学・退学及び除籍 

（休学） 

第32条 病気その他やむを得ない事情により、休学しようとする者は、医師の診断書等そ

の理由を証する書類及び保証人連署をもって学長に提出し、学長の許可を得て休学するこ

とができる。 

２ 病気等のため修学することが適当でないと認められる者について、学長は、学科長、教

務部長又は学生部長その他学長が必要と認める者（以下、「学科長等」という。）の意見

を聴いて、休学を命ずることができる。 

３ 休学の期間は、１年を超えることはできない。ただし、特別の事情がある場合には、引

続き１年間に限り、期間延長の許可をすることができる。 

４ 休学の期間は、通算して３年を超えることはできない。 

５ 休学の期間は、在学年数に算入しない。 

（復学） 

第33条 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学科長等の意見を聴いて、学長が復

学の許可をすることができる。 

（転学） 

第34条 他の大学に転学を希望する者は、学長の許可を得なければならない。 

（留学） 

第35条 留学を希望する者は、あらかじめ保証人連署をもって願い出て、学長の許可を得

て、外国の大学又は短期大学に留学することができる。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、１年に限り、第15条に定める期間に算入する。 

（退学） 
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第36条 退学しようとする者は、学長の許可を得なければならない。 

（除籍） 

第37条 次の各号のいずれかに該当する者は、教授会の意見を聴いて、学長が除籍する。 

(1) 第15条に定める在学年限を超えた者 

(2) 休学期間を超えて、なお修学できない者 

(3) 授業料の納付を怠り、催促しても、なお納入しない者 

(4) 死亡した者又は長期にわたり、行方不明の者 

第５節 卒業及び学位 

（卒業の認定） 

第38条 本学に３年以上在学（編入学等により入学した学生については、別に定める年限）

し、本学則に定める授業科目の中から基礎科目の必須科目5単位、選択科目10単位、職業

専門科目の必須科目70単位、選択科目の「臨地実習5」または「臨地実習6」から5単位、

展開科目の選択科目15単位、総合科目２単位、併せて107単位以上修得した者については、

教授会の意見を聴いて、学長が卒業を認定する。 

２ 前項による卒業認定は、学年末に行う。やむを得ない理由により、この認定を得られな

かった者については、次年度前期にこれを行うことができる。 

（学位の授与） 

第39条 前条の規定により卒業を認定された者には、動物看護短期大学士（専門職）の学

位を授与する。 

２ 学位に関して必要な事項については、別に定める。 

第６節 賞罰 

（表彰） 

第40条 学生として品行方正、学術優秀又は素行等表彰に値する行為があった者は、教授

会の意見を聴いて、学長が表彰することができる。 

（懲戒） 

第41条 本学則、その他本学の定める諸規則を守らず、学生としての本分にもとる行為が

あった学生に対しては、教授会の意見を聴いて、学長が懲戒する。 

２ 懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。 

３ 退学は、次の各号のいずれかに該当する学生に対して行う。 

(1) 入学誓約書に違反した者 

(2) 品行不良で改善の見込みがないと認められる者 
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(3) 成績不良で学業継続の見込みがないと認められた者 

(4) 正当な理由なくして出席不良の者 

(5) 大学の秩序を乱し、その他学生の本分に反した者 

第７節 外国人留学生、研究生、科目等履修生及び特別聴講生 

（外国人留学生） 

第42条 外国籍を有し、第17条第３号に該当する者が、本学に入学を希望した場合は、選

考の上、教授会の意見を聴いて、入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生については、第35条に関する規定を除き、正規の学生についての規定を

準用する。外国人留学生について必要な事項は、別に定める。 

３ 前項の外国人留学生に対しては、第22条に掲げるもののほか、日本語科目及び日本事

情に関する科目を置くことができる。 

（研究生） 

第43条 本学に研究生として、入学の申出のあるときは、教育・研究に支障のない限り選

考の上、教授会の意見を聴いて、学長が研究生として入学を認めることができる。 

２ 研究生に関する事項は、別に定める。 

（科目等履修生） 

第44条 本学において、特定の科目について履修しようとする者については、教育研究に

支障がない範囲において、選考の上、教授会の意見を聴いて、科目等履修生として、入学

を許可することがある。 

２ 科目等履修生が履修した授業科目について、試験に合格したときは、第25条及び第26

条の規定を準用して当該科目の単位を付与することができる。 

３ 科目等履修生に関する事項は、別に定める。 

（特別聴講生） 

第45条 学長は、他の大学、短期大学との協議に基づき、当該大学の学生を特別聴講生と

して、教授会の意見を聴いて、入学を許可することがある。 

２ 特別聴講生に関する事項は、別に定める。 

第８節 検定料・学費及びその他諸費用 

（入学検定料及び学費） 

第46条 入学検定料及び学費は、別表第２に定めるところによる。 

（学費等の納期） 

第47条 学費その他の納入金は、別に定める指定の期日までに納入しなければならない。 
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（納付した学費） 

第48条 納入した学費は、原則として返還しない。 

（復学した場合の授業料） 

第49条 復学の許可を受け、復学したときは、当該学期分の学費を納入しなければならな

い。 

（退学・除籍及び停学の場合の授業料） 

第50条 学期の途中で退学し、又は除籍された者の当該学期分の授業料は、徴収する。 

２ 停学期間中の授業料は、徴収する。 

（修業年限を超えて在学する者の学費等） 

第50条の２ 修業年限を超えて在学する者の当該学期分の学費等については、第46条の規

定にかかわらず別に定める。 

（休学者の在籍料） 

第51条 休学を許可された者は、別に定める在籍料を納入しなければならない。 

第９節 育英・奨学 

（育英・奨学） 

第52条 本学に、育英及び奨学に関する制度を置く。 

２ 育英及び奨学に関する事項は、別に定める。 

第３章 厚生施設 

（厚生施設） 

第53条 本学に厚生施設を置く。 

２ 厚生施設（学生ラウンジ、医務室等）について必要な事項は、別に定める。 

第４章 公開講座等 

（公開講座） 

第54条 本学は、学術文化の普及を図るため、広く一般市民のための公開講座等を開講す

る。 

２ 公開講座等について、必要な事項は別に定める。 

３ 施設使用について必要な事項は、別に定める。 

第５章 雑則 

（学則の改廃） 

第55条 この学則の改正及び廃止は、教授会の意見を聴いて、理事会の議を経て理事長が

定める。 
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附 則 

この学則は、平成31年４月１日から施行する。 

 

別表第１（第22条関係） 

教育課程 

（動物トータルケア学科） 

科
目
群 

授業科目の名称 

単位数 

備考 
必修 選択 

基
礎
科
目 

生命倫理学 2   

心理学  2  

社会学  2  

キャリアマネジメント  2  

コミュニケーション論  2  

英語Ⅰ 2   

英語Ⅱ  1  

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ 1   

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ  1  

生活とアート  2  

職
業
専
門
科
目 

動物看護学概論 2   

動物形態機能学 2   

動物形態機能組織学 2   

動物形態機能学・組織学実習 1   

動物臨床看護学（基礎・内科） 2   

動物臨床看護学（基礎・内科）実習 2   

動物臨床看護学（外科） 2   

動物臨床看護学（外科）実習 2   

動物口腔ケア論  1  

動物口腔ケア実習  1  

訪問動物看護学 2   

動物看護ソーシャルワーク 2   
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職
業
専
門
科
目 

動物生理・繁殖学 2   

動物病理学 1   

動物薬理学 2   

公衆衛生学 2   

動物感染症学 2   

環境生物学  1  

動物臨床検査学 2   

動物臨床検査学実習 1   

動物臨床栄養学 2   

動物行動学 2   

動物リハビリテーション論  2  

動物人間関係学 2   

動物愛護・福祉と関連法規 1   

伴侶動物学 2   

動物飼育管理論 2   

野生動物学 1   

産業・実験動物学 2   

動物トータルライフ環境論 2   

動物トータルライフ演習  1  

コンパニオンアニマルケア論 2   

コンパニオンアニマルケア実習（基礎） 3   

コンパニオンアニマルケア実習（応用） 3   

コンパニオンドッグトレーニング論 2   

コンパニオンドッグトレーニング実習 3   

臨地実習1 1   

臨地実習2 1   

臨地実習3 4   

臨地実習4 4   

臨地実習5  5  

臨地実習6  5  



- 14 - 

職
業
専

門
科
目 

動物実習短期留学  2  

研修・ボランティア活動  1  

展
開
科
目 

ジェロントロジー  2  

社会福祉学  2  

少子高齢社会と人口問題  1  

高齢者心理  2  

死生学  2  

産業論  2  

起業論  2  

消費者行動分析学  2  

ＩＴ社会論  1  

情報危機管理論  1  

災害・危機管理論  2  

医療安全  2  

総
合 

科
目 

動物トータルケア総合演習1 1   

動物トータルケア総合演習2 1   

注１ １学期ごとの履修単位数の上限は 23単位とする。 

 

別表第２（第46条関係） 

入学検定料及び学費 

（動物トータルケア学科） 

（単位 円） 

事項 金額 

入学検定料 20,000 

入学金 150,000 

学費 
授業料（年額） 700,000 

実習費（年額） 300,000 

施設費（年額） 280,000 

小計 1,280,000 

注２ 学費は１年次、２年次、３年次共通 

注３ 入学検定料は、２回目以降に受験する際は、免除する。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学教授会規程（案） 

平成31年４月１日 

制定 

（趣旨） 

第１条 この規程は、ヤマザキ動物看護専門職短期大学学則（以下「学則」という。）第

10条第４項の規定に基づき、教授会の運営等について定めるものとする。 

（構成） 

第２条 教授会の構成は、学則第10条第２項に定める者をもって構成する。 

２ 教授会が必要と認める場合、教授会構成員以外の出席を認め、意見を聴くことができる。 

（招集） 

第３条 教授会の招集は、学長が行う。 

２ 定例教授会は、原則として毎月１回開催するものとする。 

３ 学長が必要と認めた場合及び構成員の３分の２以上が審議の必要性を認める議案があ

る場合は、臨時教授会を招集することができる。 

４ 教授会は、管理運営上重要な会議であることに鑑み、やむを得ず出席できないときは、

あらかじめ学長の了承を得なければならない。 

（議長） 

第４条 教授会の議長は、学科長とする。 

２ 学科長に支障のあるときは学科長があらかじめ指名した教授が議長の職務を代行する。 

（教授会の成立） 

第５条 教授会の成立は、構成員の３分の２以上の出席を必要とする。ただし、海外出張者、

公務出張者、長期欠勤者及び休職者を除く。 

（議題の提出） 

第６条 教授会の審議事項及び報告事項は、事前に学長に提出しなければならない。ただし、

緊急の場合はこの限りでない。 

２ 教授会の運営を円滑に進めるために、教授会運営会議を置く。教授会運営会議について

は、別に定める。 

（審議事項） 

第７条 教授会は、次の各号の事項を審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べるもの

とする。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関すること。 
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(2) 学位の授与に関すること。 

２ 前項各号に規定するもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴く

ことが必要なものとして学長が次の各号に定める事項。 

(1) 教育課程の編成に関すること。 

(2) 学生の編入学、再入学、留学及び除籍に関すること。 

(3) 学生の表彰・懲戒に関すること。 

(4) 教員の教育研究業績等の審査に関すること。 

(5) 学則及び諸規程に関わる事項 

(6) 第１号から第５号までに規定するもののほか、学長が意見を聴くことが必要なもの

として学長が定める事項 

３ 前項第６号に規定する事項を学長が定めるに当たり、教授会の意見を聴くものとする。 

４ 教授会は、第１項及び第２項に規定する事項のほか、学長がつかさどる教育研究に関す

る事項について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（議決） 

第８条 議決は、出席者の過半数を必要とし、可否同数の場合は議長が裁決する。 

（議事録） 

第９条 教授会は、議事内容を記録（以下「議事録」という。）し、次回の教授会で確認し

なければならない。 

２ 議事録は、事務局教務・学生課が作成し、保管するものとする。 

（委員会） 

第10条 教授会は、教育・研究の遂行及び諸案件の審議を円滑に進めるために、それ等に

対応した委員会を設けることができる。 

２ 委員会の組織、運営等については別に定める。 

（規程の改廃） 

第11条 この規程の改正及び廃止は、教授会の意見を聴いて、学長が定め、理事長に報告

するものとする。 

附 則 

この規程は、平成31年４月１日から制定施行する。 
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1．専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 
(1)設置の趣旨及び必要性 
①設置の趣旨 
人と動物の共生は永い歴史を有しているが、19 世紀、産業革命によるさまざまな技術革

新は、人による動物の改良と量産を促し、動物の産業資源化を進めてきた。 
その結果、獣医学、畜産学はめざましい発展をとげ、それぞれの学術分野が確立された。

しかし、20 世紀、産業規模の急速な拡大は、自然環境の劣化を招くこととなり、人間社会

は自然回帰、自然界との共生の中に新しい動物との関係を求め始め、動物に対するかかわ

りも、それを資源として産業化するばかりでなく、近年、家族の一員としてのコンパニオ

ンアニマル脚注 1の飼育数が増大したことによる、動物医療や看護を含む関連産業の発展が目

覚ましい。 
現在、日本において超少子高齢社会を迎え、動物飼育環境の改善はイヌ、ネコの長寿を

もたらし、イヌ 987.8 万頭、ネコ 984.7 万頭が飼育されていると推定される（資料 1）。イ

ヌとネコの合計飼育数は、人の 15 歳未満の人口を超えている。加えて、人の高齢者人口は

3,000 万人を超え、3,500 万人に近づこうとしている。なお、イヌとネコの平均寿命も 14
歳を超え、超高齢化の傾向は顕著である（資料 2）。 

超高齢社会の日本において、人とコンパニオンアニマルの共生が、高齢者の健康寿命を

延ばすことが確認されている（資料 3）。このことは、国民の医療費の削減という日本の国

家戦略に資するものである。さらに、身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬：以下

補助犬）ユーザーである障がい者による社会進出を図ることも求められている。 
なお、現在国内の動物診療施設数は微増している（資料 4）。 
ペット関連産業の規模は、1 兆 4,000 億円を超え、1 兆 5,000 億円に届くと言われている

（資料 5）。その内訳は、ペット関連サービス等 7,480 億円（ペット医療 3,009 億円 脚注 2を

含む）、ペットフード市場 4,735 億円、ペット用品市場 2,505 億円となっている。なお、

ペット関連サービスのうち、ペット保険の市場は現在 430 億円であり、国内加入率は 5％と

                                                   
脚注 1 「愛がん動物又は伴侶動物（コンパニオンアニマル）として家庭等で飼養及び保管されている動物

並びに情操の涵養及び生態観察のため飼養及び保管されている動物をいう。」と、「家庭動物等の飼養及び

保管に関する基準（平成 14 年 5 月 28 日環境省告示 37 号）」にあるとおり、定義的には、家庭動物の扱い

となる。なお、ペットの和訳は、愛がんであり、大切に可愛がり慰みとするとなり、ここには人間が優位

であり動物は従属、隷属するものという、差別がある。一方、コンパニオンの和訳は仲間、伴侶などの、

同等、対等の意味を持つ言葉が並ぶ。したがって、コンパニオンアニマルとは伴侶動物であり、家族の一

員としての同等の位置付けがなされる。コンパニオンアニマルという考え方が定着することで、飼主全体

の意識が向上し、捨て犬・猫、放し飼いなどの公衆衛生上の問題も激減するものと期待される。 
 
脚注 2  総務省・経済産業省 2012 年経済センサス 活動調査 
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なっているが、将来、イギリスの犬猫の加入率 45％と同様になった場合はその市場規模は

1,500～2,000 億円程度になると予想される（資料 6）。 
しかし、高齢者の飼い主はペットが亡くなった後に、自分の年齢を考慮すると、終生飼

養の観点から新たにペットを迎え入れることに不安を感じていることが多く、東京都では、

ガイドブックを発行している（資料 7）。本学は、高齢者のペット飼育をサポートするため

に、家庭で看護・介護・管理・グルーミング等のトータルケアを行う訪問看護・在宅ケア

ができる動物看護師の養成を目指す。 
同時に、動物医療が市場の 20％を占めるのに対し、その他の動物関連産業が 80％を占め

ることに鑑み、ペットフードの選択、予防医療の積極的な推進や保険加入の条件等（資料 8）
において、溢れる情報のなかから適切な選択をできるよう、本学では、飼い主と産業界と

動物を繋ぐ専門知識を持った動物看護師の養成を目指す。このことは動物看護師の職域を

広げ、自立性をもって活躍することに繋がる。このような積み重ねがコンパニオンアニマ

ルの飼育頭数の安定を図り、産業界の発展、人と動物の健康増進をもたらすものと考える。 
そこで本学は、動物看護教育の先駆者としての経験を活かし、専門職短期大学として産

業界との連携をもって、実務的な教育課程の充実を図り、各専門分野において豊かな実務

経験や高度な専門性を有する教員組織により、動物看護師としての実践的な能力を修得さ

せる。飼い主に直接対応するとともに、訪問看護、介護、グルーミング、口腔ケア、しつ

け及び食事・栄養の指導を行う、トータルケアのできる人材を養成するための、専門職短

期大学を設立することとする。 
②専門職短期大学設置の経緯と必要性 
学校法人ヤマザキ学園は、故山﨑良壽が昭和 42 年 12 月に、東京都渋谷区において「シブ

ヤ・スクール・オブ・ドッグ・グルーミング」を創立して以来 50 年の歴史を有する（資料 9）。
昭和 40 年代初頭、日本経済は高度成長期にあり、海外より洋犬の輸入が急激に増加し、ペ

ットの需要は「ペットブーム」と言われ社会現象になった。海外からは、プードルやコリー、

テリア等多種多様な犬種が輸入され、洋犬の飼育や長毛犬のシャンプー・カット等のケア、

輸入されたドッグフードの与え方等の衣食住に関わる問題が次々と生じた。そのような背景

を踏まえ、イヌに関する正しい知識を広めるために、渋谷駅ハチ公前のビルにて「イヌのリ

ビング展」を開催した。このことはイヌの美容師という新しい職業への関心から多くの人々

に注目され、翌年「シブヤ・スクール・オブ・ドッグ・グルーミング」は開設された。同校

創立 3 年後には、「シブヤカレッジ」と改名し、高等学校卒業生を対象に、コンパニオンア

ニマルの健康管理を中心とした体系的な人材養成事業を始めた。昭和 52 年には、「ヤマザ

キカレッジ」と改名。動物看護・ケア教育の充実をはかり、昭和 58 年、獣医師、動物病院

からの切実な要望に対応し「ヤマザキカレッジ付属日本動物看護学院」を新設。しかし、「動

物看護」は専修学校の 8 分野に適合しないとの東京都の指導のもと学校法人認可まで約 10
年を要し、平成 6 年 6 月、「学校法人ヤマザキ学園」の認可を受け、平成 7 年 4 月、「専修

学校 日本動物学院」の開校に至った。なお、「動物に看護はない」との指導から、「日本

動物看護学院」の校名は「日本動物学院」に変更。以後、昭和から平成にかけて「動物看護」
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の概念に対する認知を高め、動物看護学の科学的体系作りに邁進してきた。 
そして、平成 16 年 4 月、高等教育機関として初めて動物看護学科を有するヤマザキ動物

看護短期大学を八王子市南大沢に開学、平成 22 年 4 月、動物看護学を母体として認可され

た、日本で唯一の動物看護学部を擁するヤマザキ学園大学（動物看護学部動物看護学科：入

学定員 180 人）（平成 30 年 4 月、ヤマザキ学園大学をヤマザキ動物看護大学に校名変更し

た。以下同様とする。）を開学し、今日に至っている。 
以上のように、学校法人ヤマザキ学園は 50 年にわたり、我が国における動物看護教育の

先駆者として、動物愛護、動物福祉等について動物愛護シンポジウム（資料 10）や公開講座

（資料 11）を通して啓発に努めてきた。 
また、動物看護師の養成機関として専門学校、短期大学と大学を合わせて 13,000 人以上

の卒業生を輩出し、日本における動物看護並びに動物看護師の発展に大きく貢献してきた。 
なお、平成 22 年 10 月 1 日より、日本において動物看護師の資格認定を行っている 5 団

体が協力して、動物看護職統一試験協議会が発足し、平成 24 年 2 月 1 日に第 1 回統一試験

が実施され、平成 23 年 9 月 29 日に設立した動物看護師統一認定機構が認定・登録を行っ

た。同機構は、平成 28 年 2 月 1 日には一般財団法人化し、統一試験を実施して資格認定、

登録を行い、平成 29 年 3 月までに第 6 回の試験に至っている。 
現在、九州保健福祉大学、倉敷芸術科学大学、帝京科学大学、日本獣医生命科学大学、

ヤマザキ動物看護大学、酪農学園大学、東亜大学、千葉科学大学の 8 校が受験認定を受け、

専修学校 68 校（資料 12）を加え、全国で 76 校が受験している。 
しかし、近年になり飼い主の高齢化と飼育されているイヌやネコの高齢化に伴い、高齢犬

等の健康維持をサポートする訪問看護・在宅ケアの要望が高まり、一般財団法人日本ヘルス

ケア協会において、ペットとの共生によるヘルスケア普及推進部会（資料 13）も発足し、ペ

ットとの暮らしが人の長寿に繋がると証明されてきている。このような状況の中で、臨地実

務実習（臨地実習を正式名称の臨地実務実習に変更した。科目名称は除く。以下同様とする。）

で多くの経験を重ね、実践力を兼ね備え、産業界の職場で飼い主に飼育やケアの他、商品や

保険に関してアドバイスのできる人材の養成が要望されている。それらの要望に応えるため、

ヤマザキ動物看護大学の特色ある教育・研究と、ヤマザキ動物専門学校の実学教育の経験を

踏まえ、3 年制の専門職短期大学を平成 31 年 4 月、渋谷区松濤に設置する。 
日本の将来を見据えて産業界のイノベーションが問われている経済状況に鑑み、動物関連

産業界においても、動物医療を支え、動物関連企業では新たな創造力を持って、職域を拡大

し、動物関連産業界の一角を担う動物看護師が期待されている。 
設置する学校種を 3 年制の専門職短期大学とする理由は、昭和 42 年以来、動物看護や動

物美容の教育に携わり、昭和 60 年以降は圧倒的に 3 年制の学科が支持され、その結果、専

門学校では就職率 95％を保持してきたことによる。また、4 年制大学に入学し、教育・研

究に進むより実務力を身に付け、社会で活躍することを希望する高校生の層が見受けられ

る。特に動物と接することの多い実習授業や臨地実務実習を好む学生には新制度の専門職

短期大学への期待が大きい。また、就職等の出口の観点から説明すると、ヤマザキ動物看
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護大学の就職率は 97.4％（平成 28 年度）であり、就職先は、動物病院 49.6％、動物関連

産業等 50.4％である。それに対し、ヤマザキ動物専門学校の就職率は 95.0％（平成 28 年

度）であり、就職先は、動物病院 83.0％（43.0％はグルーミングを含む）、その他（サロン

ショップを含む）17.0％という結果であった。主な就職先である動物病院の半数はグルーミ

ング（イヌ・ネコの美容）業務を行っていることから、専門学校では教育課程の半分を学

内での実習に要し、多くの実習授業をとおして看護と美容の即戦力となる技術を備えた動

物看護師を動物病院に送り出している（全体の 8 割強）。動物関連企業は 2 割弱に留まる（資

料 14）。 
3 年制のヤマザキ動物看護専門職短期大学の就職先は、動物病院及び動物関連企業の 3 分

野（①ペットサロン（動物病院美容部門を含む）・ペットショップ②ペットホテル・訓練施

設・老犬ホーム・ペット同伴宿泊施設、③その他のペット関連企業・動物関連団体）を想

定し、臨地実務実習先での知識と経験を活かし、動物関連企業への就職領域の拡大が見込

まれる。 
なお、450 時間の臨地実務実習を履修しつつ、一般財団法人動物看護師統一認定機構主催

の動物看護師統一認定試験の受験資格となるコアカリキュラムを履修して、同認定試験に対

応するためにも、3 年間の教育期間が必要とされる。 
ヤマザキ動物看護大学の教育課程は、教養科目から卒業論文に至る授業科目の体系をもっ

て 4 年間学修し、動物看護学の科学的体系を構築するための教育・研究機関であることから、

ヤマザキ動物看護専門職短期大学とは異なる役割を果たす。 
また、ヤマザキ動物専門学校の教育課程は、技術の即戦力を養成するため学内実習を中心

に、講義と実習の割合が約半々であり、実習授業に多くの時間を割いている。また、実習授

業では、技術修得のために何度も繰り返すリピート授業を行うことが、社会に出た時の確実

な即戦力となる。新制度の専門職短期大学のように関連する他分野の展開科目等は配置して

いない。 
ヤマザキ動物看護専門職短期大学の教育課程は、ディプロマポリシー、カリキュラムポリ

シーに沿って、教育課程において修得した知識・技術をとおし、動物の訪問看護及び動物の

在宅ケアに必要な応用的能力を修得する。 
なお、既設のヤマザキ動物専門学校の動物看護・美容学科（3 年制・収容定員 240 人）に

ついては、その定員を振替えて専門職短期大学を設置することに伴い、専門職短期大学の開

設にあわせて廃止を前提に学生募集を停止するが、これらに関する情報の周知を図るととも

に、在学生の教育に支障がないように引き続き丁寧な学生指導を徹底する等の配慮をした上

で在学生の卒業後に廃止する。あわせて同専門学校は、2 年制の動物看護学科を名称変更し、

動物看護・美容・トレーニング学科として、引き続き存続する。 
学校教育法において、大学は、「学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専

門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。」と

規定されている。専修学校は、「職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、又は教養の

向上を図る。」ことを目的とすることが規定されている。 
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この度、新たに学校教育法の改正により制定された専門職短期大学は、深く専門の学芸を

教授研究し、専門性が求められる職業を担うための実践的かつ応用的な能力を養成すること

を目的とするものであり、450 時間の臨地実務実習を行うことを特色とする。なお、専門職

短期大学は、キャリア教育・職業教育を充実・強化し、産業構造の変化や技術革新、グロー

バル化等の社会状況の変化に直面しても、職業を通じた社会との関わりを持ち続けることが

できる高度な実践力と豊かな創造力をもつ職業人としての動物看護師を養成する。 
新たに設立されるヤマザキ動物看護専門職短期大学においては、動物看護師として訪問看

護・在宅ケアの要望に応えるとともに、同時に動物看護の素養を備えて臨地実務実習で多く

の経験を重ね実践力を備えた、飼い主と市場を結び産業界の発展に寄与する人材を養成する

ものである。ヤマザキ動物看護専門職短期大学、ヤマザキ動物看護大学、ヤマザキ動物専門

学校は、それぞれの役割をもって、社会に必要な人材を養成する。 
③ペット需要の変化と設置の必要性 
一般社団法人ペットフード協会が公表している全国犬猫飼育実態調査（以下、同調査）

によると、犬の飼育頭数については、平成 24 年（2012 年）に 1,153.4 万頭だったものが平

成 28 年（2016 年）には、987.8 万頭へと 165.6 万頭減少している（資料 1）。 
しかし、同調査による飼育頭数と犬の年齢構成から高齢犬の飼育頭数を計算すると 10 歳

以上の高齢犬の飼育頭数は平成 24 年（2012 年）に 304.5 万頭であったものが、平成 28 年

（2016 年）の 352.6 万頭へと高齢犬が 48.1 万頭増加し、今後も高齢犬の増加が想定される

（表 1）。 
 

表 1  犬の年齢構成 
暦年 0~6 歳 7～9 歳 10～12 歳 13 歳以上 不明 総数 

平成 24 年 

（2012年） 
47.7％ 23.9％ 16.7％ 9.7％ 1.9％ 

1,153.4 万頭 
71.6％（825.8 万頭） 26.4％(304.5 万頭) 1.9％（21.9 万頭） 

平成 28 年 

（2016年） 

41.0％ 21.1％ 20.0％ 15.7％ 2.3％ 
987.8 万頭 

62.1％（613.4 万頭） 35.7％（352.6 万頭） 2.3％（22.7 万頭） 

（出典：一般社団法人ペットフード協会 全国犬猫飼育実態調査） 
 
なお、ペットを家族の一員ととらえる傾向が強まり、犬の高齢化が進む中で、前述した

動物診療施設の増加については、平成 23 年（2011 年）の 10,551 施設に対し平成 28 年（2016
年）には 11,675 施設と 1,124 施設が増設している（資料 4）。その理由としては、人の高齢

化と同じようにペットの高齢化による動物医療の多様化に付随する医療費の増加等による

ものと推察される。また、東京都の飼育動物診療施設届出数（表 2）によると、往診専門の

診療施設は、平成 24 年（2012 年）の 111 施設から平成 29 年の 163 施設へと 52 施設、46.8％
も増加している。このことから近年、往診の需要が増加していることが伺える。一般の動

物病院においても、幼齢の時から診療に携わっていた犬が高齢化した場合、往診診療の要
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望が増えていることが想定され、訪問看護・在宅ケアの動物看護師が期待されるところが

大きい。 
このように動物関連産業の市場は犬の飼育頭数の減少を受けても、「①設置の趣旨」（P1）

で述べたとおり、動物病院を含む、ペット保険市場、ペット同伴宿泊施設、ペット葬儀社

など、コンパニオンアニマル（伴侶動物）に関する市場が拡大を続けている（資料 5-2、5-3、
5-4）。 

 
表 2 東京都の飼育動物診療施設届出数                  

年度 往診専門診療施設数 
平成 24 年（2011 年） 111 
平成 29 年（2017 年） 163（46.8％増） 

 注）（ ）内は平成 24 年対比の増加割合（出典：東京都産業労働局農林水産部食料安全課） 
 
本学は、上記の調査から犬の飼育頭数が減少傾向にあるにもかかわらず、ペット関連産

業が成長していることに注目した。加えて犬の飼い主の年齢構成について検証したところ、

50 代～60 代の犬の飼い主が一番多く、平成 25 年（2013 年）には 50 代～70 代の犬の飼育

者の合計は、47.1％を占める。しかし、平成 28 年（2016 年）には 41.6%へと減少してい

るが（表 3）、訪問看護・在宅ケアの動物看護師が飼育をサポートすることにより、この減

少を食い止める一助になると考える。 
 

表 3 犬 現在の飼育状況_年代別構成比                （単位：％）                                                                 

暦年 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
50 代～70

代の合計 

平成 24年（2012年） 14.8 13.3 16.1 21.4 18.2 ― 39.6 

平成 25年（2013年） 15.1 12.7 15.1 20.0 16.4 10.7 47.1 
平成 26年（2014年） 14.3 12.4 13.9 18.2 16.5 10.3 45.0 
平成 27年（2015年） 14.1 12.2 12.9 17.5 15.6 10.7 43.8 
平成 28年（2016年） 13.4 12.0 13.9 16.7 14.7 10.2 41.6 

（出典：一般社団法人ペットフード協会 全国犬猫飼育実態調査） 
 
さらに同調査によると、50 代～70 代世代の飼育のきっかけは「生活に癒し・安らぎが欲

しかったから」、「家族や夫婦間のコミュニケーションに役立つと思ったから」という回答

が多く、子育てが一段落したところで犬の飼育を開始する傾向もみられる。飼育の阻害要

因としては、「十分に世話ができないから」、「最後まで世話をする自信がないから」といっ

た回答が多かった。また、あったらいいと思う飼育サービスとしては「旅行中や外出中の

世話代行サービス」、「高齢で飼育不可能な場合の受入施設提供サービス」、「飼育が継続不
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可能な場合の引き取り手斡旋サービス」といった意見が多く出ている（表 4）。 
表 4 犬の飼育阻害要因など年代別にみる特徴一覧（50 代～70 代） 

年代 
阻害要因 

（犬） 

あったらいいと思う 

飼育サービス 

飼育のきっかけ 

（犬飼育者） 
50 代 ①「十分に世話ができないか

ら」：28.5% 
②「死ぬとかわいそうだか

ら」：23.8% 
③「別れがつらいから」：23.1% 
 
 
 

①「旅行中や外出中の世話代行

サービス」：44.3 % 
②「飼育が継続不可能な場合の

引き取り手斡旋サービス」：

25.9% 
③「健康保険料、生命保険料な

どが減額になるサービス」：

25.4％ 

①「生活に癒し・安らぎが欲し

かったから」：28.6% 
②「以前飼っていたペットが亡

くなったから」：21.6% 
③「子供にせがまれたから」：

19.5% 

60 代 ①「最後まで世話をする自信が

ないから」：28.0% 
②「別れがつらいから」：27.3% 
③「十分に世話ができないか

ら」：26.5% 
④「死ぬとかわいそうだか

ら」：26.5% 

①「旅行中や外出中の世話代行

サービス」：35.5% 
②「高齢で飼育不可能な場合の

受入施設提供サービス」：

30.6% 
③「飼育が継続不可能な場合の

引き取り手斡旋サービス」：

27.9% 

①「以前飼っていたペットが亡

くなったから」：35.5% 
②「生活に癒し・安らぎが欲し

かったから」：26.6% 
③「家族や夫婦間のコミュニケ

ーションに役立つと思った

から」：18.2% 

70 代 ①「最後まで世話をする自信が

ないから」 
：42.1% 

②「別れがつらいから」：32.4% 
③「死ぬとかわいそうだか

ら」：31.2% 
 

①「高齢で飼育不可能な場合の

受入施設提供サービス」：

48.8% 
②「旅行中や外出中の世話代行

サービス」：40.7% 
③「飼育が継続不可能な場合の

引き取り手斡旋サービス」：

39.9% 

①「以前飼っていたペットが亡

くなったから」：42.6% 
②「生活に癒し・安らぎが欲し

かったから」：34.9% 
③「家族や夫婦間のコミュニケ

ーションに役立つと思った

から」：23.7% 

（出典：一般社団法人ペットフード協会 平成 28 年全国犬猫飼育実態調査） 

 
現在、人生 100 歳時代を迎え、50 代、60 代、70 代のペット飼育者が 20 年後に 70 代、

80 代、90 代になっても伴侶動物との豊かな共生に癒しと安らぎを得て、生涯にわたり終生

飼養ができるようなサポートが急務であり、今後、高齢者と高齢犬への飼育に関するサポ

ートの重要性が増すと考えている。 
本学では、「(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進路等 ①訪問看護及び在宅ケアに関

する教育研究と実習の充実」（P8）で記載した訪問看護・在宅ケアができる動物看護師の必

要性に着目した。 
そのため、教育課程に訪問看護・在宅ケアを学修する授業科目を配置し、飼い主に寄り

添う訪問看護や在宅ケアのできる動物看護師と、犬のデイケアサービスや老犬ホームなど

の新しい分野を開拓し消費者（飼い主）と動物関連産業とを繋ぐ動物看護師を養成する教

育機関が必要であるとの結論に至った。 
また、本学園では、これまでもペット需要に対応し教育課程を柔軟に変更してきたが、

専門職短期大学においても、ペットの需要の変化や業界の動向の変化を教育課程に反映さ

せるため、教育課程連携協議会に動物病院の動向に詳しい構成員、ペットサロン（動物病

院美容部門を含む）・ペット用品・ペットフード販売などの動向に詳しい構成員、動物看護
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職の動向に詳しい構成員、今後さらなる発展が予想されるペット同伴宿泊施設 に詳しい構

成員、地域の代表となる地方公共団体の構成員を含めた。 

本学では、教育課程連携協議会による意見をもとに、学内の教授会や教務委員会で教育

課程を議論した上、業界の動向に対応した教育課程の具現化に努めることとする。 

 
(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進路等 

①訪問看護及び在宅ケアに関する教育研究と実習の充実  

現在、小動物及びその他の動物を対象とする動物病院数は、全国で 11,675 施設、1 都 6
県で 4,681 施設ある（資料 15）。近年、人とコンパニオンアニマルの高齢化が進み、在宅の

ままで受けられる訪問サービスを望む声が多くなってきている。また、動物病院での動物看

護師の業務は獣医師とのチーム医療が中心であり、今後も、獣医師の指導のもと行われる訪

問看護の他、在宅ケアでは動物看護師の職業的自立を目指し、職域を広げていく。 
したがって、本学の動物看護師養成には、訪問看護・在宅ケアに関する知識と技術の教育

が必要とされる。加えて、高齢犬のリハビリテーションや口腔ケアを修得することも大切で

ある。本学が養成する動物看護師は獣医師の指示の下、往診に同行して行う業務と獣医師と

は別に独自に行う行為がある。在宅ケアは訪問看護で行われる内容と重なる部分もあるが、

獣医師の同行が必要とされない動物看護師独自の業務があり、必要に応じては主治医（獣医

師）との連携も図る。在宅ケアの内容は訪問看護の内容と重なる部分が多いが、それぞれに

分けて説明すると次のとおりである。 
在宅ケアとは、家庭において幼齢動物から高齢動物のライフステージに対応し、様々な

場面で飼い主のサポートを行うトータルケアである。例えば、幼齢動物に対しては家庭の

飼育環境を整備し、トイレトレーニングや乳歯から永久歯に生え変わる際の口腔ケアを行

う。また、高齢動物に対して、移動の負担を減らし自宅でシャンプー、カットを行う他、

補食のサポートも行う。なお、終末期ケア及びグリーフケアも在宅ケアに含まれる。 
訪問看護とは、動物看護師が病気や障がいを抱えながら自宅療養中の動物を対象に、往

診治療の際、獣医師の指示のもとチーム医療の一員として治療の補助を行うことである。 
具体的な内容は、往診治療時に獣医師の治療の補助や獣医師が行う検体採取（採血・採

尿・採便等）の補助、動物の保定、飼い主への薬の投与状況の確認や指導を行う。また、

獣医師と飼い主の関係調整として、双方のコミュニケーションが円滑に進むよう動物看護

師は飼い主の意思や希望が主治医に正確に伝わるようにサポートし、対象動物のＱＯＬを

維持する等が挙げられる。 
更に、獣医師が医学的見地も含めて選択肢の一つとして挙げる安楽死について、悩む飼

い主を支えるのも動物看護師の役割と言える。 
また、人と動物の共生において、公衆衛生学は動物看護師にとって重要な科目である。動

物の医療が進み、動物臨床検査学及び実習の授業は動物の健康管理に欠くことのできない領

域である。イヌやネコの高齢化に対応し、動物臨床栄養学に加え、動物トータルライフ演習

では、自然食、手作り食、肥満管理に至る授業内容を展開する。動物人間関係学では、動物
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が介在する人の福祉についても学修する。この分野を学修し、動物病院にとどまらず、ペッ

トサロン（動物病院美容部門を含む）、ペットショップ、ペットホテル、訓練施設、老犬ホ

ーム、ペット同伴宿泊施設、その他のペット関連企業、動物関連団体などへの職域拡大を図

る。 
これらの教育研究を行う専門職短期大学を設置する。 

②動物看護師の職域の拡大と卒業後の進路 
動物看護師の職域の代表として挙げられる動物病院は、個人経営から法人経営を含む

15,631 件が全国で開業し、また、最近の傾向としては、求人先の動物病院の約半数がコン

パニオンアニマルケア（グルーミング）脚注 3の業務を備えているため、その能力・技術にお

ける専門性も必要とされている。 
加えて、動物看護師は、動物病院だけでなく、ペットショップ、ペット用品店、グルー

ミングサロンや犬のしつけ教室等の他、動物園、水族館など、様々な職域で活躍している。

動物看護の素養を備えた人材は、動物医薬品を含む製薬会社、研究所に加え、ペットフー

ドやサプリメント・消臭剤等を取り扱う全国のドラッグストアが加盟する日本チェーンド

ラッグストア協会からの需要も大きい（資料 16）。さらにドッグ・リゾートやネコカフェ

（資料 17）は日本の新しい文化として根付き始め、外国からの観光客に人気を得ている。 
このように多様化する動物関連の職域では、動物看護の専門的な知識と技術を修得する

のみならず、幅広い視野と様々な事象に的確に対応できる能力を備えた動物トータルケア

ができる動物看護師が要望されていることから、この度の専門職短期大学設置認可申請に

際し、本学が所在する渋谷区の長谷部健区長をはじめ、動物病院や動物関連産業界より多

数の賛同意見をいただいている（資料 18）。 
人と動物の共生する社会において、動物が介在する人の福祉の分野では、動物看護師が

アニマルアシステッドセラピーや補助犬による、人の福祉の向上のため、社会福祉法人日

本介助犬協会、公益財団法人日本盲導犬協会、社会福祉法人日本聴導犬協会等の関連団体

を始めとして、小児病院研究センター、精神神経センター、高齢者施設等からの需要が将

来的に予想され、動物看護師の職域拡大が期待されている。特に補助犬については、アメ

リカ合衆国では、盲導犬：約 10,000 頭、介助犬：約 5,000 頭以上、聴導犬：約 5,000 頭以

上が活躍している。一方、日本国内では、厚生労働省の補助犬実働頭数によれば、盲導犬：

950 頭 、介助犬：70 頭、聴導犬：73 頭（平成 29 年 6 月 1 日現在）に過ぎず、動物看護学

を基盤とする動物介在福祉の教育研究による人材養成並びに補助犬の育成普及が、社会の

強い要請であると考えられる。補助犬の育成については、動物看護師がその職域の一端を

担い、補助犬の増加に貢献することができる。また、小学校等で動物を飼育することが幅

広く行われているが、それらの飼育動物の診療及びケアを、動物看護師が獣医師とともに

学校を訪問して行っている。青少年の教育の現場でも動物看護師の活躍が期待される。以

                                                   
脚注 3  イヌやネコの健康管理のために衛生上から行う、ブラッシング、シャンプー、カットなど被毛の手

入れのことを総称しコンパニオンアニマルケアまたはグルーミングという。 
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上のことから、卒業後の進路が広がる。 
 

③人と動物の関係における法令等整備の動向 
平成 11年 12月に「動物の愛護及び管理に関する法律」が 26年ぶりに抜本的に改正され、

動物が命あるものと明文化されたことにより、動物はここに新たに市民権を得たと言える。

なお、動物へのみだりな殺傷に対する罰則が強化され、さらに、平成 17 年 6 月には動物取

扱業の規制強化や実験動物への配慮、更なる罰則の強化等、一部が改正された（資料 19）。 
また、平成 14 年 5 月に「身体障害者補助犬法」（資料 20）が、平成 20 年 6 月には「愛

がん動物用飼料の安全性の確保に関する法律」（資料 21）が公布された。 
 
(3)教育研究上の理念、目的及び対象 
学校法人ヤマザキ学園は「生命への畏敬」と「職業人としての自立」を建学の精神に掲げ、

人間は、地球上に存在する多種多様な生命に対し、尊敬の心を持ち、共に生きるものに限り

ない愛を注ぎ、調和のとれた平和な社会の建設に寄与する豊かな人間性と幅広い視野を持つ

人間教育を行うことを目的としている。 
ヤマザキ動物看護専門職短期大学は、学園の建学の精神のもと「生命を生きる」を教育理

念とする。この教育理念は、「動物を愛することで自分自身も大自然のなかで生かされてい

る生命であることを認識し、人間が自分たちよりも小さな弱い立場のものに思いやりの心を

忘れずに、動物たちと豊かに共生すること」である。 
動物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理観を備えて、人とコンパニオンアニマルの関係

に求められる豊かな人間性と幅広い視野を養い、動物トータルケアに関わる基本的な理論・

技術を身に付け、実践的、応用的能力を有することにより、訪問看護・在宅ケアのできる動

物看護師を養成することに加え、動物看護の素養をもって、飼い主と産業界を繋ぐ人材の養

成を目的とする。 
 
(4)養成する人材像 
①養成する人材像 
本学では、動物看護学の中でも特にコンパニオンアニマルの看護を主体として、動物愛

護の精神に則り、共生の思想と倫理観を身につけた動物看護師を養成する。特に、訪問看

護・在宅ケアにおいてコンパニオンアニマルの看護、介護、健康管理、口腔ケア、グルー

ミング、しつけ、食事と栄養指導等、疾病予防、衛生管理を含むライフサポートを担当す

る人材を養成する。また、動物関連産業界において飼い主（消費者）と市場を結ぶ役割を

果たす人材を養成する。 
本学が養成する人材像は次のとおりである。 

 動物愛護の精神に則り、動物病院及び動物関連産業において実務家として社会に貢献す

る人材 
 基本的な理論・技術を身に付け、常に強い向上心とフロンティア精神を持ち、実務力を
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備えた人材 
 豊かな人間性とグローバルな視野を身に付け、実践的、応用的能力を備えた人材 

専門職短期大学では、動物病院に勤務する動物看護師が獣医師の補助職にとどまらず、 
動物看護師がチームをつくり、動物医療と協働の上、在宅ケアを充実していくなど、動物

看護師の職域を拡大するためのアイデアから、社会的意義のある新しい動物看護師の役割

を創造できる人材の養成を目指している。 
②ディプロマポリシー 
 卒業までに所定の単位を取得し、本学科の養成する人材像の実現に必要な知識、技術を

修得した者に、卒業を認定し、動物看護短期大学士（専門職）の学位を授与する。 
 本学のディプロマポリシーは次のとおりである。 
・ 動物看護に必要な倫理観を有し、基礎的な知識と技術を身に付けている。 
・ 動物の訪問看護に必要な使命感を有し、応用的能力を備え、専門知識と技術を身に付け

ている。 
・ 動物の在宅ケアに必要な使命感を有し、応用的能力を備え、専門知識と技術を身に付け

ている。 
・ 動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、動物関連産業の発展に向けて積極的に寄与

する意欲を身に付けている。 
 
本学のディプロマポリシーに述べられている動物の訪問看護及び動物の在宅ケアに必要

な応用的能力とは、教育課程の中で修得する知識・技術をとおして、病気や障がいを抱え

ながら自宅療養中の動物や家庭における幼齢動物や高齢動物のライフステージに対応し、

健康問題がどのように変化するのかを理解した上で、ケアプランを立て、問題を解決するた

めの能力である。また、飼い主自身が飼育動物のケアができるように指導し、飼い主の相

談に対応するための能力である。 
 
(5)研究対象とする学問分野及び教育研究上の数量的・具体的な到達目標 
①研究対象とする学問分野 
 動物看護学を基盤とし、コンパニオンアニマルの生から死までのトータルケアを研究対

象とする。人とコンパニオンアニマルの高齢化に対応し、訪問看護・在宅ケアを研究対象

とする。 
②教育研究上の数量的・具体的到達目標 
 訪問看護・在宅ケアでコンパニオンアニマルの生から死までのトータルケアを行う動物

看護師の養成を到達目標とし、更に産業界において飼い主と市場とを結ぶペット市場にお

いて飼い主と産業界を繋ぐ役割を果たす動物看護師の養成を到達目標とする。 
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2．専門職短期大学及び学科の特色 
(1)学科の特色 
 動物トータルケア学科は動物看護学を基盤として、コンパニオンアニマルの訪問看護・

在宅ケア及び飼い主と産業界を繋ぐ実践力を有する動物看護学教育に重点を置いている。

また、本学科の大きな特色として、関連する他分野の展開科目があげられる。今まで動物

看護教育ではあまり取り上げられてこなかった「ジェロントロジー」、「死生学」、「産業論」、

「起業論」「消費者行動分析学」等の科目を配置し、職業専門科目で修得した動物看護の知

識、技術をもってペットサロン（動物病院美容部門を含む）、ペットショップの開業の他、

在宅ケアや動物関連企業での新たな事業展開を図り、将来の動物関連産業界を担い、発展

させる人材に求められる能力を培う。 
 
(2)教育目標 
 本学の教育研究目的を達成するために、以下の教育目標を設定する。 

①生命を尊重する倫理観を備えた豊かな人間性を養う 
②幅広い視野と創造性を養う 
③動物看護師にふさわしい使命感と職業観を養う 
④地域社会に貢献する社会性を養う 
⑤和を重んじ社会人としての礼節を養う 
 
3．専門職短期大学・学科の名称及び学位の名称 
(1)専門職短期大学名称 
専門学校及び大学を通じて動物看護の分野におけるパイオニアとして創始者の建学の精

神と遺徳を継承し、校名に「ヤマザキ」の名を冠し、「ヤマザキ動物看護専門職短期大学（英

語名：Yamazaki Professional College of Animal Health Technology）」とする。 
 

 (2)学科及び学位の名称 
 本学の教育課程は、動物看護学を中心に構成され、教育研究分野においても動物看護学

を母体としている。なお、訪問看護・在宅ケアにおいてコンパニオンアニマルの生から死

までのトータルケアが可能な実践的、応用的能力を備えた動物看護師の養成を目的とする。

したがって、学科名は「動物トータルケア学科（英語名：Department of Animal Health 
Technology）」とする。また、学位は「動物看護短期大学士（専門職）（英語名： Associate 
Degree of Animal Health Technology）」とする。 
 
4．教育課程の編成の考え方及び特色 
(1)教育課程の編成方針 
①カリキュラムポリシー 
動物愛護の精神に則り人と動物の共生の思想と倫理観を身に付け、以下のような教養教
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育及び職業専門教育を編成し実施する。 
 カリキュラムポリシーは、教育課程を整備し次のとおりとする。 
・基礎科目では、人と動物の共生に求められる豊かな人間性と幅広い視野を身に付け、生

涯にわたり、自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を

養う。 
・職業専門科目では、動物看護師に必要とされる理論的、実践的な能力を養う。 
・展開科目では、関連する他分野において動物看護師として創造的な役割を果たすために

必要な応用的能力を養う。 
・総合科目では、修得した知識・技術等を総合し、動物看護師として課題解決力・創造力

を養う。 
 
以上の課程の修得により、課題解決能力等の涵養及び社会人としての基礎力の構築に努

める。 
②教育課程の編成 

本学の教育課程は、「生命
い の ち

を生きる」という教育理念のもと、カリキュラムポリシーを踏

まえ、以下のように体系的に編成した。 
・「基礎科目」には、動物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理観を学修するため「生命倫

理学」を配置する。「生命倫理学」は本学園において昭和 42 年の創立以来、今日まで継

承されてきた科目である。なお、「生命倫理学」に「社会学」と「心理学」を加えたこの

3 科目は、展開科目の「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、「少子高齢化と人口問題」、

「高齢者心理」への関係性を持たせ、体系的な学修を目指す。 
・「職業専門科目」には修得した知識を応用しケアプランを立て、あわせて問題解決能力を

身につけるために「動物トータルライフ環境論」、「訪問動物看護学」、「動物看護ソーシ

ャルワーク」の科目を配置した。あわせて、動物の健康問題の変化について理解するた

めに「公衆衛生学」の科目を配置した。 
また、動物看護の基礎を修得した上で、独自に工夫を行うために「動物臨床看護学（外

科）」、「動物臨床栄養学」、「動物リハビリテーション論」、「動物口腔ケア論」の科目を配

置した。動物の訪問看護や在宅ケアを行うにあたり、基礎科目の「コミュニケーション

論」で学修したことを活かし、飼い主への指導・相談技術を修得するために「コンパニ

オンドッグトレーニング実習」、「動物口腔ケア実習」の科目を配置した。（資料 28-2） 
 

 また、卒業後の進路を決定するための動物病院における臨地実務実習及び動物関連企

業における臨地実務実習を次のとおり配置した。 
「臨地実習 1」 

1 年次夏季休暇または 1 年次春季休暇に校舎（1 号館）に併設されているペットサロ

ン（動物病院美容部門を含む）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習

に出る前の基礎を学ぶ。 



 

- 14 - 
 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロン（動物病院美容部門を含む）の業務を把

握し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識と管理を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと

受付、電話対応等を修得させ る。 
「臨地実習 2」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）に併設されている動物病院（アニマ

ルメディカルセンタ―）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出る

前の基礎を学ぶ。 
「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の動物病院で臨地実務実習を行う。 
小規模、中規模の動物病院での業務を体験し、技術と知識の再確認と再修得をさせ

る。院内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、手術の準備や補助、入院患者

のケア、調剤、往診業務、事務作業を学ぶ。 
学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮するととも

に、本人の希望・適性等を考慮して配属する。 
「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企業・店舗等での臨地実務実習を行う。表 5
の動物関連企業等の中から、業種分類が異なる 2 か所での臨地実務実習を行うことで、

各業界における業務の流れを把握し、幅広い視野と実践力を養う。 
学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮するととも

に、本人の希望・適性等を考慮して配属する。 
 
表 5 
業 種 別 
分類番号 業 種 

1 ペットサロン（動物病院美容部門を含む）・ペットショップ 
2 ペットホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設 

3 その他のペット関連企業、動物関連団体 

 

 
「臨地実習 5」 

動物病院への就職を希望する学生が選択する「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的

に 3 か所の施設で臨地実務実習を行う。動物病院への進路希望者は 5 グループの動物

病院から 3 か所を配属先とする。この臨地実務実習では職業専門科目や展開科目で学

修した内容を活かしながら、飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物看護師の

役割を学ぶ。 
学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダンスでアンケート調査を実施し、本

人と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、本人の希望・適性等を
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考慮して配属する。 
「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習として、希望進路やその関連分野を臨地実

務実習先とし、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店舗等・団体等）で 7 日間

のローテーションでの臨地実務実習を行う。臨地実務実習先はペットサロン（動物病

院美容部門を含む）、ペットショップ、ペットホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット

同伴宿泊施設、その他ペット関連企業、動物関連諸団体等とする。この臨地実務実習

では職業専門科目や展開科目で学修した内容を活かしながら、飼い主のニーズを適切

に把握し対応できる動物関連企業等における従業員の役割を学ぶ。 
学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダンスでアンケート調査を実施し、本

人と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、本人の希望・適性等を

考慮して配属する。 
・「展開科目」には、動物看護師の自立と職域拡大をめざし、現代社会の高齢化に対応す

る「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、「高齢者心理」、「死生学」、「少子高齢社会と

人口問題」、「医療安全」の科目を配置した。また、IT 社会や情報危機管理に対応する

ために「IT 社会論」、「情報危機管理論」、「災害・危機管理論」の科目を配置した。さ

らに、動物関連産業の新たな分野を切り開くために「産業論」、「起業論」、「消費者行

動分析学」の科目を配置した。 
以上のことから、「職業専門科目」において、ディプロマポリシーに掲げる動物看護

師に必要な、動物の訪問看護及び、動物の在宅ケアに関わる理論的かつ実践的な応用

的能力を身に付ける。さらに、動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、動物関連

産業の発展に向けて積極的に寄与する意欲を備えるため「展開科目」に発展させ、他

分野における創造的な役割を果たすことの出来る人材養成に努める。 
・「総合科目」には、各年次で今までに学んだ知識・技術等を総合し、臨地実務実習での

体験を踏まえて、飼い主と産業界と動物を繋ぐ能力を養う「動物トータルケア総合演

習１」、「動物トータルケア総合演習 2」を配置した。 
なお、講義と実習においては段階的な教育を行い、科目編成の見直しと実施状況の

評価等については、産業界等と密接な連携を図りつつ、教育課程連携協議会の意見を

聴き、教育課程の開発に努める。 
 本学のカリキュラムの概念図は資料 22 のとおりである。 

 
(2)科目構成及び区分 
本学の教育課程は「基礎科目」、「職業専門科目」、「展開科目」、「総合科目」で構成する。 
・「基礎科目」では、共生の思想と倫理観を学修するための中核となる「生命倫理学」を 
はじめ、教養としての「英語Ⅰ」や「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」、「コ

ミュニケーション論」等を配置する。 
 ・「職業専門科目」では、職業に繋がる「動物看護学概論」、「動物形態機能学」、「動物行 
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  動学」、「動物臨床看護学（基礎・内科）」、「動物病理学」、「動物トータルライフ環境論」、 
  「公衆衛生学」、「動物臨床看護学（外科）」、「コンパニオンアニマルケア実習（基礎）」、 

「コンパニオンドッグトレーニング実習」等の専門的な科目を配置する。なお、臨地

実務実習に関しては「臨地実習 1」、「臨地実習 2」、「臨地実習 3」、「臨地実習 4」、「臨

地実習 5」、「臨地実習 6」を配置する。また、「動物生理・繁殖学」、「動物病理学」、「動

物感染症学」、「動物薬理学」の理論系の科目は動物病院での臨地実務実習の前に履修

しておくことが望ましいため、履修年次を「動物生理・繁殖学」は 1 年次前期、「動物

病理学」は 1 年次後期、「動物薬理学」は 2 年次前期、「動物感染症学」は 1 年次後期

に変更した。なお、教育内容をさらに充実させるため、「環境生物学」を配置した。 
・「展開科目」では、訪問看護・在宅ケアを行う動物看護師として職域を広げ、また、将

来産業界を担い、産業界の発展に繋がる他分野の応用的な能力を養成することを目指

して「少子高齢社会と人口問題」、「医療安全」、「IT 社会論」等の科目を配置する。 
・「総合科目」では、修得した知識・技術等を総合し、臨地実務実習の体験を活かした実

践的、応用的な能力を総合的に高める内容の科目を配置し、飼い主と産業界と動物を

繋ぐ能力を育成することを目指して「動物トータルケア総合演習 1」及び「動物トータ

ルケア総合演習 2」を配置する。 
 
(3)教養教育の実施方針と教育課程編成上の具体的工夫 
本学の基礎科目では人と動物の共生に求められる豊かな人間性と幅広い視野を養い、生

涯にわたり自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成

する。そのために「生命倫理学」、「英語Ⅰ」、「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」

を必修科目とし、「心理学」、「社会学」、「キャリアマネジメント」、「コミュニケーション論」、

「英語Ⅱ」、「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」及び「生活とアート」を選択科

目として配置する。 
 
5．教員組織の編成の考え方及び特色 
(1)教員組織の編成の考え方 
教員編成の基本的な考え方は以下の 4 点である。 

 
・本学の専任教員は、教授 5 人、准教授 1 人、講師 6 人、助教 2 人の合計 14 人（博士 3

人、修士 6 人、学士 3 人、専修学校・各種学校卒 2 人）である。 
・専任教員 14 人のうち、7 人を 16 年から 30 年の職業経験がある実務家教員とする。な  

お、7人の内3人の実務家教員は、博士の学位または研究能力を有する実研教員である。 
・実習科目を補助する助手 4 人を配置する。 
・実務家教員以外にも、産業界から多彩な非常勤講師を招来して最先端の技術と知識を

得られるように努める。 
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(2)教員の配置 
 教員配置の基本的な考え方は、以下のとおりとする。 
①基礎科目について 

 基礎科目に配置した「生命倫理学」は、神学修士の学位を持つ山北宣久教授（学長候補）

が担当し、建学の精神及び教育理念を投影する。 
「心理学」は、生活に役立つ心理学の知識、考え方について、博士の学位を持つヤマザ

キ動物看護大学の加藤理絵准教授が兼任として担当する。 
「社会学」は、グローバル化による多面的な変化を強いられる現代日本社会の現状を理

解する等の講義について、ヤマザキ動物看護大学 新島典子准教授が兼任として担当する。 
「キャリアマネジメント」は、講義と実践ワークを通じてキャリアデザインの基礎を学

び、荒木幸子講師が担当する。 
「コミュニケーション論」は、専門学校での教育歴や実務経験を活かし、藤巻裕子兼任

講師が担当する。 
「英語Ⅰ」、「英語Ⅱ」は、加藤剛講師が担当する。 
「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」は、コンピューターや OSの原理を理解し

た上でファイルの操作法、インターネットの動作原理と情報検索の方法、データの整理方

法等を学ぶ。「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」は、ウェブサイトの動作原理と

構造、HTML・CSS使用法を学び、AI（人工知能）、VR（仮想現実）、AR(拡張現実)等の最新技

術について学び、コンピューター社会について考察する。「コンピューターリテラシー（情

報処理）Ⅰ」、「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」は、近藤美保子兼任講師が担

当する。 

「生活とアート」は、人間がどのようにして生活の中で芸術作品を生み出してきたかを

考察することで、芸術が人間生活に果たす役割を学修する科目として、ヤマザキ動物看護

大学の斎藤康介兼任講師が担当する。 
②職業専門科目について 

職業専門科目では、動物看護学の重要な科目は、段階的に履修することを原則とし、獣

医師である教授・准教授の専任教員が担当する。 
獣医師である花田道子教授（学科長候補）は「動物看護学概論」、「動物臨床看護学（基礎・

内科）」、「動物臨床看護学（基礎・内科）実習」（鈴木友子氏と共同）、「動物臨床栄養学」、

「臨地実習 3」（藤村響男教授、本田三緒子教授、井上留美講師、宮田淳嗣助教、山村拓也

助教と共同）、「臨地実習 5」（藤村響男教授、山川伊津子准教授、荒木幸子講師、宮田淳嗣

助教と共同）を担当する。 
獣医師である藤村響男教授は「動物病理学」、「動物薬理学」、「動物感染症学」、「臨地実

習 3」（花田道子教授、本田三緒子教授、井上留美講師、宮田淳嗣助教、山村拓也助教と共

同）、「臨地実習 5」（花田道子教授、山川伊津子准教授、荒木幸子講師、宮田淳嗣助教と共

同）を担当する。 
獣医師である本田三緒子教授は、「動物形態機能学」、「動物形態機能組織学」、「公衆衛生
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学」、「動物リハビリテーション論」（井上留美講師とオムニバス）、「臨地実習 2」（井上留美

講師、荒木幸子講師、高柳信子講師と共同）、「臨地実習 3」（花田道子教授、藤村響男教授、

井上留美講師、宮田淳嗣助教、山村拓也助教と共同）、「臨地実習 4」（山川伊津子准教授、

山本央子講師、荒木幸子講師、藤原恵利子講師、山村拓也助教と共同）を担当する。 
博士（獣医学）の谷川力教授は、「動物生理・繁殖学」（鎌田壽彦氏とオムニバス）、「環

境生物学」、「臨地実習 6」（山川伊津子准教授、山本央子講師、藤原恵利子講師、山村拓也

助教と共同）を担当する。 
山川伊津子准教授は、「動物看護ソーシャルワーク」、「動物人間関係学」、「臨地実習 4」

（本田三緒子教授、山本央子講師、荒木幸子講師、藤原恵利子講師、山村拓也助教と共同）、

「臨地実習 5」（花田道子教授、藤村響男教授、荒木幸子講師、宮田淳嗣助教と共同）、「臨

地実習 6」（谷川力教授、山本央子講師、藤原恵利子講師、山村拓也助教と共同）を担当す

る。 
山本央子講師は、「コンパニオンドッグトレーニング論」、「コンパニオンドッグトレーニ

ング実習」、「臨地実習 4」（本田三緒子教授、山川伊津子准教授、荒木幸子講師、藤原恵利

子講師、山村拓也助教と共同）、「臨地実習 6」（谷川力教授、山川伊津子准教授、藤原恵利

子講師、山村拓也助教と共同）を担当する。 
井上留美講師は、「動物臨床看護学（外科）実習」（高柳信子講師と共同）、「動物リハビ

リテーション論」（本田三緒子教授とオムニバス）、「臨地実習 1」（高柳信子講師、藤原恵利

子講師、宮田淳嗣助教と共同）、「臨地実習 2」（本田三緒子教授、荒木幸子講師、高柳信子

講師と共同）、「臨地実習 3」（花田道子教授、藤村響男教授、本田三緒子教授、宮田淳嗣助

教、山村拓也助教と共同）、「研修・ボランティア活動」（山村拓也助教と共同）を担当する。 
荒木幸子講師は、「動物トータルライフ演習」（長岡惠氏とオムニバス）、「臨地実習 2」（本

田三緒子教授、井上留美講師、高柳信子講師と共同）、「臨地実習 4」（本田三緒子教授、山

川伊津子准教授、山本央子講師、藤原恵利子講師、山村拓也助教と共同）、「臨地実習 5」（花

田道子教授、藤村響男教授、山川伊津子准教授、宮田淳嗣助教と共同）、「動物実習短期留

学」（加藤剛講師と共同、一部オムニバス）を担当する。 
獣医師である高柳信子講師は、「動物形態機能学・組織学実習」（山村拓也助教と共同）、

「動物臨床看護学（外科）」、「動物臨床看護学（外科）実習」（井上留美講師と共同）、「臨

地実習 1」（井上留美講師、藤原恵利子講師、宮田淳嗣助教と共同）、「臨地実習 2」（本田三

緒子教授、井上留美講師、荒木幸子講師と共同）を担当する。 
藤原恵利子講師は、「動物臨床検査学」、「動物臨床検査学実習」（山村拓也助教と共同）、

「臨地実習 1」（井上留美講師、高柳信子講師、宮田淳嗣助教と共同）、「臨地実習 4」（本田

三緒子教授、山川伊津子准教授、山本央子講師、荒木幸子講師、山村拓也助教と共同）、「臨

地実習 6」（谷川力教授、山川伊津子准教授、山本央子講師、山村拓也助教と共同）を担当

する。 
加藤剛講師は、「動物実習短期留学」（荒木幸子講師と共同、一部オムニバス）を担当す

る。 
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宮田淳嗣助教は、「伴侶動物学」（早田由貴子氏・小嶋篤史とオムニバス）、「コンパニオ

ンアニマルケア論」（高野八重子氏とオムニバス）、「コンパニオンアニマルケア実習（基礎）」、

「コンパニオンアニマルケア実習（応用）」（早田由貴子氏とオムニバス）、「臨地実習 1」（井

上留美講師、高柳信子講師、藤原恵利子講師と共同）、「臨地実習 3」（花田道子教授、藤村

響男教授、本田三緒子教授、井上留美講師、山村拓也助教と共同）、「臨地実習 5」（花田道

子教授、藤村響男教授、山川伊津子准教授、荒木幸子講師と共同）を担当する。 
山村拓也助教は、「動物形態機能学・組織学実習」（高柳信子講師と共同）、「動物臨床検

査学実習」（藤原恵利子講師と共同）、「臨地実習 3」（花田道子教授、藤村響男教授、本田三

緒子教授、井上留美講師、宮田淳嗣助教と共同）、「臨地実習 4」（本田三緒子教授、山川伊

津子准教授、山本央子講師、荒木幸子講師、藤原恵利子講師と共同）、「臨地実習 6」（谷川

力教授、山川伊津子准教授、山本央子講師、藤原恵利子講師と共同）、「研修・ボランティ

ア活動」（井上留美講師と共同）を担当する。 
また、専門職短期大学の特色を活かしたカリキュラム編成にあたり、産業界での実務経

験が豊富な兼任教員を多く配置した。 
動物看護学に関する重要な講義及び実習は専任教員を中心として配置し、実務経験の豊

かな特色ある兼任教員をオムニバス授業として配置した。 
「動物臨床看護学（基礎・内科）実習」（花田道子教授と共同）にはヤマザキ動物看護大

学 鈴木友子講師が担当する。なお、「動物口腔ケア論」、「動物口腔ケア実習」は、動物の

口腔ケアに特化した動物病院での実務経験豊かな鈴木友子講師が兼任として担当する。 
「訪問動物看護学」は、臨床獣医師として動物の在宅医療に特化している実務経験豊か

な濵部有羽子兼任講師が担当する。 
「動物生理・繁殖学」は谷川力教授とのオムニバス授業で東京農工大学での教育歴を活

かし、ヤマザキ動物看護大学 鎌田壽彦名誉教授が担当する。 
「動物行動学」は、星槎大学大学院社会学研究科 杉山尚子教授が兼任として担当する。

なお、展開科目との関連があるため、「消費者行動分析学」も兼任として担当する。 
「動物愛護・福祉と関連法規」は、公益社団法人日本動物福祉協会での勤務歴及び Applied 

Animal Behaviour and Animal Welfare 修士取得を評価し、菅野多恵氏が兼任として担当

する。 
「伴侶動物学」のネコに関する内容は、獣医師であり、マウントフジ東京キャットクラ

ブ理事を務め、ヤマザキ動物看護大学での兼任教育歴に鑑み、オムニバスで早田由貴子氏

が担当する。また、「伴侶動物学」のトリに関する内容は、獣医師であり、トリの診療を専

門とする小嶋篤史氏がオムニバスで担当する。 
「野生動物学」は、東京農業大学の教育歴を活かし、ヤマザキ動物看護大学 天野卓教授

が担当する。 
「動物トータルライフ環境論」は、3 人の兼任講師によるオムニバス授業とする。南村友

紀氏は、イヌの手作りレシピに関する著書や講演が多く、自らイヌの手作りレシピに関す

る会社を設立する等、業界での著名人である。奥山健二氏は、建築家として人と動物が暮
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らす住環境に関して実務経験を有している。宮下めぐみ氏は、アニコムホールディングス

株式会社 経営企画部在籍中であり、動物の保険について見識を備えている。以上の理由に

より、兼任として本科目を担当する。 
「動物トータルライフ演習」は、本学専任教員に加え、文化服装学院オープンカレッジ

での愛犬の服講座 12 年の教育歴に鑑み、オムニバスで本科目を長岡惠氏が兼任として担当

する。 
「動物飼育管理論」は、ヤマザキ動物看護大学 古川力教授及び堀井隆行講師がオムニバ

スで兼任として担当する。また、古川力教授が「産業・実験動物学」を担当する。 
「動物実習短期留学」では、英語実践指導の経験豊富な専任教員 2 人（荒木幸子講師、

加藤剛講師）を配置した。 
「研修・ボランティア活動」では、研修、ボランティア活動への参加経験等に鑑み、専

任教員 2 人（井上留美講師、山村拓也助教）を配置した。 
③展開科目について 

展開科目では、動物看護分野に関連する他分野から兼任教員を招聘して編成する。 
「ジェロントロジー」は、高齢社会について教育・研究歴に鑑み、山野美容芸術短期 

大学美容総合学科 五十嵐靖博教授が担当する。 
 「社会福祉学」は、社会福祉に関する知識を理解し、社会的な実践につながることを目

的として、庄司裕也兼任講師が担当する。 
「少子高齢社会と人口問題」は、人口問題について顕著な教育歴と社会功績を持つ金城

大学社会福祉学部社会福祉学科 大西正行特任教授が担当する。 
「高齢者心理」は、高齢者の心理を理解するとともにアニマルセラピーの活用等も想定

し、ヤマザキ動物看護大学 加藤理絵准教授が担当する。 
「死生学」は、人と動物の死を見つめ、死の視点から、生を考え、社会科学的な観点か

ら生と死に関する様々な知識を理解し、事例検討を重ねて豊かな想像力を養うことを目指し、

ヤマザキ動物看護大学 新島典子准教授が兼任として担当する。 

「医療安全」は、人の医療安全を学ぶことにより、動物看護師が創造的能力をもって「人

と動物の医療安全」という領域を動物看護の現場で発展させていくことを目指し、東京薬

科大学 今井達男氏が担当する。 
「産業論」は、長年に渡る産業経済論、中小起業論等の教育・研究歴が動物関連サービ

ス業に繋がる本講義の構築に鑑み、実践女子大学人間社会学部 罍昭吉元教授が担当する。 
「起業論」は、学生が卒業後に動物関連産業で起業できるよう、企業・実務経験豊富な

石渡浩氏が担当する。 
「IT 社会論」は、動物飼育、住環境において IT の活用等を踏まえ、東京工科大学 竹田

昌弘教授が担当する。 
「情報危機管理論」は、ビジネス上の文書はもとより、多様な形態の情報危機管理方法

について荒木幸子講師と近藤美保子兼任講師が担当する。 
「災害・危機管理論」は、本学専任教員である本田三緒子教授とオムニバスで、動物の
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災害危機管理ボランティア活動の経験豊かなヤマザキ動物看護大学 福山貴昭講師が担当

する。 
④総合科目について 

総合科目では、基礎科目、職業専門科目、展開科目で修得した知識・技術等を総合し、

実践的かつ応用的な能力を総合的に高めることを目的とするため、卒業前にそれまでの授

業等で身に付けた知識・技術等を総合し、課題解決力・総合力に結び付けるための総合的

な演習科目を配置した。 
「動物トータルケア総合演習 1」では、各自の臨地実務実習について全員が報告し、ディ

スカッションにより、問題解決の方途を探り、アンケート等によりイヌの健康管理や訪問

看護・在宅ケア等、飼育上の課題について飼い主の声を収集するため、専任教員 2 人（山

川伊津子准教授、藤原恵利子講師）を配置する。 
「動物トータルケア総合演習 2」では、臨地実務実習の経験を踏まえて修得した知識・技

術等を総合し、飼い主から動物看護師への飼育・管理上必要とされる要望を収集・分析す

る。さらに、動物病院・動物関連企業から産業界発展のために必要とされる要望を収集・

分析し、まとめるため専任教員 2 人（藤村響男教授、井上留美講師）を配置した。 
 

(3)実務家教員の配置 
 動物病院及び動物関連産業で活躍する人材を養成することを目的としている本学では、

動物病院及び動物関連産業・施設における 5 年以上の職業実務経験者を実務家教員として

配置する。アカデミックな研究者は、理論的な科目を中心に配置する。実務家教員 7 人の

うち 4 人は、それぞれの職業実務経験を活かした科目を担当する。 
教授に配置した実務家教員（谷川力教授）は、日本における衛生動物に関して著名な企

業に 36 年間勤務し、衛生動物の駆除の指導にあたるほか、殺鼠剤抵抗性の研究や捕獲機器

の開発、食品への異物混入検査と同定などに従事した。現在は同社の取締役技術研究所所

長として活躍中である。その間、衛生動物の実態と駆除に関する著書・論文を多数発表し、

その研究実績により博士（獣医学）の学位を取得した。平成 30 年 2 月には、厚生労働大臣

の表彰を受けている。本学では、その実務経験と研究能力を活かして、「動物生理・繁殖学」、

「環境生物学」、「臨地実習 6」を担当する。以上のとおり、教育課程の充実を図るため、実

務のみなし教員（実み）の教授候補者として谷川力氏を申請する。なお、企業において責

任ある立場であるため、動物看護師の職域拡大に繋がることから、必要な専任教員として

講義授業ばかりでなく、臨地実務実習も担当し、教授会に出席する他、学内運営にも力を

注ぐ。 
講師に配置する獣医師の実務家教員（高柳信子講師）は、眼科や腫瘍外科、口腔外科等

の専門診療に係る豊富な臨床経験を有し、勤務していた動物病院においてインターン研修

生として受け入れた学生の実習指導を行ってきた。本学では、診療機器の操作・管理、顕

微鏡による細胞診断、レントゲン及びエコーの診断解説等の指導の経験を活かし、「動物臨

床看護学（外科）」、「動物臨床看護学（外科）実習」、「動物形態機能学・組織学実習」、「臨
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地実習 1」、「臨地実習 2」の科目を担当する。 
講師に配置する動物看護師の実務家教員（井上留美講師）は、米国の Crenshaw Animal 

Hospital 、Mid-Peninsula Animal Hospital にて、動物看護師としての実務経験を有し、

University of California DAVIS Veterinary Medical Teaching Hospital Physical Center
では、動物リハビリテーションの特別プログラムを修了し、研鑽を深めた、日本における

動物リハビリテーションの先駆者である。日本動物リハビリテーション学会の創設に関与

し、この分野の指導的立場で教育及び臨床看護経験を重ねてきた、余人をもって代えがた

い人材である。その経験により、ヤマザキ動物看護大学では、非常勤講師として単独で「動

物リハビリテーション」の講義を担当している。また、動物リハビリテーションの分野で

博 士 の 学 位 を 取 得 し た 世 界 的 権 威 の Dr.Heren Nicholson の 著書 『 CANINE 
REHABILITATION』の日本での出版に際しては、コーディネーターとして監修者の補助

を務め、教科書として授業で使用している。なお、NPO 法人日本動物衛生看護師協会主催

の「ケーナインリハビリテーション」セミナーの講師を平成 19 年～29 年まで務め、実際に

イヌを用いた実習は、特に好評である。一般社団法人日本動物看護職協会理事、一般財団

法人動物看護師統一認定機構資格認定委員、全国専修学校各種学校総連合会、公益社団法

人東京都専修学校各種学校協会では運営委員等を歴任し、これらの功績により、全国専修

学校各種学校総連合会の専修学校制度制定 40 周年記念表彰を受けている。ヤマザキ動物専

門学校においては副校長としてリーダーシップを発揮している。動物看護師としての 30 年

間にわたる経験と大学等での教育経験を活かし、「動物リハビリテーション論」や「動物臨

床看護学（外科）実習」に加え、「臨地実習 1」、「臨地実習 2」、「臨地実習 3」、「動物トータ

ル総合ケア総合演習 2」及び「研修ボランティア活動」を担当する。なお、勤務していた動

物病院でもインターン研修生の指導にあたっていた。 
同じく講師に配置する実務家教員（山本央子講師）は、アメリカにおいて通訳・翻訳の

フリーランスライターとして活動するかたわら、アメリカのデルタ協会 脚注 4の動物介在療

法及び動物介在活動に参加し、功績をあげたことにより、指導的立場が評価され、平成 9
年にはアメリカデルタ協会ニューヨーク地区のプログラム顧問に就任している。平成 7 年

からは、アメリカ動物虐待防止協会において、家庭犬、セラピー犬のトレーナー及びハン

ドラーの育成指導に従事し、平成 8 年にアメリカペットドッグトレーナーズ協会に入会。

その間、Coler Memorial Hospitalより動物介在活動の業績を評価され、表彰を受けている。

平成 13 年からは、日本において公益社団法人日本動物病院協会における老人ホームや小児

病院等へイヌを連れての訪問活動であるCAPP（人と動物のふれあい活動）を行い、アニマ

ルセラピーの成果を上げている。また、それらの経験を活かし、現在では、長野県動物愛

護センターの要請を受け、動物介在活動におけるイヌのトレーニングに関する指導を行っ

ている。家庭犬インストラクターとして小型犬から大型犬まで 16 年間にわたるイヌのトレ

                                                   
脚注 4 昭和 52 年に設立された NPO 法人デルタ協会（現 NPO 法人ペットパートナーズ協会）は、アメリ

カ、ワシントン州シアトルに本部をおく非営利団体で、ヒューマン アニマル ボンドを通してヒトの健康・

自立性・QOL を改善することを目的として、アニマルセラピーの指導者養成等を行ってきている。 
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ーニング等の実務経験や一般社団法人優良家庭犬普及協会の常任理事として飼い主にイヌ

のしつけや訓練方法を指導してきた実務経験に鑑み、「コンパニオンドッグトレーニング

論」、「コンパニオンドッグトレーニング実習」の他、「臨地実習 4」、「臨地実習 6」を担当

する。 
 職業実務経験者であり、加えて博士の学位または研究能力を有する教員 3 人は、理論と

実務の架け橋となる科目を担当する。 
 東京都港区の動物病院勤務の獣医師として 26 年の豊富な臨床経験を持ち、合わせて博士

の学位を有する教授（花田道子教授）は、一般的な西洋医学的治療だけでなく、老齢動物

に優しい自然療法を取り入れた治療（温灸、鍼等の東洋医学的な代替療法）も行ってきた。

平成 19 年には、日本ホメオパシー医学会認定獣医に認定されている。臨床経験と共に積み

重ねた研究により、平成 25 年に博士（獣医学）の学位を取得した。また、ヤマザキ動物看

護大学の教授として動物病院実習の科目責任者を務め、学生の実習を指導してきた。その

経験をもって、本学の学科長候補者として適任である。「動物看護学概論」、「動物臨床栄養

学」の他、「動物臨床看護学（基礎・内科）」、「動物臨床看護学（基礎・内科）実習、「臨地

実習 3」、「臨地実習 5」を担当する。 
講師に配置した実務家教員（荒木幸子講師）は、民間企業の財務や経営を経験し、その

後ペットフード関連会社の起業に参画したことを発端とし、その間にペットの栄養指導に

関心を広げた。平成 23 年には、米国のニューヨーク州立大学に入学し、ヴェテリナリーサ

イエンステクノロジー学部を卒業、米国の動物看護師としてニューヨーク州の免許を取得

した日本には数少ない貴重な人材である。平成 25 年に帰国後は、動物栄養管理士コンサル

タントとして、比較統合医療学会や獣医師対象の講座、セミナー、研修等の講師として活

躍している。一方、米国ホリスティック獣医学会、日本ペット栄養学会等の学会に所属し、

論文を発表している。海外や企業での経験を活かし、「情報危機管理論」、「キャリアマネジ

メント」、「動物トータルライフ演習」、「臨地実習 2」、「臨地実習 4」、「臨地実習 5」、「動物

実習短期留学」を担当する。 
講師に配置した実務家教員（藤原恵利子講師）は、大学院修士課程を修了して修士の学

位を取得し、臨床検査技師の免許を得ている。その後、臨床検査の企業に 14 年間勤務し、

これまで、MRSA スクリーニング検査、酵母様真菌・糸状様真菌の培養同定、薬剤感受性

測定、腸内フローラ検査、新規抗菌薬に対する微生物学的検査などに従事している。学会

においては、日本真菌学会、日本臨床微生物学会、日本感染症学会において活動し、論文

や学会発表の研究業績がある。平成 24 年には、日本医真菌学会総会優秀演題賞を受賞した。

「高精度な白癬菌の検出法」及び「接合菌症起炎菌の検出及び同定法」の特許が登録され

ている。本学においては、特に臨床検査分野の専任教員として「動物臨床検査学」、「動物

臨床検査学実習」、「臨地実習 1」、「臨地実習 4」、「動物トータルケア総合演習 1」を担当す

る。 
 これらの実務家教員を配置することにより、本学の特色である、動物看護学を基盤とし

たコンパニオンアニマルの訪問看護・在宅ケア及び飼い主と産業界を繋ぐ実践力を有する
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動物看護学教育を可能とする。 
 
(4)中心となる研究分野及び研究体制 
①研究分野 
動物看護学を基盤とした動物トータルケアの教育研究のために、以下の①～⑤までの分

野を関連機関・施設と連携して、これらに関する研究の進展に努める。 
本学における中心的な研究分野と研究体制等を次の通りとし、それぞれの研究分野にお

いて、産業界との関連を追求する。 
1）訪問動物看護に関する研究 
2）公衆衛生・防疫に関する研究 
3）動物臨床検査に関する研究 
4）動物栄養に関する研究 
5）動物介在福祉に関する研究 

 
②研究における動物等確保の方策 
本学の動物看護等に関する研究対象は、コンパニオンアニマル（伴侶動物）の犬・猫が

中心であり、本学の研究は、動物実験に関する倫理規程に基づき、計画書を提出し、動物

実験倫理委員会によって審査を受け許可された動物等が対象となる。なお、採材サンプル

は、コンパニオン・アニマル・センターに診療、検査、グルーミングのために来院した犬・

猫より、尿、糞便、血液、血清等の分与を受けて研究に使用する。また、グルーミング等

で来院した犬・猫の被毛サンプルや皮膚スタンプなどは飼い主の同意のうえ、侵襲性の低

い方法で採取し、研究試料とする。 
現状では、本学の研究において、専任教員による実験動物（マウス・ラット等）を使用

しての研究・実験は行われないことから、実験動物は学内で飼育しない。ただし、マウス・

ラットを使用する研究を行う場合には、レンタルラボを活用する（資料 27-3）。実験動物（マ

ウス・ラット等）については、動物愛護・福祉に関する国際的な考え方から、代替実験の

検討がなされ、実習や実験が行われている。社会や産業界のニーズにより、動物看護学分

野において研究対象を産業動物、野生動物、実験動物に拡大する必要が生じた場合には研

究委員会及び産業界と協議のうえ、十分な検討を重ねる。 
なお、本学の動物介在福祉に関する研究は、主に身体障がい者補助犬の使用者を対象と

する。人に関するアンケート調査等については、厚生労働省の指導方針「人を対象とする

医学系研究に関する倫理指針ガイダンス」に基づくものとし、実験計画書、アンケート内

容、集積・解析方法については、研究調査倫理規程により、個人情報等の取り扱いに十分

対応できる研究が許可対象となる。また、ポニー等を使用する場合は、必要に応じて乗馬

クラブよりレンタルする。 
③研究体制 

5 分野の研究をするために、学内委員会のひとつである研究委員会が中心となって、本学
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における主要な研究テーマの検討及び設定、共同研究者の指名、共同研究費の配分等を行

う他、ヤマザキ動物看護大学や他大学等の研究機関や諸団体との連携を推進する。研究委

員会による研究テーマの選定には細心の注意を払い、専任教員個人による研究の機会を損

なうことは無い。 
また、公益財団法人日本動物愛護協会では動物愛護週間に行われる、「動物愛護ふれあい

フェスティバル」への協力を行い、公益社団法人日本動物福祉協会においては新東京支部

を拝命し、保護犬や保護猫の譲渡会を開催している。NPO 法人日本動物衛生看護師協会と

協働し、講習会を開催している。一般社団法人日本動物看護職協会、公益財団法人日本盲

導犬協会、社会福祉法人日本介助犬協会、日本身体障害者補助犬学会では学会の開催や発

表、啓蒙活動に協力する。NPO 法人日本ペットドッグトレーナーズ協会では講師の派遣を

行う等、諸団体と連携する。 
専任教員は、個人の専門分野の専門性を活かし、研究テーマを設定する。 
研究費は、専任教員 1 人当たりに個人研究費を支給し、別に年間の共同研究費が用意さ

れる。さらに科学研究費補助金等の外部資金獲得を推進する。 
研究成果の公表については、紀要を編集し、毎年定期的に刊行するとともに、学外の学

会等での発表を推進する。そのために関係する学会の大会等について、本学での開催を積

極的に誘致する。また、学内においても定期的に研究会を開催して、研究の成果を披露し、

研究水準の維持・向上に努める。 
なお、専任教員による 5 つの主要な研究テーマについては、段階的に実施していくこと

とする。 
 
(5)教員の年齢構成 
 専任教員の職位別の年齢構成は、十分な教育研究活動を果たすために、年齢層に偏りの

ない教員を配置する。 
開設時の年齢構成は、教授 70 歳代 1 人、60 歳代 4 人、准教授 50 歳代 1 人、講師 60 歳

代 1 人、50 歳代 1 人、40 歳代 3 人、30 歳代 1 人、助教 30 歳代 2 人を配置し、次世代を視

野に入れた教員の育成に努める。 
定年は 65 歳と定めるが、開学に当たり採用される教員が開学後 3 年間に定年を迎える場

合は、定年年齢にかかわらず短期大学の完成年度までの間は勤務可能な規程を設けた（資

料 23）。 
完成年度末において定年を超過している教員 14 人中 3 人のうち、80 歳代の学長が教授

として担当する「生命倫理学」の講義については、完成年度後、速やかに後任の教員を配

置する。学科長である 72 歳の教授の担当する「動物臨床看護学（基礎・内科）実習」につ

いては、開学時当初から 40 歳代の非常勤講師とのチームティーチングとするとともに、助

手を配置することにより、教育効果を高める。この教授は、動物病院で 30 年以上の勤務経

験を有し、ヤマザキ学園大学（現ヤマザキ動物看護大学）在任中に博士の学位を取得した、

余人をもって代えがたい人材である。 
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完成年度以降、定年を超過している高齢の専任教員が退職する場合には、学生の教育に

支障をきたさないよう、教授会で協議の上、若手教員の採用も踏まえ、段階的に後任とし

て適切な人員を補充する。 
  
6．教育方法、履修指導方法及び卒業要件 
(1)特色とする教育方法 
 本学の教育目標及び人材養成の目的を達成し、学生の意欲及び潜在能力を引き出す教育

を実施するために、以下の教育並びに指導方法を導入する。 
①グローバル社会に対応したカリキュラム 
動物病院や動物関連企業、ショップに来院・来店される外国人の飼い主の対応をするた

めの「英語Ⅰ」及び「英語Ⅱ」を学修する。 
②授業方法に適した学生数の設定 
「英語Ⅰ」、「英語Ⅱ」と「コンピューターリテラシ－（情報処理）Ⅰ」、「コンピュータ

ーリテラシ－（情報処理）Ⅱ」の授業はレベル分けの上、20 人程度を 1 クラスとして教育

する。ただし、この教室は学生が自由に使用できるように、コンピューターは余裕をもっ

て 30 台設置する。演習、実習は 40 人を 1 クラスとして教育する。実習は助手を配置し、

学生一人ひとりに細かく指導できるよう配慮する。原則として、講義は 1 クラス 40 人とす

る。しかし、学年全体での講義を実施する場合もある。展開科目の 1 クラス 80 人として開

講する科目は、著名な非常勤講師を招聘しているため、教育効果を配慮して授業終了後に

メール等による質疑応答等を行う。更に、各学期授業終了後の授業評価を次年度の授業の

改善に繋げ、教育効果の質を向上させるよう配慮する（資料 28-3）。 
③授業科目の段階的履修 
 基礎科目のうち、教養科目及び動物看護師に必要な基礎的な知識は、1 年次で履修する。

職業専門科目では、動物看護学に関わる実習科目を配置し、学内における実習は学生が 3
年間を通して技術を高めることができるよう、1 年次から 3 年次に偏りなく配当する。実習

科目については、次のように段階的な履修を行う。 
 入学後 1 年次の「コンパニオンアニマルケア実習（基礎）」では直接動物と触れ合う実習

授業を配置してあるため、家庭の事情等により、これまでコンパニオンアニマルの飼育経

験のない学生及び触れ合う経験が少なかった学生に事前教育として動物と触れ合う機会を

与える。この体験は、学生が自らの学修の目的を再確認し、動物への確かな愛情を学修へ

の原動力とするとともに、学生間において互いの多様な経験と感性の違いを受容し、協働

して学修を進める上において極めて重要である。そこで、実習科目の導入として、「動物臨

床看護学（基礎・内科）実習」を 1 年次前期に配置することにより、イヌの扱いに慣れ、

イヌと触れあうことが学生の今後の職業専門科目の学修への動機づけとなる。実習科目は、

同じ分野の講義科目と同時期または講義科目の履修後に履修する。また、実習科目は、学

修内容を段階的に修得する必要があるため、基礎、応用の順で履修するよう指導する。 
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④動物関連企業等での臨地実務実習 
 3 年間を通して、動物関連企業等での臨地実務実習を 450 時間行う。実習先として、ペッ

トサロン（動物病院美容部門を含む）、ペットショップ、ペットホテル、訓練施設、老犬ホ

ーム、ペット同伴宿泊施設、その他のペット関連企業、動物関連団体等において実施する。

臨地実務実習の科目は、1 年次夏季休暇期間、1 年次春季休暇期間、2 年次夏季休暇期間、2
年次春季休暇期間、3 年次夏季休暇期間に実施する。それまでに学修した知識と技術を持っ

て実習に臨めるよう、実習先を設定する。段階的に臨地実務実習を行うことにより、知識

と技術の定着と、実践力の強化が見込まれる。臨地実務実習の計画と実施については、臨

地実務実習担当教員等により組織される臨地実務実習委員会が担当する。なお、臨地実務

実習先として 325 施設のご承諾を得ている。 
 また、実習前には学内における事前授業として「ビジネスマナー」や各施設の概要等を

講義で再確認し実習に臨むこととする。実習後には、各自が実習で獲得した経験や問題点、

反省点、次回の実習に向けての目標を「動物トータルケア総合演習」の資料としてまとめ、

グループごとにテーマを決めてディスカッションをする。この学修を通して卒業後、社会

人として必要な実践的・応用的な能力及びコミュニケーション能力を高めることを目指す。 
⑤モデル犬制度 
 動物愛護の精神に則り、原則として家庭動物であるコンパニオンアニマルを実習授業を

目的に校舎内外で多頭飼育は行わない。実習で使用するイヌは、650 頭を超えるモデル犬と

して登録された狂犬病及び混合ワクチン接種の済んだ健康なイヌである（資料 24）。50 年

に渡り渋谷区周辺の一般家庭から提供され、近隣地域の住民からは動物の健康管理の点か

ら好評であり、地域貢献活動の一環を成している。小型犬から大型犬まで、多犬種が登録

されているため、学生は 3 年間の実習で同じ個体を扱うことがほとんどなく、実習技術の

効果を上げている。 
 
(2)履修指導方法 
①GPA 制度の採用 
 本学では、学生の学修意欲並びに潜在能力を向上させるための成績評価として、GPA
（Grade Point Average）制度を実施する。学生の成績評価法として、授業科目ごとの成績

評価を 5 段階（S、A、B、C、D）で評価し、それぞれに対して、4、3、2、1、0 のポイン

トを付与し、この単位当たりの平均（GPA）を算出する。授業科目の成績評価は、S（100
点～90 点）、A（89 点～80 点）、B（79 点～70 点）、C（69 点～60 点）及び D（59 点以下）

の五段階とし、S、A、B、C を合格、D を不合格とする。なお、GPA が基準に満たない学

生については学修指導を実施する。 
具体的には、半期毎に GPA を算出し、ひとつの学期における GPA のポイントが 1.0 未

満の学生についてはクラスアドバイザー（クラス担任）から注意と学修指導を行う。1.0 未

満の学期が 2 回連続した場合は学年主任から、3 期連続した場合は、学科長から学生に対し

て、注意、学修指導を行う。 
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GPA のポイントによる段階的な学生指導により、短期大学士課程卒業の質を確保し、優

秀な人材を送り出すことを実現する。 
②履修科目の年間登録上限（CAP 制） 
学生が 1 年間に履修登録できる単位数の上限を設ける。これにより履修科目の過剰登録

を防ぐことができる。学生が各年次にわたって適切に科目を履修し、学修できるようにす

ることにより、単位制度の実質化を図る。単位数の上限は、学期ごとに 23 単位とする。 
③クラスアドバイザー制度 
 各クラスにクラスアドバイザー（専任教員）を配置する。アドバイザーは、履修指導、

学修上の問題や生活指導、長期欠席者への相談等、学生の学修並びに学生生活全般につい

て、3 年間にわたり指導をする。 
④オフィスアワーによる学生の個別指導・支援 
 専任教員は、学生の相談等に応じる時間として、毎週授業 2 コマ分に相当する時間をオ

フィスアワーとして設定し、年度当初に学生に周知する。教員が学生とコミュニケーショ

ンをとることができる時間を明確にすることで、学生が教員と接しやすい環境を作り、支

援の充実を図る。学生の個人指導・支援には、面談室（専用 6 室、兼用 1 室）を利用する。 
⑤シラバスの活用 
 教育内容の周知及び科目選択を適切に行うため、到達目標、講義概要、授業計画、履修

上の注意、成績評価基準及び方法、教科書の指定及び参考文献等を記載したシラバスを作

成し、各年次のオリエンテーション時に履修方法等について徹底した指導・説明を行う。 
⑥事務局（教務担当）による履修指導 
 履修した科目の単位が修得できなかった学生について、履修登録期間前（夏季休暇中及

び春季休暇中）に呼び出し、履修登録方法や卒業要件について説明し、必要な単位を修得

するよう注意喚起を行う。 
 また、履修登録期間中には、履修科目や卒業要件に不安がある学生に対し、それまでに

履修した科目を基に、履修のアドバイスを行う。 
 
(3)卒業要件 
動物トータルケア学科における卒業要件は、本学に 3 年間以上在学し、必修単位 77 単位

以上と選択科目 30 単位以上、計 107 単位以上を修得することである。更に本学の教育課程

は、一般財団法人動物看護師統一認定機構が推奨するコアカリキュラムを包括している。

卒業のためには、【動物認定看護師コアカリキュラム 2018 対照表】（資料 28-4）の開設科

目すべて（52 単位）が必修科目となっており、認定動物看護師の受験資格は卒業要件に含

まれる。 
これらは、動物看護の専門知識及び技術を有する教育・研究者の養成並びに動物愛護の

精神に則り、豊かな人間性と幅広い視野を備える良質な動物看護師が社会から求められて

いることを踏まえ、短期大学士課程卒業者としての質を保証するための措置である。 
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(4)履修モデル 
 動物病院及び動物関連企業への就職に対応する履修モデルを示す（資料 25）。 
  
7．教育課程連携協議会 
 教育課程連携協議会は、専門職短期大学設置基準第 8 条及び本学学則第 5 条に基づき位

置付けられた委員会である（資料 26）。 
 審議事項は、①産業界及び地域社会との連携による授業科目の開設、その他の教育課程

の編成に関する基本的な事項、②産業界及び地域社会との連携による授業の実施、その他

の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項等である。 
 構成員は、①ヤマザキ動物看護専門職短期大学長が指名するヤマザキ動物看護専門職短

期大学の教員、その他の職員、②動物看護師、グルーミングサロン、ペットショップ若し

くはその他の動物関連産業に係る職業に就いている者、またはこれらの職業に関する事業

を行う者による団体のうち、広範囲の地域で活動する関係者であって当該事業の実務に関

し豊富な経験を有する者、③地方公共団体の職員、地域の事業者による団体の関係者その

他の地域の関係者、④臨地実務実習その他の授業科目の開設または授業の実施において本

学と協力する事業者、⑤本学の教員その他の職員以外の者であって学長が必要と認める者

となっている。任期は 1 年とし、再任を妨げない。 
教育課程連携協議会は年 1 回以上開催する。教育課程については、教育課程連携協議会

の意見を勘案し、聴取した意見を教務委員会で検討の上、教授会の意見を聴いて、学長が

教育課程に反映する。その結果を教育課程連携協議会に報告するというＰＤＣＡのサイク

ルを構築する。 
なお、「職業」区分に学生の卒業後の進路と想定される動物産業界からの意見を聴くため、

動物産業界で活躍するイオンぺット株式会社の事業部長、寺本健太郎氏を構成員とする。

「職業」区分として、動物看護職の動向に詳しい一般社団法人日本動物看護職協会顧問、

日本獣医生命科学大学名誉学長の池本卯典氏、「地域」区分として、地域との連携を図ると

もに災害時におけるペット動物への対応等ついて意見を聞くため、地方公共団体職員の渋

谷区役所危機管理対策部危機管理対策部長の山中昌彦氏、「協力」区分として、臨地実習先

であり、今後さらなる発展が予想されるペット同伴宿泊施設の東京建物リゾート株式会社

取締役常務執行役員兼ホテル事業本部長の藤田秀一氏を構成員とする。 
 

区分 必修 選択 

基礎科目 5 10 

職業専門科目 70 5 

展開科目 － 15 

総合科目 2 － 

合計 107 
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8．施設、設備等の整備計画 
(1)校地、運動場の整備計画 
①校地 
校地は、東京都渋谷区松濤に位置する。周囲は閑静な住宅街であり、学修環境として恵

まれている。アクセスとしては、京王井の頭線「神泉駅」または「渋谷駅」から徒歩圏内

である。また、東急バス、京王バス等の便もあり、学生の通学、教職員の通勤上の利便性

は十分確保されている。このため、通学通勤には、公共交通機関の利用を原則とする。 
校地面積は 2401.22 ㎡で、学生定員 240 人に対する設置基準には若干不足している。校

舎は既設の大学及び専門学校として使用していたものを転用する。キャンパスは 1 号館と 2
号館で構成され、1 号館には、講義室、実習室、事務局、ミーティングルーム・面談室、学

生ラウンジを、2 号館には図書館（第一年次に新図書館を整備）、PC 教室を設置する。限ら

れたスペースを活かして、教室使用を効果的に実施し、かつ学生生活の場を整備する。1 号

館と 2 号館との距離は約 400ｍ、徒歩約 5 分の距離であり、校舎間の移動は、授業間の休

み時間（10 分）で十分可能である。 
②運動場 

2 号館に隣接して運動場（152.19 ㎡）と体育館（242.32 ㎡）がある。また、南大沢キャ

ンパスの運動場、体育館等の施設を利用して、学生の利便性を図り、スポーツデーやサー

クル活動等による交流も行う予定である。なお、学生の福利厚生として、体育館内での運

動に使用する用具を整備する。 
 
(2)校舎等設備の整備計画 
①専門職短期大学の校舎等設備 
校舎は、現在、既設の大学、専門学校として使用している校舎（1 号館、2 号館）を専門

職短期大学の校舎として転用する。校舎の一部は専門学校と共用することとする。教室は、

動物トータルケア学科のカリキュラムに必要な教室（講義室、実習室）はもちろんのこと、

PC 教室、図書館、学生ラウンジ、保健室等の施設を備えている。 
 講義室は、1 号館に設置されており、収容人数は 50 人前後とし、クラスごとに講義を受

けることができるよう整備されている。また、講義室は可動式の壁で区切られているため、

大教室（収容人数 100 人～150 人）とすることもできる。これにより、1 学年全体の行事等

でも使用可能である。 
 動物看護や検査の実習は、1 号館の「実習室②（収容人数 54 人）」、「実習室③（収容人数

54 人）」で行う。各実習室には、「動物臨床看護学（基礎・内科）実習」や「動物臨床検査

学実習」等に必要な学生人数分の顕微鏡等を設置している。 
 グルーミングの実習は、1 号館の「実習室①（収容人数 54 人）」で行う。実習室には、グ

ルーミング台、シャンプー台、大型ドライヤー等を設置している。 
 トレーニングの実習は、2 号館に隣接する「運動場」及び「体育館」で行う。体育館はイ

ヌの足を保護するため、滑りにくい床材を使用する等の配慮をしている。また、リハビリ
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テーションの授業の一部は、1 号館 1 階の「実習室」を使用する。この実習室には、イヌの

リハビリテーションに効果的なウォータートレッドミルを導入している。 
 学生は、実習時には実習着（ユニフォーム）に着替える必要があるため、荷物を収納で

きるロッカーを 1 人につき 1 つ貸し出す。ロッカー室は、1 号館に整備している。 
 なお、各実習の教材には、モデル犬を使用する。教材としての動物は、イヌが主要なも

の（一部ネコ）であり、教育研究において実験動物は飼育、使用しない。 
また、本学はコンパニオンアニマルを中心として動物看護教育を行うため、学内で動物

を飼育して授業に利用する場合、動物が授業に慣れてしまい、実際の現場で体験するもの

とは異なる状況となってしまうこと、特定の犬種のみ取り扱うことにより知識が偏ってし

まうこと、グルーミング等により毛をカットした個体は、一定の期間、授業で使用できな

いこと等の理由により、動物愛護の精神からも原則として学内で動物を飼育しない。その

ため、家庭で家族の一員として飼育されているイヌをモデル犬として登録する制度を設け、

授業において使用する。本学では、650 頭以上の小型犬から大型犬まで多犬種のモデル犬等

が登録されているため、学生が 3 年間の実習で同じ個体と出会うことがほとんどなく、緊

張感を持って実習に臨むことができる。モデル犬は、「動物臨床看護学（基礎・内科）実習」

や「動物臨床看護学（外科）実習」では、一般身体検査、保定法、検査器具の使用法を学

修する際に使用する。「動物形態機能学・組織学実習」は、動物実験代替法に基づき、生体

を用いた解剖は行わない。骨格標本、各器官の標本、イヌの解剖模型を使用する（資料 27）。 
また、モデル犬等の動物を授業のために学内で預かる場合の設備については、犬舎、イ

ヌのトイレコーナー等の施設等を設けている。衛生面では、清掃や消毒を定期的に実施し

ており、換気扇、消毒液、消臭剤等による臭い対策と防音性に優れた教室の仕様による音

の対策が完備されている。さらに、各校舎に東京都福祉保健局に届け出た動物取扱い責任

者を置いて、動物の安全・衛生に万全を期している。あわせて、本学が契約しているモデ

ル犬等が、静かにすることをしつけられているものが多いこと等により、現在までイヌ、

ネコ等が校舎に出入りすることによる騒音や臭気に関して近隣住民からの苦情は皆無であ

る。 
 パソコンを使用する授業は、1 クラス 20 人で行うが、パソコンは余裕をもって 30 台設

置し、2 号館の「PC 教室」を使用する。PC 教室には、パソコンとプリンターを設置し、

マイクロソフト社製の Word、Excel、PowerPoint をインストールし、文書作成や表計算、

プレゼンテーション資料作成等ができるよう整備する。また、PC 教室を授業で使用しない

ときは、学生が自由に利用できるよう、教室を解放する（資料 28）。 
 学生の厚生施設として、学生ラウンジを 1 号館の最上階に設置している。 
図書館の蔵書は既設の専門学校の図書室にあるものを転用（共用）し、加えて、既設の

大学から移設転用（共用）する。 
1 号館に就職支援室を置き、情報検索のためのパソコンを設置する。加えて、職員を常時

滞在させ、専門職員がいつでも学生からの就職相談を受けることができるよう体制を構築

する。 
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専任教員の研究室については、教育研究環境を充実させるため、設置認可申請時の共同

研究室 2 室と予備室 3 室を 2 号館の研究室 1～15（5 室各 3 名）に変更する（表 6）。この

ことにより、専任教員の研究室は、1 人当たりの利用スペースが広がり、室内をパーテーシ

ョンで 3 区画に区切ることで、専任教員のプライバシーを守り、学生の成績管理等を機能

的に行える。なお、研究領域の近い専任教員を同室に配置することで、教育研究の効果を

上げることに配慮している。 
研究室については、年次進行で整備し、平成 30 年度末（開設時）までに、平成 31 年度

就任の専任教員 10 名のうち、学長室は研究室を兼用するため、学長を除く 9 名分の研究室

を配置する。さらに、平成 31 年度末（第一年次）までに、平成 32 年度就任の専任教員 4
名に加え、将来の専任教員の増加に鑑み、計 6 名分の研究室を配置し、合計 15 名分の研究

室を用意する。 
研究室 1～15 には、机、椅子、電話機、コンピューター、成績や重要書類を保管できる

鍵付きの本棚の他、ミーティング用のテーブル等を配置する。 
学生の個人面談については、設置認可申請時の 1 号館 1 階のドッグルーム、キャットル

ーム、3 階の応接室及び学長室を面談室に用途変更し、1 号館 7 階のミーティングルームを

ミーティングルーム・面談室に用途変更する。1 号館 1 階のドッグルーム、キャットルーム

における保護犬、保護猫の対応については、専門職短期大学の教育に支障がないことから、

基準外面積に算入されているコンパニオン・アニマル・センター内に移動する。さらに年

次進行で平成 31 年 4 月完成予定の新図書館内に面談室 2 室を配置し、教員と学生がアクテ

ィブ・ラーニング等にも活用する。面談室 6 室と兼用面談室 1 室の合計 7 室を整備するこ

とにより、面談者のプライバシーが保護される。なお、面談室はオフィスアワー、カウン

セリング等にも活用する。 
各専任教員は、1 週間（月～金曜日）当たり 2 コマ（1 コマ 90 分）の学生相談にあたる。 
学長室の用途変更に伴い、新たに学長室を確保するため、2 号館 2 階の応接室（共用）を

学長室（専用）に用途変更する（表 7）。 
以上の整備により、教育研究を適切に行い得るスペースと機能を確保できると考える。 
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表 6 研究室の整備 

号館 階数 旧用途 
専用・共用 

の区分 
新用途 

専用・共用 

の区分 
面積 整備時期 

2 

6 階 

共同研究室② 専用 

研究室 1 

研究室 2 

研究室 3 

専用 

19.77 ㎡ 

15.13 ㎡ 

15.07 ㎡ 

平成 30 年度末 

（開設時） 

共同研究室① 専用 

研究室 4 

研究室 5 

研究室 6 

専用 

16.41 ㎡ 

15.12 ㎡ 

15.10 ㎡ 

平成 30 年度末 

（開設時） 

予備室 4 専用 

研究室 7 

研究室 8 

研究室 9 

専用 

20.14 ㎡ 

15.27 ㎡ 

15.06 ㎡ 

平成 30 年度末 

（開設時） 

7 階 

予備室 7 専用 

研究室 10 

研究室 11 

研究室 12 

専用 

19.77 ㎡ 

15.13 ㎡ 

15.07 ㎡ 

平成 31 年度末 

（第一年次） 

予備室 5 専用 

研究室 13 

研究室 14 

研究室 15 

専用 

20.14 ㎡ 

15.27 ㎡ 

15.06 ㎡ 

平成 31 年度末 

（第一年次） 

（備考）学長は学長室を研究室として兼用する。 

 
表 7 面談室と学長室の整備 

号館 階数 旧用途 
専用・共用 

の区分 
新用途 

専用・共用 

の区分 
面積 整備時期 

1 

1 階 

ドッグルーム 専用 面談室 1 専用 9.84 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

キャットルーム 専用 面談室 2 専用 7.90 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

3 階 

応接室 専用 面談室 3 専用 7.48 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

学長室 専用 面談室 4 専用 18.21 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

7 階 
ミーティング

ルーム 
専用 

ミーティングル

ーム・面談室 5 
専用 40.42 ㎡ 

平成 30 年度末 

（開設時） 

2 2 階 応接室 共用 学長室 専用 23.11 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 
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新
図
書
館 

 運動場 専用 

面談室 6 

（注） 
専用 5.75 ㎡ 

平成 31 年 4 月末 

（第一年次） 

面談室 7 

（注） 
専用 5.29 ㎡ 

平成 31 年 4 月末 

（第一年次） 

（注）面談室 6・面談室 7 は、是正事項 4-③で説明する新図書館内に整備する。 
 
本学では、動物看護学を基盤とした動物トータルケアの教育研究のために、訪問動物看

護、動物栄養、公衆衛生・防疫、動物臨床検査、動物介在福祉の 5 つの研究を行う。例を

挙げると、訪問動物看護では、ヘマトクリット遠心分離機、セルタック、血液生化学測定

機器等の機器を使用し、高齢の犬・猫の補食における健康維持及び疾病からの治癒力の向

上の研究を行う。なお、この研究にはコンパニオン・アニマル・メディカルセンター内ア

ニマル・メディカル・センターの診療対象（高齢の犬・猫）を飼い主の承諾を得て使用す

る。動物栄養では、カロリーアンサー、冷蔵ショーケース、小型超低温槽等の機器を使用

し、犬・猫のライフステージに合わせた食事内容の研究を行う。なお、この研究には、市

販の総合栄養食、動物病院からの療法食及び食材（肉・魚・野菜・穀物等）を使用する。

この 2 つの研究は、研究者が検証方法について協力し合うことができ、研究の進展が図ら

れることから研究用実験室 2 で行う。 
また、公衆衛生・防疫では、高圧蒸気滅菌機、インキュベーター、冷蔵保管庫等の機器

を使用し、動物病院の院内感染予防の観点から汚染要因について研究する。なお、この研

究にはコンパニオン・アニマル・センターの落下細菌等を採取し、使用する。 
動物臨床検査では、高圧蒸気滅菌機、インキュベーター、遠心分離機、卓上冷却遠心機

等の機器を使用し、犬・猫の生活習慣病（肥満等）に関する臨床検査法の研究を行う。な

お、この研究はアニマル・メディカル・センターの診療対象（肥満等の生活習慣病をもつ

犬・猫）を飼い主の承諾を得て使用する。この 2 つの研究は、公衆衛生・防疫の研究で採

取した検体を動物臨床検査で分析し、その結果をフィードバックすることができ、相互に

研究の進展が図られることから研究用実験室 1 で行う。 
動物介在福祉では、身体障がい者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）の使用者（視覚障

害者、肢体不自由者、聴覚障害者）が、補助犬の健康管理のために動物病院を訪れる際に

発生する一般のクライアントとは異なるニーズに対応する動物看護師の支援方法について

研究する。研究のための調査は、補助犬訓練施設、補助犬使用者の指定する場所や動物病

院において行うため研究用実験室は使用しない。 
整備計画では、まず平成 30 年度末（開設時）までに予備室 5 を研究用実験室 1 に整備し、

予備室 6 を研究用実験室 2 に整備して研究・実験を行う（表 8）。その後新図書館（平成 31
年 4 月 20 日竣工予定）の完成をまって、平成 31 年 5 月以降は 1 階図書館を研究用実験室

1 に、3 階図書閲覧室を研究用実験室 2 に用途変更し、専任教員が取り組む研究環境を整備
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する（表 9）。 
研究用実験室 1 は、主に検体を取り扱う研究を行うため感染予防に配慮し、通常の生物

の実験室としての構造及び設備を有する P1 レベルに準じた研究実験を行い、研究用実験室

2 は、訪問動物看護、動物栄養の実験を行うため非汚染エリアとして管理する。 
なお、本学の開設時において整備する研究用機器は、資料 27-2 のとおりである。 
 

表 8 研究用実験室の配置と年次進行による整備（平成 31 年度開設時） 

号館 階数 旧用途 
専用・共用の

区分 
新用途 

専用・共用の

区分 
面積 整備時期 

2 

 

7 階 

 

予備室 5 専用 研究用実験室 1 専用 60.51 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

予備室 6 専用 研究用実験室 2 専用 60.03 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

 
表 9 研究用実験室の配置と年次進行による整備（平成 31 年度 4 月末） 

号館 階数 旧用途 
専用・共用の

区分 
新用途 

専用・共用の

区分 
面積 整備時期 

2 

1 階 図書館 共用 研究用実験室 1 専用 60.32 ㎡ 

平成 31 年 

4 月末 

（第一年次） 

3 階 図書閲覧室 専用 研究用実験室 2 専用 61.65 ㎡ 

平成 31 年 

4 月末 

（第一年次） 

 
 なお、基本計画書において設備購入費が完成年度に 0 千円となっている。これまで本学

と同分野の学問領域で教育研究を行っているヤマザキ動物看護大学は、南大沢との 2 キャ

ンパス制であり、本学の 1 号館は、同大学の 1 年次生が使用してきた校舎である。本学は

それらの設備を転用して使用するため、講義や実習で使用する設備を十分に備えていると

ともに、さらに今回の本学設置にあたり開学前年度に 79,951 千円、第 1 年次に 8,988 千円、

第 2 年次に 13,102 千円の予算により充実させる。完成年度に 0 千円となっている理由は、

3 年次の授業が開講する前年度までに準備を完了するためである。もしそれらに不足が生じ

た場合は、毎年のランニングコストの範囲内で購入していく予定である。 
②専門学校施設との供用 
 校舎は、一部、ヤマザキ動物専門学校と共用する。専門学校は専門職短期大学が使用し

ない曜日・時間帯に、本校舎の PC 教室、体育館、図書館を使用する。 
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(3)図書等の資料及び図書館の整備計画 

 本学の図書館には、人文科学系 4,832 冊、自然科学系 3,192 冊、畜産学系 137 冊、獣医

学系 830 冊、動物看護学系 1,235 冊、合計 10,226 冊を備える。雑誌は、30 種である（資

料 29）。電子ジャーナルについては、既設の大学で導入している「Animal Health Research 
Review」「Journal of Small Animal Practice」等 20 種（データベースを含む）を専門職短

期大学においても閲覧ができるよう整備をする。 
図書館の整備については、現在の体育館に隣接した運動場 509.01 ㎡に新図書館 186.24

㎡を建設する。この図書館は設置認可申請時に計画していた 2 号館 1 階図書館 69.20 ㎡よ

り 117.04 ㎡（約 1.7 倍）広くなる。閲覧スペースは、開設時において図書館内に 28 席配

置する。 
設置認可申請時の図書館は、図書数が8,226冊であったが、今回の新図書館には図書2,000

冊を増やし 10,226 冊とする。申請時の計画では収納可能図書数 9,088 冊であったが、新図

書館では 4,662 冊増え、合計 13,750 冊となり、将来にわたる図書の増加に対応できる。な

お、開設時から動物関係の和書ならびに洋書の電子ジャーナルとデータベースを整備して

いる。 
また、この新図書館の整備計画は、年次進行で行う。平成 30 年度 3 月末（開設時）まで

は申請時の計画のとおり、2 号館 1 階に図書館、2 号館 3 階に自習室を兼ねる図書閲覧室を

整備する。その後、平成 31 年 4 月 20 日に新図書館が竣工予定であるため、竣工・整備完

了後に申請時の図書館と図書閲覧室は、表 9 のとおり、研究用実験室 1 と研究用実験室 2
に用途変更する。 
さらに完成年度以降に整備する予定の自習室については、学生及び教員の教育研究活動

に資するため、平成 32 年度末（第二年次）までに整備し、2 号館 4 階の予備室 3 を自習・

閲覧室（表 10）に用途変更する。自習・閲覧室には、新図書館から閲覧席 12 席を移動する

ほか、新たに自習席 12 席を加えた計 24 席を配置する。それにより、新図書館には書架が

追加され、収容可能図書数はさらに 3,000 冊増え、合計 16,750 冊収納可能となり、将来に

わたる図書の増加に十分対応できる。 
また、本学はヤマザキ動物看護大学図書館（図書：25,910 冊、雑誌：64 種類ほか）との

連携を図る。平成 22 年度より、渋谷キャンパスと南大沢キャンパス（ヤマザキ動物看護大

学）間を運行している定期交換便を利用して学生及び教員の図書の貸出と返却を行う。 
新図書館には、レファレンスコーナー、図書閲覧室を設け、閲覧席、検索端末席を備え

る。図書館には、専門職員を置き、資料収集、整理及び提供を行う。開学後には、他の大

学の図書館や地域の公共図書館、国立国会図書館等との協力に努める。 
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表 10 閲覧室の整備 

号館 階数 旧用途 
専用・共用の

区分 
新用途 

専用・共

用の区分 

面積

（㎡） 
整備時期 

2 4 階 予備室 3 専用 自習・閲覧室 専用 61.65 
平成 32 年度末 

（第二年次） 

 
なお、基本計画書において開学 1 年目から図書購入費が 0 千円となっている。これまで

本学と同分野の学問領域で教育研究を行っているヤマザキ動物看護大学は、南大沢との 2
キャンパス制であり、本学の 1 号館は、同大学の 1 年次生が使用してきた校舎である。本

学はそれらの図書を転用して使用するため、学生が学修するための十分な図書を備えてい

るとともに、さらに今回の本学設置にあたり開学前年度に 5,140 千円の予算により充実さ

せる。もし図書に不足が生じた場合は、毎年のランニングコストの範囲内で図書を購入し

ていく予定である。 
 

9．入学者選抜の概要 
(1)アドミッションポリシー 
ヤマザキ動物看護専門職短期大学 動物トータルケア学科の養成する人材像に基づき、

以下のアドミッションポリシーを掲げる。 
・本学の建学の精神及び教育理念に共感する者 
・動物に深い理解と愛情を持ち、人と動物の豊かな共生社会を目指す者 
・動物看護学に必要とされる専門知識と技術を学ぶための基礎学力を持つ者 
・国際的視野に立ち、コミュニケーションを大切にする者 
 
(2)募集人員と選抜方法 
①募集人員 

入学

定員 

募集人員 

一般入学 

試験 
AO 入学 
試験 

特別選抜 
指定校 
推薦 

公募 
推薦 

社会人 

入学試験 

80 名 10 名 50 名 15 名 5 名 若干名 
なお、社会人特別選抜の募集人員は、特別選抜の募集人員の内数とする。 

②選抜方法 
 (ⅰ) 一般入学試験 
必要な基礎学力を判定するため独自の学力検査の結果及び出願書類の内容を総合的に判

定して行う。 
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試験教科：理科と英語を必修とする。 
教科 科目 区分 

理科 
生物基礎 
化学基礎 

左記の 2 科目から 1 科目選択 

英語 英語（リスニングを除く） 必修 
また、入学者の高校までの履修歴を勘案し、あわせて入学後の学力試験の結果に基づき、

履修指導の際に、基礎学力不足の学生に対する理数系科目の補修授業を実施する。 
(ⅱ) AO 入学試験 
 アドミッションポリシーに基づき入学者を選抜するため、自己推薦文（各種資格、各種

検定試験の成績、弁論大会やボランティア活動、在学中の学校内での活動、動物飼育体験

の実績等）、小論文、面接、評定平均値の内容を総合的に判定して行う。 
入学者選抜における AO 入試において、専門職短期大学の教育を受けるために必要な基

礎学力の状況を把握するため、本学独自に実施する面接試験の成績、資格・検定試験等の

成績、各種大会等の活動や顕彰の記録その他の資料を活用するとともに、高等学校の教科

の評定平均値、特に選択科目で履修している生物基礎・化学基礎の評定平均値を重要視し

て合否判定に用いて入学者選抜を実施する。 
また、入学前教育として AO 入試及び推薦入試の合格者を対象に、思考力や表現力を問

うために、最近のトピックスの中から興味を持ったニュースを選び、感想文を提出させる。

提出された感想文は、教員による添削の上、提出者にフィードバックする。 
(ⅲ) 指定校推薦 
本学が指定する高等学校の現役生で、高等学校での調査書の評定平均値が 3.2 以上であり、

本学への入学を専願とし、試験合格後は必ず入学することを確約できる者であり、高等学

校長が責任をもって推薦できる者。 
小論文、面接、出願書類を総合的に判定して行う。 

 (ⅳ) 公募推薦 
 高等学校の現役生及び高等学校卒業後１年以内の者で、高等学校での調査書の評定平均

値が 3.0 以上であり、本学への入学を専願とし、試験合格後は必ず入学することを確約でき

る者であり、高等学校長の推薦を受けた者。 
小論文、面接、出願書類を総合的に判定して行う。 

 (ⅴ) 社会人入学試験 
何らかの動物関係の資格保有者や動物病院をはじめとする動物関連企業で勤務した経験

がある者で、今後学び直しを希望し、動物看護師を目指す者。または一般選抜と同様の大

学入学資格を有し、入学年度の 4 月 1 日に満 22 歳以上である者を対象とする。 
小論文、面接、出願書類を総合的に判定して行う。 
なお、入学手続者に対し、動物看護実習に係る学力と関連する理数系科目について入学

までに取り組むべき課題を課すこととする。 
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（ⅵ）入学後の教育 
AO 入試や推薦入試等で生物や化学の試験を課さない者に対しては、入学後に適切に指導

が行えるよう、4 月のオリエンテーションにおいて生物基礎及び化学基礎の基本的事項の修

得状況を確認するマークシートを使用したプレテストを実施し、一定の水準に達していな

い学生に対しては、リメディアルトレーニングを行う。 
 トレーニングの内容は、Moodle というシステムを活用した e-learning によるトレーニン

グで、初等・中等教育において修得しておくべき生物、化学の学習内容である。各科目の

具体的な単元は以下のとおりである。 
 生物については、「生物の特徴」、「生物の遺伝」、「生物の体内環境」、「消化と代謝」、「神

経系とホルモン」、「ヒトの体つくり」等の単元としている。 
 化学については、「物質の構成」、「化合式と化学式」、「原子の構造」、「物質の量と濃度」

等の単元としている。 
 トレーニング形式はテスト形式となっており、学習者が内容を理解し、テストに正解す

ることにより、e-learning によるトレーニングは修了となるようにプログラムされており、

一定の学力を修得させることができる。 
(3)科目等履修生及び聴講生等の受け入れ 

 動物看護師として働く既卒者の学び直し支援のため、教育研究に支障のない限り科目等

履修生及び聴講生を受け入れる。 
①科目等履修生 
 受け入れ人数は若干名とし、必修の講義科目及び全選択科目で受け入れる。選抜方法は、

面接、書類審査とする。なお、実習を履修する場合は、関連する講義を過去に履修してい

るか、または、同時に履修することを条件とする。 
②聴講生 
 受け入れ人数は若干名とし、必修の講義科目、選択の講義科目で受け入れる。選抜方法

は、面接、書類審査とする。 
 
(4)選抜試験実施体制 
 公正かつ厳正妥当な方法により選抜試験を行うため、入試委員会を設置し、入試委員長

を中心として作業を行い、当該事務処理については、入試広報課が行うものとする。なお、

入試委員会では、高等学校教育の現状に留意しつつ、志願者の多様性に対応し、安定的な

学生を確保するため、適宜入学者選抜の方法について検討することとする。 
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10．取得可能な資格 
(1)卒業と同時に受験資格を得ることが可能な資格 

資格の名称等 資格付与団体 

認定動物看護師 

一般財団法人 

動物看護師統一認定機構 

 

 動物医療における看護師の資格。動物看護師の高い知

識・技術を持つことを認定する資格。獣医療現場に従

事する動物看護師で適切な知識と技術を持つことが動

物看護師統一認定機構により認定された資格。 

アニマル・ヘルス・テクニシャン（動物衛生看護師） 
略称：ＡＨＴ 

特定非営利活動法人 

日本動物衛生看護師協会 
 動物医療における看護師の資格。病気やけがをした動

物の看護に当たるための知識・技術・人格を有するこ

とを認定する資格。 

 
 

ベタリナリー・テクニシャン（動物医療技術師） 
略称：ＶＴ 

特定非営利活動法人 

日本動物衛生看護師協会 

 動物科学や動物看護学の専門知識を活かしてコンパニ

オンアニマルの医療・看護・健康管理・飼育やアニマ

ルアシステッドセラピー等に携わり、指導的立場で活

動するための知識・技術・人格を有することを認定す

る資格。 
AHT の上位資格であることから取得には AHT の資格

を有することが必要となる。論文審査がある。 

ドッグ・グルーミング・スペシャリスト（イヌの美容師） 
略称：ＤＧＳ 

 イヌの美容師の資格。美容に関する知識、日常の健康

管理、ドッグショーに出陳するために必要なグルーミ

ングテクニックやショーの審査に関する基礎並びに専

門知識と技術を有することを認定する資格。 
キャット・グルーミング・スペシャリスト（ネコの美容師） 

略称：ＣＧＳ 

 ネコの美容師の資格。美容に関する知識、日常の健康

管理、キャットショーに出陳するために必要なグルー

ミングテクニックやショーの審査に関する基礎並びに

専門知識と技術を有することを認定する資格。 
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コンパニオン・ドッグ・トレーナー（家庭犬のしつけ訓練士） 
略称：ＣＤＴ 

 人と共生するために、イヌに対して「家庭犬としての

マナーを教える」訓練士であること及び「家庭犬のし

つけ方」を飼主に指導する知識と技術を有することを

認定する資格。 
ケーナイン・リハビリテーション・セラピスト 
－ベーシック－（犬の理学療法士－基礎－）略称：ＣＲＴ 

 イヌのリハビリテーションの基礎的資格。イヌの骨格、

筋肉、神経、関節の特徴を知り、イヌの健康改善を目

的としたリハビリテーションの基礎的な知識と技術を

有することを証明する資格。 
 
(2)指定の 2 科目を取得すると受験資格を得ることが可能な資格 

資格の名称等 資格付与団体 

ペット栄養管理士  

日本ペット栄養学会 
 

ペットの栄養に関する知識の普及と指導に必要な人材

を養成し、ペットの健康の維持向上を図り、動物の愛

護に寄与できることを認定する資格。 

(3)本学を卒業後、実務経験 1 年以上を経て受験資格を得ることが可能な資格 

資格の名称等 資格付与団体 

実験動物技術者  

公益社団法人 

日本実験動物協会  

優良な実験動物の生産、供給及び適正な飼育等を通じ

ライフサイエンスの発展に寄与できることを認定す

る資格。 
 
(4)その他の資格 

資格の名称等 資格付与団体 

動物取扱責任者 各都道府県（登録） 

介助犬デモンストレーター 
社会福祉法人 

日本介助犬協会 

救命技能認定 東京消防庁 

販売士 日本商工会議所 

ペット用品取扱士 
一般社団法人 

日本ペット用品工業会 
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11．臨地実務実習の具体的な計画 
(1)臨地実務実習の目的 
臨地実務実習は、専門職短期大学設置基準第26条第4号に定める「臨地実務実習（企業そ

の他の事業者の事業所またはこれに類する場所において、当該事業者の実務に従事するこ

とにより行う実習）」に基づき、産業界と連携し、トータルケアのできる動物看護師とし

て飼い主と産業界を繋ぐ実務能力を養成するとともに、就業意識を高め、実習後の学習意

欲の向上を図り、職業選択における自らの適性理解を促し、就職先での定着率を高める。 
3年間を通して、動物関連企業等での臨地実務実習を450時間行う。実習先として、①動

物病院、②ペットサロン（動物病院美容部門を含む）、ペットショップ、動物病院美容部

門、③ペットホテル、④訓練施設、⑤老犬ホーム、⑥ペット同伴宿泊施設、⑦その他のペ

ット関連企業、⑧動物関連団体等において実施する。臨地実務実習は、1年次夏季休暇期間、

1年次春季休暇期間、2年次夏季休暇期間、2年次春季休暇期間、3年次夏季休暇期間に実施

する。それまでに学修した知識と技術を持って実習に臨めるよう、実習先を設定する。な

お、臨地実務実習の計画案は資料30のとおりである。 

 
＜臨地実務実習の教育内容及び到達目標＞ 
養成する人材像及び教育目標に基づき、臨地実務実習において学生が修得すべき到達目

標を臨地実習評価書の評価項目に挙げることにより修得する到達目標を明確にした。臨地

実務実習における教育の到達目標は、「基礎能力」と「実務能力」からなる。 
「臨地実習 1～6」の「基礎能力」は共通項目とし、社会人として必要な「社会人マナー」、

「コミュニケーション」の 2 項目を設定した。 
また、「臨地実習 1～6」の「実務能力」では、「業務の流れ」、「衛生管理」、「事務的管理」

は各臨地実務実習先においても共通して求められる能力であることから、共通項目とした。

成績評価は、実習先 8 分野の臨地実習評価書による。 
実習先の業種を 8 分野に分けていることから、それぞれの業種の特色をいかした到達目

標及び評価項目を設定した。 
 
1)実習先が「臨地実習 2・3・5」（動物病院）の場合は、項目を「診療補助・動物の看護」

とした。 
2)実習先が「臨地実習 1・4・6」（ペットサロン（動物病院美容部門を含む）・ペットショ

ップ）の場合は、項目を「動物の取扱・グルーミング」とした。 
3)実習先が「臨地実習 4・6」（ペットホテル）の場合は、項目を「ペットホテルの業務」

とした。 
4)実習先が「臨地実習 4・6」（訓練施設）の場合は、項目を「訓練施設の業務」とした。 
5)実習先が「臨地実習 4・6」（老犬ホーム）の場合は、項目を「老犬ホームの業務」とし

た。 
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6)実習先が「臨地実習 4・6」（ペット同伴宿泊施設）の場合、は項目を「ペット同伴宿泊

施設の業務」とした。 
7)実習先が「臨地実習 4・6」（その他の動物関連企業）の場合は、項目を「店舗業務」と

した。 
8)実習先が「臨地実習 4・6」(動物関連団体)の場合は、項目を「団体活動」とした。 

 
さらに、8 分野においては、それぞれの到達目標を段階的に資料 30-6 のとおり整理した。 
 
「臨地実習 1」（②ペットサロン（動物病院美容部門を含む）・ペットショップ） 

1 年次夏季休暇または 1 年次春季休暇に校舎（1 号館）に併設されているペットサロン

（動物病院美容部門を含む）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出

る前の基礎を学ぶ。 
動物の取り扱い方、マナー、ペットサロン（動物病院美容部門を含む）の業務を把握

し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識と管理を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

電話対応等を修得させる。 
臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、

事後教育 3 時間、計 30 時間である。 
 【到達目標】 
  「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季休暇若しくは春季休暇に行われるので、初歩的

な内容を踏まえペットサロン（動物病院美容部門を含む）及びペットショップの１日の

業務の流れを把握する。「基礎能力」の到達目標接遇マナーと受付、電話対応に加え、「実

務能力」の到達目標動物の取り扱い方、衛生管理の実践、商品知識と管理を習得するこ

とを到達目標とする（資料 30-6）。 
 

「臨地実習 2」（①動物病院） 
1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）に併設されている動物病院（アニマル

メディカルセンタ―）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出る前の

基礎を学ぶ。 
臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、

事後教育 3 時間、計 30 時間である。 
 【到達目標】 
 「臨地実習 2」は、臨地実務実習の導入として、業務の流れを把握する。「基礎能力」

の到達目標電話対応、飼い主対応に加え、「実務能力」の到達目標入院動物看護等の診察

補助、主な処置法、調剤受付、手術見学、衛生管理、院内清掃等の動物看護技術を修得

させることを到達目標とする（資料 30-6）。 
 

「臨地実習 3」（①動物病院） 



 

- 44 - 
 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の動物病院で臨地実務実習を行う。 
小規模、中規模の動物病院での業務を体験し、技術と知識の再確認と再修得をさせる。 
院内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、手術の準備や補助、入院患者のケ

ア、調剤、往診業務、事務作業を学ぶ。 
 学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮するととも

に、本人の希望・適性等を考慮して配属する。 
臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1 日 7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育 4

時間、計 120 時間である。 
 【到達目標】 

「臨地実習 3」は、動物病院における動物看護師の業務分担と流れを理解する。「基礎

能力」の到達目標電話対応に加え、「実務能力」の到達目標検査、手術の準備の補助、入

院患者のケア、調剤、往診業務、院内清掃等動物看護師に必要な業務全般を修得するこ

とを到達目標とする（資料 30-6）。 
 
「臨地実習 4」（②ペットサロン（動物病院美容部門を含む）・ペットショップ、③ペット

ホテル、④訓練施設、⑤老犬ホーム、⑥ペット同伴宿泊施設、⑦その他

の動物関連企業、⑧動物関連団体） 
動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企業・店舗等での臨地実務実習を行う。補正申

請時の是正事項 7 の（1）でも説明したとおり、表 11 の動物関連企業等の中から、業種

分類が異なる 2 か所での臨地実務実習を行うことで、各業界における業務の流れを把握

し、幅広い視野と実践力を養う。 
学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮するとともに、

本人の希望・適性等を考慮して配属する。 
臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1 日 7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時

間、計 120 時間である。 
なお、業種別分類番号 1 のペットサロン（動物病院美容部門を含む）と業種別分類番

号 2 のペットホテルは併設されている場合があることから、ペットホテルが併設されて

いる業種別分類番号 1 のペットサロンに配属した場合は、もう一つの配属先は、業種別

分類番号２のペットホテル以外の施設、もしくは業種別分類番号 3 に配属することとす

る。 
 

 

 

 

 

 

 



 

- 45 - 
 

表 11 臨地実習 1～6 における実習先 8 分野 

番号 実習先（分野別） 臨地実務実習 
1 動物病院 臨地実習 2・3・5 

2 ペットサロン（動物病院美容部門

を含む）・ペットショップ 臨地実習 1・4・6 

3 ペットホテル 

臨地実習 4・6 

4 訓練施設 
5 老犬ホーム 
6 ペット同伴宿泊施設 
7 その他の動物関連企業 
8 動物関連団体 

 
【到達目標】 
「臨地実習 4」は「臨地実習 1〜3」で学んだ動物看護の知識を生かし、動物関連企業

等の現場での実務を学び、スタッフとの適切なコミュニケーションを図り必要な業務全

般を修得することを到達目標とする。 
上記の到達目標に、さらに業種別に以下の到達目標を加える。 

②ペットサロン（動物病院美容部門を含む）、ペットショップにおいては、「基礎能力」

の到達目標「社会人マナー」、「コミュニケーション」に加え、「実務能力」の到達目標

「業務の流れ」、「動物の取扱」、「衛生管理」、「事務的管理」を到達目標とする。 
③ペットホテルにおいては、「基礎能力」の到達目標「社会人マナー」、「コミュニケーシ

ョン」に加え、「実務能力」の到達目標「業務の流れ」、「ペットホテルの業務」、「衛生

管理」、「事務的管理」を到達目標とする。 
④訓練施設においては、「基礎能力」の到達目標「社会人マナー」、「コミュニケーション」

に加え、「実務能力」の到達目標「業務の流れ」、「訓練施設の業務」、「衛生管理」、「事

務的管理」を到達目標とする。 
⑤老犬ホームにおいては、「基礎能力」の到達目標「社会人マナー」、「コミュニケーショ

ン」に加え、「実務能力」の到達目標「業務の流れ」、「老犬ホームの業務」、「衛生管理」、

「事務的管理」を到達目標とする。 
⑥ペット同伴宿泊施設においては、「基礎能力」の到達目標「社会人マナー」、「コミュニ

ケーション」に加え、「実務能力」の到達目標「業務の流れ」、「ペット同伴宿泊施設の

業務」、「衛生管理」、「事務的管理」を到達目標とする。 
⑦その他の動物関連企業においては、「基礎能力」の到達目標「社会人マナー」、「コミュ

ニケーション」に加え、「実務能力」の到達目標「業務の流れ」、「店舗業務」、「衛生管

理」、「事務的管理」を到達目標とする。 
⑧動物関連団体においては、「基礎能力」の到達目標「社会人マナー」、「コミュニケーシ

ョン」に加え、「実務能力」の到達目標「業務の流れ」、「団体活動」、「衛生管理」、「事

務的管理」を到達目標とする。（資料 30-6） 
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「臨地実習 4」の分野ごとの臨地実務実習内容を以下のとおり説明する。（表 12） 

 表 12 

番号 実習先 
（分野別） 

「臨地実習 4」の内容 

2 

ペットサロン（動物

病院美容部門を含

む） 
ペットショップ 

ペットサロン（動物病院美容部門を含む）においては、開

店準備、清掃、犬具の手入れ、商品知識や販売、閉店作業を

学ぶ。 

ペットショップにおいては、開店作業、消毒、清掃、閉店作

業等の実務を学ぶ。 

3 ペットホテル 
ペットホテルにおいては、開店準備作業、清掃等の環境整

備、ペットの健康状態を保ちながら預かるためのノウハウ、

閉店作業を通じて実務を学ぶ。 

4 訓練施設 
訓練施設においては、ペットの「無駄吠え」「散歩の引張

癖」「甘噛み」等を治すしつけの方法、開店準備、閉店作業

等を通じて実務を学ぶ。 

5 老犬ホーム 老犬ホームにおいては、老犬を預かる際に必要な、給餌、

運動、休息、手入れ等の実務を学ぶ。 

6 ペット同伴宿泊施設 

ペット同伴宿泊ホテルに同伴してきたペットに対して、快

適な宿泊が行えるように宿泊客が利用するペット用品の管

理、清掃、ペット向けのサービス提供のほか、宿泊客を迎え

るための準備等の実務を学ぶ。 

7 その他の動物関連企

業 

その他のペット関連企業においては、ペットフード、ペッ

ト用品ほかのペット関連商品の販売等を行う店舗等におい

て、開店準備、商品知識、閉店作業、清掃、陳列等の実務を

学ぶ。 

8 動物関連団体 

動物関係の公益団体の事務所において、公益団体が提供し

ている動物に関連するイベントの準備作業、公益団体関連法

規の知識修得、団体が主催する検定試験準備補助事務等の実

務を学ぶ。 
 
「臨地実習 5」（①動物病院） 
動物病院への就職を希望する学生が選択する「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的に

3 か所の施設で臨地実務実習を行う。動物病院への進路希望者は 5 グループの動物病院か

ら 3 か所を配属先とする。この臨地実務実習では職業専門科目や展開科目で学修した内

容を活かしながら、飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物看護師の役割を学ぶ。 
学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダンスでアンケート調査を実施し、本人

と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、本人の希望・適性等を考慮

して配属する。 
臨地実務実習時間は 7 日間×3 病院（1 日 7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1

時間、計 150 時間である。 
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【到達目標】 
「臨地実習 5」は、職業専門科目で学修した内容に加え、展開科目で産業と社会の繋が

りを学修したことをとおして動物看護師として幅広い視野を養う。「基礎能力」の到達目

標「社会人マナー」、「コミュニケーション」に加え、「実務能力」の到達目標「業務の流

れ」、「診療補助・動物の看護」、「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 
 
「臨地実習 6」（②ペットサロン（動物病院美容部門を含む）・ペットショップ、③ペット

ホテル、④訓練施設、⑤老犬ホーム、⑥ペット同伴宿泊施設、⑦その他

の動物関連企業、⑧動物関連団体） 
学生のキャリアにつながる臨地実務実習として、希望進路やその関連分野を臨地実務

実習先とし、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店舗等・団体等）で 7 日間のロ

ーテンションでの臨地実務実習を行う。臨地実務実習先はペットサロン（動物病院美容

部門を含む）、ペットショップ、ペットホテル、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、訓練

施設、その他ペット関連産業等とする。この臨地実務実習では職業専門科目や展開科目

で学修した内容を活かしながら、飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物関連企

業等における従業員の役割を学ぶ。 
学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダンスでアンケート調査を実施し、本人

と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、本人の希望・適性等を考慮

して配属する。 
臨地実務実習時間は 7 日間×3 社（1 日 7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1 時

間、計 150 時間である。 
【到達目標】 
職業専門科目で学修した内容に加え、展開科目で産業と社会の繋がりを学修したことを

とおして、顧客のニーズを把握し、通常業務における顧客への対応を学ぶことを到達目標

とする。 
上記の到達目標に、さらに業種別に以下の到達目標を加える。 

②ペットサロン（動物病院美容部門を含む）、ペットショップにおいては、「基礎能力」の

到達目標に加え、「業務の流れ」、「動物の取扱」、「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目を

到達目標とする。 
③ペットホテルにおいては、「基礎能力」の到達目標に加え、「業務の流れ」、「ペットホテ

ルの業務」、「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 
④訓練施設においては、「基礎能力」の到達目標に加え、「実務能力」の到達目標「業務の

流れ」、「訓練施設の業務」、「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 
⑤老犬ホームにおいては、「基礎能力」の到達目標に加え、「実務能力」の到達目標「業務

の流れ」、「老犬ホームの業務」、「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 
⑥ペット同伴宿泊施設においては、「基礎能力」の到達目標に加え、「実務能力」の到達目

標「業務の流れ」、「ペット同伴宿泊施設の業務」、「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目
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を到達目標とする。 
⑦その他の動物関連企業においては、「基礎能力」の到達目標に加え、「実務能力」の到達

目標「業務の流れ」、「店舗業務」、「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目を到達目標とす

る。 
⑧動物関連団体においては、「基礎能力」の到達目標に加え、「実務能力」の到達目標「業

務の流れ」、「団体活動」、「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 
 
「臨地実習 6」の分野ごとの臨地実務実習内容を以下のとおり説明する。（表 13） 

表 13 

番号 実習先 
（分野別） 「臨地実習 4」の内容 

2 

ペットサロン（動

物病院美容部門を

含む） 
ペットショップ 

ペットサロン（動物病院美容部門を含む）においては、開

店準備、清掃、犬具の手入れ、商品知識や販売、閉店作業を

学ぶ。 

ペットショップにおいては、開店作業、消毒、清掃、閉店作

業等の実務を学ぶ。 

3 ペットホテル 
ペットホテルにおいては、開店準備作業、清掃等の環境整

備、ペットの健康状態を保ちながら預かるためのノウハウ、

閉店作業を通じて実務を学ぶ。 

4 訓練施設 
訓練施設においては、ペットの「無駄吠え」「散歩の引張

癖」「甘噛み」等を治すしつけの方法、開店準備、閉店作業

等を通じて実務を学ぶ。 

5 老犬ホーム 老犬ホームにおいては、老犬を預かる際に必要な、給餌、

運動、休息、手入れ等の実務を学ぶ。 

6 ペット同伴宿泊施

設 

ペット同伴宿泊ホテルに同伴してきたペットに対して、快

適な宿泊が行えるように宿泊客が利用するペット用品の管

理、清掃、ペット向けのサービス提供のほか、宿泊客を迎え

るための準備等の実務を学ぶ。 

7 その他の動物関連

企業 

その他のペット関連企業においては、ペットフード、ペッ

ト用品ほかのペット関連商品の販売等を行う店舗等におい

て、開店準備、商品知識、閉店作業、清掃、陳列等の実務を

学ぶ。 

8 動物関連団体 

動物関係の公益団体の事務所において、公益団体が提供し

ている動物に関連するイベントの準備作業、公益団体関連法

規の知識修得、団体が主催する検定試験準備補助事務等の実

務を学ぶ。 
 
 
動物病院での臨地実務実習は、動物病院によって動物看護師の職務範囲が異なることが

考えられるため、学生が行う業務の範囲の基準を設けているか。基準がある場合はその基

準を説明し、病院ごとに異なる場合は、どのように業務範囲を把握し十分な教育が行える

と判断したのことについて、以下のとおり説明する。 
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現在、「動物病院実習ガイドライン」作成に関し、一般社団法人 全国動物教育協会が主

体となり、「認定動物看護師養成における効果的な連携事業を行うための動物病院実習ガイ

ドライン作成事業」において、鋭意「動物病院実習ガイドライン」を作成中である。 
しかしながら本学においては、ヤマザキ動物看護大学が作成した「学生が動物病院で行

う業務の範囲の基準」を基に、業務の範囲の基準を次のとおり設定した。 
なお、「動物病院実習ガイドライン」が作成された後は、同ガイドラインに準拠した基準

を設定する。 
 

 ＜学生が動物病院で行う業務の範囲の基準＞ 
  学生が動物病院で行う業務の範囲の基準について、以下のとおり説明する。 

(1)受付業務 
①常に笑顔を忘れずに、明るくあいさつができる。 
②飼い主名、ペット名を来院 3 回以内に確実に覚えることができる。 
③カルテを間違いなく出せる。 
④初診の受付ができる。（診察券の発行を含む） 
⑤診察時間、来院手段の問い合わせに正しく答えられる。（予約診療の場合、予約の取

り方を含む） 
 
(2)クライアントエデュケーション 
①健康犬、健康猫の飼育・食餌指導ができる。 
②予防指導ができる。（予防接種の種類、接種時期、接種後の注意、接種後の体調の変

化等） 
③手入れの仕方を指導できる。（被毛、歯、耳、爪、肛門嚢について） 
④寄生虫について正しく説明できる。（ノミ、ダニ、シラミ、フィラリア、回虫、条虫、

鈎虫、鞭虫等） 
⑤投薬方法、療法食について正しく説明できる。 

 
(3)清掃・消毒 
①たえず臭気・汚れに気を配り、院内を清潔に保つ事ができる。 
②駐車場やエントランスにも気を配り、ゴミや排泄物を処理できる。 
③トイレのチェックを定期的に行い、清潔を保つ。（トイレットペーパー、汚物入れ等） 
④院内で使用されている消毒薬の使用方法を理解している。（至適濃度、目的等） 
⑤院内感染防止の重要性・方法を理解し、正しく実行できる。（汚物の処理法、手指消

毒法等） 
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(4)診療補助 
①あらゆる犬、猫の体重・体温の測定ができる。 
②あらゆる犬に対し、獣医師の指示どおり保定ができる。 
③おとなしい猫に対し、獣医師の指示どおり保定ができる。 
④おとなしい犬・猫に対し、一般身体検査を行い、かつ獣医師に正しく報告できる。 
⑤飼い主の質問に対し、診断・診療・方針に関する事は答えてはならないことを理解

している。 
 
(5)臨床検査 
①血液検査において、ＣＢＣ・ｍｆ検査が正しくかつ迅速にできる。（検体の取り扱い、

準備、後片付けを含む） 
②糞便検査において、各寄生虫卵を正しく同定できる。（検体の取り扱い、準備、後片

付けを含む） 
③尿検査において、比重・尿スティック検査ができ、尿沈渣観察用の標本が作製でき

る。（検体の取り扱い、準備、後片付けを含む） 
④Ｘ線検査において、Ｘ線防御の必要性を理解し、正しく実行できる。 
⑤ＥＣＧ検査において、正しく動物を保定し電極を装着できる。 

 
(6)看護 
①健康な動物の状態を把握し、異常を発見できる観察力をもつ。 
②あらゆる動物に対し、正しく経口投与・点眼・点耳・点鼻ができる。 
③点滴セットを正しくセットしたり、アンプル・バイアルから指示された量の薬剤を

注射器に移すことができる。 
④全身麻酔から動物が完全に覚醒するまで、バイタルサインを観察し、獣医師に正し

く報告できる。 
⑤飼い主の心の痛みが理解でき、患者に対しては動物愛護の精神を持って優しく接す

る。 
また、本学が実施する臨地実務実習は、臨地実務実習先の動物病院により実習内容が

異なるため、臨地実務実習先の動物病院との事前打合せの際に、次の事項を確認し合い、

連携して指導体制を構築する。 
①臨地実務実習の内容・目的及び到達目標を提示する。 
②臨地実務実習の内容に関する要望・提案等の意見交換を行う。 
③本学の評価基準を説明し適切な評価を行うよう依頼する。 

 
(2)臨地実務実習先の確保の状況 
 本学園は、日本ではじめて動物看護及びケアという領域の職業を確立し、以来 50 年にわ

たり動物関連産業及び多数の動物関連団体と深い絆を結んできた。とりわけ、山﨑薫理事
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長は、環境省中央環境審議会 動物愛護部会委員や公益財団法人日本動物愛護協会理事、一

般財団法人動物看護師統一認定機構理事、公益財団法人世界自然保護基金ジャパン顧問等

を務め、公益社団法人日本動物福祉協会新東京支部を拝命する他、一般社団法人日本ペッ

トフード協会、一般財団法人日本ヘルスケア協会等の動物関連団体と信頼できる就職のネ

ットワークを築いている。動物病院及び動物関連企業と長年にわたる交流があり、その結

果、臨地実務実習先として全国 325 施設（表 14）、全学生 240 人分の承諾を得ている。な

お、1 都 6 県からの進学者が見込まれることや教員の巡回指導及び学生の移動方法に鑑み、

原則として 1・2 年次は 1 都 6 県を中心に臨地実務実習に参加することとする。1 都 6 県の

臨地実務実習先は 193 件であるため、実習先は十分に確保されている。 
 

表 14 再補正申請時の臨地実務実習先  

分野 実習先 

施設数 
補正 

申請時 
除外分 

再補正 

申請時 

動物病院 動物病院 227 62 165 

動物関連企業等 

（１） ペットサロン・ペットショップ 96 5 91 

（２） 
ペットホテル・訓練施設・老犬

ホーム・ペット同伴宿泊施設 
26 3 23 

（３） 
その他のペット関連企業・動物

関連団体 
67 21 46 

動物関連企業等小計 189 29 160 
合計 416 91 325 

 
 実習中は、臨地実務実習委員会の立案した計画に従い、専任教員全員が担当地域を効率

的に巡回する。1 学年 80 人の学生を対象に教員 1 人あたりが 6～7 人のローテーションと

なる。完成年度は 240 人の学生が夏季と春季にそれぞれ実習することとなるが、実際には 1
施設に数人の学生が実習を行う。教員 1 人当たり 20 人の学生を担当するため、綿密な巡回

計画を立案することで教員の負担を軽減する。 
なお、関東圏以外のペット同伴宿泊施設と日本盲導犬総合センター（表 15）については、

両施設とも宿泊を伴う実習先ため、宿泊先の手配については教職員が行うこととする。両

施設とも、臨地実務実習中は無料の宿泊施設が提供されることから、学生の宿泊費に関す

る負担はない。また、学生が実習期間に自宅に帰れないことによるストレスも考えられる

ので、実習指導担当者と電話やメールで相談できるような体制をとる。 
巡回指導については、ペット同伴宿泊施設は、全 11 施設のうち関東圏以外（静岡、山梨、

長野）に位置するのは 7 施設（表 15）と全実習施設数のうち少数である。また、日本盲導

犬総合センターについては、1 施設で比較的関東圏から近い静岡県である。これらの実習施
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設への巡回指導については、特定の教員に偏らないようにし、教員が負担を感じないよう

に配慮する。 
 
 表 15 例外的に臨地実務実習先から除外しない 1 都 6 県外の動物関連企業一覧 

 
 
(3)臨地実務実習水準の確保の方策 
臨地実務実習のため「臨地実務実習委員会」を設置し、実習施設を選定して実習施設側

と対応し事前事後教育及び教員の訪問計画を立案・実行する。 
実習に際しては、専任教員による事前教育、事後教育を行う他、専任教員の分担による

訪問を実施する。実習施設において実習指導担当者を選任していただき、実習指導者と事

前の打ち合わせを行う。実習後の学生からの実習ノートによる報告、実習先の評価書に基

づき、実習担当の専任教員により成績を評価する。 
臨地実務実習施設を選定する基準について、以下のとおり動物病院と動物関連企業の業

種ごとに説明する。 
＜動物病院＞ 

  動物病院の選定理由は、「設置の趣旨等を記載した書類」（P10）養成する人材像に記し

たとおり、「動物愛護の精神に則り、動物病院において実務家として社会に貢献する人材」

を育成するため、臨地実務実習先動物病院もこれに則した動物病院が必要と考えたため、

中規模動物病院、小規模動物病院、高度医療・二次診療を行う動物病院、専門科診療を

行う動物病院、往診を実施している動物病院等を選んだのが選定理由である。 
また、本学の臨地実務実習病院若しくは卒業生が就職している動物病院で、臨床経験 5

年以上の獣医師、動物看護の経験が 3 年以上の動物看護師がいる動物病院を基本的に対

象とした。 
都道府県は、学生が臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮して、東京都、千
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葉県、埼玉県、神奈川県、栃木県、群馬県、茨城県の 1 都 6 県の動物病院を対象とした。 
2 年次夏季に実施される「臨地実習 3」の臨地実務実習の動物病院としては、8 日間ご

とのローテーションにより 2 か所において臨地実務実習を行う。臨地実務実習先の動物

病院は一次診療施設で従業員 5 人以下の小規模動物病院と従業員 100 人以下の中規模動

物病院（往診を実施している動物病院を含む。）を対象とした研修を行う。 
3 年次夏季の「臨地実習 5」の臨地実務実習先としては、動物病院で、7 日間ごとのロ

ーテーションにより 3 か所において臨地実務実習を行う。研修先の動物病院は 5 グルー

プに設定した。一次診療施設で従業員数 10 人以上、4～9 人、1～3 人の 3 つのタイプの

動物病院（往診を実施している動物病院を含む。）、高度医療・二次診療を行う動物病院、

専門科診療を行う動物病院の計 5 グループから 3 か所での臨地実務実習を行う。 
また、動物病院の施設設備基準は明確に規定されていないため、本学では次のとおり

り動物病院の基準を設定した。 
小規模動物病院は、施設として待合室（受付）、診察室、処置室を備え、設備として滅

菌（オートクレーブ）、薬品管理等を備え、診察に必要な器具を有する。 
  中規模動物病院は、施設として待合室（受付）、診察室、処置室、手術室、入院室、Ｘ

線検査室を備え、設備として検査機器、救急（人工蘇生機器）、滅菌（オートクレーブ）

薬品管理等を備え、診察に必要な器具を有する。 
  小規模動物病院と中規模動物病院では、施設設備における違い及び診療科数等の違い

はあるが、小規模動物病院では診療可能な動物種に特化している動物病院及び専門診療

科に特化している動物病院もあるため、小規模・中規模両方の動物病院を実習先として

いる。 
 
＜動物関連企業等＞ 
 本学園の卒業生が就職している企業・店舗を含み、経営が安定している動物関連企業

等で、3 年以上の実務経験を持つ従業員が実習指導にあたる企業・店舗等を基本的に対象

とした。 
 また、学生の利便性を考慮し、概ね 1 都 6 県の動物関連企業を対象とした。 

2 年次春季に実施される「臨地実習 4」は、教育効果を考慮し、以下の（表 16）の 3
分類の業種の中から、2 分類の動物関連企業等において 8 日間ごとのローテーションによ

り 2 か所において臨地実務実習を行う。 
3 年次夏季に実施される「臨地実習 6」においては、学生の進路希望先や関連する動物

関連企業において 7 日間のローテーションにより、基本的に 3 か所において臨地実務実

習を行う。 
3 分類の業種ごとにそれぞれの基準（表 16）を以下のとおり説明する。 
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表 16 
番号 実習先（分野別） 基 準 

2 
ペットサロン（動物病院美容 
部門を含む） 
ペットショップ 

ペットのグルーミング等の知識や飼育・健康管理

等を学ぶことができ、3 年以上の実務経験者による

指導が受けられ、継続的に営業している店舗等 
3 ペットホテル ペットホテル・訓練施設・老犬ホームは、ペット

を宿泊で預かる際の動物の飼育・健康管理等が学ぶ

ことができ、3 年以上の実務経験者による指導が受

けられ、3 年以上継続的に営業している店舗等 

4 訓練施設 
5 老犬ホーム 

6 ペット同伴宿泊施設 

ペット同伴宿泊施設は、宿泊客が同伴してきたペ

ットへの対応等を学ぶことができ、3 年以上の実務

経験者による指導が受けられ、継続的に営業してい

るホテル等 

7 その他の動物関連企業 

その他のペット関連企業においては、ペットフー

ド、ペット用品ほかのペット関連商品の販売等を学

ぶことができ、3 年以上の実務経験者による指導が

受けられ、3 年以上継続的に営業している店舗等 

8 動物関連団体 
動物に関する公益団体等で公益的な活動を学ぶ

ことができ、3 年以上の実務経験者による指導が受

けられ、継続的に営業している事務所等 
 
臨地実務実習先の動物病院は、合計 165 施設となるが、資料 30-3 の臨地実務実習ローテ

ーション表（1 か所につき 1 人）のとおり、臨地実務実習を円滑に運用することができる。

運用方法として、「臨地実習 3」（8 日間ずつ 2 か所）を例にすると、80 人の学生が 8 日間

ずつ 1 か所目（オレンジ）及び 2 か所目（グリーン）で実習したとしても 165 施設内で終

了する。「臨地実習 5」（7 日間ずつ 3 か所）を例にすると、80 人の学生が 7 日間ずつ 1 か

所目（イエロー）、2 か所目（ブルー）及び 3 か所目（グリーン）で実習したとしても 165
施設内で終了する。「臨地実習 3」及び「臨地実習 5」を同時に実施した場合も円滑に運用

することができる。 
また、臨地実務実習先の動物関連企業等は、合計 160 施設となるが、資料 30-4 の臨地実

務実習ローテーション表のとおり、臨地実務実習を円滑に運用することができる。運用方

法として、「臨地実習 4」（8 日間ずつ 2 か所）を例にすると、80 人の学生が 8 日間ずつ 1
か所目のペットショップ・ペットサロンは 1 人（オレンジ）及び 2 か所目のペット用品販

売は 2 人（グリーン）で実習したとしても 160 施設内で終了する。「臨地実習 6」（7 日間

ずつ 3 か所）を例にすると、80 人の学生が 7 日間ずつ 1 か所目のペットショップ・ペット

サロンは 1 人（イエロー）、2 か所目のペット用品販売は 2 人（グリーン）及び 3 か所目の

動物関連施設は 4 人（イエロー）で実習したとしても 160 施設内で終了する。「臨地実習 4」
及び「臨地実習 6」を同時に実施した場合も円滑に運用することができる。 
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＜実習指導者の質の確保・要件等＞ 
臨地実務実習先の指導者の要件及び指導者の質をどのように確保するかの取組や方策に

ついて、以下のとおり説明する。 
 学修した動物看護の基礎知識・技術を生かし、動物病院・動物関連企業等の現場で実務

をとおして実践的能力を身に付けることを臨地実務実習の目的とし、①可能な範囲で動物

病院・動物関連企業等での臨地実務実習において実践的な臨地実務実習を体験する、②動

物病院・動物関連企業等での実践をとおして動物看護に必要な知識やその目的を理解する、

③人間関係形成のためのコミュニケーション能力を高めることを臨地実務実習の目標とし

ているため、動物病院においては、獣医師として豊富な経験を有し、臨地実務実習の受入・

指導経験のある獣医師がいること。動物看護の経験が 3 年以上の動物看護師がいることを

臨地実務実習先の指導者の要件としている。 
 動物看護師に求められる適性や能力は動物医療への時代のニーズの高まりとともに変化

するが、獣医師の指示通りの単純作業だけに留まらず、診療、検査、手術、受付対応、飼

い主への心のケアにいたるまであらゆる場面で関わる職域である。獣医療を側面から支え

る動物看護師は社会人として成熟し、人間性は勿論のこと、しっかりとした職業観、コニ

ュニケーション能力が要求される。そのため、人により多少の差はあるが、実習指導者と

して初任者教育ができるようになるには 3 年以上の実務経験が必要となるため、実務経験

年数 3 年以上を指導者の要件とした。 
  動物関連企業等においては、初任者レベルの臨地実務実習のため、それを指導できる 3
年以上の実務経験がある社員・職員を臨地実務実習先の指導者の要件としている。 
 
指導者の質をどのように確保するかの取組や方策について、以下のとおり説明する。 
指導者の質をどのように確保するかの取組や方策については、本学において年 1 回大学

教員と臨地実務実習先指導者とのミーティングを実施し、臨地実務実習先が重要視してい

る臨地実務実習を通して学んでほしい事項、問題点や課題等について確認する。臨地実務

実習指導者及び教職員間の情報共有を図り、学生への意識付の工夫、課題の確認・目標の

設定の再確認、更なる臨地実務実習の向上を図る。 
 

＜臨地実務実習の成績評価＞ 
養成する人材像及び教育目標に基づき、臨地実務実習において学生が修得すべき到達目

標を臨地実習評価書の評価項目に挙げることにより修得する到達目標を明確にした。臨地

実務実習における教育の到達目標は、「基礎能力」と「実務能力」からなる。 
「臨地実習 1～6」の「基礎能力」は共通項目とし、社会人として必要な「社会人マナー」、

「コミュニケーション」の 2 項目を設定した。また、「臨地実習 1～6」の「実務能力」では、

「業務の流れ」、「衛生管理」、「事務的管理」は各臨地実務実習先においても共通して求め

られる能力であることから、共通項目とした。成績評価は、臨地実務実習先 8 分野の臨地

実習評価書による。 
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成績評価について、以下のとおり説明する。 
臨地実習評価書（①動物病院）は「臨地実習 2、3、5」の 3 種類、臨地実習評価書（②ペ

ットサロン（動物病院美容部門を含む）、ペットショップ）は「臨地実習 1、4、6」の 3 種

類、臨地実習評価書（③ペットホテル）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実習評価書（④

訓練施設）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実習評価書（⑤老犬ホーム）は「臨地実習

4、6」の 2 種類、臨地実習評価書（⑥ペット同伴宿泊施設）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、

臨地実習評価書（⑦その他の動物関連企業）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実務実習

評価書（⑧動物関連団体）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、計 18 種類の臨地実習評価書に

より成績評価を行う（資料 30）。 
なお、臨地実務実習の成績評価は、実習先の実習指導担当者（動物病院における実習指

導者要件：臨床経験 5 年以上の獣医師、動物看護経験 3 年以上の動物看護師。動物関連企

業等における実習指導者要件：実務経験 3 年以上の社員・職員）が臨地実習評価書の項目

に従い、「基礎能力」と「実務能力」をそれぞれの項目ごとに A（優れている）・B（普通）・

C（努力を要する）の 3 段階評価とし、総合評価にまとめる。 
 

また、本学が実施する臨地実務実習は、臨地実務実習先により実習内容が異なるため、

臨地実務実習先との事前打合せの際に、次の事項を確認し合い、連携して指導体制を構

築する。 
①臨地実務実習の内容・目的及び到達目標を提示する。 
②臨地実務実習の内容に関する要望・提案等の意見交換を行う。 
③本学の評価基準を説明し適切な評価を行うよう依頼する。 

 
＜臨地実務実習委員会の役割＞ 

「臨地実務実習委員会」の役割について、以下のとおり説明する。 
 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学学生の教育内容を充実し就職活動に有意義な支援指

導を行うことを目的として、「臨地実務実習委員会」を設置している。 
「臨地実務実習委員会」の臨地実務実習に対する役割については、「設置の趣旨等を記

載した書類」（P51）(3)実習水準の確保の方策及び（P56）(4) 実習先との連携体制に次

のとおり記載している。 
(3)実習水準の確保の方策 

臨地実務実習のため「臨地実務実習委員会」を設置し、実習施設を選定して実習施

設側と対応し事前事後教育及び教員の訪問計画を立案・実行する。 
(4) 実習先との連携体制 

   実習担当教員は、臨地実務実習委員会と一体となって、臨地実務実習の計画・実施・

評価、臨地実務実習指導体制の構築、実習施設の実習指導者との実習内容と実習方法

の連絡・調整を行う。 
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「臨地実務実習委員会」の協議事項については、「ヤマザキ動物看護専門職短期大学臨

地実務実習委員会細則（案）」（資料 30-2）において、審議事項を次のとおり規定してい

る。 
（審議事項） 

第６条 委員会は、次の事項を審議し、実施する。 
(1) 就職支援の研修指導に関する事項 
(2) 臨地実務実習先の開拓、あっせん等に関する事項 
(3) 臨地実務実習の実施に関する全般的な指導及び連絡調整に関する事項 
(4) その他臨地実務実習に関する事項 

 
「臨地実務実習委員会」の委員会構成については、「ヤマザキ動物看護専門職短期大学

臨地実務実習委員会細則（案）」（資料 30-2）において、構成を次のとおり規定している。 
（構成）  

第２条 委員会は、次の委員をもって構成する。 
(1) 動物トータルケア学科長 

 (2) 教務部長 
(3) 学生部長 
(4) 教科担当の専任教員 
(5) 専任教職員の中から学長が指名した者 

 
(4)臨地実務実習先との連携体制 
臨地実務実習施設の実習指導者と本学の実習担当教員が適時に連絡を取り、実習全般の

調整を行う。実習担当教員は、実習中の巡回指導時において本学と実習施設と情報交換し、

十分な連携を図る体制を構築する。 
実習施設への巡回は、実習期間の前後及び期間中に原則として 1 回実施するものとし、

実施施設からの要望に応じても訪問する。巡回指導時には、実習目標の達成や課題につい

て本学教員、学生、実習指導者が相互に認識し合い、連携した指導体制とする。 
巡回指導時には、学生からの問題点や学習の達成状況等について、実習が円滑に展開す

るために指導・支援し、学生の抱える悩みについて相談を受け、指導・助言して実習の充

実を図る。 
実習担当教員は、臨地実務実習委員会と一体となって、臨地実務実習の計画・実施・評

価、臨地実務実習指導体制の構築、実習施設の実習指導者との実習内容と実習方法の連絡・

調整を行う。実習施設の実習指導者は、業務について経験と知識・技術を持ち、本学の提

示する実習計画に基づき実習環境を整備し、スタッフとの調整、実習の評価等を行い、本

学実習担当教員との連絡にあたる。 
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(5)その他 
 実習期間中の学生に対する実習先からの報酬及び交通費は、原則として支給されない。 
また、実習中の災害補償及び損害賠償責任保険については、公益財団法人日本国際教育

災害傷害保険（学生教育研究災害傷害保険、通学中等傷害危険担保特約及び学険災付帯賠

償責任保険）に本学が加入することにより対応する。 
 
12．管理運営 
学科の教育研究に関する重要事項を審議する「教授会」を置き、その下に専門の事項を

調査審議する「学内委員会」を設ける。また、学科長を置くとともに、必要に応じて副学

長を置き、学長を中心とした管理運営体制を図る。 
(1)教授会 
学科の教育研究に関する教育研究に関する事項を審議するために、教授会を置き、学長

及び専任の教授をもって構成し、議長を学科長とする。教授会は原則として毎月 1 回開催

することとし、以下の事項を審議する。 
ア 教育課程の編成に関すること 
イ 学生の編入学、再入学、留学及び除籍に関すること 
ウ 学生の表彰・懲戒に関すること 
エ 教員の教育研究業績等の審査に関すること 
オ 学則及び諸規程に関わる事項 
カ その他、学長が意見を聴くことが必要なものとして学長が定める事項 
 

(2)学内委員会 
専門の事項を調査審議するため、教授会の下部組織として以下の学内委員会を置く。委

員会の結果は教授会に報告し審議をする。 
学内委員会 
ア 自己点検・評価委員会 

  イ FD・SD 委員会 
  ウ 入学試験委員会 

エ 教務委員会 
オ 学生委員会 
カ 研究委員会 
キ 臨地実務実習委員会 
ク 就職支援委員会 
ケ 動物実験委員会（組換え DNA 実験を含む） 

 



 

- 59 - 
 

13．自己点検評価 
(1)自己点検・評価の基本方針 
設置の趣旨及び目的を達成するために、教育研究等の状況について自己点検・評価を行

う。教育研究目標を明確にし、目標を達成するための教育研究等の活動を行うとともに、

教育研究等の活動状況や目標達成状況を適確に把握し、それらの結果を十分に踏まえ、教

育研究等の活動の改善に努める。 
自己点検・評価の結果については、報告書にまとめ公表する。さらに、認証評価機関に

よる評価を受け、教育研究等の改善策に活用する。自己点検・評価は広範、多岐にして将

来にわたる重要性を考慮し、学内挙げて組織的に改善に努める方針である。 
 
(2)実施体制 
 自己点検・評価について、自己点検・評価委員会を設置し、自己点検・評価委員会規程

に基づき、自己点検・評価を実施する。なお、自己点検・評価委員会は、認証評価機関に

よる評価等に関わる業務も担当する。 
自己点検・評価委員会は学長を委員長とし、学内各種委員会から選出する専任教職員、

学校法人の職員によって構成する。 
 
(3)実施方法 
自己点検・評価委員会は、自己点検・評価委員会規程に基づき、各評価項目ごとに評価

基準を定め、実施する。 
自己点検・評価委員会は、専任教員や事務職員に対し、自己点検・評価の重要性及び、

調査や資料収集の意義を説明する場を設けるなどし、十分な意思の疎通を図り実施体制を

築く。各自が自己点検・評価の意義を理解し、改善すべき点を分析し努力していくことに

なる。 
また、評価項目ごとに学内委員会に対する調査、資料収集を行い、現状を把握する。結

果については、自己点検・評価委員会で評価及び改善策等を検討し、教授会に報告する。

その報告を得て学長は、運営、教育研究の改善策を図る他、完成年度以後自己点検・評価

報告書にまとめ、公表する。 
 
(4)評価項目 
自己点検・評価は、次の項目ごとに行う。 

① 使命・目的等（使命・目的、教育目的） 

② 学生（学生の受入れ、学生の支援、学修環境、学生の意見等への対応） 

③ 教育課程（卒業認定、教育課程、学修成果） 

④ 教員・職員(教学マネジメント、教員・職員配置、研修、研究支援) 

⑤ 経営・管理と財務（経営の規律、理事会、管理運営、財務基盤と収支、会計） 

⑥ 内部質保証（組織体制、自己点検・評価、PDCAサイクル） 
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(5)結果の活用及び公表 
自己点検・評価結果は、ホームページ、自己点検・評価報告書として公表するとともに、

当該部署、委員会等の責任者にフィードバックし、結果に対する意見や対応策を自己点検・

評価委員会に報告し、継続的な教育研究活動の改善、次期の自己点検・評価に利用する。

これらを通じて、全職員が評価結果を共有し、全学的な改善向上に資する。 
 
14．情報の公表 
(1)情報公表の方針 
 教育研究水準の維持向上を図り、その目的及び社会的使命を達成するため、教育研究活

動の状況について学内外に対し積極的な情報提供を行う。 
専門職短期大学のホームページ、刊行物によって広く情報公開に努める。教員の学術研

究成果に関しては、紀要により公開する。 
 

(2)実施方法及び提供する項目 
① 建学の精神、専門職短期大学（学科）の概要と特色 
② 教育研究上の理念及び目的、教育目標 
③ 教育研究に関する事項（学生便覧、授業計画、教員の研究活動、紀要） 
④ 入学試験に関する事項 
⑤ 卒業後の進路に関する事項 
⑥ 行事に関する事項（公開講座等） 
⑦ 施設設備に関する事項（「図書館便り」「ニューズレター」） 
⑧ 自己点検・評価及び認証評価結果 
⑨ 将来計画に関する事項 
⑩ 事業計画及び財務に関する事項 
⑪ 学則 
⑫ 専門職短期大学設置認可申請書 
⑬ 設置計画履行状況報告書 
 
15．教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 
(1)FD・SD 研修 
①基本方針 
 教育研究目標を達成し、教育の質の維持と向上を図るために、教員の教育力向上及び職

員の能力・資質向上に努める。また、その手段として、FD・SD 委員会を設置のうえ、組

織的に授業の内容及び教育方法の改善を総合的に図るための研修及び研究を実施し、その

活動状況を報告書としてまとめ、公表する。 
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②実施体制 
FD・SD 委員会を、学長が指名する専任教職員若干名で構成し、学科長が委員長となり

以下の活動を行う。 
FD・SD 委員会は、下記③の項目について、年度当初に実施計画を立て、年度末に実施

結果の総括及び次年度以降の取り組みについて検討する。 
③具体的対応 
A FD への取り組み 

ア 教育研究に関わる研修 
  担当授業を開始する前に、各教職員が、大学の教育上の目的や養成する人材像につい

て共通の認識を持つことができるようにするため、委員長は、教職員に対して研修の機

会を設ける。 
イ 授業科目の教育目標の周知・徹底 
  各授業科目の教育目標や位置付け、他の授業科目との関連(授業内容及び授業範囲)につ

いて、十分に討議・連携を踏まえ、各教員が担当する授業の内容・方法等を決定する。 
ウ カリキュラムの改善 
  教育内容の向上を図るために、継続的にカリキュラムの改善を行う。すなわち、体系

的に学修できる必修科目の検討等、カリキュラムの改善を図る。その際には、学生によ

る授業評価と教員による自己評価、動物看護をめぐる国内外の教育研究の動向を考慮し

たカリキュラムの改善を目指す。 
また、開学時からは、自己点検・評価委員会を設置して評価基準項目に従い、カリキ

ュラムの評価を行う。評価結果は「自己点検・評価報告書」としてまとめ、法令に従い

公益財団法人日本高等教育評価機構の評価を受審する。 
  カリキュラムの改善に関する項目については、評価機構による評価結果及び改善策等

を学長が教育課程連携協議会を経て情報を共有し、改善に取り組む。また、評価結果は

教授会に報告し、全学を挙げて教育・研究の改善に努める。なお、「自己点検・評価報告

書」は公表する。 
エ シラバスに関連する対応 
  シラバスの内容の充実・改善を図るために、教務委員会で検討した事項を教授会に付

し、学長が決定した結果を FD・SD 委員会が検証して協議会に提案する。担当科目の内

容、教育目標、成績評価基準、教科書や参考書の指定等のシラバスの記載項目並びに記

載方法等を検討する。 
オ 教員相互の授業参観 
  教員相互で授業の参観を実施し、各教員の授業内容及び方法の改善を図る。 
 

カ 授業評価 
  学期の最終授業時に各科目の授業評価アンケートを行い、授業の改善資料とする。こ

のアンケート結果は自己点検・評価の際にも活用する。 
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キ FD 関連の情報収集と周知 
  他大学並びに諸団体における FD 関連の成果・資料等の情報を収集し、これらを教員に

周知する。 
ク 教員の研究会、研修会への派遣 
  他大学並びに諸団体が開催する FD 関連の研究会、研修会等に積極的に教職員を派遣す

る。 
 

B SD への取り組み 

ア 事務職員の職務遂行に係る改善 

  職責向上の遂行及び質的向上の推進を図る。そのため業務における反省、課題につい

ての討議・研修等により業務改善を図る。 

イ SD 関連の情報収集と周知 
  他大学並びに諸団体における SD 関連の成果・資料等の情報を収集し、これらを教員に

共有する。 
ウ 事務職員の研究会、研修会への派遣 
  他大学並びに諸団体が開催する SD 関連の研究会、研修会等に積極的に事務職員を派遣

する。 
 
C 共通の取り組み 

ア FD・SD に関する研修 
  全教職員が教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、FD・SD に必要な知

識及び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修の機会を定期

的に設け、あわせて両者の連携体制の確保を図る。 
 
16．社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 
(1)教育課程内の取組について 
①展開科目 
本学では職業専門科目において動物看護を基盤とした学修を行っている。主に 3 年次の

展開科目（全科目選択）には関連する他分野の科目を配置することで動物看護師の職域を

拡大する目的をもって社会的、職業的自立を目指す教育体制をとる。 
 超高齢社会でペット産業の発展の一端を担う動物看護師は、「ジェロントロジー」、「社会

福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、「高齢者心理」、「死生学」、「医療安全」の科目をと

おして、少子高齢化が進む社会を理解し、問題を解決する創造的能力を修得することを目

指す。 
また、ディプロマポリシーを踏まえ、産業界の発展を寄与する人材養成のために「産業

論」、「起業論」、「消費者行動分析学」の科目をとおして多様化する産業界を理解し、問題

を解決する創造的能力を修得することを目指す。さらに、人口知能が発達していく社会に
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おいて新しい技術を動物飼育環境整備にどう活用していくかの応用的能力を養成するため

に、「IT 社会論」をとおして職業的自立を目指す。 
なお、「情報危機管理論」の科目をとおして文書の保管・管理等を踏まえ、情報の危機管

理について教授し、「災害・危機管理論」では、人と動物が共生する社会における災害対応

を学修し、同行避難等の問題を解決するための創造的能力を修得することを目指す。 
②「動物実習短期留学」及び「研修・ボランティア活動」 
総合科目に含まれる「動物実習短期留学」、「研修・ボランティア活動」は、総合科目の

趣旨を踏まえ、総合科目から削除し、職業専門科目に配置する。 
「動物実習短期留学」（配当年次 2・3 年次、選択科目 2 単位）は、Australia Zoo（オー

ストラリアズー）での動物飼育実習を通じて、多文化共生社会における動物関連学問領域

のあり方を学び、グローバルな視野を身に付けることを目的とする。その内容は、Australia 
Zoo（オーストラリアズー）において、動物園の担当者による説明等をもとに、実習を行い、

動物の QOL に配慮した動物飼育方法等を学ぶ。実習の最後には、現地での総括としてディ

スカッションを行う。事前学修では、オリエンテーション、Australia Zoo での動物実習短

期留学体験者による講話、動物園実習での対応にかかわる英語でのロールプレイングなど

を通して、実習目的や内容、注意事項等、動物園実習に関する事前知識を深める。帰国後

の事後学修では、英語による実習報告書の作成や実習報告の発表を行う。 
「研修・ボランティア活動」は、研修やボランティア活動に参加し、飼い主と動物を取

り巻く環境に対して、専門職として介入できる知識と技術を身に付けることを目的とする。 
また、本学園での国内研修は、平成 22 年度より毎年夏期休業中に北里大学との提携によ

り、北里大学獣医学部附属フィールドサイエンスセンター八雲牧場にて 3 泊 4 日の研修を

行い、平成 29 年度で第 8 回を迎える。本学園では、コンパニオンアニマルを対象とした動

物看護学の教育を行っているが、北海道の八雲牧場での産業動物を対象とした牧場実習体

験では自然の中でのエコロジカル牧場の特色を活かした学修成果が大きい。 
研修内容は、電気牧柵設置や牛の追い込み、堆肥処理、放牧地・採草地の管理や観察等

に加え、牛の個体情報管理や体尺値測定にまで及ぶ。国内研修への参加は、選択科目のた

め別途料金が発生する。 
さらに、本学園での海外研修は、昭和 46 年度の第 1 回アメリカ研修旅行に始まり、平成

29 年度で第 38 回を迎える。アメリカ研修旅行ではカリフォルニア大学デイビス校、オース

トラリア研修旅行ではシドニー大学でのセミナー授業の受講の他、動物病院、野生動物の

保護施設、盲導犬協会、動物虐待防止協会、ドッグショーの見学等の研修を通し、動物看

護を学ぶ学生としてコンパニオンアニマルの社会的地位と現状の視察等を行い、国際人と

しての教養とコミュニケーション能力を身に付ける。海外研修への参加は、選択科目のた

め別途料金が発生する。 
ボランティア活動としては、公益社団法人動物福祉協会の新東京支部の活動の一環とし

て、保護されたイヌ・ネコの預かりや譲渡活動、災害時の救援物資の仕分け業務などに参

加するものである。（資料 28-5） 
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(2)教育課程外の取組について 
本学園の歴史の中で、ヤマザキ動物愛護シンポジウム、公開講座、ドッグ・ウォーキン

グフェスティバル、日本動物看護学会、日本動物リハビリテーション学会、日本身体障害

者補助犬学会等をキャンパス内において開催することで学生達の参加を促す取り組みを行

っている。また、動物関連団体や動物関連企業から内外を問わず第一線で活躍中のスペシ

ャリストを迎え、セミナーを開催している。12 月 10 日の学園創立記念日には、動物看護フ

ォーラムを開催し、本学の教員に加え動物看護分野から専門家を招聘して研究発表やパネ

ルディスカッションを行い、学生が参加できる取り組みをしている。 

 
(3)適切な体制の整備について 
①就職委員会の設置 
 専任教員で構成する就職委員会を設置し教授会のもとに開催する。就職委員は、事務局

就職支援課及びクラスアドバイザーと連携し、動物病院や動物関連企業、また、短期大学

生をとりまく就職に関する情報収集に当たる。 
加えて、就職委員会では、学生の就職活動に関する企画を発案、実施する。具体的には、

1 年次生向けに早くから就職活動を意識できるような企画、2 年次向けに就職活動が始まる

にあたっての決起集会、自己分析の方法、エントリーシートの書き方、集団面接・個人面

接の指導、OG・OB による講演等の企画や、動物関連企業の見学会等を行う。また、動物

関連企業や大規模な動物病院の関係者を招き、全学年対象の企業説明会を定期的に実施す

る。 
②就職支援課の設置 
 学生の就職活動を支援する就職支援課を 1 号館 9 階に設置し、専任職員を常駐させる。

就職支援課では、学生からの就職に関する相談や企業訪問・動物病院訪問によって、就職

先の拡充を図る。また、3 年次後期の時点で就職先が決まっていない学生について、クラス

アドバイザーと連携して、学生面談を行い、重点的な就職活動の支援を行う。 
 

以上 
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資料 1 

①書類等の題名 

資料 1. 犬猫飼育頭数の推移 

②出典 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 

発行日：2017年 3月 6日 

発行所：株式会社矢野経済研究所 

③書類等の利用範囲 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 21ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・グラフの 2016年度 犬・猫の数字を赤枠で囲んだ。 

 ・表の 2016年度 飼育頭数の数字を赤枠で囲んだ。 



資料2

0～6歳 7～9歳 10～12歳 13歳以上 不明 総数
47.7% 23.9% 16.7% 9.7% 1.9%

1.9%
43.8% 20.1% 20.1% 14.4% 1.7%

1.7%

犬 猫
2012年 13.94歳 14.45歳
2016年 14.36歳 15.04歳

犬の年齢（出典　一般社団法人ペットフード協会）

平均寿命（出典　一般社団法人ペットフード協会）

63.9% 34.5%

71.6% 26.4%
1,183頭

1,066頭

2011年

2016年





資料 4 

 

 

動物診療施設の推移状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：農林水産省統計情報 飼育動物診療施設の開設届出状況（診療施設数） 

     http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/animal/（平成 29年 11月 14日閲覧） 

 

 

平成 28 年飼育動物診療施設の開設届出状況（診療施設数）は、産業動物向け診療施設 3,956 施

設、小動物向け診療施設 11,675施設で、合計 15,631施設であり、特に小動物向け診療施設は年々

増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

施設数 

動物診療施設数の推移 

3,986  3,978  3,947  3,936  3,959  4,038  4,003  3,966  3,962  3,924  3,939  3,977  3,956 

9,245  9,482  9,729  9,836  10,027  10,135  10,350  10,551  10,741  11,032  11,259  11,486  11,675 
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産業動物向け診療施設 小動物向け診療施設 



資料 5 

①書類等の題名 

資料 5. ペットビジネス市場の動向 

②出典 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 

発行日：2017年 3月 6日 

発行所：株式会社矢野経済研究所 

③書類等の利用範囲 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 15ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・グラフの 2018年度（予測） 数字を赤枠で囲んだ。 

 ・表の 2018年度（予想）のペット関連総市場の数字を赤枠で囲んだ。 



資料 5-2 

①書類等の題名 

資料 5-2. ペット保険の市場規模推移と予想 

②出典 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 

発行日：2017年 3月 6日 

発行所：株式会社矢野経済研究所 

③書類等の利用範囲 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 177ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 5-3 

1～2 

①書類等の題名 

資料 5-3. ペット同伴宿泊施設の整備実態と利用者のニーズ 

②出典 

東海林 克彦 著 

③書類等の利用範囲 

「ペット・ツーリズムの適正推進方策に関する考察」 

観光学研究 第 14号（2015年 3月発行）39～49ページのうち 44～45ページを抜粋 

https://toyo.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_

main_item_detail&item_id=7315&item_no=1&page_id=13&block_id=17 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・「4．ペット同伴宿泊施設の整備実態と利用者ニーズ」「（1）施設の整備状況」の 

上から 7行目から 9行目をピンク色で着色した。 

 



資料 5-4 

①書類等の題名 

資料 5-4. ペット葬送ビジネスの市場規模推移と予想 

②出典 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 

発行日：2017年 3月 6日 

発行所：株式会社矢野経済研究所 

③書類等の利用範囲 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 195ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 6 

1～2 

①書類等の題名 

資料 6. ペット保険業界の動向（1～2ページ） 

②出典 

アイペット損害保険株式会社 

PEDGE ペット保険業界の動向 2017年 7月 27日 

③書類等の利用範囲 

http://pedge.jp/reports/insurance/ 

（平成 30年 11月 21日現在、2018年 2月 1日版に更新されている） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 











4 

①書類等の題名 

資料 7. ペットと暮らすシニア世代の方へ（4ページ） 

②出典 

日本経済新聞 

③書類等の利用範囲 

2014年（平成 25年）12月 1日（月曜日）夕刊 

らいふプラス 「ペットも老老介護」 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



5 

①書類等の題名 

資料 7. ペットと暮らすシニア世代の方へ（5ページ） 

②出典 

読売新聞 

③書類等の利用範囲 

2017年（平成 29年）4月 13日（木曜日）14面 

「飼い主代わり 自宅でお世話 ペットシッター高度化」 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・第 2段落「動物取扱業者」に赤線を引き強調した。 

・第 4段落「民間資格「動物看護師」の所有者」を赤線で囲み強調した。 



6 

①書類等の題名 

資料 7. ペットと暮らすシニア世代の方へ（6ページ） 

②出典 

毎日新聞 

③書類等の利用範囲 

2017年（平成 29年）10月 26日（木曜日）夕刊 

どうすれば安心安全 シニアPlus 「子犬よりしつけ済み成犬を」 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 8 

 

①書類等の題名 

資料 8. ペット保険加入の条件等 

②出典 

東洋経済新報社 

③書類等の利用範囲 

週刊東洋経済 2016年 9月 10日号 68ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・文中の表を赤枠で囲んだ。 



資料9

西暦 昭和/平成

1967 42 シブヤ・スクール・オブ・ドッグ・グルーミング開設

1970 45 シブヤ・カレッジ（2年制）新設

1983 58 ヤマザキカレッジ付属日本動物看護学院　動物看護専攻科(1年制）新設

1985 60
日本動物看護学院(3年制)改編
日本ドッグ・グルーミング学院(2年制)改編

1986 61 日本動物保育学院(2年制)新設

1989 H1 アニマル・ヘルス・テクノロジーコース(3年制)、ペット･スペシャリスト・コース(2年制)改正

1990 2
創始者　山﨑 良壽逝去
山﨑 薫理事長・学長就任

1991 3 アニマル・ヘルス・テクノロジーコース(3年制)に統一・改編

1994 6 学校法人認可、専修学校日本動物学院認可

1995 7 専修学校日本動物学院開校

2004 16
ヤマザキ動物看護短期大学(3年制)開学
ヤマザキ動物専門学校校名変更

2009 21 ヤマザキ動物専門学校　動物看護学科(2年制)新設

2010 22 ヤマザキ学園大学開学

2012 24 ヤマザキ動物看護短期大学閉学

ヤマザキ学園の沿革









資料12

法人名 学校名 学科・コース名 都道府県

1 学校法人工藤学園 愛犬美容看護専門学校 動物看護科 北海道

2 学校法人IPC学園 愛知ペット専門学校 動物看護科 愛知県

3 学校法人佐山学園 アジア動物専門学校
動物総合学科　ベテリナ
リーテクニシャンコース

茨城県

動物看護総合学科
動物健康管理学科　動物
看護師専攻
動物看護総合学科
動物衛生看護学科
動物看護専修学科　動物
看護コース
動物看護研究学科　動物
看護コース

7 学校法人高橋学園 エス・ワン動物専門学校 動物看護学科 北海道
動物看護師専攻
動物看護福祉専攻
動物理学療法専攻
ドッグマスター専攻
（2015年度試験のみ）

9 学校法人則天学園 大阪動植物海洋専門学校
動物飼育看護学科　動物
看護コース

大阪府

10 学校法人立志舎グループ 大阪動物専門学校 動物看護コース 大阪府

11 学校法人立志舎グループ 大阪動物専門学校　天王寺校 動物看護コース 大阪府
動物看護学科
動物看護福祉学科

13 学校法人MGL学園 太田動物専門学校
ペットビジネス学科　動
物看護コース

群馬県

14 学校法人大原学園
大原キャリアビジネス＆ペッ
ト専門学校

動物看護コース 福井県

15 学校法人シモゾノ学園 大宮国際動物専門学校 動物看護・栄養学科 埼玉県
動物看護学科（2年制）
動物看護学科（3年制）
動物看護師コース（2年
制）
動物看護師コース（3年
制）

18 学校法人原田学園
鹿児島キャリアデザイン専門
学校

動物看護科 鹿児島県

19 学校法人河原学園
河原アイペットワールド専門
学校

動物看護師学科 愛媛県

ペット学科動物看護専攻

ペット学科動物看護＆ト
リマー専攻
ペット学科トレーナー＆
動物看護専攻

21 学校法人南京都学園 京都動物専門学校 動物看護師コース 京都府

22 学校法人HAC学園 群馬動物専門学校
動物総合学科・動物看護
師コース

群馬県

23 学校法人経専学園 経専北海道どうぶつ専門学校
ペットプロデュース学科
動物看護師科

北海道

24 学校法人神戸学園 神戸動植物環境専門学校
1年次スモールアニマル
コース、2年次動物看護師
ゼミ選択の者のみ

兵庫県

総合コース
動物看護コース

動物看護・理学療法学科

動物看護・栄養学科
動物看護師学科
動物看護師・ペット栄養
学科

動物看護師統一認定試験　認定校一覧（専門学校）

専門学校穴吹動物看護カレッ
ジ

香川県

学校法人宮﨑学園 大阪ペピイ動物看護専門学校 大阪府

学校法人穴吹学園 穴吹動物専門学校 広島県

学校法人穴吹学園

学校法人日本環境科学学
院

専門学校アニマルインターカ
レッジ

宮城県

学校法人コミュニケー
ションアート

大阪ECO動物海洋専門学校 大阪府

学校法人野上学園 神戸ブレーメン動物専門学校 兵庫県

学校法人シモゾノ学園 国際動物専門学校 東京都

学校法人国際総合学園 国際ペットワールド専門学校 新潟県

学校法人安達学園
専門学校九州スクールオブビ
ジネス

福岡県

学校法人加計学園 岡山理科大学専門学校 岡山県

学校法人KBC学園 沖縄ペットワールド専門学校 沖縄県

4

5

6

8

12

16

17

20

25

26

27

1



ペット総合学科　動物看
護・福祉コース
イオンペット社員養成学
科　動物看護コース

29
学校法人国際ビジネス学
院

国際ペット専門学校　福井
ペット総合学科　動物看
護福祉コース

福井県

動物看護師学科
ペットスペシャリスト学科

31 学校法人高村育英会
国際ペットビジネス専門学校
熱海校

ペットビジネス学科 静岡県

32 学校法人湘央学園 湘央生命科学技術専門学校
応用生物科学科　動物看
護コース

神奈川県

33 学校法人滋慶学園
仙台コミュニケーションアー
ト専門学校

エコ・コミュニケーショ
ン科内 動物看護師専攻

宮城県

34 学校法人菅原学園 仙台総合ペット専門学校 動物衛生看護科 宮城県

35 学校法人秋田学園
専門学校セントラルトリミン
グアカデミー

動物美容・管理学科　動
物看護師コース

愛知県

36 学校法人MGL学園 高崎動物専門学校
ペットビジネス学科　動
物看護コース

群馬県

37 学校法人中村学園
専門学校ちば愛犬動物フラワ
－学園

動物看護科 千葉県

38 学校法人中央総合学園 中央動物看護専門学校 国際動物看護学科 群馬県
動物看護科
動物看護研究科
動物共生研究科
動物共生総合科

40 学校法人つくば文化学園 つくば国際ペット専門学校 動物看護福祉コース 茨城県
エコ・コミュニケーショ
ン科　動物理学療法専攻
エコ・コミュニケーショ
ン科　ドッグスペシャリ
スト専攻
エコ・コミュニケーショ
ン科　動物看護師専攻

42 学校法人仙都学園 専門学校東北動物看護学院 動物看護総合学科 宮城県

43
学校法人滋慶コミュニ
ケーションアート

名古屋コミュニケーション
アート専門学校

動物看護師専攻 愛知県

44 学校法人東京安達学園
専門学校名古屋スクールオブ
ビジネス

ペットビジネス学科　動
物看護師コース

愛知県

45 学校法人立志舎 名古屋動物専門学校 動物看護コース 愛知県

46 学校法人盈科学園 日本危機管理専門学校 動物医療学科 茨城県

47 学校法人立志舎 日本動物専門学校
動物管理学科　動物看護
コース

東京都

48 学校法人立志舎 専門学校日本動物21 動物看護コース 東京都
ペット学科　動物看護専攻
ペット学科　動物理学療
法専攻
動物看護学科・動物看護
コース（2年制）
動物看護学科・動物看護
コース（3年制）
エコ・コミュニケーショ
ン科　ドッグマスター専
エコ・コミュニケーショ
ン科　動物看護福祉専攻
エコ・コミュニケーショ
ン科　動物理学療法専攻
エコ・コミュニケーショ
ン科　動物看護師専攻
ペットビジネス学科　総
合コース
ペットビジネス学科　動
物看護コース

53 学校法人産業技術学園
北海道エコ・動物自然専門学
校

動物看護師学科 北海道

東京都

学校法人国際ビジネス学
院

国際ペット専門学校　金沢 石川県

学校法人TBC学院 国際ペット総合専門学校 栃木県

学校法人中央工学校 中央動物専門学校 東京都

学校法人英数学園 広島アニマルケア専門学校 広島県

学校法人滋慶文化学園

学校法人安達文化学園
専門学校ビジョナリーアーツ
（東京校）

東京都

学校法人滋慶学園
東京コミュニケーションアー
ト専門学校

福岡ECO動物海洋専門学校 福岡県

学校法人野上学園
ブレーメン愛犬クリエイティ
ブ専門学校

徳島県

28

30

39

41

49

50

51

52
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54 学校法人坪内学園
専門学校松江総合ビジネスカ
レッジ

動物看護師コース（動物
看護コース）

島根県

55 学校法人宮崎総合学院 宮崎ペットワールド専門学校
動物看護師学科　動物看
護師コース

宮崎県

56 学校法人未来学舎
専門学校未来ビジネスカレッ
ジ

動物看護師学科 長野県

動物看護師科
ペットマスター科
動物看護・美容学科
動物看護学科

59 学校法人吉田学園 吉田学園動物看護専門学校 動物看護学科 北海道

60 学校法人爽青会
専門学校ルネサンス・ペッ
ト・アカデミー

動物看護師科 静岡県

61 学校法人京都中央学院 YIC京都ペット総合専門学校 動物看護科 京都府

62 学校法人YIC学院 YICビジネスアート専門学校
ペット総合学科　動物看
護コース

山口県

動物看護専攻
動物理学療法専攻

64 学校法人日米学院 高知ペットビジネス専門学校
環境ペット学科　動物看
護コース

高知県

65 学校法人孔明学園 東北愛犬専門学院 動物看護学科 宮城県

66 学校法人北海道安達学園
北海道どうぶつ・医療専門学
校

ペット学科動物看護専攻 北海道

67 学校法人大阪安達学園
大阪ビジネスカレッジ専門学
校

ペットビジネス学科　動
物看護師専攻

大阪府

68 学校法人タイケン学園
日本ペット＆アニマル専門学
校

ペットビューティー・ケ
ア科　動物看護・リハビ
リテーション専攻

東京都

岩手県

学校法人ヤマザキ学園 ヤマザキ動物専門学校 東京都

学校法人福岡安達学園
専門学校 福岡ビジョナリー
アーツ

福岡県

学校法人龍澤学館 盛岡ペットワールド専門学校57

58

63

3











資料14

ヤマザキ学園大学
動物看護学部　動物看護学科

ヤマザキ動物専門学校

【2016年度卒業生就職実績】

43％ 

就職率 

97.4％ 

動物病院 
（美容業務有） 

動物病院 
（美容業務無） 

サロン・ショップ 

動物病院

49.6％ 

動物関連産業・ 

一般企業など 

50.4％ 

その他     

6％ 
11％ 

40％ 

その他の内訳 ・動物関連団体 

・医療事務 

・旅客運送業 就職率 

95％ 
（卒業者数に対する就職率86％） 

（卒業者数に対する就職率86％） 





資料 16 

1 

①書類等の題名 

資料 16. ペット用品の需要について 

②出典 

朝日新聞 

③書類等の利用範囲 

2017年（平成 29年）2月 2日（木曜日）朝刊 11面 

「ペット用品 健康志向」 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



 

2 

①書類等の題名 

資料 16. ペット用品の需要について（2ページ） 

②出典 

日本経済新聞 

③書類等の利用範囲 

2016年（平成 28年）10月 30日（日曜日）朝刊 7面 

「高齢犬の介護用品」 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 







資料 17 

猫カフェの状況 

日本の猫カフェの店舗数は急激に増加しており、2005年に 3店舗だったものが

2015年末の時点では約 300店舗が全国に展開している。また営業形態も、従来

の猫カフェから、保護猫を扱い、里親の募集もするもの（約 80店舗）、ペット

ショップやブリーダーが経営して子猫の販売を行うもの（約 20店舗）などと、

多様化している。 

環境省中央環境審議会動物愛護部会（第 42 回） 

 

 









1 アマノ動物病院 41 有限会社高橋　高橋動物病院 81 池田動物病院　祖師谷道り

2 ひなた動物病院 42 どうぶつクリニックNEXT 82 麻布動物病院

3 さわはた動物病院 43 株式会社アニマルプラザ　けやき動物病院　富士見 83 本郷獣医科病院

4 ラブリー動物病院 44 動物病院くまごろう 84 やまもと動物病院

5 磯貝動物病院 45 みねぎし動物病院 85 ヴァンケット動物病院

6 土田動物病院 46 アニマルメディカルセンター 86 ロイヤルペットクリニック

7 Alpha　Vets株式会社　安田獣医科医院 47 小動物診療所 87 有限会社みなみ野動物病院

8 砧愛犬病院 48 株式会社ワイ・エイ・シー　ようが動物病院 88 サム動物病院/サムトリミングクラブ

9 ハロー動物病院 49 本駒込動物病院 89 葉山動物病院

10 キロロ動物病院 50 ひばり動物病院 90 池田動物病院　成城通り

11 ゼファー動物病院 51 夜間救急動物病院　目黒 91 アニーマどうぶつ病院

12 木もれ陽動物病院 52 赤羽ペットクリニック 92 さくら台動物病院

13 高木動物病院 53 有限会社　あみ動物病院 93 溝の口犬猫病院

14 ごんた動物病院 54 有限会社セントラルペットクリニック 94 かのペットクリニック

15 桜ヶ丘ペットクリニック 55 アルト動物病院 95 志村坂上動物病院

16 こうご動物病院 56 あきやま動物病院 96 仲野どうぶつ病院

17 りか動物病院 57 小暮動物病院 97 ナカ動物病院 

18 有限会社カトウ獣医科クリニック 58 川口動物医療センター上青木動物病院 98 松尾犬猫病院

19 有限会社ソックス　コトブキ獣医科医院 59 駒沢どうぶつ病院 99 ハリーペットクリニック

20 横浜青葉どうぶつ病院 60 かいぬま動物病院 100 むかい猫と犬の病院

21 おくだ動物病院 61 とりうみ動物病院 101 木村動物病院

22 可愛動物病院　　　　　 62 大泉ココ動物病院 102 松原ペットクリニック　

23 アルフペットクリニック 63 ふく動物病院 103 みつはし動物病院

24 おか動物病院 64 チコラ動物病院 104 聖母坂どうぶつ病院

25 株式会社よしだ動物病院 65 けやき動物病院 105 有限会社セラピスト　セラピスト動物病院

26 株式会社フローラル　フローラル動物病院 66 みなみ小金井動物病院 106 戸塚動物病院

27 さきがおか動物病院 67 ポウズ動物病院 107 ませ動物病院

28 緑ヶ丘動物病院 68 アニマルウェルネスセンター 108 株式会社　池田動物病院

29 いしじま動物病院 69 ココ動物病院 109 古谷動物病院

30 市原・山口動物病院 70 トレフル動物病院 110 湘南なぎさ動物病院

31 結城チロロ動物病院 71 有限会社　保田動物病院 111 桜ヶ丘どうぶつ病院

32 ライオン動物病院 72 動物病院川越　株式会社 112 有限会社グリーンウェルネスサービス久米川みどり動物病院

33 田中動物病院 73 くさか動物病院 113 ナラシノ動物愛護病院

34 アステール動物病院 74 たはら動物病院 114 有限会社　セキ動物病院

35 戸田動物病院 75 富士見台どうぶつ病院 115 ウッディ動物病院

36 美園どうぶつ病院 76 朝陽動物病院 116 広尾動物病院

37 後藤動物病院 77 有限会社岡部獣医科病院 117 JOY動物病院

38 イーリスペットクリニック 78 ぬのかわ犬猫病院 118 株式会社フェイス1（ワン）　竹原獣医科医院

39 東いわつき動物病院 79 吉田動物病院 119 かぶくん動物病院

40 みさと動物病院 80 ノワール動物病院 120 東京ウエスト動物病院

賛同書一覧 【動物病院】
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121 野毛坂どうぶつ病院 161 てらぞの動物病院

122 越谷動物医療センター 162 ベルノス動物病院

123 コンパニオンアニマルケア―　葉山どうぶつ病院 163 有限会社ワイズベット　新習志野どうぶつ病院

124 本間動物病院 164 有限会社成城こばやし動物病院

125 大泉動物病院 165 千歳船橋あむ動物病院

126 有限会社ピジョン動物愛護病院 鳩ヶ谷院 166 藤の花どうぶつ病院

127 ナガイ動物病院 167 株式会社リードベッツ　日本小動物医療センター（日本小動物医科学研究所）

128 ノブ動物病院 168 海浜動物医療センター

129 中田動物病院 169 はやし動物病院

130 埼玉動物医療センター 170 城山通りどうぶつ病院

131 有限会社小林動物病院　アニマルクリニックこばやし 171 有限会社　高野動物病院

132 みつわ台動物病院 172 つなしま動物病院

133 アン動物病院 173 マスナガ動物病院

134 松本動物病院 174 株式会社　日本動物高度医療センター

135 オアシス動物病院 175 石黒動物病院

136 上田動物病院 176 よしむら動物病院

137 ピア動物医療センター

138 西湘動物病院

139 有限会社　いちかわ動物病院

140 株式会社シンテック　マーブル動物医療センター

141 アキヨシアニマルクリニック

142 野田動物病院

143 指扇ペットクリニック

144 リバーズ動物病院

145 みやざわ動物病院

146 七光台どうぶつ病院

147 沢村獣医科病院

148 谷口動物病院

149 Dr.NORIKO　ペット自然療法院

150 フォレスタ動物病院

151 かむい動物病院

152 パンダ動物病院

153 ワシントン動物病院

154 松本動物病院

155 コトー動物病院

156 くさの動物病院

157 井上動物病院

158 かわはら動物病院

159 一之江どうぶつ病院

160 マリーナストリートおかだ動物病院
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1 株式会社ＡＨＢ 36 株式会社湘南動物プロダクション

2 株式会社ＴＡＣＴ 37 ペットサロン＆ホテル　Ｗｉｔｈ

3 株式会社シー・アイ・シー 38 株式会社カラーズ

4 東京建物リゾート株式会社 39 都心のペット霊園　城南ペット霊園

5 公益財団法人ハーモニィセンター 40 有限会社ワンクスクリエイション

6 株式会社野生司環境設計 41
Supreme maihama studio
（シュプリーム舞浜スタジオ）

7 株式会社ヤマザキ教育サポート 42 公益財団法人　日本動物愛護協会

8 株式会社佐藤秀 43 東武乗馬クラブ＆クレイン

9 イオンペット株式会社 44 クラブケンケン　田園調布店

10 株式会社セラヴィリゾート泉郷 45 公益財団法人日本動物福祉協会

11 一般財団法人動物看護師統一認定機構 46
株式会社ブライトケア 介護付有料老人ホー
ム カーロガーデン大塚

12 乗馬クラブクレイン東京 47 株式会社ベリークルーズ　しぶこえ館山

13 株式会社サンリングペットサロンSIT 48 株式会社ベリークルーズ　御宿海岸

14 大井警察犬訓練所 49 株式会社ベリークルーズ　修善寺　絆

15 ペットサロン　モグMOGU 50 株式会社ベリークルーズ　鬼怒川　絆

16 寿量寺附属　真心動物霊園 51 株式会社ベリークルーズ　フェニックスウイング白馬

17 ペットの保育園Will 52 株式会社　BELL-PET（ベルペット）

18 世界動物友の会　深大寺動物霊園 53 学校法人　敬心学園

19 株式会社誠文堂新光社 54 株式会社アットエフ

20 株式会社　ワイズドギー　モントゥトゥ　シブヤ西武店

21 有限会社オーグ・うさぎのしっぽ　本社

22 アローメディカル株式会社

23 有限会社ドッグライフ

24 トリミングスタジオ　Oasis  

25 Pｅｔ’s Lｉｆｅ

26 日本医療株式会社

27 日本クレア株式会社

28 ナチュラルペットフード株式会社

29 株式会社ミネルヴァコーポレーション

30 野生水族繁殖センター

31 特定非営利活動法人　聴導犬育成の会

32 ドッグサロンLC　世田谷店

33 株式会社JPR

34 PET SALON KUMIKO

35 日本チェーンドラッグストア協会

賛同書一覧  【企業】
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専門職短期大学　カリキュラム概念図【全科目】
（選）：選択科目　*：演習・実技

動物口腔ケア論（選） 1 動物口腔ケア実習（選） 1 臨地実習6(選） 5 ジェロントロジー（選） 2 動物トータルケア総合演習2* 1
動物リハビリテーション論（選） 2 小計 1 臨地実習5（選） 5 少子高齢社会と人口問題（選） 1 小計 1
動物人間関係学 2 臨地実習4 4 死生学 2
動物愛護・福祉と関連法規 1 動物実習短期留学（選） - 産業論（選） 2
産業・実験動物学 2 研修・ボランティア活動（選） - 起業論（選） 2
動物トータルライフ演習*（選） 1 小計 14 消費者行動分析学（選） 2
小計 9 ＩＴ社会論（選） 1

情報機器管理論（選） 1
災害・危機管理論（選） 2
医療安全 2
小計 17

英語Ⅱ（選）＊ 1 動物臨床看護学（外科） 2 動物臨床看護学（外科）実習 2 臨地実習1　臨地実習2 1 社会福祉学（選） 2 動物トータルケア総合演習1* 1
コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ＊（選） 1 訪問動物看護学 2 コンパニオンアニマルケア実習（応用） 3 臨地実習3 4 高齢者心理（選） 2 小計 1
生活とアート（選） 2 動物看護ソーシャルワーク 2 コンパニオンドッグトレーニング実習 3 動物実習短期留学（選） - 小計 4
小計 4 動物薬理学 2 小計 8 研修・ボランティア活動（選） -

動物臨床栄養学 2 小計 5
野生動物学 1
環境生物学（選） 1
動物トータルライフ環境論 2  
コンパニオンドックトレーニング論 2
動物飼育管理論 2
小計 18

生命倫理学 2 動物看護学概論 2 動物形態機能学・組織学実習 1 臨地実習1　臨地実習２ 1
心理学（選） 2 動物形態機能学 2 動物臨床看護学（基礎・内科）実習 2 動物実習短期留学（選） 3
社会学（選） 2 動物形態機能組織学 2 動物臨床検査学実習 1 研修・ボランティア活動（選） 1
キャリアマネジメント（選） 2 動物臨床看護学（基礎・内科） 2 コンパニオンアニマルケア実習（基礎） 3 小計 5
コミュニケーション論（選） 2 動物生理・繁殖学 2 小計 7
英語Ⅰ＊ 2 動物病理学 1
コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ＊ 1 公衆衛生学 2
小計 13 動物感染症学 2

動物臨床検査学 2
動物行動学 2
伴侶動物学 2
コンパニオンアニマルケア論 2
小計 23

10科目 17 28科目 50 8科目 16 8科目 24 12科目 21 2科目 2 68科目 130

開講科目の授業形態ごとの単位数

講義・演習

52

38

90

科目名

130

53

77

合計実習

25

15

40

単位数

学年

必修

選択

合計

3年次

2年次

1年次

職業専門科目
基礎科目

講義 学内実習 臨地実習・学外
展開科目 総合科目

合計

必修

卒業要件

単位数

77

基礎科目から10

107

職業専門科目から5選択

展開科目から15

資
料

2
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1
基礎科目では、人と動
物の共生に求められる
豊かな人間性と幅広い
視野を身に付け、生涯
にわたり、自らの資質を
向上させ、社会的及び
職業的自立を図るため
に必要な能力を養う。

　　　　

1
動物看護に必要な倫理
観を有し、基礎的な知
識と技術を身に付けて
いる。

2
動物の訪問看護に必
要な使命感を有し、応
用的能力を備え、専門
知識と技術を身に付け
ている。

  

3
動物の在宅ケアに必要
な使命感を有し、応用
的能力を備え、専門知
識と技術を身に付けて
いる。

3
展開科目では、関連す
る他分野において動物
看護師として創造的な
役割を果たすために必
要な応用的能力を養
う。

2

ヤマザキ動物看護専門職短期大学カリキュラムマップ

4
総合科目では、修得し
た知識・技術等を総合
し、動物看護師として課
題解決力・創造力を養
う。

動
物
病
院
・
動
物
関
連
産
業

教 育 課 程 想定され
る進路・
就職先1年 2年 3年

カリキュラム・
ポリシー

卒業までに所定の単位を
取得し、本学科の養成す
る人材像の実現に必要な
知識、技術を修得した者
に、卒業を認定し、動物看
護学短期大学士（専門
職）の学位を授与する。

4
動物看護の素養を備
え、幅広い視野を有し、
動物関連産業の発展
に向けて積極的に寄与
する意欲を身に付けて
いる。

2
職業専門科目では、動
物看護師に必要とされ
る理論的、実践的な能
力を養う。

ディプロマ・
ポリシー

動物トータルケア総合演習1*  動物トータルケア総合演習2*  

動物臨床看護学（外科）  

動物臨床看護学（外科）実習 

訪問動物看護学  

動物看護ソーシャルワーク 

動物薬理学 

動物臨床栄養学 

野生動物学 

環境生物学 

動物トータルライフ環境論 

コンパニオンアニマルケア実習（応用）  

コンパニオンドッグトレーニング論 

コンパニオンドッグトレーニング実習  

動物飼育管理論 

臨地実習３ 

臨地実習４  

動物口腔ケア論  

動物口腔ケア実習  

動物リハビリテーション論 

動物人間関係学 

動物愛護・福祉と関連法規 

産業・実験動物学 

動物トータルライフ演習＊ 

臨地実習５  

臨地実習６ 

動物看護学概論  

動物形態機能学 

動物形態機能組織学 

動物形態機能学・組織学実習 

動物臨床看護学（基礎・内科） 

動物臨床看護学（基礎・内科）実習  

動物生理・繁殖学  

動物病理学  

公衆衛生学 

動物感染症学 

動物臨床検査学 

動物臨床検査学実習 

動物行動学 

伴侶動物学  

コンパニオンアニマルケア論 

コンパニオンアニマルケア実習（基礎）  

臨地実習１ 

臨地実習２ 

動物実習短期留学 

建学の精神 

「生命への畏敬」「職業人としての自立」 

【養成する人材像】 1 動物愛護の精神に則り、動物病院および動物関連産業において実務家として社会に貢献する人材 

               2 基本的な理論・技術を身に付け、常に強い向上心とフロンティア精神を持ち、実務力を備えた人材 

               3 豊かな人間性とグローバルな視野を身に付け、実践的、応用的能力を備えた人材 

教育理念   いのち 

               「生命を生きる」 

【教育目標】  1 生命を尊重する倫理観を備えた豊かな人間性を養う 

           2 幅広い視野と創造性を養う 

           3  動物看護師にふさわしい使命感と職業観を養う 

           4  地域社会に貢献する社会性を養う 

           5  和を重んじ社会人としての礼節を養う 

  

生命倫理学 

心理学 

社会学 

キャリアマネジメント 

コミュニケーション論 

英語Ⅰ＊ 
 コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ＊ 
  

社会福祉学 

高齢者心理 

ジェロントロジー  

少子高齢社会と人口問題 

死生学 

産業論 

起業論 

消費者行動分析学 

IT社会論  

情報危機管理論 

災害・危機管理論 

医療安全 

1.        

本学の建学

の精神及び

および教育

理念に共感

する者 

2.        

動物に深い理

解と愛情を持

ち、人と動物の

豊かな共生社

会を目指す者 

3.          

動物看護学に

必要とされる

専門知識と技

術を学ぶため

の基礎学力を

持つ者 

4.          

国際的視野に

立ち、コミュニ

ケーションを大

切にする者 

アドミッション・

ポリシー 

基礎科目 

職業専門科目 

展開科目 

総合科目 

＊：演習科目 

英語Ⅱ＊ 

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ＊ 

生活とアート  
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1 

○（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学専任教員定年規程 

平成31年４月１日 

制定 

（趣旨） 

第１条 この規程は、学校法人ヤマザキ学園就業規則第38条第１項の規定に基づき、（仮

称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学（以下「本学」という。）の専任の教授、准教授、

講師及び助教（以下「専任教員」という。）の定年に関する事項を定める。 

（定年の年齢） 

第２条 本学専任教員の定年は、満65歳とする。 

（退職金の支給） 

第３条 定年により退職する者には、別に定めるところにより、退職金を支給する。 

（専任教員の雇用の更新） 

第４条 第２条の規定にかかわらず、教育・研究上必要と認める専任教員については、理事

長が学長と協議の上、定年により退職した後、引き続き１年ごとに雇用を更新することが

できるものとする。ただし、原則として雇用を更新して勤務する最高の年齢は、満70歳

とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、理事会において特に必要があると認められる場合は、雇用を

更新して勤務する最高の年齢を延長することができる。 

第５条 第２条の規定にかかわらず、本学が必要と認めて専任教員として採用した場合の当

該専任教員についても、前条に定めるところによる。 

（特任教授等） 

第６条 第２条の規定にかかわらず、専任教員について特定分野の教育及び研究上特に必要

と認めるときは、定年により退職した後、引き続き１年ごとに雇用を更新し、特任教授、

特任准教授又は特任講師（以下「特任教授等」という。）として再任用することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、65歳を超えて新たに専任教員として採用した場合の当該専

任教員についても、前項に定める特任教授等として任用することができる。 

３ 特任教授等の任用に関し必要な事項は、別に定める。 

（定年退職の日） 

第７条 定年による退職の日は、当該年度の３月31日とする。 

（規程の改廃） 

第８条 この規程の改正及び廃止は、理事会の議を経て理事長が行う。 



   

2 

附 則 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。ただし、平成32年３月31日までに第４条

に定める年齢に達する者で、（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学設立に際して採用さ

れる専任教員については、第４条及び第５条の規定にかかわらず、その雇用を平成34年３

月31日まで延長するものとする。 
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都県名
1 世田谷区 121 名

2 江東区 1 名

3 目黒区 42 名

4 大田区 103 名

5 渋谷区 23 名

6 品川区 55 名

7 杉並区 3 名

8 新宿区 2 名

9 中野区 1 名

10 港区 19 名

11 稲城市 3 名

12 あきる野市 3 名

13 立川市 3 名

14 多摩市 16 名

15 八王子市 121 名

16 調布市 1 名

17 日野市 12 名

18 町田市 45 名

19 府中市 4 名

1 横浜市 1 名

2 川崎市 2 名

3 鎌倉市 1 名

4 相模原市 49 名

5 綾瀬市 2 名

6 厚木市 1 名

7 海老名市 1 名

埼玉県 1 川口市 21 名

合計 656 名

モデル犬クラブ会員一覧

平成29年10月30日現在

株式会社ヤマザキ教育サポートより

東京都

神奈川県

人数区・市名
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学教育課程連携協議会規程（案） 

 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、ヤマザキ動物看護専門職短期大学学則第５条第２項に定めるヤマザキ動物看護

専門職短期大学教育課程連携協議会（以下「協議会」という。)について、必要な事項を定めるもの

とする。 

（協議会の構成員） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

(1) ヤマザキ動物看護専門職短期大学長（以下「学長」という。）が指名するヤマザキ動物看護専門

職短期大学（以下「本学」という。）の教員その他の職員 

(2) 動物看護師、グルーミングサロン、ペットショップ又はその他の動物関連産業に係る職業に就

いている者又はこれらの職業に関連する事業を行う者による団体のうち、広範囲の地域で活動す

るものの関係者であって当該職業の実務に関し豊富な経験を有する者 

(3) 地方公共団体の職員、地域の事業者による団体の関係者その他の地域の関係者 

(4) 臨地実習その他の授業科目の開設又は授業の実施において本学と協力する事業者 

(5) 本学の教員その他の職員以外の者であって学長が必要と認める者 

（任期） 

第３条 前条各号に規定する者の任期は、１年とし、再任を妨げない。 

（議長） 

第４条 協議会に議長を置く。 

２ 議長は、構成員の互選により選出するものとする。 

３ 議長は、協議会を招集し、協議会を主宰する。 

（審議事項） 

第５条 協議会は、次の各号に掲げる事項について審議し、学長に意見を述べるものとする。 

(1) 産業界及び地域社会との連携による授業科目の開設その他の教育課程の編成に関する基本的な

事項 

(2) 産業界及び地域社会との連携による授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項

及びその実施状況の評価に関する事項 

（協議会の開催） 

第６条 協議会の開催は、過半数の構成員の出席を必要とする。 

２ 議長が必要と認める場合、構成員以外の者に出席を求め、その意見を聴くことができる。 

（審議結果の報告） 

第７条 協議会で審議した事項に関しては、その結果または経過を学長に報告するものとする。 

（規程の改廃） 

第８条 この規程の改正及び廃止は、協議会及び教授会の意見を聴いて、学長が行う。 

 

附 則（平成 30年 月 日教授会承認） 

この規程は、平成 31年４月１日から制定施行する。 
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機械・器具一覧
科目 品名 点数

移動式姿勢矯正鏡 1

トレッドミル一式 1

遠心分離機 4

器械棚 1

教師用実験台 2

顕微鏡 127

シャーカステン 1

スツール 108

実験台 18

データプロジェクター 2

油圧式診察台（体重計付） 1

グルーミングテーブル（中） 1

光学顕微鏡 1

サイド実験台 1

ドッグキットワン（ボクサー） 5

コンパクトシーラー 3

犬用補助輪 1

カート 1

注射モデル（犬頭部） 5

注射モデル（犬前肢） 10

マネキン（犬胴体） 1

マネキン（犬頭部） 3

マネキン（小型犬） 1

マネキン（前肢） 1

歯科用ポリッシャー 3

除細動器 1

超音波スケーラー 3

電子天秤 2

冷蔵庫 3

ステンレスケージ 1

ベビースケール 3

屈折計 20

喉頭鏡セット 1

耳鏡セット 11

小動物用自動輸液装置 8

小動物用自動輸液装置ガートル台 8

シリンジポンプ 1

オートクレーブ滅菌機 3

ライフモニター一式 2

心電計 1

超音波エコー装置 2

自動分包器 2

小動物用麻酔器 1

イソフルラン気化器 1

人工呼吸器ベンチレータ 1

小動物用油圧式診察台 1

小動物用油圧式手術台 1

心肺蘇生モデル犬 4

心肺蘇生モデル猫 2

動物臨床看護学（基礎・内科）実習
動物臨床看護学（外科）実習
動物形態機能学・組織学実習
動物臨床検査学実習
動物口腔ケア実習

1



機械・器具一覧
科目 品名 点数

自動血球計算装置 3

血清・生化学検査装置 2

犬猫尿比重計 5

小動物用眼圧計 1

小動物用血圧計 1

イヌ骨格（カニケン） 8

実体顕微鏡 9

冷凍庫 1

超音波診断装置 1

デジタルＸ線画像診断システム 1

パソコン（ｍａｃ） 2

ＥＯＧ滅菌器 1

フジドライケム 1

防護エプロン 2

線防護ネックガード 2

防護衣ハンガー 4

防護手袋 4

Ｘ－線ポケット線量計 2

手術用手洗いオートディスペンサー（壁掛） 1

手術用薬液ディスペンサー（壁掛） 1

オートブラシケース（壁掛） 1

インキュベーター 1

分析天秤 1

マグネチックスターラー 1

ｐＨ測定機 1

ガラスｐＨ電極 1

蒸留水作成装置 1

蒸留水作成装置ＵＶスターターキット 1

恒温槽 1

高性能ミクロトーム 1

歯科ユニット 4

黒板、収納庫、ＡＶ機器等 91

グルーミングテーブル（小） 15

グルーミングテーブル（中） 15

グルーミングテーブル（大） 8

グルーミングテーブル（特大） 1
昇降式グルーミングテーブル 1

油圧式グルーミングテーブル（大） 3

診察台（体重計付） 1

スタンドドライヤー 7
丸イス 53

エアードライヤー 5

洗濯乾燥機 2
洗濯機 2

掃除機 2
ケージ 13

シザー 8

マヌカン犬 25

黒板、収納庫、ＡＶ機器等 38

コンパニオンアニマルケア実習（基
礎）
コンパニオンアニマルケア実習（応
用）

2



機械・器具一覧
科目 品名 点数

収納庫、ＡＶ機器等 59

掲示板 1

黒板（移動式） 1

サークル 2

ステンレスケージ 2

洗濯機 2

掃除機 1

パイプイス（机付） 49

丸イス（緑） 78

むだ吠え防止装置 1

ステンレスラック 1

流し台 1

簡易テント 2

簡易物置一式 1

体重計 1

防音犬舎 5

カロリーアンサー 1

ジューサー 3

ステンレス鍋 5

塩分計 2

スロークッカー 5

ハンドブレンダー 3
その他

テーブル、椅子、収納庫、ＯＡ機器等 1,434

合計 2,402

コンパニオンドッグトレーニング実習

動物トータルライフ演習

3



標本一覧
No 品名 No 品名

1 イヌ耳模型（プラスチック） 51 イヌ頭蓋

2 イヌ耳模型（プラスチック） 52 イヌ頭蓋

3 目模型（プラスチック） 53 イヌ頭蓋

4 目模型（プラスチック） 54 イヌ頭蓋

5 心臓模型（プラスチック） 55 イヌ頭蓋

6 心臓模型（プラスチック） 56 イヌ頭蓋

7 腎臓模型 57 イヌ頭蓋

8 犬頭蓋標本 58 イヌ頭蓋

9 犬頭蓋標本 59 イヌ頭蓋

10 フィラリア猫心臓模型 60 イヌ頭蓋

11 フィラリア犬心臓模型 61 イヌ頭蓋

12 フィラリア犬心臓模型 62 イヌ頭蓋

13 脊椎模型（プラスチック） 63 イヌ頭蓋

14 脊椎模型（プラスチック） 64 イヌ頭蓋

15 肘模型（プラスチック） 65 イヌ頭蓋

16 肘模型（プラスチック） 66 イヌ頭蓋

17 腰模型（プラスチック） 67 イヌ頭蓋

18 腰模型（プラスチック） 68 イヌ頭蓋

19 膝模型（プラスチック） 69 イヌ頭蓋

20 膝模型（プラスチック） 70 イヌ頭蓋

21 イヌ耳疾患模型 71 イヌ頭蓋

22 イヌ耳疾患模型 72 イヌ頭蓋

23 イヌ耳疾患模型 73 ネコ歯科模型（透明）

24 犬標本 74 ネコ歯科模型（透明）

25 犬筋肉モデル 75 イヌ歯科疾患模型（プラスチック）

26 犬筋肉モデル 76 イヌ歯科疾患模型（プラスチック）

27 ビーバー頭蓋 77 ネコ歯科疾患模型（プラスチック）

28 ビーバー頭蓋 78 ネコ歯科疾患模型（プラスチック）

29 ネコ頭蓋 79 イヌ歯科模型（透明）

30 ネコ頭蓋 80 イヌ歯科模型（透明）

31 ウサギ頭蓋 81 イヌ歯科模型（透明）

32 ボルゾイ頭蓋 82 イヌ歯科疾患模型（プラスチック）

33 猫骨格標本 83 サメ口蓋

34 プレーリードッグ模型 84 イヌ椎骨模型

35 マゼランペンギン頭蓋 85 イヌ椎骨模型

36 ウサギ頭蓋 86 イヌ椎骨模型

37 アメリカンビーバー頭蓋 87 イヌ椎骨模型

38 イヌ頭蓋 88 イヌ椎骨模型

39 イヌ頭蓋 89 イヌ椎骨模型

40 イヌ頭蓋 90 イヌ椎骨模型

41 イヌ頭蓋 91 イヌ椎骨模型

42 イヌ頭蓋

43 イヌ頭蓋

44 イヌ頭蓋

45 イヌ頭蓋

46 イヌ頭蓋

47 イヌ頭蓋

48 イヌ頭蓋

49 イヌ頭蓋

50 イヌ頭蓋

4



資料27-2  

設置場所 研究分野 研究用機器備品

高圧蒸気滅菌機

インキュベーター

薬用保冷庫

遠心分離機

冷蔵保管庫

実体顕微鏡

卓上冷却遠心機

耐震薬品庫薄型強化ガラス

実験台

ロッカー

本棚

キャビネット

収納棚

椅子

カロリーアンサー

耐震薬品庫

冷蔵ショーケース

全自動製氷機

小型超低温槽

ヘマトクリット遠心分離機

器具乾燥機

セルタック

生物顕微鏡

血液生化学測定機器

映像記録ビデオ

三脚

モニターテレビ

実験台

ロッカー

本棚

キャビネット

収納棚

椅子

公衆衛生・防疫

動物臨床検査
研究用実験室1

訪問動物看護

動物栄養
研究用実験室2

研究用機器備品　設置場所一覧（案）



＊実験動物の専門機関である動物繁殖研究所が提供する
レンタルラボです。
＊動物の飼育を伴う実験（試験）にご利用ください。
＊動物の飼育は当研究所がサポートすることも可能です。
＊レンタル期間や実験内容には柔軟に対応いたします。
お気軽にご相談ください。

住 所：〒300-0134 茨城県かすみがうら市深谷1103
アクセス：JR常磐線神立駅よりタクシー10分（上野→神立 普通で1時間20分）

JR常磐線土浦駅よりタクシー30分（上野→土浦 特急で50分）
電 話：029-897-0631  
WEBサイト： http://www.iar.or.jp

●ラットとマウスの実験が
可能です。

●動物の飼育は別棟の
SPF飼育室になります。

●当財団は（公社）日本
実験動物協会の認証を
取得しています。

9.8 m

7.7 m
水道 水道

廊
下

s_hama
タイプライターテキスト
資料27-3

s_hama
タイプライターテキスト

s_hama
タイプライターテキスト

s_hama
タイプライターテキスト

s_hama
タイプライターテキスト
1

s_hama
タイプライターテキスト

s_hama
タイプライターテキスト

s_hama
タイプライターテキスト

s_hama
タイプライターテキスト



1/1

http://www.sankyolabo.co.jp/tech_rental.html

s_hama
長方形

s_hama
タイプライターテキスト

s_hama
タイプライターテキスト
2

s_hama
タイプライターテキスト



平成33年度　ヤマザキ動物看護専門職短期大学　時間割（前期） 資料28

科目 教室 担当教員 科目 教室 担当教員 科目 教室 担当教員 科目 教室 担当教員

Ａ　前半 英語Ⅰ 341 加藤剛 コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ パソコン教室 近藤美保子

Ａ　後半 コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ パソコン教室 近藤美保子 英語Ⅰ 341 加藤剛

Ｂ 公衆衛生学 342 本田三緒子 伴侶動物学 342
宮田淳嗣
早田由貴子
小嶋篤史

コミュニケーション論（選） 342 藤巻裕子

Ａ 動物臨床看護学（外科） 351 高柳信子 動物飼育管理論 351
古川　力
堀井隆弘

訪問動物看護学 351 濵部有羽子

Ｂ 動物飼育管理論 352
古川　力
堀井隆弘

動物臨床看護学（外科） 352 高柳信子 訪問動物看護学 352 濵部有羽子

Ａ 災害・危機管理論（選）
361
362

本田三緒子
福山貴昭

Ｂ 災害・危機管理論（選）
361
362

本田三緒子
福山貴昭

Ａ
321

実習室②
花田道子
鈴木友子

動物生理・繁殖学 341
谷川力
鎌田壽彦

Ｂ 動物生理・繁殖学 342
谷川力
鎌田壽彦

321
実習室②

花田道子
鈴木友子

Ａ 動物トータルライフ環境論 351
南村友紀　奥山健二

宮下めぐみ
コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ（選） パソコン教室 近藤美保子 英語Ⅱ（選） 351 加藤剛 社会福祉学（選） 351 庄司拓也

Ｂ コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ（選） パソコン教室 近藤美保子 動物トータルライフ環境論 352
南村友紀　奥山健二

宮下めぐみ 社会福祉学（選） 352 庄司拓也 英語Ⅱ（選） 352 加藤剛

Ａ 動物人間関係学 341 山川伊津子 動物トータルケア総合演習2
361
362

藤村響男
井上留美

Ｂ 動物トータルケア総合演習2
361
362

藤村響男
井上留美

動物人間関係学 341 山川伊津子

Ａ 公衆衛生学 341 本田三緒子 コンパニオンアニマルケア論 341
宮田淳嗣
高野八重子

生命倫理学 341 山北宣久

Ｂ　前半 英語Ⅰ 342 加藤剛 コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ パソコン教室 近藤美保子

Ｂ　後半 コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ パソコン教室 近藤美保子 英語Ⅰ 342 加藤剛

Ａ 動物トータルケア総合演習１ 351
山川伊津子
藤原恵利子

体育館 山本央子

Ｂ 体育館 山本央子 動物トータルケア総合演習１ 351
山川伊津子
藤原恵利子

Ａ 動物リハビリテーション論（選） 352
本田三緒子
井上留美

動物口腔ケア論（選） 352 鈴木友子 産業・実験動物学 352 古川　力

Ｂ 動物口腔ケア論（選）
361
362

鈴木友子 産業・実験動物学
361
362

古川　力 動物リハビリテーション論（選）
361
362

本田三緒子
井上留美

Ａ 動物形態機能学 341 本田三緒子 動物臨床看護学（基礎・内科） 341 花田道子 心理学（選） 341 加藤理絵 動物看護学概論 342 花田道子

Ｂ 動物臨床看護学（基礎・内科） 342 花田道子 動物形態機能学 342 本田三緒子 動物看護学概論 342 花田道子 心理学（選） 342 加藤理絵

Ａ
301

実習室①
宮田淳嗣
早田由貴子

コンパニオンドッグトレーニング論 351 山本央子

Ｂ コンパニオンドッグトレーニング論 352 山本央子
301

実習室①
宮田淳嗣
早田由貴子

Ａ 動物トータルライフ演習（選） 351
荒木幸子
長岡恵

Ｂ 動物トータルライフ演習（選） 351
荒木幸子
長岡恵

Ａ
301

実習室①
宮田淳嗣

Ｂ
301

実習室①
宮田淳嗣

Ａ
321

実習室②
高柳信子
井上留美

動物薬理学 351 藤村響男

Ｂ 動物薬理学 351 藤村響男
321

実習室②
高柳信子
井上留美

Ａ

Ｂ

・「臨地実習1」/「臨地実習2」　1年　夏季休暇または春期休暇中に実施
・「臨地実習5」/「臨地実習6」（選）　3年　夏季休暇中に実施 ・「動物実習短期留学」（選）　２・３年　通年開講 ・「研修・ボランティア活動」（選）　１・２・３年　通年開講

・「臨地実習3」　2年　夏季休暇中に実施 ・「臨地実習４」　2年　春季休暇中実施

金

１年
コンパニオンアニマルケア実習（基礎）

コンパニオンアニマルケア実習（基礎）

２年
動物臨床看護学（外科）実習

動物臨床看護学（外科）実習

３年

木

１年

２年
コンパニオンアニマルケア実習（応用）

コンパニオンアニマルケア実習（応用）

３年

342 山北宣久

２年
コンパニオンドックトレーニング実習

コンパニオンドックトレーニング実習

宮田淳嗣
高野八重子

３年

水

１年
コンパニオンアニマルケア論 342

火

１年
動物臨床看護学（基礎・内科）実習

動物臨床看護学（基礎・内科）実習

２年

３年

1時限　9：10～10：40 2時限　10：50～12：20 3時限　13：10～14：40

３年 ジェロントロジー（選）
361
362

五十嵐靖博 産業論（選）
361
362

罍昭吉

4時限　14：50～16：20

月

１年

伴侶動物学 341
宮田淳嗣
早田由貴子
小嶋篤史

コミュニケーション論（選） 341 藤巻裕子

２年

曜日 学年 クラス

                                                                            1



平成33年度　ヤマザキ動物看護専門職短期大学　時間割（後期）

科目 教室 担当教員 科目 教室 担当教員 科目 教室 担当教員 科目 教室 担当教員

Ａ　前半 英語Ⅰ 341 加藤剛

Ａ　後半 英語Ⅰ 341 加藤剛

Ｂ　前半

Ｂ　後半

Ａ 動物臨床栄養学 351 花田道子 動物トータルケア総合演習1 351
山川伊津子
藤原恵利子

生活とアート（選） 351 斎藤康介

Ｂ 動物トータルケア総合演習1 352
山川伊津子
藤原恵利子

動物臨床栄養学 352 花田道子 生活とアート（選） 352 斎藤康介

Ａ
321

実習室②
鈴木友子

Ｂ
321

実習室②
鈴木友子

Ａ
321

実習室②
花田道子
鈴木友子

動物臨床検査学 341 藤原恵利子 動物形態機能組織学 341 本田三緒子

Ｂ 動物病理学 342 藤村響男 動物臨床検査学 342 藤原恵理子
321

実習室②
花田道子
鈴木友子

Ａ 体育館 山本央子

Ｂ 体育館 山本央子

Ａ 死生学（選）
361
362

新島典子

Ｂ 死生学（選）
361
362

新島典子

Ａ
301

実習室①
宮田淳嗣

371
実習室③

藤原恵利子
山村拓也

Ｂ
371

実習室③
藤原恵利子
山村拓也

301
実習室①

宮田淳嗣

Ａ 動物看護ソーシャルワーク 351 山川伊津子

Ｂ 動物看護ソーシャルワーク 352 山川伊津子

Ａ 情報危機管理論（選） 341
荒木幸子
近藤美保子

動物トータルケア総合演習2
361
362

藤村響男
井上留美

Ｂ 動物トータルケア総合演習2
361
362

藤村響男
井上留美

情報危機管理論（選） 341
荒木幸子
近藤美保子

Ａ
371

実習室③
高柳信子
山村拓也

Ｂ
371

実習室③
高柳信子
山村拓也

Ａ 野生動物学 351 天野卓

Ｂ 野生動物学 352 天野卓

Ａ 医療安全（選）
361
362

今井達男

Ｂ 医療安全（選）
361
362

今井達男

Ａ 動物病理学 341 藤村響男 動物感染症学 341 藤村響男 社会学（選） 341 新島典子

B　前半 英語Ⅰ 342 加藤剛

B　後半 英語Ⅰ 342 加藤剛

Ａ
321

実習室②
高柳信子
井上留美

301
実習室①

宮田淳嗣
早田由貴子

Ｂ
301

実習室①
宮田淳嗣
早田由貴子

321
実習室②

高柳信子
井上留美

Ａ 動物愛護・福祉と関連法規
361
362

菅野多恵

Ｂ 動物愛護・福祉と関連法規
361
362

菅野多恵

・「臨地実習1」/「臨地実習2」　1年　夏季休暇または春期休暇中に実施
・「臨地実習5」/「臨地実習6」（選）　3年　夏季休暇中に実施 ・「動物実習短期留学」（選）　２・３年　通年開講 ・「研修・ボランティア活動」（選）　１・２・３年　通年開講

・「臨地実習3」　2年　夏季休暇中に実施 ・「臨地実習４」　2年　春季休暇中実施

342 新島典子

２年
動物臨床看護学（外科）実習 コンパニオンアニマルケア実習（応用）

コンパニオンアニマルケア実習（応用） 動物臨床看護学（外科）実習

社会学（選）

金

１年
動物感染症学 342 藤村響男

３年 消費者行動分析学（選）
361
362

杉山尚子

361
362

谷川力

３年 ＩＴ社会論（選）
361
362

竹田昌弘

木

１年
動物形態機能学・組織学実習

動物形態機能学・組織学実習

２年 高齢者心理（選）
361
362

加藤理絵 環境生物学（選）

水

１年
コンパニオンアニマルケア実習（基礎） 動物臨床検査学実習

動物臨床検査学実習 コンパニオンアニマルケア実習（基礎）

２年

３年

３年

火

１年
動物臨床看護学（基礎・内科）実習

動物臨床看護学（基礎・内科）実習

２年
コンパニオンドッグトレーニング実習

コンパニオンドッグトレーニング実習

３年 起業論（選）
361
362

石渡浩 少子高齢社会と人口問題（選）
361
362

大西正行

動物口腔ケア実習（選）

3時限　13：10～14：40

342 杉山尚子

２年

342 本田三緒子 キャリアマネジメント 342 荒木幸子 動物行動学（選）

動物口腔ケア実習（選）

4時限　14：50～16：20

月

１年

キャリアマネジメント 341 荒木幸子 動物行動学（選） 341 杉山尚子

動物形態機能組織学

曜日 学年 クラス
1時限　9：10～10：40 2時限　10：50～12：20

 2                                                         



動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及び配置されている科目(職業専門科目編） 資料28－2   

ディプロマポリシー 能力 到達目標（大項目） 到達目標（小項目） 科目区分 該当科目 単位数
開講
時期

動物看護学概論 2 1前

動物人間関係学 2

産業・実験動物学 2

動物愛護・福祉と関連法規 1 3後

動物形態機能学 2

動物生理・繁殖学 2

動物形態機能組織学 2

動物形態機能学・組織学実習（実習） 1

動物行動学 2 1前

伴侶動物学 2 1後

動物飼育管理論 2 2前

動物臨床看護学（基礎・内科） 2

コンパニオンアニマルケア論 2

動物臨床看護学（基礎・内科）実習 2 1通

動物臨床検査学 2

動物臨床検査学実習 1

動物病理学 1

動物感染症学 2

動物薬理学 2 2前

動物トータルライフ環境論 2

訪問動物看護学 2

コンパニオンドックトレーニング論 2

動物看護ソーシャルワーク 2

野生動物学 1

環境生物学 1

動物トータルライフ演習 2 3前

(2)動物看護の創造力、今後の健康問題がどのよう に変化
   するかしないかを理解する。

公衆衛生学 2 1前

(1)科学的で正確さを持つ。（以前に実施したケア技術：再評価） 動物臨床看護学（外科） 2 2前

コンパニオンアニマルケア実習（基礎） 3 1通

コンパニオンアニマルケア実習（応用） 3

動物臨床看護学（外科）実習 2

動物臨床栄養学 2 2後

動物リハビリテーション論 2

動物口腔ケア論 1

コンパニオンドックトレーニング実習 3 2通

動物口腔ケア実習 1 3後

 

1

・動物看護に必要な倫理観を有し、基礎的
  な知識と技術を身に付けている。

基
礎
的
能
力

・動物看護師としての倫理を身に付ける。
・潜在的・顕在的に疾病・障害をもつ動物の反応が
  理解できる。

(1)生命の尊さを学ぶ一方で、如何に判断し、行動すべきか
   を理解する。

3前

1後

(3)動物看護師は対象動物の観察から始まるため、動物の
   反応を正確および客観的に状況を理解する。

(4)動物看護師の目線で、ケアを前提として、疾病や障害や
   反応を客観的に把握する技量を持つ。

1前

1後

(2)生物学的構造や機能を知り、その面から対象動物を理解
   する。

1前

・動物の訪問看護に必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術を
  身に付けている。

・動物在宅ケアに必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術を
  身に付けている。

応
用
的
能
力

・修得した知識を応用して予測をふまえたケアプラ
  ンが立てられる。

(1)問題解決能力を持つ。

・飼い主への指導・相談技術を修得する。
飼い主自身が個別にケア出来るように具体的な指導を可能にす
る。

2前

2後

・科学的なケア技術を修得し、工夫ができる。
(2)合理的知識に裏付けされた技術を基礎から展開する仕方
   を理解する。

2通

3前

職業専門科目

(5)疾病の成り立ちを理解する。
1後



動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及び配置されている科目（基礎科目・臨地実務実習・展開科目・総合科目編）

ディプロマポリシー 能力 目的 到達目標 科目区分 該当科目 単位数
開講
時期

生命倫理学 2 1前

心理学 2 1前

社会学 2 1後

(2)人生設計を行い、遂行する能力を身に付ける。 キャリアマネジメント　 2 １後

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ 1 1前

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ 1 2前

(4)対人関係を円滑に行うために知識を身に付ける。 コミュニケーション論 2 1前

英語Ⅰ 2 1通

英語Ⅱ 1 2前

生活とアート 2 2後

臨地実習1　シブヤ・ドッグ・ビューティー 1

臨地実習2　アニマル・メディカル・センター 1

(2)動物病院における動物看護師の業務分担と
   流れを把握し、スタッフと職場での適切な
   コミュニケーションを図る。

臨地実習3 動物病院 4 2後

(3)スタッフとの適切なコミュニケーションを
   図る。また初任者レベルの顧客への対応を
   する。

臨地実習4　動物関連企業 4 3前

(3)飼い主と市場をつなぐ動物看護師の役割を
   考える。

臨地実習5　動物病院（選択） 5 3後

(4)これまでに学修した知識や実践力をもとに
   顧客への対応を学ぶ。

臨地実習6　動物関連企業（選択） 5 3後

ジェロントロジー 2 3前

社会福祉学 2 2前

高齢者心理 2 2後

少子高齢社会と人口問題 1 3後

死生学 2 3後

IT社会論 1 3後

情報危機管理論 1 3後

災害・危機管理論 2 3前

医療安全 2 3後

産業論 2 3前

起業論 2 3後

消費者行動分析学 2 3前

動物トータルケア総合演習1 2 2通

動物トータルケア総合演習2 2 3通

2

(3)現代社会に適応する能力を身に付ける。

(5)現代社会の高齢化に対応する。

(6)危機管理対策を考える。

・専攻する特定の職業分野に関連する他分野の応
  用的能力であって、当該職業の分野において創
  造的な役割を果たすために必要な能力を育成す
  ることを目的とする。

・修得した知識・技能等を総合し、実践的かつ応
  用的な、能力を総合的に高めることを目的とす
  る。

(4)文化・教養を深める。

1後・2前

展開科目

応
用
的
能
力

・動物看護に必要な倫理観を有し、
  基礎的な知識と技術を身に付けて
  いる。

基
礎
的
能
力

(1)
臨地実習1
  １日の業務の流れを把握し、動物の取り扱い方、商品知識と管理を身に
   付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、電話対応等を習得する。
臨地実習2
  業務の流れを把握し、清掃から消毒までの衛生管理を学ぶ。
  診察補助、主な処置法、院内清掃、衛生管理、 調剤受付、飼い主対応、
  電話対応、手術見学、入院動物看護等、動物看護技術を修得する。

臨地実務実習

・特定の職業（職種）において必要とされる理論
  的かつ実践的能力に加え、当該職業の分野につ
  いてその分野全般にわたり必要な能力を育成す
  ることを目的とする。

(1)生命の尊さを学ぶとともに、如何に判断し、
   行動すべきかを理解する。

基礎科目

・社会的・職業的自立を図るために必要な能力
  に加え、生涯にわたり自らの資質を向上させ
  るために必要な能力を育成することを目的と
  する。

・動物の訪問看護に必要な使命感を有
  し、応用的能力を備え、専門知識と
  技術を身に付けている。

・動物在宅ケアに必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術
  を身に付けている。

・動物看護の素養を備え、幅広い視野
  を有し、動物関連産業の発展に向け
  て積極的に寄与する意欲を身に付け
  ている。

(8)知識・技能を総合し今後動物看護師に必要
   な能力を向上させる。

(7)動物関連産業の新たな分野を切り開く。

総合科目
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80 人クラスの担当者及び理由 

 

・ 今般新たに設置する「環境生物学」担当者の専任実務家教員（研究・みなし教員）は、環境整備

に関して日本で有数の企業において責任ある取締役の立場にある貴重な人材であり、授業内容に

は高い教育効果が認められることから、1 クラス 80 人とする。 

・ 「ジェロントロジー」担当者は、修士課程を修了して修士の学位を取得し、国際批判健康心理学

会組織運営委員会委員等を務める傍ら、他の短期大学教授・図書館長等で活躍中の研究者である。

この学問は新しい分野であり、研究者は日本では少数である。担当教員は学会の重鎮として第一

人者である。 

・ 「少子高齢社会と人口問題」担当者は、新聞社の経済部長、政治部長、社会部長、編集局次長を

経て、取締役編集局長を務めた後、論説副主幹等を経て他大学の教授等として少子高齢化・人口

減と絡めた地方創生等の講義を行い、名誉教授となった現在は日本自治創造学会会員としてメデ

ィア等で活躍している。学生に教育効果の高い講義である。 

・ 「高齢者心理」担当者は、修士課程を修了して修士の学位を取得し、博士課程単位修得後に退学

し、その後博士の学位を取得した。中学校・高等学校や大学のカウンセラーとして活躍する傍ら、

大学の非常勤講師としてカウンセリング論等を講義してきた。「家族とライフサイクルの支援」

等の研究業績がある。現在はヤマザキ動物看護大学の准教授であり、日本臨床心理学会、日本臨

床死生学会等に所属して活躍中の研究者である。病院の緩和ケアチームで、傾聴ボランティアの

経験を有する担当者が学生に講義する意義は大きなものがある。 

・ 「産業論」担当者は、修士課程を修了して修士の学位を取得した後、研究機関の研究員を経て大

学の学部・大学院の教授として産業経済論や中小企業論等の科目を担当し、中小企業や産業組織

等の著書・論文・報告等を多数発表した。現在は研究所客員主幹研究員を務める傍ら、産業学会

会員等として活躍している。産業の動向を考える上で教育効果の高い科目である。 

・ 「起業論」担当者は、会社経営者である。修士課程において修士の学位取得後、直ちに、住宅関

係の会社を起業し、その後は複数の企業を経営した経歴を持つ。不動産投資や企業の M&A の実

績を踏まえた著書があり、現在活躍中の経営者である。「起業論」担当の最適任者であり、本学

の学生が講義を受けることの意義は大きなものがある。 

・ 「消費者行動分析学」担当者は、修士課程を修了して学位を取得し、博士課程単位取得退学の後、

他大学において准教授を経て教授となり、現在は大学院教授である。日本行動分析学会において

は、理事、常任理事、事務局長等を歴任した、行動分析学の専門家であり、本学において講義を

することの意義は高い。 

・ 「IT 社会論」担当者は、修士課程を修了して修士の学位を取得し、その前後に著名な民間企業

に勤務した。他大学の助教授を経て教授に就任し、その間、海外の大学において客員研究員とな

る。現在は大学院の教授であり、コンピュータサイエンスと社会の関係を考える上で本学におい

て講義をすることの意義は高い。 
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＜認定動物看護師のコアカリキュラム＞ 

認定動物看護師の受験資格は、動物看護師統一認定機構が推奨したコアカリキュラムに基づく「動物

看護学」を教育する学科あるいはコースを有する専修学校専門課程あるいは大学において、認定動物看

護師になるのに必要単位数または必要時間数を正規課程で修めた者に与えられる。 

（一般財団法人 動物看護師統一認定機構 HP） 

 

分野 学修目標 授業科目（例） 時間数
機構準拠の

必要単位数 科目名
新

必/選

旧

必/選
単位数

動物形態機能学 120 3 動物形態機能学 必 2

動物繁殖学 30 1 動物生理・繁殖学 必 2

動物病理学 30 1 動物病理学 必 1

動物薬理学 60 1.5 動物薬理学 必 2

動物感染症学 90 2 動物感染症学 必 2

動物看護学概論 60 1.5 動物看護学概論 必 2

動物医療関連法規 30 1 動物愛護・福祉と関連法規 必 選 1

公衆衛生学 60 1.5 公衆衛生学 必 2

人間動物関係学 30 1 動物人間関係学 必 選 2

動物福祉・倫理 30 1 生命倫理学 必 2

動物行動学 30 1 動物行動学 必 選 2

伴侶動物学 60 1.5 伴侶動物学 必 選 2

産業動物学 45 1
実験動物学 15 0.5

野生動物学 30 1 野生動物学 必 選 1

動物内科看護学 30 1 動物臨床看護学（基礎・内科） 必 2

動物外科看護学 60 1.5 動物臨床看護学（外科） 必 2

動物トータルライフ環境論 必 2
訪問動物看護学 必 2

動物臨床看護学各論 120 3 動物飼育管理論 必 選 2

動物臨床栄養学 60 1.5 動物臨床栄養学 必 2

動物臨床検査学 60 1.5 動物臨床検査学 必 2

動物医療コミュニケーション 30 1 動物看護ソーシャルワーク 必 選 2

動物形態機能学実習 45 1 動物形態機能学・組織学実習 必 1

動物内科看護学実習 90 2 動物臨床看護学（基礎・内科）実習 必 2

動物臨床検査学実習 90 2 動物臨床検査学実習 必 1

動物外科看護学実習 90 2 動物臨床看護学（外科）実習 必 2

動物臨床看護学実習 45 1 臨地実習2 必 1

動物看護総合実習 180 4 臨地実習3 必 4

1650 42 52

必 2

　【動物認定看護師コアカリキュラム2018　対照表】

認定動物看護師コアカリキュラム2018 ヤマザキ動物看護専門職短期大学科目

備考

基
礎
動
物
看
護
学

動物の体の構造と
機能を理解する

疾病の成り立ちと
回復の促進に寄
与することを学ぶ

選

実
習

修得した知識の実
践力を身に付ける

計

臨
床
動
物
看
護
学

動物の臨床看護
に必要な知識を修

得する 動物臨床看護学総論 30 1

動物病院業務に
必要な知識を修得

する

応
用
動
物
看
護
学

人と動物の調和に
関わることを学ぶ

様々な動物の特
性と人との関わり
を理解する

産業・実験動物学
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1 

①書類等の題名 

資料 28-5. 「動物実習短期留学」及び「研修ボランティア活動」（1ページ） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

Yamazaki Gakuen University 2017 動物実習短期留学（パンフレット） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



2 

 

 【新】                                 

授業科目 動物実習短期留学 担
当
教
員 

荒木幸子・加藤剛 

科目英名 Short-term Animal Practical Training Abroad 

開講期間 2・3年次通年 選択科目 2単位 科目区分 職業専門科目 

到達目標 

早い時期に大陸として独立し、独自の生態系を有するに至ったオーストラリアは、近代においてヨーロッパ

人の入植により広範で激烈な生態系破壊とその対応と回復とを経験した国である。それゆえ、環境保護意識の

非常に高い国であり、環境保護教育でも高い意識と実績を有している。オーストラリア最大規模の動物園であ

るAustralia Zooは環境保護に大きな役割を果たしていることでも知られているが、この動物園が本学学生の

ために作るカスタム教育プログラムを中心として、現場で用いる実際的な英語によるレクチャー及び動物飼育

体験の実習を通じて、動物のQOLに配慮した動物飼育方法、多文化共生社会における動物展示のあり方、自

然環境保護における動物園の役割などを幅広く学ぶ。 

講義概要 

事前学修として、動物園実習での対応にかかわる英語でのロールプレイングや動物実習短期留学体験者の講話

により実習のポイント等を学んだ後、現地で多種多様な実習を体験する。渡航先では宿舎での共同生活等を通

じ、学生や動物園スタッフらとの交流から多くを学ぶ。帰国後には事後学修として発表を行う。 

授業計画 担当教員 

1 事前学修 1（国内）オリエンテーション（実習目的・内容と履修方法の理解）、英語テ

キストを用いてAustralia Zooについて学ぶ 

荒木・加藤 

2 事前学修 2（国内）Australia Zooでの動物実習短期留学体験者による講話、動物園実習

での対応にかかわる英語でのロールプレイング 

荒木・加藤 

3 動物園実習 1（海外）施設案内と実習の概要説明等 荒木 

4 動物園実習 2（海外）動物園付属野生動物病院見学、ワラビー、カンガルーの飼育管理実習 荒木 

5 動物園実習 3（海外）ハズバンダリー訓練、サイ、キリン等の飼育管理実習 荒木 

6 動物園実習 4（海外）ワオキツネザル、ウォンバット等の飼育管理実習 荒木 

7 動物園実習 5（海外）オーストラリア動物園自然区における野生動物の観察実習 荒木 

8 動物園実習 6（海外）リクガメ、クロコダイル等の飼育管理実習 荒木 

9 動物園演習 7（海外）ディスカッションと実習総括 荒木 

10 事後学修 1（国内）英語による実習報告書の作成（グループワーク） 荒木・加藤 

11 事後学修 2（国内）学生の代表による実習報告（英語）発表及び担当教員による講評 荒木・加藤 

履修上の注意 

海外での生活及び実習の受講に支障がない健康状態であること、定められた日程・実習先で求められる規律

を遵守すること。社会情勢に応じて、また最低参加人数の充足により、開講が決定される。なお、本科目は海

外での実習体験につき、旅費等を含めた別途費用が必要となる。午前・午後の授業計画は現地での状況により

内容が変更になることがある。 

なお、動物園でのレクチャーや実習指導を理解できるレベルのリスニング、語彙力及び疑問点を質問するた

めの英語表現力（スピーキング等）は必要と言えるため、英語 Iの成績がB以上であり、かつ英語 IIを履修

することが本科目の履修の条件となる。また、夏季休業中にヤマザキ動物看護大学で実施される課外授業の英

語集中事前講義（ネイティブのゲストスピーカー）を原則全員が受講すること。留学前には「コミュニケーシ

ョン論」、「動物臨床看護学（基礎・内科）」、「動物生理・繁殖学」、「公衆衛生学」、「コンパニオンアニマルケ

ア論」等を履修することとし、動物園での実習における衛生管理や動物の取り扱いに関する注意事項の事前指

導を行う。 

評価方法（評価基準を含む） 

授業参加状況 70％、発表及びレポート 30％にて総合的に評価する。 

教科書 

適宜プリントおよび視聴覚教材を用いる。実習に関してはオリジナルテキストを配付する。 

参考書、教材等 

Rees『動物園のつくり方―入門動物園学』（農林統計出版）、成島編『大人のための動物園ガイド』（養賢堂）

ほか、適宜資料を配付する。 

 



資料 28-5 

3～4 

①書類等の題名 

資料 28-5. 「動物実習短期留学」及び「研修ボランティア活動」（3～4ページ） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

Education Program Development Confirmation 

教育プログラム開発契約書 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 28-5 

5 

①書類等の題名 

資料 28-5. 「動物実習短期留学」及び「研修ボランティア活動」（5ページ） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

平成 29年度 北海道国内研修（パンフレット） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 28-5 

6 

①書類等の題名 

資料 28-5. 「動物実習短期留学」及び「研修ボランティア活動」（6ページ） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

37th Yamazaki Gakuen U.S.A. Study Tour 2016（パンフレット） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 28-5 

7 

①書類等の題名 

資料 28-5. 「動物実習短期留学」及び「研修ボランティア活動」（7ページ） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

50周年記念 38th Yamazaki Gakuen Australia Study Tour 2017（パンフレット） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 
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【新】                                  

 

 

授業科目 研修・ボランティア活動 担
当
教
員 

井上留美・山村拓也 

科目英名 Volunteer Study ＆ Activity 

開講期間 1・2・3年次 選択科目 1単位 科目区分 総合科目 

到達目標 

動物看護師は、飼い主がペットと安心して生活できる環境を提供する知識と能力を持つことが求めら

れる。地域支援、高齢者支援、障害者支援、震災時支援、イヌやネコの譲渡会などで動物看護師として

の活躍が求められている。この授業では、実際に研修（国内・国外）やボランティアに参加し、「飼い

主と動物」を取り巻く環境に対して、専門職として介入する知識と能力を身に付けることを到達目標と

する。 

 

講義概要 

本学が指定する研修とボランティアに参加することで、それらの意義や原則を理解することとする。

主として「夏季休暇」等を利用した研修やボランティア活動を実践するとともに、事前授業のオリエン

テーション及び事後授業でのディスカッションを含む報告会で成果をまとめる。 

レポートの提出をもって単位の認定を行うこととする。 

 

授業計画 

1 事前学修 1 オリエンテーション、「海外研修」「国内研修」の紹介と研修意義 

2 事前学修 2 ボランティアの意義：ボランティア、地域つくり、活動の紹介① 

3 事前学修 3 ボランティアの意義：ボランティア、地域つくり、活動の紹介② 

4 事前学修 4 ボランティアの意義：ボランティア、地域つくり、活動の紹介③ 

5  

研修・ボランティア  下記予定地のいずれかで実施する（複数選択可） 6 

7 

 ・海外研修：海外における動物看護、飼育等の視察及びセミナー参加（実費） 

 ・国内研修：産業動物における飼育・管理についての実習についての実習等（実費） 

 ・災害時の防災救援ボランティア 

 ・地域活動の支援 

 ・その他：科目担当が認めた研修やボランティア 

8 事後学修 1 ディスカッションを含む報告会 

  

  

  

  

履修上の注意 

研修先との連絡を徹底し、事故のないように注意する。 

「海外研修」および「国内研修」は別途費用が必要となる。詳しい内容は事前授業で説明する。 

（「海外研修」および「国内研修」は、本授業を履修しなくても参加可能な研修である） 

社会情勢によって研修先の変更、及び最低参加人数が充足されない場合等開講しないことがある。 

評価方法（評価基準を含む） 

事前授業、事後授業及び、研修・ボランティアの参加度 70％、レポート 30％ 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書、教材等 

なし 

 



資料29

学術雑誌一覧
No 種別 雑誌名 出版社

1 和雑誌 AS インターズー

2 和雑誌 WAN ペットライフ社

3 和雑誌 いぬのきもち ベネッセコーポレーション

4 和雑誌 どうぶつと動物園 東京動物園協会

5 和雑誌 National geographic 日経ナショナルジオグラフィック社

6 和雑誌 週刊朝日百科　動物たちの地球 朝日新聞社

7 和雑誌 愛犬の友 誠文堂新光社

8 和雑誌 週刊朝日百科　植物の世界 朝日新聞社

9 和雑誌 ねこのきもち ベネッセコーポレーション

10 和雑誌 東獣ジャーナル 東京都獣医師会

11 和雑誌 週刊朝日百科　日本の歴史 朝日新聞社

12 和雑誌 Cats ペットライフ社

13 和雑誌 WWF 世界自然保護基金

14 和雑誌 ペット経営(タイトル変更：Pet Shop Life) 野生社

15 和雑誌 ペットページ 動物の企画社

16 和雑誌 INFOVETS アニマル・メディア社

17 和雑誌 CAP チクサン出版

18 和雑誌 動物たち 日本動物愛護協会

19 和雑誌 marine diving 水中造形センター

20 和雑誌 PRO VET インターズー

21 和雑誌 すばらしい野生の世界ワイルドライフ 財団法人 日本科学協会

22 和雑誌 オールバード 遊々社

23 和雑誌 THE　COMPANION　DOG 社団法人ジャパンケネルクラブ

24 和雑誌 愛犬チャンプ 芸文社

25 和雑誌 私たちの自然 日本鳥類保護連盟

26 和雑誌 ペットワールド ペットライフ社

27 和雑誌 フローリスト 誠文堂新光社

28 洋雑誌 JOURNAL OF THE AMERICAN VETERINARY MEDICAL ASSOCIATION AMERICAN VETERINARY MEDICAL ASSOCIATION

29 洋雑誌 Ranger Rick National Wildlife Federation

30 洋雑誌 VETERINARY TECHNICIAN Veterinary Learning Systems 



1 

 

資料 30 

 

臨地実務実習の授業科目の概要 

 

 

（１）「臨地実習１」（１単位） １年次夏期休暇若しくは春期休暇 

ペットサロン実習 

    １年次夏期又は１年次春期にキャンパス内に併設されているペットサロンにおいて３日

間の実習を行う。臨地実務実習の導入部となることから、「臨地実習４」につながるよう実

習先の業務について 1 日の流れを学び、指導者のもとシャンプー等の基礎的技術を身に付

ける。対象動物の取り扱い方、マナー、技術、ペットサロンの業務を把握し、受付、商品

知識や販売・管理の補助に加え、開店から閉店までの業務を学び、職場でのコミュニケー

ション能力を身に付け、スタッフや飼い主との対応についても学ぶ。 

 

（２）「臨地実習２」（１単位） １年次夏期休暇若しくは春期休暇 

動物病院実習 

    １年次夏期又は１年次春期にキャンパス内に併設されている動物病院において３日間の

実習を行う。臨地実務実習の導入部となることから、「臨地実習３」につながるよう動物病

院の 1 日の業務について、開院前の準備、清掃から消毒法までの衛生管理、動物の逃走防

止のためのドアの開閉、診察台からの転落防止など、動物病院で必要とされる基本的な事

項の確認、動物看護師としての基礎を学ぶ。 

 

（３）「臨地実習３」（４単位） ２年次夏期休暇 動物病院実習 

   ２年次夏期に動物病院において、８日間ずつ２か所で実習を行う。小規模、中規模の動

物病院の業務を体験し、技術と知識の再確認と再修得をさせる。動物病院における動物看

護師の業務の流れや分担を把握し、院内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、手

術の準備及び補助、入院患者のケア、調剤、往診業務、事務作業を学び、看護師のチーム

作業を身に付ける。 

事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育を実施する。 

 

（４）「臨地実習４」（４単位） ２年次春期休暇 動物関連企業実習 

   ２年次春期に動物関連企業等での実習において「臨地実習１〜３」で学んだ動物看護の

素養を活かしながら、動物関連企業等の現場（店舗等）での初任者としての必要な実務を

学び、他のスタッフとチームで働くコミュニケーションを学ぶ。また、必ず２業種の臨地

実務実習を行い、幅広い視野と実践力を培う 

事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育を実施する 

 



2 

 

（５）「臨地実習５」（５単位） ３年次夏期休暇 動物病院実習 

   ３年次夏期の臨地実務実習５は、動物病院への就職を希望する学生が選択する実習で、

７日間ずつ３か所の施設で実習を行う。 

    職業専門科目で学修した内容に加え、展開科目で産業と社会とのつながりを学修したこ

とを通して、動物看護師として幅広い視野を養う。 

事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育を実施する。 

 

（６）「臨地実習６」（５単位） ３年次夏期休暇 動物関連企業実習 

   学生のキャリアにつながる臨地実務実習として、希望進路やその関連分野を臨地実務実

習先とし、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店舗等・団体等）で 7 日間のローテ

ンションでの臨地実務実習を行う。この臨地実務実習では職業専門科目や展開科目で学修

した内容を生かしながら、飼い主のニーズを適切に把握し顧客対応できる従業員の役割を

学ぶ。 

事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育を実施する。 

 



臨　地　実　務　実　習　計　画

講　義 実　習　15単位（450時間）

1業種 2業種 3業種

３施設で実施

・動物口腔ケア実習

・動物病院

３施設で実施

1業種 2業種 3業種

・必ず動物関連企業のうち、2業種で実習を行う

・コンパニオンドックトレーニング論 ・コンパニオンドックトレーニング実習 ・動物病院

・小規模、中規模の動物病院の実習を行う

・動物臨床検査学

・動物臨床看護学（基礎・内科） ・動物臨床看護学（基礎・内科）実習 ・一日の業務の流れを学修する

・キャンパスに併設のペットサロン

・動物形態機能学・組織学実習

・受付、商品知識や販売・管理の補助

・一日の業務の流れを学修する

＜臨地実務実習・学 外＞　15単位（450時間）
＜学　　　　　内＞

臨地実務実習施設例

「

臨
地
実
習
4
」

「

臨
地
実
習
3
」

「

臨
地
実
習
5
」

・コンパニオンアニマルケア実習（応用）

・動物臨床看護学（外科）実習

「

臨
地
実
習
6
」3

年
次

2
年
次

・動物口腔ケア論

・訪問動物看護学

・動物臨床看護学（外科）

・コンパニオンアニマルケア論
（1年次履修）

1
年
次

・動物病院で必要となる基本的事項の確認、動物看護師としての
　基礎を学ぶ

・病院開院まえの準備、清掃から消毒までの衛生管理、動物の逃走
  防止のためのドアの開閉、診察台からの転倒防止などを学ぶ

「

臨
地
実
習
2
」

・対象動物の取り扱い方、マナー、技術、ペットサロンの
　業務を把握する
　

・職場でのコミュニケーション能力を身に付けスタッフや飼い主と
　の対応を学ぶ

・動物形態機能学

・動物形態機能組織学

・コンパニオンアニマルケア論

・動物臨床検査学実習

「

臨
地
実
習
１
」

・コンパニオンアニマルケア実習（基礎）

・キャンパスに併設の動物病院

キャンパスに併設のペットサロン（3日）
　

動物関連企業等での実習　21日間（７日×3施設）

動物病院での実習　21日間　（７日×3施設）

キャンパスに併設の動物病院（3日）
　

動物関連企業実習　16日間　（8日×2施設）

動物病院実習　16日間  （8日×2施設）

・ペットサロン

・ペットショップ

・ペットホテル
・訓練施設
・老犬ホーム
・ペット同伴宿泊施設

・その他のペット関連企業

・動物関連団体

・ペットサロン

・ペットショップ

・ペットホテル
・訓練施設
・老犬ホーム
・ペット同伴宿泊施設

・その他のペット関連企業

・動物関連団体

3
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 2」 評価書  

アニマル・メディカル・センター(動物病院)   

 

 

動物病院名                     実習指導者名                 ○印  

 

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

ゲージからの出し入れ A   B   C 

時間厳守 A   B   C 保定 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 健康チェック A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 看護処置・調剤業務把握 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 入院動物の看護観察 A   B   C 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

器具洗浄・消毒 A   B   C 

各種廃棄物の処理 A   B   C 

事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

商品知識と管理 A   B   C 

備品の整理・整頓 A   B   C 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習３」 評価書 (動物病院)   

 

動物病院名                     実習指導者名                 ○印  

 

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

カルテ整理補助 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 保定 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 看護処置・調剤の準備補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 検体・画像検査の準備補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 手術の準備補助 A   B   C 

 

 

入院動物の看護補助 A   B   C 

往診時の看護補助 A   B   C 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

器具洗浄・消毒 A   B   C 

各種廃棄物の処理 A   B   C 

事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

 商品知識と管理 A   B   C 

 備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習５」 評価書 (動物病院) 

 

動物病院名                     実習指導者名                 ○印  

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

カルテ整理及び準備 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 看護処置 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 調剤の準備 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 検体・画像検査の準備・実施 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 検査関連機器の操作補助 A   B   C 

 

  特殊医療廃棄物の処理補助 A   B   C 

   手術の準備補助 A   B   C 

   入院動物の看護・観察記録の作成 A   B   C 

  

 

入院動物の食事・投薬補助 A   B   C 

  往診時の看護補助 A   B   C 

  衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 
   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄

 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

 

「臨地実習１」 評価書  

シブヤ・ドッグ・ビューティー (ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ)  

 

貴企業（店舗） 

動物病院名                    実習指導者名                 ○印  

 

動物病院名                    実習生氏名                    

 

 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 
 

見 
 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定の観察 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C グルーミングツールの把握 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C ブラッシング補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 品種の把握 A   B   C 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

器具洗浄・消毒 A   B   C 

各種廃棄物の処理 A   B   C 

事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

商品知識と管理 A   B   C 

備品の整理・整頓 A   B   C 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書 (ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ)  

 

 

貴企業（店舗） 

動物病院名                    実習指導者名                 ○印  

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 
動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定・ハンドリング A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C グルーミングツールの扱い  A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C グルーミング補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 預かり動物の安全管理 A   B   C 

   食事の準備補助 A   B   C 

   品種ごとの特性の把握 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

入

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書(ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ)  

 

貴企業（店舗） 

動物病院名                    実習指導者名                 ○印  

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定・ハンドリング A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C グルーミングツールの扱い A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C グルーミング（ブラッシング） A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C グルーミング（シャンプー） A   B   C 

 

 
 

グルーミング（仕上げ） A   B   C 

 

 預かり動物の安全管理 A   B   C 

 

  食事の準備 A   B   C 

 

  品種ごとの特性の修得 A   B   C 

 

  動物美容の知識・技術 A   B   C 

 

  衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

 

  器具洗浄・消毒 A   B   C 

 

  各種廃棄物の処理 A   B   C 

 
  管

理
運
営 

PC操作 A   B   C 
 

  商品知識と管理 A   B   C 

 

  備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

 

見

 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

入

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書(ペットホテル)  

 

貴企業（店舗）                 実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A  B  C 

身だしなみ A   B   C  

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

健康チェック A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話の補助 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 運動（散歩・遊び）の補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 動物美容の知識・技術 A   B   C 

   トレーニングの知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の把握 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 
 

見 
 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書(ペットホテル)  

 

貴企業（店舗）                  実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A  B  C 

身だしなみ A   B   C  
 
 
 

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

健康チェック A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 運動（散歩・遊び） A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 保定・ハンドリング A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 感染予防の知識・技術 A   B   C 

   安全管理の知識・技術 A   B   C 

   動物看護の知識・技術 A   B   C 

   動物美容の知識・技術 A   B   C 

   トレーニングの知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の修得 A   B   C 

   

 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
入
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書 (訓練施設)  

 

訓練施設名                    実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

訓
練
施
設
の
業
務 

保定・ハンドリング A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C トレーニングの補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 動物行動の知識 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

 
動物美容の知識・技術 A   B   C 

品種の特性の把握 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

 

見

 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書(訓練施設)  

 

訓練施設名                  実習指導者名                  ○印  

 

                        実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・就業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

訓
練
施
設
の
業
務 

保定・ハンドリング A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C トレーニング A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C トレーニングツールの扱い A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 安全管理の基礎知識 A   B   C 

 

動物行動の知識 A   B   C 

栄養指導の補助 A   B   C 

動物看護の知識・技術 A   B   C 

 動物美容の知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の修得 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

 

見

 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書(老犬ホーム)  

 

貴施設名（店舗）                実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

健康チェック A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話の補助 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 安全な投薬補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C リハビリテーションの知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 褥瘡管理補助 A   B   C 

   動物看護の知識・技術 A   B   C 

 

動物美容の知識・技術 A   B   C 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

  器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 

 



 

15 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書(老犬ホーム) 

 

貴施設名（店舗）                 実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

健康チェック A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 安全な投薬 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C リハビリテーションの知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 褥瘡管理補助 A   B   C 

   動物看護の知識・技術 A   B   C 

   動物美容の知識・技術 A   B   C 

  

 活動・休息援助技術 A   B   C 

  生体機能管理技術 A   B   C 

   排泄技術 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書 (ペット同伴宿泊施設) 

貴企業（店舗） 

動物病院名                    実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

利用者対応 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 動物美容の知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C トレーニングの知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の把握 A   B   C 

   イベント企画の補助 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 

見 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書 (ペット同伴宿泊施設) 

 

貴企業（店舗）                 実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

利用者対応 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 感染予防 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 疾病・怪我の予防 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 食事の世話 A   B   C 

   動物看護の知識・技術 A   B   C 

   動物美容の知識・技術 A   B   C 

   トレーニングの知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の修得 A   B   C 

   イベント企画の補助 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習４」評価書(その他の動物関連企業)  

 

 貴企業名（店舗）               実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

店
舗
業
務 

動物関連法規の知識 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 安全管理 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 営業活動の補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 消費者対応の補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

   動物美容の知識・技術 A   B   C 

   イベント企画の補助 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 

見 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習６」 評価書(その他の動物関連企業)  

 

貴企業名（店舗）                  実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

店
舗
業
務 

組織の理解 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 動物関連法規の知識 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 安全管理 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 営業活動の補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 消費者対応 A   B   C 

   動物看護・美容の知識・技術 A   B   C 

   商品開発の補助 A   B   C 

   イベント企画の提案・補助 A   B   C 

   広報媒体の編集補助 A   B   C 

   情報管理 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 
実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 
実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習４」 評価書 (動物関連団体)  

 

 

貴団体名                      実習指導者名                 ○印  

 

                           実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

接
遇
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

団
体
活
動 

組織の理解 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 動物関連法規の知識 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 啓蒙活動補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 動物美容の知識・技術 A   B   C 

 

トレーニングの知識・技術 A   B   C 

イベント準備 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 

見 

欄 

基礎能力 
実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習６」 評価書(動物関連団体) 

 

貴団体名                      実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流

れ 

1日の業務流れを把握 A   B   C   

受付・電話対応 A   B   C   始業準備・終業作業 A   B   C   

身だしなみ A   B   C   

団
体
活
動 

組織の理解 A   B   C   

時間遵守 A   B   C   動物関連法規の知識 A   B   C   

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C   啓蒙活動補助 A   B   C   

指示内容の確認 A   B   C   動物看護の知識・技術 A   B   C   

報告・連絡・相談 A   B   C   動物美容の知識・技術 A   B   C   

   トレーニングの知識・技術 A   B   C   

   広報活動 A   B   C   

 

  イベント企画 A   B   C   

 

  イベント準備 A   B   C   

 

  情報管理 A   B   C   

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C   

   商品知識と管理 A   B   C   
   備品の整理・整頓 A   B   C   

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 

見 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
入
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 

 



　
臨地実務実習期間一覧表

月

週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

「臨地実習1」は、事前教育3時間、見学実習3時間、実習3日（1日7時間）、事後教育3時間　計30時間

「臨地実習2」は、事前教育3時間、見学実習3時間、実習3日（1日7時間）、事後教育3時間　計30時間

「臨地実習3」は、事前教育4時間、実習8日間（1日7時間）、事後教育4時間　計120時間

「臨地実習4」は、事前教育4時間、実習8日間（1日7時間）、事後教育4時間　計120時間

「臨地実習5」は、事前教育2時間、実習7日間（1日7時間）、事後教育1時間　計150時間　

「臨地実習6」は、事前教育2時間、実習7日間（1日7時間）、事後教育1時間　計150時間　

「臨地実習1」～「臨地実習4」は必修　　「臨地実習5」及び「臨地実習6」はどちらかを選択

平成31年

「臨地実習１」

「臨地実習２」

「臨地実習１」

「臨地実習３」 「臨地実習４」

「臨地実習２」

「臨地実習２」

「臨地実習１」

平成32年 「臨地実習２」

「臨地実習１」

「臨地実習２」 「臨地実習２」

「臨地実習３」

「臨地実習１」

「臨地実習５」

「臨地実習１」

「臨地実習４」

「臨地実習６」

平成33年

夏季休暇 春季休暇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2
2
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学臨地実務実習委員会細則（案） 

平成31年４月１日 

                                 制定 

（目的） 

第１条 この細則は、ヤマザキ動物看護専門職短期大学（以下「本学」という。）教授規則第

１０条第２項の規定に基づき、臨地実務実習委員会（以下「委員会」という。）の運営に必

要な事項を定めることを目的とする。 

２ 必要に応じて小委員会を置くことができる。 

（構成）  

第２条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

(1) 動物トータルケア学科長 

(2) 動物トータルケア副学科長 

(3) 教務部長 

(4) 学生部長 

(5) 教科担当の専任教員 

(6) 専任教職員の中から学長が指名した者 

（任期） 

第３条 第２条第１項第１号及至５号の委員の任期は、その在職期間とする。 

２ 第２条第１項第６号委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

３ 欠員が生じた場合の補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長等） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、学長が指名する。 

３ 副委員長は、委員の互選により決する。 

４ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

５ 委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代行する。 

（開会） 

第５条 委員会の開催は、委員の３分の２以上の出席を要するものとする。 

２ 委員会が必要と認めたときは、委員以外の関係者を出席させ、意見を聴くことがでる。 

（審議事項） 

第６条 委員会は、次の事項を審議し、実施する。 

(1) 就職支援の研修指導に関する事項 

(2) 企業実習（インターンシップ）及び動物病院実習先の開拓、あっせん等に関する事項 
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(3) 企業実習（インターンシップ）及び動物病院実習実施に関する全般的な指導及び絡 

調整に関する事項 

(4) その他企業実習（インターンシップ）及び動物病院実習に関する事項 

（委員会の議決及び結果の報告） 

第７条 委員会の議決は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決 

るところによる。 

２ 委員会で審議した事項に関しては、その結果又は経過を教授会に報告し、出席者の成 

を得て学長が決定する。 

（事務） 

第８条 委員会の事務は、本学事務局就職支援課及び教務・学生課において行う。 

（細則の改廃） 

第９条 この細則の改正及び廃止は、教授会の意見を聴いて、学長が行う。 

附 則 

この細則は、平成31年４月１日から制定施行する。 

 

 

 



資料30-3
臨地実習３・５　学生ローテーション表

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程 Ｅ日程

1 アニマルメディカルセンター 1 6 11
2 長津田ペットクリニック 2 7 12
3 アマノ動物病院 3 8 13
4 有限会社磯貝動物病院 4 9 14
5 安田獣医科医院 5 10 15
6 ハロー動物病院 新鎌ヶ谷分院 6 11 16
7 ゼファー動物病院 7 12 17
8 木もれ陽動物病院 8 13 18
9 高木動物病院 9 14 19

10 カトウ獣医科 クリニック 10 15 20
11 横浜青葉 どうぶつ病院 11 16 21
12 アルフペット クリニック 12 17 22
13 よしだ動物病院 13 18 23
14 フローラル動物病院 14 19 24
15 さきがおか動物病院 15 20 25
16 いしじま動物病院 16 21 26
17 市原・山口動物病院 17 22 27
18 田中動物病院 18 23 28
19 アステール 動物病院 19 24 29
20 戸田動物病院 20 25 30
21 美園どうぶつ病院 21 26 31
22 後藤動物病院 22 27 32
23 イーリスペット クリニック 23 28 33
24 東いわつき 動物病院 24 29 34
25 みさと動物病院 25 30 35
26 どうぶつクリニック ＮＥＸＴ 26 31 36
27 けやき動物病院 富士見 27 32 37
28 動物病院くまごろう 28 33 38
29 みねぎし動物病院 29 34 39
30 エルザ動物小鳥の病院 30 35 40
31 小動物診療所 31 36 41
32 株式会社ワイ・エイ・シー ようが動物病院 32 37 42
33 本駒込動物病院 33 38 43
34 ひばり動物病院 34 39 44
35 赤羽ペットクリニック 35 40 45
36 梅島動物病院 36 41 46
37 駒沢どうぶつ病院 37 42 47
38 かいぬま動物病院 38 43 48
39 とりうみ動物病院 39 44 49
40 ふく動物病院 40 45 50
41 チコラ動物病院 41 46 51
42 みなみ小金井動物病院 42 47 52
43 ポウズ動物病院 43 48 53
44 ココ動物病院 44 49 54
45 動物病院　川越 45 50 55
46 株式会社Ｔ2コーポレーション たはら動物病院 46 51 56
47 有限会社国領動物病院 47 52 57
48 富士見台どうぶつ 病院 48 53 58
49 株式会社船橋 どうぶつ病院 49 54 59
50 岡部獣医科病院 50 55 60
51 ぬのかわ犬猫病院 51 56 61
52 吉田動物病院 52 57 62
53 本郷獣医科病院 53 58 63
54 ヴァンケット 動物病院 54 59 64
55 ロイヤルペットクリニック　西馬込病院 55 60 65
56 サム動物病院 56 61 66
57 動物病院ヘルスペット 57 62 67
58 池田動物病院 成城通り 58 63 68
59 溝の口犬猫病院 59 64 69
60 かのペットクリニック 60 65 70
61 仲野どうぶつ病院 61 66 71
62 ハリーペット クリニック 62 67 72
63 むかい猫と犬の病院 63 68 73
64 木村動物病院 64 69 74
65 松原ペットクリニック 65 70 75
66 セラピスト動物病院 66 71 76
67 有限会社　ませ動物病院 67 72 77
68 池田動物病院 68 73 78
69 古谷動物病院 69 74 79
70 湘南なぎさ動物病院 70 75 80
71 桜ヶ丘どうぶつ病院 71 76
72 久米川みどり 動物病院 72 77
73 セキ動物病院 73 78
74 辻堂犬猫病院 74 79
75 広尾動物病院 75 80
76 JOY動物病院 76 1
77 株式会社フェイス1　竹原獣医科医院 77 2
78 かぶくん動物病院 78 3
79 アリーズ動物病院 79 4
80 東京ウエスト 動物病院 80 5
81 野毛坂どうぶつ病院 1 6
82 越谷動物医療 センター 2 7

臨地実習３（８日間ずつ２か所） 臨地実習５（７日間ずつ３か所）
№ 研修場所
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臨地実習３・５　学生ローテーション表

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程 Ｅ日程

臨地実習３（８日間ずつ２か所） 臨地実習５（７日間ずつ３か所）
№ 研修場所

83 葉山どうぶつ病院 3 8
84 とねり動物病院 4 9
85 大泉動物病院 5 10
86 ピジョン動物愛護 病院（鳩ヶ谷院） 6 11
87 ノブ動物病院 7 12
88 中田動物病院 8 13
89 アニマルクリニックこばやし 9 14
90 みつわ台動物病院 10 15
91 アン動物病院 11 16
92 松本動物病院 12 17
93 オアシス動物病院 13 18
94 上田動物病院 14 19
95 アニホスフォレスト株式会社　Pet Clinicアニホス 15 20
96 西湘動物病院 16 21
97 有限会社いちかわ動物病院 17 22
98 マーブル動物医療センター 18 23
99 野田動物病院 19 24

100 指扇ペットクリニック 20 25
101 リバーズ動物病院 21 26
102 七光台どうぶつ病院 22 27
103 有限会社サワムラベッツ　沢村獣医科病院 23 28
104 谷口動物病院 24 29
105 動物病院ＮＯＲＩＫＯ 25 30
106 ワシントン動物病院 26 31
107 コトー動物病院 27 32
108 井上動物病院 28 33
109 かわはら動物病院 29 34
110 一之江どうぶつ病院 30 35
111 マリーナストリート おかだ動物病院 31 36
112 水上犬猫鳥の病院 32 37
113 てらぞの動物病院 33 38
114 ベルノス動物病院 34 39
115 新習志野どうぶつ 病院 35 40
116 千歳船橋あむ動物病院 36 41
117 藤の花どうぶつ病院 37 42
118 公益財団法人 日本小動物医療 センター 38 43
119 海浜動物医療センター 39 44
120 はやし動物病院 40 45
121 城山通りどうぶつ 病院 41 46
122 つなしま動物病院 42 47
123 吉祥寺どうぶつ病院 43 48
124 株式会社日本動物高度医療センター 44 49
125 石黒動物病院 45 50
126 よしむら動物病院 46 51
127 七里動物病院 47 52
128 ワラビー動物病院 48 53
129 やまなか動物病院 49 54
130 モフ動物病院 50 55
131 エルム動物病院　　　 51 56
132 多摩クラーク動物病院 52 57
133 株式会社GRAND　DESIGN明和動物愛護病院 53 58
134 株式会社マイクレスト　クレスト動物病院 54 59
135 関水動物病院 55 60
136 新浦安太田動物病院 56 61
137 ハダ動物病院 57 62
138 あさか台動物病院 58 63
139 アニムペットクリニック 59 64
140 西荻動物病院 60 65
141 上石神井動物病院 61 66
142 ワラビ―動物病院グループ　はとがや動物病院 62 67
143 どうぶつ眼科　Eye Vet 63 68
144 合同会社　ゆう動物クリニック 64 69
145 株式会社港北どうぶつ病院 65 70
146 くみ動物病院 66 71
147 株式会社ZR　オールペットクリニック 67 72
148 タムどうぶつ病院 68 73
149 山田動物病院 69 74
150 湖畔どうぶつ病院 70 75
151 山本どうぶつ病院 71 76
152 有限会社さがみ中央動物医療センター 72 77
153 ブライト動物病院 73 78
154 向平動物病院 74 79
155 株式会社Vets United　アリサ動物病院 75 80
156 高ヶ坂動物病院 76 1
157 株式会社FIELD　森の樹どうぶつ病院 77 2
158 高橋動物病院 78 3
159 Willどうぶつ病院 79 4
160 習志野動物医療センター　りょう動物病院 80 5
161 グリーン動物病院 1 6
162 目黒洗足動物病院 2 7
163 畑沢動物病院 3 8
164 小鳥のセンター病院 4 9
165 どうぶつのセンター病院 5 10
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資料30-4

会社名 業種（詳細）

1 株式会社サンリングペットサロンSIT ペットサロン 1 12
2 ペットサロン　モグMOGU ペットサロン 2 13
3 ペットの保育園Will ペットサロン 3 14
4 トリミングスタジオ　Oasis  ペットサロン 4 15
5 Pｅｔ’s Lｉｆｅ ペットサロン 5 16
6 ドッグサロンLC ペットサロン 6 17
7 PET SALON KUMIKO ペットサロン 7 18
8 Supreme 舞浜スタジオ ペットサロン 8 19
9 株式会社　BELL-PET ペットサロン 9 20

10 株式会社ワイズドギー　渋谷西武モントゥトゥ ペットサロン 10 21
11 グルーミングサロングリム ペットサロン 11 22
12 ANIER -Dog Grooming Room- ペットサロン 12 23
13 Pet　Salon　Jupiter ペットサロン 13 24
14 Dog Grooming Salon cotaz ペットサロン 14 25
15 Dog Place Oasis ペットサロン 15 26
16 ペットサロンうちの仔 ペットサロン 16 27
17 株式会社DLC　DOGLIFE　川口店 ペットサロン 17 28
18 株式会社DLC　DOGLIFE　浦和店 ペットサロン 18 29
19 シブヤ・ドッグ・ビューティー ペットサロン 19 30
20 アトリエモモ-ワン ペットサロン 20 31
21 ペットショップジュニア池袋 ペットショップ 21 32
22 株式会社オーグ　うさぎのしっぽ　横浜店 ペットショップ 22 33
23 株式会社モントウトウ ペットショップ 23 34
24 ペットの専門店コジマ新宿店 ペットショップ 24 35
25 ペットの専門店コジマ八王子店 ペットショップ 25 36
26 ペットの専門店コジマ松戸店 ペットショップ 26 37
27 ペットの専門店コジマ竹ノ塚店 ペットショップ 27 38
28 ペットの専門店コジマ青戸店 ペットショップ 28 39
29 ペットの専門店コジマ浦和店 ペットショップ 29 40
30 ペットの専門店コジマ花小金井店 ペットショップ 30 41
31 ペットの専門店コジマ大宮店 ペットショップ 31 42
32 ペットの専門店コジマ目黒店 ペットショップ 32 43
33 ペットの専門店コジマ相模原店 ペットショップ 33 44
34 ペットの専門店コジマ川越店 ペットショップ 34 45
35 ペットの専門店コジマ洗足店 ペットショップ 35 46
36 ペットの専門店コジマ足立店 ペットショップ 36 47
37 ペットの専門店コジマ高井戸店 ペットショップ 37 48
38 ペットの専門店コジマ中野店 ペットショップ 38 49
39 ペットの専門店コジマ三軒茶屋店 ペットショップ 39 50
40 ペットの専門店コジマ阿佐ヶ谷店 ペットショップ 40 51
41 ペットの専門店コジマ新小岩店 ペットショップ 41 52
42 ペットの専門店コジマ板橋店 ペットショップ 42 53
43 ペットの専門店コジマ練馬店 ペットショップ 43 54
44 ペットの専門店コジマ亀戸店 ペットショップ 44 55
45 ペットの専門店コジマ三郷店 ペットショップ 45 56
46 ペットの専門店コジマアリオ葛西店 ペットショップ 46 57
47 ペットの専門店コジマベイタウン横浜本牧店 ペットショップ 47 58
48 ペットの専門店コジマアリオ柏店 ペットショップ 48 59
49 ペットの専門店コジマ西篠崎店 ペットショップ 49 60
50 ペットの専門店コジマアリオ蘇我店 ペットショップ 50 61
51 ペットの専門店コジマアリオ西新井店 ペットショップ 51 62
52 ペットの専門店コジマアリオ市原店 ペットショップ 52 63
53 ペットの専門店コジマフォルテ津田沼店 ペットショップ 53 64
54 ペットの専門店コジマ六本木店 ペットショップ 54 65
55 ペットの専門店コジマアリオ深谷店 ペットショップ 55 66
56 ペットの専門店コジマアリオ橋本店 ペットショップ 56 67
57 ペットの専門店コジマ国分寺店 ペットショップ 57 68
58 ペットの専門店コジマ府中店 ペットショップ 58 69
59 ペットの専門店コジマアリオ北砂店 ペットショップ 59 70
60 ペットの専門店コジマモラージュ菖蒲店 ペットショップ 60 71
61 ペットの専門店コジマイーアスつくば店 ペットショップ 61 72
62 ペットの専門店コジマ田端店 ペットショップ 62 73
63 ペットの専門店コジマアリオ亀有店 ペットショップ 63 74
64 ペットの専門店コジマ蕨錦町店 ペットショップ 64 75
65 ペットの専門店コジマ和光店 ペットショップ 65 76
66 アサヒペット株式会社　都築店 ペットショップ 66 77
67 アサヒペット株式会社　多摩店 ペットショップ 67 78

68 アサヒペット株式会社　湘南店 ペットショップ 68 79
69 アサヒペット株式会社　ＭＡＲＫ ＩＳ みなとみらい店 ペットショップ 69 80
70 アサヒペット株式会社　港北ニュータウン店 ペットショップ 70
71 アサヒペット株式会社　トレッサ横浜店 ペットショップ 71
72 アサヒペット株式会社　二俣川本店 ペットショップ 72
73 ＤＯＧ’Ｓ ＣＡＲＥ ＪＯＫＥＲ 六本木ヒルズ店 ペットショップ 73
74 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと柏の葉店 ペットショップ 74
75 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと横浜店 ペットショップ 75
76 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ そごう横浜店 ペットショップ 76
77 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ そごう大宮店 ペットショップ 77
78 ＪＯＫＥＲ ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＡＶＥＮＵＥ 二子玉川店 ペットショップ 78
79 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ むさし村山店 ペットショップ 79
80 ヨネヤマプランテイション本店 ペットショップ 80

臨地実習４
（８日間ずつ２か所）

Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程Ａ日程

臨地実習６
（７日間ずつ３か所）

Ｅ日程

臨地実習4・6　学生ローテーション表
（ペットショップ・サロンは1名、ペット用品販売は2名、動物関連施設は4名で設定）
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会社名 業種（詳細）

臨地実習４
（８日間ずつ２か所）

Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程Ａ日程

臨地実習６
（７日間ずつ３か所）

Ｅ日程

臨地実習4・6　学生ローテーション表
（ペットショップ・サロンは1名、ペット用品販売は2名、動物関連施設は4名で設定）

81 ペットエコ横浜　港北ニュータウン店 ペットショップ 1
82 ペットエコ横浜　湘南店 ペットショップ 2
83 ペットエコ横浜　都築店 ペットショップ 3
84 ペットエコ横浜　多摩店 ペットショップ 4
85 ペットエコ横浜　世田谷店 ペットショップ 5
86 ペットエコＤＯＰ　元住吉店 ペットショップ 6
87 ペットエコ　トレッサ横浜店 ペットショップ 7
88 ペットエコＤＯＰ　大口店 ペットショップ 8
89 ペットエコ横浜　上大岡店 ペットショップ 9
90 ペットエコ　多摩本店 ペットショップ 10
91 吉田観賞魚販売（ヨシダ・フィッシュファームズ） ペットショップ 11
92 クラブケンケン　田園調布店 ペットホテル 1 24 47
93 株式会社ツルーサービス　のんびーはうす ペットホテル 2 25 48

94 大井警察犬訓練所 訓練施設 3 26 49
95 株式会社フロムパピー　ファミリーナガーデン南青山 訓練施設 4 27 50
96 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　稲城店 訓練施設 5 28 51
97 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　向ヶ丘遊園店 訓練施設 6 29 52
98 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　中目黒店 訓練施設 7 30 53
99 株式会社　Animal　Life　Solutions　スタディ・ドッグ・スクール 訓練施設 8 31 54

100 デイケアガーデングリーングラスロッジ 老犬ホーム 9 32 55
101 老犬ホームあしあと 老犬ホーム 10 33 56
102 DOG　PARTNERS 老犬ホーム 11 34 57
103 東京ペットホーム 老犬ホーム 12 35 58
104 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート富士 宿泊施設 13 36 59 70
105 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート箱根雲外荘 宿泊施設 14 37 60 71
106 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート御影用水 宿泊施設 15 38 61 72
107 東京建物リゾート株式会社レジーナリゾート蓼科 宿泊施設 16 39 62 73
108 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート旧軽井沢 宿泊施設 17 40 63 74
109 株式会社ベリークルーズ　しぶこえ館山 宿泊施設 18 41 64 75
110 株式会社ベリークルーズ　しぶごえ御宿海岸 宿泊施設 19 42 65 76
111 株式会社ベリークルーズ　修善寺　絆 宿泊施設 20 43 66 77
112 株式会社ベリークルーズ　鬼怒川　絆 宿泊施設 21 44 67 78
113 株式会社ベリークルーズ　フェニックスウイング白馬 宿泊施設 22 45 68 79
114 株式会社共立メンテナンス　ルシアン旧軽井沢 宿泊施設 23 46 69 80
115 株式会社フリーステッチ ペット用品開発 1 47 13 53
116 ZOO JAPAN　CO;LTD.　 ペット用品販売 2 48 14 54
117 ZOO新大久保 ペット用品販売 3 49 15 55
118 ZOO四ツ谷 ペット用品販売 4 50 16 56
119 ZOO恵比寿 ペット用品販売 5 51 17 57
120 ZOO六本木 ペット用品販売 6 52 18 58
121 ZOO新宿 ペット用品販売 7 53 19 59
122 ZOO渋谷サロン ペット用品販売 8 54 20 60
123 GREEN DOG SQUARE ペット用品販売 9 55 21 61
124 GREEN DOG 東京ミッドタウン ペット用品販売 10 56 22 62
125 GREEN DOG 代官山 ペット用品販売 11 57 23 63
126 GREEN DOG 湘南 ペット用品販売 12 58 24 64
127 ビューティプラステラスモール湘南 ペット用品販売 13 59 25 65
128 イオンペット　テラスモール湘南 ペット用品販売 14 60 26 66
129 イオンペットしつけ教室　浦和美園 ペット用品販売 15 61 27 67
130 イオンペットビューティサロン　浦和美園 ペット用品販売 16 62 28 68
131 イオンペット　浦和美園 ペット用品販売 17 63 29 69
132 イオンペットビューティサロンペコスレイクタウン ペット用品販売 18 64 30 70
133 ＰＥＣＯＳ　レイクタウン ペット用品販売 19 65 31 71
134 ペテモ　与野 ペット用品販売 20 66 32 72
135 ペテモビューティサロン　与野 ペット用品販売 21 67 33 73
136 イオンペットビューティサロン　相模原 ペット用品販売 22 68 34 74
137 イオンペット　相模原 ペット用品販売 23 69 35 75
138 相模原どうぶつ医療センターしつけ教室 ペット用品販売 24 70 36 76
139 ペットインロイヤル幕張新都心 ペット用品販売 25 71 37 77
140 ドッグトレーニング　ペコス幕張新都心店 ペット用品販売 26 72 38 78
141 イオンペットビューティサロンペコス幕張新都心店 ペット用品販売 27 73 39 79
142 イオン動物医療センター幕張新都心(介護) ペット用品販売 28 74 40 80
143 pecos　幕張新都心 ペット用品販売 29 75 41
144 イオンペット　柏 ペット用品販売 30 76 42
145 イオンペットビューティサロン　柏 ペット用品販売 31 77 43
146 イオンペットビューティサロン　千葉ニュータウン ペット用品販売 32 78 44
147 イオンペット　千葉ニュータウン ペット用品販売 33 79 45
148 ぺテモ　日の出 ペット用品販売 34 80 46
149 イオンしつけ教室　日の出 ペット用品販売 35 1 47
150 ぺテモビューティサロン　日の出 ペット用品販売 36 2 48
151 乗馬クラブクレイン東京 乗馬施設 37 3 49
152 株式会社湘南動物プロダクション 動物レンタル 38 4 50
153 アニコム損害保険株式会社 ペット保険 39 5 51
154 ペットメディカルサポート株式会社 ペット保険 40 6 52
155 公益財団法人日本動物愛護協会 ペット関連団体 41 7
156 公益財団法人日本盲導犬協会　日本盲導犬総合センター ペット関連団体 42 8
157 社会福祉法人日本介助犬協会 ペット関連団体 43 9
158 特定非営利活動法人 聴導犬育成の会 ペット関連団体 44 10
159 特定非営利活動法人日本動物衛生看護師協会 ペット関連団体 45 11
160 公益社団法人日本動物福祉協会　新東京支部 ペット関連団体 46 12

2
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基礎能力の段階的到達目標（共通項目） 

評価項目（基礎能力） 
到達目標 

臨地実習 1・2 臨地実習 3・4 臨地実習 5・6 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶 

言葉づかい 

接遇 

礼儀正しい言葉づかい、 

挨拶、態度を心掛ける 

接遇マナーができる 

顧客対応を学ぶ 

接遇マナーができる 

顧客対応を補助する 

受付・電話対応 

受付・電話の取り次ぎ方法を

学び、適宜メモを取って担当

者へ連絡する 

受付・電話の取り次ぎができ

る 
受付・電話対応ができる 

身だしなみ 
清潔な身だしなみを心掛け

る 

その場に応じた身だしなみ

ができる 

その場に応じた身だしなみ

ができる 

時間厳守 時間管理に従う 
業務に合わせた時間管理 

ができる 

1日のスケジュール管理がで

きる 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 

スタッフとの協調性を以て

コミュニケーション能力を

養う 

スタッフとの協調性を以て

コミュニケーションを図る 

スタッフに加え顧客とのコ

ミュニケーションも図る 

指示内容の確認 
指示の内容を確認し復唱 

する 

指示の内容に加えその意図

を把握する 

指示の内容に加えその意図

を把握したうえで行動に移

す 

報告・連絡・相談 

報告・連絡・相談の必要性を

理解し、スタッフの報告内容

を確認する 

報告・連絡・相談を積極的に

心掛ける 

状況を把握して報告・連絡・

相談を積極的にできる 
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「臨地実習 2・3・5」（動物病院）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習２ 臨地実習３ 臨地実習５ 

アニマルメディカルセンター（動物病院） 動物病院 動物病院 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・１日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・流れに沿って事前準備する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 
・業務の流れの中で臨機応変な対応

ができる 

始業準備・終業作業 
・始業準備、終業作業を把握 

できる 
始業準備・終業作業 

・始業準備、終業作業の補助が 

できる 
始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

ゲージからの出し入れ 
・ゲージからの出し入れを把握 

する 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

カルテ整理補助 ・カルテ整理の補助ができる 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

カルテ整理及び準備 ・カルテ整理及び準備ができる 

保定 
・診療、検体採取時の保定を 

把握する 
保定 ・診療、検体採取時の保定ができる 看護処置 ・診療・検体採取時の保定ができる 

健康チェック 

・基本的な（体温、体重、脈拍、

呼吸等）健康チェックを把握 

する 

看護処置、調剤の準備 

補助 
・健康チェックの補助ができる  ・全身的な健康チェックができる 

看護処置・調剤業務把握 
・看護処置（口腔ケアを含む）を

把握する 
 

・看護処置（介護・口腔ケアを含む） 

及び記録の補助ができる 
 

・看護処置（介護・口腔ケアを含む）

及び記録ができる 

 ・調剤業務を把握する  ・調剤の準備の補助ができる 調剤の準備 ・調剤の準備ができる 

 
・手術を見学し、準備の補助を 

把握する 

検体・画像検査の準備 

補助 
・検体検査の準備補助ができる 検体・画像検査の準備・実施 

・検体検査の手順を理解し実施する

ことができる 

入院動物の看護観察 
・入院動物の看護観察、食事 

管理を把握する 
 ・画像検査の準備補助ができる 

 
・画像検査の準備、実施ができる 

  手術の準備補助 ・手術の準備の補助ができる 
検査関連機器の操作 

補助 
・検査関連機器を操作補助ができる 

  入院動物の看護補助 ・入院動物の看護補助ができる 
特殊医療廃棄物の処理 

補助 

・特殊医療廃棄物の処理補助が 

できる 

   ・入退院時の準備補助ができる 手術の準備補助 ・手術の準備の補助ができる 

   ・食事管理の補助ができる 
入院動物の看護・観察 

記録の作成 

・入院動物の看護、観察記録が作成

できる 

  往診時の看護補助 ・往診時の看護補助ができる 
入院動物の食事・投薬 

補助 

・入院動物の食事、投薬補助が 

できる 

    往診時の看護補助 ・往診時の看護補助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 
・院内清掃、リネン類の洗濯 

ができる 衛
生
管
理 

清掃 ・院内外の清掃ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・院内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 
・器具洗浄、消毒方法を理解 

する 
器具洗浄・消毒 

・器具洗浄、消毒、滅菌の補助 

ができる 
器具洗浄・消毒 

・器具洗浄、消毒、滅菌の実施 

ができる 

各種廃棄物の処理 
・各種廃棄物の処理について 

理解する 
各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PCの基本的操作ができる 
事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 
事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・商品知識と管理を把握する 商品知識と管理 
・飼養関連商品の管理補助が 

できる 
商品知識と管理 ・飼養関連商品の管理ができる 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理・整頓ができる 
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「臨地実習 1・4・6」（ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習１ 臨地実習４ 臨地実習６ 

シブヤ・ドッグ・ビューティ 

（ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ） 
ペットサロン(動物病院美容部門を含む)ペットショップ ペットサロン(動物病院美容部門を含む)ペットショップ 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・流れに沿って事前準備する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 
・業務の流れの中で臨機応変な対応 

ができる 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業を把握する 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定の観察 
・基本的な保定、ハンドリングの  

把握 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングの補助ができる 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングができる 

健康チェック 
・基本的な（体温、体重、脈拍、呼

吸等）健康チェックを把握する 
健康チェック 

・全身的な健康チェックの補助が 

できる 
健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

グルーミングツールの 

把握 
・グルーミングツールを把握する グルーミングツールの扱い 

・グルーミングツールの扱い（ハサミ

等）ができる 

グルーミングツールの 

扱い 

・グルーミングツールの扱い（全般） 

ができる 

ブラッシング補助 ・ブラッシングの補助ができる グルーミング補助 
・グルーミング（ブラッシング、シャ

ンプー、カット等）の補助ができる 

グルーミング（ブラッ 

シング） 

・グルーミング（ブラッシング）が 

できる 

 
・基礎的なグルーミングの知識、 

技術を把握する 
 

・基礎的なグルーミングの知識、技術

がある 

グルーミング（シャン 

プー） 

・グルーミング（シャンプー）が 

できる 

品種の把握 ・来店する犬・猫の品種を把握する 預かり動物の安全管理 
・預かり動物の安全管理の補助が 

できる 
グルーミング（仕上げ） ・グルーミング（仕上げ）ができる 

  食事の準備補助 ・食事の準備の補助ができる 預かり動物の安全管理 ・預かり動物の安全管理ができる 

  品種ごとの特性の把握 
・来店する犬・猫の品種ごとの知識、

習性、特徴を覚える 
食事の準備 ・食事の準備ができる 

 
  

 品種ごとの特性の修得 
・来店する犬・猫の品種ごとの知識、

習性、特徴を修得する 

 
  

 動物看護の知識・技術 
・基礎的な動物看護の知識、技術が 

ある 

衛
生
管
理 

清掃 
・院内清掃、リネン類の洗濯が 

できる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒方法を理解する 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる  ・施設内の消臭ができる 

各種廃棄物の処理 
・各種廃棄物の処理について理解 

する 
各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消臭、消毒ができる 

    各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PCの基本的操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・商品知識と管理を把握する 商品知識と管理 ・飼養関連商品の管理補助ができる 商品知識と管理 ・飼養関連商品の管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる    ・来店客の対応ができる 

  
備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる  ・商品説明をすることができる 

   
 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 
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「臨地実習 4・6」（ペットホテル）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

ペットホテル ペットホテル 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

健康チェック ・全身的な健康チェックの補助ができる 

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

食事の世話の補助 ・フードを準備し食事の世話の補助ができる 食事の世話 ・フードを準備し食事の世話ができる 

運動（散歩・遊び）の補助 ・運動（散歩・遊び）の補助ができる 運動（散歩・遊び） ・運動（散歩・遊び）をさせる 

 ・保定、ハンドリングの補助ができる 保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 感染予防の知識・技術 ・感染予防の知識、技術がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 安全管理の知識・技術 ・安全管理の知識、技術がある 

トレーニングの知識・技術 ・基礎的なトレーニングの知識、技術がある 動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

品種ごとの特性の把握 ・品種ごとの知識、習性、特徴を覚える 動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

  トレーニングの知識・技術 ・トレーニングの知識、技術がある 

  品種ごとの特性の修得 ・品種ごとの知識、習性、特徴を修得する 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 
衛
生
管
理 

事
務
的
管
理 

清掃 ・施設内・外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄・消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・ペットホテルで取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・ペットホテルで取り扱う商品の仕様・用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち理解できる  
・動物のライフステージに見合うペットフードや用品等につい

て説明ができる 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる  ・商品知識と管理を修得している 

  備品の整理・整頓 ・備品の整理・整頓ができる 

 



    

          4 

「臨地実習 4・6」（訓練施設）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

訓練施設 訓練施設 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・就業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

訓
練
施
設
の
業
務 

保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングの補助ができる 

訓
練
施
設
の
業
務 

保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングができる 

健康チェック ・全身的な健康チェックの補助ができる 健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

トレーニングの補助 ・トレーニングの知識、技術を把握する トレーニング ・トレーニングの補助ができる 

 ・トレーニングツールの扱い方を覚える  ・トレーニングの知識がある 

動物行動の知識 ・基礎的な動物行動学の知識がある トレーニングツールの扱い ・トレーニングツールの扱い方を修得する 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 安全管理の基礎知識 ・安全管理の基礎知識がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 動物行動の知識 ・動物行動の知識がある 

品種ごとの特性の把握 ・品種ごとの知識、習性、特徴を覚える 栄養指導の補助 ・栄養指導の補助ができる 

  動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

  動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

  品種ごとの特性の修得 ・品種ごとの知識、習性、特徴を修得する 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 
事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・訓練施設で取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・訓練施設で取り扱う商品の仕様、用途を把握する 

 ・商品知識に興味を持ち理解できる  ・商品知識と管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 

 



 

          5 

「臨地実習 4・6」（老犬ホーム）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

老犬ホーム 老犬ホーム 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の作業補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

健康チェック ・全身的な健康チェックの補助ができる 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

食事の世話の補助 ・フードを準備し、食事の世話の補助ができる 食事の世話 ・フードを準備し、食事の世話ができる 

安全な投薬の補助 ・安全な投薬補助ができる 安全な投薬 ・安全な投薬ができる 

リハビリテーションの知識・技術 ・リハビリテーションの知識、技術がある リハビリテーションの知識・技術 ・リハビリテーションの知識、技術がある 

褥瘡管理補助 ・褥瘡管理の補助ができる 褥瘡管理補助 ・褥瘡管理の補助ができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

  活動・休息援助技術 ・活動、休息援助技術がある 

  生体機能管理技術 ・生体機能管理技術がある 

  排泄技術 ・動物の排泄援助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・老犬ホームで取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・老犬ホームで取り扱う商品の仕様、用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち、理解できる  ・商品知識と管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 

 



 

          6 

「臨地実習 4・6」（ペット同伴宿泊施設）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

ペット同伴宿泊施設 ペット同伴宿泊施設 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

利用者対応 ・利用者の対応補助ができる 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

利用者対応 ・利用者の対応ができる 

食事の世話 ・フードを準備し食事の世話の補助ができる 健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 感染予防 ・感染予防の知識がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 疾病・怪我の予防 ・疾病、怪我の予防について修得している 

トレーニングの知識・技術 ・基礎的なトレーニングの知識、技術がある 食事の世話 ・フードを準備し食事の世話ができる 

品種ごとの特性の把握 ・品種ごとの知識、習性、特徴を覚える 動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

イベント企画の補助 ・イベント企画を理解し補助ができる 動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

  トレーニングの知識・技術 ・トレーニングの知識、技術がある 

  品種ごとの特性の修得 ・品種ごとの知識、習性、特徴を修得する 

  イベント企画の補助 ・イベント企画の補助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・宿泊施設で取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・宿泊施設で取り扱う商品の仕様、用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち理解できる  ・商品知識と管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 

 



 

          7 

「臨地実習 4・6」（その他の動物関連企業）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

その他の動物関連企業 その他の動物関連企業 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

店
舗
業
務 

動物関連法規の知識 ・動物関連法規の知識がある 

店
舗
業
務 

組織の理解 ・企業の組織の理解ができる 

安全管理 ・安全管理を把握する 動物関連法規の知識 ・動物関連法規の知識がある 

営業活動の補助 ・営業活動を理解し補助ができる 安全管理 ・安全管理の補助ができる 

消費者対応の補助 ・消費者対応の補助を把握する 営業活動の補助 ・営業活動の補助ができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 消費者対応 ・消費者対応の補助ができる 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 動物看護・美容の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

イベント企画の補助 ・イベント企画を理解し補助ができる  ・動物美容の知識、技術がある 

 ・広報媒体を理解し補助ができる 商品開発の補助 ・商品開発の補助ができる 

 ・情報管理を把握する イベント企画の提案・補助 
・イベント企画の提案、補助が 

できる 

  
広報媒体の編集補助 ・広報媒体の編集補助ができる 

  
情報管理 ・情報管理の補助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・企業で取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・企業で取り扱う商品の仕様、用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち、理解できる  ・商品知識と管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 

 

 



 

          8 

「臨地実習 4・6」（動物関連団体）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

動物関連諸団体 動物関連諸団体 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

団
体
活
動 

組織の理解 ・団体の組織を把握する 

団
体
活
動 

組織の理解 ・団体の組織を理解できる 

動物関連法規の知識 ・動物関連法規の知識がある 動物関連法規の知識 ・動物関連法規の知識がある 

啓蒙活動補助 ・啓蒙活動の補助ができる 啓蒙活動補助 ・啓蒙活動の補助ができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

トレーニングの知識・技術 ・基礎的なトレーニングの知識、技術がある トレーニングの知識・技術 ・トレーニングの知識、技術がある 

イベント準備 ・広報活動を把握する 広報活動 ・広報活動の補助ができる 

 
・イベント企画について理解し補助ができる イベント企画 ・イベント企画に参加、実施ができる 

 
・イベント準備の補助ができる イベント準備 ・イベント準備ができる 

 
・情報管理を把握する  ・イベント等の趣旨を理解し参加者に説明することができる 

 
 情報管理 ・情報管理の補助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・適切な消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・適切な消毒をすることができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・イベント等で使用する商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・イベント等で使用する商品の仕様、用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち、理解できる  ・商品についての正しい説明を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる  ・商品知識と管理を修得している 

  
備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 
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１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し 

 学校法人ヤマザキ学園は、平成 22 年に 4 年制大学ヤマザキ学園大学を開学したが、この大学は高

等教育機関として動物看護学を母体として出来た日本で初めての大学である。各高等学校の進路指導

の方針が変更され、4 年制大学への進学率を上げる方向に向き始めているため、高校生も 4 年制大学

への志向となっている。しかしながら、4 年間で大学における教育・研究を受けるよりも早く知識及

び技術を修得して社会で活躍することを希望する階層も多数いることも事実である。ヤマザキ動物看

護専門職短期大学は、専門職短期大学設置の趣旨に沿って、より高度な専門生を求めて 3年制専門学

校から 3年制専門職短期大学に振り替えるのである。 

ヤマザキ動物専門学校が有しているデータ及び公的機関による統計調査の公表データを用い、志願

者倍率・18歳人口の推移の観点から長期的かつ安定的に学生の確保を図ることができる見通しがある

ことを示している。 

 要旨については「ア 定員充足の見込み」にて記載し、説明に用いた客観的なデータの詳細につい

ては「イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要」に記載している。 

 

ア 定員充足の見込み 

定員設定の考え方 

 ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科の収容定員については、教育の質を今後も

保証する上でヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科の受入れ水準を超えないことが重要である。

一方で、評価された質の高い人材を数多く輩出していくことも重要である。そのため、申請する学科

についてヤマザキ動物看護短期大学動物看護学科の平成 16年度から平成 21年度までの過去 6年間の

志願状況（資料 1）およびヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科の平成 25年度から平成 29年度

までの過去 5年間の入学者数を依拠として、教育上の諸条件に鑑みた上で定員 80名を設定している。 

 ヤマザキ動物看護短期大学は、平成 16 年に入学定員 100 名で開学した。開学時より完成年度の 6

年間の志願動向（資料 1）は、初年度、志願者 512 人、受験者 485 人、合格者 133 人、入学者 129

人、志願倍率 5.12であり、3年制動物看護学科の定員は充足されていることから、ヤマザキ動物看護

専門職短期大学 3年制の学科新設に対しても期待される。 

 また、ヤマザキ動物専門学校と同水準の入学者選抜ができることを確認しており、定員充足の見込

みが立っていることも定員設定の考え方の１つである。 

 

（表 1） 

【平成 16年度から平成 21年度までのヤマザキ動物看護短期大学の志願状況】 

入試年度 入学定員 志願者 受験者 合格者 入学者 志願倍率 定員充足率 

平成16年度 100 512 － 133 129 5.12 － 

平成17年度 100 386 － 151 129 3.86 － 

平成18年度 100 321 － 158 129 3.21 129.0% 

平成19年度 116 209 － 170 147 1.80 128.2% 

平成20年度 116 198 － 170 149 1.71 128.0% 

平成21年度 116 153 － 145 132 1.32 123.0% 
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定員を充足する見込み 

 (1) 志願者倍率（ヤマザキ動物専門学校の志願動向） 

   ヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科の平成 25年度から平成 29年度までの過去 5年間の

志願状況（表 2）について調査した。 

   5年間の志願倍率は、平成 25年度 0.71倍、平成 26年度 0.71倍、平成 27年度 0.64倍、平成

28 年度 0.96 倍、平成 29 年度 0.79 倍を確保している。平成 28 年度より入学定員を 120 名から

80 名に変更したため、過去 2 年間の志願倍率を算出すると 0.86 倍となり、安定的に受験者を確

保することが可能であることを示している。 

 

 (2) 志願者倍率（地域的な志願動向） 

   入学定員に対する志願者数の倍率について、平成 29 年度調査結果として日本私立学校振興・

共済事業団の「私立大学・短期大学等入学志願動向」短期大学に掲載されている「地域別の動向」

における入学定員に対する志願者数の平成 27年度から平成 29年度の過去 3年間の倍率（資料 2）

を比較すると、通学圏である埼玉県が 1.03倍、千葉県が 1.08倍、東京都が 2.02倍、神奈川県が

1.25 倍、関東地域合計 1.58 倍であり、いずれの地域に所在する短期大学の平均的な志願者倍率

も上回っており、当時のヤマザキ動物看護短期大学の志願状況を鑑みると、受験者を確保するこ

とが可能と考える。 

 

 (3) 18歳人口の推移 

   ヤマザキ動物看護専門職短期大学を受験する高校生等は、東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県

に所在する高等学校等からが多数を占めている。これらの都県について将来的な 18 歳人口を文

部科学省の「学校基本調査」に掲載されている都道府県別在学者数の推移（資料 3）から推計す

ると、18歳人口の減少傾向はあるものの、その減少率は全国平均に比べると緩やかであり、ヤマ

ザキ動物看護専門職短期大学が所在する地域的な人口動態の観点からも、今後の学生の確保は充

分に可能であることうを示している。 

   詳細については、「イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要」に記載している。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 前頁「ア 定員充足の見込み」で挙げた志願者倍率（ヤマザキ動物専門学校の志願動向）・志願者

倍率（地域的な志願動向）・18 歳人口の推移の 3 つの観点から、定員充足の見込みについて客観的根

拠となるデータの詳細な内容を以下のとおり記載する。 

 

(1) 志願者倍率（ヤマザキ動物専門学校の志願動向） 

   ヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科の平成 25年度から平成 29年度までの過去 5年間の

志願動向の調査結果である。平成 25年度の志願者は 85人、入学者は 80、平成 26年度の志願者

は 85人、入学者は 80、平成 27年度の志願者は 77人、入学者は 76、平成 28年度の志願者は 77

人、入学者は 75、平成 29年度の志願者は 63人、入学者は 62人を確保して安定的な学生確保を

行っており、ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科に移行することにより、専

門職短期大学の特色を生かした教育を実施するため定員充足の見込みはあると考える。 
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（表 2） 

【平成 25年度から平成 29年度までのヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科の志願動向】 

入試年度 
入学定員 

A 

志願者 

B 

受験者 

C 

合格者 

D 

入学者 

E 

志願倍率 

B/A 

定員充足率 

E/A 

平成 25年 120 85 85 85 80 0.71 66.67% 

平成 26年 120 85 85 85 80 0.71 66.67% 

平成 27年 120 77 77 77 76 0.64 63.33% 

平成 28年 80 77 77 77 75 0.96 93.75% 

平成 29年 80 63 63 63 62 0.79 77.50% 

 

 (2)平成 29年度ヤマザキ動物専門学校入学者出身地別分布 

平成 29年度ヤマザキ動物専門学校入学者出身地別の分布（資料 4）の調査結果である。 

 入学者数合計は 85人で、その内訳は神奈川県 31人（36.5%）、東京都 23人（27.0%）、埼玉県 17

人（20.0%）、千葉県 4 人（4.7%）で、関東地域合計が 75 人（88.2%）で、ほぼ 90%を占めてい

るのが分かる。 

 

（表 3） 

【平成 29年度ヤマザキ動物専門学校入学者出身地別比率】 

項目 福島県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県 山梨県 長野県 静岡県 合計 

入学者数 1 17 4 23 31 1 1 3 4 85 

比 率 1.2% 20.0% 4.7% 27.0% 36.5% 1.2% 1.2% 3.5% 4.7% 100.0% 

 

(3) 志願倍率（全国動物保健看護系大学 8大学の志願状況） 

    全国動物保健看護系大学 8大学の平成 27年度から平成 29年度の過去 3年間の志願動向（資料 

5）の調査結果である。 

3 年間の志願者の平均は 269.2 人、受験者の平均は 259.2 人、合格者の平均は 141.4 人で、志願

倍率の平均は 3.17であり、安定的に受験者を確保していることを示している。 

 

(5) 競合校として挙げた大学等の妥当性について 

   全国動物保健看護系大学協会加盟 8大学は、動物看護師統一認定機構の標準カリキュラムに基

づき、3 年間で動物看護師統一認定機構による認定動物看護師の受験資格を得て受験している。

ヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科も同様に、動物看護師統一認定機構の標準カリキュラ

ムに基づき、3 年間で動物看護師統一認定機構による認定動物看護師の受験資格を得て受験して

いる。 

   動物看護系の大学は全国に 8大学、専門学校は 68校あるが、3年制の専門学校の数は少なく、

ほとんどは 2 年制の専門学校である。そのため、既存の専門学校も考慮しているが、3 年制の新

たな体制の専門職短期大学の設置を想定しているため、既存の全国動物保健看護系大学協会加盟

8大学を対象とした。 

 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

 全国動物保健看護系大学協会加盟 8大学における 3年間の学生納付金（資料 6）の調査結果である。 

 8 大学平均の学生納付金の内訳は、入学金 226,250 円、授業料 2,651,625 円、施設費等 1,046,250

円、実習費 311,250円、諸会費 84,675円、合計 4,320,050円である。 

また、ヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科（3年制）における平成 30年度の学生納付金は以
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下のとおりである。 

 

（表 4） 

【ヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科学生納付金（平成 30年度）】  （単位：円） 

年 次 入学金 授業料 実習費 施設費 維持費 合 計 

1年次 150,000 520,000 280,000 196,000 136,000 1,282,000 

2年次 ― 520,000 280,000 196,000 136,000 1,132,000 

3年次 ― 520,000 280,000 196,000 136,000 1,132,000 

合 計 150,000 2,100,000 900,000 588,000 408,000 3,546,000 

 

4 年制動物看護系大学の 3 年間分の学生納付金の平均及び現行の専門学校の学生納付金を鑑み、ヤ

マザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科は、3 年制の専門学校進学希望者が 3 年制専門

職短期大学にスムーズに進学できるよう配慮して、入学金、授業料、実習費、施設費等の学生納付金

の額を以下のとおり設定した。 

また、既存の施設を有効利用するため、維持費は設定しないこととした。 

 

（表 5） 

【ヤマザキ動物看護専門職短期大学学生納付金設定額（平成 31年度）】   （単位：円） 

年 次 入学金 授業料 実習費 施設費 維持費 合 計 

1年次 150,000 700,000 300,000 280,000 0 1,430,000 

2年次 ― 700,000 300,000 280,000 0 1,280,000 

3年次 ― 700,000 300,000 280,000 0 1,280,000 

合 計 150,000 2,100,000 900,000 840,000 0 3,990,000 
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②学生確保に向けた具体的な取組状況 

ア ヤマザキ動物専門学校で現在実施している取組 

 (1) 情報公開 

  ヤマザキ動物専門学校では、現在、学校案内、ホームページ、進学媒体紙および進学情報サイ

トを中心に、授業内容、取得資格、入学試験、学費及び就職情報等について明示し、受験者およ

び高等学校に周知している。 

 

(2) 専門学校説明会 

    ヤマザキ動物専門学校では、受験生に専門学校を知ってもらう機会として専門学校説明会及び入

試説明会（ＡＯ入試、推薦入試、）を開催しており、平成 28 年度は平成 29 年度・平成 30 年度・

平成 31年度入試の受験生向けに下記のとおり開催し、ガイダンス、入試説明、個別相談、キャン

パス見学などを実施した。 

 来場者数は約 800人おり、多くの受験生に専門学校を知ってもらう機会となっている。 

 

（表 6） 

【平成 28年度 専門学校説明会・入試説明会】 

開催月 開催回数 参加者数 

3月 3回 217人 

4月 1回 23人 

5月 4回 83人 

6月 9回 139人 

7月 4回 95人 

8月 7回 154人 

9月 4回 25人 

10月 2回 22人 

11月 2回 10人 

12月 1回 3人 

1月 2回 10人 

2月 1回 8人 

合 計 32回 789人 

 

(3) 体験入学・お仕事体験・授業見学ツアー 

    受験生に専門学校の授業を体験して興味をもってもらう機会として体験入学、お仕事体験及び授

業見学ツアーを開催しており、平成 28 年度は平成 29 年度入試の受験生向けに下記のとおり開催

した。 

 

（表 7） 

【平成 29年度 専門学校体験入学・お仕事体験・授業見学ツアー】 

開催月 開催回数 参加者数 

3月 2回 92人 

4月 － － 

5月 3回 100人 

6月 2回 74人 

7月 4回 95人 
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8月 8回 270人 

9月 4回 15人 

10月 3回 26人 

11月 － － 

12月 － － 

1月 － － 

2月 － － 

合 計 26回 672人 

 

(4) キャンパス見学 

  受験者や高等学校から個別依頼のキャンパス見学においては、授業、施設見学を始め、参加者  

の質問に個別で答えるなど、個々人に対して詳細な説明を行っている。 

 

(5) 高等学校訪問 

     高等学校へ教職員を派遣して進路指導教員に専門学校在校生の概要を説明している。高等学校

や学年などの特性に応じて工夫しながら説明を行い、専門学校への関心を喚起している。平成 28

年度は 200校を訪問した。 

 

(6) 保護者対象説明会 

     受験者の保護者向けに保護者対象説明会を 6月に 1回開催し 33人が参加した。 

 

(7) 高等学校教員対象説明会 

     高等学校の進路指導教員向けに「高等学校教員対象専門学校説明会」を大学と合同で開催して、

教育内容や AO入試制度及び昨年度との変更点などを伝え、進路指導の参考にしてもらっている。

平成 28年度は 21校の参加があった。 

 

(8) 進学説明会 

     学外で開催されている各種進学説明会へ積極的に参加している。多くの学生が、東京都・神奈

川県・埼玉県・千葉県で占められているため、関東地域を中心に参加している。 

 

イ 既設の専門学校の同分野の学科の充足率が 1.0倍未満の場合の、原因分析の上学生確保ができる

根拠 

(1) 志願者減の背景 

     ヤマザキ動物専門学校動物看護・美容学科の定員充足状況（表 2）をみると、平成 25年度 0.67、

平成 26年度 0.67、平成 27年度 0.63、平成 28年度 0.94、平成 29年度 0.78である。平成 25年

度から平成 27年度までは定員 120人のため定員充足率が 0.63と減少しているが、平成 28年度

より定員を 80 名に変更し、定員充足率を 0.8 台に上げる方策を講じたが定員充足には至ってい

ない。 

     また、各高等学校の進路指導の方針が変更され、視点が大学進学率を上げる方向に向き始めて

いる。募集活動で高校訪問の際、高等学校の進路担当教員から大学進学に力点を置くので専門学

校等への推薦はしないことになった等の声も出ており、志願者数の減少の一因と考えられる。 

 

(2) 定員確保に向けた対策 

     東京都内の 10専門学校学科系統別学生数における、文化教養関係の動物の学生数（表 8）を調
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査した結果である。 

一時期は減少したものの、平成 25 年度以降は 3,000 人前後の学生数を確保していることが分

かる。 

     そのため、ヤマザキ動物看護専門職短期大学では、ヤマザキ動物専門学校が実施している様々

な学生確保の取組を展開しつつ、複数存在する動物看護師養成校との差別化を図ることを推し進

めるために、ヤマザキ動物看護専門職短期大学の養成する人材像である 

1．動物看護学の中でも特にコンパニオンアニマルの看護を主体として、動物愛護の精神に則り

共生の思想と倫理観を身につけた動物看護師を養成する。 

2．訪問看護においてコンパニオンアニマルの看護、介護、健康管理、口腔ケア、グルーミング

ケア、しつけ、食事と栄養指導など、疾病予防衛生管理を含むライフサポートを担当する人

材を養成する。 

3．産業界において飼い主と市場と繋ぐ役割を果たす人材を養成する。 

を高校生はもちろん進路指導教員に積極的にアピールし理解を促す。 

     また、ホームページ等の情報公開内容を更に充実させ、高校生、保護者および進路指導教員が

求める情報の提供に努める。教職員協働で危機感を持ちつつ積極的に募集活動に参画するすると

ともに、対応策を確実に実行することで定員充足率は改善できると考えている。 

 

（表 8） 

【平成 19年度から平成 28年度までの都内専門学校の学科系統別学生数（服飾・家政／文化・教養）】 

文化教

養関係 

平 成

19年 

平 成

20年 

平 成

21年 

平 成

22年 

平 成

23年 

平 成

24年 

平 成

25年 

平 成

26年 

平 成

27年 

平 成

28年 

動 物 2,767 2,683 2,380 2,300 2,197 2,455 3,368 2,911 3,150 3,001 

増 減  -84 -303 -80 -103 +258 +913 -457 +239 -149 

【註１】平成 28年度専修学校教育白書を基に算出している。 
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２．人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科の人材養成上の目的・教育目標は以下のと

おりである。 

 学校法人ヤマザキ学園は「生命への畏敬」と「職業人としての自立」を建学の精神に掲げており、

人間は、地球上に存在する多種多様な生命に対し、尊敬の心を持ち、共に生きるものに限りない愛を

注ぎ、調和のとれた平和な社会の建設に寄与する豊かな人間性と幅広い視野を持つ人間教育を行うこ

とを目的としている。 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学は、学園の建学の精神のもと「生命（いのち）を生きる」を教育

理念とする。この教育理念は、「動物を愛することで自分自身も大自然のなかで生かされている生命で

あることを認識し、人間が自分たちよりも小さな弱い立場のものに思いやりの心を忘れずに、動物た

ちと豊かに共生すること」である。 

動物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理観を備えて、人とコンパニオンアニマルとの関係に求め

られる豊かな人間性と幅広い視野を養い、動物トータルケアに関わる基本的な理論・技術を身に付け、

実践的、応用的能力を有することにより、訪問動物看護師を養成することに加え、動物看護の素養も

って、飼い主と産業界を繋ぐ人材の養成を目的とする。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

動物看護師の職域として挙げられる動物病院は、個人経営から法人経営を含む 15,631 件が全国で

開業し、また、最近の傾向としては、求人先の動物病院の約半数がコンパニオンアニマルケア（グル

ーミング）の業務を備えているため、その能力・技術における専門性も必要とされている。 

また、動物看護師は、動物病院だけでなく、動物園、水族館、ペットショップ、グルーミングサロ

ンや犬のしつけ教室など様々な職域で活躍している他、動物看護の素養を備えた人材は、動物医薬品

を含む製薬会社、研究所に加え、ペットフードやサプリメント・消臭剤等を扱うドラッグストアから

も需要もある。更にドッグ・リゾートの他、ネコカフェは日本の新しい文化として根付き始め、外国

からの観光客に人気を得ている。 

このように多様化する動物関連の職域では、動物看護の専門的な知識と技術を修得するだけでなく、

幅広い視野と様々な事象に的確に対応できる能力を備えた、動物トータルケアができる動物看護師が

要望されている。この度の専門職短期大学申請に際し、本学が所在する渋谷区の長谷部健区長を始め、

動物病院やペット関連産業界より多数の賛同する意見をいただいている。 

動物病院 204病院を対象とした「臨地実習及び動物病院で活躍する動物看護師の人材採用意向等に

関するアンケート」および動物関連企業 58 企業を対象とした「臨地実習及び産業界で活躍する人材

採用意向等に関するアンケート」（資料 7両面）の調査結果である。 

設問は各々6問設定しているが、 

問 1 動物医療の発展に寄与する人材の必要性について 

問 2 臨地実習を経験した学生の魅了について 

問 3 卒業生の採用の検討について 

の集計結果を下記（表 9）および（表 10）のとおり取りまとめた。 

問 1 動物医療の発展に寄与する人材の必要性については、動物病院が 99.0%、産業界が 98.3%と

人材の必要性を示している。 

問 2 臨地実習を経験した学生の魅了については、動物病院が 91.7%、産業界が 94.8%と学生の魅

力を感じている。 

問 3 卒業生の採用の検討については、動物病院が 81.9%、産業界が 72.5%と採用を検討している。 

このように、動物病院および産業界において、ヤマザキ動物看護専門職短期大学が養成する質の高

い、教養と専門生を備えた動物看護師の要望は高いことが分かる。 
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（表 9） 

【臨地実習及び動物病院で活躍する動物看護師の人材採用意向等に関するアンケート集計結果】 

問 1 動物病院において、動物看護（訪問・在宅を含む）、健康管理、グルーミングやしつけ等の知識

と技術を備え飼い主（クライアント）とコミュニケーションをはかり、動物医療の発展に寄与

する人材が必要だと思いますか。 

区分 

項目 

1. 極めて必要

性が高い 

2 まあまあ必要

性がある 

3 あまり必要性

はない 

4必要性はない 5.わからない 6.その他 

回答数 166 36 1 1 0 0 

比 率 81.4% 17.6% 0.5% 0.5% 0.0% 0.0% 

問 2  専門職短期大学では、学内での実習 450時間の他、産業界と連携して 450時間以上の臨地実習

（関連企業実習）が義務づけられています。本学を卒業し、長時間の関連企業実習を経験した

学生に魅力を感じますか。 

区分 

項目 

1 極めて魅力的

だと思う 

2 まあまあ、魅

力的だと思う 

3 魅力的だと思

わない 

4わからない 5その他 

回答数 115 72 2 14 1 

比 率 56.4% 35.3% 1.0% 6.8% 0.5% 

問 3  ヤマザキ動物看護専門職短期大学の卒業生の採用を検討していただけますか。 

区分 

項目 

1.積極的に採用

したい 

2.採用を検討し

たい 

3.状況によって

採用を考える 

4.採用は考えな

い 

5.わからない 6.その他 

回答数 123 44 35 0 2 0 

比 率 60.3% 21.6% 17.1% 0.0% 1.0% 0.0% 

 

（表 10） 

【臨地実習及び産業界で活躍する人材採用意向等に関するアンケート集計結果】 

問 1  動物関連企業において、動物看護（訪問・在宅看護）や健康管理、グルーミング、しつけ等の

素養を持ち、産業界のさまざまな場面で飼い主（コンシューマー）とのコミュニケーションを

はかり、業界の発展に寄与できる人材が必要だと思いますか。 

区分 

項目 

1. 極めて必要

性が高い 

2 まあまあ必要

性がある 

3 あまり必要性

はない 

4必要性はない 5.わからない 6.その他 

回答数 45 12 0 0 1 0 

比 率 77.6% 20.7% 0.0% 0.0% 1.7% 0.0% 

問 2  ヤマザキ動物看護専門職短期大学（以下、本学）では、学内での実習 450時間の他、産業界と

連携して 450 時間以上の臨地実習（関連企業実習）が義務付けられています。本学を卒業し、

長時間の関連企業実習を経験した学生に魅力を感じますか。 

区分 

項目 

1 極めて魅力的

だと思う 

2 まあまあ、魅

力的だと思う 

3 魅力的だと思

わない 

4わからない 5その他 

回答数 38 17 0 3 0 

比 率 65.5% 29.3% 0.0% 5.2% 0.0% 

問 3  本学の卒業生の採用を検討していただけますか。 

区分 

項目 

1.積極的に採用

したい 

2.採用を検討し

たい 

3.状況によって

採用を考える 

4.採用は考えな

い 

5.わからない 6.その他 

回答数 19 23 12 2 2 0 

比 率 32.8% 39.7% 20.7% 3.4% 3.4% 0.0% 
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ア 社会人等の多様な学生の確保の見込み 

 「認定動物看護師」を認定・登録している一般財団法人動物看護師統一認定機構では、平成 25

（2013）年度より文部科学省委託事業で取り組んできた「社会人の学び直し事業」を継承し、関連

各機関の支援のもと、平成 28（2016）年度文部科学省委託事業の「成長分野等における中核的専門

人材養成等の戦略的推進事業」を受託した。この事業では、職域の拡大を視野に入れた畜産学関連の

プログラムに加え、コアカリキュラム教育開始以前の教育課程等で養成された動物看護職等に対する

学び直しプログラムを策定し、機構では、コアカリキュラムでも特に重要と考えられている基礎及び

応用獣医学、院内コミュニケーション、クライアントエデュケーションの各実証講座が受験資格を付

与する制度として採用できると捉え、この学び直し事業を活用し、未取得者に対する「認定動物看護

師」資格取得の道を新たに開くこととした。 

  平成 28（2016）年度は文部科学省委託事業の施行的実証講座を未取得者が受けてきた教育内容や

勤務歴等により、高位平準化動物看護概論の 8 科目中複数の科目を 167 名が受講し、その理解力を

確認するテストを受けた者に対し、平成 30（2018）年 3月以降の統一認定試験の受験資格が付与さ

れた。 

  また、平成 29（2017）年 4月以降の未取得者に対する統一認定試験の受験資格付与に関し、平成

28（2016）年度施行的学び直し受験制度に対する受講内容を基とする制度を新たに構築することと

し、平成 29（2017）年 4 月以降の受験資格付与希望者 51 名には昨年度の学び直し講座で撮影した

DVDを貸与し、またテキストや関連教科書等を参考に自宅学習をしてもらうと同時に、高位平準動

物看護概論の 2 日間のスクーリングを行い、スクーリングの最後に行う修了確認テストに合格した

者あるいは修了確認テストに不合格となり追加課題を提出した者に統一認定試験の受験資格付与を

行うものである。昨年に引き続き実施している平成 29年度学び直し実証講座（資料 8両面）において

は 230名の受講を予定している。なお、この講座では、ヤマザキ学園大学の教員を講師として多数派

遣している。 

  本学園の 1 万人を超える卒業生のうち、これらの講座を受講し認定動物看護師の資格取得を目指

す者もおり、動物看護師として活躍している方以外も含め社会人が学び直しをする機会を広く求めて

いる。これらの既卒者の学び直し支援のため、ヤマザキ動物看護専門職短期大学では科目等履修生及

び聴講生を積極的に受け入れる。このような現状から、現職の動物看護師としての勤務を経てヤマザ

キ動物看護専門職短期大学への社会人入学は将来期待されるものと考える。 

 

イ 就職等の進路の確保 

学校法人ヤマザキ学園は、創立以来 50 年以上にわたる長い歴史に支えられた全国的なネットワー

クを有しているため、動物関連企業、動物病院、ペットサロン、動物関連団体からの求人が確保され

ている。 

平成 24年度から平成 28年度までのヤマザキ動物専門学校および平成 25年度から平成 28年度まで

のヤマザキ学園大学卒業後の進路先の状況調査結果である。 

平成24年度から平成28年度までのヤマザキ動物専門学校は動物関連企業への就職率は40%台後半

を、動物病院就職率は 30%～40%台を維持しており、卒業生の就職先は十分確保できる見通しである。 

 

（表 11） 

【平成 24年度から平成 28年度までのヤマザキ動物専門学校卒業後の進路先の状況】 

年度 

項目 

平成24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 

動物関連企業 

（ペットショップサロン含む） 
65 61.3% 44 40.7% 56 46.7% 47 46.1% 53 47.3% 
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動物病院 21 19.8% 37 34.3% 38 31.7% 35 34.3% 45 40.2% 

その他就職 8 7.6% 9 8.3% 10 8.3% 5 4.9% 4 3.6% 

就職者合計 94 88.7% 91 84.3% 104 86.7% 88 86.3% 102 91.1% 

進学 － － － － － － 2 2.0% － － 

進学者合計 0 － 0 － 0 － 2 － 0 － 

就職活動中 5 4.7% 5 4.6% 5 4.2% 5 4.9% 5 4.5% 

就職希望なし 7 6.6% 12 11.1% 11 9.2% 7 6.9% 5 4.5% 

卒業者合計 106 － 108 － 120 － 102 － 112 － 

 

平成 24年度から平成 28年度までのヤマザキ学園大学は動物関連企業への就職率は 40%台を、動物

病院就職率は 40%台を維持しており、卒業生の就職先は十分確保できる見通しである。 

 

（表 12） 

【平成 25年度から平成 28年度までのヤマザキ学園大学卒業後の進路先の状況】 

年度 

項目 

平成24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 

動物関連企業 

（ペットショップサロン含む） 

－ － 
72 45.3% 57 36.5% 89 50.3% 73 42.7% 

動物病院 
－ － 

48 34.2% 68 43.6% 58 32.8% 75 43.9% 

その他就職 － － 9 5.7% 3 1.9% 7 4.0% 0 0.0% 

就職者合計 － － 129 81.2% 128 82.0% 154 87.1% 148 86.6% 

進学 － － － － － － － － － － 

進学者合計 － － － － － － － － － － 

就職活動中 － － 4 2.5% 4 2.6% 4 2.2% 3 1.7% 

就職希望なし － － 26 16.3% 24 15.4% 19 10.7% 20 11.7% 

卒業者合計 － － 159 － 156 － 177 － 171 － 

 

平成 24年度から平成 28年度までのヤマザキ動物専門学校および平成 25年度から平成 28年度まで

のヤマザキ学園大学の学科別の就職状況の調査結果である。 

 平成 24 年度から平成 28 年度までのヤマザキ動物専門学校の学科別の就職状況を見ると、動物看

護・美容学科は 90%台、動物看護学科は 90%台、動物美容学科は 100%台を維持しており、卒業生の

就職率は十分維持できる見通しである。 

 

（表 13） 

【平成 24年度～平成 28年度ヤマザキ動物専門学校学科別の就職状況】 

学 科 

平成 24年度 平成 25年度 

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率

(%) 

求人 

社数 

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率 

(%) 

求人 

社数 

動物看護・美容学科 97 91 86 94.5% 
1050 

81 69 66 95.7% 
1058 

動物看護学科 4 4 4 100.0% 22 22 22 100.0% 
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動物美容学科 5 4 4 100.0% 5 5 3 60.0% 

合   計 106 99 94 94.9% 108 96 91 94.8% 

学 科 

平成 26年度 平成 27年度 

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率

(%) 

求人 

社数 

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率 

(%) 

求人 

社数 

動物看護・美容学科 86 78 73 93.6% 

1058 

67 59 55 93.2% 

1128 
動物看護学科 23 22 22 100.0% 17 16 15 93.8% 

動物美容学科 11 9 9 100.0% 18 18 18 100.0% 

合   計 120 109 104 95.4% 102 93 88 94.6% 

学 科 

平成 28年度  

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率

(%) 

求人 

社数 

動物看護・美容学科 74 70 68 97.1% 

1190 
動物看護学科 30 29 26 89.7% 

動物美容学科 8 8 8 100.0% 

合   計 112 107 102 95.3% 

 

平成 25年度から平成 28年度までのヤマザキ学園大学の学科別の就職状況を見ると、動物看護学科

は 97%～98%台を維持しており、卒業生の就職率は十分維持できる見通しである。 

 

（表 14） 

【平成 24年度～平成 28年度ヤマザキ動物専門学校学科別の就職状況】 

学 科 

平成 24年度 平成 25年度 

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率

(%) 

求人 

社数 

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率 

(%) 

求人 

社数 

動物看護学科 － － － － 
－ 

159 133 129 97.0% 
1190 

合   計 － － － － 159 133 129 97.0% 

学 科 

平成 26年度 平成 27年度 

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率

(%) 

求人 

社数 

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率 

(%) 

求人 

社数 

動物看護学科 156 132 128 97.0% 
1221 

177 158 154 97.5% 
1144 

合   計 156 132 128 97.0% 177 158 154 97.5% 

学 科 

平成 28年度  

卒業 

者数 

就職希

望者数 

就職 

者数 

就職率

(%) 

求人 

社数 

動物看護学科 171 151 148 98.0% 
1257 

合   計 171 151 148 98.0% 
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３．専門職短期大学新設案件についての、学生確保の調査結果 

①第三者調査機関によるアンケート調査 

 学生確保の見通しについては、第三者調査機関 一般財団法人日本開発構想研究所に委託して実施

した。（資料 9）（資料 10）（資料 11）（資料 12） 

(1)アンケート実施の目的 

「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科設置に関するアンケート」とし

て調査票を作成し、高校生に対してヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科への進

学希望について尋ね、学生の確保の見通しを図ることを目的とした。 

 

(2)調査実施 

第一期調査：平成 29年 10月～11月 

第二期調査：平成 29年 12月～平成 30年 1月 

 

(3)調査対象 

平成 29年度の高等学校 2年生を対象に実施した。 

第一期調査は、ヤマザキ学園大学及びヤマザキ動物専門学校に強い関心を示していると思われる

資料請求者が多い高等学校 103校をヤマザキ学園側が選定して実施した。 

第二期調査は、過去のヤマザキ学園大学とヤマザキ動物専門学校の入学実績を中心に、指定校対

象校も加えた高等学校をヤマザキ学園側が選定し、その内アンケート実施許可を得た 65 校に対し

て実施した。また、第一期実施分だが期日後返送があった 2校については、第 2期分に合算して集

計した。 

 

(4)調査方法 

各高等学校に郵送・手渡しによる配付・回収 

 

(5)回収状況 

（表 15） 

項   目 有効回答票 回答高校数 
回収率（%) 

（回答高校/実施高校） 

第一期調査 2,682枚 24校 23.8% 

第二期調査 6,864枚 55校 82.1% 

合   計 9,546枚 79校 47.0% 

  

ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科 進学意向について 

高校生を対象とした「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科設置に関する

アンケート」のヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科への進学意向を問う問５の設

問において、「１ 進学を希望する」「２ 進学先の候補の 1つとして考える」を選択した回答の実数

は以下のとおりである。 

 

（表 16） 

問５ ヤマザキ動物看護専門職短期大学動

物トータルケア学科への進学希望 
第一期 第二期 合 計 

１ 進学を希望する 21人 97人 118人 

２ 進学先の候補の 1つとして考える 111人 224人 335人 

合   計 132人 321人 453人 
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※問 5の設問は、高校卒業後の進路を問う問 3の設問において「1～5」の高等教育機関への進学を選択した回答者（7,624

人）を集計の対象とする。 

 

問５の設問の結果、ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科へ「進学を希望する」

と選択した回答は、第一期調査と第二期調査を合わせて１１８人入学定員（８０人）の約１．４８倍

となり、入学定員を上回る結果となった。 

 

②教職員による高校訪問調査 

対象は違うが、第三者調査機関による高校生アンケートの分析結果だけでは学生確保の見通しとし

て不十分であると考え、学生募集に携わる 10 人の職員が、平成 24 年度から平成 29 年度までの期間

において本学園の大学と専門学校に入学した実績のある高等学校 104校を選定し、平成 30年 3月 12

日から 4月 13日の間で進路指導教員を実際に訪問の上、専門職短期大学について説明を行った。その

結果、127 人の専門職短期大学への進学希望者がいることの確認がとれ、学生確保を確保できる見通

しを得ている。（資料 13）（資料 14） 
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「資料 1」 

【平成 16年度から平成 21年度までのヤマザキ動物看護短期大学の志願状況】（再掲） 

入試年度 入学定員 志願者 受験者 合格者 入学者 志願倍率 定員充足率 

平成16年度 100 512 － 133 129 5.12 － 

平成17年度 100 386 － 151 129 3.86 － 

平成18年度 100 321 － 158 129 3.21 129.0% 

平成19年度 116 209 － 170 147 1.80 128.2% 

平成20年度 116 198 － 170 149 1.71 128.0% 

平成21年度 116 153 － 145 132 1.32 123.0% 

 

【平成 16年度から平成 21年度までのヤマザキ動物看護短期大学の志願状況グラフ】 
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「資料 2」 

【平成 27年度から平成 29年度までの私立大学・短期大学等入学志願動向（日本私立学校振興・共済

事業団）】短期大学 

地域 
年

度 

集計 

学校数 

入学定員 

A 

志願者 

B 

受験者 

C 

合格者 

D 

入学者 

E 

志願倍率 

B/A 

埼玉県 

25 － － － － － － － 

26 － － － － － － － 

27 12 2,250 2,431 2,395 2,189 2,042 1.08 

28 12 2,250 2,290 2,241 2,089 1,959 1.02 

29 12 2,215 2,184 2,153 2,032 1,920 0.99 

3年間平均  12 2,238 2,302 2,263 2,103 1,974 1.03 

千葉県 

25 － － － － － － － 

26 － － － － － － － 

27 8 1,770 2,056 2,042 1,808 1,621 1.16 

28 8 1,770 1,985 1,970 1,696 1,552 1.12 

29 8 1,830 1,747 1,734 1,577 1,417 0.95 

3年間平均  8 1,790 1,929 1,915 1,694 1,530 1.08 

東京都 

25 38 8,389 18,037 17,594 11,208 8,244 2.15 

26 37 7,939 17,687 17,205 10,790 7,811 2.23 

27 37 7,124 15,622 15,226 10,400 7,476 2.19 

28 36 6,940 14,114 13,764 9,326 7,034 2.03 

29 36 6,670 12,068 11,773 8,361 6,580 1.81 

3年間平均  36 6,911 13,935 13,588 9,362 7,030 2.02 

神奈川県 

25 － － － － － － － 

26 － － － － － － － 

27 13 2,850 3,796 3,727 3,314 3,085 1.33 

28 13 2,850 3,493 3,422 3,163 2,940 1.23 

29 13 2,850 3,412 3,350 3,068 2,886 1.20 

3年間平均  13 2,850 3,567 3,500 3,182 2,970 1.25 

関東地域 

合 計 

25 74 15,604 27,148 26,494 18,664 15,151 1.74 

26 73 15,194 26,258 25,566 18,148 14,515 1.73 

27 70 13,994 23,905 23,390 17,711 14,224 1.71 

28 69 13,810 21,882 21,397 16,274 13,485 1.58 

29 69 13,565 19,411 19,010 15,038 12,803 1.43 

3年間平均  69 13,790 21,733 21,266 16,341 13,504 1.58 

全 国 

合 計 

25 324 66,564 98,087 96,011 75,077 61,296 1.47 

26 320 64,664 93,379 91,399 72,673 58,561 1.44 

27 315 62,464 89,349 87,680 71,585 57,951 1.43 

28 311 61,251 83,116 80,684 67,381 55,171 1.36 

29 304 59,116 78,339 76,131 64,246 53,389 1.33 

5年間平均  315 62,812 88,454 86,381 70,192 52,274 1.41 
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「資料 3」 

【都道府県別在学者数の推移】（18歳人口の推移予測表） 

年度 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 関東合計 比率 全国合計 比率 

31 57,392 49,664 101,368 67,010 275,434 － 1,060,900 － 

32 58,859 50,342 102,649 67,871 279,721 101.6% 1,076,619 101.5% 

33 64,459 54,754 102,210 77,556 298,879 108.5% 1,132,714 106.8% 

34 63,409 53,661 101,908 76,927 295,905 107.4% 1,112,416 104.9% 

35 62,314 53,085 100,081 75,158 290,638 105.5% 1,088,187 102.6% 

36 61,729 52,235 95,043 75,420 284,427 103.3% 1,061,074 100.0% 

37 63,382 53,598 98,900 77,557 293,437 106.5% 1,087,739 102.5% 

38 63,178 53,556 100,881 78,107 295,722 107.4% 1,089,471 102.7% 

39 62,348 53,203 101,360 77,437 294,348 106.9% 1,081,221 101.9% 

40 62,024 52,125 102,381 76,414 292,944 106.4% 1,065,398 100.4% 

41 61,458 51,724 102,848 76,618 292,648 106.2% 1,063,754 100.3% 

【註 1】平成 31年度～平成 32年度 

平成 29年 5月現在、全日制高等学校 2学年～1学年在籍生徒数 

【註 2】平成 33年度～平成 35年度 

平成 29年 5月現在、中学校 3学年～1学年在籍生徒数 

【註 3】平成 36年度～平成 41年度 

平成 29年 5月現在、小学校 6学年～1学年在籍児童数 

【註 4】数値は全て学校基本調査の当該年度数値より算出した。 
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「資料 4」 

【平成 29年度ヤマザキ動物専門学校入学者出身地別比率】 

項目 福島県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県 山梨県 長野県 静岡県 合計 

入学者数 1 17 4 23 31 1 1 3 4 85 

比 率 1.2% 20.0% 4.7% 27.0% 36.5% 1.2% 1.2% 3.5% 4.7% 100.0% 

（再掲） 

 

【平成 29年度ヤマザキ動物専門学校入学者出身地別分布図】 

  

都道府県 入学者数 

福島県   1 

埼玉県  17 

千葉県   4 

東京都  23 

神奈川県  31 

新潟県   1 

山梨県   1 

長野県   3 

静岡県   4  

  85 
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「資料 5」 

【平成 27 年度から平成 29 年度までの全国動物保健看護系大学 8 大学の志願動向】 

 

大学名 

学部名 

学科名 

入 試 

年 度 

入 学 

定 員 

A 

志願者 

 

B 

受験者 

 

C 

合格者 

 

D 

入学者 

 

E 

志 願 

倍 率 

B/A 

定 員 

充足率 

E/A 

1 

九州保健福祉大学 

薬学部 

動物生命薬学科 

27 年 40 91 88 62 未公開 2.28 － 

28 年 40 42 40 31 未公開 1.05 － 

29 年 40 49 47 36 未公開 1.23 － 

2 

倉敷芸術科学大学 

生命科学部 

動物生命科学科 

27 年 60 81 75 68 未公開 1.35 － 

28 年 60 87 85 66 未公開 1.45 － 

29 年 60 89 87 55 未公開 1.48 － 

3 

千葉科学大学 

危機管理学部 

動物危機管理学科 

27 年 40 145 142 107 未公開 3.63 － 

28 年 40 100 98 73 未公開 2.50 － 

29 年 40 88 85 84 未公開 2.20 － 

4 

帝京科学大学 

生命環境学部 

ｱﾆﾏﾙｻｲｴﾝｽ学科 

27 年 140 579 557 216 未公開 4.14 － 

28 年 140 481 465 214 未公開 3.44 － 

29 年 140 462 452 206 未公開 3.30 － 

5 

東亜大学 

医療学部医療工学科 

動物看護学コース 

（入学定員は学部合計） 

27 年 － － － － － － － 

28 年 － － － － － － － 

29 年 100 

 

66 66 62 未公開 0.66 － 

6 

日本獣医生命科学大学 

獣医学部 

獣医保健看護学科 

27 年 70 644 627 207 未公開 8.05 － 

28 年 70 567 496 224 未公開 7.09 － 

29 年 70 609 593. 214 未公開 7.61 － 

7 

ヤマザキ学園大学 

動物看護学部 

動物看護学科 

27 年 180 293 280 275 未公開 1.63 － 

28 年 180 302 300 290 未公開 1.68 － 

29 年 180 314 312 311 未公開 1.74 － 

8 

酪農学園大学 

獣医学群 

獣医保健看護学類 

27 年 50 235 226 125 未公開 4.70 － 

28 年 50 307 300 73 未公開 6.14 － 

29 年 50 291 281 111 未公開 5.82 － 

合   計 

27 年 590 2068 1995 1060 未公開 3.51 － 

28 年 590 1886 1784 971 未公開 3.20 － 

29 年 690 1968 1923 1079 未公開 2.85 － 

3 年間平均  85.0 269.2 259.2 141.4 未公開 3.17 － 

【註１】河合塾 一般入試 入試結果（私立大学）を基に算出した。 

【註２】一般公募推薦、指定校推薦及びＡＯ入学試験は除外して算出した。 

 



「資料 6」 

【平成 29年度全国動物保健看護系大学協会加盟校の学生納付金調】 

大学名 学年 入学金 授業料 施設費等 実習費 諸会費等 合 計 

九州保健福祉 

大学 

1年次 300,000 1,146,000 350,000 0 0 1,796,000 

2年次 ― 1,146,000 350,000 0 0 1,496,000 

3年次 ― 1,146,000 350,000 0 0 1,496,000 

合 計 300,000 3,438,000 1,050,000 0 0 4,788,000 

倉敷芸術科学 

大学 

1年次 220,000 845,000 470,000 0 0 1,535,000 

2年次 ― 845,000 470,000 0 0 1,315,000 

3年次 ― 845,000 470,000 0 0 1,315,000 

合 計 220,000 2,535,000 1,410,000 0 0 4,165,000 

千葉科学大学 1年次 250,000 850,000 350,000 200,000 0 1,650,000 

2年次 ― 850,000 350,000 200,000 0 1,400,000 

3年次 ― 850,000 350,000 200,000 0 1,400,000 

合 計 250,000 2,550,000 1,050,000 600,000 0 4,450,000 

帝京科学大学 1年次 200,000 860,000 240,000 180,000 5,500 1,485,500 

2年次 ― 860,000 240,000 180,000 5,500 1,285,500 

3年次 ― 860,000 240,000 180,000 5,500 1,285,500 

合 計 200,000 2,580,000 720,000 540,000 16,500 4,056,500 

東亜大学 1年次 240,000 780,000 420,000 100,000 71,300 1,611,300 

2年次 ― 780,000 420,000 100,000 71,300 1,371,300 

3年次 ― 780,000 420,000 100,000 71,300 1,371,300 

合 計 240,000 2,340,000 1,260,000 300,000 213,900 4,353,900 

日本獣医生命 

科学大学 

1年次 250,000 750,000 500,000 100,000 105,000 1,725,000 

2年次 ― 750,000 500,000 100,000 105,000 1,455,000 

3年次 ― 750,000 500,000 100,000 105,000 1,455,000 

合 計 250,000 2,250,000 1,500,000 300,000 315,000 4,635,000 

ヤマザキ学園 

大学 

1年次 150,000 900,000 300,000 250,000 0 1,600,000 

2年次 ― 900,000 300,000 250,000 0 1,450,000 

3年次 ― 900,000 300,000 250,000 0 1,450,000 

合 計 150,000 2,700,000 900,000 750,000 0 4,500,000 

酪農学園大学 1年次 200,000 940,000 160,000 0 44,000 1,344,000 

2年次 ― 940,000 160,000 0 44,000 1,144,000 

3年次 ― 940,000 160,000 0 44,000 1,144,000 

合 計 200,000 2,820,000 480,000 0 132,000 3,632,000 

3年間合計の平均 合 計 226,250 2,651,625 1,046,250 311,250 84,675 4,320,050 
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「資料 7」 

臨地実習及び動物病院で活躍する動物看護師の人材採用意向等に関するアンケート 

学校法人 ヤマザキ学園 

 

問 1 動物病院において、動物看護（訪問・在宅を含む）、健康管理、グルーミングやしつけ等の 

知識と技術を備え飼い主（クライアント）とコミュニケーションをはかり、動物医療の発展に

寄与する人材が必要だと思いますか。該当する番号を 1つ選び数字を○で囲んでください。 

１  極めて必要性が高い  ２  まあまあ必要性がある  ３  あまり必要性はない        

４ 必要性はない        ５ わからない      ６ その他（           ） 

 

問 2 専門職短期大学では、学内での実習 450時間の他、産業界と連携して 450時間以上の臨地実習

（関連企業実習）が義務づけられています。本学を卒業し、長時間の関連企業実習を経験した

学生に魅力を感じますか。該当する番号を 1つ選び数字を○で囲んでください。 

 １ 極めて魅力的だと思う  ２ まあまあ、魅力的だと思う  ３ 魅力的だと思わない       

４ わからない               ５ その他（             ） 

 

問 3 （仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学の卒業生の採用を検討していただけますか。該当す

る番号を 1つ選び数字を○で囲んでください。 

１ 積極的に採用したい  ２ 採用を検討したい ３ 状況によって採用を考える     

４ 採用は考えない       ５ わからない    ６ その他（         ） 

 

問 4 次のような教育内容は良いと思いますか。該当する数字を○で囲んでください。（複数回答可） 

１ 動物臨床看護学   ２ 口腔ケア  ３ グルーミング  ４ トレーニング 

５  コミュニケーション能力  ６ ビジネスマナー 

7  その他、特に必要と思われる内容があれば、ご記入ください 

（                                     ） 

 

問 5 少子高齢化の中、家庭でイヌやネコを飼育する時飼い主をサポートし環境支援ができる人材の

教育は、動物医療の分野からの要望に答えることになると思いますか。 

１ そう思う     ２ よくわからない   ３ そう思わない     

 

問 6 在学生の臨地実習を受け入れていただけますか。該当する数字を○で囲んでください。 

１ はい       ２ いいえ       ３ 検討する     

→「１ はい」とお答えの場合は、同封の賛同書及び臨地実務実習施設使用承諾書を 

  本紙と共にご返送下さい。 

 

問 7 動物看護師の皆さんの学び直しとしてどのような内容を期待しますか。 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

動物病院名                      

 

院 長 名                    
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「資料 7」 

臨地実習及び産業界で活躍する人材採用意向等に関するアンケート 

学校法人 ヤマザキ学園 

 

問 1 動物関連企業において、動物看護（訪問・在宅看護）や健康管理、グルーミング、しつけ等の

素養を持ち、産業界のさまざまな場面で飼い主（コンシューマー）とのコミュニケーションを

はかり、業界の発展に寄与できる人材が必要だと思いますか。該当する番号を 1つ選び数字を

○で囲んでください。 

１ 極めて必要性が高い  ２ まあまあ必要性がある  ３ あまり必要性はない 

４ 必要性はない      ５ わからない         ６ その他（        ） 

 

問 2 （仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学（以下、本学）では、学内での実習 450時間の他、

産業界と連携して 450時間以上の臨地実習（関連企業実習）が義務付けられています。本学を

卒業し、長時間の関連企業実習を経験した学生に魅力を感じますか。該当する番号を 1つ選び

数字を○で囲んでください。 

 １ 極めて魅力的だと思う  ２ まあまあ、魅力的だと思う  ３ 魅力的だと思わない 

４ わからない       ５ その他（                  ） 

 

問 3 本学の卒業生の採用を検討していただけますか。該当する番号を 1 つ選び数字を○で囲んでく

ださい。 

１ 積極的に採用したい ２ 採用を検討したい  ３ 状況によって採用を考える 

４ 採用は考えない     ５ わからない     ６ その他（          ） 

 

問 4 本学の教育内容に必要と思われるものはどれでしょうか。該当する数字を○で囲んでください。

（複数回答可） 

１ 動物臨床看護学（基礎・内科・外科）   ２ 在宅・訪問看護   ３ 口腔ケア 

４ グルーミング   ５ トレーニング      ６ コンシューマーコミュニケーション 

７ ビジネスマナー  ８ その他（                 ） 

 

問 5 今後、動物看護の素養を持ち、産業界のさまざまな場面で飼い主（コンシューマー）に対応で

きる人材の教育は、産業界の要望に答えることになると思いますか。 

１ そう思う     ２ よくわからない   ３ そう思わない 

 

問 6 本学の在学生の臨地実習を受け入れていただけますか。該当する数字を○で囲んでください。 

１ はい     ２ いいえ   ３ 検討する 

 →「１ はい」とお答えの場合は、同封の賛同書及び臨地実務実習施設使用承諾書を 

  本紙と共にご返送下さい。 

 

問 7 動物関連産業界の皆さんの学び直しとしてどのような内容を期待しますか。 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

会社名                  

代表者名                 
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「資料 8」 

【平成 29年度動物看護師および動物系職業人向け学び直し実証講座のご案内】 

 

 

 

 

 

 



 

- 2 - 

 

「資料 8」 

【平成 29年度社会人の学び直し実証講座開催予定表】 

東 京 会 場 開 催 日(会場：国際動物専門学校) 

  午前(10:00~13:00) 午後(14:00~17:00) 

科目 講師 科目 講師 

1 9/9 

(土) 

概論 山下眞理子 

(国際動物専門学校) 

呼吸器 谷口明子 

(ヤマザキ学園大学)  

2 9/30 

(土) 

－ － 耳科 小方 宗次 

(ヤマザキ学園大学)  

3 10/1 

(日) 

内分泌 森谷直樹 

(国際動物専門学校) 

口腔関連① 藤田桂一 

(フジタ動物病院) 

4 10/7 

(土) 

脳神経系 森谷直樹 

(国際動物専門学校) 

口腔関連② 藤田桂一 

(フジタ動物病院) 

5 10/28 

(土) 

循環器 富田幸子 

(ヤマザキ学園大学)  

生殖、繁殖 丸尾幸嗣 

(ヤマザキ学園大学)  

6 10/29 

(日) 

血液・免疫

① 

川鍋美紀子 

(国際動物専門学校) 

血液・免疫

② 

川鍋美紀子 

(国際動物専門学校) 

7 11/4 

(土) 

皮膚① 川鍋美紀子 

(国際動物専門学校) 

皮膚② 川鍋美紀子 

(国際動物専門学校) 

8 11/11 

(土) 

消化器①                  頼定大和 

(中央動物専門学校)                 

消化器② 頼定大和 

(中央動物専門学校) 

9 11/18 

(土) 

眼科 飛髙健太郎 

(中央動物専門学校) 

－ － 

10 11/25 

(土) 

泌尿器 本田三緒子 

(ヤマザキ学園大学)  

肝臓・膵臓 花田道子 

(ヤマザキ学園大学) 

11 12/2 

(土) 

臨床動物看

護学① 

山下眞理子 

(国際動物専門学校) 

臨床動物看

護学② 

栗島みゆき 

(国際動物専門学校) 

12 12/3 

(日) 

整形外科① 小林孝之 

(アニマルクリニックこ

ばやし) 

整形外科② 小林孝之 

(アニマルクリニックこ

ばやし) 

13 12/9 

(土) 

臨床動物看

護学③ 

栗島みゆき 

(国際動物専門学校) 

－ － 

14 12/16 

(土) 

臨床動物看

護学④ 

栗島みゆき 

(国際動物専門学校) 

－ － 
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「資料 9」 

【（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータル学科設置に関するアンケート調査

報告書】 

 

（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科 

設置に関するアンケート調査報告書 

 

【高校生対象】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 3月 

 

一般財団法人 日本開発構想研究所
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＜アンケート調査概要＞ 

１. アンケート実施の目的 

本調査は、「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科設置に関

するアンケート」としてアンケート調査票を作成し、高校生に対して学校法人ヤマザキ

学園が設置を検討しているヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科への

進学希望について尋ね、学生の確保の見通しを測ることを目的とする。 

 

２. 調査実施 

第一期調査：平成 29年 10月～11月 

第二期調査：平成 29年 12月～平成 30年 1月 

 

３. 調査対象 

平成 29年度の高校 2年生を対象に実施。 

第一期調査は、ヤマザキ学園大学及びヤマザキ動物専門学校に強い関心を示している

と思われる資料請求者が多い高校 103校を、学園側が選定して実施。 

第二期調査は、過去のヤマザキ学園大学とヤマザキ動物専門学校の入学実績を中心に

指定校対象校も加えた高校を学園側が選定し、その内アンケート実施許可を得た 65

校に対して実施。また、第一期実施分だが期日後に返送があった 2校については、第

二期分に合算して集計している。 

 

４. 調査方法 

各高校に郵送・手渡しによる配布・回収 

 

５. 回収状況 

項目 有効回答票 回答高校数 
回収率 

（回答高校／実施高校） 

第一期調査 2,682枚 24校 23.8％ 

第二期調査 6,864枚 55校 82.1％ 

合計 9,546枚 79校 47.0％ 
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＜ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科 進学意向＞ 

高校生を対象とした「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科設

置に関するアンケート」のヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科への進

学意向を問う問５の設問において、「１ 進学を希望する」「２ 進学先の候補の１つとし

て考える」を選択した回答の実数は以下の通りである。 

問５ ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物

トータルケア学科への進学希望 
第一期 第二期 合計 

１ 進学を希望する ２１人 ９７人 １１８人 

２ 進学先の候補の１つとして考える １１１人 ２２４人 ３３５人 

合計 １３２人 ３２１人 ４５３人 

 ※問 5の設問は、高校卒業後の進路を問う問 3の設問において「1～5」の高等教育機関への進学を選択

した回答者（7,624人）を集計の対象とする。 

 

 問５の設問の結果、ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科へ「進学を

希望する」と選択した回答者は、第一期調査と第二期調査を合わせて１１８人と入学定員

（８０人）の約１.４８倍となり、入学定員を上回る結果となった。 
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＜アンケート回収表＞ 

 
【第一期調査】 

No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 進学希望者 備考 

1 東京都 都立 瑞穂農芸高等学校 - - -  

2 静岡県 県立 田方農業高等学校 11/16 38 0  

3 東京都 都立 篠崎高等学校 - - -  

4 神奈川県 県立 中央農業高等学校 - - -  

5 静岡県 県立 富岳館高等学校 11/2 45 0  

6 東京都 私立 岩倉高等学校 ※ 0 0 
※期日後の返送のため第二

期分に合算して集計 

7 長野県 県立 南安曇農業高等学校 - - -  

8 静岡県 私立 静岡女子高等学校 11/6 83 0  

9 長野県 県立 上伊那農業高等学校 - - -  

10 栃木県 県立 上三川高等学校 11/20 68 0  

11 栃木県 県立 栃木農業高等学校 11/16 138 1  

12 新潟県 県立 巻総合高等学校 - - -  

13 山梨県 県立 農林高等学校 - - -  

14 長野県 県立 松代高等学校 - - -  

15 静岡県 県立 焼津水産高等学校 ※ 0 0 
※期日後の返送のため第二

期分に合算して集計 

16 群馬県 県立 勢多農林高等学校 11/2 37 0  

17 東京都 私立 自由ケ丘学園高等学校 - - -  

18 埼玉県 県立 和光高等学校 - - -  

19 静岡県 県立 藤枝北高等学校 10/26 46 0  

20 茨城県 県立 高萩清松高等学校 - - -  

21 群馬県 県立 利根実業高等学校 11/6 80 0  

22 東京都 私立 安田学園高等学校 - - -  

23 新潟県 県立 加茂農林高等学校 - - -  

24 茨城県 県立 茨城東高等学校 - - -  

25 埼玉県 県立 三郷高等学校 - - -  

26 静岡県 私立 藤枝明誠高等学校 - - -  

27 栃木県 県立 黒磯南高等学校 - - -  

28 東京都 都立 農産高等学校 - - -  

29 千葉県 県立 小見川高等学校 - - -  

30 神奈川県 県立 大楠高等学校 - - -  

31 埼玉県 県立 大宮東高等学校 - - -  

32 群馬県 県立 高崎東高等学校 10/26 75 0  

33 神奈川県 県立 茅ケ崎西浜高等学校 - - -  

34 長野県 県立 坂城高等学校 - - -  

35 愛知県 私立 桜花学園高等学校 - - -  

36 茨城県 県立 水戸農業高等学校 - - -  

37 群馬県 県立 前橋西高等学校 - - -  

38 東京都 都立 橘高等学校 - - -  

39 長野県 県立 辰野高等学校 - - -  

40 長野県 私立 飯田女子高等学校 - - -  

41 長野県 私立 伊那西高等学校 - - -  

42 静岡県 私立 飛龍高等学校 11/13 71 0  
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No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 進学希望者 備考 

43 茨城県 県立 中央高等学校 - - -  

44 栃木県 私立 文星芸術大学附属高等学校 11/9 75 2  

45 千葉県 私立 東京学館船橋高等学校 - - -  

46 東京都 都立 晴海総合高等学校 - - -  

47 新潟県 県立 見附高等学校 - - -  

48 静岡県 県立 裾野高等学校 11/13 104 0  

49 千葉県 県立 市原高等学校 - - -  

50 愛知県 私立 東邦高等学校 - - -  

51 茨城県 県立 石下紫峰高等学校 - - -  

52 群馬県 県立 富岡実業高等学校 11/8 117 0  

53 群馬県 県立 尾瀬高等学校 - - -  

54 群馬県 県立 藤岡北高等学校 11/6 94 1  

55 千葉県 県立 浦安高等学校 - - -  

56 山梨県 県立 韮崎高等学校 - - -  

57 山梨県 市立 甲府商業高等学校 11/6 96 2  

58 愛知県 私立 名古屋大谷高等学校 - - -  

59 大阪府 私立 羽衣学園高等学校 - - -  

60 大阪府 私立 常翔啓光学園高等学校 - - -  

61 栃木県 県立 黒羽高等学校 - - -  

62 埼玉県 県立 深谷高等学校 - - -  

63 東京都 都立 足立高等学校 - - -  

64 茨城県 県立 笠間高等学校 11/16 71 0  

65 茨城県 県立 波崎高等学校 11/13 75 0  

66 栃木県 県立 高根沢高等学校 - - -  

67 栃木県 県立 鹿沼南高等学校 - - -  

68 群馬県 県立 大間々高等学校 - - -  

69 群馬県 私立 桐生第一高等学校 - - -  

70 埼玉県 県立 所沢西高等学校 - - -  

71 埼玉県 県立 宮代高等学校 - - -  

72 千葉県 県立 大網高等学校 - - -  

73 新潟県 県立 柏崎総合高等学校 - - -  

74 岐阜県 県立 各務原高等学校 - - -  

75 岐阜県 私立 美濃加茂高等学校 - - -  

76 静岡県 県立 浜松大平台高等学校 - - -  

77 静岡県 県立 浜松湖北高等学校 11/8 82 1  

78 三重県 私立 学法津田学園高等学校 - - -  

79 沖縄県 私立 N高等学校 - - -  

80 茨城県 県立 竜ケ崎第二高等学校 11/13 34 0  

81 栃木県 私立 足利短期大学附属高等学校 - - -  

82 神奈川県 県立 平塚農業高等学校 - - -  

83 新潟県 県立 長岡農業高等学校 - - -  

84 茨城県 県立 結城第一高等学校 - - -  

85 茨城県 県立 岩井高等学校 - - -  

86 茨城県 私立 水戸女子高等学校 11/6 85 0  

87 群馬県 私立 常磐高等学校 - - -  

88 埼玉県 県立 岩槻高等学校 - - -  
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No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 進学希望者 備考 

89 千葉県 私立 千葉学芸高等学校 - - -  

90 千葉県 私立 中央国際高等学校 - - -  

91 東京都 都立 大江戸高等学校 - - -  

92 長野県 県立 北部高等学校 - - -  

93 静岡県 県立 静岡西高等学校 - - -  

94 茨城県 県立 麻生高等学校 - - -  

95 千葉県 私立 あずさ第一高等学校 - - -  

96 東京都 都立 農芸高等学校 11/7 69 0  

97 茨城県 県立 日立商業高等学校 - - -  

98 茨城県 県立 土浦第三高等学校 - - -  

99 茨城県 県立 江戸崎総合高等学校 - - -  

100 茨城県 県立 磯原郷英高等学校 - - -  

101 神奈川県 県立 横浜桜陽高等学校 1/26※ 163 3 
※回収は学園が行ったため

データの入力日を記入 

102 東京都 私立 堀越高等学校 1/26※ 452 3 
※回収は学園が行ったため

データの入力日を記入 

103 埼玉県 私立 浦和実業高等学校 1/26※ 484 8 
※回収は学園が行ったため

データの入力日を記入 

計 24 校 2,682 21  

※「－」（ハイフン）は回答のなかった高校 
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【第二期調査】 

No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 
進学 

希望者 
備考 

1 東京都 私立 岩倉高等学校 12/19 203 5 

第一期実施だが期日後の返

送のため第二期に合算して

集計 

2 静岡県 県立 焼津水産高等学校 12/4 94 0 

第一期実施だが期日後の返

送のため第二期に合算して

集計 

3 東京都 私立 北豊島高等学校 12/21 72 1  

4 埼玉県 私立 埼玉栄高等学校 12/18 239 6  

5 東京都 私立 東京家政大学附属女子高等学校 12/21 242 0  

6 神奈川県 私立 湘南学院高等学校 12/21 75 1  

7 神奈川県 私立 立花学園高等学校 12/19 309 1  

8 神奈川県 私立 平塚学園高等学校 - - -  

9 神奈川県 私立 横浜学園高等学校 12/11 30 0  

10 東京都 都立 八王子桑志高等学校 - - -  

11 神奈川県 県立 有馬高等学校 12/18 290 9  

12 神奈川県 県立 秦野曽屋高等学校 12/18 49 0  

13 神奈川県 私立 横浜商科大学高等学校 12/25 255 3  

14 東京都 私立 品川エトワール女子高等学校 12/7 60 1  

15 東京都 私立 二松學舎大学附属高等学校 12/13 213 3  

16 神奈川県 私立 藤沢翔陵高等学校 12/21 83 0  

17 東京都 私立 文化学園大学杉並高等学校 12/6 185 0  

18 東京都 私立 八王子実践高等学校 12/11 114 4  

19 東京都 私立 多摩大学附属聖ケ丘高等学校 12/11 111 2  

20 神奈川県 県立 厚木清南高等学校 - - -  

21 東京都 私立 立川女子高等学校 12/18 25 0  

22 埼玉県 私立 国際学院高等学校 12/26 77 3  

23 東京都 都立 永山高等学校 - - -  

24 東京都 私立 科学技術学園高等学校 12/7 10 1  

25 千葉県 私立 敬愛学園高等学校 12/19 86 1  

26 千葉県 私立 昭和学院高等学校 12/13 316 2  

27 千葉県 私立 千葉商科大学付属高等学校 12/7 60 1  

28 千葉県 私立 和洋国府台女子高等学校 12/5 195 0  

29 神奈川県 県立 横浜旭陵高等学校 12/11 14 0  

30 東京都 私立 共栄学園高等学校 - - -  

31 神奈川県 私立 高木学園女子高等学校 12/8 36 1  

32 神奈川県 私立 武相高等学校 12/19 150 3  

33 神奈川県 県立 相原高等学校 12/26 221 2  

34 神奈川県 県立 愛川高等学校 12/18 30 0  

35 神奈川県 私立 
自然学園高等学校 相模原キャ

ンパス 
- - -  

36 静岡県 私立 日本大学三島高等学校 12/14 116 1  

37 神奈川県 私立 八洲学園高等学校 横浜分校 - - -  

38 山梨県 私立 山梨学院高等学校 - - -  

39 東京都 私立 クラーク記念国際高等学校 12/6 148 1  

40 東京都 私立 駒沢学園女子高等学校 12/8 76 0  

41 神奈川県 県立 川崎高等学校 12/11 28 0  
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No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 
進学 

希望者 
備考 

42 神奈川県 県立 瀬谷高等学校 - - -  

43 三重県 私立 徳風高等学校 12/22 46 0  

44 埼玉県 私立 叡明高等学校 12/11 75 4  

45 神奈川県 私立 緑ケ丘女子高等学校 12/21 96 1  

46 埼玉県 私立 浦和麗明高等学校 12/15 267 0  

47 千葉県 私立 中央学院高等学校 - - -  

48 静岡県 県立 駿河総合高等学校 - - -  

49 石川県 県立 小松商業高等学校 12/25 197 0  

50 長野県 県立 佐久平総合高等学校 12/21 34 0  

51 静岡県 私立 加藤学園高等学校 - - -  

52 千葉県 私立 千葉敬愛高等学校 12/18 104 1  

53 静岡県 市立 沼津市立沼津高等学校 1/11 28 1  

54 神奈川県 県立 座間総合高等学校 12/25 57 0  

55 静岡県 私立 誠恵高等学校 1/17 152 1  

56 東京都 私立 昭和第一高等学校 12/20 241 5  

57 東京都 私立 大成高等学校 12/20 367 7  

58 千葉県 私立 日本体育大学柏高等学校 12/27 35 1  

59 東京都 私立 東京家政学院高等学校 12/27 88 2  

60 東京都 私立 星美学園高等学校 12/27 97 2  

61 東京都 私立 日本体育大学荏原高等学校 12/27 178 9  

62 東京都 私立 
日本女子体育大学付属二階堂高

等学校 
12/27 98 2  

63 東京都 私立 杉並学院高等学校 12/27 73 0  

64 東京都 私立 豊島学院高等学校 12/27 73 2  

65 東京都 私立 文華女子高等学校 12/27 94 1  

66 神奈川県 県立 綾瀬高等学校 12/27 106 1  

67 神奈川県 私立 相洋高等学校 1/18 146 5  

計 55 校 6,864 97  

※「－」（ハイフン）は回答のなかった高校 
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＜アンケート集計結果＞ 

〔有効回答票：9,546票〕 

 

問１ あなたの性別についておたずねします。当てはまるもの１つを選んでください。 

 

 回答者の性別については、4,078人（42.7％）が「男性」、5,462人（57.2％）が「女性」である。 

 

№ カテゴリ 件数 ％ 

1 男性 4,078  42.7  

2 女性 5,462  57.2  

 
不明 6  0.1  

 
合計 9,546  100  
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問２ あなたのお住まいはどちらですか。当てはまるもの１つを選んでください。 

 

 回答者のうち、2,777 人（29.1％）が東京都、2,356 人（24.7％）が神奈川県、1,396 人（14.6％）が

埼玉県在住である。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 東京都 
2,777 1,173 1,603 1 

 29.1   28.8   29.3   16.7  

2 神奈川県 
2,356 1,172 1,183 1 

 24.7   28.7   21.7   16.7  

3 埼玉県 
1,396 541 854 1 

 14.6   13.3   15.6   16.7  

4 千葉県 
830 317 513 0 

 8.7   7.8   9.4   - 

5 静岡県 
840 397 443 0 

 8.8   9.7   8.1   - 

6 茨城県 
266 71 195 0 

 2.8   1.7   3.6   - 

7 栃木県 
281 159 121 1 

 2.9   3.9   2.2   16.7  

8 群馬県 
401 138 263 0 

 4.2   3.4   4.8   - 

9 山梨県 
99 37 62 0 

 1.0   0.9   1.1   - 

10 その他 
288 67 221 0 

 3.0   1.6   4.0   - 

 不明 
12 6 4 2 

 0.1   0.1   0.1   33.3  

 
合計 

9,546 4,078 5,462 6 

 100.0   100.0   100.0   100.0  
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「10 その他」の主な回答 

回答 件数 

石川県 185 

長野県 34 

三重県 30 

滋賀県 4 

岐阜県 1 

奈良県 1 

愛知県 1 
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問３ あなたの進路の意識について、当てはまるもの１つを選んでください。。 

 

 回答者の希望進路については、「４年制大学に進学したい」が 5,592 人（58.6％）、「専門学校に進学し

たい」が 1,615人（16.9％）、「就職したい」が 998人（10.5％）、「短期大学に進学したい」が 369人（3.9％）

となっている。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 ４年制大学に進学したい 
5,592 2,728 2,860 4 

 58.6   66.9   52.4   66.7  

2 短期大学に進学したい 
369 37 332 0 

 3.9   0.9   6.1   - 

3 専門学校に進学したい 
1,615 443 1,172 0 

 16.9   10.9   21.5   - 

4 新制の専門職短期大学に進学したい 
31 12 19 0 

 0.3   0.3   0.3   - 

5 新制の専門職大学に進学したい 
17 8 9 0 

 0.2   0.2   0.2   - 

6 就職したい 
998 422 576 0 

 10.5   10.3   10.5   - 

7 未定・その他 
907 421 486 0 

 9.5   10.3   8.9   - 

 不明 
17 7 8 2 

 0.2   0.2   0.1   33.3  

 
合計 

9,546 4,078 5,462 6 

 100.0   100.0   100.0   100.0  
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【問 4、問 5は、問 3で「１,２,３,４,５」のいずれかを選んだ 7,624名を対象とする。】 

問４ ヤマザキ学園は「動物看護大学」「動物専門学校」を経営しており、現在「動物看護」

の 3年制の専門職短期大学の計画をしていますが、それらの分野に関してお聞きしま

す。 

① 現在、人と動物の共生が注目され、ペットは人生のパートナーと呼ばれています。

あなたはご家庭で何らかの動物（イヌ、ネコ、うさぎ、とり、熱帯魚等）を飼われて

いますか？当てはまるもの選んでください。（複数回答可） 

 

 回答者の家庭で飼っているペットの有無については、「はい」（現在飼っている）が 3,377人（41.1％）、

「いいえ」（現在飼っていない）が 2,365 人（28.8％）、「以前飼っていた」が 1,493 人（18.2％）、「将来

飼いたいと思っている」が 932人（11.4％）となっている。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 はい 
3,377 1,338 2,038 1 

 41.1   39.2   42.5   25.0  

2 いいえ 
2,365 1,101 1,263 1 

 28.8   32.3   26.4   25.0  

3 以前飼っていた 
1,493 592 900 1 

 18.2   17.4   18.8   25.0  

4 将来飼いたいと思っている 
932 361 571 0 

 11.4   10.6   11.9   - 

 不明 
41 20 20 1 

 0.5   0.6   0.4   25.0  

 
合計 

8,208 3,412 4,792 4 

 100.0   100.0   100.0   100.0  

※複数回答のため、合計＝7,624にならない。 
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 ②下記に挙げた「動物に関する授業」で興味のあるものに○をつけて下さい。   （複

数回答可） 

 

 回答者の興味のある動物に関する授業は、「家庭でのしつけ訓練」が 1,976 人（15.2％）と最も多く、

次いで「ペットサロン・ドッグカフェ」が 1,881人（14.5％）、「イヌ、ネコの美容、グルーミング・ケア」

が 1,735人（13.4％）、「動物病院での動物看護」が 1,499人（11.6％）となっている。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 動物病院での動物看護 
1,499 536 963 0 

 11.6   11.6   11.5   - 

2 家庭での在宅・訪問看護 
515 209 306 0 

 4.0   4.5   3.7   - 

3 
イヌ、ネコの美容、グルーミング・

ケア 

1,735 417 1,318 0 

 13.4   9.1   15.8   - 

4 家庭でのしつけ訓練 
1,976 817 1,157 2 

 15.2   17.8   13.8   50.0  

5 動物の口腔ケア 
242 90 152 0 

 1.9   2.0   1.8   - 

6 動物のリハビリテーション 
638 227 411 0 

 4.9   4.9   4.9   - 

7 アニマルセラピー 
1,133 378 755 0 

 8.7   8.2   9.0   - 

8 動物の栄養学・手作りごはん 
1,419 373 1,046 0 

 10.9   8.1   12.5   - 

9 ペットサロン・ドッグカフェ 
1,881 493 1,387 1 

 14.5   10.7   16.6   25.0  

10 
コンシューマー（飼い主）分析行動

学 

613 296 317 0 

 4.7   6.4   3.8   - 

 不明 
1,314 766 547 1 

 10.1   16.6   6.5   25.0  

 
合計 

12,965 4,602 8,359 4 

 100.0   100.0   100.0   100.0  

※複数回答のため、合計＝7,624にならない。 
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70.8

20.3

5.8

3.1

よいと思う(n=5395)

どちらともいえない(n=1549)

必要ない(n=443)

不明(n=237)

問４③ 動物看護師の家庭訪問による看護・介護サポート

N = 7624

 

 ③近年、人と動物の高齢化により、動物病院を訪れることは人のみならず動物にも、と

ても負担になっています。新しい専門職短期大学では、動物看護師が家庭訪問しての

看護・介護サポートをする教育を充実させたいと思います。当てはまるもの 1つを選

んでください。 

 

 動物看護師が家庭訪問しての看護・介護サポートをする教育も充実については、「よいと思う」が 5,395

人（70.8％）、「どちらともいえない」が 1,549人（20.3％）となっている。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 よいと思う 
5,395 1,990 3,404 1 

 70.8   61.6   77.5   25.0  

2 どちらともいえない 
1,549 820 727 2 

 20.3   25.4   16.6   50.0  

3 必要ない 
443 275 168 0 

 5.8   8.5   3.8   - 

 不明 
237 143 93 1 

 3.1   4.4   2.1   25.0  

 
合計 

7,624 3,228 4,392 4 

 100.0   100.0   100.0   100.0  
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問５ 現在、ヤマザキ学園では 4年制のヤマザキ学園大学およびヤマザキ動物専門学校を

設置していますが、その中でも新たに設置予定の 3 年制「（仮称）ヤマザキ動物看護

専門職短期大学 動物トータルケア学科」に進学したいと思いますか。当てはまるも

の 1つを選んでください。 

 

 ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科（仮称）への進学意向は、「進学を希望する」

が 118人（1.5％）、「進学先の候補の１つとして考える」が 335人（4.4％）となっている。 

 また、「進学を希望する」と「進学先の候補の１つとして考える」の合計は 453 人（5.9%）となり、回

答者のおよそ 1 割弱がヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科に対して何らかの進学意

向を持っていることが明らかとなった。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 進学を希望する 
118 73 45 0 

 1.5   2.3   1.0   - 

2 進学先の候補の１つとして考える 
335 137 198 0 

 4.4   4.2   4.5   - 

3 進学を希望しない 
4,644 1,839 2,802 3 

 60.9   57.0   63.8   75.0  

4 わからない 
1,935 871 1,064 0 

 25.4   27.0   24.2   - 

 不明 
592 308 283 1 

 7.8   9.5   6.4   25.0  

 
合計 

7,624 3,228 4,392 4 

 100.0   100.0   100.0   100.0  
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問６ 現在構想中の「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学」について、ご意見、ご要

望等がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 問 6に対する主な回答は以下の通りとなっている。 

 

性別 ご意見･ご要望 

女性 問４の②について、お金による。 

女性 
問４②に関してですが、家庭によっては複数の動物と暮らしている家庭もあると思います。その場合他

の動物の負担になってしまうのではないでしょうか。 

男性 
問４②に関して、学校を卒業し、就職し、仕事をするにあたって、人と犬の介護をすることについて、

在学中に介護資格がとれるようなカリキュラムにしたほうが良いのかと思いました。 

男性 
問４②について、家庭訪問してのサポートは良いと思いますが、家庭訪問出来ない場合はどうするつも

りでしょうか。 

男性 訪問動物看護や在宅動物ケアなどの考えはとても良いと思った。 

女性 必要になると思うからよいと思う。 

女性 馬などの大型動物に関する学科をつくってほしい。 

男性 入学定員をもう少し増やしたほうがいい。 

女性 特待生制度、学費の免除はあるのかどうか。サークルの規模はどのくらいか。 

男性 特待生を作るべきだと思う。 

男性 動物病院やしつけの訓練などの将来に向けての看護の活動の場が増えるのはいいことだと思う。 

女性 
動物関係に進みたい人はいいと思う。4年制の人と就職率の差が出ないようにしなければいけないと思

う。 

女性 
動物看護師を目指しています。人、動物の高齢化に対応したシステムはとてもいいと思いました。進学

先の候補として考えたいです。 

男性 動物看護に興味がない。 

男性 動物を大切に思う気持ち、動物への思いが伝わる大学だと思う。いい大学だと思います。 

女性 動物も人間も老いていくと病院が必要。 

女性 動物はとても好きです。友達と見学させてもらいます。 

男性 動物の看護が出来ればより多くの命を救えると思うので、いいと思う。 

女性 
動物のさまざまな知識や、動物について学びたいと思っている方々は専門学校が増えることで選択の幅

が増えると思うのでいいと思います。 

男性 動物のことをよく学べそうです。 

女性 動物に関わりたいと思う人にとってはとても魅力的な学校であると感じました。 

女性 動物に関しての大学は少しだけ興味がわいた。 

女性 動物に関して、とても興味はありますが、4年生との違いを教えて欲しいです。（一番の利点） 

男性 動物についての教育機関が増えることは良いことだと思う。 

女性 動物と関わる仕事がしたいので、とても気になった。 

男性 男の人が少なそう。 

女性 短期大学でしかも実習が 60日もあるのはいいと思う。 

女性 短期間で学べるのはいいと思った。 

女性 短期に行きたい人には向いているのではと考える。 

女性 大学と専門学校あるのに、なんでまた短大を構想しようとしてるか分からない。 

男性 専門学校より授業料が高いのはなぜ？ 

女性 専門学校か短期大学かよくわからない。 

女性 専門で短期なのは良いと思う。 

男性 生き物を捨てる人とかいるので、しっかりとしっかりと指導しないといけないと思う。 

男性 数少ない短大ならば、増加することもいいと思います。 

女性 人の高齢化やペットの高齢化に対応する。 

女性 人と同じでペットも負担があることを考えて、訪問看護の教育があることはいいことだと思いました。 

男性 将来が期待されると思う。 

女性 授業内容が充実していそう。 

男性 授業の内容が気になる。 

女性 捨てられた動物などにボランティアで何かできると良いと思います。 

女性 実習が多いと社会に出ても通用でき体験できていい。 
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性別 ご意見･ご要望 

男性 質の高い教育を求める。 

男性 自分もペットを飼っているので少し興味はある。 

男性 自分は動物看護とかはあまり興味ないが、とてもいいと思う。入ってくる人も多いと思った。 

男性 自分は動物が大好きなのでこういった仕事につけれる大学も視野に入れていきたい。 

男性 自分の家は犬を飼っているので、そういう学科が増えて、先生が増えたらありがたいと思います。 

女性 資格もとれていいと思います。 

女性 
私はヤマザキ動物看護大学（4年制）に進学する予定です。3年制の短期があってすごくいいと思いま

す。 

女性 私はトリマーになりたいのでとても興味が持てました。ぜひ見学に行きたいと思いました。 

女性 高齢者が増える中で自宅に訪問することはとても良いと思いました。 

男性 
犬・ネコ以外にも、鳥やウサギ、ハムスターもペットとしてかう人がいるので、もっと幅を増やしてほ

しい。 

女性 看護だけの学校じゃなく、どんな遊びをしたらとか、遊具の開発などはあってほしいです。 

男性 看護・介護のサポートは、いいと思います。 

女性 学費をもう少し安くしていただきたいです。 

女性 学校名を何となく変えた方が良いと思います。 

女性 学科がたくさんあるみたいなので今後もっと増えていけばいいかなと思います。 

男性 家庭での在宅・訪問看護やリハビリテーションなどのシステムがとても良いと思います。 

女性 
ペットを飼う人が増えている現代でその専門知識を持っている人が増えればペットが飼いやすくなっ

ていくと思うので、どのような人材が社会に出てくるか期待。 

男性 ペットをかっている人からしたら、動物にくわしい人が多いのは心強いと思うので、よいと思う。 

女性 ペットショップにペットがつくまでの経路（ブリーダーとか）についてあるとおもしろい。 

男性 ドッグトレーナーなどの事もした方がいいと思う。 

女性 この大学に行けば、7種類の職業になれるのは、すごいと思いました。 

女性 コース等が２つあっていいなと思った。 

女性 オープンキャンパスなど行かせていただいて、とてもよかったです。 

女性 いろいろな専門学校があるのだと思った。これから動物も住み良くなると思うので良いと思った。 

女性 4年制があるのに、3年制にする必要あります？ 

女性 3年制は新しいことだし良いと思う。 

女性 3年制はいいと思うし、動物関係の学校はあまりないと思うからよいと思う。 

男性 
3年次にインターンをして、実際に学ぶのは良いことと思う。家に訪問もいいが、家にきてほしくない

などあるため、地域ごとに定期的なケアをするイベントをもうけて、そこに派遣する形がいいと思う。 

女性 3年ではなく 4年制にすべきと思う。 

男性 ②はとてもいいことだと思う。 

女性 「動物の想いを尊重」を教育方針にしてほしいです。 

女性 名前が長いと思います。 

男性 名称が少し固いと思う。あまり良さが伝わってこないです。 
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＜アンケート調査票＞ 
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＜アンケート調査票＞ 
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「資料 10」 

【第一期調査に際して回答者に示した設置構想資料】 
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「資料 11」  

【第二期調査に用いた調査票様式】 

（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 動物トータルケア学科設置に関するアンケート 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■ あなた自身に関してお聞きします。 

問 1 あなたの性別についておたずねします。当てはまるもの 1つを選んでください。 

 

 

問 2 あなたのお住まいはどちらですか。当てはまるもの 1つを選んでください。 

 

 

 

■  進路についてお聞きします。 

問 3 あなたの進路の意識について、当てはまるもの 1つを選んでください。 

 

 

 

 

※問 3で 1～5を選択した方は問 4に進んでください。 

 問 3で 6～7を選択した方は問 6に進んでください。 

問 4 ヤマザキ学園は「動物看護大学」「動物専門学校」を経営しており、現在「動物看護」の 3年制

の専門職短期大学の計画をしていますが、それらの分野に関してお聞きします。 

①  現在、人と動物の共生が注目され、ペットは人生のパートナーと呼ばれています。あなた

はご家庭で何らかの動物（イヌ、ネコ、うさぎ、とり、熱帯魚等）を飼われていますか？当

てはまるもの選んでください。（複数回答可） 

 

 下記に挙げた「動物に関する授業」で興味のあるものに○をつけて下さい。 

 学校法人ヤマザキ学園は動物看護のパイオニアとして大学と専門学校を経営し、創立 50周年を迎えます。この

たび産業界からの要望を受け、国会にて、これまでの大学・短大・専門学校に加え、新たに企業とともに作る「専

門職短期大学」という学校種が誕生することが決まりました。現在、本学園においても専門職短期大学(3年制)の

新設を検討しています。３年間の専門職短期大学では、旧来の大学・短大と異なり、学内 450 時間、学外の動物

病院や動物関連企業などで 450 時間、合計 900 時間の実習が行われることが大きな特徴です。これまで各大学・

短大が独自で企業実習を設けていた例はありますが、専門職短大では在学生全員が正規の必修カリキュラムとし

て行います。 

特に 3年次(卒業学年)には内定先等での実習も可能となりますので、社会からはペット産業の将来を担い、発展さ

せていく即戦力となる人材として期待されます。 

学校名：（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学 3年制 

学 科：（仮称）動物トータルケア学科 

学 位 : 専門職短期大学士 

・ このアンケートは主に高校生の皆さんに対して、大学進学に関しての意識をお聞きするアンケートです。 

・ このアンケートは無記名式であり、回答は統計的に処理しますので、外部に回答内容が出ることはありませ

ん。 

またこのアンケートで得られた情報によって、進学を勧めるようなことはありませんので、安心してお答え

ください。 

1 男性   2 女性 

1． 東京都  2．神奈川県  3．埼玉県  4．千葉県  5．静岡県  6．茨城県   

7．栃木県  8．群馬県   9．山梨県  10．その他（具体的に         ） 

1． 4年制大学に進学したい  2． 短期大学に進学したい 3．専門学校に進学したい 

4． 新制の専門職短期大学に進学したい 5．新制の専門職大学に進学したい  

6． 就職したい  7． 未定・その他 

  

1．はい  2．いいえ  3．以前飼っていた  4．将来飼いたいと思っている 
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 下記に挙げた「動物に関する授業」で興味のあるものに○をつけて下さい。 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

② 近年、人と動物の高齢化により、動物病院を訪れることは人のみならず動物にも、とても負

担になっています。新しい専門職短期大学では、動物看護師が家庭訪問しての看護・介護の

サポートをする教育を充実させたいと思います。当てはまるもの 1つを選んでください。 

 

 

問 5  現在、ヤマザキ学園では 4 年制のヤマザキ学園大学およびヤマザキ動物専門学校を設置して

いますが、その中でも新たに設置予定の 3 年制「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

動物トータルケア学科」に進学したいと思いますか。当てはまるもの 1つを選んでください。 

 

 

 

問 6  現在構想中の「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学」について、ご意見、ご要望等が

ありましたら、ご自由にお書きください 

  

 

 

 

  以上で終了です。ありがとうございました。 

【参考】（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学と同分野の学校の学費等 

 

 

 

1． 動物病院での動物看護              2．家庭での在宅・訪問看護 

3． イヌ、ネコの美容、グルーミング・ケア 4．家庭でのしつけ訓練 

5．動物の口腔ケア            6．動物のリハビリテーション 

7．アニマルセラピー           8．動物の栄養学・手作りごはん   

9．ペットサロン・ドックカフェ  10．コンシューマー（飼い主）分析行動学 

1．よいと思う   2．どちらともいえない  3．必要ない 

1．進学を希望する    2．進学先の候補の１つとして考える 

3．進学を希望しない   4．わからない 
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「資料 12」  

【第二期調査に際して回答者に示した設置構想資料】 
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資料 13 

1～3 

①書類等の題名 

資料 13. 高校訪問による入学想定者数調（1～3ページ） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

高校訪問による入学想定者数調 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 14 

1 

①書類等の題名 

資料 14. 高校訪問報告書 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

専門職短期大学 高校訪問報告書（抜粋） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

1 学長
ヤマキタ　ノブヒサ

山北　宣久
＜平成31年4月＞

神学修士

ヤマザキ学園大学 学事顧問

（平成26.10）

ヤマザキ動物専門学校 校長

（平成27.4）
（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

ヤマザキ学
園大学　学
事顧問（平
26.10）

ヤマザキ動
物専門学校
校長（平
27.4）

動物病理学 1後 1 2

動物薬理学 2前 2 2

動物感染症学 1後 2 2

臨地実習3 2後 4 2

臨地実習5 3後 5 2

動物トータルケア総
合演習2

3通 1 2

動物病理学 1後 1 2

兼任 講師 動物薬理学 2前 2 2

動物感染症学 1後 2 2

動物形態機能学 1前 2 2

動物形態機能組織
学

1後 2 2

公衆衛生学 1前 2 2

動物リハビリテーショ
ン論※

3前 0.7 2

臨地実習2

1

後・
2前

1 2

臨地実習3 2後 4 2

臨地実習4 3前 4 2

災害・危機管理論※ 3前 1 2

動物看護ソーシャ
ルワーク

2後 2 2

動物人間関係学 3前 2 2

臨地実習4 3前 4 2

臨地実習5 3後 5 2

臨地実習6 3後 5 2

動物トータルケア総
合演習1

2通 1 2

教 員 の 氏 名 等

（動物トータルケア学科）

修士（危機
管理学）

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週当たり平均日数

教授
(学長)

専1 生命倫理学神学修士

ヤマキタ　ノブヒサ

山北　宣久
＜平成31年4月＞

22

5日

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

1前 5日

フジムラ　タカオ

藤村　響男
＜平成32年10月＞

教授専

北里大学大
学院　医療
系研究科
講師（平
20.4）

‐
フジムラ　タカオ
藤村　響男

＜平成31年10月＞

獣医学博
士

5日

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
准教授（平
22.4）

専 准教授
ヤマカワ　イツコ

山川　伊津子
＜平成32年4月＞

修士(社会

福祉学)
5日

ヤマザキ学
園大学 動物

看護学部 講

師(平20.4)

ホンダ　ミオコ
本田　三緒子
＜平成31年4月＞

教授専

1 

2 

3 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（動物トータルケア学科）

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

英語Ⅰ 1通 2 4

英語Ⅱ 2前 1 2

動物実習短期留学
※

2・3
通

2 1

コンパニオンアニ
マルケア論※

1前 1.6 2

伴侶動物学※ 1前 0.7 2

コンパニオンアニマ
ルケア実習（基礎）

1通 3 2

コンパニオンアニマ
ルケア実習（応用）※

2通 2.5 2

臨地実習1

1

後・
2前

1 2

臨地実習3 2後 4 2

臨地実習5 3後 5 2

動物形態機能学・
組織学実習

1後 1 2

動物臨床検査学実
習

1後 1 2

臨地実習3 2後 4 2

臨地実習4 3前 4 2

臨地実習6 3後 5 2

研修・ボランティア活
動

1・

2・3
通

1 1

コンパニオンドッ
グトレーニング論

2前 2 2

コンパニオンドッグト
レーニング実習

2通 3 2

臨地実習4 3前 4 2

臨地実習6 3後 5 2

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
助手（平
23.4）

専修学校
ヤマモト　ナカコ

山本　央子
＜平成32年4月＞

講師実専

修士（医
科学）

ヤマムラ　タクヤ

山村　拓也
＜平成31年4月＞

助教専

講師専①

文学修士
/The

Degree of

Master of

Science in

Education

Curriculu

m,

Instructio

n and

Technolog

y in

Education

(米国)

カトウ　ゴウ
加藤　剛

＜平成31年4月＞

学士（動
物看護
学）

ミヤタ　アツシ

宮田　淳嗣
＜平成31年4月＞

助教専

5日
（株）市進
専任講師（平
12.4）

5日

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
助教（平
28.4）

5日

5日

自営業　フ
リーランス通
訳・翻訳・家
庭犬インスト
ラクター(平

13.10）

5 

6 

7 

- 2 -



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（動物トータルケア学科）

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

動物臨床看護学（外
科）実習

2通 2 2

動物リハビリテーショ
ン論※

3前 1.3 2

臨地実習1

1

後・
2前

1 2

臨地実習2

1

後・
2前

1 2

臨地実習3 2後 4 2

動物トータルケア総
合演習2

3通 1 2

研修・ボランティア活
動

1・

2・3
通

1 1

動物形態機能学・組
織学実習

1後 1 2

動物臨床看護学
（外科）

2前 2 2

動物臨床看護学（外
科）実習

2通 2 2

臨地実習1

1

後・
2前

1 2

臨地実習2

1

後・
2前

1 2

動物看護学概論 1前 2 2

動物臨床看護学（基
礎・内科）

1前 2 2

動物臨床看護学（基
礎・内科）実習

1通 2 2

動物臨床栄養学 2後 2 2

臨地実習3 2後 4 2

臨地実習5 3後 5 2

キャリアマネジメント 1後 2 2

動物トータルライフ演
習※

3前 0.8 2

臨地実習2

1

後・
2前

1 2

臨地実習4 3前 4 2

臨地実習5 3後 5 2

動物実習短期留学
※

2・3
通

2 1

情報危機管理論※ 3後 0.5 2

ヤマザキ動
物専門学校

副校長(平

9.3)

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
非常勤講師
（平25.4）

講師実専

各種学校

タカヤナギ　ノブコ

高柳　信子
＜平成31年4月＞

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
非常勤講師
（平25.10）

イノウエ　ルミ

井上　留美
＜平成31年4月＞

講師実専

学士(獣医

学)

5日

ヤマザキ学
園大学 動物

看護学部 教

授 (平23.4)

5日

5日

ハナダ　ミチコ

花田　道子
＜平成31年4月＞

学士（商
学）

/Associate

in Applied

Science

(米国)

アラキ　ユキコ

荒木　幸子
＜平成31年4月＞

講師実(研)② 5日

自営業　小
動物栄養管
理士としてコ
ンサルタント・
講師（平
27.3）

教授
(学科長)

実(研)
博士(獣医

学)

9 

10 

8 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（動物トータルケア学科）

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

動物臨床検査学 1後 2 2

動物臨床検査学実
習

1後 1 2

臨地実習1

1

後・
2前

1 2

臨地実習4 3前 4 2

臨地実習6 3後 5 2

動物トータルケア総
合演習1

2通 1 2

兼任 講師
タニガワ　ツトム
谷川　力

＜平成31年4月＞
動物生理・繁殖学※ 1前 1 2

イカリ消毒株式
会社取締役技
術研究所所長
（昭57.4）

‐

コンピューターリテラ
シー（情報処理）Ⅰ

1前 1 4

コンピューターリテラ
シー（情報処理）Ⅱ

2前 1 2

情報危機管理論※ 3後 0.5 2

兼任 講師
フジマキ　ヒロコ

藤巻　裕子
＜平成31年4月＞

法学士
コミュニケーショ
ン論

1前 2 2

ヤマザキ動
物専門学校
非常勤講師
（平13.4）

‐

17 兼任 講師
タカノ　ヤエコ

高野　八重子
＜平成31年4月＞

高等学校
卒

コンパニオンアニ
マルケア論※

1前 0.4 2

有限会社
キャットプ
ランニング
代表取締役
（平5.10）

‐

動物臨床看護学
（基礎・内科）実
習

1通 2 2

動物口腔ケア論 3前 1 2

動物口腔ケア実習 3後 1 2

兼任 講師
ハマベ　ユウコ

濵部　有羽子
＜平成32年4月＞

獣医学士 訪問動物看護学 2前 2 2

ヤマザキ動
物専門学校
非常勤講師
（平19.4）

‐

学士(獣医
学）

スズキ　トモコ

鈴木　友子
＜平成31年4月＞

講師兼任18 ‐

ヤマザキ学
園大学 動物

看護学部 講
師（平
20.4）

5日

株式会社三
菱化学ビー
シーエル　検
査第三部化
学療法検査
グループ真
菌フローラセ
クション
PL3（平

16.3）

博士（獣医
学）

1日

4日

講師兼任 準学士

コンドウ　ミホコ
近藤　美保子

＜平成31年4月＞
‐

東京リハビリ
テーション専
門学校　非
常勤講師（平
13.4）

フジハラ　エリコ
藤原　恵利子

＜平成31年4月＞
講師実(研)

修士（医科
学）

イカリ消毒株
式会社取締
役技術研究
所所長（昭
57.4）

イカリ消毒株
式会社取締
役技術研究
所所長（昭
57.4）

タニガワ　ツトム
谷川　力

＜平成32年4月＞
教授実み

2

1

2

5

1

1

3後

2後

1前

臨地実習6

環境生物学

動物生理・繁殖学※

13 

12 

15 

16 

1 

- 4 -



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（動物トータルケア学科）

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

兼任 講師
アマノ　タカシ
天野　卓

＜平成32年10月＞

農学博士 野生動物学 2後 1 1

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
教授（平
25.3）

‐

兼任 講師
スガノ　タエ

菅野　多恵
＜平成33年10月＞

Applied

Animal

Behaviour

and

Animal

Welfare

(英国)

動物愛護・福祉と
関連法規

3後 1 2

群馬県食肉
衛生検査所
嘱託と畜検
査員（平
26.4）

‐

動物行動学 1後 2 2

消費者行動分析学 3後 2 1

伴侶動物学※ 1前 0.6 2

コンパニオンアニマ
ルケア実習（応用）※

2通 0.5 2

兼任 講師
コジマ　アツシ

小嶋　篤史
＜平成31年4月＞

獣医学士 伴侶動物学※ 1前 0.6 2

鳥と小動物
の病院　リ
トルバード
院長/獣医師

（平14.12）

‐

動物飼育管理論※ 2前 1 2

産業・実験動物学 3前 2 2

27 兼任 講師
ホリイ　タカユキ
堀井　隆行

＜平成32年4月＞

修士（動物
応用科学）

動物飼育管理論※ 2前 1 2

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
講師(平

21.4)

‐

兼任 講師
スズキ　ユキ
鈴木　友紀

＜平成32年4月＞

芸術学士
動物トータルライ
フ環境論※

2前 0.4 2

ダブルポー
ション有限
会社　代表
取締役（平
13.3）

‐

‐
フルカワ　ツトム

古川　力
＜平成32年4月＞

講師兼任26

‐

講師兼任 獣医学士
ハヤタ　ユキコ

早田　由貴子
＜平成31年4月＞

エルムス
ペットクリ
ニック　杉
並　院長/獣
医師（平
14.10）

‐

星槎大学大
学院　社会
学研究科
教授（平
25.4）

農学博士

文学修士
スギヤマ(サトウ)　ナオコ

杉山(佐藤)　尚子
＜平成31年10月＞

講師兼任

東京農業大
学　農学部
教授（平
25.4）

17 

18 

19 

20 

21 

22 

- 5 -



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（動物トータルケア学科）

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

兼任 講師
オクヤマ　ケンジ
奥山　健二

＜平成32年4月＞

学術博士
動物トータルライ
フ環境論※

2前 1 2 一級建築士
（昭46.4）

‐

兼任 講師
ミヤシタ　メグミ

宮下　めぐみ
＜平成32年4月＞

学士（獣
医学）

動物トータルライ
フ環境論※

2前 0.6 2
アニコム損
害保険株式
会社（平
17.10）

‐

31 兼任 講師
ナガオカ　メグミ

長岡　惠
＜平成33年4月＞

専修学校
卒

動物トータルライ
フ演習※

3前 0.2 2
文化服装学
院　講師
（平16.5）

‐

32 兼任 講師
イガラシ　ヤスヒロ
五十嵐　靖博

＜平成33年4月＞

修士（文
学）

ジェロントロジー 3前 2 1

山野美容芸
術短期大学
美容総合学
科　教授（平
22.4）

‐

兼任 講師
オオニシ　マサユキ

大西　正行
＜平成33年10月＞

経済学士
少子高齢社会と人口
問題

3後 1 1
金城大学
社会福祉学
部　特任教
授（平29.4）

‐

34 兼任 講師
モタイ　ショウキチ

罍　昭吉
＜平成33年4月＞

経済学修
士

産業論 3前 2 1

一般財団法
人日本開発
構想研究所
客員主幹研
究員（平
29.4）

‐

35 兼任 講師
タケダ　マサヒロ
竹田　昌弘

＜平成33年10月＞

経営学修
士

ＩＴ社会論 3後 1 1

東京工科大
学　コン
ピュータサイ
エンス学部
教授（平
18.4）

‐

36 兼任 講師
イシワタ　ヒロシ
石渡　浩

＜平成33年10月＞

修士（経済
学）

起業論 3後 2 1

石渡ファイナ
ンシャルプラ
ンニング事務
所合同会社
代表社員（平
19.4）

‐

兼任 講師
フクヤマ　タカアキ

福山　貴昭
＜平成33年4月＞

修士（危
機管理
学）

災害・危機管理論
※

3前 1 2

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
講師（平
22.4）

‐

④ 兼任 講師
サイトウ　コウスケ
斎藤　康介

＜平成32年10月＞

短期大学
士

生活とアート 2後 2 2

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
非常勤講師
（平23.4）

‐

23 

24 

25 

26 

- 6 -



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（動物トータルケア学科）

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位 数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週当たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

心理学 1前 2 2

高齢者心理 2後 2 1

社会学 1後 2 2

死生学 3後 2 2

兼任 講師
カマダ　トシヒコ
鎌田　壽彦

＜平成31年4月＞
農学博士 動物生理・繁殖学※ 1前 2 2

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
非常勤講師
（平28.4）

‐

兼任 講師
ショウジ　ユウヤ
庄司　裕也

＜平成32年4月＞

修士（史
学）

社会福祉学 2前 2 2

女子美術大
学　非常勤
講師（平
19.4）

‐

⑥ 兼任 講師
イマイ　タツオ
今井　達男

＜平成33年10月＞
薬学士 医療安全 3後 2 2

東京薬科大
学　学長業
務顧問（平
29.7）
生活習慣病
研究所（平
30.5）

‐

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認

　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

カトウ　リエ
加藤　理絵

＜平成31年4月＞
兼任 講師

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
准教授（平
28.4）

‐
博士（教育
学）

⑤

ヤマザキ学
園大学　動
物看護学部
准教授（平
20.4）

‐
修士（社会
学）

ニイジマ　ノリコ
新島　典子

＜平成31年10月＞
講師兼任

31 

30 

28 
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 人 2人 人 1人 3人

修 士 人 人 人 人 人 1人 1人 2人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 2人 人 人 人 人 2人

学 士 人 人 1人 1人 人 人 人 2人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 1人 1人 人 人 2人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

学 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 2人 人 1人 3人

修 士 人 1人 2人 人 1人 1人 1人 6人

学 士 人 1人 1人 1人 人 人 人 3人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 1人 1人 人 人 2人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

別記様式第３号（その３の１）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（注）

教 授

准 教 授

講 師

助 教

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。
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 審査意見への対応を記載した書類（10月） 

 

（目次）動物トータルケア学科 

 

【教育課程等】 

1．【第一次審査意見２の回答について】 

＜科目内容が不十分＞ 

「コンピュータリテラシーⅠ」と「コンピュータリテラシーⅡ」の授業科目の内容が一定程度見直さ

れたが、短期大学教育の水準にふさわしい内容としては未だ不十分であるため、シラバスを示した上

で授業科目の内容を改めること。（是正事項） ··································································· 1 

 

2．【第一次審査意見５の回答について】 

＜書類の不備＞ 

「学生ローテーション表」に記載されている臨地実務実習の施設の中に、実習先から除外した施設が

一部記載されているため適切に改めること。（改善事項） ···················································· 6 

 

3．【第一次審査意見６の回答について】 

＜実習評価書の評価項目が不整合＞ 

臨地実務実習で掲げられた到達目標と臨地実務実習評価表に記載されている評価項目に整合していな

い箇所があるので適切に改めること。（是正事項）   ······················································· 16 

 

【名称、その他】 

4．【施設設備の計画が不十分】 

実地審査を行った結果、充実した教育研究活動に資する教育研究環境となっているか疑義があるため、

次の点を明確にすること。 

①共同研究室を整備する計画であるが、専任教員数に対して狭隘であるため、教育研究を適切に行い

得るスペースと機能が備わっていることを図面で示した上で明確にすること。 

②専任教員が取り組む研究を実施できる研究用実験室や機器の整備や研究で必要となる場合の動物の

具体的な確保の方策を明確にすること。 

③図書館が狭隘であるため、将来にわたって学生及び教員の教育研究活動に十分な図書館を整備する

こと。（是正事項） ······································································································· 66 

 

 



1 

 

（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

１． 【第一次審査意見２の回答について】 

＜科目内容が不十分＞ 

「コンピュータリテラシーⅠ」と「コンピュータリテラシーⅡ」の授業科目の内容が一

定程度見直されたが、短期大学教育の水準にふさわしい内容としては未だ不十分である

ため、シラバスを示した上で授業科目の内容を改めること。 

（対応） 

ご指摘に従い、「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」と「コンピューターリテラ

シー（情報処理）Ⅱ」の授業科目の内容を専門職短期大学の教育水準としてふさわしい内

容に改める。 

 

「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」（表 1）では、コンピューターの歴史、コ

ンピューターや OSの動作原理を理解した上で、ファイルやファイルシステムの種類と操作

方法、コンピューターやネットワークへの認証の重要性を学ぶ。 

次にインターネットの原理とウェブブラウザの動作原理を理解した上で、情報検索やイ

ンターネット上で提供されている無料サービスの使用方法を学ぶ。さらにデータベースの

種類や構造を理解した上で、データの整理方法を学ぶ。また、効果的なプレゼンテーショ

ンの方法やコンピューターのセキュリティ等を学ぶ内容に変更する。 

 

「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」（表 2）では、コンピューターのリテラシー

（情報処理能力）をさらに高めるためにインターネットを利用したサービス、ウェブサイトの

動作原理と構造を理解した上で、ウェブサイトの構築方法、マークアップ言語として有名な

HTML、CSS の使用法、ウェブによる情報発信の活用事例、基礎的な作成方法について学

ぶ。 

また、社会に普及し始めている AI（人工知能）、VR（仮想現実）、AR(拡張現実)、仮想通

貨などによって、社会がどのように変化してきているのか、さらに、これらの技術が発展

すると、将来、社会はどのように変革していくのか等、最新技術の概要について学びなが

ら、グループディスカッションを通してコンピューター社会について考察する内容に変更

する。 

 

なお、「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」と「コンピューターリテラシー（情

報処理）Ⅱ」は、コンピューターを使用し、演習形式で授業を行う。 

具体的な授業計画として、「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」と「コンピュータ

ーリテラシー（情報処理）Ⅱ」のシラバスを添付する（資料 1）。  



2 

 

表 1「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」の授業科目の概要 

新 旧 

本演習では、コンピューターのリテラシー

（情報処理能力）を高めるためにコンピュー

ターの歴史、コンピューターや OSの動作原

理を理解した上で、ファイルやファイルシス

テムの種類と操作方法、コンピューターやネ

ットワークへの認証の重要性を学ぶ。 

次にインターネットの原理とウェブブラ

ウザの動作原理を理解した上で、情報検索や

インターネット上で提供されている無料サ

ービスの使用方法を学ぶ。さらにデータベー

スの種類や構造を理解した上で、データの整

理方法を学ぶ。また、効果的なプレゼンテー

ションの方法やコンピューターのセキュリ

ティ等を学ぶ。 

与えられた課題を解決するためにコンピ

ューターを駆使する知識や技能を学ぶ。コン

ピューターの基礎的な動作原理、機能に対す

る理解から、キーボードやマウス、プリン

タ・スキャナなど周辺機器の扱い方、OSや

ソフトウエアの仕組み、ファイル・フォルダ

の扱い方、ソフトウエアのインストール・ア

ンインストール方法、ソフトウエアを用いて

データや情報を演算処理させる方法を身に

つける。 

文書や人の視覚に訴える見栄えの良い文

書の作成、基本的な演算方法の修得から大量

のデータを処理し、必要な情報を取り出す方

法も学んでいく。 

 

表 2「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」の授業科目の概要 

新 旧 

本演習では、コンピューターのリテラシー

（情報処理能力）をさらに高めるためにイン

ターネットを利用したサービス、ウェブサイ

トの動作原理と構造を理解した上で、ウェブ

サイトの構築方法、マークアップ言語として

有名な HTML、CSS の使用法、ウェブによ

る情報発信の活用事例、基礎的な作成方法に

ついて学ぶ。 

また、社会に普及し始めている AI（人工

知能）、VR（仮想現実）、AR(拡張現実)、仮

想通貨などによって、社会がどのように変化

してきているのか、さらに、これらの技術が

発展すると、将来、社会はどのように変革し

ていくのか等、最新技術の概要について学び

ながら、グループディスカッションを通して

コンピューター社会について考察する。 

ネットワーク利用の技能の習得を目指す。

ネットワークの仕組みを理解し、情報の信頼

性を把握するスキル、情報に関するセキュリ

ティや倫理に関する知識を身につけ、ネット

ワークを賢く生きていく術を学んでいく。 

SNS などに投稿する時やメール作成時に

欠かせない知識を身につけ、倫理ある利用技

術を修得していく。 

ファイルの圧縮・拡張子なども理解し、適

切なファイル形式を理解し、円滑にファイル

のやり取り等ができるよう知識を修得する。 

情報をまとめ、自分の考えを含めて相手に

わかりやすく伝える技術もソフトウエアを

用いて行うことも身につけていく。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（17ページ） 

新 旧 

5．教員組織の編成の考え方及び特色 

(2)教員の配置 

①基礎科目について 

（略） 

「コンピューターリテラシー（情報処理）

Ⅰ」は、コンピューターや OSの原理を理解

した上でファイルの操作法、インターネット

の動作原理と情報検索の方法、データの整理

方法等を学ぶ。「コンピューターリテラシー

（情報処理）Ⅱ」は、ウェブサイトの動作原

理と構造、HTML・CSS 使用法を学び、AI

（人工知能）、VR（仮想現実）、AR(拡張現

実)等の最新技術について学び、コンピュー

ター社会について考察する。「コンピュータ

ーリテラシー（情報処理）Ⅰ」、「コンピュー

ターリテラシー（情報処理）Ⅱ」は、近藤美

保子兼任講師が担当する。 

（略） 

 

5．教員組織の編成の考え方及び特色 

(2)教員の配置 

①基礎科目について 

（略） 

「コンピューターリテラシー（情報処理）

Ⅰ」は、与えられた課題を解決するためにコ

ンピューターを駆使する知能や技能を学ぶ

こととし、「コンピューターリテラシー（情

報処理）Ⅱ」は、ネットワークの仕組みを理

解し、情報の信頼性を把握するスキル、情報

に関するセキュリティや倫理に関する知識

を身につけ、ネットワークを賢く生きていく

術を学ぶ科目とする。いずれも専門学校での

教育歴や実務経験を活かし、近藤美保子兼任

講師が担当する。 

 

（略） 

 

 



資料 1 
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授業科目 コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ 担
当
教
員 

近藤 美保子 

科目英名 Computer Literacy (information processing) 

開講期間 1年次前期 必修科目 1単位 科目区分 基礎科目 

到達目標 

本演習は、コンピューターに関するリテラシー（情報処理能力）を高める科目であることから、学生

には、社会に普及しているインターネットやパーソナルコンピューター、オペレーティングシステムの

動作原理や実社会で役立つデータの整理方法等を理解する。 

講義概要 

本演習では、コンピューターのリテラシー（情報処理能力）を高めるためにコンピューターの歴史、

コンピューターや OSの動作原理を理解した上で、ファイルやファイルシステムの種類と操作方法、コ

ンピューターやネットワークへの認証の重要性を学ぶ。 

次にインターネットの原理とウェブブラウザの動作原理を理解した上で、情報検索やインターネット

上で提供されている無料サービスの使用方法を学ぶ。さらにデータベースの種類や構造を理解した上

で、データの整理方法を学ぶ。また、効果的なプレゼンテーションの方法やコンピューターのセキュリ

ティ等を学ぶ。 

授業計画 

1 コンピューターの歴史と動作原理 

2 オペレーティングシステムの種類と動作原理 

3 ファイルシステムの種類と操作方法 

4 コンピューターやネットワークへの認証の重要性 

5 インターネットの歴史と原理（通信プロトコル等） 

6 ウェブブラウザの動作原理と操作方法 

7 ウェブブラウザによる情報検索 

8 データベースの種類と構造 

9 データの整理１（Excel使用） 

10 データの整理２（Excel使用） 

11 統計処理（Excel使用） 

12 Power Pointによる効果的なプレゼンテーションの方法 

13 Power Pointによる効果的なプレゼンテーションの方法（グループによる発表） 

14 Officeアプリケーション間の連携等による活用法 

15 コンピューターのセキュリティ及び総括 

履修上の注意 

専門用語がたくさん出てくるので必ず予習、復習をして授業に臨むこと。 

評価方法（評価基準を含む） 

授業への参加度（50%）、課題・小テスト（50%）を基に総合評価する。 

教科書 

情報リテラシー教科書Windows10 Office 2016対応版、プリント配布 

 

参考書、教材等 

なし  
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授業科目 コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ 担
当
教
員 

近藤 美保子 

科目英名 Computer Literacy (information processing) Ⅱ 

開講期間 2年次前期 選択科目 1単位 科目区分 基礎科目 

到達目標 

本演習では、コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰで修得したリテラシー（情報処理能力）をさ

らに高めるために、ウェブサイトの動作原理と構造、ウェブサイトの構築方法、マークアップとして有

名な HTML の基本的な使用法を学びウェブサイトによる情報発信、最新技術の動向について理解させ

る。 

講義概要 

本演習では、コンピューターのリテラシー（情報処理能力）をさらに高めるためにインターネットを

利用したサービス、ウェブサイトの動作原理と構造を理解した上で、ウェブサイトの構築方法、マーク

アップ言語として有名な HTML、CSS の使用法、ウェブによる情報発信の活用事例、基礎的な作成方

法について学ぶ。 

また、社会に普及し始めている AI（人口知能）、VR（仮想現実）、AR(拡張現実)、仮想通貨などによ

って、社会がどのように変化してきているのか、さらに、これらの技術が発展すると、将来、社会はど

のように変革していくのか等、最新技術の概要について学びながら、グループディスカッションを通し

てコンピューター社会について考察する。 

授業計画 

1 インターネットを利用したサービスについて 

2 ウェブサイトや各種インターネットサービスの活用方法 

3 ウェブサイトの動作原理と構造 

4 ウェブサイトの構築方法 

5 HTMLの基礎１（HTMLのファイルの作り方やHTMLの種類、基本的なタグ等） 

6 HTMLの基礎２（リンク、画像の表示等） 

7 HTMLの基礎３（段落、その他タグ等） 

8 HTMLと CSSの基礎１（サイトの構造とスタイル等） 

9 HTMLと CSSの基礎２（CSSの記述法等） 

10 ウェブサイト作成の基礎１（基本的なレイアウト） 

11 ウェブサイト作成の基礎２（レイアウトの変更） 

12 ウェブサイト作成の基礎３（デザインの変更や装飾） 

13 AI（人工知能）について 

14 VR（仮想現実）と AR(拡張現実)、仮想通貨について 

15 コンピューター社会の未来についての考察（グループディスカッションを含む） 

履修上の注意 

専門用語がたくさん出てくるので必ず予習、復習をして授業に臨むこと。 

 

評価方法（評価基準を含む） 

授業への参加度（50%）、課題・小テスト（50%）を基に総合評価する。 

 

教科書 

プリント配布 

 

参考書、教材等 

なし 
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（改善事項）動物トータルケア学科 

２． 【第一次審査意見５の回答について】 

＜書類の不備＞ 

「学生ローテーション表」に記載されている臨地実務実習の施設の中に、実習先から除

外した施設が一部記載されているため適切に改めること。 

（対応） 

 ご指摘に従い、「設置の趣旨等を記載した書類」の資料 30-3、「審査意見への対応を記載

した書類（8 月）」の資料 5-1 の「臨地実習３・５ 学生ローテーション表」の中に実習先

から除外した施設が記載されているので削除し、実習先名称の記載漏れ、誤記入を修正す

る（表１）。また、「設置の趣旨等を記載した書類」の資料 30-4、「審査意見への対応を記載

した書類（8 月）」の資料 5-2 の「臨地実習４・６ 学生ローテーション表」の実習先名称

の誤記入を修正する（表 2）。なお、165ヶ所の実習施設数に変更はない。 

 

表１ 臨地実習３・５ 学生ローテーション表の正誤表 

「設置の趣旨等を記載した書類」の資料 30-3、「審査意見への対応を記載した書類（8月）」

の資料 5-1 

正 誤 備 考 

（削除） 
コンパニオン・ア

ニマル・センター 

誤記入のため削除する。 

【再補正時の学生ローテーション表番号「2」】 

（削除） 

一般社団法人 東

京城南地域獣医療

推進協会  TRVA

夜間救急動物医療

センター 

実習先から除外した施設のため削除する。 

（動物看護師が不在のため、実習施設から削除した

が、ローテーション表から削除していなかった） 

【再補正時のローテーション表番号「129」】 

（削除） 
有限会社  福沢動

物病院 

実習先から除外した施設のため削除する。 

（動物看護師が不在のため、実習施設から削除した

が、ローテーション表から削除していなかった） 

【再補正時の学生ローテーション表番号「135」】 

長津田ペットク

リニック 
（追加） 

記載漏れのため追加する。 

【再補正時の臨地実務実習施設一覧・施設番号「2」】 

安田獣医科病院 （追加） 
記載漏れのため追加する。 

【再補正時の臨地実務実習施設一覧・施設番号「5」】 

やまなか動物病

院 
（追加） 

記載漏れのため追加する。 

【再補正時の臨地実務実習施設一覧・施設番号「129」】 

動物病院ヘルス

ペット 

動物病院ヘルペッ

ト 

誤記入のため修正する。 

【再補正時の学生ローテーション表番号「56」】 

【再補正時の臨地実務実習施設一覧・施設番号「57」】 
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表２ 臨地実習４・６ 学生ローテーション表の正誤表 

「設置の趣旨等を記載した書類」の資料 30-4、「審査意見への対応を記載した書類（8月）」

の資料 5-2 

正 誤 備 考 

スタディ・ドッ

グ・スクール 

株式会社 Animal 

Life Solutions  

誤記入のため修正する。（株式会社 Animal Life 

Solutions が経営する施設） 

【再補正時の学生ローテーション表番号「99」】 

【再補正時の臨地実務実習施設一覧・施設番号「264」】 

ZOO恵比寿 ZOO恵比須 

誤記入のため修正する。 

【再補正時の学生ローテーション表番号「119」】 

【再補正時の臨地実務実習施設一覧・施設番号「284」】 

乗馬クラブクレイ

ン東京 

東武乗馬クラブ＆

クレイン 

誤記入のため修正する。 

【再補正時の学生ローテーション表番号「151」】 

【再補正時の臨地実務実習施設一覧の施設番号「316」 

 

修正前及び修正後の「臨地実習３・５ 学生ローテーション表」及び「臨地実習４・６ 

学生ローテーション表」は、資料 2のとおりである。 



資料2
【新】臨地実習３・５　学生ローテーション表

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程 Ｅ日程

1 アニマルメディカルセンター 1 6 11
2 長津田ペットクリニック 2 7 12
3 アマノ動物病院 3 8 13
4 有限会社磯貝動物病院 4 9 14
5 安田獣医科医院 5 10 15
6 ハロー動物病院 新鎌ヶ谷分院 6 11 16
7 ゼファー動物病院 7 12 17
8 木もれ陽動物病院 8 13 18
9 高木動物病院 9 14 19

10 カトウ獣医科 クリニック 10 15 20
11 横浜青葉 どうぶつ病院 11 16 21
12 アルフペット クリニック 12 17 22
13 よしだ動物病院 13 18 23
14 フローラル動物病院 14 19 24
15 さきがおか動物病院 15 20 25
16 いしじま動物病院 16 21 26
17 市原・山口動物病院 17 22 27
18 田中動物病院 18 23 28
19 アステール 動物病院 19 24 29
20 戸田動物病院 20 25 30
21 美園どうぶつ病院 21 26 31
22 後藤動物病院 22 27 32
23 イーリスペット クリニック 23 28 33
24 東いわつき 動物病院 24 29 34
25 みさと動物病院 25 30 35
26 どうぶつクリニック ＮＥＸＴ 26 31 36
27 けやき動物病院 富士見 27 32 37
28 動物病院くまごろう 28 33 38
29 みねぎし動物病院 29 34 39
30 エルザ動物小鳥の病院 30 35 40
31 小動物診療所 31 36 41
32 株式会社ワイ・エイ・シー ようが動物病院 32 37 42
33 本駒込動物病院 33 38 43
34 ひばり動物病院 34 39 44
35 赤羽ペットクリニック 35 40 45
36 梅島動物病院 36 41 46
37 駒沢どうぶつ病院 37 42 47
38 かいぬま動物病院 38 43 48
39 とりうみ動物病院 39 44 49
40 ふく動物病院 40 45 50
41 チコラ動物病院 41 46 51
42 みなみ小金井動物病院 42 47 52
43 ポウズ動物病院 43 48 53
44 ココ動物病院 44 49 54
45 動物病院　川越 45 50 55
46 株式会社Ｔ2コーポレーション たはら動物病院 46 51 56
47 有限会社国領動物病院 47 52 57
48 富士見台どうぶつ 病院 48 53 58
49 株式会社船橋 どうぶつ病院 49 54 59
50 岡部獣医科病院 50 55 60
51 ぬのかわ犬猫病院 51 56 61
52 吉田動物病院 52 57 62
53 本郷獣医科病院 53 58 63
54 ヴァンケット 動物病院 54 59 64
55 ロイヤルペットクリニック　西馬込病院 55 60 65
56 サム動物病院 56 61 66
57 動物病院ヘルスペット 57 62 67
58 池田動物病院 成城通り 58 63 68
59 溝の口犬猫病院 59 64 69
60 かのペットクリニック 60 65 70
61 仲野どうぶつ病院 61 66 71
62 ハリーペット クリニック 62 67 72
63 むかい猫と犬の病院 63 68 73
64 木村動物病院 64 69 74
65 松原ペットクリニック 65 70 75
66 セラピスト動物病院 66 71 76
67 有限会社　ませ動物病院 67 72 77
68 池田動物病院 68 73 78
69 古谷動物病院 69 74 79
70 湘南なぎさ動物病院 70 75 80
71 桜ヶ丘どうぶつ病院 71 76
72 久米川みどり 動物病院 72 77
73 セキ動物病院 73 78
74 辻堂犬猫病院 74 79
75 広尾動物病院 75 80
76 JOY動物病院 76 1
77 株式会社フェイス1　竹原獣医科医院 77 2
78 かぶくん動物病院 78 3
79 アリーズ動物病院 79 4
80 東京ウエスト 動物病院 80 5
81 野毛坂どうぶつ病院 1 6
82 越谷動物医療 センター 2 7

臨地実習３（８日間ずつ２か所） 臨地実習５（７日間ずつ３か所）
№ 研修場所
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【新】臨地実習３・５　学生ローテーション表

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程 Ｅ日程

臨地実習３（８日間ずつ２か所） 臨地実習５（７日間ずつ３か所）
№ 研修場所

83 葉山どうぶつ病院 3 8
84 とねり動物病院 4 9
85 大泉動物病院 5 10
86 ピジョン動物愛護 病院（鳩ヶ谷院） 6 11
87 ノブ動物病院 7 12
88 中田動物病院 8 13
89 アニマルクリニックこばやし 9 14
90 みつわ台動物病院 10 15
91 アン動物病院 11 16
92 松本動物病院 12 17
93 オアシス動物病院 13 18
94 上田動物病院 14 19
95 アニホスフォレスト株式会社　Pet Clinicアニホス 15 20
96 西湘動物病院 16 21
97 有限会社いちかわ動物病院 17 22
98 マーブル動物医療センター 18 23
99 野田動物病院 19 24

100 指扇ペットクリニック 20 25
101 リバーズ動物病院 21 26
102 七光台どうぶつ病院 22 27
103 有限会社サワムラベッツ　沢村獣医科病院 23 28
104 谷口動物病院 24 29
105 動物病院ＮＯＲＩＫＯ 25 30
106 ワシントン動物病院 26 31
107 コトー動物病院 27 32
108 井上動物病院 28 33
109 かわはら動物病院 29 34
110 一之江どうぶつ病院 30 35
111 マリーナストリート おかだ動物病院 31 36
112 水上犬猫鳥の病院 32 37
113 てらぞの動物病院 33 38
114 ベルノス動物病院 34 39
115 新習志野どうぶつ 病院 35 40
116 千歳船橋あむ動物病院 36 41
117 藤の花どうぶつ病院 37 42
118 公益財団法人 日本小動物医療 センター 38 43
119 海浜動物医療センター 39 44
120 はやし動物病院 40 45
121 城山通りどうぶつ 病院 41 46
122 つなしま動物病院 42 47
123 吉祥寺どうぶつ病院 43 48
124 株式会社日本動物高度医療センター 44 49
125 石黒動物病院 45 50
126 よしむら動物病院 46 51
127 七里動物病院 47 52
128 ワラビー動物病院 48 53
129 やまなか動物病院 49 54
130 モフ動物病院 50 55
131 エルム動物病院　　　 51 56
132 多摩クラーク動物病院 52 57
133 株式会社GRAND　DESIGN明和動物愛護病院 53 58
134 株式会社マイクレスト　クレスト動物病院 54 59
135 関水動物病院 55 60
136 新浦安太田動物病院 56 61
137 ハダ動物病院 57 62
138 あさか台動物病院 58 63
139 アニムペットクリニック 59 64
140 西荻動物病院 60 65
141 上石神井動物病院 61 66
142 ワラビ―動物病院グループ　はとがや動物病院 62 67
143 どうぶつ眼科　Eye Vet 63 68
144 合同会社　ゆう動物クリニック 64 69
145 株式会社港北どうぶつ病院 65 70
146 くみ動物病院 66 71
147 株式会社ZR　オールペットクリニック 67 72
148 タムどうぶつ病院 68 73
149 山田動物病院 69 74
150 湖畔どうぶつ病院 70 75
151 山本どうぶつ病院 71 76
152 有限会社さがみ中央動物医療センター 72 77
153 ブライト動物病院 73 78
154 向平動物病院 74 79
155 株式会社Vets United　アリサ動物病院 75 80
156 高ヶ坂動物病院 76 1
157 株式会社FIELD　森の樹どうぶつ病院 77 2
158 高橋動物病院 78 3
159 Willどうぶつ病院 79 4
160 習志野動物医療センター　りょう動物病院 80 5
161 グリーン動物病院 1 6
162 目黒洗足動物病院 2 7
163 畑沢動物病院 3 8
164 小鳥のセンター病院 4 9
165 どうぶつのセンター病院 5 10
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会社名 業種（詳細）

1 株式会社サンリングペットサロンSIT ペットサロン 1 12
2 ペットサロン　モグMOGU ペットサロン 2 13
3 ペットの保育園Will ペットサロン 3 14
4 トリミングスタジオ　Oasis  ペットサロン 4 15
5 Pｅｔ’s Lｉｆｅ ペットサロン 5 16
6 ドッグサロンLC ペットサロン 6 17
7 PET SALON KUMIKO ペットサロン 7 18
8 Supreme 舞浜スタジオ ペットサロン 8 19
9 株式会社　BELL-PET ペットサロン 9 20

10 株式会社ワイズドギー　渋谷西武モントゥトゥ ペットサロン 10 21
11 グルーミングサロングリム ペットサロン 11 22
12 ANIER -Dog Grooming Room- ペットサロン 12 23
13 Pet　Salon　Jupiter ペットサロン 13 24
14 Dog Grooming Salon cotaz ペットサロン 14 25
15 Dog Place Oasis ペットサロン 15 26
16 ペットサロンうちの仔 ペットサロン 16 27
17 株式会社DLC　DOGLIFE　川口店 ペットサロン 17 28
18 株式会社DLC　DOGLIFE　浦和店 ペットサロン 18 29
19 シブヤ・ドッグ・ビューティー ペットサロン 19 30
20 アトリエモモ-ワン ペットサロン 20 31
21 ペットショップジュニア池袋 ペットショップ 21 32
22 株式会社オーグ　うさぎのしっぽ　横浜店 ペットショップ 22 33
23 株式会社モントウトウ ペットショップ 23 34
24 ペットの専門店コジマ新宿店 ペットショップ 24 35
25 ペットの専門店コジマ八王子店 ペットショップ 25 36
26 ペットの専門店コジマ松戸店 ペットショップ 26 37
27 ペットの専門店コジマ竹ノ塚店 ペットショップ 27 38
28 ペットの専門店コジマ青戸店 ペットショップ 28 39
29 ペットの専門店コジマ浦和店 ペットショップ 29 40
30 ペットの専門店コジマ花小金井店 ペットショップ 30 41
31 ペットの専門店コジマ大宮店 ペットショップ 31 42
32 ペットの専門店コジマ目黒店 ペットショップ 32 43
33 ペットの専門店コジマ相模原店 ペットショップ 33 44
34 ペットの専門店コジマ川越店 ペットショップ 34 45
35 ペットの専門店コジマ洗足店 ペットショップ 35 46
36 ペットの専門店コジマ足立店 ペットショップ 36 47
37 ペットの専門店コジマ高井戸店 ペットショップ 37 48
38 ペットの専門店コジマ中野店 ペットショップ 38 49
39 ペットの専門店コジマ三軒茶屋店 ペットショップ 39 50
40 ペットの専門店コジマ阿佐ヶ谷店 ペットショップ 40 51
41 ペットの専門店コジマ新小岩店 ペットショップ 41 52
42 ペットの専門店コジマ板橋店 ペットショップ 42 53
43 ペットの専門店コジマ練馬店 ペットショップ 43 54
44 ペットの専門店コジマ亀戸店 ペットショップ 44 55
45 ペットの専門店コジマ三郷店 ペットショップ 45 56
46 ペットの専門店コジマアリオ葛西店 ペットショップ 46 57
47 ペットの専門店コジマベイタウン横浜本牧店 ペットショップ 47 58
48 ペットの専門店コジマアリオ柏店 ペットショップ 48 59
49 ペットの専門店コジマ西篠崎店 ペットショップ 49 60
50 ペットの専門店コジマアリオ蘇我店 ペットショップ 50 61
51 ペットの専門店コジマアリオ西新井店 ペットショップ 51 62
52 ペットの専門店コジマアリオ市原店 ペットショップ 52 63
53 ペットの専門店コジマフォルテ津田沼店 ペットショップ 53 64
54 ペットの専門店コジマ六本木店 ペットショップ 54 65
55 ペットの専門店コジマアリオ深谷店 ペットショップ 55 66
56 ペットの専門店コジマアリオ橋本店 ペットショップ 56 67
57 ペットの専門店コジマ国分寺店 ペットショップ 57 68
58 ペットの専門店コジマ府中店 ペットショップ 58 69
59 ペットの専門店コジマアリオ北砂店 ペットショップ 59 70
60 ペットの専門店コジマモラージュ菖蒲店 ペットショップ 60 71
61 ペットの専門店コジマイーアスつくば店 ペットショップ 61 72
62 ペットの専門店コジマ田端店 ペットショップ 62 73
63 ペットの専門店コジマアリオ亀有店 ペットショップ 63 74
64 ペットの専門店コジマ蕨錦町店 ペットショップ 64 75
65 ペットの専門店コジマ和光店 ペットショップ 65 76
66 アサヒペット株式会社　都築店 ペットショップ 66 77
67 アサヒペット株式会社　多摩店 ペットショップ 67 78

68 アサヒペット株式会社　湘南店 ペットショップ 68 79
69 アサヒペット株式会社　ＭＡＲＫ ＩＳ みなとみらい店 ペットショップ 69 80
70 アサヒペット株式会社　港北ニュータウン店 ペットショップ 70
71 アサヒペット株式会社　トレッサ横浜店 ペットショップ 71
72 アサヒペット株式会社　二俣川本店 ペットショップ 72
73 ＤＯＧ’Ｓ ＣＡＲＥ ＪＯＫＥＲ 六本木ヒルズ店 ペットショップ 73
74 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと柏の葉店 ペットショップ 74
75 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと横浜店 ペットショップ 75
76 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ そごう横浜店 ペットショップ 76
77 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ そごう大宮店 ペットショップ 77
78 ＪＯＫＥＲ ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＡＶＥＮＵＥ 二子玉川店 ペットショップ 78
79 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ むさし村山店 ペットショップ 79
80 ヨネヤマプランテイション本店 ペットショップ 80

臨地実習４
（８日間ずつ２か所）

Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程Ａ日程

臨地実習６
（７日間ずつ３か所）

Ｅ日程

【新】臨地実習4・6　学生ローテーション表
（ペットショップ・サロンは1名、ペット用品販売は2名、動物関連施設は4名で設定）
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会社名 業種（詳細）

臨地実習４
（８日間ずつ２か所）

Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程Ａ日程

臨地実習６
（７日間ずつ３か所）

Ｅ日程

【新】臨地実習4・6　学生ローテーション表
（ペットショップ・サロンは1名、ペット用品販売は2名、動物関連施設は4名で設定）

81 ペットエコ横浜　港北ニュータウン店 ペットショップ 1
82 ペットエコ横浜　湘南店 ペットショップ 2
83 ペットエコ横浜　都築店 ペットショップ 3
84 ペットエコ横浜　多摩店 ペットショップ 4
85 ペットエコ横浜　世田谷店 ペットショップ 5
86 ペットエコＤＯＰ　元住吉店 ペットショップ 6
87 ペットエコ　トレッサ横浜店 ペットショップ 7
88 ペットエコＤＯＰ　大口店 ペットショップ 8
89 ペットエコ横浜　上大岡店 ペットショップ 9
90 ペットエコ　多摩本店 ペットショップ 10
91 吉田観賞魚販売（ヨシダ・フィッシュファームズ） ペットショップ 11
92 クラブケンケン　田園調布店 ペットホテル 1 24 47
93 株式会社ツルーサービス　のんびーはうす ペットホテル 2 25 48

94 大井警察犬訓練所 訓練施設 3 26 49
95 株式会社フロムパピー　ファミリーナガーデン南青山 訓練施設 4 27 50
96 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　稲城店 訓練施設 5 28 51
97 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　向ヶ丘遊園店 訓練施設 6 29 52
98 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　中目黒店 訓練施設 7 30 53
99 株式会社　Animal　Life　Solutions　スタディ・ドッグ・スクール 訓練施設 8 31 54

100 デイケアガーデングリーングラスロッジ 老犬ホーム 9 32 55
101 老犬ホームあしあと 老犬ホーム 10 33 56
102 DOG　PARTNERS 老犬ホーム 11 34 57
103 東京ペットホーム 老犬ホーム 12 35 58
104 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート富士 宿泊施設 13 36 59 70
105 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート箱根雲外荘 宿泊施設 14 37 60 71
106 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート御影用水 宿泊施設 15 38 61 72
107 東京建物リゾート株式会社レジーナリゾート蓼科 宿泊施設 16 39 62 73
108 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート旧軽井沢 宿泊施設 17 40 63 74
109 株式会社ベリークルーズ　しぶこえ館山 宿泊施設 18 41 64 75
110 株式会社ベリークルーズ　しぶごえ御宿海岸 宿泊施設 19 42 65 76
111 株式会社ベリークルーズ　修善寺　絆 宿泊施設 20 43 66 77
112 株式会社ベリークルーズ　鬼怒川　絆 宿泊施設 21 44 67 78
113 株式会社ベリークルーズ　フェニックスウイング白馬 宿泊施設 22 45 68 79
114 株式会社共立メンテナンス　ルシアン旧軽井沢 宿泊施設 23 46 69 80
115 株式会社フリーステッチ ペット用品開発 1 47 13 53
116 ZOO JAPAN　CO;LTD.　 ペット用品販売 2 48 14 54
117 ZOO新大久保 ペット用品販売 3 49 15 55
118 ZOO四ツ谷 ペット用品販売 4 50 16 56
119 ZOO恵比寿 ペット用品販売 5 51 17 57
120 ZOO六本木 ペット用品販売 6 52 18 58
121 ZOO新宿 ペット用品販売 7 53 19 59
122 ZOO渋谷サロン ペット用品販売 8 54 20 60
123 GREEN DOG SQUARE ペット用品販売 9 55 21 61
124 GREEN DOG 東京ミッドタウン ペット用品販売 10 56 22 62
125 GREEN DOG 代官山 ペット用品販売 11 57 23 63
126 GREEN DOG 湘南 ペット用品販売 12 58 24 64
127 ビューティプラステラスモール湘南 ペット用品販売 13 59 25 65
128 イオンペット　テラスモール湘南 ペット用品販売 14 60 26 66
129 イオンペットしつけ教室　浦和美園 ペット用品販売 15 61 27 67
130 イオンペットビューティサロン　浦和美園 ペット用品販売 16 62 28 68
131 イオンペット　浦和美園 ペット用品販売 17 63 29 69
132 イオンペットビューティサロンペコスレイクタウン ペット用品販売 18 64 30 70
133 ＰＥＣＯＳ　レイクタウン ペット用品販売 19 65 31 71
134 ペテモ　与野 ペット用品販売 20 66 32 72
135 ペテモビューティサロン　与野 ペット用品販売 21 67 33 73
136 イオンペットビューティサロン　相模原 ペット用品販売 22 68 34 74
137 イオンペット　相模原 ペット用品販売 23 69 35 75
138 相模原どうぶつ医療センターしつけ教室 ペット用品販売 24 70 36 76
139 ペットインロイヤル幕張新都心 ペット用品販売 25 71 37 77
140 ドッグトレーニング　ペコス幕張新都心店 ペット用品販売 26 72 38 78
141 イオンペットビューティサロンペコス幕張新都心店 ペット用品販売 27 73 39 79
142 イオン動物医療センター幕張新都心(介護) ペット用品販売 28 74 40 80
143 pecos　幕張新都心 ペット用品販売 29 75 41
144 イオンペット　柏 ペット用品販売 30 76 42
145 イオンペットビューティサロン　柏 ペット用品販売 31 77 43
146 イオンペットビューティサロン　千葉ニュータウン ペット用品販売 32 78 44
147 イオンペット　千葉ニュータウン ペット用品販売 33 79 45
148 ぺテモ　日の出 ペット用品販売 34 80 46
149 イオンしつけ教室　日の出 ペット用品販売 35 1 47
150 ぺテモビューティサロン　日の出 ペット用品販売 36 2 48
151 乗馬クラブクレイン東京 乗馬施設 37 3 49
152 株式会社湘南動物プロダクション 動物レンタル 38 4 50
153 アニコム損害保険株式会社 ペット保険 39 5 51
154 ペットメディカルサポート株式会社 ペット保険 40 6 52
155 公益財団法人日本動物愛護協会 ペット関連団体 41 7
156 公益財団法人日本盲導犬協会　日本盲導犬総合センター ペット関連団体 42 8
157 社会福祉法人日本介助犬協会 ペット関連団体 43 9
158 特定非営利活動法人 聴導犬育成の会 ペット関連団体 44 10
159 特定非営利活動法人日本動物衛生看護師協会 ペット関連団体 45 11
160 公益社団法人日本動物福祉協会　新東京支部 ペット関連団体 46 12
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【旧】臨地実習３・５　学生ローテーション表

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程 Ｅ日程

1 アニマルメディカルセンター 1 6 11
2 コンパニオン・ アニマル・センター 2 7 12
3 アマノ動物病院 3 8 13
4 有限会社磯貝動物病院 4 9 14
5 ハロー動物病院 新鎌ヶ谷分院 5 10 15
6 ゼファー動物病院 6 11 16
7 木もれ陽動物病院 7 12 17
8 高木動物病院 8 13 18
9 カトウ獣医科 クリニック 9 14 19

10 横浜青葉 どうぶつ病院 10 15 20
11 アルフペット クリニック 11 16 21
12 よしだ動物病院 12 17 22
13 フローラル動物病院 13 18 23
14 さきがおか動物病院 14 19 24
15 いしじま動物病院 15 20 25
16 市原・山口動物病院 16 21 26
17 田中動物病院 17 22 27
18 アステール 動物病院 18 23 28
19 戸田動物病院 19 24 29
20 美園どうぶつ病院 20 25 30
21 後藤動物病院 21 26 31
22 イーリスペット クリニック 22 27 32
23 東いわつき 動物病院 23 28 33
24 みさと動物病院 24 29 34
25 どうぶつクリニック ＮＥＸＴ 25 30 35
26 けやき動物病院 富士見 26 31 36
27 動物病院くまごろう 27 32 37
28 みねぎし動物病院 28 33 38
29 エルザ動物小鳥の病院 29 34 39
30 小動物診療所 30 35 40
31 株式会社ワイ・エイ・シー ようが動物病院 31 36 41
32 本駒込動物病院 32 37 42
33 ひばり動物病院 33 38 43
34 赤羽ペットクリニック 34 39 44
35 梅島動物病院 35 40 45
36 駒沢どうぶつ病院 36 41 46
37 かいぬま動物病院 37 42 47
38 とりうみ動物病院 38 43 48
39 ふく動物病院 39 44 49
40 チコラ動物病院 40 45 50
41 みなみ小金井動物病院 41 46 51
42 ポウズ動物病院 42 47 52
43 ココ動物病院 43 48 53
44 動物病院　川越 44 49 54
45 株式会社Ｔ2コーポレーション たはら動物病院 45 50 55
46 有限会社国領動物病院 46 51 56
47 富士見台どうぶつ 病院 47 52 57
48 株式会社船橋 どうぶつ病院 48 53 58
49 岡部獣医科病院 49 54 59
50 ぬのかわ犬猫病院 50 55 60
51 吉田動物病院 51 56 61
52 本郷獣医科病院 52 57 62
53 ヴァンケット 動物病院 53 58 63
54 ロイヤルペットクリニック　西馬込病院 54 59 64
55 サム動物病院 55 60 65
56 動物病院ヘルペット 56 61 66
57 池田動物病院 成城通り 57 62 67
58 溝の口犬猫病院 58 63 68
59 かのペットクリニック 59 64 69
60 仲野どうぶつ病院 60 65 70
61 ハリーペット クリニック 61 66 71
62 むかい猫と犬の病院 62 67 72
63 木村動物病院 63 68 73
64 松原ペットクリニック 64 69 74
65 セラピスト動物病院 65 70 75
66 有限会社　ませ動物病院 66 71 76
67 池田動物病院 67 72 77
68 古谷動物病院 68 73 78
69 湘南なぎさ動物病院 69 74 79
70 桜ヶ丘どうぶつ病院 70 75 80
71 久米川みどり 動物病院 71 76
72 セキ動物病院 72 77
73 辻堂犬猫病院 73 78
74 広尾動物病院 74 79
75 JOY動物病院 75 80
76 株式会社フェイス1　竹原獣医科医院 76 1
77 かぶくん動物病院 77 2
78 アリーズ動物病院 78 3
79 東京ウエスト 動物病院 79 4
80 野毛坂どうぶつ病院 80 5
81 越谷動物医療 センター 1 6
82 葉山どうぶつ病院 2 7

臨地実習３（８日間ずつ２か所） 臨地実習５（７日間ずつ３か所）
№ 研修場所
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【旧】臨地実習３・５　学生ローテーション表

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程 Ｅ日程

臨地実習３（８日間ずつ２か所） 臨地実習５（７日間ずつ３か所）
№ 研修場所

83 とねり動物病院 3 8
84 大泉動物病院 4 9
85 ピジョン動物愛護 病院（鳩ヶ谷院） 5 10
86 ノブ動物病院 6 11
87 中田動物病院 7 12
88 アニマルクリニックこばやし 8 13
89 みつわ台動物病院 9 14
90 アン動物病院 10 15
91 松本動物病院 11 16
92 オアシス動物病院 12 17
93 上田動物病院 13 18
94 アニホスフォレスト株式会社　Pet Clinicアニホス 14 19
95 西湘動物病院 15 20
96 有限会社いちかわ動物病院 16 21
97 マーブル動物医療センター 17 22
98 野田動物病院 18 23
99 指扇ペットクリニック 19 24

100 リバーズ動物病院 20 25
101 七光台どうぶつ病院 21 26
102 有限会社サワムラベッツ　沢村獣医科病院 22 27
103 谷口動物病院 23 28
104 動物病院ＮＯＲＩＫＯ 24 29
105 ワシントン動物病院 25 30
106 コトー動物病院 26 31
107 井上動物病院 27 32
108 かわはら動物病院 28 33
109 一之江どうぶつ病院 29 34
110 マリーナストリート おかだ動物病院 30 35
111 水上犬猫鳥の病院 31 36
112 てらぞの動物病院 32 37
113 ベルノス動物病院 33 38
114 新習志野どうぶつ 病院 34 39
115 千歳船橋あむ動物病院 35 40
116 藤の花どうぶつ病院 36 41
117 公益財団法人 日本小動物医療 センター 37 42
118 海浜動物医療センター 38 43
119 はやし動物病院 39 44
120 城山通りどうぶつ 病院 40 45
121 つなしま動物病院 41 46
122 吉祥寺どうぶつ病院 42 47
123 株式会社日本動物高度医療センター 43 48
124 石黒動物病院 44 49
125 よしむら動物病院 45 50
126 七里動物病院 46 51
127 ワラビー動物病院 47 52
128 モフ動物病院 48 53
129 一般社団法人　東京城南地域獣医療推進協会　TRVA夜間救急動物医療センター 49 54
130 エルム動物病院　　　 50 55
131 多摩クラーク動物病院 51 56
132 株式会社GRAND　DESIGN明和動物愛護病院 52 57
133 株式会社マイクレスト　クレスト動物病院 53 58
134 関水動物病院 54 59
135 有限会社　福沢動物病院 55 60
136 新浦安太田動物病院 56 61
137 ハダ動物病院 57 62
138 あさか台動物病院 58 63
139 アニムペットクリニック 59 64
140 西荻動物病院 60 65
141 上石神井動物病院 61 66
142 ワラビ―動物病院グループ　はとがや動物病院 62 67
143 どうぶつ眼科　Eye Vet 63 68
144 合同会社　ゆう動物クリニック 64 69
145 株式会社港北どうぶつ病院 65 70
146 くみ動物病院 66 71
147 株式会社ZR　オールペットクリニック 67 72
148 タムどうぶつ病院 68 73
149 山田動物病院 69 74
150 湖畔どうぶつ病院 70 75
151 山本どうぶつ病院 71 76
152 有限会社さがみ中央動物医療センター 72 77
153 ブライト動物病院 73 78
154 向平動物病院 74 79
155 株式会社Vets United　アリサ動物病院 75 80
156 高ヶ坂動物病院 76 1
157 株式会社FIELD　森の樹どうぶつ病院 77 2
158 高橋動物病院 78 3
159 Willどうぶつ病院 79 4
160 習志野動物医療センター　りょう動物病院 80 5
161 グリーン動物病院 1 6
162 目黒洗足動物病院 2 7
163 畑沢動物病院 3 8
164 小鳥のセンター病院 4 9
165 どうぶつのセンター病院 5 10
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会社名 業種（詳細）

1 株式会社サンリングペットサロンSIT ペットサロン 1 12
2 ペットサロン　モグMOGU ペットサロン 2 13
3 ペットの保育園Will ペットサロン 3 14
4 トリミングスタジオ　Oasis  ペットサロン 4 15
5 Pｅｔ’s Lｉｆｅ ペットサロン 5 16
6 ドッグサロンLC ペットサロン 6 17
7 PET SALON KUMIKO ペットサロン 7 18
8 Supreme 舞浜スタジオ ペットサロン 8 19
9 株式会社　BELL-PET ペットサロン 9 20

10 株式会社ワイズドギー　渋谷西武 モントゥトゥ ペットサロン 10 21
11 グルーミングサロングリム ペットサロン 11 22
12 Anier -Dog Grooming Room- ペットサロン 12 23
13 Pet　Salon　Jupiter ペットサロン 13 24
14 Dog Grooming Salon cotaz ペットサロン 14 25
15 DogPlaceOasis ペットサロン 15 26
16 ペットサロンうちの仔 ペットサロン 16 27
17 株式会社DLC　DOGLIFE　川口店 ペットサロン 17 28
18 株式会社DLC　DOGLIFE　浦和店 ペットサロン 18 29
19 シブヤ・ドッグ・ビューティー ペットサロン 19 30
20 アトリエモモ-ワン ペットサロン 20 31
21 ペットショップジュニア池袋 ペットショップ 21 32
22 株式会社オーグ　うさぎのしっぽ　横浜店 ペットショップ 22 33
23 株式会社モントウトウ ペットショップ 23 34
24 ペットの専門店コジマ新宿店 ペットショップ 24 35
25 ペットの専門店コジマ八王子店 ペットショップ 25 36
26 ペットの専門店コジマ松戸店 ペットショップ 26 37
27 ペットの専門店コジマ竹ノ塚店 ペットショップ 27 38
28 ペットの専門店コジマ青戸店 ペットショップ 28 39
29 ペットの専門店コジマ浦和店 ペットショップ 29 40
30 ペットの専門店コジマ花小金井店 ペットショップ 30 41
31 ペットの専門店コジマ大宮店 ペットショップ 31 42
32 ペットの専門店コジマ目黒店 ペットショップ 32 43
33 ペットの専門店コジマ相模原店 ペットショップ 33 44
34 ペットの専門店コジマ川越店 ペットショップ 34 45
35 ペットの専門店コジマ洗足店 ペットショップ 35 46
36 ペットの専門店コジマ足立店 ペットショップ 36 47
37 ペットの専門店コジマ高井戸店 ペットショップ 37 48
38 ペットの専門店コジマ中野店 ペットショップ 38 49
39 ペットの専門店コジマ三軒茶屋店 ペットショップ 39 50
40 ペットの専門店コジマ阿佐ヶ谷店 ペットショップ 40 51
41 ペットの専門店コジマ新小岩店 ペットショップ 41 52
42 ペットの専門店コジマ板橋店 ペットショップ 42 53
43 ペットの専門店コジマ練馬店 ペットショップ 43 54
44 ペットの専門店コジマ亀戸店 ペットショップ 44 55
45 ペットの専門店コジマ三郷店 ペットショップ 45 56
46 ペットの専門店コジマアリオ葛西店 ペットショップ 46 57
47 ペットの専門店コジマベイタウン横浜本牧店 ペットショップ 47 58
48 ペットの専門店コジマアリオ柏店 ペットショップ 48 59
49 ペットの専門店コジマ西篠崎店 ペットショップ 49 60
50 ペットの専門店コジマアリオ蘇我店 ペットショップ 50 61
51 ペットの専門店コジマアリオ西新井店 ペットショップ 51 62
52 ペットの専門店コジマアリオ市原店 ペットショップ 52 63
53 ペットの専門店コジマフォルテ津田沼店 ペットショップ 53 64
54 ペットの専門店コジマ六本木店 ペットショップ 54 65
55 ペットの専門店コジマアリオ深谷店 ペットショップ 55 66
56 ペットの専門店コジマアリオ橋本店 ペットショップ 56 67
57 ペットの専門店コジマ国分寺店 ペットショップ 57 68
58 ペットの専門店コジマ府中店 ペットショップ 58 69
59 ペットの専門店コジマアリオ北砂店 ペットショップ 59 70
60 ペットの専門店コジマモラージュ菖蒲店 ペットショップ 60 71
61 ペットの専門店コジマイーアスつくば店 ペットショップ 61 72
62 ペットの専門店コジマ田端店 ペットショップ 62 73
63 ペットの専門店コジマアリオ亀有店 ペットショップ 63 74
64 ペットの専門店コジマ蕨錦町店 ペットショップ 64 75
65 ペットの専門店コジマ和光店 ペットショップ 65 76
66 アサヒペット株式会社　都築店 ペットショップ 66 77
67 アサヒペット株式会社　多摩店 ペットショップ 67 78

68 アサヒペット株式会社　湘南店 ペットショップ 68 79
69 アサヒペット株式会社　ＭＡＲＫ ＩＳ みなとみらい店 ペットショップ 69 80
70 アサヒペット株式会社　港北ニュータウン店 ペットショップ 70
71 アサヒペット株式会社　トレッサ横浜店 ペットショップ 71
72 アサヒペット株式会社　二俣川本店 ペットショップ 72
73 ＤＯＧ’Ｓ ＣＡＲＥ ＪＯＫＥＲ 六本木ヒルズ店 ペットショップ 73
74 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと柏の葉店 ペットショップ 74
75 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと横浜店 ペットショップ 75
76 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ そごう横浜店 ペットショップ 76
77 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ そごう大宮店 ペットショップ 77
78 ＪＯＫＥＲ ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＡＶＥＮＵＥ 二子玉川店 ペットショップ 78
79 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ むさし村山店 ペットショップ 79
80 ヨネヤマプランテイション本店 ペットショップ 80

臨地実習４
（８日間ずつ２か所）

Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程Ａ日程

臨地実習６
（７日間ずつ３か所）

Ｅ日程

【旧】臨地実習4・6　学生ローテーション表
（ペットショップ・サロンは1名、ペット用品販売は2名、動物関連施設は4名で設定）
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会社名 業種（詳細）

臨地実習４
（８日間ずつ２か所）

Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程Ａ日程

臨地実習６
（７日間ずつ３か所）

Ｅ日程

【旧】臨地実習4・6　学生ローテーション表
（ペットショップ・サロンは1名、ペット用品販売は2名、動物関連施設は4名で設定）

81 ペットエコ横浜　港北ニュータウン店 ペットショップ 1
82 ペットエコ横浜　湘南店 ペットショップ 2
83 ペットエコ横浜　都築店 ペットショップ 3
84 ペットエコ横浜　多摩店 ペットショップ 4
85 ペットエコ横浜　世田谷店 ペットショップ 5
86 ペットエコＤＯＰ　元住吉店 ペットショップ 6
87 ペットエコ　トレッサ横浜店 ペットショップ 7
88 ペットエコＤＯＰ　大口店 ペットショップ 8
89 ペットエコ横浜　上大岡店 ペットショップ 9
90 ペットエコ　多摩本店 ペットショップ 10
91 吉田観賞魚販売（ヨシダ・フィッシュファームズ） ペットショップ 11
92 クラブケンケン　田園調布店 ペットホテル 1 24 47
93 株式会社ツルーサービス　のんびーはうす ペットホテル 2 25 48

94 大井警察犬訓練所 訓練施設 3 26 49
95 株式会社フロムパピー　ファミリーナガーデン南青山 訓練施設 4 27 50
96 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　稲城店 訓練施設 5 28 51
97 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　向ヶ丘遊園店 訓練施設 6 29 52
98 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　中目黒店 訓練施設 7 30 53
99 株式会社　Animal　Life　Solutions 訓練施設 8 31 54

100 デイケアガーデングリーングラスロッジ 老犬ホーム 9 32 55
101 老犬ホームあしあと 老犬ホーム 10 33 56
102 DOG　PARTNERS 老犬ホーム 11 34 57
103 東京ペットホーム 老犬ホーム 12 35 58
104 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート富士 宿泊施設 13 36 59 70
105 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート箱根雲外荘 宿泊施設 14 37 60 71
106 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート御影用水 宿泊施設 15 38 61 72
107 東京建物リゾート株式会社レジーナリゾート蓼科 宿泊施設 16 39 62 73
108 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート旧軽井沢 宿泊施設 17 40 63 74
109 株式会社ベリークルーズ　しぶこえ館山 宿泊施設 18 41 64 75
110 株式会社ベリークルーズ　御宿海岸 宿泊施設 19 42 65 76
111 株式会社ベリークルーズ　修善寺　絆 宿泊施設 20 43 66 77
112 株式会社ベリークルーズ　鬼怒川　絆 宿泊施設 21 44 67 78
113 株式会社ベリークルーズ　フェニックスウイング白馬 宿泊施設 22 45 68 79
114 株式会社共立メンテナンス　ルシアン旧軽井沢 宿泊施設 23 46 69 80
115 フリーステッチ ペット用品開発 1 47 13 53
116 ZOO JAPAN　CO;LTD.　 ペット用品販売 2 48 14 54
117 ZOO新大久保 ペット用品販売 3 49 15 55
118 ZOO四ツ谷 ペット用品販売 4 50 16 56
119 ZOO恵比須 ペット用品販売 5 51 17 57
120 ZOO六本木 ペット用品販売 6 52 18 58
121 ZOO新宿 ペット用品販売 7 53 19 59
122 ZOO渋谷サロン ペット用品販売 8 54 20 60
123 GREEN DOG SQUARE ペット用品販売 9 55 21 61
124 GREEN DOG 東京ミッドタウン ペット用品販売 10 56 22 62
125 GREEN DOG 代官山 ペット用品販売 11 57 23 63
126 GREEN DOG 湘南 ペット用品販売 12 58 24 64
127 ビューティプラステラスモール湘南 ペット用品販売 13 59 25 65
128 イオンペット　テラスモール湘南 ペット用品販売 14 60 26 66
129 イオンしつけ教室　浦和美園 ペット用品販売 15 61 27 67
130 イオンペットビューティサロン　浦和美園 ペット用品販売 16 62 28 68
131 イオンペット　浦和美園 ペット用品販売 17 63 29 69
132 イオンペットビューティサロンペコスレイクタウン ペット用品販売 18 64 30 70
133 ＰＥＣＯＳ　レイクタウン ペット用品販売 19 65 31 71
134 ペテモ　与野 ペット用品販売 20 66 32 72
135 ペテモビューティサロン　与野 ペット用品販売 21 67 33 73
136 イオンペットビューティサロン　相模原 ペット用品販売 22 68 34 74
137 イオンペット　相模原 ペット用品販売 23 69 35 75
138 相模原どうぶつ医療センターしつけ教室 ペット用品販売 24 70 36 76
139 ペットインロイヤル幕張新都心 ペット用品販売 25 71 37 77
140 ドッグトレーニング　ペコス幕張新都心店 ペット用品販売 26 72 38 78
141 イオンペットビューティサロンペコス幕張新都心店 ペット用品販売 27 73 39 79
142 イオン動物医療センター幕張新都心(介護) ペット用品販売 28 74 40 80
143 pecos　幕張新都心 ペット用品販売 29 75 41
144 イオンペット　柏 ペット用品販売 30 76 42
145 イオンペットビューティサロン　柏 ペット用品販売 31 77 43
146 イオンペットビューティサロン　千葉ニュータウン ペット用品販売 32 78 44
147 イオンペット　千葉ニュータウン ペット用品販売 33 79 45
148 ぺテモ　日の出 ペット用品販売 34 80 46
149 イオンしつけ教室　日の出 ペット用品販売 35 1 47
150 ぺテモビューティサロン　日の出 ペット用品販売 36 2 48
151 東武乗馬クラブ＆クレイン 乗馬施設 37 3 49
152 株式会社湘南動物プロダクション 動物レンタル 38 4 50
153 アニコム損害保険株式会社 ペット保険 39 5 51
154 ペットメディカルサポート株式会社 ペット保険 40 6 52
155 公益財団法人日本動物愛護協会 ペット関連団体 41 7
156 公益財団法人日本盲導犬協会 ペット関連団体 42 8
157 社会福祉法人日本介助犬協会 ペット関連団体 43 9
158 特定非営利活動法人 聴導犬育成の会 ペット関連団体 44 10
159 特定非営利活動法人日本動物衛生看護師協会 ペット関連団体 45 11
160 公益社団法人日本動物福祉協会　新東京支部 ペット関連団体 46 12

15
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（是正事項）動物トータルケア学科 

３． 【第一次審査意見６の回答について】 

＜実習評価書の評価項目が不整合＞ 

臨地実務実習で掲げられた到達目標と臨地実務実習評価表に記載されている評価項目に整合し

ていない箇所があるので適切に改めること。 

（対応） 

 ご指摘に従い、臨地実務実習で掲げられた到達目標と臨地実習評価書に記載されている評価項目

に整合していない箇所があるため、以下のとおり適切に改める。 

 

【養成する人材像】 

本学では、動物看護学の中でも特にコンパニオンアニマルの看護を主体として、動物愛護の精神

に則り、共生の思想と倫理観を身につけた動物看護師を養成する。特に、訪問看護・在宅ケアにお

いてコンパニオンアニマルの看護、介護、健康管理、口腔ケア、グルーミング、しつけ、食事と栄

養指導等、疾病予防、衛生管理を含むライフサポートを担当する人材を養成する。また、動物関連

産業界において飼い主（消費者）と市場を結ぶ役割を果たす人材を養成する。 

 

【教育目標】 

 本学の教育研究目的を達成するために、以下の教育目標を設定する。 

①生命を尊重する倫理観を備えた豊かな人間性を養う 

②幅広い視野と創造性を養う 

③動物看護師にふさわしい使命感と職業観を養う 

④地域社会に貢献する社会性を養う 

⑤和を重んじ社会人としての礼節を養う 

 

【到達目標】 

養成する人材像及び教育目標に基づき、臨地実務実習において学生が修得すべき到達目標を臨地

実習評価書の評価項目に挙げることにより修得する到達目標を明確にした。 

「臨地実習 1～6」の臨地実習評価書とその項目を全面的に改正し、臨地実習評価書の項目を「基

礎能力」と「実務能力」に分け、到達目標を段階的に整理した。なお、実習先を 8 分野に分け、臨

地実習評価書を動物病院 3 種類、ペットサロン（動物病院美容部門を含む）・ペットショップ 3 種

類、その他の動物関連企業 2 種類、動物関連団体 2 種類の計 10 種類からペットホテル 2 種類、訓

練施設 2 種類、老犬ホーム 2 種類、ペット同伴宿泊施設 2 種類を加え、合計 18 種類とし、臨地実

習評価書の内容を充実させた。 

特に臨地実習評価書の評価項目（実務能力）については、資料 3-1-2 から資料 3-8-2 まで作成し、

評価項目（実務能力）と到達目標を並列し、段階的に整理した。 

 

〇「基礎能力」の段階的到達目標 

「臨地実習 1～6」の「基礎能力」は共通項目とし、社会人として必要な「社会人マナー」、「コミ

ュ二ケーション」の 2 項目を設定した。 

1）「社会人マナー」は、「挨拶・言葉づかい・接遇」、「受付・電話対応」、「身だしなみ」、「時間厳

守」の項目を設定した。 
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2）「コミュ二ケーション」は、「協調性」、「指示内容の確認」、「報告・連絡・相談」の項目を設定

した。 

共通項目とした評価項目（基礎能力）の到達目標は、次のとおり段階的に整理の上設定した。 

 

基礎能力の段階的到達目標（共通項目） 

 

〇「実務能力」の段階的到達目標 

「実務能力」では、「業務の流れ」、「衛生管理」、「事務的管理」を各臨地実務実習先においても

共通して求められる能力であることから、共通項目とした。 

1）「業務の流れ」は、「1 日の業務の流れを把握」、「始業準備・終業作業」の項目を配置した。 

2）「衛生管理」は、「清掃」、「器具洗浄・消毒」、「各種廃棄物の処理」の項目を配置した。 

3）「事務的管理」は、「PC 操作」、「商品知識と管理」、「備品の整理・整頓」の項目を配置した。 

  この共通項目の段階的到達目標は、資料 3-1-2 から資料 3-8-2 までのとおりである。 

なお、臨地実務実習先（①動物病院、②ペットサロン（動物病院美容部門含む）・ペットショッ

プ③ペットホテル、④訓練施設、⑤老犬ホーム、⑥ペット同伴宿泊施設、⑦その他の動物関連企業、

⑧動物関連団体）の 8 分野に分けていることから、それぞれの実習先の特色をいかした評価項目及

び到達目標を設定した。また、8 分野においては、それぞれの到達目標を表 1～表 8 のとおり段階

的に整理した。評価書は、資料 3-1-1 から資料 3-8-1、評価項目及び到達目標は、資料 3-1-2 から資

料 3-8-2 のとおりである。 

 

1）実習先が「臨地実習 2・3・5」（動物病院）の場合は、項目を「診療補助・動物の看護」とし

た（表 1）。 

2）実習先が「臨地実習 1・4・6」（ペットサロン（動物病院美容部門含む）・ペットショップ）

評価項目（基礎能力） 
到達目標 

臨地実習 1・2 臨地実習 3・4 臨地実習 5・6 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・ 

接遇 

礼儀正しい言葉づかい、 

挨拶、態度を心掛ける 

接遇マナーができる 

顧客対応を学ぶ 

接遇マナーができる 

顧客対応を補助する 

受付・電話対応 

受付・電話の取次ぎ方法

を学び、適宜メモを取っ

て担当者へ連絡する 

受付・電話の取り次ぎが

できる 
受付・電話対応ができる 

身だしなみ 
清潔な身だしなみを心

掛ける 

その場に応じた身だし

なみができる 

その場に応じた身だしな

みができる 

時間厳守 時間管理に従う 
業務に合わせた時間管

理ができる 

スケジュール管理ができ

る 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 

スタッフとの協調性を

以てコミュニケーショ

ン能力を養う 

スタッフとの協調性を

以てコミュニケーショ

ンを図る 

スタッフに加え顧客との

コミュニケーションも図

る 

指示内容の確認 
指示の内容を確認し復

唱する 

指示の内容に加えその

意図を把握する 

指示の内容に加え、その意

図を把握した上で行動に

移る 

報告・連絡・相談 

報告・連絡・相談の必要

性を理解し、スタッフの

報告内容を確認する 

報告・連絡・相談を積極

的に心掛ける 

状況を把握して報告・連

絡・相談を積極的にできる 
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の場合は、項目を「動物の取扱・グルーミング」とした（表 2）。 

3）実習先が「臨地実習 4・6」（ペットホテル）の場合は、項目を「ペットホテルの業務」とし

た（表 3）。 

4）実習先が「臨地実習 4・6」（訓練施設）の場合は、項目を「訓練施設の業務」とした（表 4）。 

5）実習先が「臨地実習 4・6」（老犬ホーム）の場合は、項目を「老犬ホームの業務」とした（表

5）。 

6）実習先が「臨地実習 4・6」（ペット同伴宿泊施設）の場合、は項目を「ペット同伴宿泊施設

の業務」とした（表 6）。 

7）実習先が「臨地実習 4・6」（その他の動物関連企業）の場合は、項目を「店舗業務」とした

（表 7）。 

8）実習先が「臨地実習 4・6」(動物関連団体)の場合は、項目を「団体活動」とした 

（表 8）。 

 

表 1 ①動物病院における「診療補助・動物の看護」の段階的到達目標の項目 

評価

項目 
臨地実習 2 臨地実習 3 臨地実習 5 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

ケージからの出し入れ カルテ整理補助 カルテ整理及び準備 

保定 保定 看護処置 

健康チェック 看護処置、調剤の準備補助 調剤の準備 

看護処置・調剤業務把握 検体・画像検査の準備補助 検体・画像検査の準備・実施 

入院動物の看護観察 手術の準備補助 検査関連機器の操作補助 

 入院動物の看護補助 特殊医療廃棄物の処理補助 

往診時の看護補助 手術の準備補助 

 入院動物の看護・観察記録の作成 

入院動物の食事・投薬補助 

往診時の看護補助 

 

評価書は、資料 3-1-1 のとおりである。また、評価項目及び到達目標は、資料 3-1-2 のとおりで

ある。 

 

表 2 ②ペットサロン（動物病院美容部門含む）・ペットショップにおける「動物の取扱・グルー

ミング」の段階的到達目標の項目  

評価

項目 
臨地実習 1 臨地実習 4 臨地実習 6 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定の観察 保定・ハンドリング 保定・ハンドリング 

健康チェック 健康チェック 健康チェック 

グルーミングツールの把握 グルーミングツールの扱い グルーミングツールの扱い 

ブラッシング補助 グルーミング補助 グルーミング（ブラッシング） 

品種の把握 預かり動物の安全管理 グルーミング（シャンプー） 

 食事の準備補助 グルーミング（仕上げ） 
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 品種ごとの特性の把握 預かり動物の安全管理 

 食事の準備 

品種ごとの特性の修得 

動物看護の知識・技術 

 

評価書は、資料 3-2-1 のとおりである。また、評価項目及び到達目標は、資料 3-2-2 のとおりで

ある。 

 

表 3 ③ペットホテルにおける「ペットホテルの業務」の段階的到達目標の項目 

評価

項目 

 
臨地実習 4 臨地実習 6 

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

 健康チェック 健康チェック 

食事の世話の補助 食事の世話 

運動（散歩・遊び）の補助 運動（散歩・遊び） 

動物看護の知識・技術 保定・ハンドリング 

動物美容の知識・技術 感染予防の知識・技術 

トレーニングの知識・技術 安全管理の知識・技術 

品種ごとの特性の把握 動物看護の知識・技術 

 動物美容の知識・技術 

トレーニングの知識・技術 

品種ごとの特性の修得 

 

評価書は、資料 3－3－1 のとおりである。また、評価項目及び到達目標は、資料 3－3－2 のとお

りである。 

 

表 4 ④訓練施設における「訓練施設の業務」の段階的到達目標の項目 

評価

項目 

 
臨地実習 4 臨地実習 6 

訓
練
施
設
の
業
務 

 保定・ハンドリング 保定・ハンドリング 

健康チェック 健康チェック 

トレーニングの補助 トレーニング 

動物行動の知識 トレーニングツールの扱い 

動物看護の知識・技術 安全管理の基礎知識 

動物美容の知識・技術 動物行動の知識 

品種ごとの特性の把握 栄養指導の補助 

 動物看護の知識・技術 

動物美容の知識・技術 

品種ごとの特性の修得 

 

評価書は、資料 3-4-1 のとおりである。また、評価項目及び到達目標は、資料 3－4－2 のとおり
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である。 

 

表 5 ⑤老犬ホームにおける「老犬ホームの業務」の段階的到達目標の項目 

評価

項目 

 
臨地実習 4 臨地実習 6 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

 健康チェック 健康チェック 

食事の世話の補助 食事の世話 

安全な投薬の補助 安全な投薬 

リハビリテーションの知識・技術 リハビリテーションの知識・技術 

褥瘡管理補助 褥瘡管理補助 

動物看護の知識・技術 動物看護の知識・技術 

動物美容の知識・技術 動物美容の知識・技術 

 活動・休息援助技術 

生体機能管理技術 

排泄技術 

 

評価書は、資料 3-5-1 のとおりである。また、評価項目及び到達目標は、資料 3-5-2 のとおりで

ある。 

 

表 6 ⑥ペット同伴宿泊施設における「ペット同伴宿泊施設の業務」の段階的到達目標 

の項目 

評価

項目 

 
臨地実習 4 臨地実習 6 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

 利用者対応 利用者対応 

食事の世話 健康チェック 

動物看護の知識・技術 感染予防 

動物美容の知識・技術 疾病・怪我の予防 

トレーニングの知識・技術 食事の世話 

品種ごとの特性の把握 動物看護の知識・技術 

イベント企画の補助 動物美容の知識・技術 

 トレーニングの知識・技術 

品種ごとの特性の修得 

イベント企画の補助 

 

評価書は、資料 3-6-1 のとおりである。また、評価項目及び到達目標は、資料 3-6-2 のとおりで

ある。 
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表 7 ⑦その他の動物関連企業における「店舗業務」の段階的到達目標の項目 

評価

項目 

 
臨地実習 4 臨地実習 6 

店
舗
業
務 

 動物関連法規の知識 組織の理解 

安全管理 動物関連法規の知識 

営業活動の補助 安全管理 

消費者対応の補助 営業活動の補助 

動物看護の知識・技術 消費者対応 

動物美容の知識・技術 動物看護・美容の知識・技術 

イベント企画の補助 商品開発の補助 

 イベント企画の提案・補助 

広報媒体の編集補助 

情報管理 

 

評価書は、資料 3-7-1 のとおりである。また、評価項目及び到達目標は、資料 3-7-2 のとおりで

ある。 

 

表 8 ⑧動物関連団体における「団体活動」の段階的到達目標の項目 

評価

項目 

 
臨地実習 4 臨地実習 6 

団
体
活
動 

 組織の理解 組織の理解 

動物関連法規の知識 動物関連法規の知識 

啓蒙活動補助 啓蒙活動補助 

動物看護の知識・技術 動物看護の知識・技術 

動物美容の知識・技術 動物美容の知識・技術 

トレーニングの知識・技術 トレーニングの知識・技術 

イベント準備 広報活動 

 イベント企画 

イベント準備 

情報管理 

 

評価書は、資料 3-8-1 のとおりである。また、評価項目及び到達目標は、資料 3-8-2 のとおりで

ある。 

 

【臨地実務実習の成績評価】 

養成する人材像及び教育目標に基づき、臨地実務実習において学生が修得すべき到達目標を臨地

実習評価書の評価項目に挙げることにより修得する到達目標を明確にした。臨地実務実習における

教育の到達目標は、「基礎能力」と「実務能力」からなる。 

「臨地実習 1～6」の「基礎能力」は共通項目とし、社会人として必要な「社会人マナー」、「コミ

ュニケーション」の 2 項目を設定した。また、「臨地実習 1～6」の「実務能力」では、「業務の流
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れ」、「衛生管理」、「事務的管理」は各臨地実務実習先においても共通して求められる能力であるこ

とから、共通項目とした。成績評価は、臨地実務実習先 8 分野の臨地実習評価書による。 

成績評価について、以下のとおり説明する。 

臨地実習評価書（①動物病院）は「臨地実習 2、3、5」の 3 種類、臨地実習評価書（②ペットサ

ロン（動物病院美容部門含む）・ペットショップ）は「臨地実習 1、4、6」の 3 種類、臨地実習評

価書（③ペットホテル）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実習評価書（④訓練施設）は「臨地

実習 4、6」の 2 種類、臨地実習評価書（⑤老犬ホーム）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実習

評価書（⑥ペット同伴宿泊施設）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実習評価書（⑦その他の動

物関連企業）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実習評価書（⑧動物関連団体）は「臨地実習 4、

6」の 2 種類、計 18 種類の臨地実習評価書により成績評価を行う。 

なお、臨地実務実習の成績評価は、実習先の実習指導担当者（動物病院における実習指導者要件：

臨床経験 5 年以上の獣医師、動物看護経験 3 年以上の動物看護師。動物関連企業等における実習指

導者要件：実務経験 3 年以上の社員・職員）が臨地実習評価書の項目に従い、「基礎能力」と「実

務能力」をそれぞれの項目ごとに A（優れている）・B（普通）・C（努力を要する）の 3 段階評価

とし、総合評価にまとめる。 

 

（新旧対照表）【設置の趣旨を記載した書類】（14～15 ページ、42～48 ページ、53～56 ページ） 

新 旧 

4.教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)教育課程の編成方針 

②教育課程の編成 

（略） 

「臨地実習 4」 

（略） 

表 5 

業  種 

別 

分 類 番

号 

業 種 

1 

ペットサロン（動物病院美容

部門を含む）・ペットショッ

プ 

2 

ペットホテル、訓練施設、老

犬ホーム、ペット同伴宿泊施

設 

3 
その他のペット関連企業、動

物関連団体 

（略） 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習と

して、希望進路やその関連分野を臨地実務実

習先とし、基本的に 3 か所の動物関連企業等

の現場（店舗等・団体等）で 7 日間のローテ

4.教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)教育課程の編成方針 

②教育課程の編成 

（略） 

「臨地実習 4」 

（略） 

表 7 

業  種 

別 

分 類 番

号 

業 種 

1 
ペットサロン・ペットショッ

プ 

2 

ペットホテル、訓練施設、老

犬ホーム、ペット同伴宿泊施

設 

3 
その他のペット関連企業、動

物関連団体 

（略） 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習

として、希望進路やその関連分野を臨地実

務実習先とし、基本的に 3 か所の動物関連

企業等の現場（店舗等・団体等）で 7 日間

のローテーションでの臨地実務実習を行
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ーションでの臨地実務実習を行う。臨地実務

実習先はペットサロン（動物病院美容部門を

含む）、ペットショップ、ペットホテル、訓練

施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、そ

の他ペット関連企業、動物関連諸団体等とす

る。この臨地実務実習では職業専門科目や展

開科目で学修した内容を活かしながら、飼い

主のニーズを適切に把握し対応できる動物関

連企業等における従業員の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリア

ガイダンスでアンケート調査を実施し、本人

と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員

等と面談の上、本人の希望・適性等を考慮し

て配属する。 

（略） 

11．臨地実務実習の具体的な計画 

(1)臨地実務実習の目的 

臨地実務実習は、専門職短期大学設置基準第

26条第4号に定める「臨地実務実習（企業その

他の事業者の事業所またはこれに類する場所

において、当該事業者の実務に従事することに

より行う実習）」に基づき、産業界と連携し、

トータルケアのできる動物看護師として飼い

主と産業界を繋ぐ実務能力を養成するととも

に、就業意識を高め、実習後の学習意欲の向上

を図り、職業選択における自らの適性理解を促

し、就職先での定着率を高める。 

3年間を通して、動物関連企業等での臨地実

務実習を450時間行う。実習先として、①動物

病院、②ペットサロン（動物病院美容部門を含

む）、ペットショップ、動物病院美容部門、③

ペットホテル、④訓練施設、⑤老犬ホーム、⑥

ペット同伴宿泊施設、⑦その他のペット関連企

業、⑧動物関連団体等において実施する。臨地

実務実習は、1年次夏季休暇期間、1年次春季休

暇期間、2年次夏季休暇期間、2年次春季休暇期

間、3年次夏季休暇期間に実施する。それまで

に学修した知識と技術を持って実習に臨める

よう、実習先を設定する。なお、臨地実務実習

の計画案は資料30のとおりである。 

 

う。臨地実務実習先はペットサロン、ペッ

トショップ、ペットホテル、老犬ホーム、

ペット同伴宿泊施設、訓練施設、その他ペ

ット関連産業等とする。この臨地実務実習

では職業専門科目や展開科目で学修した内

容を活かしながら、飼い主のニーズを適切

に把握し対応できる動物関連企業等におけ

る従業員の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリア

ガイダンスでアンケート調査を実施し、本

人と臨地実務実習担当教員及び就職支援課

職員等と面談の上、本人の希望・適性等を

考慮して配属する。 

 

（略） 

11．臨地実務実習の具体的な計画 

(1)臨地実務実習の目的 

臨地実務実習は、専門職短期大学設置基準

第26条第4号に定める「臨地実務実習（企業

その他の事業者の事業所またはこれに類す

る場所において、当該事業者の実務に従事す

ることにより行う実習）」に基づき、産業界

と連携し、トータルケアのできる動物看護師

として飼い主と産業界を繋ぐ実務能力を養

成するとともに、就業意識を高め、実習後の

学習意欲の向上を図り、職業選択における自

らの適性理解を促し、就職先での定着率を高

める。 

3年間を通して、動物関連企業等での臨地

実務実習を450時間行う。実習先として、ペ

ットサロン、ペットショップ、ペットホテル、

訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、

その他のペット関連企業、動物関連団体等に

おいて実施する。臨地実務実習は、1年次夏

季休暇期間、1年次春季休暇期間、2年次夏

季休暇期間、2年次春季休暇期間、3年次夏

季休暇期間に実施する。それまでに学修した

知識と技術を持って実習に臨めるよう、実習

先を設定する。なお、臨地実務実習の計画案

は資料30のとおりである。 
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＜臨地実務実習の教育内容及び到達目標＞ 

養成する人材像及び教育目標に基づき、臨地

実務実習において学生が修得すべき到達目標

を臨地実習評価書の評価項目に挙げることに

より修得する到達目標を明確にした。臨地実務

実習における教育の到達目標は、「基礎能力」

と「実務能力」からなる。 

「臨地実習 1～6」の「基礎能力」は共通項

目とし、社会人として必要な「社会人マナー」、

「コミュニケーション」の 2 項目を設定した。 

また、「臨地実習 1～6」の「実務能力」では、

「業務の流れ」、「衛生管理」、「事務的管理」は

各臨地実務実習先においても共通して求めら

れる能力であることから、共通項目とした。成

績評価は、実習先 8 分野の臨地実習評価書によ

る。 

実習先の業種を 8 分野に分けていることか

ら、それぞれの業種の特色をいかした到達目標

及び評価項目を設定した。 

 

1)実習先が「臨地実習 2・3・5」（動物病院）

の場合は、項目を「診療補助・動物の看護」

とした。 

2)実習先が「臨地実習 1・4・6」（ペットサ

ロン（動物病院美容部門を含む）・ペット

ショップ）の場合は、項目を「動物の取扱・

グルーミング」とした。 

3)実習先が「臨地実習 4・6」（ペットホテル）

の場合は、項目を「ペットホテルの業務」

とした。 

4)実習先が「臨地実習 4・6」（訓練施設）の

場合は、項目を「訓練施設の業務」とした。 

5)実習先が「臨地実習 4・6」（老犬ホーム）

の場合は、項目を「老犬ホームの業務」と

した。 

6)実習先が「臨地実習 4・6」（ペット同伴宿

泊施設）の場合、は項目を「ペット同伴宿

泊施設の業務」とした。 

7)実習先が「臨地実習 4・6」（その他の動物

関連企業）の場合は、項目を「店舗業務」

とした。 

＜臨地実務実習の教育内容＞ 

 各施設で具体的にどのような臨地実務実

習の教育内容について、臨地実務実習の科目

ごとに説明する。 
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8)実習先が「臨地実習 4・6」(動物関連団体)

の場合は、項目を「団体活動」とした。 

 

さらに、8 分野においては、それぞれの到

達目標を段階的に資料 30 のとおり整理した。 

 

「臨地実習 1」（②ペットサロン（動物病院

美容部門を含む）・ペットショップ） 

1年次夏季休暇または 1年次春季休暇に校

舎（1 号館）に併設されているペットサロン

（動物病院美容部門を含む）で 3 日間の臨地

実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出

る前の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロン

（動物病院美容部門を含む）の業務を把握

し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識と管理を身

に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

電話対応等を修得させる。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）

の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、

事後教育 3 時間、計 30 時間である。 

 【到達目標】 

  「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季休

暇若しくは春季休暇に行われるので、初歩的

な内容を踏まえペットサロン（動物病院美容

部門を含む）及びペットショップの１日の業

務の流れを把握する。「基礎能力」の到達目

標接遇マナーと受付、電話対応に加え、「実

務能力」の到達目標動物の取り扱い方、衛生

管理の実践、商品知識と管理を習得すること

を到達目標とする（資料 3-2-1、資料 3-2-2）。 

 

「臨地実習 2」（①動物病院） 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1

号館）に併設されている動物病院（アニマル

メディカルセンタ―）で 3 日間の臨地実務実

習を行い、2 年次以降の学外実習に出る前の

基礎を学ぶ。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）

の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、

事後教育 3 時間、計 30 時間である。 

 

 

 

 

 

 

「臨地実習 1」 

1年次夏季休暇または1年次春季休暇に

校舎（1 号館）に併設されているペットサ

ロンで 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年

次以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロ

ンの業務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商

品知識と管理を身に付け、衛生管理の実

践、接遇マナーと受付、電話対応等を修得

させる。 

臨地実務実習時間は 3日間（1日 7時間）

の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時

間、事後教育 3 時間、計 30 時間である。 

 

 

 【到達目標】 

  「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季

休暇若しくは春季休暇に行われるので、初

歩的な内容を踏まえペットサロン及びペ

ットショップの１日の業務の流れを把握

し、動物の取り扱い方、商品知識と管理を

身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと

受付、電話対応等を習得することを到達目

標とする。 

 

 

「臨地実習 2」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎

（1 号館）に併設されている動物病院（ア

ニマルメディカルセンタ―）で 3 日間の

臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実

習に出る前の基礎を学ぶ。 

臨地実務実習時間は 3日間（1日 7時間）

の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時

間、事後教育 3 時間、計 30 時間である。 
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 【到達目標】 

 「臨地実習 2」は、臨地実務実習の導入と

して、業務の流れを把握する。「基礎能力」

の到達目標電話対応、飼い主対応に加え、「実

務能力」の到達目標入院動物看護等の診察補

助、主な処置法、調剤受付、手術見学、衛生

管理、院内清掃等の動物看護技術を修得させ

ることを到達目標とする（資料 3-1-1、資料

3-1-2）。 

 

「臨地実習 3」（①動物病院） 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の

動物病院で臨地実務実習を行う。 

小規模、中規模の動物病院での業務を体験

し、技術と知識の再確認と再修得をさせる。 

院内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、

検査、手術の準備や補助、入院患者のケア、

調剤、往診業務、事務作業を学ぶ。 

 学生の配属に関しては、臨地実務実習期

間中自宅から通える範囲を考慮するととも

に、本人の希望・適性等を考慮して配属す

る。 

臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1 日

7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育

4 時間、計 120 時間である。 

 【到達目標】 

「臨地実習 3」は、動物病院における動物

看護師の業務分担と流れを理解する。「基礎

能力」の到達目標電話対応に加え、「実務能

力」の到達目標検査、手術の準備の補助、入

院患者のケア、調剤、往診業務、院内清掃等

動物看護師に必要な業務全般を修得するこ

とを到達目標とする（資料 3-31、資料 3-3-2）。 

 

 

「臨地実習 4」（②ペットサロン（動物病院 

美容部門を含む）・ペットショップ、③ペッ 

トホテル、④訓練施設、⑤老犬ホーム、⑥ 

ペット同伴宿泊施設、⑦その他の動物関連 

企業、⑧動物関連団体） 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企

 【到達目標】 

 「臨地実習 2」は、臨地実務実習の導入

として、業務の流れを把握し、清掃から消

毒までの衛生管理を学ぶ。診察補助、主な

処置法、院内清掃、衛生管理、調剤受付、

飼い主対応、電話対応、手術見学、入院動

物看護等、動物看護技術を修得させる。 

 

 

 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所

の動物病院で臨地実務実習を行う。 

小規模、中規模の動物病院での業務を体 

験し、技術と知識の再確認と再修得をさ 

せる。 

院内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、

検査、手術の準備や補助、入院患者のケア、

調剤、往診業務、事務作業を学ぶ。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期

間中自宅から通える範囲を考慮するとと

もに、本人の希望・適性等を考慮して配属

する。 

臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1

日 7 時間）の他に事前教育 4 時間、事

後教育 4 時間、計 120 時間である。 

 【到達目標】 

「臨地実習 3」は、動物病院における

動物看護師の業務分担と流れを把握し、ス

タッフと職場での適切なコミュニケーシ

ョンを図り、院内清掃、電話対応、診療準

備、検査、手術の準備や補助、入院患者の

ケア、調剤、往診業務等動物看護師に必要

な業務全般を修得することを到達目標と

する。 

 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の

企業・店舗等での臨地実務実習を行う。補

正申請時の是正事項 7 の（1）でも説明し

たとおり、表 5 の動物関連企業等の中か
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業・店舗等での臨地実務実習を行う。補正申

請時の是正事項 7 の（1）でも説明したとお

り、表 11 の動物関連企業等の中から、業種

分類が異なる 2 か所での臨地実務実習を行

うことで、各業界における業務の流れを把握

し、幅広い視野と実践力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間

中自宅から通える範囲を考慮するとともに、

本人の希望・適性等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1 日 7

時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育 4

時間、計 120 時間である。 

なお、業種別分類番号 1 のペットサロン

（動物病院美容部門を含む）と業種別分類番

号 2 のペットホテルは併設されている場合

があることから、ペットホテルが併設されて

いる業種別分類番号 1 のペットサロンに配

属した場合は、もう一つの配属先は、業種別

分類番号２のペットホテル以外の施設、もし

くは業種別分類番号 3 に配属することとす

る。 

 

表 11（再掲）  

業種別 

分類番

号 

業 種 

1 
ペットサロン(動物病院美容部

門を含む)・ペットショップ 

2 
ペットホテル、訓練施設、老犬

ホーム、ペット同伴宿泊施設 

3 
その他のペット関連企業、動物

関連団体 

 

【到達目標】 

「臨地実習 4」は「臨地実習 1〜3」で学ん

だ動物看護の知識を生かし、動物関連企業等

の現場での実務を学び、スタッフとの適切な

コミュニケーションを図り必要な業務全般

を修得することを到達目標とする。 

上記の到達目標に、さらに業種別に以下の

到達目標を加える。 

ら、業種分類が異なる 2 か所での臨地実

務実習を行うことで、各業界における業務

の流れを把握し、幅広い視野と実践力を養

う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期

間中自宅から通える範囲を考慮するとと

もに、本人の希望・適性等を考慮して配属

する。 

臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1 日

7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育

4 時間、計 120 時間である。 

なお、業種別分類番号 1 のペットサロ

ンと業種別分類番号 2 のペットホテルは

併設されている場合があることから、ペッ

トホテルが併設されている業種別分類番

号 1 のペットサロンに配属した場合は、

もう一つの配属先は、業種別分類番号２の

ペットホテル以外の施設、もしくは業種別

分類番号 3 に配属することとする。 

 

 

 

表 5（再掲） 

業種別 

分類番

号 

業 種 

1 ペットサロン・ペットショップ 

2 
ペットホテル、訓練施設、老犬

ホーム、ペット同伴宿泊施設 

3 
その他のペット関連企業、動物

関連団体 

 

【到達目標】 

「臨地実習 4」は「臨地実習 1〜3」で

学んだ動物看護の知識を生かし、動物関連

企業等の現場での実務を学び、スタッフと

の適切なコミュニケーションを図り必要

な業務全般を修得することを到達目標と

する。 
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②ペットサロン（動物病院美容部門を含む）、

ペットショップにおいては、「基礎能力」

の到達目標「社会人マナー」、「コミュニケ

ーション」に加え、「実務能力」の到達目

標「業務の流れ」、「動物の取扱」、「衛生管

理」、「事務的管理」を到達目標とする。 

③ペットホテルにおいては、「基礎能力」の

到達目標「社会人マナー」、「コミュニケー

ション」に加え、「実務能力」の到達目標

「業務の流れ」、「ペットホテルの業務」、

「衛生管理」、「事務的管理」を到達目標と

する。 

④訓練施設においては、「基礎能力」の到達

目標「社会人マナー」、「コミュニケーショ

ン」に加え、「実務能力」の到達目標「業

務の流れ」、「訓練施設の業務」、「衛生管

理」、「事務的管理」を到達目標とする。 

⑤老犬ホームにおいては、「基礎能力」の到

達目標「社会人マナー」、「コミュニケーシ

ョン」に加え、「実務能力」の到達目標「業

務の流れ」、「老犬ホームの業務」、「衛生管

理」、「事務的管理」を到達目標とする。 

⑥ペット同伴宿泊施設においては、「基礎能

力」の到達目標「社会人マナー」、「コミュ

ニケーション」に加え、「実務能力」の到

達目標「業務の流れ」、「ペット同伴宿泊施

設の業務」、「衛生管理」、「事務的管理」を

到達目標とする。 

⑦その他の動物関連企業においては、「基礎

能力」の到達目標「社会人マナー」、「コミ

ュニケーション」に加え、「実務能力」の

到達目標「業務の流れ」、「店舗業務」、「衛

生管理」、「事務的管理」を到達目標とする。 

⑧動物関連団体においては、「基礎能力」の

到達目標「社会人マナー」、「コミュニケー

ション」に加え、「実務能力」の到達目標

「業務の流れ」、「団体活動」、「衛生管理」、

「事務的管理」を到達目標とする。 

（資料 3-4-1、資料 3-4-2）、（資料 3-5-1、資

料 3-5-2）、（資料 3-6-1、資料 3-6-2）、（資

料 3-7-1、資料 3-7-2）、（資料 3-8-1、資料

上記の到達目標に、さらに業種別に以下

の到達目標を加える。 

・ペットサロン、ペットショップにお

いては、店の開店準備から閉店作業

等の実務を学ぶ。 

・訓練施設においては、しつけの方法、

開店準備から閉店作業等の実務を学ぶ。 

・老犬ホームにおいては、老犬を預かる

際に必要な実務を学ぶ。 

・ペット同伴宿泊施設においては、ペッ

ト向けサービス提供の実務を学ぶ。 

・その他のペット関連企業においては、

店の開店準備、商品知識、閉店作業

等の実務を学ぶ。 

・動物関連団体においては、イベント等

の準備、補助事務等の実務を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29 

 

3-8-2） 

 

「臨地実習 4」の分野ごとの臨地実務実習

内容を以下のとおり説明する。（表 12） 

 表 12 

番

号 

実習先 

（分野別） 

「臨地実習 4」の内容 

2 

・ペットサ

ロン（動物

病院美容部

門を含む） 

・ペットシ

ョップ 

ペットサロン（動物

病院美容部門を含む）

においては、開店準備、

清掃、犬具の手入れ、

商品知識や販売、閉店

作業を学ぶ。 

ペットショップにおい

ては、開店作業、消毒、

清掃、閉店作業等の実

務を学ぶ。 

3 
ペットホテ

ル 

ペットホテルにおい

ては、開店準備作業、

清掃等の環境整備、ペ

ットの健康状態を保ち

ながら預かるためのノ

ウハウ、閉店作業を通

じて実務を学ぶ。 

4 訓練施設 

訓練施設において

は、ペットの「無駄吠

え」「散歩の引張癖」「甘

噛み」等を治すしつけ

の方法、開店準備、閉

店作業等を通じて実務

を学ぶ。 

5 老犬ホーム 

老犬ホームにおいて

は、老犬を預かる際に

必要な、給餌、運動、

休息、手入れ等の実務

を学ぶ。 

6 
ペット同伴

宿泊施設 

ペット同伴宿泊ホテ

ルに同伴してきたペッ

トに対して、快適な宿

泊が行えるように宿泊

客が利用するペット用

品の管理、清掃、ペッ

ト向けのサービス提供

のほか、宿泊客を迎え

るための準備等の実務

を学ぶ。 

7 
その他の動

物関連企業 

その他のペット関連

企業においては、ペッ

トフード、ペット用品

ほかのペット関連商品

 

 

「臨地実習 4」の業種ごとの臨地実務実

習内容を以下のとおり説明する。（表 6） 

 表 6 

業種

別 

分類

番号 

業 種 「臨地実習 4」の内容 

1 

・ペッ

トサロ

ン 

・ペッ

トショ

ップ 

ペットサロンにおい

ては、開店準備、清掃、

犬具の手入れ、商品知識

や販売、閉店作業を学

ぶ。 

ペットショップにお

いては、開店作業、消毒、

清掃、閉店作業等の実務

を学ぶ。 

2 

・ペッ

トホテ

ル 

・訓練

施設 

・老犬

ホーム 

・ペッ

ト同伴 

宿泊

施設 

ペットホテルにおい

ては、開店準備作業、清

掃等の環境整備、ペット

の健康状態を保ちなが

ら預かるためのノウハ

ウ、閉店作業を通じて実

務を学ぶ。 

訓練施設においては、

ペットの「無駄吠え」「散

歩の引張癖」「甘噛み」

等を治すしつけの方法、

開店準備、閉店作業等を

通じて実務を学ぶ。 

老犬ホームにおいて

は、老犬を預かる際に必

要な、給餌、運動、休息、

手入れ等の実務を学ぶ。 

ペット同伴宿泊ホテ

ルに同伴してきたペッ

トに対して、快適な宿泊

が行えるように宿泊客

が利用するペット用品

の管理、清掃、ペット向

けのサービス提供のほ

か、宿泊客を迎えるため

の準備等の実務を学ぶ。 

3 

・その

他のペ

ット 

関連

その他のペット関連

企業においては、ペット

フード、ペット用品ほか

のペット関連商品の販

売等を行う店舗等にお
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の販売等を行う店舗等

において、開店準備、

商品知識、閉店作業、

清掃、陳列等の実務を

学ぶ。 

8 
動物関連団

体 

動物関係の公益団体

の事務所において、公

益団体が提供している

動物に関連するイベン

トの準備作業、公益団

体関連法規の知識修

得、団体が主催する検

定試験準備補助事務等

の実務を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実習 5」（①動物病院） 

動物病院への就職を希望する学生が選択

する「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的

に 3 か所の施設で臨地実務実習を行う。動物

病院への進路希望者は 5 グループの動物病

院から 3 か所を配属先とする。この臨地実務

実習では職業専門科目や展開科目で学修し

た内容を活かしながら、飼い主のニーズを適

切に把握し対応できる動物看護師の役割を

学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリア

ガイダンスでアンケート調査を実施し、本人

と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職

員等と面談の上、本人の希望・適性等を考慮

して配属する。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 病院（1 日

7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1

時間、計 150 時間である。 

 

【到達目標】 

「臨地実習 5」は、職業専門科目で学修し

た内容に加え、展開科目で産業と社会の繋が

企業 

・動物

関連団

体 

いて、開店準備、商品知

識、閉店作業、清掃、陳

列等の実務を学ぶ。 

動物関係の公益団体

の事務所において、公益

団体が提供している動

物に関連するイベント

の準備作業、公益団体関

連法規の知識修得、団体

が主催する検定試験準

備補助事務等の実務を

学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実習 5」 

動物病院への就職を希望する学生が選

択する「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基

本的に 3 か所の施設で臨地実務実習を行

う。動物病院への進路希望者は 5 グルー

プの動物病院から 3か所を配属先とする。

この臨地実務実習では職業専門科目や展

開科目で学修した内容を活かしながら、飼

い主のニーズを適切に把握し対応できる

動物看護師の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリ

アガイダンスでアンケート調査を実施し、

本人と臨地実務実習担当教員及び就職支

援課職員等と面談の上、本人の希望・適性

等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 病院（1

日 7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後

教育 1 時間、計 150 時間である。 

 

【到達目標】 

「臨地実習 5」は、職業専門科目で学修

した内容に加え、展開科目で産業と社会の

繋がりを学修したことをとおして動物看
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りを学修したことをとおして動物看護師と

して幅広い視野を養う。「基礎能力」の到達

目標「社会人マナー」、「コミュニケーション」

に加え、「実務能力」の到達目標「業務の流

れ」、「診療補助・動物の看護」、「衛生管理」、

「事務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 

 

「臨地実習 6」（②ペットサロン（動物病 

院美容部門を含む）・ペットショップ、③ 

ペットホテル、④訓練施設、⑤老犬ホーム、 

⑥ペット同伴宿泊施設、⑦その他の動物関 

連企業、⑧動物関連団体） 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習

として、希望進路やその関連分野を臨地実務

実習先とし、基本的に 3 か所の動物関連企業

等の現場（店舗等・団体等）で 7 日間のロー

テンションでの臨地実務実習を行う。臨地実

務実習先はペットサロン（動物病院美容部門

を含む）、ペットショップ、ペットホテル、

老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、訓練施設、

その他ペット関連産業等とする。この臨地実

務実習では職業専門科目や展開科目で学修

した内容を活かしながら、飼い主のニーズを

適切に把握し対応できる動物関連企業等に

おける従業員の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリア

ガイダンスでアンケート調査を実施し、本人

と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職

員等と面談の上、本人の希望・適性等を考慮

して配属する。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 社（1 日 7

時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1

時間、計 150 時間である。 

 

【到達目標】 

職業専門科目で学修した内容に加え、展開科

目で産業と社会の繋がりを学修したことをと

おして、顧客のニーズを把握し、通常業務にお

ける顧客への対応を学ぶことを到達目標とす

る。 

上記の到達目標に、さらに業種別に以下の到

護師として幅広い視野を養うことを到達

目標とする。 

 

 

 

 

 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実

習として、希望進路やその関連分野を臨地

実務実習先とし、基本的に 3 か所の動物

関連企業等の現場（店舗等・団体等）で 7

日間のローテンションでの臨地実務実習

を行う。臨地実務実習先はペットサロン、

ペットショップ、ペットホテル、老犬ホー

ム、ペット同伴宿泊施設、訓練施設、その

他ペット関連産業等とする。この臨地実務

実習では職業専門科目や展開科目で学修

した内容を活かしながら、飼い主のニーズ

を適切に把握し対応できる動物関連企業

等における従業員の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリ

アガイダンスでアンケート調査を実施し、

本人と臨地実務実習担当教員及び就職支

援課職員等と面談の上、本人の希望・適性

等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 社（1 日

7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育

1 時間、計 150 時間である。 

 

 

 

 

 

【到達目標】 

職業専門科目で学修した内容に加え、展

開科目で産業と社会の繋がりを学修した

ことをとおして、顧客のニーズを把握し、

通常業務における顧客への対応を学ぶ。 
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達目標を加える。 

②ペットサロン（動物病院美容部門を含む）、

ペットショップにおいては、「基礎能力」の

到達目標に加え、「業務の流れ」、「動物の取

扱」、「「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目

を到達目標とする。 

③ペットホテルにおいては、「基礎能力」の到

達目標に加え、「業務の流れ」、「ペットホテ

ルの業務」、「「衛生管理」、「事務的管理」の

4 項目を到達目標とする。 

④訓練施設においては、「基礎能力」の到達目

標に加え、「実務能力」の到達目標「業務の

流れ」、「訓練施設の業務」、「衛生管理」、「事

務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 

⑤老犬ホームにおいては、「基礎能力」の到達

目標に加え、「実務能力」の到達目標「業務

の流れ」、「老犬ホームの業務」、「「衛生管理」、

「事務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 

⑥ペット同伴宿泊施設においては、「基礎能力」

の到達目標に加え、「実務能力」の到達目標

「業務の流れ」、「ペット同伴宿泊施設の業

務」、「「衛生管理」、「事務的管理」の 4 項目

を到達目標とする。 

⑦その他の動物関連企業においては、「基礎能

力」の到達目標に加え、「実務能力」の到達

目標「業務の流れ」、「店舗業務」、「「衛生管

理」、「事務的管理」の 4 項目を到達目標とす

る。 

⑧動物関連団体においては、「基礎能力」の到

達目標に加え、「実務能力」の到達目標「業

務の流れ」、「団体活動」、「「衛生管理」、「事

務的管理」の 4 項目を到達目標とする。 

 

 

 

「臨地実習 6」の分野ごとの臨地実務実習

内容を以下のとおり説明する。（表 13） 

表 13 

番

号 

実習先 

（分野別） 
「臨地実習 4」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実習 6」の業種ごとの臨地実務実習

内容を以下のとおり説明する。（表 7） 

表 7 

業 

種 
業 種 

「臨地実習 6」の内

容 
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2 

・ペットサ

ロン（動物

病院美容部

門を含む） 

・ペットシ

ョップ 

ペットサロン（動物

病院美容部門を含む）

においては、開店準

備、清掃、犬具の手入

れ、商品知識や販売、

閉店作業を学ぶ。 

ペットショップにお

いては、開店作業、消

毒、清掃、閉店作業等

の実務を学ぶ。 

3 
ペットホテ

ル 

ペットホテルにお

いては、開店準備作

業、清掃等の環境整

備、ペットの健康状態

を保ちながら預かる

ためのノウハウ、閉店

作業を通じて実務を

学ぶ。 

4 訓練施設 

訓練施設において

は、ペットの「無駄吠

え」「散歩の引張癖」

「甘噛み」等を治すし

つけの方法、開店準

備、閉店作業等を通じ

て実務を学ぶ。 

5 老犬ホーム 

老犬ホームにおい

ては、老犬を預かる際

に必要な、給餌、運動、

休息、手入れ等の実務

を学ぶ。 

6 
ペット同伴

宿泊施設 

ペット同伴宿泊ホ

テルに同伴してきた

ペットに対して、快適

な宿泊が行えるよう

に宿泊客が利用する

ペット用品の管理、清

掃、ペット向けのサー

ビス提供のほか、宿泊

客を迎えるための準

備等の実務を学ぶ。 

7 
その他の動

物関連企業 

その他のペット関

連企業においては、ペ

ットフード、ペット用

品ほかのペット関連

商品の販売等を行う

店舗等において、開店

準備、商品知識、閉店

作業、清掃、陳列等の

実務を学ぶ。 

8 
動物関連団

体 

動物関係の公益団

体の事務所において、

公益団体が提供して

いる動物に関連する

別 

分類

番号 

1 

・ペット

サロン 

・ペット

ショッ

プ 

ペットサロンにお

いては、開店準備、受

付等の顧客対応、環境

整備、閉店における事

務作業を学ぶ。 

ペットショップに

おいては、顧客対応、

開店準備、消毒、清掃、

給餌、閉店作業、事務

作業を学び、実務能力

を高める。 

2 

・ペット

ホテル 

・訓練施

設 

・老犬ホ

ーム 

・ペット

同伴 

宿泊

施設 

ペットホテルにお

いては、受付等の顧客

対応、開店準備作業、

清掃等の環境整備、給

餌、ペットの健康状態

を保持、事務作業等学

び、実務能力を高め

る。 

訓練施設において

は、ペットのしつけの

方法を中心に警察犬

や災害救助犬の訓練

方法のほか、顧客対

応、開店準備、給餌、

閉店作業、事務作業等

を学び実務能力を高

める。 

老犬ホームにおい

ては、老犬を預かる際

に必要な、給餌、運動、

休息、手入れ、病気の

際の獣医師との連携､

顧客対応、事務作業等

を学び実務能力を高

める。 

 ペット同伴宿泊施

設においては、宿泊客

を迎えるための準備

や片づけ、宿泊客への

対応、ペットへのイベ

ントサービスの提供、

宿泊客の見送り、事務

作業等を学び実務能

力を高める。 
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イベントの準備作業、

公益団体関連法規の

知識修得、団体が主催

する検定試験準備補

助事務等の実務を学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

(3)臨地実務実習水準の確保の方策 

 

（略） 

 

＜動物関連企業等＞ 

 本学園の卒業生が就職している企業・店舗

を含み、経営が安定している動物関連企業等

で、3 年以上の実務経験を持つ従業員が実習

指導にあたる企業・店舗等を基本的に対象と

した。 

 また、学生の利便性を考慮し、概ね 1 都 6

県の動物関連企業を対象とした。 

2 年次春季に実施される「臨地実習 4」は、

教育効果を考慮し、以下の（表 16）の 3 分

類の業種の中から、2 分類の動物関連企業等

において 8 日間ごとのローテーションによ

り 2 か所において臨地実務実習を行う。 

3 年次夏季に実施される「臨地実習 6」に

おいては、学生の進路希望先や関連する動物

関連企業において 7 日間のローテーション

により、基本的に 3 か所において臨地実務実

習を行う。 

3 分類の業種ごとにそれぞれの基準（表

16）を以下のとおり説明する。 

3 

・その他

のペッ

ト 

関連

企業 

・動物関

連団体 

ペットフード・ペッ

ト用品販売等のその

他のペット関連企業

の店舗等においては、

顧客対応、開店準備、

商品知識、閉店作業、

事務作業等を学び実

務能力を高める。 

動物関係の公益団

体の事務所において

は、来客者への対応、

公益団体が提供して

いる動物に関連する

公益サービスの事務

作業、イベントの準備

作業、機関誌の作成補

助等を学び実務能力

を高める。 

 

（略） 

 

(3)臨地実務実習水準の確保の方策 

 

（略） 

 

＜動物関連企業等＞ 

 本学園の卒業生が就職している企業・店

舗を含み、経営が安定している動物関連企

業等で、3 年以上の実務経験を持つ従業員

が実習指導にあたる企業・店舗等を基本的

に対象とした。 

 また、学生の利便性を考慮し、概ね 1

都 6 県の動物関連企業を対象とした。 

2 年次春季に実施される「臨地実習 4」

は、教育効果を考慮し、以下の（表 10）

の 3 分類の業種の中から、2 分類の動物関

連企業等において 8 日間ごとのローテー

ションにより 2 か所において臨地実務実

習を行う。 

3 年次夏季に実施される「臨地実習 6」

においては、学生の進路希望先や関連する

動物関連企業において 7 日間のローテー

ションにより、基本的に 3 か所において

臨地実務実習を行う。 

3 分類の業種ごとにそれぞれの基準（表
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表 16 

番号 
実習先（分

野別） 
基 準 

2 

ペットサ

ロン（動物

病院美容 

部門を含

む） 

ペットシ

ョップ 

ペットのグルーミン

グ等の知識や飼育・健康

管理等を学ぶことがで

き、3 年以上の実務経験

者による指導が受けら

れ、継続的に営業してい

る店舗等 

3 
ペットホ

テル 

ペットホテル・訓練施

設・老犬ホームは、ペッ

トを宿泊で預かる際の

動物の飼育・健康管理等

が学ぶことができ、3 年

以上の実務経験者によ

る指導が受けられ、3 年

以上継続的に営業して

いる店舗等 

4 訓練施設 

5 
老犬ホー

ム 

6 

ペット同

伴宿泊施

設 

ペット同伴宿泊施設

は、宿泊客が同伴してき

たペットへの対応等を

学ぶことができ、3 年以

上の実務経験者による

指導が受けられ、継続的

に営業しているホテル

等 

7 

その他の

動物関連

企業 

その他のペット関連

企業においては、ペット

フード、ペット用品ほか

のペット関連商品の販

売等を学ぶことができ、

3 年以上の実務経験者に

よる指導が受けられ、3

年以上継続的に営業し

ている店舗等 

8 
動物関連

団体 

動物に関する公益団

体等で公益的な活動を

学ぶことができ、3 年以

上の実務経験者による

指導が受けられ、継続的

に営業している事務所

等 

 

 

 

 

 

 

10）を以下のとおり説明する。 

表 10 

業 

種 

別 

分類

番号 

業 種 基 準 

1 

・ペットサ

ロン 

・ペットシ

ョップ 

ペットのグルーミ

ング等の知識や飼

育・健康管理等を学

ぶことができ、3 年以

上の実務経験者によ

る指導が受けられ、

継続的に営業してい

る店舗等 

2 

・ペットホ

テル 

・訓練施設 

・老犬ホー

ム 

・ペット同

伴宿泊施

設 

ペットホテル・訓

練施設・老犬ホーム

は、ペットを宿泊で

預かる際の動物の飼

育・健康管理等が学

ぶことができ、3 年以

上の実務経験者によ

る指導が受けられ、3

年以上継続的に営業

している店舗等 

ペット同伴宿泊施

設は、宿泊客が同伴

してきたペットへの

対応等を学ぶことが

でき、3 年以上の実務

経験者による指導が

受けられ、継続的に

営業しているホテル

等 

3 

・その他の

ペット関

連企業 

・動物愛護

団体 

その他のペット関

連企業においては、

ペットフード、ペッ

ト用品ほかのペット

関連商品の販売等を

学ぶことができ、3 年

以上の実務経験者に

よる指導が受けら

れ、3 年以上継続的に

営業している店舗等 

動物に関する公益

団体等で公益的な活

動を学ぶことがで

き、3 年以上の実務経

験者による指導が受

けられ、継続的に営

業している事務所等 
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（略） 

 

＜臨地実務実習の成績評価＞ 

養成する人材像及び教育目標に基づき、臨地

実務実習において学生が修得すべき到達目標

を臨地実習評価書の評価項目に挙げることに

より修得する到達目標を明確にした。臨地実務

実習における教育の到達目標は、「基礎能力」

と「実務能力」からなる。 

「臨地実習 1～6」の「基礎能力」は共通項

目とし、社会人として必要な「社会人マナー」、

「コミュニケーション」の 2 項目を設定した。

また、「臨地実習 1～6」の「実務能力」では、

「業務の流れ」、「衛生管理」、「事務的管理」は

各臨地実務実習先においても共通して求めら

れる能力であることから、共通項目とした。成

績評価は、臨地実務実習先 8 分野の臨地実習評

価書による。 

成績評価について、以下のとおり説明する。 

臨地実習評価書（①動物病院）は「臨地実習

2、3、5」の 3 種類、臨地実習評価書（②ペッ

トサロン（動物病院美容部門を含む）、ペット

ショップ）は「臨地実習 1、4、6」の 3 種類、

臨地実習評価書（③ペットホテル）は「臨地実

習 4、6」の 2 種類、臨地実習評価書（④訓練

施設）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実

習評価書（⑤老犬ホーム）は「臨地実習 4、6」

の 2 種類、臨地実習評価書（⑥ペット同伴宿泊

施設）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、臨地実

習評価書（⑦その他の動物関連企業）は「臨地

実習 4、6」の 2 種類、臨地実務実習評価書（⑧

動物関連団体）は「臨地実習 4、6」の 2 種類、

計 18 種類の臨地実習評価書により成績評価を

行う（資料 30）。 

なお、臨地実務実習の成績評価は、実習先の

実習指導担当者（動物病院における実習指導者

要件：臨床経験 5 年以上の獣医師、動物看護経

験 3 年以上の動物看護師。動物関連企業等にお

ける実習指導者要件：実務経験 3 年以上の社

員・職員）が臨地実習評価書の項目に従い、「基

 

（略） 

 

＜臨地実務実習の成績評価＞ 

臨地実務実習における成績評価について、

以下のとおり説明する。 

「臨地実務実習評価書（動物病院）」は 3

種類、「臨地実務実習評価書（ペットサロン、

ペットショップ、動物病院美容部門）」は 3

種類、「臨地実務実習評価書（その他の動物

関連企業）」は 2 種類、「臨地実務実習評価書

（動物関連諸団体）」は 2 種類、計 10 種類

の臨地実務実習評価書により成績評価を行

う（資料 30）。 

①「臨地実務実習評価書（動物病院）」は、

(1)受付業務、(2)クライアントエデュケ

ーション、(3)清掃・消毒、(4)診療補助、 

(5) 臨床検査、(6)看護の実習に鑑み設定

した。 

対象とする実習は、「臨地実習 2」、「臨

地実習 3」、「臨地実習 5」とした。 

研修評価基準をABCの 3段階評価と

し、評価項目を大きく「基本行動」と

「看護技術」の 2 つの観点に分けて評

価する。総合評価は、ABC の 3 段階評

価とする。 

  「臨地実習 2」においては、 

  ・「基本行動」の項目の習得に重点を置

き評価する。 

・「看護技術」は、衛生管理の項目を評

価する。 

「臨地実習 3」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

・「看護技術」は、衛生管理及び診察補

助の項目を評価する。 

「臨地実習 5」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

・「看護技術」は、衛生管理、診察補助、

検査補助及び入院の項目を評価す

る。 

②「臨地実務実習評価書（ペットサロン、
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礎能力」と「実務能力」をそれぞれの項目ごと

に A（優れている）・B（普通）・C（努力を要

する）の 3 段階評価とし、総合評価にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペットショップ、動物病院美容部門）」

は、(1)受付業務、(2)クライアントエデ

ュケーション、(3)清掃・消毒、(4)診療

補助、 (5) 臨床検査、(6)看護の実習に

鑑み設定した。 

  対象とする実習は、「臨地実習 1」、「臨

地実習 4」、「臨地実習 6」とした。 

研修評価基準をABCの 3段階評価と

し、評価項目を大きく「基本行動」と

「動物美容技術」の 2 つの観点に分け

て評価する。総合評価は、ABC の 3 段

階評価とする。 

「臨地実習 1」においては、 

  ・「基本行動」の項目の習得に重点を置

き評価する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理の項目

を評価する。 

「臨地実習 4」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得に重点を置

き評価する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理及びグ

ルーミングの項目を評価する。 

「臨地実習 6」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理、グル

ーミング、接客・営業及びお預かり

の項目を評価する。 

③「臨地実務実習評価書（その他の動物関

連企業）」は、(1)商品管理業務、(2)ク

ライアントエデュケーション、 (3)清

掃・消毒、(4)商品知識のサービス実習

に鑑み設定した。 

対象とする実習は、「臨地実習 4」、「臨

地実習 6」とした。 

研修評価基準をABCの 3段階評価と

し、評価項目を「基本行動」と「実務

能力」の 2 つの観点に分けて評価する。

総合評価は、ABC の 3 段階評価とする。 

「臨地実習 4」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理の項目を評
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また、本学が実施する臨地実務実習は、臨

地実務実習先により実習内容が異なるため、

臨地実務実習先との事前打合せの際に、次の

事項を確認し合い、連携して指導体制を構築

する。 

①臨地実務実習の内容・目的及び到達目標

を提示する。 

②臨地実務実習の内容に関する要望・提案

等の意見交換を行う。 

③本学の評価基準を説明し適切な評価を

行うよう依頼する。 

価する。 

「臨地実習 6」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理、クライア

ントエデュケーション及び商品知識

の項目を評価する。 

④「臨地実務実習評価書（動物関連諸団

体）」は、(1)商品管理業務、(2)クライ

アントエデュケーション、(3)清掃・消

毒、(4)知識のサービス実習に鑑み設定

した。 

対象とする実習は、「臨地実習 4」、「臨

地実習 6」とした。 

研修評価基準をABCの 3段階評価と

し、評価項目を「基本行動」と「実務

能力」の 2 つの観点に分けて評価する。

総合評価は、ABC の 3 段階評価とする。 

「臨地実習 4」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理の項目を評

価する。 

「臨地実習 6」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

 ・「実務能力」は、衛生管理及び知識の

項目を評価する。 

 

また、本学が実施する臨地実務実習は、

臨地実務実習先の動物病院により実習内

容が異なるため、臨地実務実習先の動物病

院との事前打合せの際に、次の事項を確認

し合い、連携して指導体制を構築する。 

①臨地実務実習の内容・目的及び到達目

標を提示する。 

②臨地実務実習の内容に関する要望・提

案等の意見交換を行う。 

③本学の評価基準を説明し適切な評価

を行うよう依頼する。 

 

 



番号 実習先分野 到達目標

「臨地実習２」「臨地実習３」「臨地実習５」

「臨地実習１」「臨地実習４」「臨地実習６」

「臨地実習４」「臨地実習６」

「臨地実習４」「臨地実習６」

「臨地実習４」「臨地実習６」

「臨地実習４」「臨地実習６」

「臨地実習４」「臨地実習６」

「臨地実習４」「臨地実習６」

実習先分野・臨地実習評価書・到達目標 資料一覧

目次

資料3－1－1　～　資料3－8－2

資料3-8-1

資料3-1-1

資料3-2-1

資料3-7-1

資料3-6-1

資料3-5-1

資料3-4-1

資料3-3-1

臨地実習評価書

資料3-4-2

資料3-5-2

資料3-6-2

1 動物病院

老犬ホーム

ペット同伴宿泊施設

ペットサロン
ペットショップ
動物病院美容部門

2

資料3-1-2

資料3-2-2

資料3-7-2

資料3-8-2

資料3-3-2

4

5

6

7

8

3

その他動物関連企業

動物関連団体

ペットホテル

訓練施設

39
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 2」 評価書  

アニマル・メディカル・センター(動物病院)   

 

 

動物病院名                     実習指導者名                 ○印  

 

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

ゲージからの出し入れ A   B   C 

時間厳守 A   B   C 保定 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 健康チェック A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 看護処置・調剤業務把握 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 入院動物の看護観察 A   B   C 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

器具洗浄・消毒 A   B   C 

各種廃棄物の処理 A   B   C 

事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

商品知識と管理 A   B   C 

備品の整理・整頓 A   B   C 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習３」 評価書 (動物病院)   

 

動物病院名                     実習指導者名                 ○印  

 

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

カルテ整理補助 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 保定 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 看護処置・調剤の準備補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 検体・画像検査の準備補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 手術の準備補助 A   B   C 

 

 

入院動物の看護補助 A   B   C 

往診時の看護補助 A   B   C 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

器具洗浄・消毒 A   B   C 

各種廃棄物の処理 A   B   C 

事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

 商品知識と管理 A   B   C 

 備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習５」 評価書 (動物病院) 

 

動物病院名                     実習指導者名                 ○印  

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

カルテ整理及び準備 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 看護処置 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 調剤の準備 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 検体・画像検査の準備・実施 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 検査関連機器の操作補助 A   B   C 

 

  特殊医療廃棄物の処理補助 A   B   C 

   手術の準備補助 A   B   C 

   入院動物の看護・観察記録の作成 A   B   C 

  

 

入院動物の食事・投薬補助 A   B   C 

  往診時の看護補助 A   B   C 

  衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 
   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄

 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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「臨地実習 2・3・5」（動物病院）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習２ 臨地実習３ 臨地実習５ 

アニマルメディカルセンター（動物病院） 動物病院 動物病院 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・１日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・流れに沿って事前準備する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 
・業務の流れの中で臨機応変な対応

ができる 

始業準備・終業作業 
・始業準備、終業作業を把握 

できる 
始業準備・終業作業 

・始業準備、終業作業の補助が 

できる 
始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

ケージからの出し入れ 
・ケージからの出し入れを把握 

する 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

カルテ整理補助 ・カルテ整理の補助ができる 

診
療
補
助
・
動
物
の
看
護 

カルテ整理及び準備 ・カルテ整理及び準備ができる 

保定 
・診療、検体採取時の保定を 

把握する 
保定 

・診療、検体採取時の保定ができ

る 
看護処置 ・診療・検体採取時の保定ができる 

健康チェック 

・基本的な（体温、体重、脈拍、

呼吸等）健康チェックを把握 

する 

看護処置、調剤の準備 

補助 
・健康チェックの補助ができる  ・全身的な健康チェックができる 

看護処置・調剤業務把握 
・看護処置（口腔ケアを含む）を

把握する 
 

・看護処置（介護・口腔ケアを含

む） 

及び記録の補助ができる 

 
・看護処置（介護・口腔ケアを含む）

及び記録ができる 

 ・調剤業務を把握する  ・調剤の準備の補助ができる 調剤の準備 ・調剤の準備ができる 

 
・手術を見学し、準備の補助を 

把握する 

検体・画像検査の準備 

補助 
・検体検査の準備補助ができる 検体・画像検査の準備・実施 

・検体検査の手順を理解し実施する

ことができる 

入院動物の看護観察 
・入院動物の看護観察、食事 

管理を把握する 
 ・画像検査の準備補助ができる 

 
・画像検査の準備、実施ができる 

  手術の準備補助 ・手術の準備の補助ができる 
検査関連機器の操作 

補助 
・検査関連機器を操作補助ができる 

  入院動物の看護補助 ・入院動物の看護補助ができる 
特殊医療廃棄物の処理 

補助 

・特殊医療廃棄物の処理補助が 

できる 

   ・入退院時の準備補助ができる 手術の準備補助 ・手術の準備の補助ができる 

   ・食事管理の補助ができる 
入院動物の看護・観察 

記録の作成 

・入院動物の看護、観察記録が作成

できる 

  往診時の看護補助 ・往診時の看護補助ができる 
入院動物の食事・投薬 

補助 

・入院動物の食事、投薬補助が 

できる 

    往診時の看護補助 ・往診時の看護補助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 
・院内清掃、リネン類の洗濯 

ができる 衛
生
管
理 

清掃 ・院内外の清掃ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・院内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 
・器具洗浄、消毒方法を理解 

する 
器具洗浄・消毒 

・器具洗浄、消毒、滅菌の補助 

ができる 
器具洗浄・消毒 

・器具洗浄、消毒、滅菌の実施 

ができる 

各種廃棄物の処理 
・各種廃棄物の処理について 

理解する 
各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PCの基本的操作ができる 
事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 
事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・商品知識と管理を把握する 商品知識と管理 
・飼養関連商品の管理補助が 

できる 
商品知識と管理 ・飼養関連商品の管理ができる 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理・整頓ができる 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

 

「臨地実習１」 評価書  

シブヤ・ドッグ・ビューティー (ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ)  

 

貴企業（店舗） 

動物病院名                    実習指導者名                 ○印  

 

動物病院名                    実習生氏名                    

 

 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 
 

見 
 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定の観察 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C グルーミングツールの把握 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C ブラッシング補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 品種の把握 A   B   C 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

器具洗浄・消毒 A   B   C 

各種廃棄物の処理 A   B   C 

事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

商品知識と管理 A   B   C 

備品の整理・整頓 A   B   C 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書(ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ) 

 

貴企業（店舗） 

動物病院名                    実習指導者名                 ○印  

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 
動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定・ハンドリング A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C グルーミングツールの扱い  A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C グルーミング補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 預かり動物の安全管理 A   B   C 

   食事の準備補助 A   B   C 

   品種ごとの特性の把握 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

入

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

臨地実習 6 評価書(ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ)  

 

貴企業（店舗） 

動物病院名                    実習指導者名                 ○印  

 

動物病院名                   実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定・ハンドリング A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C グルーミングツールの扱い A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C グルーミング（ブラッシング） A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C グルーミング（シャンプー） A   B   C 

 

 
 

グルーミング（仕上げ） A   B   C 

 

 預かり動物の安全管理 A   B   C 

 

  食事の準備 A   B   C 

 

  品種ごとの特性の修得 A   B   C 

 

  動物美容の知識・技術 A   B   C 

 

  衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

 

  器具洗浄・消毒 A   B   C 

 

  各種廃棄物の処理 A   B   C 

 
  管

理
運
営 

PC操作 A   B   C 
 

  商品知識と管理 A   B   C 

 

  備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

 

見

 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

入

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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「臨地実習 1・4・6」（ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習１ 臨地実習４ 臨地実習６ 

シブヤ・ドッグ・ビューティ 

（ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ） 
ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ ペットサロン(動物病院美容部門を含む)・ペットショップ 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・流れに沿って事前準備する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 
・業務の流れの中で臨機応変な対応 

ができる 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業を把握する 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定の観察 
・基本的な保定、ハンドリングの  

把握 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングの補助ができる 

動
物
の
取
扱
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングができる 

健康チェック 
・基本的な（体温、体重、脈拍、呼

吸等）健康チェックを把握する 
健康チェック 

・全身的な健康チェックの補助が 

できる 
健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

グルーミングツールの 

把握 
・グルーミングツールを把握する グルーミングツールの扱い 

・グルーミングツールの扱い（ハサミ

等）ができる 

グルーミングツールの 

扱い 

・グルーミングツールの扱い（全般） 

ができる 

ブラッシング補助 ・ブラッシングの補助ができる グルーミング補助 
・グルーミング（ブラッシング、シャ

ンプー、カット等）の補助ができる 

グルーミング（ブラッ 

シング） 

・グルーミング（ブラッシング）が 

できる 

 
・基礎的なグルーミングの知識、 

技術を把握する 
 

・基礎的なグルーミングの知識、技術

がある 

グルーミング（シャン 

プー） 

・グルーミング（シャンプー）が 

できる 

品種の把握 ・来店する犬・猫の品種を把握する 預かり動物の安全管理 
・預かり動物の安全管理の補助が 

できる 
グルーミング（仕上げ） ・グルーミング（仕上げ）ができる 

  食事の準備補助 ・食事の準備の補助ができる 預かり動物の安全管理 ・預かり動物の安全管理ができる 

  品種ごとの特性の把握 
・来店する犬・猫の品種ごとの知識、

習性、特徴を覚える 
食事の準備 ・食事の準備ができる 

 
  

 品種ごとの特性の修得 
・来店する犬・猫の品種ごとの知識、

習性、特徴を修得する 

 
  

 動物看護の知識・技術 
・基礎的な動物看護の知識、技術が 

ある 

衛
生
管
理 

清掃 
・院内清掃、リネン類の洗濯が 

できる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒方法を理解する 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる  ・施設内の消臭ができる 

各種廃棄物の処理 
・各種廃棄物の処理について理解 

する 
各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消臭、消毒ができる 

    各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PCの基本的操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・商品知識と管理を把握する 商品知識と管理 ・飼養関連商品の管理補助ができる 商品知識と管理 ・飼養関連商品の管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる    ・来店客の対応ができる 

  
備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる  ・商品説明をすることができる 

   
 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書(ペットホテル)  

 

貴企業（店舗）                 実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A  B  C 

身だしなみ A   B   C  

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

健康チェック A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話の補助 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 運動（散歩・遊び）の補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 動物美容の知識・技術 A   B   C 

   トレーニングの知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の把握 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 
 

見 
 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書(ペットホテル)  

 

貴企業（店舗）                  実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A  B  C 

身だしなみ A   B   C  
 
 
 

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

健康チェック A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 運動（散歩・遊び） A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 保定・ハンドリング A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 感染予防の知識・技術 A   B   C 

   安全管理の知識・技術 A   B   C 

   動物看護の知識・技術 A   B   C 

   動物美容の知識・技術 A   B   C 

   トレーニングの知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の修得 A   B   C 

   

 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
入
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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「臨地実習 4・6」（ペットホテル）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

ペットホテル ペットホテル 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

健康チェック ・全身的な健康チェックの補助ができる 

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
業
務 

健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

食事の世話の補助 ・フードを準備し食事の世話の補助ができる 食事の世話 ・フードを準備し食事の世話ができる 

運動（散歩・遊び）の補助 ・運動（散歩・遊び）の補助ができる 運動（散歩・遊び） ・運動（散歩・遊び）をさせる 

 ・保定、ハンドリングの補助ができる 保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 感染予防の知識・技術 ・感染予防の知識、技術がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 安全管理の知識・技術 ・安全管理の知識、技術がある 

トレーニングの知識・技術 ・基礎的なトレーニングの知識、技術がある 動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

品種ごとの特性の把握 ・品種ごとの知識、習性、特徴を覚える 動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

  トレーニングの知識・技術 ・トレーニングの知識、技術がある 

  品種ごとの特性の修得 ・品種ごとの知識、習性、特徴を修得する 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 
衛
生
管
理 

事
務
的
管
理 

清掃 ・施設内・外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄・消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・ペットホテルで取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・ペットホテルで取り扱う商品の仕様・用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち理解できる  
・動物のライフステージに見合うペットフードや用品等につい

て説明ができる 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる  ・商品知識と管理を修得している 

  備品の整理・整頓 ・備品の整理・整頓ができる 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書 (訓練施設)  

 

訓練施設名                    実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

訓
練
施
設
の
業
務 

保定・ハンドリング A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C トレーニングの補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 動物行動の知識 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

 
動物美容の知識・技術 A   B   C 

品種の特性の把握 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

 

見

 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書(訓練施設)  

 

訓練施設名                  実習指導者名                  ○印  

 

                        実習生氏名                    

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・就業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

訓
練
施
設
の
業
務 

保定・ハンドリング A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C トレーニング A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C トレーニングツールの扱い A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 安全管理の基礎知識 A   B   C 

 

動物行動の知識 A   B   C 

栄養指導の補助 A   B   C 

動物看護の知識・技術 A   B   C 

 動物美容の知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の修得 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

 

見

 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 

 



資料 3-4-2 

          53 

「臨地実習 4・6」（訓練施設）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

訓練施設 訓練施設 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・就業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

訓
練
施
設
の
業
務 

保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングの補助ができる 

訓
練
施
設
の
業
務 

保定・ハンドリング ・保定、ハンドリングができる 

健康チェック ・全身的な健康チェックの補助ができる 健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

トレーニングの補助 ・トレーニングの知識、技術を把握する トレーニング ・トレーニングの補助ができる 

 ・トレーニングツールの扱い方を覚える  ・トレーニングの知識がある 

動物行動の知識 ・基礎的な動物行動学の知識がある トレーニングツールの扱い ・トレーニングツールの扱い方を修得する 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 安全管理の基礎知識 ・安全管理の基礎知識がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 動物行動の知識 ・動物行動の知識がある 

品種ごとの特性の把握 ・品種ごとの知識、習性、特徴を覚える 栄養指導の補助 ・栄養指導の補助ができる 

  動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

  動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

  品種ごとの特性の修得 ・品種ごとの知識、習性、特徴を修得する 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 
事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・訓練施設で取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・訓練施設で取り扱う商品の仕様、用途を把握する 

 ・商品知識に興味を持ち理解できる  ・商品知識と管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書(老犬ホーム)  

 

貴施設名（店舗）                実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

健康チェック A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話の補助 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 安全な投薬補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C リハビリテーションの知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 褥瘡管理補助 A   B   C 

   動物看護の知識・技術 A   B   C 

 

動物美容の知識・技術 A   B   C 

衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

  器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書(老犬ホーム) 

 

貴施設名（店舗）                 実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

健康チェック A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 安全な投薬 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C リハビリテーションの知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 褥瘡管理補助 A   B   C 

   動物看護の知識・技術 A   B   C 

   動物美容の知識・技術 A   B   C 

  

 活動・休息援助技術 A   B   C 

  生体機能管理技術 A   B   C 

   排泄技術 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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「臨地実習 4・6」（老犬ホーム）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

老犬ホーム 老犬ホーム 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の作業補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

健康チェック ・全身的な健康チェックの補助ができる 

老
犬
ホ
ー
ム
の
業
務 

健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

食事の世話の補助 ・フードを準備し、食事の世話の補助ができる 食事の世話 ・フードを準備し、食事の世話ができる 

安全な投薬の補助 ・安全な投薬補助ができる 安全な投薬 ・安全な投薬ができる 

リハビリテーションの知識・技術 ・リハビリテーションの知識、技術がある リハビリテーションの知識・技術 ・リハビリテーションの知識、技術がある 

褥瘡管理補助 ・褥瘡管理の補助ができる 褥瘡管理補助 ・褥瘡管理の補助ができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

  活動・休息援助技術 ・活動、休息援助技術がある 

  生体機能管理技術 ・生体機能管理技術がある 

  排泄技術 ・動物の排泄援助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・老犬ホームで取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・老犬ホームで取り扱う商品の仕様、用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち、理解できる  ・商品知識と管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 4」 評価書 (ペット同伴宿泊施設) 

貴企業（店舗） 

動物病院名                    実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

利用者対応 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 食事の世話 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 動物美容の知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C トレーニングの知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の把握 A   B   C 

   イベント企画の補助 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 

見 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習 6」 評価書 (ペット同伴宿泊施設) 

 

貴企業（店舗）                 実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

利用者対応 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 健康チェック A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 感染予防 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 疾病・怪我の予防 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 食事の世話 A   B   C 

   動物看護の知識・技術 A   B   C 

   動物美容の知識・技術 A   B   C 

   トレーニングの知識・技術 A   B   C 

   品種ごとの特性の修得 A   B   C 

   イベント企画の補助 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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「臨地実習 4・6」（ペット同伴宿泊施設）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

ペット同伴宿泊施設 ペット同伴宿泊施設 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

利用者対応 ・利用者の対応補助ができる 

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
施
設
の
業
務 

利用者対応 ・利用者の対応ができる 

食事の世話 ・フードを準備し食事の世話の補助ができる 健康チェック ・全身的な健康チェックができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 感染予防 ・感染予防の知識がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 疾病・怪我の予防 ・疾病、怪我の予防について修得している 

トレーニングの知識・技術 ・基礎的なトレーニングの知識、技術がある 食事の世話 ・フードを準備し食事の世話ができる 

品種ごとの特性の把握 ・品種ごとの知識、習性、特徴を覚える 動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

イベント企画の補助 ・イベント企画を理解し補助ができる 動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

  トレーニングの知識・技術 ・トレーニングの知識、技術がある 

  品種ごとの特性の修得 ・品種ごとの知識、習性、特徴を修得する 

  イベント企画の補助 ・イベント企画の補助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃、リネン類の洗濯ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・宿泊施設で取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・宿泊施設で取り扱う商品の仕様、用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち理解できる  ・商品知識と管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習４」評価書(その他の動物関連企業)  

 

 貴企業名（店舗）               実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

店
舗
業
務 

動物関連法規の知識 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 安全管理 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 営業活動の補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 消費者対応の補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

   動物美容の知識・技術 A   B   C 

   イベント企画の補助 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 

見 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 

 



資料 3-7-1 

 

61 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習６」 評価書(その他の動物関連企業)  

 

貴企業名（店舗）                  実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

店
舗
業
務 

組織の理解 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 動物関連法規の知識 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 安全管理 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 営業活動の補助 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 消費者対応 A   B   C 

   動物看護・美容の知識・技術 A   B   C 

   商品開発の補助 A   B   C 

   イベント企画の提案・補助 A   B   C 

   広報媒体の編集補助 A   B   C 

   情報管理 A   B   C 

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

見

欄 

基礎能力 
実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 
実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
述
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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「臨地実習 4・6」（その他の動物関連企業）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

その他の動物関連企業 その他の動物関連企業 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

店
舗
業
務 

動物関連法規の知識 ・動物関連法規の知識がある 

店
舗
業
務 

組織の理解 ・企業の組織の理解ができる 

安全管理 ・安全管理を把握する 動物関連法規の知識 ・動物関連法規の知識がある 

営業活動の補助 ・営業活動を理解し補助ができる 安全管理 ・安全管理の補助ができる 

消費者対応の補助 ・消費者対応の補助を把握する 営業活動の補助 ・営業活動の補助ができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 消費者対応 ・消費者対応の補助ができる 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 動物看護・美容の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

イベント企画の補助 ・イベント企画を理解し補助ができる  ・動物美容の知識、技術がある 

 ・広報媒体を理解し補助ができる 商品開発の補助 ・商品開発の補助ができる 

 ・情報管理を把握する イベント企画の提案・補助 
・イベント企画の提案、補助が 

できる 

  
広報媒体の編集補助 ・広報媒体の編集補助ができる 

  
情報管理 ・情報管理の補助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・器具洗浄、消毒ができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理の補助ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・企業で取り扱う商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・企業で取り扱う商品の仕様、用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち、理解できる  ・商品知識と管理を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習４」 評価書 (動物関連団体)  

 

 

貴団体名                      実習指導者名                 ○印  

 

                           実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

接
遇
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の

流 
れ 

1日の業務の流れを把握 A   B   C 

受付・電話対応 A   B   C 始業準備・終業作業 A   B   C 

身だしなみ A   B   C 

団
体
活
動 

組織の理解 A   B   C 

時間厳守 A   B   C 動物関連法規の知識 A   B   C 

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C 啓蒙活動補助 A   B   C 

指示内容の確認 A   B   C 動物看護の知識・技術 A   B   C 

報告・連絡・相談 A   B   C 動物美容の知識・技術 A   B   C 

 

トレーニングの知識・技術 A   B   C 

イベント準備 A   B   C 

   
衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C 

   商品知識と管理 A   B   C 

   備品の整理・整頓 A   B   C 

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所

 

見

 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自

由

記

述

欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

 

「臨地実習６」 評価書(動物関連団体) 

 

貴団体名                      実習指導者名                 ○印  

 

                         実習生氏名                   

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

評価項目（基礎能力） 評価 評価項目（実務能力） 評価 

社
会
人
マ
ナ
ー 

挨拶・言葉づかい・接遇 A   B   C 業
務
の 

流

れ 

1日の業務流れを把握 A   B   C   

受付・電話対応 A   B   C   始業準備・終業作業 A   B   C   

身だしなみ A   B   C   

団
体
活
動 

組織の理解 A   B   C   

時間遵守 A   B   C   動物関連法規の知識 A   B   C   

コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

協調性 A   B   C   啓蒙活動補助 A   B   C   

指示内容の確認 A   B   C   動物看護の知識・技術 A   B   C   

報告・連絡・相談 A   B   C   動物美容の知識・技術 A   B   C   

   トレーニングの知識・技術 A   B   C   

   広報活動 A   B   C   

 

  イベント企画 A   B   C   

 

  イベント準備 A   B   C   

 

  情報管理 A   B   C   

   衛
生
管
理 

清掃 A   B   C 

   器具洗浄・消毒 A   B   C 

   各種廃棄物の処理 A   B   C 

   事
務
的
管
理 

PC操作 A   B   C   
   商品知識と管理 A   B   C   

   備品の整理・整頓 A   B   C   

 

総合評価 A（優れている）         B  （普通）         C（努力を要する） 

所 

見 

欄 

基礎能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

実務能力 

実習を通じてお気づきの点があればご記入ください。 

自
由
記
入
欄 

お気づきになった点など、ご自由にご記入ください。 
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「臨地実習 4・6」（動物関連団体）における評価項目（実務能力）に対する段階的到達目標 

臨地実習４ 臨地実習６ 

動物関連諸団体 動物関連諸団体 

評価項目（実務能力） 到達目標 評価項目（実務能力） 到達目標 

業
務
の 

流 

れ 

1日の業務の流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 業
務
の 

流 

れ 

1日の業務流れを把握 ・1日の業務の流れを把握する 

始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業の補助ができる 始業準備・終業作業 ・始業準備、終業作業が実施できる 

団
体
活
動 

組織の理解 ・団体の組織を把握する 

団
体
活
動 

組織の理解 ・団体の組織を理解できる 

動物関連法規の知識 ・動物関連法規の知識がある 動物関連法規の知識 ・動物関連法規の知識がある 

啓蒙活動補助 ・啓蒙活動の補助ができる 啓蒙活動補助 ・啓蒙活動の補助ができる 

動物看護の知識・技術 ・基礎的な動物看護の知識、技術がある 動物看護の知識・技術 ・動物看護の知識、技術がある 

動物美容の知識・技術 ・基礎的な動物美容の知識、技術がある 動物美容の知識・技術 ・動物美容の知識、技術がある 

トレーニングの知識・技術 ・基礎的なトレーニングの知識、技術がある トレーニングの知識・技術 ・トレーニングの知識、技術がある 

イベント準備 ・広報活動を把握する 広報活動 ・広報活動の補助ができる 

 
・イベント企画について理解し補助ができる イベント企画 ・イベント企画に参加、実施ができる 

 
・イベント準備の補助ができる イベント準備 ・イベント準備ができる 

 
・情報管理を把握する  ・イベント等の趣旨を理解し参加者に説明することができる 

 
 情報管理 ・情報管理の補助ができる 

衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 
衛
生
管
理 

清掃 ・施設内外の清掃ができる 

器具洗浄・消毒 ・適切な消毒の補助ができる 器具洗浄・消毒 ・適切な消毒をすることができる 

各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 各種廃棄物の処理 ・各種廃棄物の処理ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・業務に応じて PC操作ができる 

事
務
的
管
理 

PC操作 ・PC操作を業務に活かせる 

商品知識と管理 ・イベント等で使用する商品の仕様、用途を把握する 商品知識と管理 ・イベント等で使用する商品の仕様、用途を修得している 

 ・商品知識に興味を持ち、理解できる  ・商品についての正しい説明を修得している 

備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる  ・商品知識と管理を修得している 

  
備品の整理・整頓 ・備品の整理、整頓ができる 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【名称、その他】 

４． 【施設設備の計画が不十分】 

実地審査を行った結果、充実した教育研究活動に資する教育研究環境となっているか疑義

があるため、次の点を明確にすること。 

①共同研究室を整備する計画であるが、専任教員数に対して狭隘であるため、教育研究を

適切に行い得るスペースと機能が備わっていることを図面で示した上で明確にすること。 

②専任教員が取り組む研究を実施できる研究用実験室や機器の整備や研究で必要となる

場合の動物の具体的な確保の方策を明確にすること。 

③図書館が狭隘であるため、将来にわたって学生及び教員の教育研究活動に十分な図書館

を整備すること。 

（対応） 

ご指摘に従い、教育研究環境を充実させるため、整備計画を図面で示し、以下のとおり変

更する。 

 

① 教育研究を適切に行い得る研究室の整備について、以下のとおり明確にする。 

 

専任教員の研究室については、教育研究環境を充実させるため、設置認可申請時の共同

研究室 2 室と予備室 3 室を 2 号館の研究室 1～15（5 室各 3 名）に変更する（表 1）（資

料 4-1 P90～91）。このことにより、専任教員の研究室は、1 人当たりの利用スペースが

広がり、室内をパーテーションで 3 区画に区切ることで、専任教員のプライバシーを守

り、学生の成績管理等を機能的に行える。なお、研究領域の近い専任教員を同室に配置す

ることで、教育研究の効果を上げることに配慮している。 

研究室については、年次進行で整備し、平成 30 年度末（開設時）までに、平成 31 年

度就任の専任教員 10 名のうち、学長室は研究室を兼用するため（資料 4-3P106）、学長

を除く 9 名分の研究室を配置する（資料 4-3 P110）。さらに、平成 31 年度末（第一年次）

までに、平成 32 年度就任の専任教員 4 名に加え、将来の専任教員の増加に鑑み、計 6 名

分の研究室を配置し、合計 15 名分の研究室を用意する。 

研究室 1～15 には、机、椅子、電話機、コンピューター、成績や重要書類を保管でき

る鍵付きの本棚の他、ミーティング用のテーブル等を配置する。 

学生の個人面談については、設置認可申請時の 1 号館 1 階のドッグルーム、キャット

ルーム、3 階の応接室及び学長室を面談室に用途変更し、1 号館 7 階のミーティングルー

ムをミーティングルーム・面談室に用途変更する（資料 4-2 P93,95,99）。1 号館 1 階のド

ッグルーム、キャットルームにおける保護犬、保護猫の対応については、専門職短期大学

の教育に支障がないことから、基準外面積に算入されている本学併設のコンパニオン・ア

ニマル・センター内に移動する。さらに年次進行で平成 31 年 4 月完成予定の新図書館内

に面談室 2 室を配置し、教員と学生がアクティブ・ラーニング等にも活用する（資料 4-4 

P115）。面談室 6 室と兼用面談室 1 室の合計 7 室を整備することにより、面談者のプライ

バシーが保護される。なお、面談室はオフィスアワー、カウンセリング等にも活用する。 

各専任教員は、1 週間（月～金曜日）当たり 2 コマ（1 コマ 90 分）の学生相談にあた

る。 
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学長室の用途変更に伴い、新たに学長室を確保するため、2 号館 2 階の応接室（共用）

を学長室（専用）に用途変更する（表 2）。 

以上の整備により、教育研究を適切に行い得るスペースと機能を確保できると考える。 

 

表 1 研究室の整備 

号館 階数 旧用途 
専用・共用 

の区分 
新用途 

専用・共用 

の区分 
面積 整備時期 

2 

6 階 

共同研究室② 専用 

研究室 1 

専用 

19.77 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 
研究室 2 15.13 ㎡ 

研究室 3 15.07 ㎡ 

共同研究室① 専用 

研究室 4 

専用 

16.41 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 
研究室 5 15.12 ㎡ 

研究室 6 15.10 ㎡ 

予備室 4 専用 

研究室 7 

専用 

20.14 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 
研究室 8 15.27 ㎡ 

研究室 9 15.06 ㎡ 

7 階 

予備室 7 専用 

研究室 10 

専用 

19.77 ㎡ 
平成 31 年度末 

（第一年次） 
研究室 11 15.13 ㎡ 

研究室 12 15.07 ㎡ 

予備室 5 専用 

研究室 13 

専用 

20.14 ㎡ 
平成 31 年度末 

（第一年次） 
研究室 14 15.27 ㎡ 

研究室 15 15.06 ㎡ 

（備考）学長は、学長室を研究室として兼用する。  
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表 2 面談室と学長室の整備 

号館 階数 旧用途 
専用・共用 

の区分 
新用途 

専用・共用 

の区分 
面積 整備時期 

1 

1 階 

ドッグルーム 専用 面談室 1 専用 9.84 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

キャットルーム 専用 面談室 2 専用 7.90 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

3 階 

応接室 専用 面談室 3 専用 7.48 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

学長室 専用 面談室 4 専用 18.21 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

7 階 
ミーティング

ルーム 
専用 

ミーティングル

ーム・面談室 5 
専用 40.42 ㎡ 

平成 30 年度末 

（開設時） 

2 2 階 応接室 共用 学長室 専用 23.11 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

新
図
書
館 

 運動場 専用 

面談室 6 

（注） 
専用 5.75 ㎡ 

平成 31 年 4 月末 

（第一年次） 

面談室 7 

（注） 
専用 5.29 ㎡ 

平成 31 年 4 月末 

（第一年次） 

（注）面談室 6・面談室 7 は、是正事項 4-③で説明する新図書館内に整備する。 
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② 専任教員が取り組む研究を実施できる研究用実験室や機器の整備、研究で必要となる場

合の動物の具体的な確保の方策について以下のとおり明確にする。 

 

＜専任教員が取り組む研究を実施できる研究用実験室や機器の整備＞ 

本学では、動物看護学を基盤とした動物トータルケアの教育研究のために、訪問動物看護、

動物栄養、公衆衛生・防疫、動物臨床検査、動物介在福祉の 5 つの研究を行う。例を挙げ

ると、訪問動物看護では、ヘマトクリット遠心分離機、セルタック、血液生化学測定機器等

の機器を使用し、高齢の犬・猫の補食における健康維持及び疾病からの治癒力の向上の研究

を行う。なお、この研究にはアニマル・メディカル・センターの診療対象（高齢の犬・猫）

を飼い主の承諾を得て使用する。動物栄養では、カロリーアンサー、冷蔵ショーケース、小

型超低温槽等の機器を使用し、犬・猫のライフステージに合わせた食事内容の研究を行う。

なお、この研究には、市販の総合栄養食、動物病院からの療法食及び食材（肉・魚・野菜・

穀物等）を使用する。この 2 つの研究は、研究者が検証方法について協力し合うことがで

き、研究の進展が図られることから研究用実験室 2 で行う（資料 4-1 P87）。 

また、公衆衛生・防疫では、高圧蒸気滅菌機、インキュベーター、冷蔵保管庫等の機器を

使用し、動物病院の院内感染予防の観点から汚染要因について研究する。なお、この研究に

はコンパニオン・アニマル・センター内コンパニオン・アニマル・センターの落下細菌等を

採取し、使用する。 

動物臨床検査では、高圧蒸気滅菌機、インキュベーター、遠心分離機、卓上冷却遠心機等

の機器を使用し、犬・猫の生活習慣病（肥満等）に関する臨床検査法の研究を行う。なお、

この研究はアニマル・メディカル・センターの診療対象（肥満等の生活習慣病をもつ犬・猫）

を飼い主の承諾を得て使用する。この 2 つの研究は、公衆衛生・防疫の研究で採取した検

体を動物臨床検査で分析し、その結果をフィードバックすることができ、相互に研究の進展

が図られることから研究用実験室 1 で行う（資料 4-1 P83）。 

動物介在福祉では、身体障がい者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）の使用者（視覚障が

い者、肢体不自由者、聴覚障がい者）が、補助犬の健康管理のために動物病院を訪れる際に

発生する一般のクライアントとは異なるニーズに対応する動物看護師の支援方法について

研究する。研究のための調査は、補助犬訓練施設、補助犬使用者の指定する場所や動物病院

において行うため研究用実験室は使用しない。 

整備計画では、まず平成 30 年度末（開設時）までに予備室 5 を研究用実験室 1（資料

4-3P111）に整備し、予備室 6 を研究用実験室 2（資料 4-3 P111）に整備して研究・実験を

行う（表 3）。その後新図書館の完成（平成 31 年 4 月 20 日竣工予定）をまって、平成 31

年 5 月以降は 1 階図書館を研究用実験室 1（資料 4-4 P113）に、3 階図書閲覧室を研究用実

験室 2（資料 4-4 P116）に用途変更し、専任教員が取り組む研究環境を整備する（表 4）。 

研究用実験室 1 は、主に検体を取り扱う研究を行うため感染予防に配慮し、通常の生物

の実験室としての構造及び設備を有する P1 レベルに準じた研究実験を行い、研究用実験室

2 は、訪問動物看護、動物栄養の実験を行うため非汚染エリアとして管理する。 

なお、本学の開設時において整備する研究用機器は、資料 4-5 のとおりである。 
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表 3 研究用実験室の配置と年次進行による整備（平成 31 年度開設時） 

号館 階数 旧用途 
専用・共用の

区分 
新用途 

専用・共用の

区分 
面積 整備時期 

2 

 

7 階 

 

予備室 5 専用 研究用実験室 1 専用 60.51 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

予備室 6 専用 研究用実験室 2 専用 60.03 ㎡ 
平成 30 年度末 

（開設時） 

 

 

表 4 研究用実験室の配置と年次進行による整備（平成 31 年度 4 月末） 

号館 階数 旧用途 
専用・共用の

区分 
新用途 

専用・共用の

区分 
面積 整備時期 

2 

1 階 図書館 共用 研究用実験室 1 専用 60.32 ㎡ 

平成 31 年 

4 月末 

（第一年次） 

3 階 図書閲覧室 専用 研究用実験室 2 専用 61.65 ㎡ 

平成 31 年 

4 月末 

（第一年次） 

 

 

＜研究で必要となる場合の動物の具体的な確保の方策＞ 

研究で必要となる場合の動物の具体的な確保の方策は、以下のとおりである。 

本学の動物看護等に関する研究対象は、コンパニオンアニマル（伴侶動物）の犬・猫が中

心であり、本学の研究は、動物実験に関する倫理規程に基づき、計画書を提出し、動物実験

倫理委員会によって審査を受け許可された動物等が対象となる。なお、採材サンプルは、コ

ンパニオン・アニマル・センターに診療、検査、グルーミングのために来院した犬・猫より、

尿、糞便、血液、血清等の分与を受けて研究に使用する。また、グルーミング等で来院した

犬・猫の被毛サンプルや皮膚スタンプなどは飼い主の同意のうえ、侵襲性の低い方法で採取

し、研究試料とする。 

現状では、本学の研究において、専任教員による実験動物（マウス・ラット等）を使用し

ての研究・実験は行われないことから、実験動物は学内で飼育しない。ただし、マウス・ラ

ットを使用する研究を行う場合には、レンタルラボを活用する（資料 4-6）。実験動物（マ

ウス・ラット等）については、動物愛護・福祉に関する国際的な考え方から、代替実験の検

討がなされ、実習や実験が行われている。社会や産業界のニーズにより、動物看護学分野に

おいて研究対象を産業動物、野生動物、実験動物に拡大する必要が生じた場合には研究委員

会及び産業界と協議のうえ、十分な検討を重ねる。 

なお、本学の動物介在福祉に関する研究は、主に身体障がい者補助犬の使用者を対象とす

る。人に関するアンケート調査等については、厚生労働省の指導方針「人を対象とする医学

系研究に関する倫理指針ガイダンス」に基づくものとし、実験計画書、アンケート内容、集

積・解析方法については、研究調査倫理規程により、個人情報等の取り扱いに十分対応でき
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る研究が許可対象となる。また、ポニー等を使用する場合は、必要に応じて乗馬クラブより

レンタルする。 

 

③ 将来にわたって学生及び教員の教育研究活動に十分な図書館を整備する。 

 

新たな整備計画において、現在の体育館に隣接した運動場 509.01 ㎡に新図書館 186.24

㎡を建設する（資料 4-4 P115）。この図書館は設置認可申請時に計画していた 2 号館 1 階図

書館 69.20 ㎡より 117.04 ㎡（約 1.7 倍）広くなる。閲覧スペースは、開設時において図書

館内に 28 席配置する。 

設置認可申請時の図書館は、図書数が8,226冊であったが、今回の新図書館には図書2,000

冊を増やし 10,226 冊とする。申請時の計画では収納可能図書数 9,088 冊であったが、新図

書館では 4,662 冊増え、合計 13,750 冊となり、将来にわたる図書の増加に対応できる。な

お、開設時から動物関係の和書ならびに洋書の電子ジャーナルとデータベースを整備してい

る。 

また、この新図書館の整備計画は、年次進行で行う。平成 30 年度 3 月末（開設時）まで

は申請時の計画のとおり、2 号館 1 階に図書館（資料 4-3 P103）、2 号館 3 階に自習室を兼

ねる図書閲覧室（資料 4-3 P107）を整備する。その後、平成 31 年 4 月 20 日に新図書館が

竣工予定であるため、竣工・整備完了後に申請時の図書館と図書閲覧室は、表 4 のとおり、

研究用実験室 1 と研究用実験室 2 に用途変更する（資料 4-4 P113、P116）。 

さらに完成年度以降に整備する予定の自習室については、学生及び教員の教育研究活動に

資するため、平成 32 年度末（第二年次）までに整備し、2 号館 4 階の予備室 3 を自習・閲

覧室に用途変更する（表 5）（資料 4-1 P88）。自習・閲覧室には、新図書館から閲覧席 12

席を移動するほか、新たに自習席 12 席を加えた計 24 席を配置する。それにより、新図書

館には書架が追加され、収容可能図書数はさらに 3,000 冊増え、合計 16,750 冊収納可能と

なり、将来にわたる図書の増加に十分対応できる。 

また、本学はヤマザキ動物看護大学図書館（図書：25,910 冊、雑誌：64 種類ほか）との

連携を図る。平成 22 年度より、渋谷キャンパスと南大沢キャンパス（ヤマザキ動物看護大

学）間を運行している定期交換便を利用して学生及び教員の図書の貸出と返却を行う。さら

に南大沢キャンパスの運動場、体育館等の施設を利用して、学生の利便性を図り、スポーツ

デーやサークル活動等による交流も行う予定である。 

 

表 5 閲覧室の整備 

号館 階数 旧用途 
専用・共用の

区分 
新用途 

専用・共用

の区分 
面積 整備時期 

2 4 階 予備室 3 専用 自習・閲覧室 専用 61.65 ㎡ 
平成 32 年度末 

（第二年次） 
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１．「①共同研究室を整備する計画であるが、専任教員数に対して狭隘であるため、教育研

究を適切に行い得るスペースと機能が備わっていることを図面で示した上で明確にするこ

と。」の回答に関する新旧対照表 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（24 ページ） 

新 旧 

5．教員組織の編成の考え方及び特色  

(4) 中心となる研究分野及び研究体制 

①研究分野 

動物看護学を基盤とした動物トータルケ

アの教育研究のために、以下の①～⑤までの

分野を関連機関・施設と連携して、これらに

関する研究の進展に努める。 

本学における中心的な研究分野と研究体

制等を次の通りとし、それぞれの研究分野に

おいて、産業界との関連を追求する。 

1）訪問動物看護に関する研究 

2）公衆衛生・防疫に関する研究 

3）動物臨床検査に関する研究 

4）動物栄養に関する研究 

5）動物介在福祉に関する研究 

 

②研究における動物等確保の方策 

本学の動物看護等に関する研究対象は、コ

ンパニオンアニマル（伴侶動物）の犬・猫が

中心であり、本学の研究は、動物実験に関す

る倫理規程に基づき、計画書を提出し、動物

実験倫理委員会によって審査を受け許可さ

れた動物等が対象となる。なお、採材サンプ

ルは、コンパニオン・アニマル・センターに

診療、検査、グルーミングのために来院した

犬・猫より、尿、糞便、血液、血清等の分与

を受けて研究に使用する。また、グルーミン

グ等で来院した犬・猫の被毛サンプルや皮膚

スタンプなどは飼い主の同意のうえ、侵襲性

の低い方法で採取し、研究試料とする。 

現状では、本学の研究において、専任教員

による実験動物（マウス・ラット等）を使用

しての研究・実験は行われないことから、実

験動物は学内で飼育しない。ただし、マウ

ス・ラットを使用する研究を行う場合には、

5．教員組織の編成の考え方及び特色  

(4)中心となる研究分野及び研究体制 

 

動物看護学を基盤とした動物トータルケ

アの教育研究のために、以下の①～⑤までの

分野を関連機関・施設と連携して、これらに

関する研究の進展に努める。 

本学における中心的な研究分野と研究体

制等を次の通りとし、それぞれの研究分野に

おいて、産業界との関連を追求する。 

①訪問動物看護に関する研究 

②公衆衛生・防疫に関する研究 

③動物臨床検査に関する研究 

④動物栄養に関する研究 

 ⑤動物介在福祉に関する研究 
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レンタルラボを活用する（資料 27-3）。実験

動物（マウス・ラット等）については、動物

愛護・福祉に関する国際的な考え方から、代

替実験の検討がなされ、実習や実験が行われ

ている。社会や産業界のニーズにより、動物

看護学分野において研究対象を産業動物、野

生動物、実験動物に拡大する必要が生じた場

合には研究委員会及び産業界と協議のうえ、

十分な検討を重ねる。 

なお、本学の動物介在福祉に関する研究

は、主に身体障がい者補助犬の使用者を対象

とする。人に関するアンケート調査等につい

ては、厚生労働省の指導方針「人を対象とす

る医学系研究に関する倫理指針ガイダンス」

に基づくものとし、実験計画書、アンケート

内容、集積・解析方法については、研究調査

倫理規程により、個人情報等の取り扱いに十

分対応できる研究が許可対象となる。また、

ポニー等を使用する場合は、必要に応じて乗

馬クラブよりレンタルする。 

③研究体制 

5 分野の研究をするために、学内委員会の

ひとつである研究委員会が中心となって、本

学における主要な研究テーマの検討及び設

定、共同研究者の指名、共同研究費の配分等

を行う他、ヤマザキ動物看護大学や他大学等

の研究機関や諸団体との連携を推進する。 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの研究をするために、学内委員会の

ひとつである研究委員会が中心となって、本

学における主要な研究テーマの検討及び設

定、共同研究者の指名、共同研究費の配分等

を行う他、ヤマザキ動物看護大学や他大学等

の研究機関や諸団体との連携を推進する。 

 

（略） 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（28 ページ） 

新 旧 

６.教育方法、履修指導方法及び卒業要件  

(4)履修指導方法 

④オフィスアワーによる学生の個人指導・支

援 

専任教員は、学生の相談等に応じる時間と

して、毎週授業 2 コマ分に相当する時間をオ

フィスアワーとして設定し、年度当初に学生

６.教育方法、履修指導方法及び卒業要件  

(4)履修指導方法 

④オフィスアワーによる学生の個人指導・支

援 

専任教員は、学生の相談等に応じる時間とし

て、毎週授業 2 コマ分に相当する時間をオフ

ィスアワーとして設定し、年度当初に学生に
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に周知する。教員が学生とコミュニケーショ

ンをとることができる時間を明確にするこ

とで、学生が教員と接しやすい環境を作り、

支援の充実を図る。学生の個人指導・支援に

は、面談室（専用 6 室、兼用 1 室）を利用す

る。 

周知する。教員が学生とコミュニケーション

をとることができる時間を明確にすること

で、学生が教員と接しやすい環境を作り、支

援の充実を図る。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（30 ページ） 

新 旧 

8．施設、設備等の整備計画  

(1)校地、運動場の整備計画 

①校地 

 

(略) 

 

校地面積は 2401.22 ㎡で、学生定員 240

人に対する設置基準には若干不足している。

校舎は既設の大学及び専門学校として使用

していたものを転用する。キャンパスは 1 号

館と 2 号館で構成され、1 号館には、講義室、

実習室、事務局、ミーティングルーム・面談

室、学生ラウンジを、2 号館には図書館（第

一年次に新図書館を整備）、PC 教室を設置す

る。限られたスペースを活かして、教室使用

を効果的に実施し、かつ学生生活の場を整備

する。1 号館と 2 号館との距離は約 400ｍ、

徒歩約 5 分の距離であり、校舎間の移動は、

授業間の休み時間（10 分）で十分可能であ

る。 

②運動場 

2 号館に隣接して運動場（152.19 ㎡）と体

育館（242.32 ㎡）がある。また、南大沢キ

ャンパスの運動場、体育館等の施設を利用し

て、学生の利便性を図り、スポーツデーやサ

ークル活動等による交流も行う予定である。

なお、学生の福利厚生として、体育館内での

運動に使用する用具を整備する。 

8．施設、設備等の整備計画  

(1)校地、運動場の整備計画 

①校地 

 

(略) 

 

校地面積は 2401.22 ㎡で、学生定員 240 人

に対する設置基準には若干不足している。校

舎は既設の大学及び専門学校として使用し

ていたものを転用する。キャンパスは 1 号館

と 2 号館で構成され、1 号館には、講義室、

実習室、事務局、ミーティングルーム、学生

ラウンジを、2 号館には図書館、PC 教室を

設置する。限られたスペースを活かして、教

室使用を効果的に実施し、かつ学生生活の場

を整備する。1 号館と 2 号館との距離は約

400ｍ、徒歩約 5 分の距離であり、校舎間の

移動は、授業間の休み時間（10 分）で十分

可能である。 

 

②運動場 

2 号館に隣接して運動場（509.01 ㎡）と体

育館（242.32 ㎡）がある。なお、学生の福

利厚生として、体育館内での運動に使用する

用具を整備する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（32～35 ページ） 

新 旧 

8．施設、設備等の整備計画  

(2)校舎等設備の整備計画 

①専門職短期大学の校舎等の設備 

（略） 

専任教員の研究室については、教育研究環

境を充実させるため、設置認可申請時の共同

研究室 2室と予備室 3室を 2号館の研究室 1

～15（5 室各 3 名）に変更する（表 6）。こ

のことにより、専任教員の研究室は、1 人当

たりの利用スペースが広がり、室内をパーテ

ーションで 3 区画に区切ることで、専任教員

のプライバシーを守り、学生の成績管理等を

機能的に行える。なお、研究領域の近い専任

教員を同室に配置することで、教育研究の効

果を上げることに配慮している。 

研究室については、年次進行で整備し、平

成 30 年度末（開設時）までに、平成 31 年

度就任の専任教員 10 名のうち、学長室は研

究室を兼用するため、学長を除く 9 名分の研

究室を配置する。さらに、平成 31 年度末（第

一年次）までに、平成 32 年度就任の専任教

員 4 名に加え、将来の専任教員の増加に鑑

み、計 6 名分の研究室を配置し、合計 15 名

分の研究室を用意する。 

研究室 1～15 には、机、椅子、電話機、コ

ンピューター、成績や重要書類を保管できる

鍵付きの本棚の他、ミーティング用のテーブ

ル等を配置する。 

学生の個人面談については、設置認可申請

時の 1 号館 1 階のドッグルーム、キャットル

ーム、3 階の応接室及び学長室を面談室に用

途変更し、1 号館 7 階のミーティングルーム

をミーティングルーム・面談室に用途変更す

る。1 号館 1 階のドッグルーム、キャットル

ームにおける保護犬、保護猫の対応について

は、専門職短期大学の教育に支障がないこと

から、基準外面積に算入されているコンパニ

オン・アニマル・センター内に移動する。さ

らに年次進行で平成 31 年 4 月完成予定の新

8．施設、設備等の整備計画  

(2)校舎等設備の整備計画 

①専門職短期大学の校舎等の設備 

（略） 

研究室は、本学が新しい研究分野を対象と

し、かつ小規模の大学であることに鑑み、教

員同士の活発な意見交換を可能とするため

に共同研究室とする。専任教員は、それぞれ

学年主任、クラスアドバイザーとして学生指

導にあたるので、研究室は教員相互の情報共

有の場となる。 

 

（略） 
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図書館内に面談室 2 室を配置し、教員と学生

がアクティブ・ラーニング等にも活用する。

面談室6室と兼用面談室1室の合計 7室を整

備することにより、面談者のプライバシーが

保護される。なお、面談室はオフィスアワー、

カウンセリング等にも活用する。 

各専任教員は、1 週間（月～金曜日）当た

り 2 コマ（1 コマ 90 分）の学生相談にあた

る。 

学長室の用途変更に伴い、新たに学長室を

確保するため、2 号館 2 階の応接室（共用）

を学長室（専用）に用途変更する（表 7）。 

以上の整備により、教育研究を適切に行い得

るスペースと機能を確保できると考える。 

 

表 6 研究室の整備 

 

（備考）学長は、学長室を研究室として兼用す

る。 
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表 7 面談室と学長室の整備 

 

（注）面談室 6・面談室 7 は、是正事項 4-

③で説明する新図書館内に整備する。 

 

本学では、動物看護学を基盤とした動物ト

ータルケアの教育研究のために、訪問動物看

護、動物栄養、公衆衛生・防疫、動物臨床検

査、動物介在福祉の 5 つの研究を行う。例を

挙げると、訪問動物看護では、ヘマトクリッ

ト遠心分離機、セルタック、血液生化学測定

機器等の機器を使用し、高齢の犬・猫の補食

における健康維持及び疾病からの治癒力の

向上の研究を行う。なお、この研究にはコン

パニオン・アニマル・メディカルセンター内

アニマル・メディカル・センターの診療対象

（高齢の犬・猫）を飼い主の承諾を得て使用

する。動物栄養では、カロリーアンサー、冷

蔵ショーケース、小型超低温槽等の機器を使

用し、犬・猫のライフステージに合わせた食

事内容の研究を行う。なお、この研究には、

市販の総合栄養食、動物病院からの療法食及

び食材（肉・魚・野菜・穀物等）を使用する。

この 2 つの研究は、研究者が検証方法につい

て協力し合うことができ、研究の進展が図ら

れることから研究用実験室 2 で行う。 

また、公衆衛生・防疫では、高圧蒸気滅菌

機、インキュベーター、冷蔵保管庫等の機器

を使用し、動物病院の院内感染予防の観点か

ら汚染要因について研究する。なお、この研

究にはコンパニオン・アニマル・センターの

落下細菌等を採取し、使用する。 
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動物臨床検査では、高圧蒸気滅菌機、イン

キュベーター、遠心分離機、卓上冷却遠心機

等の機器を使用し、犬・猫の生活習慣病（肥

満等）に関する臨床検査法の研究を行う。な

お、この研究はアニマル・メディカル・セン

ターの診療対象（肥満等の生活習慣病をもつ

犬・猫）を飼い主の承諾を得て使用する。こ

の 2 つの研究は、公衆衛生・防疫の研究で採

取した検体を動物臨床検査で分析し、その結

果をフィードバックすることができ、相互に

研究の進展が図られることから研究用実験

室 1 で行う。 

動物介在福祉では、身体障がい者補助犬

（盲導犬、介助犬、聴導犬）の使用者（視覚

障害者、肢体不自由者、聴覚障害者）が、補

助犬の健康管理のために動物病院を訪れる

際に発生する一般のクライアントとは異な

るニーズに対応する動物看護師の支援方法

について研究する。研究のための調査は、補

助犬訓練施設、補助犬使用者の指定する場所

や動物病院において行うため研究用実験室

は使用しない。 

整備計画では、まず平成 30 年度末（開設

時）までに予備室 5 を研究用実験室 1 に整備

し、予備室 6 を研究用実験室 2 に整備して研

究・実験を行う（表 8）。その後新図書館（平

成 31 年 4 月 20 日竣工予定）の完成をまっ

て、平成 31 年 5 月以降は 1 階図書館を研究

用実験室 1 に、3 階図書閲覧室を研究用実験

室 2 に用途変更し、専任教員が取り組む研究

環境を整備する（表 9）。 

研究用実験室 1 は、主に検体を取り扱う研

究を行うため感染予防に配慮し、通常の生物

の実験室としての構造及び設備を有する P1

レベルに準じた研究実験を行い、研究用実験

室 2 は、訪問動物看護、動物栄養の実験を行

うため非汚染エリアとして管理する。 

なお、本学の開設時において整備する研究

用機器は、資料 27-2 のとおりである。 

 

表8 研究用実験室の配置と年次進行による
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整備（平成 31 年度開設時） 

 

 

表9 研究用実験室の配置と年次進行による

整備（平成 31 年度 4 月末） 

 

 

 

（略） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（36～37 ページ） 

新 旧 

8．施設、設備等の整備計画  

(3)図書等の資料及び図書館の整備計画 

本学の図書館には、人文科学系 4,832 冊、自

然科学系 3,192 冊、畜産学系 137 冊、獣医学

系 830 冊、動物看護学系 1,235 冊、合計

10,226 冊を備える。雑誌は、30 種である（資

料 29）。電子ジャーナルについては、既設の

大学で導入している「 Animal Health 

Research Review 」「 Journal of Small 

Animal Practice」等 20 種（データベースを

含む）を専門職短期大学においても閲覧がで

きるよう整備をする。 

図書館の整備については、現在の体育館に

隣接した運動場 509.01㎡に新図書館 186.24

㎡を建設する。この図書館は設置認可申請時

に計画していた 2号館 1階図書館 69.20㎡よ

8．施設、設備等の整備計画  

(3)図書等の資料及び図書館の整備計画 

本学の図書館には、人文科学系 2,832 冊、

自然科学系 3,192 冊、畜産学系 137 冊、獣医

学系 830 冊、動物看護学系 1,235 冊、合計

8,226 冊を備える。雑誌は、30 種である（資

料 29）。電子ジャーナルについては、既設の

大学で導入している「 Animal Health 

Research Review 」「 Journal of Small 

Animal Practice」等 20 種（データベースを

含む）を専門職短期大学においても閲覧がで

きるよう整備をする。 
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り 117.04 ㎡（約 1.7 倍）広くなる。閲覧ス

ペースは、開設時において図書館内に 28 席

配置する。 

設置認可申請時の図書館は、図書数が

8,226 冊であったが、今回の新図書館には図

書 2,000 冊を増やし 10,226 冊とする。申請

時の計画では収納可能図書数 9,088 冊であ

ったが、新図書館では 4,662 冊増え、合計

13,750 冊となり、将来にわたる図書の増加

に対応できる。なお、開設時から動物関係の

和書ならびに洋書の電子ジャーナルとデー

タベースを整備している。 

また、この新図書館の整備計画は、年次進

行で行う。平成 30 年度 3 月末（開設時）ま

では申請時の計画のとおり、2 号館 1 階に図

書館、2 号館 3 階に自習室を兼ねる図書閲覧

室を整備する。その後、平成 31 年 4 月 20

日に新図書館が竣工予定であるため、竣工・

整備完了後に申請時の図書館と図書閲覧室

は、表 9 のとおり、研究用実験室 1 と研究用

実験室 2 に用途変更する。 

さらに完成年度以降に整備する予定の自

習室については、学生及び教員の教育研究活

動に資するため、平成 32 年度末（第二年次）

までに整備し、2 号館 4 階の予備室 3 を自

習・閲覧室（表 10）に用途変更する。自習・

閲覧室には、新図書館から閲覧席 12 席を移

動するほか、新たに自習席 12 席を加えた計

24 席を配置する。それにより、新図書館に

は書架が追加され、収容可能図書数はさらに

3,000 冊増え、合計 16,750 冊収納可能とな

り、将来にわたる図書の増加に十分対応でき

る。 

また、本学はヤマザキ動物看護大学図書館

（図書：25,910 冊、雑誌：64 種類ほか）と

の連携を図る。平成 22 年度より、渋谷キャ

ンパスと南大沢キャンパス（ヤマザキ動物看

護大学）間を運行している定期交換便を利用

して学生及び教員の図書の貸出と返却を行

う。 

新図書館には、レファレンスコーナー、図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2号館 1階の図書館を整備充実して活用す
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書閲覧室を設け、閲覧席、検索端末席を備え

る。図書館には、専門職員を置き、資料収集、

整理及び提供を行う。開学後には、他の大学

の図書館や地域の公共図書館、国立国会図書

館等との協力に努める。 

 

（表 10）閲覧室の整備 

 

 

る。1 階にレファレンスコーナー、3 階に図

書閲覧室を設け、閲覧席、検索端末席を備え

る。図書館には、専門職員を置き、資料収集、

整理及び提供を行う。開学後には、他の大学

の図書館や地域の公共図書館、国立国会図書

館等との協力に努める。 

 

 

 



資料 4-1 

82～91 

①書類等の題名 

 資料 4-1. 校舎図面（平成 33年度（完成年度）2号館）（82～91ページ） 

②出典 

 株式会社野生司環境設計 

③書類等の利用範囲 

 完成年度における 2号館各フロアの平面図 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・加工なし。 



資料 4-2 

92～101 

①書類等の題名 

 資料 4-2. 校舎図面（平成 33年度（完成年度）1号館）（92～101ページ） 

②出典 

 株式会社野生司環境設計 

③書類等の利用範囲 

 完成年度における 1号館各フロアの平面図 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・加工なし 



資料 4-3 

102～111 

①書類等の題名 

 資料 4-3. 校舎図面（平成 31年度開設時 2号館）（102～111ページ） 

②出典 

 株式会社野生司環境設計 

③書類等の利用範囲 

 開設時における 2号館の平面図 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・加工なし。 



資料 4-4 

112～117 

①書類等の題名 

 資料 4-4. 校舎図面（平成 31年度 5月 1日 2号館）（112～117ページ） 

②出典 

 株式会社野生司環境設計 

③書類等の利用範囲 

 平成 31年度 5月 1日現在の 2号館の平面図 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・加工なし。 
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高圧蒸気滅菌機

インキュベーター

薬用保冷庫

遠心分離機

冷蔵保管庫

実体顕微鏡

卓上冷却遠心機

耐震薬品庫薄型強化ガラス

実験台

ロッカー

本棚

キャビネット

収納棚

椅子

カロリーアンサー

耐震薬品庫

冷蔵ショーケース

全自動製氷機

小型超低温槽

ヘマトクリット遠心分離機

器具乾燥機

セルタック

生物顕微鏡

血液生化学測定機器

映像記録ビデオ

三脚

モニターテレビ

実験台

ロッカー

本棚

キャビネット

収納棚

椅子

公衆衛生・防疫

動物臨床検査
研究用実験室1

訪問動物看護

動物栄養
研究用実験室2
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【大学等の設置の趣旨・必要性】 

1．【全体計画審査意見１の回答について】 

＜需要変化への対応が不明確＞ 

設置の趣旨等を記載した書類において、今後、ペット関連産業の市場規模が拡充してい

く旨の指摘がなされているが、他方で犬の頭数が減少傾向にあるとの調査結果が公表さ

れており、今後、ペットに対する需要の変化が見込まれることを踏まえ、本設置計画の

必要性を明確にすること。また、今後、ペット需要の変化があった場合にどのように教

育課程に反映させていくのかを明確にすること。 

（対応） 

この度のヤマザキ動物看護専門職短期大学 動物トータルケア学科（仮称）の申請につい

ては、平成 26 年よりヤマザキ学園の中長期計画の中で検討を開始し、日本の少子高齢社会

の現状を踏まえ、50 年に渡る動物看護教育のパイオニアとしての本学園の使命と役割を考

察、検証してきた。 

 特にコンパニオンアニマル（伴侶動物）の代表である犬の飼育頭数や動物医療を含む動

物関連産業の市場等については、推移と現状及び将来展望を明確にすることに努め、専門

職短期大学という新しい教育制度において、動物の生から死までのトータルケアを行い、

高齢者の犬の飼育をサポートする訪問看護・在宅ケアの動物看護師、及び飼い主（消費者）

と動物関連産業を繋ぎ、時代に対応して将来の産業を担う動物看護師の必要性から申請に

至った。 

ご指摘のペットの飼育頭数が減少傾向にあることについては、次のとおり検証した。一

般社団法人ペットフード協会が公表している全国犬猫飼育実態調査（以下、同調査）によ

ると、犬の飼育頭数については、平成 24 年（2012 年）に 1,153.4 万頭だったものが平成

28 年（2016 年）には、987.8 万頭へと 165.6 万頭減少している（資料 1-1）。 

しかし、同調査による飼育頭数と犬の年齢構成から高齢犬の飼育頭数を計算すると 10 歳

以上の高齢犬の飼育頭数は平成 24 年（2012 年）に 304.5 万頭であったものが、平成 28 年

（2016 年）の 352.6 万頭へと高齢犬が 48.1 万頭増加し、今後も高齢犬の増加が想定される

（表 1）。 

 

表 1  犬の年齢構成 

暦年 0~6 歳 7～9 歳 10～12 歳 13 歳以上 不明 総数 

平成 24 年 

（2012年） 

47.7％ 23.9％ 16.7％ 9.7％ 1.9％ 
1,153.4 万頭 

71.6％（825.8 万頭） 26.4％(304.5 万頭) 1.9％（21.9 万頭） 

平成 28 年 

（2016年） 

41.0％ 21.1％ 20.0％ 15.7％ 2.3％ 
987.8 万頭 

62.1％（613.4 万頭） 35.7％（352.6 万頭） 2.3％（22.7 万頭） 

（出典：一般社団法人ペットフード協会 全国犬猫飼育実態調査） 

 

なお、ペットを家族の一員ととらえる傾向が強まり、犬の高齢化が進む中で、動物診療
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施設は平成 23 年（2011 年）の 10,551 施設に対し平成 28 年（2016 年）には 11,675 施設

と 1,124 施設が増設している（資料 1-2）。その理由としては、人の高齢化と同じようにペ

ットの高齢化による動物医療の多様化に付随する医療の必要性の増加等によるものと推察

される。また、東京都の飼育動物診療施設届出数（表 2）によると、往診専門の診療施設は、

平成 24 年（2012 年）の 111 施設から平成 29 年の 163 施設へと 52 施設、46.8％も増加し

ている。 

表 2 東京都の飼育動物診療施設届出数 

年度 往診専門診療施設数 

平成 24 年（2011 年） 111 

平成 29 年（2017 年） 163（46.8％増） 

注）（ ）内は平成 24 年対比の増加割合 （出典：東京都産業労働局農林水産部食料安全課） 

このことから近年、往診の需要が増加していることが伺える。一般の動物病院において

も、幼齢の時から診療に携わっていた犬が高齢化した場合、往診診療の要望が増えている

ことが想定され、訪問看護・在宅ケアの動物看護師が期待されるところが大きい。 

このように動物関連産業の市場は犬の飼育頭数の減少を受けても、動物病院を含む、ペ

ット保険市場、ペット同伴宿泊施設、ペット葬儀社など、コンパニオンアニマル（伴侶動

物）に関する市場が拡大を続けている（資料 1-3、1-4、1-5）。矢野経済研究所の推計では、

平成 30 年度（2018 年度）のペット関連総市場は、1 兆 5,136 億円に届くと推定され、平成

23 年度（2011 年度）の 1 兆 4,052 億円から 1,084 億円増加している（資料 1-6）。 

 

本学は、上記の調査から犬の飼育頭数が減少傾向にあるにもかかわらず、ペット関連産

業が成長していることに注目した。加えて犬の飼い主の年齢構成について検証したところ、

50 代～60 代の犬の飼い主が一番多く、平成 25 年（2013 年）には 50 代～70 代の犬の飼育

者の合計は、47.1％を占める。しかし、平成 28 年（2016 年）には 41.6%へと減少してい

るが（表 3）、訪問看護・在宅ケアの動物看護師が飼育をサポートすることにより、この減

少を食い止める一助になると考える。 

 

表 3 犬 現在の飼育状況_年代別構成比                （単位：％）                                                                 

暦年 20代 30代 40代 50代 60代 70代 50～70代の合計 

平成 24 年（2012 年） 14.8 13.3 16.1 21.4 18.2 ― 39.6 

平成 25 年（2013 年） 15.1 12.7 15.1 20.0 16.4 10.7 47.1 

平成 26 年（2014 年） 14.3 12.4 13.9 18.2 16.5 10.3 45.0 

平成 27 年（2015 年） 14.1 12.2 12.9 17.5 15.6 10.7 43.8 

平成 28 年（2016 年） 13.4 12.0 13.9 16.7 14.7 10.2 41.6 

（出典：一般社団法人ペットフード協会 全国犬猫飼育実態調査） 
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さらに同調査によると、50 代、60 代、70 代世代の飼育のきっかけは「生活に癒し・安

らぎが欲しかったから」、「家族や夫婦間のコミュニケーションに役立つと思ったから」と

いう回答が多く、子育てが一段落したところで犬の飼育を開始する傾向もみられる。飼育

の阻害要因としては、「十分に世話ができないから」、「最後まで世話をする自信がないから」

といった回答が多かった。また、あったらいいと思う飼育サービスとしては「旅行中や外

出中の世話代行サービス」、「高齢で飼育不可能な場合の受入施設提供サービス」、「飼育が

継続不可能な場合の引き取り手斡旋サービス」といった意見が多く出ている（表 4）。 

 

表 4 犬の飼育阻害要因など年代別にみる特徴一覧（50 代～70 代） 

年代 
阻害要因 

（犬） 

あったらいいと思う 

飼育サービス 

飼育のきっかけ 

（犬飼育者） 

50 代 ①「十分に世話ができな

いから」：28.5% 

②「死ぬとかわいそうだ

から」：23.8% 

③「別れがつらいか

ら」：23.1% 

 

 

 

 

①「旅行中や外出中の世

話代行サービス」 

：44.3 % 

②「飼育が継続不可能な

場合の引き取り手斡旋

サービス」：25.9% 

③「健康保険料、生命保

険料などが減額になる

サービス」：25.4％ 

①「生活に癒し・安らぎ

が欲しかったから」 

：28.6% 

②「以前飼っていたペッ

トが亡くなったか

ら」：21.6% 

③「子供にせがまれたか

ら」：19.5% 

60 代 ①「最後まで世話をする

自信がないから」 

：28.0% 

②「別れがつらいか

ら」：27.3% 

③「十分に世話ができな

いから」：26.5% 

④「死ぬとかわいそうだ

から」：26.5% 

①「旅行中や外出中の世

話代行サービス」 

：35.5% 

②「高齢で飼育不可能な

場合の受入施設提供サ

ービス」：30.6% 

③「飼育が継続不可能な

場合の引き取り手斡旋

サービス」：27.9% 

①「以前飼っていたペッ

トが亡くなったか

ら」：35.5% 

②「生活に癒し・安らぎ

が欲しかったから」 

：26.6% 

③「家族や夫婦間のコミ

ュニケーションに役

立つと思ったから」 

：18.2% 

70 代 ①「最後まで世話をする

自信がないから」 

：42.1% 

②「別れがつらいか

ら」：32.4% 

③「死ぬとかわいそうだ

から」：31.2% 

 

①「高齢で飼育不可能な

場合の受入施設提供サ

ービス」：48.8% 

②「旅行中や外出中の世

話代行サービス」 

：40.7% 

③「飼育が継続不可能な

場合の引き取り手斡旋

サービス」：39.9% 

①「以前飼っていたペッ

トが亡くなったか

ら」：42.6% 

②「生活に癒し・安らぎ

が欲しかったから」 

：34.9% 

③「家族や夫婦間のコミ

ュニケーションに役

立つと思ったから」 

：23.7% 

（出典：一般社団法人ペットフード協会 平成 28 年全国犬猫飼育実態調査） 

 

また、平成 29 年、スペインのマドリードにおいて人と動物双方の健康と環境の保全のた

めに「One Health(ワンヘルス)」の理念のもと、人間の医師と獣医師を中心とした世界会
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議が開催され、人と動物の共生社会の重要性が説かれたことにより、共生するための環境

整備を行うことにも動物看護師の専門性が活かされる。これについては、日本においてペ

ットとの共生は健康寿命を延伸する（表 5）という調査結果が出ている。 

 

表 5 ペットとの共生は健康寿命を延伸する 

性別 ペットの飼育経験 健康寿命（歳） 差（歳） 

男 
犬飼育者でペットを散歩に連れて行く 69.40 

0.44 
ペット飼育経験なし 68.96 

女 
犬飼育者でペットを散歩に連れて行く 76.70 

2.79 
ペット飼育経験なし 73.91 

出典：一般社団法人ペットフード協会 インテージの調査 

 

現在、人生 100 歳時代を迎え、50 代～70 代のペット飼育者が 20 年後に 70 代、80 代、

90 代になっても伴侶動物との豊かな共生に癒しと安らぎを得て、生涯にわたり終生飼養が

できるようなサポートが急務であり、今後、高齢者と高齢犬への飼育に関するサポートの

重要性が増すと考えている。 

本学では、往診治療時に獣医師の診療補助、獣医師が行う検体採取（採血・採尿・採便）

の補助、動物の保定、飼い主への薬の投与状況の確認や指導、獣医師と飼い主の関係調整、

バイタルチェックや動物の観察、給餌、運動、休養等の助言や栄養指導（手作り食を含む）、

給餌の補助、口腔ケア、グルーミング、排泄のしつけや補助、飼育環境の整備、床ずれ予

防、さらに、介助マット、ペットシーツ、おむつ等手配の助言、終末期ケア及びグリーフ

ケア等の訪問看護・在宅ケアができる動物看護師の必要性に着目した。 

本学では、訪問看護・在宅ケアに関する授業科目として職業専門科目に「訪問動物看護

学」、「動物看護ソーシャルワーク」、「動物トータルライフ環境論」、「動物トータルライフ

演習」等の授業科目を配置し、飼い主に寄り添う訪問看護や在宅ケアのできる動物看護師

と、犬のデイケアサービスや老犬ホームなどの新しい分野を開拓し飼い主（消費者）と動

物関連産業とを繋ぐ動物看護師の養成が必要であることから、専門職短期大学設置の申請

に至った。 

 

ペット需要の変化に対応して、本学園は創立 50 年の歴史において、ヤマザキ動物専門学

校やヤマザキ動物看護大学では、ペット需要の変化を柔軟に教育課程に反映させてきた。

例えば、近年、ペットフードの充実やペット用おやつを与える飼い主が多くなり、歯石や

歯槽膿漏などの歯周病（口腔疾患）に罹患するペットが増加傾向にあることから、口腔ケ

アの授業科目と実習授業を始めた。ペットにとって口腔環境を整えることは、健康を維持

するためにも重要である。また、犬種によっては好発しやすい疾患がある。例えば、人気

犬種であるダックスフントは椎間板ヘルニアになりやすいため人間と同様にヘルニアの術

後ケアとしてリハビリテーションを行う。さらに創傷治癒や浮腫等の循環障害の緩和にも

効果をもたらしペットの QOL 向上に繋がるため、本学園ではいち早く動物リハビリテーシ
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ョンを教育課程に反映させてきた。 

また、大型犬の飼育頭数が減り小型犬の飼育頭数が増加した時期には、犬のトレーニン

グについて飼い主に家庭でのしつけを指導する等の授業内容や実習を充実させ教育課程に

反映させてきた。そのほか栄養学においても老犬の手作りごはんの実習科目を追加した。

今回申請の専門職短期大学においても、ペットの需要の変化にあわせ教育課程を柔軟に改

変し発展を続ける動物関連産業に貢献する人材を養成することが、この度の新制度におけ

る教育であり、本学の使命であると考える。 

なお、日本の将来における人口減少を考えると犬の飼育頭数は減少するであろうが、人

に代わるロボットの活用のみならず、障害者の自立や社会参画の増加を考えると、国内の

補助犬（盲導犬：950 頭、介助犬：70 頭、聴導犬：73 頭[厚生労働省の補助犬の実働頭数：

平成 29 年 6 月 1 日現在]）では不足であるため、さらに普及、増加に努めなければならな

い。ついては動物看護師がどのように高齢者、障害者、補助犬をサポートしていくかを検

討し教育課程に反映させるか等、需要の変化に対応する教育課程を展開させ、ペット関連

産業と社会の発展に貢献したい。 

また、今回の再補正申請においては、特に飼い主の生活及び地域に深くかかわる動物病

院への進路を考えている学生に対応して展開科目に人の「死生学」（選択科目）を新たに加

え、人と動物の死をみつめ、豊かな想像力を養い生命と死をとらえることのできる教育を

目指す。 

また、人の「医療安全」も展開科目（選択科目）に追加することで、まだ歴史の浅い職

種である動物看護師が、その創造的能力をもって、人と動物の医療安全という領域を動物

看護の現場で発展させていくことに期待する。 

さらに教育課程連携協議会には、動物病院の動向に詳しい公益社団法人東京都獣医師会

の理事・副会長の天野芳二氏、ペットサロン・ペット用品・ペットフード販売などの動向

に詳しいイオンペット株式会社の寺本健太郎氏（補正申請時に追加）のほかに、今回新た

に動物看護職の動向に詳しい一般社団法人日本動物看護職協会顧問、日本獣医生命科学大

学名誉学長池本卯典氏、今後さらなる発展が予想されるペット同伴宿泊施設の東京建物リ

ゾート株式会社取締役常務執行役員、ホテル事業本部長の藤田修一氏、地域の代表として

渋谷区（地方公共団体）の危機管理対策部長の山中昌彦氏を加えることとし、本学では、

教育課程連携協議会による意見をもとに、学内の教授会や教務委員会で教育課程を議論し

た上、業界の動向に対応した教育課程の具現化に努めることとする。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（1 ページ） 

新 旧 

 

(略) 

 

現在、日本において超少子高齢社会を迎

え、動物飼育環境の改善はイヌ、ネコの長寿

をもたらし、イヌ 987.8 万頭、ネコ 984.7 万

頭が飼育されていると推定される（資料 1）。 

 

 

(略) 

 

現在、日本において超少子高齢社会を迎

え、動物飼育環境の改善はイヌ、ネコの長寿

をもたらし、イヌ 990 万頭超、ネコ 980 万

頭超が飼育されていると推定される（資料

1）。 

  

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（5～8 ページ） 

新 旧 

 

(略) 

 

③ペット需要の変化と設置の必要性 

一般社団法人ペットフード協会が公表している

全国犬猫飼育実態調査（以下、同調査）によると、

犬の飼育頭数については、平成 24 年（2012 年）に

1,153.4 万頭だったものが平成 28 年（2016 年）に

は、987.8 万頭へと 165.6 万頭減少している（資料

1）。 

しかし、同調査による飼育頭数と犬の年齢構成か

ら高齢犬の飼育頭数を計算すると 10 歳以上の高齢

犬の飼育頭数は平成 24 年（2012 年）に 304.5 万頭

であったものが、平成 28 年（2016 年）の 352.6 万

頭へと高齢犬が 48.1 万頭増加し、今後も高齢犬の増

加が想定される（表 1）。 

 

表 1  犬の年齢構成 

暦年 0~6 歳 
7～9

歳 

10～

12 歳 

13 歳

以上 
不明 総数 

平成

24 年 
47.7％ 23.9％ 16.7％ 9.7％ 1.9％ 1,153.4

 

(略) 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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（出典：一般社団法人ペットフード協会 全国犬猫飼育実態調査） 

なお、ペットを家族の一員ととらえる傾向が強ま

り、犬の高齢化が進む中で、前述した動物診療施設

の増加については、平成 23 年（2011 年）の 10,551

施設に対し平成 28 年（2016 年）には 11,675 施設

と 1,124 施設が増設している（資料 4）。その理由と

しては、人の高齢化と同じようにペットの高齢化に

よる動物医療の多様化に付随する医療費の増加等

によるものと推察される。また、東京都の飼育動物

診療施設届出数（表 2）によると、往診専門の診療

施設は、平成 24 年（2012 年）の 111 施設から平成

29 年の 163 施設へと 52 施設、46.8％も増加してい

る。このことから近年、往診の需要が増加している

ことが伺える。一般の動物病院においても、幼齢の

時から診療に携わっていた犬が高齢化した場合、往

診診療の要望が増えていることが想定され、訪問看

護・在宅ケアの動物看護師が期待されるところが大

きい。 

このように動物関連産業の市場は犬の飼育頭数

の減少を受けても、「①設置の趣旨」（P1）で述べた

とおり、動物病院を含む、ペット保険市場、ペット

同伴宿泊施設、ペット葬儀社など、コンパニオンア

ニマル（伴侶動物）に関する市場が拡大を続けてい

る（資料 5-2、5-3、5-4）。 

表 2 東京都の飼育動物診療施設届出数                  

年度 往診専門診療施設数 

平成 24 年（2011 年） 111 

平成 29 年（2017 年） 163（46.8％増） 

注）（ ）内は平成 24 年対比の増加割合 （出典：東京都

産業労働局農林水産部食料安全課） 

（2012

年） 71.6％（825.8 万

頭） 

26.4％(304.5 万

頭) 

1.9％

（21.9

万頭） 

万頭 

平成

28 年 

（2016

年） 

41.0％ 21.1％ 20.0％ 15.7％ 2.3％ 

987.8

万頭 
62.1％（613.4 万

頭） 

35.7％（352.6 万

頭） 

2.3％

（22.7

万頭） 



8 

 

 

本学は、上記の調査から犬の飼育頭数が減少傾向

にあるにもかかわらず、ペット関連産業が成長して

いることに注目した。加えて犬の飼い主の年齢構成

について検証したところ、50 代～60 代の犬の飼い

主が一番多く、平成 25 年（2013 年）には 50 代～

70 代の犬の飼育者の合計は、47.1％を占める。しか

し、平成 28 年（2016 年）には 41.6%へと減少して

いるが（表 3）、訪問看護・在宅ケアの動物看護師が

飼育をサポートすることにより、この減少を食い止

める一助になると考える。 

 

表 3 犬 現在の飼育状況_年代別構成比 （単位：％）    

（出典：一般社団法人ペットフード協会 全国犬猫飼育実態調査） 

 

さらに同調査によると、50 代～70 代世代の飼育

のきっかけは「生活に癒し・安らぎが欲しかったか

ら」、「家族や夫婦間のコミュニケーションに役立つ

と思ったから」という回答が多く、子育てが一段落

したところで犬の飼育を開始する傾向もみられる。

飼育の阻害要因としては、「十分に世話ができない

から」、「最後まで世話をする自信がないから」とい

った回答が多かった。また、あったらいいと思う飼

育サービスとしては「旅行中や外出中の世話代行サ

ービス」、「高齢で飼育不可能な場合の受入施設提供

暦年 

20

代 

30

代 

40

代 

50

代 

60

代 

70

代 

50 代

～70

代の

合計 

平成 24

年（2012

年） 

14.8 13.3 16.1 21.4 18.2 ― 39.6 

平成 25

年（2013

年） 

15.1 12.7 15.1 20.0 16.4 10.7 47.1 

平成 26

年（2014

年） 

14.3 12.4 13.9 18.2 16.5 10.3 45.0 

平成 27

年（2015

年） 

14.1 12.2 12.9 17.5 15.6 10.7 43.8 

平成 28

年（2016

年） 

13.4 12.0 13.9 16.7 14.7 10.2 41.6 
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サービス」、「飼育が継続不可能な場合の引き取り手

斡旋サービス」といった意見が多く出ている（表 4）。 

 

表 4 犬の飼育阻害要因など年代別にみる特徴一覧（50 代～70 代） 

年

代 

阻害要因 

（犬） 

あったらいいと思

う 

飼育サービス 

飼育のきっかけ 

（犬飼育者） 

 

50

代 

①「十分に世話が

で き な い か

ら」：28.5% 

②「死ぬとかわい

そうだから」：

23.8% 

③「別れがつらい

から」：23.1% 

 

 

 

①「旅行中や外出

中の世話代行

サー ビス」：

44.3 % 

②「飼育が継続不

可能な場合の

引き取り手斡

旋サービス」：

25.9% 

③「健康保険料、

生命保険料など

が減額になるサ

ービス」：25.4％ 

①「生活に癒し・安

らぎが欲しかっ

たから」：28.6% 

②「以前飼っていた

ペットが亡くな

ったから」：21.6% 

③「子供にせがまれ

たから」：19.5% 

 

60

代 

①「最後まで世話

をする自信がな

いから」：28.0% 

②「別れがつらい

から」：27.3% 

③「十分に世話が

で き な い か

ら」：26.5% 

④「死ぬとかわい

そうだから」：

26.5% 

①「旅行中や外出

中の世話代行サ

ービス」：35.5% 

②「高齢で飼育不

可能な場合の

受入施設提供

サー ビス」：

30.6% 

③「飼育が継続不

可能な場合の

引き取り手斡

旋サービス」：

27.9% 

①「以前飼っていた

ペットが亡くな

ったから」：35.5% 

②「生活に癒し・安

らぎが欲しかっ

たから」：26.6% 

③「家族や夫婦間の

コミュニケーシ

ョンに役立つと

思ったから」：

18.2% 

 

70

代 

①「最後まで世話

をする自信がな

いから」 

：42.1% 

②「別れがつらい

から」：32.4% 

③「死ぬとかわい

そうだから」：

31.2% 

 

①「高齢で飼育不

可能な場合の

受入施設提供

サー ビス」：

48.8% 

②「旅行中や外出

中の世話代行

サー ビス」：

40.7% 

③「飼育が継続不

可能な場合の引

き取り手斡旋サ

ービス」：39.9% 

①「以前飼っていた

ペットが亡くな

ったから」：42.6% 

②「生活に癒し・安

らぎが欲しかっ

たから」：34.9% 

③「家族や夫婦間の

コミュニケーシ

ョンに役立つと

思ったから」：

23.7% 

（出典：一般社団法人ペットフード協会 平成 28 年全国犬猫飼育実態調査） 

 

現在、人生 100 歳時代を迎え、50 代～70 代のペ

ット飼育者が 20 年後に 70 代、80 代、90 代になっ

ても伴侶動物との豊かな共生に癒しと安らぎを得

て、生涯にわたり終生飼養ができるようなサポート

が急務であり、今後、高齢者と高齢犬への飼育に関

するサポートの重要性が増すと考えている。 

本学では、「(2)専門職短期大学教育研究と卒業後

の進路等 ①訪問看護及び在宅ケアに関する教育

研究と実習の充実」（P8）で記載した訪問看護・在

宅ケアができる動物看護師の必要性に着目した。 

そのため、教育課程に訪問看護・在宅ケアを学修

する授業科目を配置し、飼い主に寄り添う訪問看護
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や在宅ケアのできる動物看護師と、犬のデイケアサ

ービスや老犬ホームなどの新しい分野を開拓し消

費者（飼い主）と動物関連産業とを繋ぐ動物看護師

を養成する教育機関が必要であるとの結論に至っ

た。 

また、本学園では、これまでもペット需要に対応

し教育課程を柔軟に変更してきたが、専門職短期大

学においても、ペットの需要の変化や業界の動向の

変化を教育課程に反映させるため、教育課程連携協

議会に動物病院の動向に詳しい構成員、ペットサロ

ン・ペット用品・ペットフード販売などの動向に詳

しい構成員、動物看護職の動向に詳しい構成員、今

後さらなる発展が予想されるペット同伴宿泊施設

に詳しい構成員、地域の代表となる地方公共団体の

構成員を含めた。 

本学では、教育課程連携協議会による意見をもと

に、学内の教授会や教務委員会で教育課程を議論し

た上、業界の動向に対応した教育課程の具現化に努

めることとする。 
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①書類等の題名 

資料 1-1. 犬猫飼育頭数の推移 

②出典 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 

発行日：2017年 3月 6日 

発行所：株式会社矢野経済研究所 

③書類等の利用範囲 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 21ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・グラフの 2016年度 犬・猫の数字を赤枠で囲んだ。 

 ・表の 2016年度 飼育頭数の数字を赤枠で囲んだ。 



12 

 

資料 1-2 

 

動物診療施設の推移状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：農林水産省統計情報 飼育動物診療施設の開設届出状況（診療施設数） 

     http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/animal/（平成 29年 11月 14日閲覧） 

 

 

平成 28 年飼育動物診療施設の開設届出状況（診療施設数）は、産業動物向け診療施設 3,956 施

設、小動物向け診療施設 11,675施設で、合計 15,631施設であり、特に小動物向け診療施設は年々

増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

施設数 

動物診療施設数の推移 

3,986  3,978  3,947  3,936  3,959  4,038  4,003  3,966  3,962  3,924  3,939  3,977  3,956 

9,245  9,482  9,729  9,836  10,027  10,135  10,350  10,551  10,741  11,032  11,259  11,486  11,675 
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①書類等の題名 

資料 1-3. ペット保険の市場規模推移と予想 

②出典 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 

発行日：2017年 3月 6日 

発行所：株式会社矢野経済研究所 

③書類等の利用範囲 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 177ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 1-4 

14～15 

①書類等の題名 

資料 1-4. ペット同伴宿泊施設の整備実態と利用者のニーズ 

②出典 

東海林 克彦 著 

③書類等の利用範囲 

「ペット・ツーリズムの適正推進方策に関する考察」 

観光学研究 第 14号（2015年 3月発行）39～49ページのうち 44～45ページを抜粋 

https://toyo.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_

main_item_detail&item_id=7315&item_no=1&page_id=13&block_id=17 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・「4．ペット同伴宿泊施設の整備実態と利用者ニーズ」「（1）施設の整備状況」の 

上から 7行目から 9行目をピンク色で着色した。 
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①書類等の題名 

資料 1-5. ペット葬送ビジネスの市場規模推移と予想 

②出典 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 

発行日：2017年 3月 6日 

発行所：株式会社矢野経済研究所 

③書類等の利用範囲 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 195ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 
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①書類等の題名 

資料 1-6. ペットビジネス市場の動向 

②出典 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 

発行日：2017年 3月 6日 

発行所：株式会社矢野経済研究所 

③書類等の利用範囲 

ペットビジネスマーケティング総覧 2017年版 15ページ 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

2．【全体計画審査意見４の回答について】 

＜科目内容と科目区分が不適切＞ 

「コンピュータリテラシーⅠ」と「コンピュータリテラシーⅡ」は、短期大学教育の水

準としてふさわしい内容となっていないため、適切に改めること。また、基礎科目であ

る「生活とアート」の授業科目の概要には、「職業専門科目において人と住環境について

建築家から学ぶことを受け、デッサン力造形力を養い豊かな人間性を身に付ける」との

説明となっているが、本科目に関連する職業専門科目が不明確なため明確にするととも

に、本授業科目の概要では、専門職業科目の準備教育に相当する内容とも読み取れるた

め、本科目を基礎科目に配置することが適切なのかを説明するか、適切に改めること。 

（対応） 

ご指摘に従い、「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」と「コンピューターリテラ

シー（情報処理）Ⅱ」の授業科目の概要を専門職短期大学の教育水準としてふさわしい内

容に改める。 

「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」（表 1）では、与えられた課題を解決するた

めにコンピューターを駆使する知能や技能を学ぶこととし、コンピューターの動作原理、OSや

ソフトウエアの仕組み、ソフトウエアのインストール、アンインストール方法、文書や人の視覚

に訴える見栄えの良い文書の作成、基本的な演算方法の修得から大量のデータを処理し必要な情

報を取り出す方法などを学ぶこととする。 

「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」（表 2）では、ネットワークの仕組みを理解

し、情報の信頼性を把握するスキル、情報に関するセキュリティや倫理に関する知識を身につけ、

ネットワークを賢く生きていく術を学んでいく。また、ファイルの圧縮・拡張子なども理解し円

滑にファイルのやり取り等ができるよう知識を修得する。加えて情報をまとめ、自分の考えを含

めて相手にわかりやすく伝える技術もソフトウエアを用いて行うこととする。 

 

表 1「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」の授業科目の概要 

新 旧 

与えられた課題を解決するためにコンピュ

ーターを駆使する知識や技能を学ぶ。コンピュ

ーターの基礎的な動作原理、機能に対する理解

から、キーボードやマウス、プリンタ・スキャ

ナなど周辺機器の扱い方、OS やソフトウエア

の仕組み、ファイル・フォルダの扱い方、ソフ

トウエアのインストール・アンインストール方

法、ソフトウエアを用いてデータや情報を演算

社会人としての基本スキルであるパソコン

操作を身につける。 

ビジネス文書の作成を文書作成ソフト

Microsoft Word で表すことができるようにす

る。 

データの集計等を行う知識を身につけるた

めに表計算ソフト Microsoft Excel を使用でき

るようにする。 
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処理させる方法を身につける。 

文書や人の視覚に訴える見栄えの良い文書

の作成、基本的な演算方法の修得から大量のデ

ータを処理し、必要な情報を取り出す方法も学

んでいく。 

 

 

表 2「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」の授業科目の概要 

新 旧 

ネットワーク利用の技能の習得を目指す。ネ

ットワークの仕組みを理解し、情報の信頼性を

把握するスキル、情報に関するセキュリティや

倫理に関する知識を身につけ、ネットワークを

賢く生きていく術を学んでいく。 

SNS などに投稿する時やメール作成時に欠

かせない知識を身につけ、倫理ある利用技術を

修得していく。 

ファイルの圧縮・拡張子なども理解し、適切

なファイル形式を理解し、円滑にファイルのや

り取り等ができるよう知識を修得する。 

情報をまとめ、自分の考えを含めて相手にわ

かりやすく伝える技術もソフトウエアを用い

て行うことも身につけていく。 

社会人としてのネット利用時のマナーやビ

ジネスメールの書き方を学ぶ。 

自分の知識や経験を発表することができる

ようプレゼンテーション用ソフト Microsoft 

PowerPoint で資料を作成し、プレゼンテーシ

ョン力を身につける。 

  

 「生活とアート」（表 3）については、補正申請において、展開科目から基礎科目へと科

目区分を変更したが、授業科目の概要の見直しが不十分であった。 

「本学の職業専門科目において人と住環境について建築家から学ぶ」という記載は、補

正申請前の展開科目であった際に想定した内容であった。しかし、基礎科目へと科目区分

を変更した後は、「社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成するための授業科

目」という基礎科目の趣旨に鑑み、「生活とアート」に対応する職業専門科目は設けていな

い。 

従って「生活とアート」は、職業専門科目を前提とした準備科目ではないため「生活と

アート」の授業科目の概要を改め、人間がどのようにして生活の中で芸術作品を生み出し

てきたかを考察することで、芸術が人間生活に果たす役割を学習するという生涯にわたる

教養を備えるための基礎科目に相応しい内容とする。 

授業科目の概要を以下に示す。 
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表 3「生活とアート」の授業科目の概要 

新 旧 

人間がどのようにして生活の中で芸術作

品を生み出してきたかを考察することで、芸

術が人間生活に果たす役割を学修する。その

ために美術を中心に、古代から現代までのモ

ニュメンタルな芸術作品や芸術家を取り上

げ、美術史学の観点から講義をする。また通

史が自然と理解できるよう、年代順に講義内

容を構成している。 

芸術は人間の生活や精神を豊かにするも

のである。この講義を通して美術の見方や芸

術への興味・関心を養うとともに、生涯にわ

たる教養を身につけることを目的とする。 

アートは生活と職場を通して文化の一端

をなし、本学の職業専門科目において人と住

環境について建築家から学ぶこと等を受け、

デッサン力造形力を養い豊かな人間性を身

に付ける。 

卒業後は、動物病院やペット関連産業の分

野で創造的な役割を果たせるよう学修する。 

また、動物看護は観察から始まるため、確

かな観察眼と、事象を正確に伝達する表現力

を育むことを狙いとする。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（17ページ） 

新 旧 

5．教員組織の編成の考え方及び特色 

(2)教員の配置 

①基礎科目について 

（略） 

「コンピューターリテラシー（情報処理）

Ⅰ」は、与えられた課題を解決するためにコ

ンピューターを駆使する知能や技能を学ぶこ

ととし、「コンピューターリテラシー（情報

処理）Ⅱ」は、ネットワークの仕組みを理解

し、情報の信頼性を把握するスキル、情報に関

するセキュリティや倫理に関する知識を身に

つけ、ネットワークを賢く生きていく術を学ぶ

科目とする。いずれも専門学校での教育歴や

実務経験を活かし、近藤美保子兼任講師が担

当する。 

「生活とアート」は、人間がどのようにし

て生活の中で芸術作品を生み出してきたか

を考察することで、芸術が人間生活に果たす

役割を学修する科目として、ヤマザキ動物看

5．教員組織の編成の考え方及び特色 

(2)教員の配置 

①基礎科目について 

（略） 

「コンピューターリテラシー（情報処理）

Ⅰ」、「コンピューターリテラシー（情報処理）

Ⅱ」は、専門学校での教育歴や実務経験を活

かし、近藤美保子兼任講師が担当する。 

「生活とアート」は、事象を正確に伝達す

る表現力を育むことを養う科目として、ヤマ

ザキ動物看護大学の斎藤康介氏が兼任講師

として担当する。 

（略） 
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護大学の斎藤康介兼任講師が担当する。 

（略） 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

3．【全体計画審査意見５の回答について】 

＜展開科目の配置の考え方が不明確＞ 

専門職短期大学設置基準第 26 条第２項第２号の規定では展開科目から 15 単位以上の修

得が求められているところ、展開科目の科目配置が見直された結果、当初の 10 科目 18

単位から 10 科目 17 単位に変更されたが選択性が限定的となっている。明確なコース制

をとらない計画であるものの、「動物看護」と「動物産業」の２つの進路選択が想定され

ているにも関わらず選択科目を限定して展開科目を配置している意義を明確にするこ

と。なお、資料５－３の「動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及び配置されて

いる科目」において、「一日の業務の流れを把握する」と記載されており、基礎科目とし

てはふさわしくない到達目標が記載されているので改めること。 

（対応） 

ご指摘のとおり、展開科目の開講科目が 10 科目 17 単位と卒業要件として必要な 15 単位

に比較して少ないので「死生学」、「医療安全」の 2 科目を追加し、12 科目 21 単位（表 1）

とした。「死生学」では、人と動物の死を見つめ、死の視点から、生を考え、生きることの

大切さについての認識を深める。社会科学的な観点から生と死に関する様々な知識を理解し、

事例検討を重ねて豊かな想像力を養う。 

人の「医療安全」では、まだ歴史の浅い職種である動物看護師が、人の病院内組織におけ

る医療の安全管理と医療に携わる者としての責任、医療現場におけるリスクマネジメントの基本

的な原理、原則、予防対策、事故発生要因とメカニズムの分析、予防・対策の決定、事故発生後

の対処行動・報告、記録方法、説明の仕方などを学習し、その創造的能力をもって「人と動物

の医療安全」という領域を動物看護の現場で発展させていくことを目指す（表 2）。 
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表 1 専門職短期大学 展開科目の新旧一覧表 

新 旧 

「ジェロントロジー」 2 単位 「ジェロントロジー」 2 単位 

「社会福祉学」 2 単位 「社会福祉学」 2 単位 

「少子高齢社会と人口問題」 1 単位 「少子高齢社会と人口問

題」 

1 単位 

「高齢者心理」 2 単位 「高齢者心理」 2 単位 

「死生学」（追加） 2 単位   

「産業論」 2 単位 「産業論」 2 単位 

「起業論」 2 単位 「起業論」 2 単位 

「消費者行動分析学」 2 単位 「消費者行動分析学」 2 単位 

「IT 社会論」 1 単位 「IT 社会論」 1 単位 

「情報機器管理論」 1 単位 「情報機器管理論」 1 単位 

「災害・危機管理論」 2 単位 「災害・危機管理論」 2 単位 

「医療安全」（追加） 2 単位   

合計 12 科目 21 単位 合計 10 科目 17 単位 

 

表 2 授業科目の概要 

「死生学」 「医療安全」 

人と動物の死を見つめ、死の視点から、

生を考え、生きることの大切さについての

認識を深める。また、社会科学的な観点か

ら生と死に関する様々な知識を理解し、事

例検討を重ねて豊かな想像力を養う。人間

にとって永遠のテーマである生と死の問題

についてどう立ち向かうかを考え、死生観

を学ぶことにより、問題対応能力を修得す

る。生と死を多様な価値観からとらえるこ

とのできる専門性を学び、変化に富む社会

において長期的な活躍に資する応用力をよ

り一層高めてゆくことを目的とする。 

医療安全保障システムとしての人の病院内

組織における医療の安全管理と医療に携わる

者としての責任を学修する。医療現場におけ

るリスクマネジメントの基本的な原理、原則

を学んだ上で、予防対策、事故発生要因とメ

カニズムの分析、予防・対策の決定、事故発

生後の対処行動・報告、記録方法、説明の仕

方など、ヒトの病院で実際にあった事故と実

践例を交えて分かりやすく講義する。医療人

あるいは医療現場にとって必要となる医療安

全の考え方と危機管理対策について理解す

る。 

人間の医療現場での医療安全を学ぶことで

動物医療現場において働く際の創造的能力を

養うことを目的とする。 
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また「動物看護」と「動物産業」の進路選択において、履修モデルにおける展開科目

にほとんど差異が無かったため改めた。 

「動物看護」の履修モデルでは、展開科目として「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、

「少子高齢社会と人口問題」、「高齢者心理」、「死生学」、「起業論」、「災害・危機管理論」、

「医療安全」の 8 科目 15 単位を履修する。 

「動物産業」の履修モデルでは、「社会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、「高齢者心

理」、「産業論」、「起業論」、「消費者行動分析学」、「IT 社会論」、「情報機器管理論」、「災害・

危機管理論」の 9 科目 15 単位を履修する。 

「動物看護」と「動物産業」の進路別履修モデルについては、資料 3-1 に示す。 

 

 補正申請の審査意見への対応資料 5-3 の「動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及

び配置されている科目」において、「一日の業務の流れを把握する」と記載しているが、ご

指摘のとおり、「臨地実習 1」と「臨地実習 2」の到達目標としてはふさわしくないため、

臨地実務実習における到達目標を以下のとおり改める。 

補正申請の審査意見への対応資料 5-3 の「動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及

び配置されている科目」における「臨地実習 1」の到達目標を、「1 日の業務の流れを把握

し、動物の取り扱い方、商品知識と管理を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

電話対応等を習得する。」に変更する。 

「臨地実習 2」の到達目標を、「業務の流れを把握し、清掃から消毒までの衛生管理を学

ぶ。診察補助、主な処置法、院内清掃、衛生管理、調剤受付、飼い主対応、電話対応、手

術見学、入院動物看護等、動物看護技術を修得する。」に変更する（資料 3-2）。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（12 ページ） 

新 旧 

2．専門職短期大学及び学科の特色 

(1)学科の特色 

 動物トータルケア学科は動物看護学を基

盤として、コンパニオンアニマルの訪問看

護・在宅ケア及び飼い主と産業界を繋ぐ実践

力を有する動物看護学教育に重点を置いて

いる。また、本学科の大きな特色として、関

連する他分野の展開科目があげられる。今ま

で動物看護教育ではあまり取り上げられて

こなかった「ジェロントロジー」、「死生学」、

「産業論」、「起業論」「消費者行動分析学」

等の科目を配置し、職業専門科目で修得した

動物看護の知識、技術をもってペットサロ

2．専門職短期大学及び学科の特色 

(1)学科の特色 

動物トータルケア学科は動物看護学を基

盤として、コンパニオンアニマルの訪問看

護・在宅ケア及び飼い主と産業界を繋ぐ実践

力を有する動物看護学教育に重点を置いて

いる。また、本学科の大きな特色として、関

連する他分野の展開科目があげられる。今ま

で動物看護教育ではあまり取り上げられて

こなかった「ジェロントロジー」、「産業論」、

「起業論」「消費者行動分析学」等の科目を

配置し、職業専門科目で修得した動物看護の

知識、技術をもってペットサロン、ペットシ
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ン、ペットショップの開業の他、在宅ケアや

動物関連企業での新たな事業展開を図り、将

来の動物関連産業界を担い、発展させる人材

に求められる能力を培う。 

ョップの開業の他、在宅ケアや動物関連企業

での新たな事業展開を図り、将来の動物関連

産業界を担い、発展させる人材に求められる

能力を培う。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（15 ページ） 

新 旧 

②教育課程の編成 

（略） 

・「展開科目」には、動物看護師の自立と

職域拡大をめざし、現代社会の高齢化に対応

する「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、

「高齢者心理」、「死生学」、「少子高齢社会と

人口問題」、「医療安全」の科目を配置した。

また、IT 社会や情報危機管理に対応するた

めに「IT 社会論」、「情報危機管理論」、「災

害・危機管理論」の科目を配置した。さらに、

動物関連産業の新たな分野を切り開くため

に「産業論」、「起業論」、「消費者行動分析学」

の科目を配置した。 

（略） 

 

②教育課程の編成 

（略） 

・「展開科目」には、動物看護師の自立と職

域拡大をめざし、現代社会の高齢化に対応

する「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、

「高齢者心理」、「少子高齢社会と人口問題」

の科目を配置した。また、IT 社会や情報危

機管理に対応するために「IT 社会論」、「情

報危機管理論」、「災害・危機管理論」の科

目を配置した。さらに、動物関連産業の新

たな分野を切り開くために「産業論」、「企

業論」、「消費者行動分析学」の科目を配置

した。 

（略） 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（16 ページ） 

新 旧 

(2)科目構成及び区分 

（略） 

・「展開科目」では、訪問看護・在宅ケア

を行う動物看護師として職域を広げ、ま

た、将来産業界を担い、産業界の発展に

繋がる他分野の応用的な能力を養成す

ることを目指して「少子高齢社会と人口

問題」、「医療安全」、「IT 社会論」等の

科目を配置する。 

（略） 

(2)科目構成及び区分 

（略） 

・「展開科目」では、訪問看護・在宅ケア

を行う動物看護師として職域を広げ、ま

た、将来産業界を担い、産業界の発展に

繋がる他分野の応用的な能力を養成す

ることを目指して「少子高齢社会と人口

問題」、「IT 社会論」等の科目を配置す

る。 

（略） 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（20 ページ） 

新 旧 

(2)教員の配置 

（略） 

③展開科目について 

「高齢者心理」は、高齢者の心理を理解す

るとともにアニマルセラピーの活用等も想

定し、ヤマザキ動物看護大学 加藤理絵准教

授が担当する。 

「死生学」は、人と動物の死を見つめ、死

の視点から、生を考え、社会科学的な観点か

ら生と死に関する様々な知識を理解し、事例

検討を重ねて豊かな想像力を養うことを目

指し、ヤマザキ動物看護大学 新島典子准教

授が兼任として担当する。 

「医療安全」は、人の医療安全を学ぶこと

により、動物看護師が創造的能力をもって

「人と動物の医療安全」という領域を動物看

護の現場で発展させていくことを目指し、東

京薬科大学 今井達男氏が担当する。 

「産業論」は、長年に渡る産業経済論、中

小起業論等の教育・研究歴が動物関連サービ

ス業に繋がる本講義の構築に鑑み、実践女子

大学人間社会学部 罍昭吉元教授が担当す

る。 

（略） 

(2)教員の配置 

（略） 

③展開科目について 

「高齢者心理」は、高齢者の心理を理解す

るとともにアニマルセラピーの活用等も想

定し、ヤマザキ動物看護大学 加藤理絵准教

授が担当する。 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

「産業論」は、長年に渡る産業経済論、中

小起業論等の教育・研究歴が動物関連サービ

ス業に繋がる本講義の構築に鑑み、実践女子

大学人間社会学部 罍昭吉元教授が担当す

る。 

（略 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（56 ページ） 

新 旧 

16．社会的・職業的自立に関する指導等及び

体制 

(1)教育課程内の取組について 

①展開科目 

本学では職業専門科目において動物看護

を基盤とした学修を行っている。主に 3 年次

の展開科目（全科目選択）には関連する他分

16．社会的・職業的自立に関する指導等及び

体制 

(1)教育課程内の取組について 

①展開科目 

本学では職業専門科目において動物看護

を基盤とした学修を行っている。主に 3 年次

の展開科目（全科目選択）には関連する他分
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野の科目を配置することで動物看護師の職

域を拡大する目的をもって社会的、職業的自

立を目指す教育体制をとる。 

 超高齢社会でペット産業の発展の一端を

担う動物看護師は、「ジェロントロジー」、「社

会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、「高

齢者心理」、「死生学」、「医療安全」の科目を

とおして、少子高齢化が進む社会を理解し、

問題を解決する創造的能力を修得すること

を目指す。 

（略） 

野の科目を配置することで動物看護師の職

域を拡大する目的をもって社会的、職業的自

立を目指す教育体制をとる。 

 超高齢社会でペット産業の発展の一端を

担う動物看護師は、「ジェロントロジー」、「社

会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、「高

齢者心理」の科目をとおして、少子高齢化が

進む社会を理解し、問題を解決する創造的能

力を修得することを目指す。 

 

（略） 

 

 

 







動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及び配置されている科目(職業専門科目編） 資料3－2

ディプロマポリシー 能力 到達目標（大項目） 到達目標（小項目） 科目区分 該当科目 単位数
開講
時期

動物看護学概論 2 1前

動物人間関係学 2

産業・実験動物学 2

動物愛護・福祉と関連法規 1 3後

動物形態機能学 2

動物生理・繁殖学 2

動物形態機能組織学 2

動物形態機能学・組織学実習（実習） 1

動物行動学 2 1前

伴侶動物学 2 1後

動物飼育管理論 2 2前

動物臨床看護学（基礎・内科） 2

コンパニオンアニマルケア論 2

動物臨床看護学（基礎・内科）実習 2 1通

動物臨床検査学 2

動物臨床検査学実習 1

動物病理学 1

動物感染症学 2

動物薬理学 2 2前

動物トータルライフ環境論 2

訪問動物看護学 2

コンパニオンドックトレーニング論 2

動物看護ソーシャルワーク 2

野生動物学 1

環境生物学 1

動物トータルライフ演習 2 3前

(2)動物看護の創造力、今後の健康問題がどのよう に変化
   するかしないかを理解する。

公衆衛生学 2 1前

(1)科学的で正確さを持つ。（以前に実施したケア技術：再評価） 動物臨床看護学（外科） 2 2前

コンパニオンアニマルケア実習（基礎） 3 1通

コンパニオンアニマルケア実習（応用） 3

動物臨床看護学（外科）実習 2

動物臨床栄養学 2 2後

動物リハビリテーション論 2

動物口腔ケア論 1

コンパニオンドックトレーニング実習 3 2通

動物口腔ケア実習 1 3後
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2前

2後

・科学的なケア技術を修得し、工夫ができる。
(2)合理的知識に裏付けされた技術を基礎から展開する仕方
   を理解する。

2通

3前

職業専門科目

(5)疾病の成り立ちを理解する。
1後

・動物の訪問看護に必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術を
  身に付けている。

・動物在宅ケアに必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術を
  身に付けている。

応
用
的
能
力

・修得した知識を応用して予測をふまえたケアプラ
  ンが立てられる。

(1)問題解決能力を持つ。

・飼い主への指導・相談技術を修得する。
飼い主自身が個別にケア出来るように具体的な指導を可能にす
る。

・動物看護に必要な倫理観を有し、基礎的
  な知識と技術を身に付けている。

基
礎
的
能
力

・動物看護師としての倫理を身に付ける。
・潜在的・顕在的に疾病・障害をもつ動物の反応が
  理解できる。

(1)生命の尊さを学ぶ一方で、如何に判断し、行動すべきか
   を理解する。

3前

1後

(3)動物看護師は対象動物の観察から始まるため、動物の
   反応を正確および客観的に状況を理解する。

(4)動物看護師の目線で、ケアを前提として、疾病や障害や
   反応を客観的に把握する技量を持つ。

1前

1後

(2)生物学的構造や機能を知り、その面から対象動物を理解
   する。

1前



動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及び配置されている科目（基礎科目・臨地実務実習・展開科目・総合科目編）

ディプロマポリシー 能力 目的 到達目標 科目区分 該当科目 単位数
開講
時期

生命倫理学 2 1前

心理学 2 1前

社会学 2 1後

(2)人生設計を行い、遂行する能力を身に付ける。 キャリアマネジメント　 2 １後

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ 1 1前

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ 1 2前

(4)対人関係を円滑に行うために知識を身に付ける。 コミュニケーション論 2 1前

英語Ⅰ 2 1通

英語Ⅱ 1 2前

生活とアート 2 2後

臨地実習1　シブヤ・ドッグ・ビューティー 1

臨地実習2　アニマル・メディカル・センター 1

(2)動物病院における動物看護師の業務分担と
   流れを把握し、スタッフと職場での適切な
   コミュニケーションを図る。

臨地実習3 動物病院 4 2後

(3)スタッフとの適切なコミュニケーションを
   図る。また初任者レベルの顧客への対応を
   する。

臨地実習4　動物関連企業 4 3前

(3)飼い主と市場をつなぐ動物看護師の役割を
   考える。

臨地実習5　動物病院（選択） 5 3後

(4)これまでに学修した知識や実践力をもとに
   顧客への対応を学ぶ。

臨地実習6　動物関連企業（選択） 5 3後

ジェロントロジー 2 3前

社会福祉学 2 2前

高齢者心理 2 2後

少子高齢社会と人口問題 1 3後

死生学 2 3後

IT社会論 1 3後

情報危機管理論 1 3後

災害・危機管理論 2 3前

医療安全 2 3後

産業論 2 3前

起業論 2 3後

消費者行動分析学 2 3前

動物トータルケア総合演習1 2 2通

動物トータルケア総合演習2 2 3通
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1後・2前

展開科目

応
用
的
能
力

・動物看護に必要な倫理観を有し、基礎
  的な知識と技術を身に付けている。

基
礎
的
能
力

(1)
臨地実習1
  １日の業務の流れを把握し、動物の取り扱い方、商品知識と管理を身に
   付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、電話対応等を習得する。
臨地実習2
  業務の流れを把握し、清掃から消毒までの衛生管理を学ぶ。
  診察補助、主な処置法、院内清掃、衛生管理、 調剤受付、飼い主対応、
  電話対応、手術見学、入院動物看護等、動物看護技術を修得する。

臨地実務実習

・特定の職業（職種）において必要とされる理論
  的かつ実践的能力に加え、当該職業の分野につ
  いてその分野全般にわたり必要な能力を育成す
  ることを目的とする。

(1)生命の尊さを学ぶとともに、如何に判断し、
   行動すべきかを理解する。

基礎科目

・社会的・職業的自立を図るために必要な能力
  に加え、生涯にわたり自らの資質を向上させ
  るために必要な能力を育成することを目的と
  する。

・動物の訪問看護に必要な使命感を有
  し、応用的能力を備え、専門知識と
  技術を身に付けている。

・動物在宅ケアに必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術
  を身に付けている。

・動物看護の素養を備え、幅広い視野
  を有し、動物関連産業の発展に向け
  て積極的に寄与する意欲を身に付け
  ている。

(8)知識・技能を総合し今後動物看護師に必要
   な能力を向上させる。

(7)動物関連産業の新たな分野を切り開く。

総合科目

・専攻する特定の職業分野に関連する他分野の応
  用的能力であって、当該職業の分野において創
  造的な役割を果たすために必要な能力を育成す
  ることを目的とする。

・修得した知識・技能等を総合し、実践的かつ応
  用的な、能力を総合的に高めることを目的とす
  る。

(4)文化・教養を深める。

(3)現代社会に適応する能力を身に付ける。

(5)現代社会の高齢化に対応する。

(6)危機管理対策を考える。
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（是正事項）動物トータルケア学科 

4．【全体計画審査意見７（２）の回答について】 

＜臨地実務実習の運用方針が不明確＞ 

臨地実務実習を業種別に３区分に整理されているが、例えば、業種別分類番号１のペッ

トサロンと業種別分類番号２のペットホテルは１施設で併設している場合があると考え

られる。このため業種別分類番号の１～３の施設を学生の実習先として振り分けを行っ

たとしても類似の実習先となることが懸念される。このため、学生が多様な実習を経験

できるよう、実質的に複数の異なる施設で実習が可能となるよう運用方針を明確にする

こと。また、「臨地実習１」、「臨地実習３」、「臨地実習４」に掲げる到達目標として、実

習施設の「一日の業務の流れを把握する」などとなっており、専門職短期大学の臨地実

務実習の水準として適切と言えないため改めること。その際、到達目標は、履修年次や

同じ業務区分であっても実習施設の業種が異なれば到達目標も異なると考えられるため

改めること。なお、関東圏以外の遠方の実習施設を確保する必要性と、学生の負担が過

度なものでないことや教員の巡回指導が可能であるかを説明すること。 

（対応） 

ご指摘のとおり、「臨地実習 4」における実習先の振り分けに係る運用方法を以下のとお

り明確にする。 

以下の業種別分類番号 1 のペットサロンと業種別分類番号 2 のペットホテルは併設され

ている場合があることから、ペットホテルが併設されている業種別分類番号 1 のペットサ

ロンに配属した場合は、もう一つの配属先は、業種別分類番号２のペットホテル以外の施

設、もしくは業種別分類番号 3 に配属することとする。 

 

業 種 別 

分 類 番 号 
業 種 

1 ペットサロン・ペットショップ 

2 ペットホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設 

3 その他のペット関連企業、動物関連団体 

 

ご指摘の「臨地実習 1」、「臨地実習 3」、「臨地実習 4」に掲げる到達目標を以下のとおり

改める（表 1）。 

 

[臨地実務実習の教育内容] 

「臨地実習 1」 

【到達目標】 

「臨地実習 1」では、入学後初めての夏季休暇若しくは春季休暇に行われるので、初歩

的な内容を踏まえペットサロン及びペットショップの 1 日の業務の流れを把握し、動物

の取り扱い方、商品知識と管理を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、電話

対応等を習得することを到達目標とする、に修正した。 
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「臨地実習 3」 

【到達目標】 

「臨地実習 3」では、動物病院における動物看護師の業務分担と流れを把握し、スタッ

フと職場での適切なコミュニケーションを図り、院内清掃、電話対応、診療準備、検査、

手術の準備や補助、入院患者のケア、調剤、往診業務等動物看護師に必要な業務全般を

修得することを到達目標とする、に修正した。 

 

「臨地実習４」 

【到達目標】 

「臨地実習 4」では「臨地実習 1〜3」で学んだ動物看護の知識を生かし、動物関連企

業等の現場での実務を学び、スタッフとの適切なコミュニケーションを図り必要な業務

全般を修得することを到達目標とする。 

上記の到達目標の上に、さらに業種別に以下の到達目標を加える。 

・ペットサロン、ペットショップにおいては、店の開店準備から閉店作業等の実務

を学ぶ。 

・訓練施設においては、しつけの方法、開店準備から閉店作業等の実務を学ぶ。 

・老犬ホームにおいては、老犬を預かる際に必要な実務を学ぶ。 

・ペット同伴宿泊施設においては、ペット向けサービス提供の実務を学ぶ。 

・その他のペット関連企業においては、店の開店準備、商品知識、閉店作業等の実

務を学ぶ。 

・動物関連団体においては、イベント等の準備、補助事務等の実務を学ぶに修正し

た。 

 

表１「臨地実習１・３・４」の到達目標 

新 旧 

「臨地実習 1」 

【到達目標】 

「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季休

暇若しくは春季休暇に行われるので、初歩

的な内容を踏まえペットサロン及びペット

ショップの１日の業務の流れを把握し、動

物の取り扱い方、商品知識と管理を身に付

け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

電話対応等を習得することを到達目標とす

る。 

「臨地実習 1」 

【到達目標】 

 「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季

休暇若しくは春季休暇に行われるので、初

歩的な内容を踏まえペットサロン及びペ

ットショップの１日の業務の流れを把握

することを到達目標とする。 

「臨地実習 3」 

【到達目標】 

「臨地実習 3」 

【到達目標】 
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「臨地実習 3」は、動物病院における動物

看護師の業務分担と流れを把握し、スタッ

フと職場での適切なコミュニケーションを

図り、院内清掃、電話対応、診療準備、検

査、手術の準備や補助、入院患者のケア、

調剤、往診業務等動物看護師に必要な業務

全般を修得することを到達目標とする。 

「臨地実習 3」では、動物病院における

動物看護師の業務分担と流れを把握し、ス

タッフと職場での適切なコミュニケーシ

ョンを図ることを到達目標とする。 

 

「臨地実習４」 

【到達目標】 

「臨地実習 4」は「臨地実習 1〜3」で学

んだ動物看護の知識を生かし、動物関連企

業等の現場での実務を学び、スタッフとの

適切なコミュニケーションを図り必要な業

務全般を修得することを到達目標とする。 

上記の到達目標に、さらに業種別に以下の

到達目標を加える。 

・ペットサロン、ペットショップにおいて

は、店の開店準備から閉店作業等の実務

を学ぶ。 

・訓練施設においては、しつけの方法、開

店準備から閉店作業等の実務を学ぶ。 

・老犬ホームにおいては、老犬を預かる際

に必要な実務を学ぶ。 

・ペット同伴宿泊施設においては、ペット

向けサービス提供の実務を学ぶ。 

・その他のペット関連企業においては、店

の開店準備、商品知識、閉店作業等の実

務を学ぶ。 

・動物関連団体においては、イベント等の

準備、補助事務等の実務を学ぶ。 

「臨地実習４」 

【到達目標】 

「臨地実習 4」では「臨地実習 1〜3」で

学んだ動物看護の知識を生かし、動物関連

企業等の現場での実務を学び、スタッフと

の適切なコミュニケーションを図ること

を到達目標とする。 

 

 

関東圏（1 都 6 県）以外の臨地実務実習先については、学生の負担を考慮し、原則として

臨地実務実習先から除外する（表 2）。ただし、リゾート地にあるペット同伴宿泊施設及び

公益財団法人日本盲導犬協会日本盲導犬総合センター（以下、日本盲導犬総合センター）

は例外的に関東圏以外でも実習先として残すこととする（表 3）。従って、1 都 6 県外とし

て臨地実務実習先から除外する施設は表 2 のとおり、10 施設である。 

実習先として残す理由は、ペット同伴宿泊施設については、今後さらに発展が予想され

る業種であり、ペットと人との共生に繋がる、ペットと人が共に癒される環境づくりや対
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応を学ぶことができる上に、動物看護師に必要なホスピタリティを学ぶことができる重要

な実習施設だと考えているからである。また、動物関連団体の日本盲導犬総合センターに

ついては、盲導犬の視覚障がい者への普及啓発、繁殖・出産、盲導犬育成、共同訓練、引

退した犬のケアなどを学べる日本でも数少ない貴重な実習先だからである。 

しかし、遠距離にある実習先のため、学生に過度な負担をかけないようにできるだけの

配慮を行う。具体的にはペット同伴宿泊施設と日本盲導犬総合センターについては、両施

設とも宿泊を伴うため、宿泊先の手配については教職員が行うこととする。なお、両施設

とも、臨地実務実習中は無料の宿泊施設が提供されることから、学生の宿泊費に関する負

担はない。また、学生が実習期間に自宅に帰れないことによるストレスも考えられるので、

実習指導担当者と電話やメールで相談できるような体制をとる。 

巡回指導については、ペット同伴宿泊施設は、全 11 施設のうち関東圏以外（静岡、山梨、

長野）に位置するのは 7 施設（表 3）と全実習施設数のうち少数である。また、日本盲導犬

総合センターについては、1 施設で比較的関東圏から近い静岡県である。これらの実習施設

への巡回指導については、特定の教員に偏らないようにし、教員が負担を感じないように

配慮する。 

 

表 2 1 都 6 県外の実習施設のため臨地実務実習先から除外する動物関連企業一覧 

 

  

NO
補正申請
施設番号

会社名 所在地 削除理由

ペットサロン 1 244 株式会社ワンダードック 北海道札幌市

ペットショップ 2 319 ペットエコ　中山店 宮城県仙台市

ペットショップ 3 320 ペットエコ仙台　松森店 宮城県仙台市

ペットショップ 4 321 ペットエコ泉パークタウン　タピオ店 宮城県仙台市

ペットショップ 5 322 ペットエコ　ザ・モール長町店 宮城県仙台市

小計

訓練施設 6 328 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　大阪松屋町店 大阪府大阪市

訓練施設 7 333 有限会社ドッグライフ 北海道札幌市

老犬ホーム 8 337 株式会社老犬ホームトップ　※ 熊本県菊池市

小計

ペットフード販売 9 351 ディスワン小牧店 愛知県小牧市

ペット用品販売 10 360 GREEN DOG 牧方 大阪府枚方市

小計

合計

　※実習指導者の記載がない

10施設

１都６県外（３）その他ペット

関連企業・動物愛

護団体

2施設

業種

（１）ペットサロン・

ペットショップ

１都６県外

5施設

（２）ペットホテル・

訓練施設・老犬

ホーム・ペット同伴

施設

１都６県外

3施設
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表 3 例外的に臨地実務実習先から除外しない 1 都 6 県外の動物関連企業一覧 

 

 

なお、是正事項 4 で除外した 1 都 6 県以外の 10 施設、是正事項 5 で除外した動物看護師

の指導者がいない施設や経験年数が 3 年未満の 62 施設、ペット関連業務を専門に行ってい

ない 19 施設を合計すると 91 施設を除外することになる。しかし、（表 4）のとおり動物病

院 165 施設、動物関連企業等は 160 施設あり、再補正申請時においても充分な実習先を確

保している。 

 

表 4 再補正申請時の臨地実務実習先  

分野 実習先 

施設数 

補正 

申請時 
除外分 

再補正 

申請時 

動物病院 動物病院 227 62 165 

動物関連企業等 

（１） ペットサロン・ペットショップ 96 5 91 

（２） 
ペットホテル・訓練施設・老犬

ホーム・ペット同伴宿泊施設 
26 3 23 

（３） 
その他のペット関連企業・動物

関連団体 
67 21 46 

動物関連企業等小計 189 29 160 

合計 416 91 325 

 

 

 

 

NO
補正申請
施設番号

会社名 所在地

ペット同伴宿泊施設 1 339 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート富士 山梨県南都留郡富士河口湖町

ペット同伴宿泊施設 2 341 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート御影用水 長野県北佐久郡軽井沢町

ペット同伴宿泊施設 3 342 東京建物リゾート株式会社レジーナリゾート蓼科 長野県茅野市

ペット同伴宿泊施設 4 343 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート旧軽井沢 長野県北佐久郡軽井沢町

ペット同伴宿泊施設 5 346 株式会社ベリークルーズ　修善寺　絆 静岡県伊豆市

ペット同伴宿泊施設 6 348 株式会社ベリークルーズ　フェニックスウイング白馬 長野県北安曇郡白馬村

ペット同伴宿泊施設 7 349 株式会社共立メンテナンス（ルシアン旧軽井沢） 長野県北佐久郡軽井沢町

小計

動物関連団体 1 412 公益財団法人日本盲導犬協会　日本盲導犬総合センター 静岡県富士宮市

小計

合計

（２）ペットホテル・

訓練施設・老犬

ホーム・ペット同伴

宿泊施設

業種

（３）その他ペット
関連企業・

動物関連団体

7施設

１施設

８施設
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（37～44 ページ） 

新 旧 

11.臨地実務実習の具体的な計画(1)学科の特

色 

(1)臨地実務実習の目的 

 

(略) 

 

「臨地実習 1」 

1 年次夏季休暇または 1 年次春季休暇に

校舎（1 号館）に併設されているペットサ

ロンで 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年

次以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロ

ンの業務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商

品知識と管理を身に付け、衛生管理の実践、

接遇マナーと受付、電話対応等を修得させ

る。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）

の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、

事後教育 3 時間、計 30 時間である。 

 【到達目標】 

  「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季

休暇若しくは春季休暇に行われるので、初

歩的な内容を踏まえペットサロン及びペッ

トショップの１日の業務の流れを把握し、

動物の取り扱い方、商品知識と管理を身に

付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

電話対応等を習得することを到達目標とす

る。 

 

（略） 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所

の動物病院で臨地実務実習を行う。 

小規模、中規模の動物病院での業務を体

験し、技術と知識の再確認と再修得をさせる。 

院内清掃、電話応対、診療準備、診療補

11.臨地実務実習の具体的な計画(1)学科の特

色 

(1)臨地実務実習の目的 

 

（略） 

 

「臨地実習 1」 

1 年次夏季休暇または 1 年次春季休暇に

校舎（1 号館）に併設されているペットサ

ロンで 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年

次以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロ

ンの業務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商

品知識と管理を身に付け、衛生管理の実践、

接遇マナーと受付、電話対応等を修得させ

る。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）

の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、

事後教育 3 時間、計 30 時間である。 

 【到達目標】 

  「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季

休暇若しくは春季休暇に行われるので、初

歩的な内容を踏まえペットサロン及びペッ

トショップの１日の業務の流れを把握する

ことを到達目標とする。 

 

 

 

 

（略） 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所

の動物病院で臨地実務実習を行う。 

小規模、中規模の動物病院での業務を体

験し、技術と知識の再確認と再修得をさせる。 

院内清掃、電話応対、診療準備、診療補



38 

 

助、検査、手術の準備や補助、入院患者

のケア、調剤、往診業務、事務作業を学

ぶ。 

 学生の配属に関しては、臨地実務実習

期間中自宅から通える範囲を考慮すると

ともに、本人の希望・適性等を考慮して

配属する。 

臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1

日 7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後

教育 4 時間、計 120 時間である。 

 【到達目標】 

「臨地実習 3」は、動物病院における

動物看護師の業務分担と流れを把握し、ス

タッフと職場での適切なコミュニケーショ

ンを図り、院内清掃、電話対応、診療準備、

検査、手術の準備や補助、入院患者のケア、

調剤、往診業務等動物看護師に必要な業務

全般を修得することを到達目標とする。 

 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の

企業・店舗等での臨地実務実習を行う。補

正申請時の是正事項 7 の（1）でも説明した

とおり、表 5 の動物関連企業等の中から、

業種分類が異なる 2 か所での臨地実務実習

を行うことで、各業界における業務の流れ

を把握し、幅広い視野と実践力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期

間中自宅から通える範囲を考慮するととも

に、本人の希望・適性等を考慮して配属す

る。 

臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1 日 7

時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育 4

時間、計 120 時間である。 

なお、業種別分類番号 1 のペットサロン

と業種別分類番号 2 のペットホテルは併設

されている場合があることから、ペットホ

テルが併設されている業種別分類番号 1 の

助、検査、手術の準備や補助、入院患者

のケア、調剤、往診業務、事務作業を学

ぶ。 

 学生の配属に関しては、臨地実務実習

期間中自宅から通える範囲を考慮すると

ともに、本人の希望・適正等を考慮して

配属する。 

臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1

日 7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後

教育 4 時間、計 120 時間である。 

 【到達目標】 

 「臨地実習 3」は、動物病院における動

物看護師の業務分担と流れを把握し、スタ

ッフと職場での適切なコミュニケーション

を図ることを到達目標とする。 

 

 

 

 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の

企業・店舗等での臨地実務実習を行う。是

正事項 7 の（1）でも説明したとおり、（表

3）の動物関連企業等の中から、業種分類が

異なる 2 か所での臨地実務実習を行うこと

で、各業界における業務の流れを把握し、

幅広い視野と実践力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期

間中自宅から通える範囲を考慮するととも

に、本人の希望・適正等を考慮して配属す

る。 

臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1 日 7

時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育 4

時間、計 120 時間である。 
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ペットサロンに配属した場合は、もう一つ

の配属先は、業種別分類番号２のペットホ

テル以外の施設、もしくは業種別分類番号

3 に配属することとする。 

 

表 5（再掲） 

業 種 別 

分 類 番 号 
業 種 

1 
ペットサロン・ペット

ショップ 

2 

ペットホテル、訓練施

設、老犬ホーム、ペッ

ト同伴宿泊施設 

3 
その他のペット関連企

業、動物関連団体 

 

【到達目標】 

「臨地実習 4」は「臨地実習 1〜3」で学

んだ動物看護の知識を生かし、動物関連企

業等の現場での実務を学び、スタッフとの

適切なコミュニケーションを図り必要な業

務全般を修得することを到達目標とする。 

上記の到達目標に、さらに業種別に以下

の到達目標を加える。 

・ペットサロン、ペットショップにおい

ては、店の開店準備から閉店作業等の

実務を学ぶ。 

・訓練施設においては、しつけの方法、

開店準備から閉店作業等の実務を学ぶ。 

・老犬ホームにおいては、老犬を預かる

際に必要な実務を学ぶ。 

・ペット同伴宿泊施設においては、ペッ

ト向けサービス提供の実務を学ぶ。 

・その他のペット関連企業においては、

店の開店準備、商品知識、閉店作業等

の実務を学ぶ。 

・動物関連団体においては、イベント等

の準備、補助事務等の実務を学ぶ。 

 

 

 

 

 

表 3 

業 種 別 

分 類 番 号 
業 種 

1 
ペットサロン・ペッ

トショップ 

2 

ペットホテル、訓練

施設、老犬ホーム、

ペット同伴宿泊施設 

3 
その他のペット関連

企業、動物関連団体 

 

【到達目標】 

「臨地実習 4」では「臨地実習 1〜3」で

学んだ動物看護の知識を生かし、動物関連

企業等の現場での実務を学び、スタッフと

の適切なコミュニケーションを図ることを

到達目標とする。 
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（略） 

 

(2)臨地実務実習先の確保の状況 

 本学園は、日本ではじめて動物看護及びケ

アという領域の職業を確立し、以来 50 年にわ

たり動物関連産業及び多数の動物関連団体と

深い絆を結んできた。とりわけ、山﨑薫理事

長は、環境省中央環境審議会 動物愛護部会委

員や公益財団法人日本動物愛護協会理事、一

般財団法人動物看護師統一認定機構理事、公

益財団法人世界自然保護基金ジャパン顧問等

を務め、公益社団法人日本動物福祉協会新東

京支部を拝命する他、一般社団法人日本ペッ

トフード協会、一般財団法人日本ヘルスケア

協会等の動物関連団体と信頼できる就職のネ

ットワークを築いている。動物病院及び動物

関連企業と長年にわたる交流があり、その結

果、臨地実務実習先として全国 325 施設（表

8）、全学生 240 人分の承諾を得ている。なお、

1 都 6 県からの進学者が見込まれることや教

員の巡回指導及び学生の移動方法に鑑み、原

則として 1・2 年次は 1 都 6 県を中心に臨地

実務実習に参加することとする。1 都 6 県の

臨地実務実習先は 193 件であるため、実習先

は十分に確保されている。 

表 8 再補正申請時の臨地実務実習先 

 

 

実習中は、臨地実務実習委員会の立案した計

画に従い、専任教員全員が担当地域を効率的

に巡回する。1 学年 80 人の学生を対象に教員

1 人あたりが 6～7 名のローテーションとな

る。完成年度は 240 人の学生が夏季と春季に

（略） 

 

(2)臨地実務実習先の確保の状況 

 本学園は、日本ではじめて動物看護及びケ

アという領域の職業を確立し、以来 50 年にわ

たり動物関連産業及び多数の動物関連団体と

深い絆を結んできた。とりわけ、山﨑薫理事

長は、環境省中央環境審議会 動物愛護部会委

員や公益財団法人日本動物愛護協会理事、一

般財団法人動物看護師統一認定機構理事、公

益財団法人世界自然保護基金ジャパン顧問等

を務め、公益社団法人日本動物福祉協会新東

京支部を拝命する他、一般社団法人日本ペッ

トフード協会、一般財団法人日本ヘルスケア

協会等の動物関連団体と信頼できる就職のネ

ットワークを築いている。動物病院及び動物

関連企業と長年にわたる交流があり、その結

果、臨地実務実習先として全国 434 施設、全

学生 240 人分の承諾を得ている。なお、1 都

6 県からの進学者が見込まれることや教員の

巡回指導及び学生の移動方法に鑑み、原則と

して 1・2 年次は 1 都 6 県を中心に臨地実務

実習に参加することとする。1 都 6 県の臨地

実務実習先は 193 件であるため、実習先は十

分に確保されている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

実習中は、臨地実務実習委員会の立案した計

画に従い、専任教員全員が担当地域を効率的

に巡回する。1 学年 80 人の学生を対象に教員

1 人あたりが 6～7 名のローテーションとな

る。完成年度は 240 人の学生が夏季と春季に
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それぞれ実習することとなるが、実際には 1

施設に数人の学生が実習を行う。教員１人当

たり 20 人の学生を担当するため、綿密な巡回

計画を立案することで教員の負担を軽減す

る。 

なお、関東圏以外のペット同伴宿泊施設と

日本盲導犬総合センター（表 9）については、

両施設とも宿泊を伴う実習先ため、宿泊先の

手配については教職員が行うこととする。両

施設とも、臨地実務実習中は無料の宿泊施設

が提供されることから、学生の宿泊費に関す

る負担はない。また、学生が実習期間に自宅

に帰れないことによるストレスも考えられる

ので、実習指導担当者と電話やメールで相談

できるような体制をとる。 

巡回指導については、ペット同伴宿泊施設

は、全 11 施設のうち関東圏以外（静岡、山梨、

長野）に位置するのは 7 施設（表 9）と全実

習施設数のうち少数である。また、日本盲導

犬総合センターについては、1 施設で比較的

関東圏から近い静岡県である。これらの実習

施設への巡回指導については、特定の教員に

偏らないようにし、教員が負担を感じないよ

うに配慮する。 

 

 表 9 例外的に臨地実務実習先から除外し

ない 1 都 6 県外の動物関連企業一覧 

 

 

 

 

 

それぞれ実習することとなるが、実際には 1

施設に数人の学生が実習を行う。教員１人当

たり 20 人の学生を担当するため、綿密な巡回

計画を立案することで教員の負担を軽減す

る。 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

5．【全体計画審査意見７（３）の回答について】 

＜実習指導体制が不十分＞ 

実習指導者について、「経験年数が１～２年の者の実習先は削除した」としているが、「臨

地実務実習施設の概要」の書類では、いまだに実務経験年数が２年の者が含まれ、また、

実習指導者の記載がないものがあるため改めること。また、「臨地実務実習施設の概要」

の実習施設の「その他のペット関連企業」として記載されている施設の中には、ペット

関連業務を専門に行っていないと考えられる施設があるため改めること。また、養成す

る人材像に鑑みれば、動物病院の実習指導者には動物看護師が必要であるが、記載がな

い施設があるため改めること。 

（対応） 

ご指摘のとおり、実務経験年数3年未満の指導者が含まれている動物病院が2施設（表1）、

また、動物看護師の指導者がいない動物病院 60施設（表 2）について実習先から除外する。

なお、動物看護師の実習指導者が複数おり、指導者の一部が経験年数 3年未満の動物看護

師がいる動物病院及び動物関連企業の合計 7施設に関しては 3年未満の動物看護師を実習

指導者から除外した上、実習先として残す（表 3）。 

また、実習指導者の記載のない実習先「株式会社老犬ホームトップ」については、熊本

県の施設のため、1都 6県以外の施設として、是正事項 4で除外している。 

なお、これらを除外すると臨地実務実習先の動物病院は、合計 165施設となるが、資料

5-1の臨地実務実習ローテーション表（1か所につき 1人）のとおり、臨地実務実習を円滑

に運用することができる。運用方法として、「臨地実習 3」（8日間ずつ 2か所）を例にする

と、80人の学生が 8日間ずつ 1か所目（オレンジ）及び 2か所目（グリーン）で実習した

としても 165施設内で終了する。「臨地実習 5」（7日間ずつ 3か所）を例にすると、80人

の学生が 7日間ずつ 1か所目（イエロー）、2か所目（ブルー）及び 3か所目（グリーン）

で実習したとしても 165施設内で終了する。「臨地実習 3」及び「臨地実習 5」を同時に実

施した場合も円滑に運用することができる。 

また、29施設を除外すると臨地実務実習先の動物関連企業等は、合計 160施設となるが、

資料 5-2の臨地実務実習ローテーション表のとおり、臨地実務実習を円滑に運用することが

できる。運用方法として、「臨地実習 4」（8日間ずつ 2か所）を例にすると、80人の学生

が 8日間ずつ 1か所目のペットショップ・ペットサロンは 1名（オレンジ）及び 2か所目

のペット用品販売は 2名（グリーン）で実習したとしても 160施設内で終了する。「臨地実

習 6」（7日間ずつ 3か所）を例にすると、80人の学生が 7日間ずつ 1か所目のペットショ

ップ・ペットサロンは 1名（イエロー）、2か所目のペット用品販売は 2名（グリーン）及

び 3か所目の動物関連施設は 4名（イエロー）で実習したとしても 160施設内で終了する。

「臨地実習 4」及び「臨地実習 6」を同時に実施した場合も円滑に運用することができる。 

 

 

 



44 

 

 

 

 

 

 

表1 

業種 ＮＯ
補正申請

施設番号
動物病院名 除外理由

1 27 結城チロロ 動物病院 実務経験が3年以下

2 193 ヴィアーレ動物病院 実務経験が3年以下

動物看護師の実務経験が3年以下のため、臨地実務実習先から除外した動物病院一覧

動
物
病
院

合計 2施設

表3

No
補正申請
施設番号

病院名・企業名 全指導者数
実務経験3年未満

の指導者数

1 171 やまなか動物病院 3 1

ペットサロン 2 242 Dog Place Oasis 2 1

ペットショップ 3 310 ペットエコ横浜　湘南店 3 1

ペットホテル 4 325 株式会社ツルーサービスのんびーはうす 3 1

訓練施設 5 329 PLAYBOW　稲城店 3 1

訓練施設 6 330 PLAYBOW　向ヶ丘遊園店 2 1

(3) ペット用品販売 7 362 GREEN DOG　代官山 2 1

実習指導者の一部に実務経験3年未満の指導者が含まれる臨地実務実習施設一覧

合計 ７施設

業種

動物病院

動
物
関
連
企
業

(1)

(2)
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ご指摘に従い、一部にペット関連業務を行っているが、専門には行ってはいないと考え

られるドラッグストア、建設企業、消毒薬製造企業の 19施設については、臨地実務実習先

から除外する（表 4）。 

 

 

是正事項 4で除外した 1都 6県以外の 10施設、是正事項 5で除外した動物看護師の経験

年数が 3年未満の 2施設、動物看護師の指導者がいない 60施設、ペット関連業務を専門に

行っていない 19施設を合計すると 91施設を除外することになる。しかし、表 5のとおり

動物病院 165施設、動物関連企業等は 160施設あり、再補正申請時においても充分な実習

先を確保している。 

  

表4

NO
補正申請
施設番号

会社名 所在地 除外理由

ドラッグストア 1 388 マツモトキヨシ王子店 東京都北区

ドラッグストア 2 389 マツモトキヨシ大袋駅西口店 埼玉県越谷市

ドラッグストア 3 390 マツモトキヨシ上尾ショーサン通り店 埼玉県上尾市

ドラッグストア 4 391 マツモトキヨシ綾瀬店 東京都足立区

ドラッグストア 5 392 マツモトキヨシ荒川南千住店 東京都荒川区

ドラッグストア 6 393 マツモトキヨシ与野本町店 埼玉県さいたま市

ドラッグストア 7 394 マツモトキヨシ新松戸駅前店 千葉県松戸市

ドラッグストア 8 395 マツモトキヨシ八ヶ崎店 千葉県松戸市

ドラッグストア 9 396 マツモトキヨシ北習志野駅前店 千葉県船橋市

ドラッグストア 10 397 マツモトキヨシ小金原店 千葉県松戸市

ドラッグストア 11 398 マツモトキヨシ西船橋店 千葉県船橋市

ドラッグストア 12 399 マツモトキヨシフルルガーデン八千代店 千葉県八千代市

ドラッグストア 13 400 マツモトキヨシラパーク千城台店 千葉県千葉市

ドラッグストア 14 401 マツモトキヨシペリエ西千葉店 千葉県千葉市

ドラッグストア 15 402 マツモトキヨシ佃二丁目店 東京都中央区

ドラッグストア 16 403 マツモトキヨシ南青山店 東京都港区

ドラッグストア 17 404 マツモトキヨシ仲宿店 東京都板橋区

建設 18 407 株式会社佐藤秀 東京都新宿区

消毒薬 19 408 イカリ消毒（株） 千葉県習志野市

合計

ペット関連業務を専門としていないため、臨地実務実習先から除外する動物関連企業一覧

ペット関連業務を
専門としていない

19施設

（
３

）
そ
の
他
ペ

ッ
ト
関
連
企
業
・
動
物
愛
護
団
体

業種
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表 5 再補正申請時の臨地実務実習先  

分野 実習先 

施設数 

補正 

申請時 
除外分 

再補正 

申請時 

動物病院 動物病院 227 62 165 

動物関連企業等 

（１） ペットサロン・ペットショップ 96 5 91 

（２） 
ペットホテル・訓練施設・老犬

ホーム・ペット同伴宿泊施設 
26 3 23 

（３） 
その他のペット関連企業・動物

関連団体 
67 21 46 

動物関連企業等小計 189 29 160 

合計 416 91 325 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（46～47ページ） 

新 旧 

(略) 

臨地実務実習先の動物病院は、合計 165

施設となるが、資料 30-3の臨地実務実習ロ

ーテーション表（1か所につき 1人）のと

おり、臨地実務実習を円滑に運用すること

ができる。運用方法として、「臨地実習 3」

（8日間ずつ 2か所）を例にすると、80人

の学生が 8日間ずつ 1か所目（オレンジ）

及び 2か所目（グリーン）で実習したとし

ても 165施設内で終了する。「臨地実習 5」

（7日間ずつ 3か所）を例にすると、80人

の学生が 7日間ずつ 1か所目（イエロー）、

2か所目（ブルー）及び 3か所目（グリー

ン）で実習したとしても 165施設内で終了

する。「臨地実習 3」及び「臨地実習 5」を

同時に実施した場合も円滑に運用すること

ができる。 

また、臨地実務実習先の動物関連企業等

は、合計 160施設となるが、資料 30-4の臨

地実務実習ローテーション表のとおり、臨

地実務実習を円滑に運用することができ

(略) 

（追加） 
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る。運用方法として、「臨地実習 4」（8

日間ずつ 2か所）を例にすると、80人の学

生が 8 日間ずつ 1 か所目のペットショッ

プ・ペットサロンは 1 名（オレンジ）及び

2 か所目のペット用品販売は 2 名（グリー

ン）で実習したとしても 160施設内で終了

する。「臨地実習 6」（7日間ずつ 3か所）

を例にすると、80人の学生が 7日間ずつ 1

か所目のペットショップ・ペットサロンは

1名（イエロー）、2か所目のペット用品販

売は 2 名（グリーン）及び 3 か所目の動物

関連施設は 4 名（イエロー）で実習したと

しても 160施設内で終了する。「臨地実習

4」及び「臨地実習 6」を同時に実施した場

合も円滑に運用することができる。 

 

（新旧対照表）臨地実務実習施設の確保状況説明書 

新 旧 

臨地実習 1 1施設 

施設番号 184 

 

臨地実習 3 165施設 

旧施設番号 4、6、8、10、14、16、 

18、19、24、27、28、37、47、50、51、52、55、

58、60、64、66、70、 

72、77、80、83、85、86、90、95、 

96、104、116、120、129、141、142、 

143、145、155、162、165、173、174、176、181、

182、183、190、193、203、204、212、217、220、

221、222、223、224、225、226、227を削除 

施設番号 1～165 

 

臨地実習 4 160 

旧施設番号 244、319、320、321、322、328、333、

337、351、360、388、389、390、391、392、393、

394、395、396、397、398、399、400、401、402、

403、404、407、408を削除 

施設番号 166～325 

臨地実習 1 1施設 

施設番号 247 

 

臨地実習 3 227施設 

施設番号 1～227 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨地実習 4 189 

施設番号 228～416 
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臨地実習 5 165 

旧施設番号 4、6、8、10、14、16、 

18、19、24、27、28、37、47、50、51、52、55、

58、60、64、66、70、 

72、77、80、83、85、86、90、95、 

96、104、116、120、129、141、142、 

143、145、155、162、165、173、174、176、181、

182、183、190、193、203、204、212、217、220、

221、222、223、224、225、226、227を削除 

施設番号 1～165 

 

臨地実習 6 160 

旧施設番号 244、319、320、321、322、328、333、

337、351、360、388、389、390、391、392、393、

394、395、396、397、398、399、400、401、402、

403、404、407、408を削除 

施設番号 166～325 

臨地実習 5 227 

施設番号 1～227 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨地実習 6 189 

施設番号 228～416 

受入学生・時間数 小計 

臨地実習 3 57,344人・時間 

臨地実習 4 63,056人・時間 

臨地実習 5 75,264人・時間 

臨地実習 6 73,500人・時間 

受入学生・時間数 小計 

臨地実習 3 80,192人・時間 

臨地実習 4 69,328人・時間 

臨地実習 5 105,252人・時間 

臨地実習 6 81,291人・時間 

受入予定学生・時間数計 

必修 124,240人・時間 

選択 148,764人・時間 

自由 0人・時間 

合計 273,004人・時間 

受入予定学生・時間数計 

必修 153,360人・時間 

選択 186,543人・時間 

自由 0人・時間 

合計 339,903人・時間 

 

（新旧対照表）隣地実務実習施設一覧 

新 旧 

旧施設番号 4、6、8、10、14、16、 

18、19、24、27、28、37、47、50、51、52、55、

58、60、64、66、70、 

72、77、80、83、85、86、90、95、 

96、104、116、120、129、141、142、 

143、145、155、162、165、173、174、176、181、

182、183、190、193、203、204、212、217、220、

221、222、223、224、225、226、227、244、319、

施設番号 1～416 
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320、321、322、328、333、337、351、360、388、

389、390、391、392、393、394、395、396、397、

398、399、400、401、402、403、404、407、408

を削除 

施設番号 1～325 

 

 

受入れ予定学生・時間数の合計 

273,004人・時間 

うち必修科目分 124,240人・時間 

うち選択科目分 148,764人・時間 

うち自由科目分 0人・時間 

受入れ予定学生・時間数の合計 

339,903人・時間 

うち必修科目分 153,360人・時間 

うち選択科目分 186,543人・時間 

うち自由科目分 0人・時間 

主な実習場所の面積の合計 

175,510㎡ 

うち必修科目分 175,510㎡ 

うち選択科目分 175,510㎡ 

うち自由科目分 0㎡ 

主な実習場所の面積の合計 

199,965㎡ 

うち必修科目分 199,965㎡ 

うち選択科目分 199,965㎡ 

うち自由科目分 0㎡ 

 

（新旧対照表）臨地実務実習施設の概要 

新 旧 

施設数 325 

やまなか動物病院 

（削除） 

小南真耶 

井上美佳 

 

Dog Place Oasis 

（削除） 

山﨑舞子 

 

ペットエコ横浜 湘南店 

工藤昌弘 

菊地芳彦 

（削除） 

 

株式会社ツルーサービスのんびーはうす 

石橋亮太 

高梨美千代 

（削除） 

 

施設数 416 

やまなか動物病院 

岩永今日子 

小南真耶 

井上美佳 

 

Dog Place Oasis 

五十嵐朱里 

山﨑舞子 

 

ペットエコ横浜 湘南店 

工藤昌弘 

菊地芳彦 

川口丈人 

 

株式会社ツルーサービスのんびーはうす 

石橋亮太 

高梨美千代 

櫻井直哉 
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PLAYBOW 稲城店 

景山絵梨 

清水正人 

（削除） 

 

PLAYBOW 向ヶ丘遊園店 

（削除） 

古閑真子 

 

GREENDOG 代官山 

（削除） 

山口加奈子 

PLAYBOW 稲城店 

景山絵梨 

清水正人 

佐藤瑠海 

 

PLAYBOW 向ヶ丘遊園店 

景山絵梨 

古閑真子 

 

GREENDOG 代官山 

杢谷美和 

山口加奈子 

 



資料5-1

臨地実習３・５　学生ローテーション表

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程 Ｅ日程

1 アニマルメディカルセンター 1 6 11
2 コンパニオン・ アニマル・センター 2 7 12
3 アマノ動物病院 3 8 13
4 有限会社磯貝動物病院 4 9 14
5 ハロー動物病院 新鎌ヶ谷分院 5 10 15
6 ゼファー動物病院 6 11 16
7 木もれ陽動物病院 7 12 17
8 高木動物病院 8 13 18
9 カトウ獣医科 クリニック 9 14 19

10 横浜青葉 どうぶつ病院 10 15 20
11 アルフペット クリニック 11 16 21
12 よしだ動物病院 12 17 22
13 フローラル動物病院 13 18 23
14 さきがおか動物病院 14 19 24
15 いしじま動物病院 15 20 25
16 市原・山口動物病院 16 21 26
17 田中動物病院 17 22 27
18 アステール 動物病院 18 23 28
19 戸田動物病院 19 24 29
20 美園どうぶつ病院 20 25 30
21 後藤動物病院 21 26 31
22 イーリスペット クリニック 22 27 32
23 東いわつき 動物病院 23 28 33
24 みさと動物病院 24 29 34
25 どうぶつクリニック ＮＥＸＴ 25 30 35
26 けやき動物病院 富士見 26 31 36
27 動物病院くまごろう 27 32 37
28 みねぎし動物病院 28 33 38
29 エルザ動物小鳥の病院 29 34 39
30 小動物診療所 30 35 40
31 株式会社ワイ・エイ・シー ようが動物病院 31 36 41
32 本駒込動物病院 32 37 42
33 ひばり動物病院 33 38 43
34 赤羽ペットクリニック 34 39 44
35 梅島動物病院 35 40 45
36 駒沢どうぶつ病院 36 41 46
37 かいぬま動物病院 37 42 47
38 とりうみ動物病院 38 43 48
39 ふく動物病院 39 44 49
40 チコラ動物病院 40 45 50
41 みなみ小金井動物病院 41 46 51
42 ポウズ動物病院 42 47 52
43 ココ動物病院 43 48 53
44 動物病院　川越 44 49 54
45 株式会社Ｔ2コーポレーション たはら動物病院 45 50 55
46 有限会社国領動物病院 46 51 56
47 富士見台どうぶつ 病院 47 52 57
48 株式会社船橋 どうぶつ病院 48 53 58
49 岡部獣医科病院 49 54 59
50 ぬのかわ犬猫病院 50 55 60
51 吉田動物病院 51 56 61
52 本郷獣医科病院 52 57 62
53 ヴァンケット 動物病院 53 58 63
54 ロイヤルペットクリニック　西馬込病院 54 59 64
55 サム動物病院 55 60 65
56 動物病院ヘルペット 56 61 66
57 池田動物病院 成城通り 57 62 67
58 溝の口犬猫病院 58 63 68
59 かのペットクリニック 59 64 69
60 仲野どうぶつ病院 60 65 70
61 ハリーペット クリニック 61 66 71
62 むかい猫と犬の病院 62 67 72
63 木村動物病院 63 68 73
64 松原ペットクリニック 64 69 74
65 セラピスト動物病院 65 70 75
66 有限会社　ませ動物病院 66 71 76
67 池田動物病院 67 72 77
68 有限会社古谷動物病院 68 73 78
69 湘南なぎさ動物病院 69 74 79
70 桜ヶ丘どうぶつ病院 70 75 80
71 久米川みどり 動物病院 71 76
72 セキ動物病院 72 77
73 辻堂犬猫病院 73 78
74 広尾動物病院 74 79
75 JOY動物病院 75 80
76 株式会社フェイス1　竹原獣医科医院 76 1
77 かぶくん動物病院 77 2
78 アリーズ動物病院 78 3
79 東京ウエスト 動物病院 79 4
80 野毛坂どうぶつ病院 80 5
81 越谷動物医療 センター 1 6
82 葉山どうぶつ病院 2 7

臨地実習３（８日間ずつ２か所） 臨地実習５（７日間ずつ３か所）
№ 研修場所
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臨地実習３・５　学生ローテーション表

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程 Ｅ日程

臨地実習３（８日間ずつ２か所） 臨地実習５（７日間ずつ３か所）
№ 研修場所

83 とねり動物病院 3 8
84 大泉動物病院 4 9
85 ピジョン動物愛護 病院（鳩ヶ谷院） 5 10
86 ノブ動物病院 6 11
87 中田動物病院 7 12
88 アニマルクリニックこばやし 8 13
89 みつわ台動物病院 9 14
90 アン動物病院 10 15
91 松本動物病院 11 16
92 オアシス動物病院 12 17
93 上田動物病院 13 18
94 アニホスフォレスト株式会社　Pet Clinicアニホス 14 19
95 西湘動物病院 15 20
96 有限会社いちかわ動物病院 16 21
97 マーブル動物医療センター 17 22
98 野田動物病院 18 23
99 指扇ペットクリニック 19 24

100 リバーズ動物病院 20 25
101 七光台どうぶつ病院 21 26
102 有限会社サワムラベッツ　沢村獣医科病院 22 27
103 谷口動物病院 23 28
104 動物病院ＮＯＲＩＫＯ 24 29
105 ワシントン動物病院 25 30
106 コトー動物病院 26 31
107 井上動物病院 27 32
108 かわはら動物病院 28 33
109 一之江どうぶつ病院 29 34
110 マリーナストリート おかだ動物病院 30 35
111 水上犬猫鳥の病院 31 36
112 てらぞの動物病院 32 37
113 ベルノス動物病院 33 38
114 新習志野どうぶつ 病院 34 39
115 千歳船橋あむ動物病院 35 40
116 藤の花どうぶつ病院 36 41
117 公益財団法人 日本小動物医療 センター 37 42
118 海浜動物医療センター 38 43
119 はやし動物病院 39 44
120 城山通りどうぶつ 病院 40 45
121 つなしま動物病院 41 46
122 吉祥寺どうぶつ病院 42 47
123 株式会社日本動物医療センター 43 48
124 石黒動物病院 44 49
125 よしむら動物病院 45 50
126 七里動物病院 46 51
127 ワラビー動物病院 47 52
128 モフ動物病院 48 53
129 一般社団法人　東京城南地域獣医療推進協会　TRVA夜間救急動物医療センター 49 54
130 エルム動物病院　　　 50 55
131 多摩クラーク動物病院 51 56
132 株式会社GRAND　DESIGN明和動物愛護病院 52 57
133 株式会社マイクレスト　クレスト動物病院 53 58
134 関水動物病院 54 59
135 有限会社　福沢動物病院 55 60
136 新浦安太田動物病院 56 61
137 ハダ動物病院 57 62
138 あさか台動物病院 58 63
139 アニムペットクリニック 59 64
140 西荻動物病院 60 65
141 上石神井動物病院 61 66
142 ワラビ―動物病院グループ　はとがや動物病院 62 67
143 どうぶつ眼科　Eye Vet 63 68
144 合同会社　ゆう動物クリニック 64 69
145 株式会社港北どうぶつ病院 65 70
146 くみ動物病院 66 71
147 株式会社ZR　オールペットクリニック 67 72
148 タムどうぶつ病院 68 73
149 山田動物病院 69 74
150 湖畔どうぶつ病院 70 75
151 山本どうぶつ病院 71 76
152 有限会社さがみ中央動物医療センター 72 77
153 ブライト動物病院 73 78
154 向平動物病院 74 79
155 株式会社Vets United　アリサ動物病院 75 80
156 高ヶ坂動物病院 76 1
157 株式会社FIELD　森の樹どうぶつ病院 77 2
158 高橋動物病院 78 3
159 Willどうぶつ病院 79 4
160 習志野動物医療センター　りょう動物病院 80 5
161 グリーン動物病院　グリーン鳥の病院 1 6
162 目黒洗足動物病院 2 7
163 畑沢動物病院 3 8
164 小鳥のセンター病院 4 9
165 動物のセンター病院 5 10
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資料5-2

会社名 業種（詳細）

1 株式会社サンリングペットサロンSIT ペットサロン 1 12
2 ペットサロン　モグMOGU ペットサロン 2 13
3 ペットの保育園Will ペットサロン 3 14
4 トリミングスタジオ　Oasis  ペットサロン 4 15
5 Pｅｔ’s Lｉｆｅ ペットサロン 5 16
6 ドッグサロンLC ペットサロン 6 17
7 PET SALON KUMIKO ペットサロン 7 18
8 Supreme maihama studio（シュプリーム舞浜スタジオ） ペットサロン 8 19
9 株式会社　BELL-PET（ベルペット） ペットサロン 9 20

10 株式会社ワイズドギー　渋谷西武 モントゥトゥ ペットサロン 10 21
11 グルーミングサロングリム ペットサロン 11 22
12 Anier（アニエル） ペットサロン 12 23
13 Pet　Salon　Jupiter（ペットサロンジュピター） ペットサロン 13 24
14 Dog Grooming Salon cotaz（コタズ） ペットサロン 14 25
15 DogPlaceOasis（ドッグプレイスオアシス） ペットサロン 15 26
16 ペットサロンうちの仔 ペットサロン 16 27
17 株式会社DLC　DOGLIFE（川口店） ペットサロン 17 28
18 株式会社DLC　DOGLIFE（浦和店） ペットサロン 18 29
19 シブヤ・ドッグ・ビューティー ペットサロン 19 30
20 アトリエモモ-ワン ペットサロン 20 31
21 ペットショップジュニア池袋 ペットショップ 21 32
22 株式会社オーグ・ うさぎのしっぽ 横浜店 ペットショップ 22 33
23 株式会社モントゥトゥ ペットショップ 23 34
24 ペットの専門店コジマ新宿店 ペットショップ 24 35
25 ペットの専門店コジマ八王子店 ペットショップ 25 36
26 ペットの専門店コジマ松戸店 ペットショップ 26 37
27 ペットの専門店コジマ竹ノ塚店 ペットショップ 27 38
28 ペットの専門店コジマ青戸店 ペットショップ 28 39
29 ペットの専門店コジマ浦和店 ペットショップ 29 40
30 ペットの専門店コジマ花小金井店 ペットショップ 30 41
31 ペットの専門店コジマ大宮店 ペットショップ 31 42
32 ペットの専門店コジマ目黒店 ペットショップ 32 43
33 ペットの専門店コジマ相模原店 ペットショップ 33 44
34 ペットの専門店コジマ川越店 ペットショップ 34 45
35 ペットの専門店コジマ洗足店 ペットショップ 35 46
36 ペットの専門店コジマ足立店 ペットショップ 36 47
37 ペットの専門店コジマ高井戸店 ペットショップ 37 48
38 ペットの専門店コジマ中野店 ペットショップ 38 49
39 ペットの専門店コジマ三軒茶屋店 ペットショップ 39 50
40 ペットの専門店コジマ阿佐ヶ谷店 ペットショップ 40 51
41 ペットの専門店コジマ新小岩店 ペットショップ 41 52
42 ペットの専門店コジマ板橋店 ペットショップ 42 53
43 ペットの専門店コジマ練馬店 ペットショップ 43 54
44 ペットの専門店コジマ亀戸店 ペットショップ 44 55
45 ペットの専門店コジマ三郷店 ペットショップ 45 56
46 ペットの専門店コジマアリオ葛西店 ペットショップ 46 57
47 ペットの専門店コジマベイタウン横浜本牧店 ペットショップ 47 58
48 ペットの専門店コジマアリオ柏店 ペットショップ 48 59
49 ペットの専門店コジマ西篠崎店 ペットショップ 49 60
50 ペットの専門店コジマアリオ蘇我店 ペットショップ 50 61
51 ペットの専門店コジマアリオ西新井店 ペットショップ 51 62
52 ペットの専門店コジマアリオ市原店 ペットショップ 52 63
53 ペットの専門店コジマフォルテ津田沼店 ペットショップ 53 64
54 ペットの専門店コジマ六本木店 ペットショップ 54 65
55 ペットの専門店コジマアリオ深谷店 ペットショップ 55 66
56 ペットの専門店コジマアリオ橋本店 ペットショップ 56 67
57 ペットの専門店コジマ国分寺店 ペットショップ 57 68
58 ペットの専門店コジマ府中店 ペットショップ 58 69
59 ペットの専門店コジマアリオ北砂店 ペットショップ 59 70
60 ペットの専門店コジマモラージュ菖蒲店 ペットショップ 60 71
61 ペットの専門店コジマイーアスつくば店 ペットショップ 61 72
62 ペットの専門店コジマ田端店 ペットショップ 62 73
63 ペットの専門店コジマアリオ亀有店 ペットショップ 63 74
64 ペットの専門店コジマ蕨錦町店 ペットショップ 64 75
65 ペットの専門店コジマ和光店 ペットショップ 65 76
66 アサヒペット株式会社　都築店 ペットショップ 66 77
67 アサヒペット株式会社　多摩店 ペットショップ 67 78

68 アサヒペット株式会社　湘南店 ペットショップ 68 79
69 アサヒペット株式会社　ＭＡＲＫ ＩＳ みなとみらい店 ペットショップ 69 80
70 アサヒペット株式会社　港北ニュータウン店 ペットショップ 70
71 アサヒペット株式会社　トレッサ横浜店 ペットショップ 71
72 アサヒペット株式会社　二俣川本店 ペットショップ 72
73 ＤＯＧ’Ｓ ＣＡＲＥ ＪＯＫＥＲ 六本木ヒルズ店 ペットショップ 73
74 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと柏の葉店 ペットショップ 74
75 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと横浜店 ペットショップ 75
76 ジョーカー　そごう横浜店 ペットショップ 76
77 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ そごう大宮店 ペットショップ 77
78 ＪＯＫＥＲ ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＡＶＥＮＵＥ 二子玉川店 ペットショップ 78
79 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ むさし村山店 ペットショップ 79
80 ヨネヤマプランテイション本店 ペットショップ 80

臨地実習４
（８日間ずつ２か所）

Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程Ａ日程

臨地実習６
（７日間ずつ３か所）

Ｅ日程

臨地実習4・6　学生ローテーション表
（ペットショップ・サロンは1名、ペット用品販売は2名、動物関連施設は4名で設定）
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会社名 業種（詳細）

臨地実習４
（８日間ずつ２か所）

Ｂ日程 Ｃ日程 Ｄ日程Ａ日程

臨地実習６
（７日間ずつ３か所）

Ｅ日程

臨地実習4・6　学生ローテーション表
（ペットショップ・サロンは1名、ペット用品販売は2名、動物関連施設は4名で設定）

81 ペットエコ横浜　港北ニュータウン店 ペットショップ 1
82 ペットエコ横浜　湘南店 ペットショップ 2
83 ペットエコ横浜　都築店 ペットショップ 3
84 ペットエコ横浜　多摩店 ペットショップ 4
85 ペットエコ横浜　世田谷店 ペットショップ 5
86 ペットエコＤＯＰ　元住吉店 ペットショップ 6
87 ペットエコ　トレッサ横浜店 ペットショップ 7
88 ペットエコＤＯＰ　大口店 ペットショップ 8
89 ペットエコ横浜　上大岡店 ペットショップ 9
90 ペットエコ　多摩本店 ペットショップ 10
91 吉田観賞魚販売（ヨシダ・フィッシュファームズ） ペットショップ 11
92 クラブケンケン　田園調布店 ペットホテル 1 24 47
93 株式会社ツルーサービス ペットホテル 2 25 48

94 大井警察犬訓練所 訓練施設 3 26 49
95 株式会社フロムパピー　ファミリーナガーデン南青山 訓練施設 4 27 50
96 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　稲城店 訓練施設 5 28 51
97 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　向ヶ丘遊園店 訓練施設 6 29 52
98 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　中目黒店 訓練施設 7 30 53
99 株式会社　Animal　Life　Solutions 訓練施設 8 31 54

100 デイケアガーデングリーングラスロッジ 老犬ホーム 9 32 55
101 老犬ホームあしあと 老犬ホーム 10 33 56
102 DOG　PARTNERS 老犬ホーム 11 34 57
103 東京ペットホーム 老犬ホーム 12 35 58
104 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート富士 宿泊施設 13 36 59 70
105 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート箱根雲外荘 宿泊施設 14 37 60 71
106 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート御影用水 宿泊施設 15 38 61 72
107 東京建物リゾート株式会社レジーナリゾート蓼科 宿泊施設 16 39 62 73
108 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート旧軽井沢 宿泊施設 17 40 63 74
109 株式会社ベリークルーズ　しぶこえ館山 宿泊施設 18 41 64 75
110 株式会社ベリークルーズ　御宿海岸 宿泊施設 19 42 65 76
111 株式会社ベリークルーズ　修善寺　絆 宿泊施設 20 43 66 77
112 株式会社ベリークルーズ　鬼怒川　絆 宿泊施設 21 44 67 78
113 株式会社ベリークルーズ　フェニックスウイング白馬 宿泊施設 22 45 68 79
114 株式会社共立メンテナンス（ルシアン旧軽井沢） 宿泊施設 23 46 69 80
115 フリーステッチ ペット用品開発 1 47 13 53
116 ZOO JAPAN　CO;LTD.　 ペット用品販売 2 48 14 54
117 ZOO新大久保 ペット用品販売 3 49 15 55
118 ZOO四ツ谷 ペット用品販売 4 50 16 56
119 ZOO恵比須 ペット用品販売 5 51 17 57
120 ZOO六本木 ペット用品販売 6 52 18 58
121 ZOO新宿 ペット用品販売 7 53 19 59
122 ZOO渋谷サロン ペット用品販売 8 54 20 60
123 GREEN DOG SQUARE ペット用品販売 9 55 21 61
124 GREEN DOG 東京ミッドタウン ペット用品販売 10 56 22 62
125 GREEN DOG 代官山 ペット用品販売 11 57 23 63
126 GREEN DOG 湘南 ペット用品販売 12 58 24 64
127 ビューティプラステラスモール湘南 ペット用品販売 13 59 25 65
128 イオンペット　テラスモール湘南 ペット用品販売 14 60 26 66
129 イオンしつけ教室　浦和美園 ペット用品販売 15 61 27 67
130 イオンペットビューティサロン　浦和美園 ペット用品販売 16 62 28 68
131 イオンペット　浦和美園 ペット用品販売 17 63 29 69
132 イオンペットビューティサロンペコスレイクタウン ペット用品販売 18 64 30 70
133 ＰＥＣＯＳ　レイクタウン ペット用品販売 19 65 31 71
134 ペテモ　与野 ペット用品販売 20 66 32 72
135 ペテモビューティサロン　与野 ペット用品販売 21 67 33 73
136 イオンペットビューティサロン　相模原 ペット用品販売 22 68 34 74
137 イオンペット　相模原 ペット用品販売 23 69 35 75
138 相模原どうぶつ医療センターしつけ教室 ペット用品販売 24 70 36 76
139 ペットインロイヤル幕張新都心 ペット用品販売 25 71 37 77
140 ドッグトレーニング　ペコス幕張新都心店 ペット用品販売 26 72 38 78
141 イオンペットビューティサロンペコス幕張新都心店 ペット用品販売 27 73 39 79
142 イオン動物医療センター幕張新都心(介護) ペット用品販売 28 74 40 80
143 pecos　幕張新都心 ペット用品販売 29 75 41
144 イオンペット　柏 ペット用品販売 30 76 42
145 イオンペットビューティサロン　柏 ペット用品販売 31 77 43
146 イオンペットビューティサロン　千葉ニュータウン ペット用品販売 32 78 44
147 イオンペット　千葉ニュータウン ペット用品販売 33 79 45
148 ぺテモ　日の出 ペット用品販売 34 80 46
149 イオンしつけ教室　日の出 ペット用品販売 35 1 47
150 ぺテモビューティサロン　日の出 ペット用品販売 36 2 48
151 東武乗馬クラブ＆クレイン 乗馬施設 37 3 49
152 株式会社湘南動物プロダクション 動物レンタル 38 4 50
153 アニコム損害保険株式会社 ペット保険 39 5 51
154 ペットメディカルサポート株式会社 ペット保険 40 6 52
155 公益財団法人日本動物愛護協会 ペット関連団体 41 7
156 公益財団法人日本盲導犬協会 ペット関連団体 42 8
157 社会福祉法人日本介助犬協会 ペット関連団体 43 9
158 特定非営利活動法人 聴導犬育成の会 ペット関連団体 44 10
159 特定非営利活動法人日本動物衛生看護師協会 ペット関連団体 45 11
160 公益社団法人日本動物福祉協会　新東京支部 ペット関連団体 46 12
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（是正事項）動物トータルケア学科 

6．【全体計画審査意見７（４）の回答について】 

＜実習評価書が不十分＞ 

実習評価書の評価基準は、履修する学生の年次によって異なるものと考えられるため改

めること。また、「動物病院」、「ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部門」、「そ

の他のペット関連企業、諸団体」として３種類の実習評価書を使用する計画となってお

り、例えば、「その他のペット関連企業、諸団体」では同じ実習評価書を使用することと

しているが、ペット関連企業と、いわゆる訓練施設などの諸団体での実習で同じ実習評

価書を使用できるのか疑義があるため改めること。 

（対応） 

 ご指摘のとおり、実習評価書の評価基準は、履修する学生の年次によって異なるものと

考えられるため、以下のとおり改める。 

 

   「臨地実務実習評価書（動物病院）」（5月補正申請時資料 7-1）は、「臨地実習 2」、「臨地

実習 3」、「臨地実習 5」を対象として作成したが、年次により異なる評価書に改めることと

指摘されたため、改めて「基本行動」及び「看護技術」の評価項目の見直しを行い、実習

別の「臨地実務実習評価書（動物病院）」を作成した。 

「臨地実習 2」においては、「臨地実務実習評価書（動物病院）」（資料 6-1）を基に、「基

本行動」の項目の習得評価に重点を置き、「看護技術」の項目は衛生管理を評価することと

した。 

「臨地実習 3」においては、「臨地実務実習評価書（動物病院）」（資料 6-2）を基に、「基

本行動」の項目の修得評価、「看護技術」の項目は衛生管理及び診察補助を評価することと

した。 

「臨地実習 5」においては、「臨地実務実習評価書（動物病院）」（資料 6-3）を基に、「基

本行動」の項目の修得評価、「看護技術」の項目は衛生管理、診察補助、検査補助及び入院

を評価することとした。 

 

   「臨地実務実習評価書（ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部門）」（5月補正

申請時資料 7-2）は、「臨地実習 1」、「臨地実習 3」、「臨地実習 5」を対象として作成したが、

年次により異なる評価書に改めることと指摘されたため、改めて「基本行動」及び「看護

技術」の評価項目の見直しを行い、実習別の「臨地実務実習評価書（ペットサロン、ペッ

トショップ、動物病院美容部門）」を作成した。 

「臨地実習 1」においては、「臨地実務実習評価書（ペットサロン、ペットショップ、動

物病院美容部門）」（資料 6-4）を基に、「基本行動」の項目の習得評価に重点を置き、「動物

美容技術」の項目は衛生管理を評価することとした。 

「臨地実習 4」においては、「臨地実務実習評価書（ペットサロン、ペットショップ、動

物病院美容部門）」（資料 6-5）を基に、「基本行動」の項目の修得評価、「動物美容技術」の
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項目は衛生管理及びグルーミングを評価することとした。 

「臨地実習 6」においては、「臨地実務実習評価書（ペットサロン、ペットショップ、動

物病院美容部門）」（資料 6-6）を基に、「基本行動」の項目の修得評価、「動物美容技術」の

項目は衛生管理、グルーミング、接客・営業及びお預かりの項目を評価することとした。 

 

また、ご指摘のとおり、「動物病院」、「ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部

門」、「その他の動物関連企業、諸団体」として 3 種類の実習評価書を使用する計画となっ

ており、例えば、「その他の動物関連企業、諸団体」では同じ実習評価書を使用することと

しているが、動物関連企業と、いわゆる訓練施設などの諸団体での実習での実習評価書を

以下のとおり改める。 

 

   「臨地実務実習評価書（その他の動物関連企業、諸団体）」（5月補正申請時資料 7-3）は、

「臨地実習 4」、「臨地実習 6」を対象として作成したが、年次により異なる評価書に改める

ことと指摘されたため、改めて「基本行動」及び「看護技術」の評価項目の見直しを行い、

実習別の臨地実務実習評価書を作成した。 

「臨地実習 4」においては、「臨地実務実習評価書（その他の動物関連企業）」（資料 6-7）

を基に、「基本行動」の項目の習得評価に重点を置き、「実務能力」の項目は衛生管理を評

価することとした。 

「臨地実習 6」においては、「臨地実務実習評価書（その他の動物関連企業）」（資料 6-8）

を基に、「基本行動」の項目の修得評価、「実務能力」の項目は衛生管理、クライアントエ

デュケーション及び商品知識を評価することとした。 

「臨地実習 4」においては、「臨地実務実習評価書（動物関連諸団体）」（資料 6-9）を基

に、「基本行動」の項目の修得評価に重点を置き、「実務能力」の項目は衛生管理を評価す

ることとした。 

「臨地実習 6」においては、「臨地実務実習評価書（動物関連諸団体）」（資料 6-10）を基

に、「基本行動」の項目の修得評価、「実務能力」の項目は衛生管理及び知識を評価するこ

ととした。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（48~49ページ） 

新 旧 

＜臨地実務実習の成績評価＞ 

臨地実務実習における成績評価につい

て、以下のとおり説明する。 

「臨地実務実習評価書（動物病院）」は 3

種類、「臨地実務実習評価書（ペットサロン、

ペットショップ、動物病院美容部門）」は 3

種類、「臨地実務実習評価書（その他の動物

＜臨地実務実習の成績評価＞ 

臨地実務実習における成績評価につい

て、以下のとおり説明する。 

「臨地実務実習評価書（動物病院）」、「臨

地実務実習評価書（ペットサロン、ペット

ショップ、動物病院美容部門）」、「臨地

実務実習評価書（その他のペット関連企
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関連企業）」は 2 種類、「臨地実務実習評価

書（動物関連諸団体）」は 2 種類、計 10 種

類の臨地実務実習評価書により成績評価を

行う（資料 30）。 

①「臨地実務実習評価書（動物病院）」は、

(1)受付業務、(2)クライアントエデュケ

ーション、(3)清掃・消毒、(4)診療補助、 

(5) 臨床検査、(6)看護の実習に鑑み設定

した。 

対象とする実習は、「臨地実習 2」、「臨

地実習 3」、「臨地実習 5」とした。 

研修評価基準をABCの 3段階評価と

し、評価項目を大きく「基本行動」と

「看護技術」の 2 つの観点に分けて評

価する。総合評価は、ABCの 3段階評

価とする。 

  「臨地実習 2」においては、 

  ・「基本行動」の項目の習得に重点を置

き評価する。 

・「看護技術」は、衛生管理の項目を評

価する。 

「臨地実習 3」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

・「看護技術」は、衛生管理及び診察補

助の項目を評価する。 

「臨地実習 5」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

・「看護技術」は、衛生管理、診察補助、

検査補助及び入院の項目を評価す

る。 

②「臨地実務実習評価書（ペットサロン、

ペットショップ、動物病院美容部門）」

は、(1)受付業務、(2)クライアントエデ

ュケーション、(3)清掃・消毒、(4)診療

補助、 (5) 臨床検査、(6)看護の実習に

鑑み設定した。 

  対象とする実習は、「臨地実習 1」、「臨

業、諸団体）」の 3 種類の臨地実務実習評

価書により成績評価を行う（資料 30）。 

 

 

①「臨地実務実習評価書（動物病院）」

は、(1)受付業務、(2)クライアントエ

デュケーション、(3)清掃・消毒、(4)

診療補助、 (5) 臨床検査、(6)看護の

実習に鑑み設定した。 

  対象とする実習は、臨地実習 1、臨

地実習 3、臨地実習 5とした。 

研修評価基準を ABCの 3段階評価

とし、評価項目を大きく「基本行動」

と「看護技術」の 2つに分け、主に「看

護技術」の観点から評価する。総合評

価は、ABCの 3段階評価とする。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、

リテラシ、業務遂行の項目から評価

する。 

・「看護技術」は、衛生管理、診察補

助、検査補助、入院の項目から評価

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「臨地実務実習評価書（ペットサロン、

ペットショップ、動物病院美容部門）」

は、(1)受付業務、(2)クライアントエ

デュケーション、(3)清掃・消毒、(4)

診療補助、 (5) 臨床検査、(6)看護の

実習に鑑み設定した。 

  対象とする実習は、臨地実習 2、臨
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地実習 4」、「臨地実習 6」とした。 

研修評価基準をABCの 3段階評価と

し、評価項目を大きく「基本行動」と

「動物美容技術」の 2 つの観点に分け

て評価する。総合評価は、ABCの 3段

階評価とする。 

「臨地実習 1」においては、 

  ・「基本行動」の項目の習得に重点を置

き評価する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理の項目

を評価する。 

「臨地実習 4」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得に重点を置

き評価する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理及びグ

ルーミングの項目を評価する。 

「臨地実習 6」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理、グル

ーミング、接客・営業及びお預かり

の項目を評価する。 

③「臨地実務実習評価書（その他の動物

関連企業）」は、(1)商品管理業務、(2)

クライアントエデュケーション、(3)清

掃・消毒、(4)商品知識のサービス実習

に鑑み設定した。 

対象とする実習は、「臨地実習 4」、「臨

地実習 6」とした。 

研修評価基準をABCの 3段階評価と

し、評価項目を「基本行動」と「実務

能力」の 2つの観点に分けて評価する。

総合評価は、ABCの 3段階評価とする。 

「臨地実習 4」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理の項目を評

価する。 

「臨地実習 6」においては、 

地実習 3、臨地実習 5とした。 

研修評価基準を ABCの 3段階評価

とし、評価項目を大きく「基本行動」

と「動物美容技術」の 2つに分け、主

に「動物美容技術」の観点から評価す

る。総合評価は、ABC の 3 段階評価

とする。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、

リテラシ、業務遂行の項目から評価

する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理、グ

ルーミング、接客・営業、お預かり

の項目から評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「臨地実務実習評価書（その他のペッ

ト関連企業、諸団体）」は、(1)商品

管理業務、(2)クライアントエデュケ

ーション、(3)清掃・消毒、(4)商品知

識のサービス実習に鑑み設定した。 

対象とする実習は、臨地実習 4、臨

地実習 6とした。 

研修評価基準を ABCの 3段階評価

とし、評価項目を「基本行動」と「実

務能力」の 2つに分け、主に「実務能

力」の観点から評価する。総合評価は、

ABCの 3段階評価とする。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、

リテラシ、業務遂行の項目から評価

する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理、クライ
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  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理、クライア

ントエデュケーション及び商品知識

の項目を評価する。 

④「臨地実務実習評価書（動物関連諸団

体）」は、(1)商品管理業務、(2)クライ

アントエデュケーション、(3)清掃・消

毒、(4)知識のサービス実習に鑑み設定

した。 

対象とする実習は、「臨地実習 4」、「臨

地実習 6」とした。 

研修評価基準をABCの 3段階評価と

し、評価項目を「基本行動」と「実務

能力」の 2つの観点に分けて評価する。

総合評価は、ABCの 3段階評価とする。 

「臨地実習 4」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理の項目を評

価する。 

「臨地実習 6」においては、 

  ・「基本行動」の項目の修得を評価する。 

 ・「実務能力」は、衛生管理及び知識の項

目を評価する。 

アントエデュケーション、商品知識

の項目から評価する。 

 

 



                                             資料 6－1

（臨地実習 2用） 
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臨地実務実習評価書(動物病院) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

動物病院名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 看護技術 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  

 

気 
 

質 

返事ができる  

よく気がつく(積極性がある)  

周囲への配慮ができる  

周りとのコミュニケーションがとれる  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  

語学力がある(読解力がある)  

基礎的な PC操作ができる  

計算・統計能力がある  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 



資料 6－2 

（臨地実習 3用） 
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臨地実務実習評価書(動物病院) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

動物病院名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 看護技術 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  適切に滅菌・消毒ができる  

気 
 

質 

返事ができる  

診
察
補
助 

保定ができる（診療・検体採取補助）  

よく気がつく(積極性がある)  検体検査の準備ができる  

周囲への配慮ができる  画像検査の準備ができる  

周りとのコミュニケーションがとれる  調剤の補助ができる  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)   

語学力がある(読解力がある)   

基礎的な PC操作ができる  

計算・統計能力がある  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 

 



                                             資料 6－3

（臨地実習 5用） 
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臨地実務実習評価書(動物病院) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

動物病院名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 看護技術 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  適切に滅菌・消毒ができる  

気 
 

質 

返事ができる  

診
察
補
助 

保定ができる（診療・検体採取補助）  

よく気がつく(積極性がある)  検体検査の準備ができる  

周囲への配慮ができる  画像検査の準備ができる  

周りとのコミュニケーションがとれる  調剤の補助ができる  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  検
査
補
助 

検査関連機器を適切に操作することができる  

語学力がある(読解力がある)  検体検査の手順を理解し実施することができる  

基礎的な PC操作ができる  医療廃棄物を適切に処理することができる  

計算・統計能力がある  

入 
 

院 

入院動物の観察が的確にできる  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  入院動物の食事の準備及び管理・観察ができる  

看護記録を作成することができる  投薬方法の安全性を理解できる  

備品・消耗品を適切に扱える  周術期の動物の観察を理解することができる  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 



                                             資料 6－4

（臨地実習 1用） 
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臨地実務実習評価書(ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部門) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

貴企業（店舗）・動物病院名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 動物美容技術 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  

 

気 
 

質 

返事ができる  

よく気がつく(積極性がある)  

周囲への配慮ができる  

周りとのコミュニケーションがとれる  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  

語学力がある(読解力がある)  

基礎的な PC操作ができる  

計算・統計能力がある  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 



                                             資料 6－5

（臨地実習 4用） 
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臨地実務実習評価書(ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部門) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

貴企業（店舗）・動物病院名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 動物美容技術 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  
グ
ル
ー 

ミ
ン
グ 

健康チェックができる  

気 
 

質 

返事ができる  基礎的なグルーミングの知識・技術を備えている  

よく気がつく(積極性がある)  接客対応のマナーを理解している  

周囲への配慮ができる   

周りとのコミュニケーションがとれる  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  

語学力がある(読解力がある)  

基礎的な PC操作ができる  

計算・統計能力がある  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 



                                             資料 6－6

（臨地実習 6用） 
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臨地実務実習評価書(ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部門) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

貴企業（店舗）・動物病院名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 動物美容技術 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  
グ
ル
ー 

ミ
ン
グ 

健康チェックができる  

気 
 

質 

返事ができる  基礎的なグルーミングの知識・技術を備えている  

よく気がつく(積極性がある)  接客対応のマナーを理解している  

周囲への配慮ができる  接
客
・
営
業 

来店客の対応ができる  

周りとのコミュニケーションがとれる  着電時の対応ができる（予約含む）  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  ダイレクトメール等の営業活動を理解している  

語学力がある(読解力がある)  お
預
か
り 

動物の観察対応ができる  

基礎的な PC操作ができる  フードを準備し、食事の世話ができる  

計算・統計能力がある  入退時の飼い主対応ができる  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる   

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 
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（臨地実習 4用） 

66 

 

 

臨地実務実習評価書(その他の動物関連企業) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

貴企業（店舗） 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 実務能力 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  

 

気 
 

質 

返事ができる  

よく気がつく(積極性がある)  

周囲への配慮ができる  

周りとのコミュニケーションがとれる  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  

語学力がある(読解力がある)  

基礎的な PC操作ができる  

計算・統計能力がある  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 



                                             資料 6－8

（臨地実習 6用） 
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臨地実務実習評価書(その他の動物関連企業) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

貴企業（店舗） 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 実務能力 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  

ク
ラ
イ
ア
ン
ト 

エ
デ
ュ
シ
ョ
ン 

飼養管理・食事についてアドバイスする知識を学ぶ  

気 
 

質 

返事ができる  疾病・ケガの予防について理解している  

よく気がつく(積極性がある)  
日常管理について指導することができる知識

を学ぶ 

 

周囲への配慮ができる  外部寄生虫について正しい説明知識を学ぶ  

周りとのコミュニケーションがとれる  投薬方法・療法食について正しい説明知識を学ぶ  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  

商
品
知
識 

商品・サービスについて正しい説明知識を学ぶ  

語学力がある(読解力がある)  
健康なペットの状態維持・増進や衛生管理等

正しい説明知識を学ぶ 

 

基礎的な PC操作ができる  
ペットフード・ペット用品等をライフステー

ジに合った説明方法を学ぶ 

 

計算・統計能力がある   

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 



                                             資料 6－9

（臨地実習 4用） 
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臨地実務実習評価書(動物関連諸団体) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

貴団体名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 実務能力 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  

 

気 
 

質 

返事ができる  

よく気がつく(積極性がある)  

周囲への配慮ができる  

周りとのコミュニケーションがとれる  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  

語学力がある(読解力がある)  

基礎的な PC操作ができる  

計算・統計能力がある  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 



                                             資料 6－10

（臨地実習 6用） 
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臨地実務実習評価書(動物関連諸団体) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

貴団体名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 実務能力 評価 

一
般
常
識 

時間を守ることができる  

衛
生
管
理 

整理・整頓ができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切な消毒をすることができる  

清潔な身だしなみで研修できる  各種廃棄物の処理について理解している  

電話対応ができる  
知 

識 

イベント等の趣旨を理解し説明することができる  

気 
 

質 

返事ができる  相談者への助言の内容を理解することができる  

よく気がつく(積極性がある)  最後まで任された業務を遂行できる  

周囲への配慮ができる   

周りとのコミュニケーションがとれる  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(表現力がある)  

語学力がある(読解力がある)  

基礎的な PC操作ができる  

計算・統計能力がある  

業
務
遂
行 

報告・連絡・相談ができる  

看護記録を作成することができる  

備品・消耗品を適切に扱える  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

評 価 日 時 : 平成  年  月  日 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

7．【全体計画審査意見９の回答について】 

＜科目配当年次等が不十分＞ 

配当年次が「１・２・３年次通年」と設定されている「動物実習短期留学」のシラバス

の「履修上の注意」には、履修の前提の授業科目として、「コミュニケーション論」等が

示されているが、これらの授業科目の配当年次が同じ１年次に設定されており、「動物実

習短期留学」の配当年次の設定が適切ではないため改めること。また、学生には一定の

英語能力が求められると考えられるが、教育課程では「英語Ⅰ」（必修２単位）、「英語Ⅱ」

（選択１単位）が設定されているのみであり、どのように学生の英語能力を担保するの

か明確にすること。なお、「動物実習短期留学」が３単位となっているが教育内容に照ら

して適切な設定であることを説明するか、改めること。 

（対応） 

ご指摘のとおり、「動物実習短期留学」の前提科目である 1年次配当の「コミュニケーシ

ョン論」、「動物臨床看護学（基礎・内科）」、「動物生理・繁殖学」、「公衆衛生学」、「コンパ

ニオンアニマルケア論」等の知識を得てから「動物実習短期留学」を履修できるよう、配

当年次を 1・2・3年次から「2・3年次通年」に改める。 

「動物実習短期留学」では Australia Zooでの動物飼育体験実習をとおして、動物飼育や

自然環境保護における動物園の役割などを学ぶ。実習に必要な専門英語能力、つまり、動

物園でのレクチャーや実習指導を理解できるレベルのリスニング、語彙力及び疑問点を質

問するための英語表現力（スピーキング等）は必要と考える。そのため、英語 Iの成績が B

以上であり、かつ英語 II を履修することを「動物実習短期留学」の履修の条件とする。英

語表現能力及び英語運用能力に不足があると認められた場合は、科目担当教員による補習

授業を行い、動物実習短期留学に必要な能力があると認められた場合に履修を可とする。 

また、「英語Ⅰ」、「英語Ⅱ」で一般英語力を学修する以外に、夏季休業中にヤマザキ動物

看護大学で実施される課外授業の英語集中事前講義（ネイティブのゲストスピーカー）を

原則全員に受講させる。なお、留学期間中は動物園での実習効果を高めるために、現地の

動物実習コーディネーター（ネイティブスピーカー）が毎日、その日の学生の質問事項に

応え、翌日の実習に必要な英語表現能力の指導を行う。 

単位数についてはご指摘のとおり、実習科目であることに照らして、資料 7-1 のとおり、

以前計画していた事前学修の旅行英語、動物園関連の英語学修を授業から除外し、Australia 

Zooでの動物実習短期留学体験者による講話、動物園実習での対応にかかわる英語でのロー

ルプレイングなど、動物園実習に関する事前知識を深める学修に変更する。Australia Zoo

が取り組んでいる動物の QOLに配慮した動物飼育方法、多文化共生社会における動物展示

のあり方、自然環境保護における動物園の役割などの予備知識を得たうえで、より動物園

実習での学修がスムーズに進められるようにシラバス（資料 7-1）の内容を改める。また、

オーストラリアでの動物園実習についても、学生が余裕をもって実習に取り組めるよう実

習時間を 1 日 4 時間から 4~8 時間に変更し、動物飼育体験実習という内容に変更がない範

囲で、シラバス（資料 7-1）の内容を改める。これらの事前学修、事後学修の回数及びオー

ストラリアでの動物園実習時間数の変更をもって、単位数を 3 単位から 2 単位に改める。

なお、2 単位の根拠は（表 1）のとおりであり、授業時間は 60 時間あり 2 単位分となるた
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め、適切な単位設定であると考える。 

 

表 1 授業計画と授業時間数 

＊動物園実習は Australia Zooのズーキーパーが同行し、指導する。 

 

表 2 授業科目の概要 

新 旧 

オーストラリア最大規模の動物園である

Australia Zoo は、オーストラリアの環境保護に大き

な役割を果たしていることでも知られている。本実

習は、この動物園が本学学生のために作るカスタム

教育プログラムを中心として行われる。動物飼育体

験の実習においては、動物の QOL に配慮した動物

飼育方法、多文化共生社会における動物展示のあり

方、自然環境保護における動物園の役割などを幅広

く学ぶ。 

受講者は事前学修として、実習目的や実習のポイ

ント等を理解した上で、現地で多種多様な動物園

実習を体験する。さらに渡航先では、宿舎での共同

生活等を通じて、多くを学ぶことになる。帰国後に

は事後学修として、英語の実習報告書の作成と発表

を行う。 

 

（オムニバス方式／全１１回） 

 

オーストラリア最大規模の動物園である

Australia Zoo は、オーストラリアの環境保護に大き

な役割を果たしていることでも知られている。本実

習は、この動物園が本学学生のために作るカスタム

教育プログラムを中心として行われる。現場で用い

る実際的な英語による事前講義、および動物飼育体

験の実習において、動物の QOL に配慮した動物飼

育方法、多文化共生社会における動物展示のあり方、

自然環境保護における動物園の役割などを幅広く学

ぶ。 

受講者は事前学修として夏季集中英語の授業を受

け、さらに渡航先では、宿舎での共同生活等を通じ

て、多くを学ぶことになる。帰国後には事後学修と

して発表を行う。 

 

 

（オムニバス方式／全１５回） 

 

授業計画 授業時間数 

1 事前学修 1（国内）オリエンテーション（実習目的・内容と履修方法の理解）、英語テキ

ストを用いて Australia Zoo について学ぶ 
2時間 

2 事前学修 2（国内）Australia Zoo での動物実習短期留学体験者による講話、動物園実習

での対応にかかわる英語でのロールプレイング 
2時間 

3 動物園実習 1（海外）施設案内と実習の概要説明等 4時間 

4 動物園実習 2（海外）動物園付属野生動物病院見学、ワラビー、カンガルーの飼育管理実習 8時間 

5 動物園実習 3（海外）ハズバンダリー訓練、サイ、キリン等の飼育管理実習 8時間 

6 動物園実習 4（海外）ワオキツネザル、ウォンバット等の飼育管理実習 8時間 

7 動物園実習 5（海外）オーストラリア動物園自然区における野生動物の観察実習 8時間 

8 動物園実習 6（海外）リクガメ、クロコダイル等の飼育管理実習  8時間 

9 動物園実習 7（海外）ディスカッションと実習総括 8時間 

10 事後学修 1（国内）英語による実習報告書の作成（グループワーク） 2時間 

11 事後学修 2（国内）学生の代表による実習報告（英語）発表及び担当教員による講評 2時間 

 合計 60時間 
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（② 荒木 幸子／７回） 

Australia Zooでは、１日４~８時間の実習を行い、

最後にまとめのディスカッションを行う。動物園の

担当者による説明等をもとに、動物飼育体験の実習

にて、動物の QOL に配慮した動物飼育方法等を学

ぶ。本学教員は学生に付き添い、必要な助言を行い、

学生の受講態度等を指導確認する。 

  

 

 

（② 荒木 幸子・① 加藤剛／４回）（共同） 

 事前学修は、動物園実習での対応にかかわる英語

でのロールプレイングや動物実習短期留学体験者

の講話等により実習のポイント等を学修する。事

後学修はグループワークによる英語の実習報告書

の作成と代表学生による成果発表を行う。事前学修

２回分及び事後学修２回分は共同で担当する。 

 

（１１ 荒木 幸子／８回） 

オーストラリア動物園では、午前・午後に分けて

１日計４時間の実習を行い、最後にまとめのディス

カッションを行う。動物園の担当者による説明等を

もとに、動物飼育体験の実習にて、動物の QOL に

配慮した動物飼育方法等を学ぶ。本学教員は学生に

付き添い、必要な助言を行い、学生の受講態度等を

指導確認し、英語の指導等も行う。 

  

（１１ 荒木 幸子・４ 加藤剛／７回）（共同） 

 本実習の全課程の内、事前学修５回分および事後

学修２回分を共同で講義し、報告書作成の指導と成

果発表の評価にあたる。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（56ページ） 

新 旧 

②「動物実習短期留学」及び「研修・ボランティ

ア活動」 

総合科目に含まれる「動物実習短期留学」、「研

修・ボランティア活動」は、総合科目の趣旨を踏

まえ、総合科目から削除し、職業専門科目に配置

する。 

「動物実習短期留学」（配当年次 2・3年次、選

択科目 2単位）は、Australia Zoo（オーストラリ

アズー）での動物飼育実習を通じて、多文化共生

社会における動物関連学問領域のあり方を学び、

グローバルな視野を身に付けることを目的とす

る。その内容は、Australia Zoo（オーストラリア

ズー）において、動物園の担当者による説明等を

もとに、実習を行い、動物の QOL に配慮した動

物飼育方法等を学ぶ。実習の最後には、現地での

総括としてディスカッションを行う。事前学修で

は、オリエンテーション、Australia Zoo での動

物実習短期留学体験者による講話、動物園実習で

の対応にかかわる英語でのロールプレイングな

どを通して、実習目的や内容、注意事項等、動物

②「動物実習短期留学」及び「研修・ボランティ

ア活動」 

総合科目に含まれる「動物実習短期留学」「研

修・ボランティア活動」は、総合科目の趣旨を踏

まえ、総合科目から削除し、職業専門科目に配置

する。 

「動物実習短期留学」は、Australia Zoo（オー

ストラリアズー）における英語及び動物飼育実習

を通じて、多文化共生社会における動物関連学問

領域のあり方を学び、グローバルな視野を身に付

けることを目的とする。その内容は、Australia  

Zoo（オーストラリアズー）における実習及び実

用英語の実践である。なお、留学前には「コミュ

ニケーション論」、「動物臨床看護学（基礎・内

科）」、「動物生理・繁殖学」、「公衆衛生学」、「コ

ンパニオンアニマルケア論」等を履修し、

Australia Zoo（オーストラリアズー）の実習にお

いて衛生管理や動物の取り扱いに関する注意事

項の事前指導を行う。 
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園実習に関する事前知識を深める。帰国後の事後

学修では、英語による実習報告書の作成や実習報

告の発表を行う。 
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【新】                                      資料 7-1 

授業科目 動物実習短期留学 担
当
教
員 

荒木幸子・加藤剛 

科目英名 Short-term Animal Practical Training Abroad 

開講期間 2・3年次通年 選択科目 2単位 科目区分 職業専門科目 

到達目標 

早い時期に大陸として独立し、独自の生態系を有するに至ったオーストラリアは、近代においてヨーロッパ

人の入植により広範で激烈な生態系破壊とその対応と回復とを経験した国である。それゆえ、環境保護意識の

非常に高い国であり、環境保護教育でも高い意識と実績を有している。オーストラリア最大規模の動物園であ

るAustralia Zooは環境保護に大きな役割を果たしていることでも知られているが、この動物園が本学学生の

ために作るカスタム教育プログラムを中心として、現場で用いる実際的な英語によるレクチャー及び動物飼育

体験の実習を通じて、動物のQOLに配慮した動物飼育方法、多文化共生社会における動物展示のあり方、自

然環境保護における動物園の役割などを幅広く学ぶ。 

講義概要 

事前学修として、動物園実習での対応にかかわる英語でのロールプレイングや動物実習短期留学体験者の講話

により実習のポイント等を学んだ後、現地で多種多様な実習を体験する。渡航先では宿舎での共同生活等を通

じ、学生や動物園スタッフらとの交流から多くを学ぶ。帰国後には事後学修として発表を行う。 

授業計画 担当教員 

1 事前学修 1（国内）オリエンテーション（実習目的・内容と履修方法の理解）、英語テ

キストを用いてAustralia Zooについて学ぶ 

荒木・加藤 

2 事前学修 2（国内）Australia Zooでの動物実習短期留学体験者による講話、動物園実習

での対応にかかわる英語でのロールプレイング 

荒木・加藤 

3 動物園実習 1（海外）施設案内と実習の概要説明等 荒木 

4 動物園実習 2（海外）動物園付属野生動物病院見学、ワラビー、カンガルーの飼育管理実習 荒木 

5 動物園実習 3（海外）ハズバンダリー訓練、サイ、キリン等の飼育管理実習 荒木 

6 動物園実習 4（海外）ワオキツネザル、ウォンバット等の飼育管理実習 荒木 

7 動物園実習 5（海外）オーストラリア動物園自然区における野生動物の観察実習 荒木 

8 動物園実習 6（海外）リクガメ、クロコダイル等の飼育管理実習 荒木 

9 動物園演習 7（海外）ディスカッションと実習総括 荒木 

10 事後学修 1（国内）英語による実習報告書の作成（グループワーク） 荒木・加藤 

11 事後学修 2（国内）学生の代表による実習報告（英語）発表及び担当教員による講評 荒木・加藤 

履修上の注意 

海外での生活及び実習の受講に支障がない健康状態であること、定められた日程・実習先で求められる規律

を遵守すること。社会情勢に応じて、また最低参加人数の充足により、開講が決定される。なお、本科目は海

外での実習体験につき、旅費等を含めた別途費用が必要となる。午前・午後の授業計画は現地での状況により

内容が変更になることがある。 

なお、動物園でのレクチャーや実習指導を理解できるレベルのリスニング、語彙力及び疑問点を質問するた

めの英語表現力（スピーキング等）は必要と言えるため、英語 Iの成績がB以上であり、かつ英語 IIを履修

することが本科目の履修の条件となる。また、夏季休業中にヤマザキ動物看護大学で実施される課外授業の英

語集中事前講義（ネイティブのゲストスピーカー）を原則全員が受講すること。留学前には「コミュニケーシ

ョン論」、「動物臨床看護学（基礎・内科）」、「動物生理・繁殖学」、「公衆衛生学」、「コンパニオンアニマルケ

ア論」等を履修することとし、動物園での実習における衛生管理や動物の取り扱いに関する注意事項の事前指

導を行う。 

評価方法（評価基準を含む） 

授業参加状況 70％、発表及びレポート 30％にて総合的に評価する。 

教科書 

適宜プリントおよび視聴覚教材を用いる。実習に関してはオリジナルテキストを配付する。 

参考書、教材等 

Rees『動物園のつくり方―入門動物園学』（農林統計出版）、成島編『大人のための動物園ガイド』（養賢堂）

ほか、適宜資料を配付する。 
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【旧】                                      

授業科目 動物実習短期留学 担
当
教
員 

荒木幸子・加藤剛 

科目英名 Short-term Animal Practical Training Abroad 

開講期間 1・2・3年次通年 選択科目 3単位 科目区分 職業専門科目 

到達目標 

早い時期に大陸として独立し、独自の生態系を有するに至ったオーストラリアは、近代においてヨー

ロッパ人の入植により広範で激烈な生態系破壊とその対応と回復とを経験した国であり、環境保護意識

の非常に高い国であり、環境保護教育でも高い意識と実績を有している。オーストラリア最大規模の動

物園である Australia Zooは、環境保護に大きな役割を果たしていることでも知られているが、この動

物園が本学学生のために作るカスタム教育プログラムを中心として、現場で用いる実際的な英語による

講義、及び動物飼育体験の実習を通じて、動物の QOL に配慮した動物飼育方法、多文化共生社会にお

ける動物展示のあり方、自然環境保護における動物園の役割などを幅広く学ぶ。 

 

講義概要 

事前学修として、ネイティブの英語教員による夏季集中英語講座を受講し、その後、現地で多種多様

な動物実習を体験する。渡航先では、宿舎での共同生活等を通じ、学生や研修先スタッフらとの交流か

ら多くを学ぶ。帰国後には事後学修として発表を行う。 

授業計画 担当教員 

1 事前学修 1 オリエンテーション（講義目的・内容と履修方法の理解） 荒木・加藤 

2 事前学修 2 旅行英語（空港・市内での一般的実用英語） 荒木・加藤 

3 事前学修 3 動物園英語（動物園関連の英語） 荒木・加藤 

4 事前学修 4 動物園英語（動物園関連の英語） 荒木・加藤 

5 事前学修 5 アカデミック英語（環境保護、動物学などに関わる英語） 荒木・加藤 

6 動物園実習 1 実習の概要説明とディスカッション 荒木 

7 動物園実習 2 動物園付属野生動物病院見学、リクガメ管理見学と実習 荒木 

8 動物園実習 3 ズーキーパー同行実習 1 荒木 

9 動物園実習 4 ズーキーパーによる担当動物の説明、質疑応答(ウォンバット等) 荒木 

10 動物園実習 5 ズーキーパー同行実習 2  荒木 

11 動物園実習 6 グループタスク 1（キーパーによる解説を聞き仕事を手伝う）  荒木 

12 動物園演習 Stive Irwin Wildlife Reserveに関する講義と質疑応答 荒木 

13 動物園実習 7 グループタスク 2（動物園付属野生動物病院見学と手伝い） 荒木 

14 事後学修 1 学生による実習報告発表及び担当教員による講評 荒木・加藤 

15 事後学修 2 学生による実習報告発表及び担当教員による講評 荒木・加藤 

履修上の注意 

海外での生活及び実習の受講に支障がない健康状態であること、定められた日程・実習先で求められ

る規律を遵守することを履修の条件とする。社会情勢や最低参加人数の充足により開講する。なお、本

科目は海外での実習体験につき、旅費等を含めた別途費用が必要となる。午前・午後の授業計画は変更

になることもある。4月に説明会を行い、留学の申し込みをもって履修登録を行う。 

 なお、留学前には「コミュニケーション論」、「動物臨床看護学（基礎・内科）」、「動物生理・繁殖学」、

「公衆衛生学」、「コンパニオンアニマルケア論」等を履修し、Australia Zoo（オーストラリアズー）の

実習において衛生管理や動物の取り扱いに関する注意事項の事前指導を行う。 

評価方法（評価基準を含む） 

授業参加状況 70％、発表及びレポート 30％にて総合的に評価する。 

 

教科書 

未定 

参考書、教材等 

未定 

 

 



76 

 

（是正事項）動物トータルケア学科 

8．【全体計画審査意見 15の回答について】 

＜教育課程連携協議会の構成が不十分＞ 

教育課程連携協議会の構成員区分「職業」には職能団体の関係者を想定しているところ

に、ペット産業の関係者が記載されており、区分を改めること。また、実習先の関係者

である構成員区分「協力」の者が１名となっているが、多数のさらに、構成員区分「地

域」に職能団体の者が記載されており区分が適切ではないため改めること。実習先を確

保する計画であることから、多様な意見を聴取することが可能となるよう改めること。

なお、教育課程連携協議会の構成員として、「地域」区分の地方公共団体の関係者が含ま

れておらず、また、動物産業に係る職業団体も含まれていないため適切に改めること。 

（対応） 

ご指摘のとおり、教育課程連携協議会の構成員を以下のように変更し充実させる。 

構成員区分「職業」の区分であった、イオンペット株式会社事業部長の寺本健太郎氏を

「協力」の区分の構成員に変更する。なお、イオンペット株式会社から 14件分の臨地実務

実習施設使用承諾書を提出いただいているため、「協力」として適切である。 

構成員区分「地域」の区分であった、公益社団法人東京都獣医師会理事・副会長の天野

芳二氏を「職業」の区分の構成員に変更する。構成員区分「職業」の構成員に、動物看護

職の動向に詳しい一般社団法人日本動物看護職協会顧問、日本獣医生命科学大学名誉学長

の池本卯典氏を加える。また、構成員区分「地域」の構成員に、地域との連携を図るとも

に災害時におけるペット動物への対応等ついて意見を聞くため、地方公共団体職員の渋谷

区役所危機管理対策部危機管理対策部長の山中昌彦氏、「協力」の区分に臨地実習先であり、

今後さらなる発展が予想されるペット同伴宿泊施設の東京建物リゾート株式会社取締役常

務執行役員兼ホテル事業本部長の藤田秀一氏を追加する（資料 8-1）。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（29ページ） 

新 旧 

（略） 

なお、「職業」区分に学生の卒業後の進路

と想定される動物産業界からの意見を聴く

ため、動物産業界で活躍するイオンぺット株

式会社の事業部長、寺本健太郎氏を構成員と

する。「職業」区分として、動物看護職の動

向に詳しい一般社団法人日本動物看護職協

会顧問、日本獣医生命科学大学名誉学長の池

本卯典氏、「地域」区分として、地域との連

携を図るともに災害時におけるペット動物

（略） 

また、学生の卒業後の進路と想定される動

物産業界からの意見を聴くため、動物産業界

で活躍するイオンペット株式会社の事業部

長、寺本 健太郎氏を構成員に加える。 
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への対応等ついて意見を聞くため、地方公共

団体職員の渋谷区役所危機管理対策部危機

管理対策部長の山中昌彦氏、「協力」区分と

して、臨地実習先であり、今後さらなる発展

が予想されるペット同伴宿泊施設の東京建

物リゾート株式会社取締役常務執行役員兼

ホテル事業本部長の藤田秀一氏を構成員と

する。 

 

                           



資料 8-1 

78～79 

①書類等の題名 

資料 8-1. 教育課程連携協議会構成員名簿（78～79ページ） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

教育課程連携協議会構成員名簿 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・加工なし。 
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【審査意見以外の対応】 

動物トータルケア学科 

【学生自習室の整備】 

実地調査における安部恵美子委員の意見「学生が自ら学ぶ自習スペースを確保するこ

とが望まれる。」への対応について。 

（対応）  

 安部恵美子委員の意見に関して、次のとおり対応する。 

 

学生の自主的な学習に配慮し、完成年度以降に 2 号館 4 階、143 教室（予備室）に学生

自習室を整備する。それまでは 2号館の図書閲覧室を自習室として併用する。（資料 9-1） 



資料 9-1 

81 

①書類等の題名 

 資料 9-1. 校舎図面 2号館 4F 

②出典 

 株式会社野生司環境設計 

③書類等の利用範囲 

 完成年度における 2号館 4階の平面図 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・ヤマザキ動物看護専門職短期大学専用部分をピンク色枠で囲んだ。 

・ヤマザキ動物看護専門職短期大学とヤマザキ動物専門学校共用部分を黄色枠で囲んだ。 



 

 審査意見への対応を記載した書類（5月） 

 

（目次）動物トータルケア学科 

 

【大学等の設置の趣旨・必要性】 

1．＜設置の趣旨、人材像が不明確＞ 

大学、専門学校を存続させつつ専門職短期大学を設置する計画であることについて、専門職短期大

学で養成する人材が、他の学校種で養成する人材とどのような違いがあるのか不明確である。他の

学校種で養成する人材との違いについて、修得する能力、就職等の出口の観点で明確にし、専門職

短期大学として設置する必要性を明らかにすること。その際、専門学校の教育課程と専門職短期大

学の教育課程の比較を明示し、具体的に説明すること。（是正事項） ·································· 1 

 

2．＜設置の趣旨と教育課程の整合性が不明確＞ 

「動物看護コース」と「動物産業コース」を設けコース制を導入する計画であるが、その具体的な

内容が明らかでない。コースごとの人材像や想定される進路を明示し、それぞれ必要な能力を修得

できる教育課程となっていることを説明するか、教育課程を改めること。その際、臨地実務実習の

実習先として、「動物産業コース」の教育目的に合致した実習施設が確保されていることを明らかに

すること。また、コース制について、どの時点で学生がコース選択をするのか、一方に偏った場合

の対応などの具体的な方策についても説明すること。（是正事項） ····································· 20 

 

【教育課程等】 

3．＜教育課程の充実・改善＞ 

「動物生理・繁殖学」「動物病理学」「動物感染症学」「動物薬理学」等の科目が３年次に配当されて

いるが、これらの理論系の科目は病院での臨地実務実習の前に履修しておくことが望ましいため、

教育効果を踏まえて科目の配当年次を再考すること。（改善事項） ····································· 35 

 

4．＜基礎科目の配置、内容が不適切＞ 

基礎科目に配置している科目の中に、動物看護師としての基礎や専門を学修すると見受けられる科

目が複数配置されている。基礎科目は「生涯にわたり自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自

立を図るために必要な能力を育成する」ための授業科目であることに鑑み、区分の変更や新たな科

目の設定により制度の趣旨を踏まえた適切な基礎科目とすること。さらに「実務コンピューター」「ビ

ジネスマナー」「ビジネス文書」については、科目名、科目内容が単なる就職対策に見受けられ短期

大学の教育にふさわしくないため、これらの科目名や科目内容の見直しも行うこと。（是正事項） 
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野において創造的な役割を果たすために必要なものを育成する」ことを目的としているが、本学の

展開科目には基礎科目に配置することが適当な科目も含まれているなど展開科目として適切な科目
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おいて「在宅ケア」等に必要な能力が修得できるとは見受けられないことから、「在宅ケア」等を行

うために必要な科目配置や臨地実務実習先の確保を行うこと。その際には「福祉」の観点も必要と
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機関で行う具体的な実習内容が不明確である。以下の点を説明し、本学の養成する人材にとって十

分に教育効果をあげられる臨地実務実習であることを明らかにしつつ、必要に応じて実習先の見直

し、追加を行うこと。その際、「動物看護コース」「動物産業コース」のコースごとに説明し、両コ

ースに必要な実習先を確保していることを明らかにすること。（是正事項）·························· 72 

 

（１）実習施設を選定する際に、どのような基準で選定したのか。選定の基準を明確にした上で、教
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（２）臨地実務実習の教育目的や教育内容が不明確である。多くの実習施設で共通の目的で実施する
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職務範囲が異なることが考えられるため、学生が行う業務の範囲の基準を設けているのか。基
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分な教育が行えると判断したのか説明すること。 ······················································ 87 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【大学等の設置の趣旨・必要性】 

１．＜設置の趣旨、人材像が不明確＞ 

大学、専門学校を存続させつつ専門職短期大学を設置する計画であることについて、専 

門職短期大学で養成する人材が、他の学校種で養成する人材とどのような違いがあるの 

か不明確である。他の学校種で養成する人材との違いについて、修得する能力、就職等 

の出口の観点で明確にし、専門職短期大学として設置する必要性を明らかにすること。 

その際、専門学校の教育課程と専門職短期大学の教育課程の比較を明示し、具体的に説 

明すること。 

（対応） 

 本学が 3 年制専門学校を、3 年制専門職短期大学へ改組することをもって、専門職短期大

学を設置する計画において、不明確な点について見出しを付けて以下のとおり説明する。 

＜１．専門学校と専門職短期大学の教育課程の違い＞ 

＜２．実習の違い＞ 

＜３．教員組織の違い＞ 

＜４．就職先の違い＞ 

＜５．養成する人材像の違い＞ 

＜６．専門職短期大学として設置する必要性＞ 

 

＜１．専門学校と専門職短期大学の教育課程の違い＞ 

 専門学校の教育課程は、即戦力を養成するため、教育課程において講義と実習の割合が

約半々であり、実習授業に多くの時間を割いている。また、実習授業では、技術修得のた

めに何度も繰り返すリピート授業を行うことが、社会に出た時の確実な即戦力となる。専

門学校の卒業生の 8 割強が動物病院に就職し、その半数がイヌやネコのグルーミング（美

容）業務を行っていることから、獣医師の補助をするための看護、保定及び検査の実習に

加え、グルーミング（美容）技術習得のための実習時間が多い。特に明文化されたカリキ

ュラムポリシーはない。 

 専門職短期大学の教育課程は、ご指摘のとおり是正事項 5 でカリキュラムポリシーを改

正し、教育課程において修得した知識・技術をとおし、動物の訪問看護及び動物の在宅ケ

アに必要な応用的能力を修得する。 

 

 専門学校と専門職短期大学の教育課程の違いを明確にするため、「専門職短期大学と専門

学校の教育課程対照表」（資料 1-1）を作成して、その比較を明示した。しかしながら、専

門職短期大学は単位制で専門学校は時限数制であることから、90 分授業を 1 回と換算して

対照表を作成したが、専門職短期大学は合計1516回で専門学校は1700回であることから、

回数を比較すると、大きな違いは見られない。 

 そこで、対照表の中から例を挙げて、講義科目と実習科目について比較の上、教育内容
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と質の違いについて次のとおり説明する。 

 例えば「動物看護学概論」では、専任教授（博士）が 90 分授業 15 回の講義において、

動物看護師による動物看護の必要性を理解した上で、看護に伴う社会的責任について、倫

理的及び法的根拠を基に動物看護という職域、立場を理解することを掲げ幅広く奥の深い

教育を行う。講義では、動物看護学はまだ新しい分野の学問であるため、動物看護学と人

の看護学の共通性と相違を比較することから始まり、動物看護学の重要性と特殊性を認識

させるとともに、臨床における必要性等を学修する。 

 さらに、“疾病と予防に関する看護”等を教授する。教育計画では、壮年期動物の看護、

老齢動物の看護、終末期動物医療と動物看護、動物福祉とヘルスケアの他に、実験動物と

動物看護、産業動物臨床と動物看護に至る幅広い教育が行われる。しかるに、専門学校で

は「動物看護学概論」90 分 5 回の講義で、動物看護師としての行動規範、職業倫理観、併

せて動物看護の意義や動物看護師を取り巻く他者との関係について学修するが、とてもこ

こまで及ばない。 

もう一つ例を挙げれば、専門職短期大学における「動物形態機能学」は 90 分講義 15 回、

「動物形態機能組織学」は 90 分講義 15 回に加え、「動物形態機能学・組織学実習」は 20

回の合計 50 回を配置しているのに対し、専門学校では「動物形態機能学」90 分 10 回の講

義で、犬と猫の体の構造と機能を理解することに主眼を置いて、形態機能学の総論と骨格

系から泌尿・生殖器系までの解剖と生理を系統的に学修する。 

 専門職短期大学の「動物形態機能学」の講義では、動物の形態を肉眼的（マクロ）な解

剖学の知識を基礎として、器官が担う生理的な役割を理解した上で、正常と疾病により起

こりうる問題点について、必要な名称やチェックポイントを理解することを到達目標に 1.

体の部位、2.頭部、3.前肢、後肢、4.口腔、歯、消化管、5.消化腺、6.呼吸器、7.泌尿器、

8.生殖器、9.リンパ系、10.内分泌、11.心臓、12.感覚器官、13.外皮、14.中枢神経、15.ショ

ックとストレスを体系的に学修する。「動物形態機能組織学」では、生物体の正常な形態と

構造を理解した上で細胞の機能を学び、細胞学とその組織を形態学的に学ぶことにより、

狭義の組織学を理解し、「動物形態機能学・組織学実習」を履修することから、動物の形態、

機能、組織を体系的学問として広く深く学修するのに対し、専門学校ではそこまで至らな

い。 

さらに、専門職短期大学の教育の特色は、専門学校にはない次の科目を配置している。

訪問看護・在宅ケアの出来る動物看護師の養成を目的としていることから、職業専門科目

では「訪問動物看護学」、「動物口腔ケア論」、「動物口腔ケア実習」、「動物トータルライフ

環境論」、「動物トータルライフ演習」、「動物ソーシャルワーク」の科目を配置した。また、

教育の質と幅を広げるために「産業・実験動物学」、「動物飼育管理論」、「野生動物学」を

配置した。 

 なお、専門学校では、動物種別の授業が特色であり、「イヌ学・飼養管理学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・

Ⅳ」、「イヌの品種概論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「ネコの臨床学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「鳥類学Ⅰ・Ⅱ」、「馬学」、

「エキゾチックアニマル」、「ネコ学・審査とグルーミングⅠ・Ⅱ」を配置している。 
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＜２．実習の違い＞ 

 専門学校では、学問を深く追求するより実習授業で技術修得のため、「AHT 実習（動物看

護）」、「臨床検査実習」、「グルーミング実習」、「講義実習・犬」、「講義実習・猫」、「ジャッ

ジング」、「トレーニング実習」、「就職演習」等を何度も繰り返して学修することにより、

修得した技術に自信を持って即戦力として社会で活躍することを目的に授業の半分を学内

の実習に充てている。 

専門職短期大学は、産業界と共につくる学校種であることから、学内での 450 時間の実

習に加えて学外での 450 時間の臨地実務実習を課し、飼い主（消費者）とペット関連の産

業界（動物医療を含む）を繋ぐ実務能力を養成する。さらに、この臨地実務実習をとおし

て就業意識を高め、実習後の学修意欲の向上を図る。また、職業選択における自らの適性

理解を促し、就職先での定着率を高める。この学外での臨地実務実習が本学の大きな特色

であることを臨地実務実習計画書（資料 1-2）で説明する。 

この臨地実務実習は、専門学校及び大学では今までになかった教育である。1 年次に夏季

若しくは春季に履修する「臨地実習 1」（必修）、「臨地実習 2」（必修）は、校舎（1 号館）

に併設されているペットサロン「シブヤ・ドッグ・ビューティー」と動物病院「アニマル・

メディカル・センター」でそれぞれ 3 日間（1 日 7 時間）の実習を行う。特に入学年次であ

ることから、学内で学修することは新入生及び指導に当たる専任教員 4 名にとっても、教

育効果を考えると恵まれた環境と言える。 

2 年次に必修授業として配置されている「臨地実習 3」（必修）、3 年次に選択必修授業と

して配置されている「臨地実習 5」の動物病院と、「臨地実習 4」（必修）及び選択必修授業

の「臨地実習 6」により動物関連企業へと繋がる実習を体験できる。それぞれ 1 日の業務の

流れを知ることから始まり、飼い主と動物にどのように対応すべきか、職場の環境整備（消

毒を含む）をどう行うか等を導入部として位置付けてある。 

2 年次夏季に履修する「臨地実習 3」（必修）の動物病院では、基本的に 8 日間ずつ 2 か

所の動物病院で実習することにより、地域差によって来院する患畜の違いがあること、動

物病院、獣医師の特色により症例の内容や数に違いが出ること、動物看護師が勤務年数や

経験により、どのような業務を行っているか等を知り、自分の適性と合わせて、将来自分

がどのような動物看護師を目指すかの指針を得ることに繋がる。 

「臨地実習 3」は初めての学外実習であることから専任教員 6 名により巡回指導を行う。

この臨地実務実習では、事前教育 4 時間、事後教育 4 時間を実施する。 

2 年次春季に履修する「臨地実習 4」（必修）では、専門学校や大学では全く行ってこな

かった企業での学外実習を 8 日間ずつ 2 か所の動物関連企業で実習することは、動物関連

産業を支える人材教育として画期的なものである。更に、動物看護師を目指す学生が全員

必修科目として履修することは、動物関連産業界の将来にとっても期待の大きいところで

ある。 

「臨地実習 4」は企業における初めての学外実習であり、専任教員 6 名により巡回指導を

行う。なお、事前教育 4 時間、事後教育 4 時間を実施する。 
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動物関連企業は多岐に亘ることから、大きく 3 つの分野（1.ペットサロン・ペットショッ

プ、2.ペットホテル・訓練施設・老犬ホーム・ペット同伴宿泊施設、3.その他のペット関連

企業・動物愛護団体）に分けて、学生たちに貴重な実習をさせることになるため、巡回指

導に当たる専人教員は 6 名を配置し、他の専任教員達にも業界を知ることが教育上必要と

されることから巡回指導に参加させる。 

3 年次夏季に履修する「臨地実習 5」と「臨地実習 6」を選択必修科目としたのは、卒業

後の進路を明確にし、就職を想定して実習先を決定する等を配慮しているためである。 

 「臨地実習 5」は動物病院への就職を想定し、基本的に 7 日間ずつ 3 か所の動物病院で実

習を行う。専門職短期大学では、訪問看護・在宅ケアのできる動物看護師を養成すること

及び豊かな想像力をもって産業界を担う人材養成を目指していることから、最後となるこ

の実習が単なる業務体験で終わることなく、動物病院の役割や将来の動物看護師の姿に新

しい価値を生み出すために、病院長及びスタッフとのコミュニケーションから、あるいは

飼い主から様々な要望を情報として捉え、それに自分の考えを加えて、総合科目で発表す

る。巡回指導は専任教員 5 名で行う。なお、事前教育 1.5 時間、事後教育 1.5 時間を実施す

る。 

 「臨地実習 6」は動物関連企業等の就職を想定し、同じく基本的に 7 日間ずつ 3 か所の企

業ないし店舗等で実習を行い、卒業後の進路に繋がるよう配慮して実習先の選定を行う。 

最後となるこの実習が単なる業務体験で終わることなく、産業界の将来を見据え、単なる

販売員、職員に留まることなく、動物看護師として職域拡大に繋がるよう指導者及びスタ

ッフとのコミュニケーションから、あるいは飼い主から様々な要望を情報としてとして捉

え、それに自分の考えを加えて、総合科目で発表する。巡回指導は専任教員 5 名で行う。

なお、事前教育 1.5 時間、事後教育 1.5 時間を実施する。 

 

＜３．教員組織の違い＞ 

 大学の専任教員は、教授 16 名、准教授 4 名、講師 10 名、助教 4 名の合計 34 名（博士

20 人、修士 10 人、学士 4 人）であり、非常勤講師は 31 名、教育助手は 19 名である（平

成 29 年度）。 

専門職短期大学は、認可申請中につき予定数となっているが、教授 5 名、准教授 1 名、

講師 6 名、助教 2 名の合計 14 名（博士 3 人、修士 6 人、学士 3 人、専修学校・各種学校卒

2 人）を予定している（平成 32 年度末の予定数）。なお、実務家教員は 7 名を予定しており、

そのうち 3 名は実務家教員（研究）である。また、非常勤講師は 27 名となっている。 

専門学校の専任教員は、講師 21 名（学士 3 人、専修学校・各種学校卒 17 人）であり、

非常勤講師は 49 名である（平成 29 年度）。 

 

＜４．就職先の違い＞ 

就職等の出口の観点から説明すると、ヤマザキ動物看護大学の就職率は 97.4％（平成 28

年度）であり、就職先は、動物病院 49.6％、動物関連産業等 50.4％である。それに対し、
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ヤマザキ動物専門学校の就職率は 95.0％（平成 28 年度）であり、就職先は、動物病院 83.0％

（43.0％はグルーミングを含む）、その他（サロンショップを含む）17.0％という結果であ

った。 

主な就職先である動物病院の半数はグルーミング（イヌ・ネコの美容）業務を行ってい

ることから、専門学校では教育課程の半分を学内での実習に要し、多くの実習授業をとお

して看護と美容の即戦力となる技術を備えた動物看護師を動物病院に送り出している（全

体の 8 割強）。動物関連企業は 2 割弱に留まる。 

専門職短期大学の就職先は、動物病院及び動物関連企業の 3 分野（①ペットサロン・ペ

ットショップ、②ペットホテル・訓練施設・老犬ホーム・ペット同伴宿泊施設、③その他

のペット関連企業・動物愛護団体を想定し、臨地実務実習先での知識と経験を活かし、動

物関連企業への就職領域の拡大が見込まれる。 

 

＜５．養成する人材像の違い＞ 

学校法人ヤマザキ学園のヤマザキ動物看護大学、ヤマザキ動物専門学校及びヤマザキ動

物看護専門職短期大学の養成する人材像の違いは以下のとおりである。 

大学は、動物看護学の教育と研究の双方を目的に、学術研究の発展という目標を掲げ、

動物看護学の科学的体系作りを進めてきた。そのため、「動物看護学部 動物看護学科」の

教育において動物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理観を備え、豊かな人間性と幅広い

視野を持ち、動物愛護に関わる基本的な理論・技術を身に付けた動物看護の高度化と専門

分化に対応する良質な動物看護師を養成する。 

専門学校は、動物愛護の精神に基づき、地域に根差し、現場に必要な即戦力として活躍

する知識と技術を身に付けた動物のスペシャリストを養成してきた。専門学校の「動物看

護・美容学科」の教育においては、深く真理を追究する大学や専門職短期大学とは異なり、

学内実習に重きを置き、社会で即戦力として活躍する人材を養成する。 

専門職短期大学は、「動物トータルケア学科」において、動物の生から死までを看取る動

物看護師の養成及びペット関連産業界で職域を拡大した動物看護師の養成を目指している。

そのことからキャリア教育・職業教育を充実・強化し、産業構造の変化や技術革新、グロ

ーバル化等の社会状況の変化に直面しても、職業を通じた社会との関わりを持ち続けるこ

とができる高度な実践力と豊かな創造力をもつ職業人としての動物看護師を養成する。 

専門職短期大学では、動物病院に勤務する動物看護師が獣医師の補助職にとどまらず、

動物看護師がチームをつくり、動物医療と協働の上、在宅ケアを充実していくなど、動物

看護師の職域を拡大するためのアイデアから、社会的意義のある新しい動物看護師の役割

を創造できる人材の養成を目指している。 

また、ペットを飼育可能なマンションの内装計画やリフォームへの参画、高齢犬等に優

しい居住空間を整備するためのアドバイス等の実施等、新しい事業を起業するなど、積極

的に動物関連産業の発展に寄与する人材の養成を目指している。 
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＜６．専門職短期大学として設置する必要性＞ 

第 1 に専門職短期大学を設置する必要性としては、ペット産業がコンパニオンアニマル

の飼育数の増加により、飛躍的成長をとげ、1 兆 5,000 億円に届こうとしている現状におい

て、市場を支える人材の養成が急務となっている。その内訳は、ペット関連サービス等 7,480

億円（ペット医療 3,009 億円を含む）、ペットフード市場 4,735 億円、ペット用品市場 2,505

億円となっている。なお、ペット関連サービスのうち、ペット保険の市場は現在 430 億円

であり、国内加入率は 5％となっているが、将来、イギリスの犬猫の加入率 45％と同様に

なった場合はその市場規模は 1,500～2,000 億円程度になると予想される（資料 1-3）。 

ペット医療が 3,009 億円に対し、その他のペット関連産業は 1 兆 2,127 億円であること

から、ペット関連産業から飼い主（消費者）と市場を結び、産業界の発展に寄与する動物

看護師を養成する専門職短期大学が望まれる。 

第 2 に、本学が訪問看護・在宅ケアができる動物看護師の養成を目的としていることか

ら、動物医療（ペット医療）においても訪問医療に同行する動物看護師の要望が高まって

いる。 

近年になり飼い主の高齢化と飼育されているイヌやネコの高齢化に伴い、高齢犬等の健

康維持をサポートする訪問看護・在宅ケアの要望が高まっている。臨地実務実習で多くの

経験を重ね、実践力を兼ね備えた動物看護師が訪問先で飼い主に行うアドバイスは、飼い

主（消費者）と市場を結び、産業界の発展に寄与するものといえる。自宅での飼育やケア、

商品の選択や保険等に関するアドバイスは産業界においても付加価値を生み出す。 

第 3に、日本の将来を見据えて産業界のイノベーションが問われている経済状況に鑑み、

動物関連産業界においても、動物医療を支え、動物関連企業では新たな創造力を持って、

職域を拡大し、動物関連産業界の一角を担う動物看護師が期待されている。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（3～8 ページ） 

新 旧 

1．専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(1)設置の趣旨及び必要性 

②専門職短期大学設置の経緯と必要性 

 

（略） 

 

日本で唯一の動物看護学部を擁するヤマザ

キ学園大学（動物看護学科動物看護学科：

入学定員 180 名）（平成 30 年 4 月 1 日ヤマ

ザキ学園大学からヤマザキ看護動物大学に

校名変更した。以下同様とする。）を開学し、

今日に至っている。 

 

（略） 

 

現在、九州保健福祉大学、倉敷芸術科学

大学、帝京科学大学、日本獣医生命科学大

学、ヤマザキ看護動物大学、酪農学園大学、

東亜大学、千葉科学大学の 8 校が受験認定

を受け、専修学校 68 校（資料 12）を加え、

全国で 76 校が受験している。 

 

 

（略） 

 

このような状況の中で、臨地実務実習（臨

地実習を正式名称臨地実務実習に変更し

た。ただし、科目名は除く。以下同様とす

る。）で多くの経験を重ね、実践力を兼ね備

え、産業界の職場で飼い主に飼育やケアの

他、商品や保険に関してアドバイスのでき

る人材の養成が要望されている。それらの

要望に応えるため、ヤマザキ看護動物大学

の特色ある教育・研究と、ヤマザキ動物専

門学校の実学教育の経験を踏まえ、3 年制

1．専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(1)設置の趣旨及び必要性 

②専門職短期大学設置の経緯と必要性 

 

（略） 

日本で唯一の動物看護学部を擁するヤマザキ

学園大学（動物看護学科：入学定員 180 名）

を開学し、今日に至っている。 

 

 

 

 

 

（略） 

 

 

現在、九州保健福祉大学、倉敷芸術科学大

学、帝京科学大学、日本獣医生命科学大学、

ヤマザキ学園大学、酪農学園大学、東亜大学、

千葉科学大学の 8 校が受験認定を受け、専修

学校 68 校（資料 12）を加え、全国で 76 校が

受験している。 

 

（略） 

 

このような状況の中で、臨地実習で多くの経

験を重ね、実践力を兼ね備え、産業界の職場

で飼い主に飼育やケアの他、商品や保険に関

してアドバイスのできる人材の養成が要望さ

れている。それらの要望に応えるため、ヤマ

ザキ学園大学の特色ある教育・研究と、ヤマ

ザキ動物専門学校の実学教育の経験を踏ま

え、3年制の専門職短期大学を平成 31年 4月、

渋谷区松濤に設置する。 
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の専門職短期大学を平成 31 年 4 月、渋谷

区松濤に設置する。 

 

（略） 

 

日本の将来を見据えて産業界のイノベー

ションが問われている経済状況に鑑み、動物

関連産業界においても、動物医療を支え、動

物関連企業では新たな創造力を持って、職域

を拡大し、動物関連産業界の一角を担う動物

看護師が期待されている。 

 

（略） 

 

設置する学校種を 3 年制の専門職短期大

学とする理由は、昭和 42 年以来、動物看

護や動物美容の教育に携わり、昭和 60 年

以降は圧倒的に 3 年制の学科が支持され、

その結果、専門学校では就職率 95％を保持

してきたことによる。また、4 年制大学に

入学し、教育・研究に進むより実務力を身

に付け、社会で活躍することを希望する高

校生の層が見受けられる。特に動物と接す

ることの多い実習授業や臨地実務実習を好

む学生には新制度の専門職短期大学への期

待が大きい。また、就職等の出口の観点か

ら説明すると、ヤマザキ動物看護大学の就

職率は 97.4％（平成 28 年度）であり、就

職先は、動物病院 49.6％、動物関連産業等

50.4％である。それに対し、ヤマザキ動物

専門学校の就職率は 95.0％（平成 28 年度）

であり、就職先は、動物病院 83.0％（43.0％

はグルーミングを含む）、その他（サロンシ

ョップを含む）17.0％という結果であった。

主な就職先である動物病院の半数はグルー

ミング（イヌ・ネコの美容）業務を行って

いることから、専門学校では教育課程の半

 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置する学校種を 3 年制の専門職短期大学

とする理由は、昭和 42 年以来、動物看護や動

物美容の教育に携わり、昭和 60 年以降は圧倒

的に 3 年制の学科が支持され、その結果、専門

学校では就職率 95％を保持してきたことによ

る。また、4 年制大学に入学し、教育・研究に

進むより実務力を身に付け、社会で活躍するこ

とを希望する高校生の層が見受けられる。特に

動物と接することの多い実習授業や臨地実習

を好む学生には新制度の専門職短期大学への

期待が大きい。なお、ヤマザキ学園大学の就職

率は 97.4％（平成 28 年度）であり、動物病院

49.6％、動物関連産業等 50.4％であることか

ら、3 年制の専門職短期大学の卒業生の進路は

動物関連産業に移行していく傾向が予想され

る（資料 14）。 

なお、450 時間の臨地実習を履修しつつ、一

般財団法人動物看護師統一認定機構主催の動

物看護師統一認定試験の受験資格となるコア

カリキュラムを履修して、同認定試験に対応す

るためにも、3年間の教育期間が必要とされる。 

ヤマザキ学園大学においては、教養科目から

卒業論文に至る授業科目の体系をもって 4 年
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分を学内での実習に要し、多くの実習授業

をとおして看護と美容の即戦力となる技術

を備えた動物看護師を動物病院に送り出し

ている（全体の 8 割強）。動物関連企業は 2

割弱に留まる。 

3 年制のヤマザキ動物看護専門職短期大

学の就職先は、動物病院及び動物関連企業の

3 分野（①ペットサロン・ペットショップ、

②ペットホテル・訓練施設・老犬ホーム・ペ

ット同伴宿泊施設、③その他のペット関連企

業・動物愛護団体を想定し、臨地実務実習先

での知識と経験を活かし、動物関連企業への

就職領域の拡大が見込まれる（資料 14）。 

 

（略） 

 

また、ヤマザキ動物専門学校の教育課程

は、技術の即戦力を養成するため学内実習を

中心に、講義と実習の割合が約半々であり、

実習授業に多くの時間を割いている。また、

実習授業では、技術修得のために何度も繰り

返すリピート授業を行うことが、社会に出た

時の確実な即戦力となる。新制度の専門職短

期大学のように関連する他分野の展開科目

等は配置していない。 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学の教育

課程は、ディプロマポリシー、カリキュラ

ムポリシーに沿って、教育課程において修

得した知識・技術をとおし、動物の訪問看

護及び動物の在宅ケアに必要な応用的能力

を修得する。 

 

（略） 

 

 この度、新たに学校教育法の改正により

制定された専門職短期大学は、深く専門の

学芸を教授研究し、専門性が求められる職

間の履修を行い、動物看護学の科学的体系を構

築するための教育・研究機関として、ヤマザキ

動物看護専門職短期大学とは異なる役割を果

たすものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

また、ヤマザキ動物専門学校の教育は、技

術の即戦力を養成するため学内実習を中心に

しており新制度の専門職短期大学のように関

連する他分野の展開科目等は配置されていな

い。 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

この度、新たに学校教育法の改正により制定

された専門職短期大学は、深く専門の学芸を教

授研究し、専門性が求められる職業を担うため
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業を担うための実践的かつ応用的な能力を

養成することを目的とするものであり、

450 時間の臨地実務実習を行うことを特色

とする。 

なお、専門職短期大学は、キャリア教育・

職業教育を充実・強化し、産業構造の変化

や技術革新、グローバル化等の社会状況の

変化に直面しても、職業を通じた社会との

関わりを持ち続けることができる高度な実

践力と豊かな創造力をもつ職業人としての

動物看護師を養成する。 

 

（略） 

 

新たに設立されるヤマザキ動物看護専門

職短期大学においては、動物看護師として

訪問看護・在宅ケアの要望に応えるととも

に、同時に動物看護の素養を備えて臨地実

務実習で多くの経験を重ね実践力を備え

た、飼い主と市場を結び産業界の発展に寄

与する人材を養成するものである。ヤマザ

キ動物看護専門職短期大学、ヤマザキ動物

看護大学、ヤマザキ動物専門学校は、それ

ぞれの役割をもって、社会に必要な人材を

養成する。 

 

（略） 

 

(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進

路等 

①訪問看護及び在宅ケアに関する教育研究

と実習の充実 

 

（略） 

 

したがって、本学の動物看護師養成には、

訪問看護・在宅ケアに関する知識と技術の教

の実践的かつ応用的な能力を養成することを

目的とするものであり、450 時間の臨地実習を

行うことを特色とする。 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

新たに設立されるヤマザキ動物看護専門職

短期大学においては、動物看護師として訪問

看護・在宅ケアの要望に応えるとともに、同

時に動物看護の素養を備えて臨地実習で多く

の経験を重ね実践力を備えた、飼い主と市場

を結び産業界の発展に寄与する人材を養成す

るものである。ヤマザキ動物看護専門職短期

大学、ヤマザキ学園大学、ヤマザキ動物専門

学校は、それぞれの役割をもって、社会に必

要な人材を養成する。 

 

 

（略） 

 

(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進路等 

①訪問看護及び在宅ケアに関する教育研究と

実習の充実 

 

 

（略） 

 

したがって、本学の動物看護師養成には、訪

問看護・在宅ケアに関する知識と技術の教育が
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育が必要とされる。加えて、高齢犬のリハビ

リテーションや口腔ケアを修得することも

大切である。 

本学が養成する動物看護師は獣医師の指

示の下、往診に同行して行う業務と獣医師

とは別に独自に行う行為がある。「在宅ケ

ア」は「訪問看護」で行われる内容と重な

る部分もあるが、獣医師の同行が必要とさ

れない動物看護師独自の業務があり、必要

に応じては主治医（獣医師）との連携も図

る。必要な能力は本学の教育課程で修得で

きる。「在宅ケア」は「訪問看護」の内容と

重なる部分が多いが、それぞれに分けて説

明すると次のとおりである。 

「在宅ケア」とは、家庭において幼齢動

物から高齢動物のライフステージに対応

し、様々な場面で飼い主のサポートを行う

トータルケアである。例えば、幼齢動物に

対しては家庭の飼育環境を整備し、トイレ

トレーニングや乳歯から永久歯に生え変わ

る際の口腔ケアを行う。また、高齢動物に

対して、移動の負担を減らし自宅でシャン

プー、カットを行う他、補食のサポートも

行う。犬のグルーマー（美容師）と同じに

シャンプー、カットを行う場合の他、動物

看護師として立ち上がることの出来ない高

齢犬や障害犬の体調を見ながらシャンプー

を行うこと等を含む。 

なお、終末期ケア及びグリーフケアも「在

宅ケア」に含まれる。 

「訪問看護」とは、動物看護師が病気や

障害を抱えながら自宅療養中の動物を対象

に、往診治療の際、獣医師の指示のもとチ

ーム医療の一員として治療の補助を行うこ

とである。 

具体的な内容は、病気治療のための獣医

師の補助としての動物看護であり、往診治

必要とされる。加えて、高齢犬のリハビリテー

ションや口腔ケアを修得することも大切であ

る。 
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療時に獣医師の治療の補助や獣医師が行う

検体採取（採血・採尿・採便等）の補助、

動物の保定、飼い主への薬の投与状況の確

認や指導を行う。また、獣医師と飼い主の

関係調整として、双方のコミュニケーショ

ンが円滑に進むよう動物看護師は飼い主の

意思や希望が主治医に正確に伝わるように

サポートし、対象動物のＱＯＬを維持する

等が挙げられる。 

更に、獣医師が医学的見地も含めて選択

肢の一つとして挙げる安楽死について、悩

む飼い主を支えるのも動物看護師の役割と

言える。 

また、人と動物の共生において、公衆衛生

学は動物看護師にとって重要な科目である。

動物の医療が進み、動物臨床検査学及び実習

の授業は動物の健康管理に欠くことのでき

ない領域である。イヌやネコの高齢化に対応

し、動物臨床栄養学に加え、動物トータルラ

イフ演習では、自然食、手作り食、肥満管理

に至る授業内容を展開する。動物人間関係学

では、動物が介在する人の福祉についても学

修する。この分野を学修し、動物病院にとど

まらず、ペットサロン、ペットショップ、ペ

ットホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット

同伴宿泊施設、その他のペット関連企業、動

物関連団体などへの職域拡大を図る。 

これらの教育研究を行う専門職短期大学

を設置する。 

 

（略） 

 

②動物看護師の職域の拡大と措置行後の

進路 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、人と動物の共生において、公衆衛生学は

動物看護師にとって重要な科目である。動物の

医療が進み、動物臨床検査学及び実習の授業は

動物の健康管理に欠くことのできない領域で

ある。イヌやネコの高齢化に対応し、動物臨床

栄養学に加え、動物トータルライフ演習では、

自然食、手作り食、肥満管理に至る授業内容を

展開する。動物人間関係学では、動物が介在す

る人の福祉についても学修する。この分野は、

動物看護師の職域を広げるものである。 

 

 

 

 

これらの教育研究を行う専門職短期大学を

設置する。 

 

（略） 

 

②動物看護師の職域の拡大と措置行後の 

進路 

 

（略） 
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この度の専門職短期大学設置認可申請に際

し、本学が所在する渋谷区の長谷部健区長

をはじめ、動物病院や動物関連産業界より

多数の賛同意見をいただいている（資料

18）。 

 

（略） 

 

補助犬の育成については、動物看護師がそ

の職域の一端を担い、補助犬の増加に貢献

することができる。 

 

（略） 

 

(4)養成する人材像 

①養成する人材像 

本学では、動物看護学の中でも特にコン

パニオンアニマルの看護を主体として、動

物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理観

を身につけた動物看護師を養成する。特に、

訪問看護・在宅ケアにおいてコンパニオン

アニマルの看護、介護、健康管理、口腔ケ

ア、グルーミング、しつけ、食事と栄養指

導等、疾病予防、衛生管理を含むライフサ

ポートを担当する人材を養成する。また、

動物関連産業界において飼い主（消費者）

と市場を結ぶ役割を果たす人材を養成す

る。 

本学が養成する人材像は次のとおりであ

る。 

・動物愛護の精神に則り、動物病院及び動

物関連産業において実務家として社会に

貢献する人材 

・基本的な理論・技術を身に付け、常に強

い向上心とフロンティア精神を持ち、実

務力を備えた人材 

・豊かな人間性とグローバルな視野を身に

この度の専門職短期大学申請に際し、本学が

所在する渋谷区の長谷部健区長をはじめ、動

物病院や動物関連産業界より多数の賛同意見

をいただいている（資料 18）。 

 

 

（略） 

 

補助犬の養成については、動物看護師がその

職域の一端を担い、補助犬の増加に貢献する

ことができる。 

 

（略） 

 

(4)養成する人材像 

①養成する人材像 

本学では、動物看護学の中でも特にコンパ

ニオンアニマルの看護を主体として、動物愛

護の精神に則り、共生の思想と倫理観を身に

つけた動物看護師を養成する。特に、訪問看

護においてコンパニオンアニマルの看護、介

護、健康管理、口腔ケア、グルーミング、し

つけ、食事と栄養指導等、疾病予防衛生管理

を含むライフサポートを担当する人材を養成

する。また、産業界において飼い主と市場と

結ぶ役割を果たす人材を養成する。 

 

 

（追加） 

 

ア 動物愛護の精神に則り、動物病院及び動

物関連産業において実務家として社会に

貢献する人材 

イ 基本的な理論・技術を身に付け、常に強

い向上心とフロンティア精神を持ち、実

務力を備えた人材 

ウ 豊かな人間性とグローバルな視野を身に
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付け、実践的、応用的能力を備えた人材 

 

専門職短期大学では、動物病院に勤務す

る動物看護師が獣医師の補助職にとどまら

ず、動物看護師がチームをつくり、動物医

療と協働の上、在宅ケアを充実していくな

ど、動物看護師の職域を拡大するためのア

イデアから、社会的意義のある新しい動物

看護師の役割を創造できる人材の養成を目

指している。 

 

（略） 

 

②ディプロマポリシー 

 卒業までに所定の単位を取得し、本学科

の養成する人材像の実現に必要な知識、技

術を修得した者に、卒業を認定し、動物看

護短期大学士（専門職）の学位を授与する。 

本学のディプロマポリシーは次のとおり

である。 

 

（略） 

 

本学のディプロマポリシーに述べられて

いる動物の訪問看護及び動物の在宅ケアに

必要な応用的能力とは、教育課程の中で修

得する知識・技術をとおして、病気や障害

を抱えながら自宅療養中の動物や家庭にお

ける幼齢動物や高齢動物のライフステージ

に対応し、健康問題がどのように変化する

のかを理解した上で、ケアプランを立て、

問題を解決するための能力である。また、

飼い主自身が飼育動物のケアができるよう

に指導し、飼い主の相談に対応するための

能力である。 

 

付け、実践的、応用的能力を備えた人材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

②ディプロマポリシー 

 卒業までに所定の単位を取得し、本学科の養成する

人材像の実現に必要な知識、技術を修得した者に、卒

業を認定し、動物看護学短期大学士（専門職）の学位

を授与する。 

 

 

 

（略） 
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（新旧対照表）授業科目の概要 

新 旧 

（１）臨地実習１（１単位）  

１年次夏季又は１年次春季にキャンパス

内に併設されているペットサロンにおいて

３日間の実習を行う。臨地実務実習の導入部

となることから、学外実習につながるよう実

習先の業務について１日の流れを学び、指導

者のもとシャンプー等の基礎的技術を身に

付ける。対象動物の取り扱い方、マナー、ペ

ットサロンの業務を把握し、受付、商品知識

や販売・管理の補助に加え、開店から閉店ま

での業務を学び、職場でのコミュニケーショ

ン能力を身に付け、スタッフや飼い主との対

応についても学ぶ。 

（１）臨地実習１（３単位）  

１年次夏季休暇 実習の First Step 

 入学後初めての夏季休暇に行われる First 

Step の臨地実習であるため、動物病院とグ

ルーミングサロンの一日の業務の流れを把

握することを目指す。 

① 併設の動物病院とグルーミングサロン

で３日ずつ合計６日間の実習を行う。臨地

実習の導入としてグループに分かれて業務

の流れを把握し、衛生管理を学ぶ。 

② ペットショップ又はグルーミングサロ

ンにおいて６日間、受付、顧客対応、商品

管理等に加え、職場のコミュニケーション

能力を身に付ける。 

（２）臨地実習２（1 単位）  

１年次夏季又は１年次春季にキャンパス

内に併設されている動物病院において３日

間の実習を行う。臨地実務実習の導入部とな

ることから、学外実習につながるよう動物病

院の 1日の業務について、開院前の準備、清

掃から消毒法までの衛生管理、動物の逃走防

止のためのドアの開閉、診察台からの転落防

止など、動物病院で必要とされる基本的な事

項の確認、動物看護師としての基礎を学ぶ。 

（２）臨地実習２（３単位）  

１年次春季休暇 動物病院実習 

動物病院において実習を行う。２か所の

病院で各６日間、合計１２日間実施する。

病院の業務分担と流れを把握し、院内環境

整備のほか、病院受付、臨床検査、薬品管

理、カルテ整理等の動物看護業務の補助に

あたる。職場でスタッフとのコミュニケー

ションを図るように努める。 

 

（３）臨地実習３（４単位）  

２年次夏季に動物病院において、８日間ず

つ２か所で実習を行う。小規模、中規模の動

物病院の業務を体験し、技術と知識の再確認

と再修得をさせる。動物病院における動物看

護師の業務の流れや分担を把握し、院内清

掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、

手術の準備及び補助、入院患者のケア、調剤、

往診業務、事務作業を学び、看護師のチーム

作業を身に付ける。 

（３）臨地実習３（３単位）  

２年次夏季休暇 進路選択に向けたチャレ

ンジ実習 

多岐にわたる分野の複数の企業等での実

習にチャレンジすることにより、今後の進

路を選択するための実習である。合計１２

日間行う。実習先の指導者の指示のもと、

各企業における業務の流れを把握し、幅広

い視野を養う。実習先は、動物病院、動物

関連企業、動物関連各種団体等である。 
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事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育

を実施する。 

 

 

（４）臨地実習４（４単位） 

２年次春季に動物関連企業等において８

日間ずつ２か所で実習を行う。「臨地実習１

〜３」で学んだ動物看護の素養を活かしなが

ら、動物関連企業等の現場（店舗等）での初

任者としての必要な実務を学び、他のスタッ

フとチームで働くコミュニケーションを学

ぶ。また、必ず２業種の臨地実務実習を行い、

幅広い視野と実践力を培う。 

事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育

を実施する。 

（４）臨地実習４（３単位）  

２年次春季休暇 進路の方向性を決める 

これまでの臨地実習を踏まえ、卒業後の

進路の方向性を定めるため、これまでの実

習先又は新たな実習先の各企業１か所ない

し２か所の施設において、合計１２日間の

実習を行う。飼い主と企業で必要とされる

課題にも目を向けるよう努め、情報を整理

する。 

 

（５）臨地実習５（５単位） 

３年次夏季の「臨地実習５」は、動物病院

への就職を希望する学生が選択する実習で、

７日間ずつ３か所の施設で実習を行う。 

職業専門科目で学修した内容に加え、展開

科目で産業と社会とのつながりを学修した

ことを通して、動物看護師として幅広い視野

を養う。 

事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育

を実施する。 

 

（５）臨地実習５（３単位）  

３年次夏季休暇 進路決定 

就職に繋がる臨地実習として、１か所又

は２か所の実習先において合計１２日間の

実習を行う。これまでの実習内容をさらに

深めて、臨地実習の総仕上げとする。 

職業専門科目において学修した内容に加

え、展開科目で産業と社会との繋がりを学

修したことを通して、飼い主（コンシュー

マー）と市場を繋ぐ動物看護師の役割を考

える。 

（６）臨地実習６（５単位） 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習

として、希望進路やその関連分野を臨地実務

実習先とし、基本的に３か所の動物関連企業

等の現場（店舗等・団体等）で７日間のロー

テンションでの臨地実務実習を行う。この臨

地実務実習では職業専門科目や展開科目で

学修した内容を生かしながら、飼い主のニー

ズを適切に把握し顧客対応できる従業員の

役割を学ぶ。 

事前事後に、それぞれ事前教育、事後教育

を実施する。 

（追加） 
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（新旧対照表）教育課程等の概要 

新 旧 

 

授業科目 

の名称 

新 旧 

配当 

年次 

単数数 
授業

形態 
専人教員等の配置 

備考 
配当 

年次 

単数数 
授業 

形態 
専人教員等の配置 

備考 
必 

修 

選

択 

実験 

実習 

教 

 

授 

准

教

授 

講 

 

師 

助 

 

教 

助 

 

手 

必 

修 

選

択 

実験 

実習 

教 

 

授 

准

教

授 

講 

 

師 

助 

 

教 

助 

 

手 

臨地実習

1 

1 後・2

前 

1  [臨]   3 1  共同 1 前 3  [臨]  1 2   共同 

臨地実習

2 

1 後・2

前 

1  [臨] 1  3   共同 1 後 3  [臨] 1   1  共同 

臨地実習

3 

2 後 4  [臨] 3  1 2  共同 2 前 3  [臨] 1  1   共同 

臨地実習

4 

3 前 4  [臨] 1 1 3 1  共同 2 後 3  [臨]   1 1  共同 

臨地実習

5 

3 後  5 [臨] 2 1 1 1  共同 3 前 3  [臨] 1 1    共同 

臨地実習

6 

3 後  5 [臨] 1 1 2 1  共同           

 

 

 

 



専門職短期大学と専門学校の教育課程対照表

科目
区分

該当科目
単位
数

開講
数
※

科目
区分

該当科目
開講数
※

科目
区分

該当科目
単位
数

開講
数

科目
区分

開講数

生命倫理学 2 15 生命倫理学 15 訪問動物看護学 2 15

心理学 2 15 10

社会学 2 15 10

キャリアマネジメント　 2 15 キャリアアップ 10 動物薬理学 2 15 20

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ 1 15 コンピュータ 16 20

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ 1 15 コンピュータ 24 10

コミュニケーション論 2 15 ビジネスマナーⅠビジネスマナーⅡ 15 動物行動学 2 15 15

英語Ⅰ 2 30 英語Ⅰ 10 5

英語Ⅱ 1 15 英語Ⅱ 10 10

動物アートⅠ動物アートⅡ 20 10

動物文化概論 5 5

動物看護学概論 2 15 動物看護学概論 5 5

臨床看護学・内科Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 33 20

小動物看護学 10 5

鳥類看護学 5 10

皮膚学 5 10

腫瘍看護学 5 10

動物看護学総合 25 5

動物臨床看護学（基礎・内科）実習 2 40 AHT実習Ⅰ 70 10

臨床看護学・外科Ⅰ・Ⅱ 15 10

動物医療機器管理学 5 15

放射線学 5 産業・実験動物学 2 15

麻酔学 5 動物飼育管理論 2 15

動物看護学応用 5 野生動物学 1 8

動物臨床看護学（外科）実習 2 40 AHT実習Ⅱ・Ⅲ 124 5

動物臨床検査学 2 15 5

動物臨床検査学実習 1 20 臨床検査実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 114 動物看護ソーシャルワーク 2 15

動物口腔ケア論 1 15 動物実習短期留学 3 60

動物口腔ケア実習 1 20 研修・ボランティア活動 1 20

動物形態機能学 2 15 動物形態機能学 10 10

動物形態機能組織学 2 15 臨地実習1 1 20 28

動物形態機能学・組織学実習（実習） 1 20 臨地実習2 1 20

イヌのグルーミング概論Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ

25 臨地実習3 4 80

美容科学 5 臨地実習4 4 80

グルーミング実習Ⅰ 80 臨地実習5 5 100

講義実習・犬Ⅰ 16 臨地実習6 5 100

講義実習・猫Ⅰ 10 ジェロントロジー 2 15

グルーミング実習Ⅱ・Ⅲ 152 社会福祉学 2 15

講義実習・犬(総合)Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 30 高齢者心理 2 15

ジャッジングⅠ・Ⅱ・Ⅲ 16 少子高齢社会と人口問題 1 8

講義実習Ⅱ・Ⅲ 30 IT社会論 1 8

講義実習・猫Ⅱ・Ⅲ 12 情報危機管理論 1 8

コンパニオンドックトレーニング論 2 15 災害・危機管理論 2 15

コンパニオンドックトレーニング実習 3 60 トレーニングⅠ・Ⅱ・Ⅲ 118 産業論 2 15

動物トータルライフ環境論 2 15 起業論 2 15

動物トータルライフ演習 1 15 消費者行動分析学 2 15

イヌ学・飼養管理学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・
Ⅳ

20 動物トータルケア総合演習1 1 15

イヌの品種概論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 30 動物トータルケア総合演習2 1 15

ネコの臨床学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 20 126 1516

鳥類学Ⅰ・Ⅱ 10

馬学 5

エキゾチックアニマル 5 1700

ネコ学・審査とグルーミングⅠ・Ⅱ 20

180

87

総
合

職
業
専
門
科
目

（

臨
地
実
務
実
習
）

職
業
専
門
科
目

合計

専
門
教
育
科
目

生理学

動物行動学Ⅰ・Ⅱ

臨床病理学

病理学Ⅰ・Ⅱ

薬理学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

リハビリテーション

イヌのリハビリテーションⅠ・Ⅱ

動物福祉とボランティア

動物に関する法規Ⅰ・Ⅱ

2

1

資
料
1－

1

動物園等見学

自由研究

専
門
教
育
科
目

ホリスティック栄養学

小動物栄養学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

栄養学

※専門学校は2時限（45分×2授業）を専門職短期大学と並べて90分1回と換算する。

公衆衛生学

就職演習

セミナー授業

インターンシップ（就職）

ペットロス

人と動物の関係学

一
般
教
育
科
目

血液学・免疫Ⅰ・Ⅱ

視聴覚授業等

職
業
専
門
科
目

展
開
科
目

総
合
科
目

152

603

603

152動物人間関係学

81動物愛護・福祉と関連法規

8

15

微生物概論

小動物繁殖生理学Ⅰ・Ⅱ

合計

基
礎
科
目

専門職短期大学

生活とアート 2 15

152動物臨床看護学（基礎・内科）

152動物臨床看護学（外科）

コンパニオンアニマルケア実習（応用）

コンパニオンアニマルケア実習（基礎）

コンパニオンアニマルケア論

152伴侶動物学

専門学校

環境生物学

一
般
教
育
科
目

専
門
教
育
科

目

専門学校

生物学

分子生物学概論

進化生物学

人獣共通感染症学

専門職短期大学

152動物リハビリテーション論

152動物臨床栄養学

152動物感染症学

152動物生理・繁殖学

81動物病理学

公衆衛生学

該当科目

寄生虫病学18
 



臨地実務実習計画書 資料1-2

  「臨地実習1」    1単位　必修 「臨地実習2」　1単位　必修

＝

「臨地実習3」  　4単位　必修

「臨地実習4」   　4単位　必修

「臨地実習5」  　5単位　選択必修 「臨地実習6」   　5単位　選択必修

「臨地実習1」および「臨地実習2」は学生によって履修時期が前後します。
「臨地実習5」と「臨地実習6」はどちらかを選択履修し、単位を修得します。

 実習時期：1年夏季休暇 or  1年春季休暇 

  

  実習場所：シブヤ・ドッグ・ビューティー 
 

  実習時間：30時間 実習3日（1日7時間）  

    

  事前教育3時間  見学実習3時間 事後教育3時間   

  

 実習時期：2年夏季休暇 

  

 実習場所：動物病院 

 

 実習時間：120時間  8日×2病院（1日7時間）  事前教育4時間 事後教育4時間 

  実習時期：2年春季休暇 

    

   実習場所：動物関連企業等 

 

 実習時間：120時間 8日×2社（1日7時間） 事前教育4時間 事後教育4時間 

 実習時期：3年夏季休暇 

 

 実習場所：動物病院 

 

 実習時間：150時間 7日×3病院（1日7時間） 

  

 事前教育2時間 事後教育1時間 

 実習時期：3年夏季休暇 

  

 実習場所：動物関連企業等 

 

 実習時間：150時間 7日×3社（1日7時間） 

  

 事前教育2時間 事後教育1時間 

 実習時期：1年夏季休暇 or  1年春季休暇 

  

  実習場所：アニマル・メディカル・センター  

 

  実習時間：30時間  実習3日（1日7時間）  

              

   事前教育3時間 見学実習3時間  事後教育3時間   
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【大学等の設置の趣旨・必要性】 

２．＜設置の趣旨と教育課程の整合性が不明確＞ 

「動物看護コース」と「動物産業コース」を設けコース制を導入する計画であるが、その具体

的な内容が明らかでない。コースごとの人材像や想定される進路を明示し、それぞれ必要な

能力を修得できる教育課程となっていることを説明するか、教育課程を改めること。その際、

臨地実務実習の実習先として、「動物産業コース」の教育目的に合致した実習施設が確保され

ていることを明らかにすること。また、コース制について、どの時点で学生がコース選択を

するのか、一方に偏った場合の対応などの具体的な方策についても説明すること。 

（対応） 

 ご指摘されたコース制や人材像、教育課程、臨地実務実習先の確保等について、以下のとおり

説明する。 

 

＜コース制導入計画の廃止＞ 

本学のゆるやかな 2 コース制「動物看護コース」、「動物産業コース」は、卒業後の進路を決定

する「進路選択の道しるべ」として設定したものであり、教育課程上において、大きく異なる 2

つのコースを設定したものではなかった。 

したがって今回の補正申請書においてコース制は廃止するが、「動物看護」と「動物産業」とい

う 2 つの進路選択の考え方や設置認可申請書の「専門職短期大学設置の趣旨及び必要性」におい

て説明した人材像を維持しながら、進路選択をより分かりやすくするため、動物病院への進路選

択の名称を「動物病院」、動物関連企業等への進路選択の名称を「動物関連企業等」に名称変更し、

それぞれの人材像を説明する。 

これらの変更に伴い、展開科目と職業専門科目の臨地実務実習を見直すことにした。これにつ

いては後述の＜教育課程の見直し＞の項目で説明する。 

＜進路別の人材像と想定される進路＞ 

専門職短期大学設置認可申請書の「専門職短期大学設置の趣旨及び必要性」において人材養

成について次のように述べた。 

「本学では、動物看護学の中でも特にコンパニオンアニマルの看護を主体として、動物愛護

の精神に則り、共生の思想と倫理観を身につけた動物看護師を養成する。特に、訪問看護・在

宅ケアにおいてコンパニオンアニマルの看護、介護、健康管理、口腔ケア、グルーミング、し

つけ、食事と栄養指導等、疾病予防衛生管理を含むトータルケアを担当する人材を養成する。

また、産業界において飼い主と市場と結ぶ役割を果たす人材を養成する。」（設置認可申請書 設

置の趣旨等を記載した書類 P6） 

以上に述べているとおり、新たに設置する専門職短期大学では、コンパニオンアニマルへの
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看護教育を主体とした訪問看護・在宅ケア（是正事項 6 で説明）ができる動物看護師の養成が

教育課程の中心として組み込まれている。 

従来の専門学校では動物看護師の多くは、動物病院に就職していたが、今回設置する専門職

短期大学では、「臨地実習４」において、すべての学生に動物病院以外の動物関連企業等での実

習を義務付け、幅広く動物産業の現場を学び、広い視野を身に付けた飼い主と市場とを結ぶ役

割を果たす人材を養成することを目指している。 

専門職短期大学設置認可申請書の「専門職短期大学設置の趣旨及び必要性」の 「(4) 養成す

る人材像の①」（P７～8）では、以下の３つの人材像を説明した。 

・ 動物愛護の精神に則り、動物病院及び動物関連企業等において実務家として社会 

に貢献する人材 

・ 基本的な理論・技術を身に付け、常に強い向上心とフロンティア精神を持ち、実務 

力を備えた人材 

・ 豊かな人間性とグローバルな視野を身に付け、実践的、応用的能力を備えた人材 

 

上記の人材像では「動物愛護の精神に則り、動物病院及び動物関連企業等において実務家と

して社会に貢献する人材」と明文化し、学生は 3 年次に卒業後の進路を明確に見据え、「臨地実

習 5」と「臨地実習 6」のいずれかの科目を選択必修科目として履修する。動物病院の進路を目

指す者は「臨地実習 5」を選択し、動物関連企業等を目指す者は「臨地実習 6」を選択すること

になる。 

「動物病院」を目指す人材は、動物の訪問看護・在宅ケアを学修し、高齢化が進むペットや飼

い主への対応ができる動物看護師である。 

「動物関連企業等」を目指す人材は、動物の訪問看護・在宅ケアを含む動物看護師の知識や技

術を生かし、動物病院以外のペット関連産業で多様な顧客のニーズに応えられる人材である。 

なお、進路選択にあたっては、動物病院への就職を希望する学生を対象に「臨地実習 5」を

配置し、７日間ずつ３か所の施設で実習を行う。また、動物関連企業等に就職を希望する学生

を対象に「臨地実習 6」を配置し、３か所の動物関連企業等の現場で７日間のローテンション

で実習を行い、飼い主のニーズを適切に把握し顧客対応できる従業員の役割を学ぶ。 

それぞれの想定される進路については、後述の臨地実務実習先確保とも関連するが、「動物病

院」は、その言葉のとおり動物病院を想定し、「動物関連企業等」については、ペットサロン、

ペットショップ、ペットホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、その他のペッ

ト関連企業（ペット用品販売、ドラッグストアほか）を想定している。 

 

＜教育課程の見直し＞ 

是正事項５で詳しく説明する展開科目では、専攻する特定の職業の分野において創造的な役
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割を果たすために必要なものを育成することに寄与する科目を配置している。展開科目につい

ては、人材像やディプロマポリシーとの関係を踏まえ、表 1 のとおり新たな科目の追加と科目

区分の変更を行った。 

 

表 1 専門職短期大学 展開科目の新旧一覧表 

展
開
科
目 

新 旧 

「ジェロントロジー」 「ジェロントロジー」 

「社会福祉学」  （追加） 

「少子高齢社会と人口問題」 「少子高齢社会と人口問題」 

「高齢者心理」 「高齢者心理」 

「産業論」 「産業論」 

（基礎科目へ科目区分変更） 「キャリアマネジメント」 

「起業論」 「起業論」 

「消費者行動分析学」 「消費者行動分析学」 

「IT 社会論」 「IT 社会論」 

「情報危機管理論」 （追加） 

「災害・危機管理論」 「災害・危機管理論」 

（基礎科目へ科目区分変更） 「生活とアート」 

 

これらの展開科目では「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、「高

齢者心理」、「産業論」、「起業論」、「消費者行動分析学」、「IT 社会論」、「情報危機管理論」、「災害・

危機管理論」の科目を配置し、少子高齢化が進む社会や急速に変化する現代社会などを理解し、

高齢化した動物への訪問看護・在宅ケアの現場や多様化する動物関連企業等の現場において、応

用的能力を身につけ、卒業後、創造的な役割が発揮できる人材の養成を目指している。 

 

表 1 の展開科目を以下のとおり人材像ごとに説明する。 

「動物病院」の進路選択では、「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、

「高齢者心理」などの科目において、少子高齢化が進む社会を理解し、高齢動物に対応した訪問

看護・在宅ケアにおける問題を解決する応用的能力の獲得に寄与する科目を学修し、動物病院で

活躍する動物看護師を養成することを目指している。 

「動物関連企業等」の進路選択を行う場合は、動物病院以外の動物関連企業等での応用的能力

を発揮するための「産業論」、「起業論」、「消費者行動分析学」、「IT 社会論」、「情報危機管理論」、

「災害・危機管理論」などの科目を学修することにより、多様化する社会を理解し、動物関連企
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業等の発展に寄与するための知識を身に付けた人材の養成を目指している。 

これらの進路別の科目選択は、履修指導により学生が適切な科目を履修登録するようにガイダ

ンスや個人相談によって指導を徹底する。 

さらに職業専門科目に含まれる臨地実務実習先を（資料 2-1）のとおり見直した。 

「動物病院」への進路を選択した学生は、動物病院で行う「臨地実習 5」を選択し、「動物関連

企業等」への進路を選択した学生は、動物関連企業等で行う「臨地実習 6」（選択必修）を選択す

ることにした。 

また、動物看護師の職域を広げるために、日本商工会議所が検定試験を行う「販売士」や一般

社団法人日本ペット用品工業会の認定資格「ペット用品取扱士」を課外で取得できる「その他の

資格」（P33）に加え、キャリアガイダンスにおいて資格の内容や取得方法など説明し、資格取得

を指導する。 

 

＜教育目的に合った臨地実務実習先の確保＞ 

臨地実務実習先としては、表 2 のとおり、新たに実習先の開拓を行い「動物病院」と「動物

関連企業等」の進路やその教育目的に合致した臨地実務実習先を十分に確保している。 

具体的には「動物病院」の臨地実務実習先は、227 施設、「動物産業」の臨地実務実習先は、

動物病院以外の動物関連企業等（ペットサロン・ペットショップ、ペットホテル・訓練施設・

老犬ホーム・ペット同伴宿泊施設、その他のペット関連企業（ペット用品販売、ドラッグスト

アほか）、動物愛護団体を合わせて、189 の店舗等を確保している（表 2）。 

特に店舗数を増加させたり、新規開拓したりした企業分野としては、ペット用品販売店とド

ラッグストアがあり、ペット用品販売店は 0 店舗から 36 店舗へ、ドラッグストアも 0 店舗か

ら 17 店舗へと増加させた。 

 

＜進路選択が一方に偏った場合の対応＞ 

上記のように十分な臨地実務実習先を確保しているため、「動物病院」の「臨地実習 5」（選

択必修）と「動物関連企業等」の「臨地実習 6」（選択必修）いずれかに選択が偏った場合でも、

支障なく臨地実務実習を実施できる。 
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表 2 設置認可申請時以降に新しく追加された臨地実務実習先の数 

分野 実習先 

施設（店舗等）数 

設置認可 

申請時 
増加分 

補正 

申請時 

動物病院 動物病院 169 58 227 

動物関連企業等 

（１） ペットサロン・ペットショップ 12 84 96 

（２） 
ペットホテル・訓練施設・老犬

ホーム・ペット同伴宿泊施設 
12 14 26 

（３） 
その他のペット関連企業・動物

愛護団体 
7 60 67 

動物産業小計 31 158 189 

合計 200 216 416 

  

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（10～12 ページ） 

新 旧 

4．教育課程の編成の考え方及び特色 

(1）教育課程の編成方針 

②教育課程の編成 

本学の教育課程は、「生命
い の ち

を生きる」という教

育理念のもと、カリキュラムポリシーを踏まえ、

以下のように体系的に編成した。 

 

 「基礎科目」には、動物愛護の精神に則り、

共生の思想と倫理観を学修するため「生命倫

理学」を配置する。「生命倫理学」は本学園

において昭和 42 年の創立以来、今日まで継

承されてきた科目である。なお、「生命倫理

学」に「社会学」と「心理学」を加えたこの

3 科目は、展開科目の「ジェロントロジー」、

「社会福祉学」「少子高齢化と人口問題」、「高

齢者心理」への関係性を持たせ、体系的な学

修を目指す。 

 

4．教育課程の編成の考え方及び特色 

(1）教育課程の編成方針 

②教育課程の編成 

本学のカリキュラムの概念図は資料22のとお

りである。 

 

 

動物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理

観を学修するための科目を配置する。その中

核となる「生命倫理学」は本学園において昭

和 42 年の創立以来、今日まで継承されてきた

科目であり、本学において重要な科目である。 

 また、「生命を生きる」という教育理念のも

とに、すべてのカリキュラムが構成され、動

物看護師としての基礎的な知識を修得するた

めの「基礎科目」を配置する。 

 

  



25 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「職業専門科目」には修得した知識を応用しケ

アプランを立て、あわせて問題解決能力を身に

さらに、動物看護師としての技術の定着と実

践力の強化を図り、訪問看護等のトータルケ

アが可能な動物看護師に必要な、発展的な知

識と技術を修得するための「職業専門科目」

を配置する。なお、動物看護技術の習得のた

めに、1 年次から 3 年次まで、学内で行われる

実習科目及び学外で行われる臨地実習を配置

することを特色とする。 

「展開科目」には、関連する他分野の科目を

配置し、動物関連産業との繋がりを通して、

創造的能力を学修する。 

また、「総合科目」では、各年次で今までに学

んだ知識・技術等を総合し、臨地実習での体

験を踏まえて、飼い主と産業界と動物を繋ぐ

能力を養う。なお、講義と実習においては段

階的な教育を行う。 

 動物トータルケア学科においては、ゆるや

かな 2 コース制を置く。 

動物看護コースでは、動物病院への進路を

踏まえ、動物看護の必修科目を履修した上で、

職業専門科目の「動物看護ソーシャルワーク」

や「動物口腔ケア論」等の他、展開科目で、「ジ

ェロントロジー」、「災害・危機管理論」等の

科目を履修して動物看護師の応用的な能力を

養成する。 

 動物産業コースにおいては、動物看護の必

修科目を履修した上で、産業界への進路を踏

まえ、「動物行動学」や「動物トータルライフ

演習」等の他、展開科目は、「産業論」や「起

業論」、「消費者行動分析学」等の科目を履修

して産業界で役立つ人材を養成する。 

 

（追加） 
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つけるために「動物トータルライフ環境論」、

「訪問動物看護学」、「動物看護ソーシャルワー

ク」の科目を配置した。併せて、動物の健康問

題の変化について理解するために「公衆衛生

学」の科目を配置した。 

また、動物看護の基礎を修得した上で、独自に

工夫を行うために「動物臨床看護学（外科）」、「動

物臨床栄養学」、「動物リハビリテーション論」、

「動物口腔ケア論」の科目を配置した。動物の訪

問看護や在宅ケアを行うにあたり、基礎科目の

「コミュニケーション論」で学修したことを活か

し、飼い主への指導・相談技術を修得するために

「コンパニオンドッグトレーニング実習」、「動物

口腔ケア実習」の科目を配置した。（資料 28-2） 

また、卒業後の進路を決定するための動物病院

における臨地実務実習及び動物関連企業におけ

る臨地実務実習を次のとおり配置した。 

「臨地実習 1」 

1年次夏季休暇または 1年次春季休暇に校舎（1

号館）に併設されているペットサロンで 3 日間の

臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出

る前の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロンの業

務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識と管理

を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

電話対応等を修得させる。 

「臨地実習 2」 

1年次夏季休暇または 1年次春季休暇に校舎（1

号館）に併設されている動物病院（アニマルメデ

ィカルセンタ―）で 3 日間の臨地実務実習を行

い、2年次以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の動物病

院で臨地実務実習を行う。 
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小規模、中規模の動物病院での業務を体験し、

技術と知識の再確認と再修得をさせる。院内清

掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、手術

の準備や補助、入院患者のケア、調剤、往診業務、

事務作業を学ぶ。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自

宅から通える範囲を考慮するとともに、本人の希

望・適正等を考慮して配属する。 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企業・

店舗等での臨地実務実習を行う。表 1 の動物関連

企業等の中から、業種分類が異なる 2 か所での臨

地実務実習を行うことで、各業界における業務の

流れを把握し、幅広い視野と実践力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自

宅から通える範囲を考慮するとともに、本人の希

望・適正等を考慮して配属する。 

表 1 

業種別 

分類番号 
業 種 

 

 

 

1 
ペットサロン・ペットショッ

プ 

2 

ペットホテル、訓練施設、 

老犬ホーム、ペット同伴宿泊

施設 

3 
その他のペット関連企業、 

動物関連団体 

「臨地実習 5」 

動物病院への就職を希望する学生が選択する

「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的に 3 か所

の施設で臨地実務実習を行う。動物病院への進路

希望者は5グループの動物病院から3か所を配属

先とする。この臨地実務実習では職業専門科目や

展開科目で学修した内容を活かしながら、飼い主

のニーズを適切に把握し対応できる動物看護師
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の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイ

ダンスでアンケート調査を実施し、本人と臨地実

務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の

上、本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習とし

て、希望進路やその関連分野を臨地実務実習先と

し、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店

舗等・団体等）で 7 日間のローテーションでの臨

地実務実習を行う。臨地実務実習先はペットサロ

ン、ペットショップ、ペットホテル、老犬ホーム、

ペット同伴宿泊施設、訓練施設、その他ペット関

連産業等とする。この臨地実務実習では職業専門

科目や展開科目で学修した内容を活かしながら、

飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物

関連企業等における従業員の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイ

ダンスでアンケート調査を実施し、本人と臨地実

務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の

上、本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

・「展開科目」には、動物看護師の自立と職域拡

大をめざし、現代社会の高齢化に対応する「ジ

ェロントロジー」、「社会福祉学」、「高齢者心理」

「少子高齢社会と人口問題」の科目を配置し

た。また、IT 社会や情報危機管理に対応する

ために「IT 社会論」、「情報危機管理論」、「災

害・危機管理論」の科目を配置した。さらに、

動物関連産業の新たな分野を切り開くために

「産業論」、「企業論」、「消費者行動分析学」の

科目を配置した。 

以上のことから、「職業専門科目」において、

ディプロマポリシーに掲げる動物看護師に必要

な、動物の訪問看護及び、動物の在宅ケアに関る
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理論的かつ実践的な応用的能力を身に付ける。さ

らに、動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、

動物関連産業の発展に向けて積極的に寄与する

意欲を備えるため「展開科目」に発展させ、他分

野における創造的な役割を果たすことの出来る

人材養成に努める。 

・「総合科目」には、各年次で今までに学んだ知

識・技術等を総合し、臨地実務実習での体験を

踏まえて、飼い主と産業界と動物を繋ぐ能力を

養う「動物トータルケア総合演習１」、「動物ト

ータルケア総合演習 2」を配置した。 

なお、講義と実習においては段階的な教育を行

い、科目編成の見直しと実施状況の評価等につい

ては、産業界等と密接な連携を図りつつ、教育課

程連携協議会の意見を聴き、教育課程の開発に努

める。 

 本学のカリキュラムの概念図は資料 22 のとお

りである。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（33 ページ） 

新 旧 

10．資格取得可能な資格 

 

(4)その他の資格 

資格の名称等 資格付与団体 

動物取扱責任者 各都道府県（登録） 

介助犬デモンストレ

ーター 

社会福祉法人 

日本介助犬協会 

救命技能認定 東京消防庁 

販売士 日本商工会議所 

ペット用品取扱士 
一般社団法人日本ペ

ット用品工業会 

 

 

 

10．資格取得可能な資格 

 

(4)その他の資格 

資格の名称等 資格付与団体 

動物取扱責任者 各都道府県（登録） 

介助犬デモンストレ

ーター 

社会福祉法人 

日本介助犬協会 

救命技能認定 東京消防庁 

 

(追加) 

 

 

 

 



臨地実務実習先企業一覧 資料2-1

会社名 業種

1 株式会社サンリングペットサロンSIT ペットサロン
2 ペットサロン　モグMOGU ペットサロン
3 ペットの保育園Will ペットサロン
4 トリミングスタジオ　Oasis  ペットサロン
5 Pｅｔ’s Lｉｆｅ ペットサロン
6 ドッグサロンLC ペットサロン
7 PET SALON KUMIKO ペットサロン
8 Supreme maihama studio（シュプリーム舞浜スタジオ） ペットサロン
9 株式会社　BELL-PET（ベルペット） ペットサロン
10 株式会社ワイズドギー　渋谷西武 モントゥトゥ ペットサロン
11 グルーミングサロングリム ペットサロン
12 Anier（アニエル） ペットサロン
13 Pet　Salon　Jupiter（ペットサロンジュピター） ペットサロン
14 Dog Grooming Salon cotaz（コタズ） ペットサロン
15 DogPlaceOasis（ドッグプレイスオアシス） ペットサロン
16 ペットサロンうちの仔 ペットサロン
17 株式会社ワンダードック ペットサロン
18 株式会社DLC　DOGLIFE（川口店） ペットサロン
19 株式会社DLC　DOGLIFE（浦和店） ペットサロン
20 シブヤ・ドッグ・ビューティー ペットサロン
21 アトリエモモ-ワン ペットサロン
22 ペットショップジュニア池袋 ペットショップ
23 株式会社オーグ・ うさぎのしっぽ 横浜店 ペットショップ
24 株式会社モントゥトゥ ペットショップ
25 ペットの専門店コジマ新宿店 ペットショップ
26 ペットの専門店コジマ八王子店 ペットショップ
27 ペットの専門店コジマ松戸店 ペットショップ
28 ペットの専門店コジマ竹ノ塚店 ペットショップ
29 ペットの専門店コジマ青戸店 ペットショップ
30 ペットの専門店コジマ浦和店 ペットショップ
31 ペットの専門店コジマ花小金井店 ペットショップ
32 ペットの専門店コジマ大宮店 ペットショップ
33 ペットの専門店コジマ目黒店 ペットショップ
34 ペットの専門店コジマ相模原店 ペットショップ
35 ペットの専門店コジマ川越店 ペットショップ
36 ペットの専門店コジマ洗足店 ペットショップ
37 ペットの専門店コジマ足立店 ペットショップ
38 ペットの専門店コジマ高井戸店 ペットショップ
39 ペットの専門店コジマ中野店 ペットショップ
40 ペットの専門店コジマ三軒茶屋店 ペットショップ
41 ペットの専門店コジマ阿佐ヶ谷店 ペットショップ
42 ペットの専門店コジマ新小岩店 ペットショップ
43 ペットの専門店コジマ板橋店 ペットショップ
44 ペットの専門店コジマ練馬店 ペットショップ
45 ペットの専門店コジマ亀戸店 ペットショップ
46 ペットの専門店コジマ三郷店 ペットショップ
47 ペットの専門店コジマアリオ葛西店 ペットショップ
48 ペットの専門店コジマベイタウン横浜本牧店 ペットショップ
49 ペットの専門店コジマアリオ柏店 ペットショップ
50 ペットの専門店コジマ西篠崎店 ペットショップ
51 ペットの専門店コジマアリオ蘇我店 ペットショップ
52 ペットの専門店コジマアリオ西新井店 ペットショップ
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53 ペットの専門店コジマアリオ市原店 ペットショップ
54 ペットの専門店コジマフォルテ津田沼店 ペットショップ
55 ペットの専門店コジマ六本木店 ペットショップ
56 ペットの専門店コジマアリオ深谷店 ペットショップ
57 ペットの専門店コジマアリオ橋本店 ペットショップ
58 ペットの専門店コジマ国分寺店 ペットショップ
59 ペットの専門店コジマ府中店 ペットショップ
60 ペットの専門店コジマアリオ北砂店 ペットショップ
61 ペットの専門店コジマモラージュ菖蒲店 ペットショップ
62 ペットの専門店コジマイーアスつくば店 ペットショップ
63 ペットの専門店コジマ田端店 ペットショップ
64 ペットの専門店コジマアリオ亀有店 ペットショップ
65 ペットの専門店コジマ蕨錦町店 ペットショップ
66 ペットの専門店コジマ和光店 ペットショップ
67 アサヒペット株式会社　都築店 ペットショップ
68 アサヒペット株式会社　多摩店 ペットショップ
69 アサヒペット株式会社　湘南店 ペットショップ
70 アサヒペット株式会社　ＭＡＲＫ ＩＳ みなとみらい店 ペットショップ
71 アサヒペット株式会社　港北ニュータウン店 ペットショップ
72 アサヒペット株式会社　トレッサ横浜店 ペットショップ
73 アサヒペット株式会社　二俣川本店 ペットショップ
74 ＤＯＧ’Ｓ ＣＡＲＥ ＪＯＫＥＲ 六本木ヒルズ店 ペットショップ
75 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと柏の葉店 ペットショップ
76 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ ららぽーと横浜店 ペットショップ
77 ジョーカー　そごう横浜店 ペットショップ
78 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ そごう大宮店 ペットショップ
79 ＪＯＫＥＲ ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＡＶＥＮＵＥ 二子玉川店 ペットショップ
80 ＤＯＧ＆ＣＡＴ ＪＯＫＥＲ むさし村山店 ペットショップ
81 ヨネヤマプランテイション本店 ペットショップ
82 ペットエコ横浜　港北ニュータウン店 ペットショップ
83 ペットエコ横浜　湘南店 ペットショップ
84 ペットエコ横浜　都築店 ペットショップ
85 ペットエコ横浜　多摩店 ペットショップ
86 ペットエコ横浜　世田谷店 ペットショップ
87 ペットエコＤＯＰ　元住吉店 ペットショップ
88 ペットエコ　トレッサ横浜店 ペットショップ
89 ペットエコＤＯＰ　大口店 ペットショップ
90 ペットエコ横浜　上大岡店 ペットショップ
91 ペットエコ　多摩本店 ペットショップ
92 ペットエコ　中山店 ペットショップ
93 ペットエコ仙台　松森店 ペットショップ
94 ペットエコ泉パークタウン　タピオ店 ペットショップ
95 ペットエコ　ザ・モール長町店 ペットショップ
96 吉田観賞魚販売（ヨシダ・フィッシュファームズ） ペットショップ

小計 96ヶ所
1 クラブケンケン　田園調布店 ペットホテル
2 株式会社ツルーサービス ペットホテル
3 大井警察犬訓練所 訓練施設
4 株式会社フロムパピー　ファミリーナガーデン南青山 訓練施設
5 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　大阪松屋町店 訓練施設
6 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　稲城店 訓練施設
7 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　向ヶ丘遊園店 訓練施設
8 株式会社プレイボゥ　ＰＬＡＹＢＯＷ　中目黒店 訓練施設
9 株式会社　Animal　Life　Solutions 訓練施設
10 有限会社ドッグライフ 訓練施設
11 デイケアガーデングリーングラスロッジ 老犬ホーム
12 老犬ホームあしあと 老犬ホーム
13 DOG　PARTNERS 老犬ホーム
14 株式会社老犬ホームトップ 老犬ホーム
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15 東京ペットホーム 老犬ホーム
16 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート富士 宿泊施設
17 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート箱根雲外荘 宿泊施設
18 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート御影用水 宿泊施設
19 東京建物リゾート株式会社レジーナリゾート蓼科 宿泊施設
20 東京建物リゾート株式会社 レジーナリゾート旧軽井沢 宿泊施設
21 株式会社ベリークルーズ　しぶこえ館山 宿泊施設
22 株式会社ベリークルーズ　御宿海岸 宿泊施設
23 株式会社ベリークルーズ　修善寺　絆 宿泊施設
24 株式会社ベリークルーズ　鬼怒川　絆 宿泊施設
25 株式会社ベリークルーズ　フェニックスウイング白馬 宿泊施設
26 株式会社共立メンテナンス（ルシアン旧軽井沢） 宿泊施設

小計 26ヶ所
1 フリーステッチ ペット用品開発
2 ディスワン小牧店 ペットフード販売
3 ZOO JAPAN　CO;LTD.　 ペット用品販売
4 ZOO新大久保 ペット用品販売
5 ZOO四ツ谷 ペット用品販売
6 ZOO恵比須 ペット用品販売
7 ZOO六本木 ペット用品販売
8 ZOO新宿 ペット用品販売
9 ZOO渋谷サロン ペット用品販売
10 GREEN DOG SQUARE ペット用品販売
11 GREEN DOG 牧方 ペット用品販売
12 GREEN DOG 東京ミッドタウン ペット用品販売
13 GREEN DOG 代官山 ペット用品販売
14 GREEN DOG 湘南 ペット用品販売
15 ビューティプラステラスモール湘南 ペット用品販売
16 イオンペット　テラスモール湘南 ペット用品販売
17 イオンしつけ教室　浦和美園 ペット用品販売
18 イオンペットビューティサロン　浦和美園 ペット用品販売
19 イオンペット　浦和美園 ペット用品販売
20 イオンペットビューティサロンペコスレイクタウン ペット用品販売
21 ＰＥＣＯＳ　レイクタウン ペット用品販売
22 ペテモ　与野 ペット用品販売
23 ペテモビューティサロン　与野 ペット用品販売
24 イオンペットビューティサロン　相模原 ペット用品販売
25 イオンペット　相模原 ペット用品販売
26 相模原どうぶつ医療センターしつけ教室 ペット用品販売
27 ペットインロイヤル幕張新都心 ペット用品販売
28 ドッグトレーニング　ペコス幕張新都心店 ペット用品販売
29 イオンペットビューティサロンペコス幕張新都心店 ペット用品販売
30 イオン動物医療センター幕張新都心(介護) ペット用品販売
31 pecos　幕張新都心 ペット用品販売
32 イオンペット　柏 ペット用品販売
33 イオンペットビューティサロン　柏 ペット用品販売
34 イオンペットビューティサロン　千葉ニュータウン ペット用品販売
35 イオンペット　千葉ニュータウン ペット用品販売
36 ぺテモ　日の出 ペット用品販売
37 イオンしつけ教室　日の出 ペット用品販売
38 ぺテモビューティサロン　日の出 ペット用品販売
39 マツモトキヨシ王子店 ドラッグストア
40 マツモトキヨシ大袋駅西口店 ドラッグストア
41 マツモトキヨシ上尾ショーサン通り店 ドラッグストア
42 マツモトキヨシ綾瀬店 ドラッグストア
43 マツモトキヨシ荒川南千住店 ドラッグストア
44 マツモトキヨシ与野本町店 ドラッグストア
45 マツモトキヨシ新松戸駅前店 ドラッグストア
46 マツモトキヨシ八ヶ崎店 ドラッグストア
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47 マツモトキヨシ北習志野駅前店 ドラッグストア
48 マツモトキヨシ小金原店 ドラッグストア
49 マツモトキヨシ西船橋店 ドラッグストア
50 マツモトキヨシフルルガーデン八千代店 ドラッグストア
51 マツモトキヨシラパーク千城台店 ドラッグストア
52 マツモトキヨシペリエ西千葉店 ドラッグストア
53 マツモトキヨシ佃二丁目店 ドラッグストア
54 マツモトキヨシ南青山店 ドラッグストア
55 マツモトキヨシ仲宿店 ドラッグストア
56 東武乗馬クラブ＆クレイン 乗馬施設
57 株式会社湘南動物プロダクション 動物レンタル
58 株式会社佐藤秀 建設
59 イカリ消毒（株） 消毒薬
60 アニコム損害保険株式会社 ペット保険
61 ペットメディカルサポート株式会社 ペット保険
62 公益財団法人日本動物愛護協会 ペット関連団体
63 公益財団法人日本盲導犬協会 ペット関連団体
64 社会福祉法人日本介助犬協会 ペット関連団体
65 特定非営利活動法人 聴導犬育成の会 ペット関連団体
66 特定非営利活動法人日本動物衛生看護師協会 ペット関連団体
67 公益社団法人日本動物福祉協会　新東京支部 ペット関連団体

67ヶ所
189ヶ所合計

小計
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（改善事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

３．＜教育課程の充実・改善＞ 

「動物生理・繁殖学」「動物病理学」「動物感染症学」「動物薬理学」等の科目が３年次に配当されて 

いるが、これらの理論系の科目は病院での臨地実務実習の前に履修しておくことが望ましいため、 

教育効果を踏まえて科目の配当年次を再考すること。  

（対応）  

「動物生理・繁殖学」、「動物病理学」、「動物感染症学」、「動物薬理学」は、3年次に配置されている

が、ご指摘のとおり、これらの理論系の科目は動物病院での臨地実務実習の前に履修しておくことが

望ましいため、教育効果を踏まえて科目の配当年次を動物病院での「臨地実習 3」までに「動物生理・

繁殖学」、「動物病理学」、「動物薬理学」、「動物感染症学」の履修を終えるよう、履修年次を表 1 のと

おり「動物生理・繁殖学」は 1年次前期、「動物病理学」は 1年次後期、「動物薬理学」は 2年次前期、

「動物感染症学」は 1年次後期に変更した。 

 

表 1 配当年次の変更表 
  

新 旧 

科目区分 科目名称 開講時期 科目区分 科目名称 開講時期 

職業専門科目 

動物生理・繁殖学 1前 

職業専門科目 

動物生理・繁殖学 3前 

動物病理学 1後 動物病理学 3前 

動物薬理学 2前 動物薬理学 3前 

動物感染症学 1後 動物感染症学 3前 
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（新旧対照表）別記様式第２号（その２の１）教育課程の概要 

新 旧 

③職業専門科目 

（略） 

動物口腔ケア論 3前 

動物口腔ケア実習 3後 

訪問動物看護学 2前 

動物看護ソーシャルワーク 2後 

動物生理・繁殖学 1前 

動物病理学 1後 

動物薬理学 2前 

公衆衛生学 1前 

動物感染症学 1後 

動物臨床検査学 1後 

（略） 

③職業専門科目 

（略） 

動物形態機能学・組織学実習 1後 

動物生理・繁殖学 3前 

動物病理学 3前 

動物薬理学 3前 

公衆衛生学 2前 

動物感染症学 3前 

動物臨床検査学 1前 

動物臨床検査学実習 2通 

動物臨床栄養学 2後 

動物行動学 2前 

（略） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（12～13ページ） 

新 旧 

4．教育課程の編成の考え方及び特色 

(2)科目構成及び区分 

 

（略） 

 

「職業専門科目」では、職業に繋がる「動物看

護学概論」、「動物形態機能学」、「動物行動学」、

「動物臨床看護学（基礎・内科）」、「動物病理学」、

「動物トータルライフ環境論」、「公衆衛生学」、

「動物臨床看護学（外科）」、「コンパニオンアニ

マルケア実習（基礎）」、「コンパニオンドッグト

レーニング実習」等の専門的な科目を配置する。

なお、臨地実務実習に関しては「臨地実習 1」、

「臨地実習 2」、「臨地実習 3」、「臨地実習 4」、「臨

地実習 5」、「臨地実習 6」を配置する。また、「動

4．教育課程の編成の考え方及び特色 

(2)科目構成及び区分 

 

（略） 

 

②「職業専門科目」では、「基礎科目」での学修

を土台として、職業に繋がる「訪問動物看護

学」や「動物トータルライフ環境論」、「動物

トータルライフ演習」等の専門的な科目を配

置する。 

 

 

（追加） 
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物生理・繁殖学」、「動物病理学」、「動物感染症

学」、「動物薬理学」の理論系の科目は動物病院

での臨地実務実習の前に履修しておくことが望

ましいため、履修年次を「動物生理・繁殖学」

は 1年次前期、「動物病理学」は 1年次後期、「動

物薬理学」は 2年次前期、「動物感染症学」は 1

年次後期に変更した。なお、教育内容をさらに

充実させるため、「環境生物学」を配置した。 

「展開科目」では、訪問看護・在宅ケアを行う

動物看護師として職域を広げ、また、将来産業

界を担い、産業界の発展に繋がる他分野の応用

的な能力を養成することを目指して「少子高齢

社会と人口問題」、「IT社会論」等の科目を配置

する。 

「総合科目」では、修得した知識・技術等を総

合し、臨地実務実習の体験を活かした実践的、

応用的な能力を総合的に高める内容の科目を配

置し、飼い主と産業界と動物を繋ぐ能力を育成

することを目指して「動物トータルケア総合演

習 1」及び「動物トータルケア総合演習 2」を配

置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「展開科目」では、動物看護師として職域を

広げ、将来産業界を担い、産業界の発展に繋

がる他分野の応用的な能力を養成することを

目指して「少子高齢社会と人口問題」、「IT社

会論」等の科目を配置する。 

 

④「総合科目」では、修得した知識・技術等を

総合し、臨地実習の体験を活かした実践的、応

用的な能力を総合的に高める内容の科目を配置

し、飼い主と産業界と動物を繋ぐ。 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

４．＜基礎科目の配置、内容が不適切＞ 

基礎科目に配置している科目の中に、動物看護師としての基礎や専門を学修すると見受けられ 

る科目が複数配置されている。基礎科目は「生涯にわたり自らの資質を向上させ、社会的及び 

職業的自立を図るために必要な能力を育成する」ための授業科目であることに鑑み、区分の変 

更や新たな科目の設定により制度の趣旨を踏まえた適切な基礎科目とすること。 

さらに「実務コンピューター」「ビジネスマナー」「ビジネス文書」については、科目名、科目 

内容が単なる就職対策に見受けられ短期大学の教育にふさわしくないため、これらの科目名や 

科目内容の見直しも行うこと。  

（対応）  

ご指摘のとおり、基礎科目に配置している科目の中に、動物看護師としての基礎や専門を学修

すると見受けられる科目が複数配置している。基礎科目は「生涯にわたり自らの資質を向上させ、

社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成する」ための授業科目であることに鑑み、

基礎科目と展開科目について、ディプロマポリシーとの関係を踏まえ、制度の趣旨を踏まえた新

たな科目の追加と科目区分を編成し直した(表 1・表 2)。 

本学では基礎科目での学修が展開科目へとつながるように、基礎科目の「生命倫理学」、「社会

学」、「心理学」から展開科目の「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、

「高齢者心理」へ、基礎科目の「キャリアマネジメント」から展開科目の「産業論」、「起業論」、

「消費者行動分析学」へ、基礎科目の「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」、「コンピュ

ーターリテラシー（情報処理）Ⅱ」から展開科目の「IT 社会論」、「情報危機管理論」、「災害・危

機管理論」へと教育効果が繋がるよう科目編成を改変した（資料 4-1）。 

本学の展開科目は、特定の職業分野に関連する他分野の応用的な能力を養成するために、日本

の現況を踏まえ、「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、「高齢者心理」

の科目をとおして少子高齢化が進む社会を理解し、問題を解決する創造的能力を修得することを

目的とする。また、ディプロマポリシーを踏まえ、産業界の発展に寄与する人材養成のために「産

業論」、「起業論」、「消費者行動分析学」の他、将来に鑑み「IT 社会論」の科目をとおして多様化

する産業界を理解し、問題を解決する創造的能力を修得することを目的とする。なお、「情報危機

管理論」の科目をとおして、文書の保管・管理等を踏まえ、情報の危機管理について教授する。

更に「災害・危機管理論」では、人と動物が共生する社会における災害対応を学修し、同行避難

等の問題を解決するための創造的能力を修得することを目的とする。 

 

科目名等の変更について次のとおり説明する。 

「実務英語」は科目名を「英語Ⅰ」に変更し、科目内容を改めるとともに、英語教育充実のた
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め新たに「英語Ⅱ」を設置した。 

「動物看護学概論」、「動物形態機能学」、「動物形態機能組織学」、「コンパニオンアニマルケア

論」は、基礎科目から職業専門科目へ科目区分を変更した。 

また、新規に「心理学」、「社会学」、「コミュニケーション論」を基礎科目に配置した。展開科

目に配置した「高齢者心理」の理解を深めるため、基礎科目に「心理学」を配置した。是正事項

6 のご指摘に従い、本学の教育に福祉の観点も必要であることを配慮し、展開科目に「社会福祉

学」を配置し、基礎科目に「社会学」を新たに追加した。 

さらにご指摘に従い、「実務コンピューター」「ビジネスマナー」「ビジネス文書」については、

科目名、科目内容の見直しを行った。「実務コンピューター」は「コンピューターリテラシー（情

報処理）Ⅰ」に変更し、科目内容を改めるとともに、コンピューター教育の充実を図り新たに「コ

ンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」を配置した。「コンピューターリテラシ－（情報処理）

Ⅰ」、「コンピューターリテラシ－（情報処理）Ⅱ」の授業はレベル分けの上、20 人程度を 1 ク

ラスとして教育する。「ビジネスマナー」は削除し、生涯にわたり自らの資質を向上させ、社会

的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成するため、新たに「コミュニケーション論」を

基礎科目に配置した。「ビジネス文書」を削除し、展開科目に「情報危機管理論」を配置し、文書

の保管・管理等を踏まえ、情報の危機管理について教授することとした。 

また、職業専門教育の充実のために「環境生物学」と「臨地実習 6」を職業専門科目に追

加した。 

「環境生物学」は、ヒトという生物を中心にした環境を学ぶことで、基本的には自然界や野生

動物の環境とは異なる人工的な環境内の生物の生き方、またそのために害虫獣化した生き物の生

態や防除方法を学ぶ学問であり、動物の飼育環境を保全する知識を学修すために重要な科目であ

る。 

「臨地実習 6」は、学生のキャリアにつながる重要な臨地実務実習であり、内容については是

正事項７の（1）及び（2）で詳しく説明する。 

 

表 1 基礎科目 新旧対照表 

科目

区分 

科目名 

新 旧 

基
礎
科
目 

「英語Ⅰ」 「実務英語」 

「英語Ⅱ」 （追加） 

「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ」 「実務コンピューター」 

「コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」 （追加） 

（削除） 「ビジネスマナー」 
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（削除） 「ビジネス文書」 

「コミュニケーション論」 （追加） 

「生命倫理学」 「生命倫理学」 

（職業専門科目へ科目区分変更） 「動物看護学概論」 

（職業専門科目へ科目区分変更） 「動物形態機能学」 

（職業専門科目へ科目区分変更） 「動物形態機能組織学」 

（職業専門科目へ科目区分変更） 「コンパニオンアニマルケア論」 

「心理学」 （追加） 

「社会学」 （追加） 

「キャリアマネジメント」 （展開科目から科目区分変更） 

「生活とアート」 （展開科目から科目区分変更） 

 

表 2 展開科目 新旧対照表 

展
開
科
目 

新 旧 

「ジェロントロジー」 「ジェロントロジー」 

「社会福祉学」  （追加） 

「高齢者心理」 「高齢者心理」 

「少子高齢社会と人口問題」 「少子高齢社会と人口問題」 

「産業論」 「産業論」 

（基礎科目へ科目区分変更） 「キャリアマネジメント」 

「起業論」 「起業論」 

「消費者行動分析学」 「消費者行動分析学」 

「IT 社会論」 「IT 社会論」 

「情報機器管理論」 （追加） 

「災害・危機管理論」 「災害・危機管理論」 

（基礎科目へ科目区分変更） 「生活とアート」 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（10、12、13 ページ） 

新 旧 

４．教育課程の編成の考え方の特色 

(1)教育課程の編成方針 

②教育課程の編成 

 

（略） 

 

「基礎科目」には、動物愛護の精神に則り、共

生の思想と倫理観を学修するため「生命倫理学」

を配置する。「生命倫理学」は本学園において昭

和 42 年の創立以来、今日まで継承されてきた

科目である。なお、「生命倫理学」に「社会学」

と「心理学」を加えたこの 3 科目は、展開科目

の「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、「少子

高齢化と人口問題」、「高齢者心理」への関係性

を持たせ、体系的な学修を目指す。 

 

（略） 

 

「展開科目」には、動物看護師の自立と職域拡

大をめざし、現代社会の高齢化に対応する「ジ

ェロントロジー」、「社会福祉学」、「高齢者心理」、

「少子高齢社会と人口問題」の科目を配置した。

また、IT 社会や情報危機管理に対応するために

「IT 社会論」、「情報危機管理論」、「災害・危機

管理論」の科目を配置した。さらに、動物関連

産業の新たな分野を切り開くために「産業論」、

「企業論」、「消費者行動分析学」の科目を配置

した。 

以上のことから、「職業専門科目」において、

ディプロマポリシーに掲げる動物看護師に必要

な、動物の訪問看護及び、動物の在宅ケアに関

る理論的かつ実践的な応用的能力を身に付け

４．教育課程の編成の考え方の特色 

(1)教育課程の編成方針 

②教育課程の編成 

 

(略) 

 

動物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理観

を学修するための科目を配置する。その中核と

なる「生命倫理学」は本学園において昭和 42

年の創立以来、今日まで継承されてきた科目で

あり、本学において重要な科目である。 

 また、「生命を生きる」という教育理念のもと

に、すべてのカリキュラムが構成され、動物看

護師としての基礎的な知識を修得するための

「基礎科目」を配置する。 

 

 

（略） 

 

「展開科目」には、関連する他分野の科目を配

置し、動物関連産業との繋がりを通して、創造

的能力を学修する。また、「総合科目」では、各

年次で今までに学んだ知識・技術等を総合し、

臨地実習での体験を踏まえて、飼い主と産業界

と動物を繋ぐ能力を養う。なお、講義と実習に

おいては段階的な教育を行う。 
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る。さらに、動物看護の素養を備え、幅広い視

野を有し、動物関連産業の発展に向けて積極的

に寄与する意欲を備えるため「展開科目」に発

展させ、他分野における創造的な役割を果たす

ことの出来る人材養成に努める。 

 

（略） 

 

(3) 教養教育の実施方針と教育課程編成上の具

体的工夫 

本学の基礎科目では人と動物の共生に求めら

れる豊かな人間性と幅広い視野を養い、生涯に

わたり自らの資質を向上させ、社会的及び職業

的自立を図るために必要な能力を育成する。そ

のために「生命倫理学」、「英語Ⅰ」、「コンピュ

ーターリテラシー（情報処理）Ⅰ」を必修科目

とし、「心理学」、「社会学」、「キャリアマネジメ

ント」、「コミュニケーション論」、「英語Ⅱ」、「コ

ンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ」およ

び「生活とアート」を選択科目として配置する。 

 

（追加） 

 

 

 

 

（略） 

 

(3) 教養教育の実施方針と教育課程編成上の具

体的工夫 

本学の基礎科目は動物看護師にとって職業専

門科目を履修するための基礎となる科目であ

る。動物看護学を段階的に基礎科目から学修す

ることにより、職業専門科目の理解を深める。

また、「実務英語」や「実務コンピューター」は、

動物看護師として必要な職場での外国人対応や

パソコンを使用したカルテ・在庫の管理等、就

職を見据えた教育内容により編成されている。 
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（新旧対照表）別記様式第２号（その２の１）教育課課程 

新 旧 

 

科目 

区分 

授業科目の名称 

①
基
礎
科
目 

生命倫理学 

心理学 

社会学 

キャリアマネジメント 

コミュニケーション論 

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ 

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ 

生活とアート   

小計（10 科目） 

②
職
業
専
門
科
目 

動物看護学概論   

動物形態機能学   

動物形態機能組織学 

動物形態機能学・組織学実習 

動物臨床看護学（基礎・内科） 

動物臨床看護学（基礎・内科）実習 

動物臨床看護学（外科） 

動物臨床看護学（外科）実習 

動物口腔ケア論   

動物口腔ケア実習 

訪問動物看護学 

動物看護ソーシャルワーク 

動物生理・繁殖学 

動物病理学 

動物薬理学 

公衆衛生学 

 

科目 

区分 

授業科目の名称 

①
基
礎
科
目 

実務英語 

実務コンピューター 

ビジネスマナー 

ビジネス文書 

生命倫理学   

動物看護学概論 

動物形態機能学 

動物形態機能組織学 

コンパニオンアニマルケア論 

小計（9 科目） 

②
職
業
専
門
科
目 

動物臨床看護学（基礎・内科） 

動物臨床看護学（基礎・内科）実習 

動物臨床看護学（外科） 

動物臨床看護学（外科）実習 

動物口腔ケア論   

動物口腔ケア実習 

訪問動物看護学 

動物看護ソーシャルワーク 

動物形態機能学・組織学実習 

動物生理・繁殖学 

動物病理学 

動物薬理学 

公衆衛生学 

動物感染症学   

動物臨床検査学   

動物臨床検査学実習 

動物臨床栄養学   
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②
職
業
専
門
科
目 

動物感染症学   

環境生物学  

動物臨床検査学   

動物臨床検査学実習 

動物臨床栄養学   

動物行動学 

動物リハビリテーション論 

動物人間関係学 

動物愛護・福祉と関連法規 

伴侶動物学   

動物飼育管理論   

野生動物学 

産業・実験動物学 

動物トータルライフ環境論 

動物トータルライフ演習 

コンパニオンアニマルケア論 

コンパニオンアニマルケア実習（基礎） 

コンパニオンアニマルケア実習（応用） 

コンパニオンドッグトレーニング論 

コンパニオンドッグトレーニング実習 

臨地実習 1   

臨地実習 2   

臨地実習 3   

臨地実習 4   

臨地実習 5   

臨地実習 6   

動物実習短期留学   

研修・ボランティア活動  

③

展

開

科

目 

小計（44 科目）  

ジェロントロジー 

社会福祉学 

高齢者心理 

少子高齢社会と人口問題 

②
職
業
専
門
科
目 

動物行動学 

動物リハビリテーション論 

動物人間関係学 

動物愛護・福祉と関連法規 

伴侶動物学   

野生動物学   

産業・実験動物学 

動物トータルライフ環境論 

動物トータルライフ演習 

コンパニオンアニマルケア実習（基礎） 

コンパニオンアニマルケア実習（応用） 

コンパニオンドッグトレーニング論 

コンパニオンドッグトレーニング実習 

動物飼育管理論   

臨地実習 1   

臨地実習 2   

臨地実習 3   

臨地実習 4   

臨地実習 5   

小計（36 科目） 

③
展
開
科
目 

ジェロントロジー 

少子高齢社会と人口問題 

産業論 

キャリアマネジメント 

消費者行動分析学 

ＩＴ社会論 

起業論 

災害・危機管理論 

生活とアート   

高齢者心理 

小計（10 科目） 
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③
展
開
科
目 

産業論 

起業論 

消費者行動分析学 

IT社会論 

情報危機管理論 

災害・危機管理論 

小計（10 科目） 

 

 

 



基礎科目から展開科目へのつながり

基礎科目 展開科目

ジェロントロジー

社会福祉学

少子高齢社会と人口問題

心理学 高齢者心理

産業論

起業論

消費者行動分析学

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ IT社会論

情報危機管理論

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ 災害・危機管理論

英語Ⅰ

英語Ⅱ

コミュニケーション論

生活とアート

生命倫理学

社会学

キャリアマネジメント

 
 

 
資
料

4－
1 
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（是正事項）動物トータルケア学科                

【教育課程等】 

５．＜人材像と展開科目の関係が不明確＞ 

ディプロマ・ポリシーに「応用的能力」と記載されているが、具体的に動物看護師に必要な「応 

用的能力」がどのようなものであるか不明確であるため、 

「応用的能力」を修得できる教育課程になっているか不明確である。 

特に応用的な能力を修得するための展開科目は「専攻する特定の職業の分野において創造的な役 

割を果たすために必要なものを育成する」ことを目的としているが、本学の展開科目には基礎科 

目に配置することが適当な科目も含まれているなど展開科目として適切な科目配置となってい 

ない。これらを踏まえ、本学における展開科目はどのような能力の修得を目的としているかにつ 

いて、ディプロマポリシーとの関係を踏まえ説明し、展開科目の科目配置を見直すこと。  

（対応）  

本学のディプロマポリシーに述べられている動物の訪問看護及び動物の在宅ケアに必要な応用

的能力とは、教育課程の中で修得する知識・技術をとおして、病気や障害を抱えながら自宅療養中

の動物や家庭における幼齢動物や高齢動物のライフステージに対応し、健康問題がどうのように変

化するのかを理解した上で、ケアプランを立て、問題を解決するための能力である。 

また、飼い主自身が飼育動物のケアができるように指導し、飼い主の相談に対応するための能力

である。 

＜ディプロマポリシーで述べている訪問看護と在宅ケアについて＞ 

本学のディプロマポリシーには、以下のとおり 4 点をあげている。「設置の趣旨等を記載した書

類」（P8） 

・ 動物看護に必要な倫理観を有し、基礎的な知識と技術を身に付けている。 

・ 動物の訪問看護に必要な使命感を有し、応用的能力を備え、専門知識と技術を身に付けている。 

・ 動物の在宅ケアに必要な使命感を有し、応用的能力を備え、専門知識と技術を身に付けている。 

・ 動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、動物関連産業の発展に向けて積極的に寄与する意

欲を身に付けている。 

ディプロマポリシーに掲げる動物の訪問看護および動物の在宅ケアについては、是正事項 6 にお

いて次のように説明している。 

訪問看護については『「訪問看護」とは、動物看護師が病気や障害を抱えながら自宅療養中の動

物を対象に、往診治療の際、獣医師の指示のもとチーム医療の一員として治療の補助を行ことであ

る。』と説明し、動物の在宅ケアは、『「在宅ケア」とは、家庭において幼齢動物から高齢動物のラ

イフステージに対応し、様々な場面で飼い主のサポートを行うトータルケアである。』と説明して

いる。 
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ディプロマポリシーの「動物の訪問看護に必要な使命感を有し、応用的能力を備え、専門知識と

技術を身に付けている」と「動物の在宅ケアに必要な使命感を有し、応用的能力を備え、専門知識

と技術を身に付けている」の 2 つに分けて明文化した理由は、「訪問看護」が高齢社会に対応した

往診医療において、動物看護師が獣医師に同行して行う獣医師の補助職（アシスタント）であるこ

とに対し、「在宅ケア」は動物看護師が、補助職という立場から独立して行うトータルケア業務で

あり、この度の本学設置申請は、動物看護師が成長を続ける動物関連産業界へ動物看護師の能力を

持って深く参画し、将来を担う動物関連産業界の発展に寄与する人材養成にある。 

ただし、是正事項 6 で述べたように「訪問看護」と「在宅ケア」において動物看護師に必要な能

力は共通する部分が多いことから、動物看護師に必要とされる応用的能力は一つのものとして説明

する。 

＜職業専門科目で学修する応用的能力＞ 

本学で養成する人材像は、特に現代の人と動物との高齢社会に対応し、訪問看護・在宅ケアの要

望に応える動物看護師であり、さらに拡大化を続ける動物関連産業界において、飼い主（消費者）

と市場を結び産業界の発展に寄与する動物看護師であることから、ディプロマポリシーを基本とし

て教育課程を構築した。また、教育課程により、動物看護師に必要な応用的能力を修得できること

を具体的に説明する。（資料 5-1） 

 

職業専門科目において応用的能力を身に付けるために、（資料 5-1）「動物看護師に必要な基礎的

能力と応用的能力及び配置されている科目（職業専門科目編）」において到達目標を（大項目）（小

項目）に分けて説明し、該当科目を配置した。 

・大項目「修得した知識を応用して、予測を踏まえたケアプランが立てられる」小項目(１)「問題

解決能力を持つ」を達成するために、「動物トータルライフ環境論」「訪問動物看護学」「コンパニ

オンドッグトレーニング論」「動物看護ソーシャルワーク」「野生動物学」「環境生物学」「動物トー

タルライフ演習」の科目を配置した。小項目（２）「動物看護の創造力、今後の健康問題がどのよ

うに変化するかしないかを理解する」を達成するために「公衆衛生学」の科目を配置した。 

 

・大項目「科学的なケア技術を習得し、工夫ができる」小項目（１）「科学的で正確さを持つ」を

達成するために、「動物臨床看護学（外科）」の科目を配置した。小項目（２）「合理的知識に裏付

けられた技術を基礎から展開する仕方を理解する」を達成するために、「コンパニオンアニマルケ

ア実習（基礎）」「コンパニオンアニマルケア実習（応用）」「動物臨床看護学（外科）実習」「動物

臨床栄養学」「動物リハビリテーション論」「動物口腔ケア論」を配置した。 

 

・大項目「飼い主への指導・相談技術を習得する」小項目「飼い主自身が個別にケア出来るように

具体的な指導を可能にする」を達成するために、「コンパニオンドッグトレーニング実習」「動物口
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腔ケア実習」の科目を配置した。 

＜展開科目で学修する応用的能力＞ 

展開科目について、ディプロマポリシーの「動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、動物関

連産業の発展に向けて積極的に寄与する意欲を身に付けている」との関係を踏まえ、新たな科目の

追加と科目区分の変更により、表 1 のように見直した。 

さらに、是正事項 4 で述べたとおり、検討を重ねた結果、以下のように基礎科目から展開科目へ

のつながりを見直した（資料 5-2）。 

 

展開科目は、動物看護の分野において必要とされる理論的かつ実践的な応用的な能力であって、

動物看護の分野において創造的な役割を果たすために必要なものを育成することを目的としてい

ることから、以下のように編成を見直した。（資料 5-3） 

日本の高齢社会で、人と動物が豊かに共生するためには、生命観、倫理観を有する動物看護師が

必要とされ、動物の生命を尊重することに加え、関連する他分野である「ジェロントロジー」、「社

会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、「高齢者心理」、の科目をとおして少子高齢化がますます

進む社会を理解し、ディプロマポリシーを踏まえ、将来、動物看護師が獣医師の補助職にとどまら

ず、高齢者がコンパニオンアニマルを家庭で家族の一員として飼育することをサポートするために、

あらたに動物看護師がチームをつくり、動物医療と協働の上、在宅ケアを充実していくなど、動物

看護師の職域を拡大するためのアイデアから社会的意義がある新しい動物看護師の役割を創造し、

動物関連産業界に変化をもたらすような意欲を身につける。 

また、「IT 社会論」、「情報危機管理論」、「災害・危機管理論」の科目を配置し、人の仕事がコン

ピューターに変わり、イヌのロボットまで出現したＩＴ社会において、人と動物の共生が急スピー

ドで進んでいる状況に鑑み、ディプロマポリシーを踏まえ、訪問看護・在宅ケアの動物看護師がど

のような役割を担うか、社会の仕組みをどう変えるか等、また情報や災害の危機管理対策を考案す

る等、将来の動物産業界の発展に寄与する意欲を身につける。 

産業界の発展に寄与する人材養成のために「産業論」、「起業論」、「消費者行動分析学」を配置し、

動物看護師として、ペットサロン・ペットショップ・ペットホテル・老犬ホーム・リゾート等の現

場で飼い主（消費者）の質問や相談に対応するにとどまらず、職場から家庭に出向して飼育環境の

整備に必要な商品を届けることのほか、ネコカフェや鳥カフェにとどまらず、新しく起業したり、

新しい取組みをもって自発的な職域の拡大を図る。 

さらに、ペットを飼育可能なマンションの内装計画やリフォーム等に参加し、高齢犬等に優しい

居住空間を整備するためのアドバイス等を行う新しいコンサルタント業を起業するなど、積極的に

動物関連産業の発展に寄与する意欲を身につける。 

以上のことから、職業専門科目において、ディプロマポリシーに掲げる動物看護師に必要な、動

物の訪問看護及び、動物の在宅ケアに関る理論的かつ実践的な応用的能力を身に付ける。さらに、
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動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、動物関連産業の発展に向けて積極的に寄与する意欲を

備えるため展開科目に発展させ、他分野における創造的な役割を果たすことの出来る人材養成に努

める。 

なお、ご指摘のとおり、応用的能力を修得できる教育課程になっているかを見直した結果、専門

職短期大学の新制度の特色を踏まえ、教育内容及び教育課程を整備のうえ、次のようにカリキュラ

ムポリシーを改正するに至った。 

 

 基礎科目では、人と動物の共生に求められる豊かな人間性と幅広い視野を身に付け、生涯にわ

たり、自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を養う。 

 職業専門科目では、動物看護師に必要とされる理論的、実践的な能力を養う。 

 展開科目では、関連する他分野において動物看護師として創造的な役割を果たすために必要な

応用的能力を養う。 

 総合科目では、修得した知識・技術等を総合し、動物看護師として課題解決力・創造力を養う。 

 

新しいカリキュラムポリシーに沿って、動物看護師に必要な応用的能力を修得する。 

 

 表 1 専門職短期大学 展開科目の新旧一覧表 

展
開
科
目 

新 旧 

「ジェロントロジー」 「ジェロントロジー」 

「社会福祉学」（追加）   

「少子高齢社会と人口問題」 「少子高齢社会と人口問題」 

「高齢者心理」 「高齢者心理」 

「産業論」 「産業論」 

（基礎科目へ科目区分変更） 「キャリアマネジメント」 

「起業論」 「起業論」 

「消費者行動分析学」 「消費者行動分析学」 

「IT 社会論」 「IT 社会論」 

「情報機器管理論」（追加）  

「災害・危機管理論」 「災害・危機管理論」 

（基礎科目へ科目区分変更） 「生活とアート」 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（4 ページ） 

新 旧 

1.専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(1)設置の趣旨及び必要性 

②専門職短期大学設置の経緯と必要性 

 

（略） 

 

ヤマザキ動物看護大学の教育課程は、教養

科目から卒業論文に至る授業科目の体系をも

って 4 年間学修し、動物看護学の科学的体系

を構築するための教育・研究機関であること

から、ヤマザキ動物看護専門職短期大学とは

異なる役割を果たす。 

また、ヤマザキ動物専門学校の教育課程は、

技術の即戦力を養成するため学内実習を中心

に、講義と実習の割合が約半々であり、実習

授業に多くの時間を割いている。また、実習

授業では、技術修得のために何度も繰り返す

リピート授業を行うことが、社会に出た時の

確実な即戦力となる。新制度の専門職短期大

学のように関連する他分野の展開科目等は配

置していない。 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学の教育課

程は、ディプロマポリシー、カリキュラムポ

リシーに沿って、教育課程において修得した

知識・技術をとおし、動物の訪問看護及び動

物の在宅ケアに必要な応用的能力を修得す

る。 

 

4．教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)設置の趣旨及び必要性 

②専門職短期大学設置の経緯と必要性 

 

（略） 

 

ヤマザキ学園大学においては、教養科目から卒

業論文に至る授業科目の体系をもって 4 年間の

履修を行い、動物看護学の科学的体系を構築する

ための教育・研究機関として、ヤマザキ動物看護

専門職短期大学とは異なる役割を果たすもので

ある。 

 

また、ヤマザキ動物専門学校の教育は、技術の

即戦力を養成するため学内実習を中心にしてお

り新制度の専門職短期大学のように関連する他

分野の展開科目等は配置されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（8 ページ） 

新 旧 

1.専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(1)養成する人材像 

 

（略） 

 

②ディプロマポリシー 

 卒業までに所定の単位を取得し、本学科の養

成する人材像の実現に必要な知識、技術を修得

した者に、卒業を認定し、動物看護短期大学士

（専門職）の学位を授与する。 

 本学のディプロマポリシーは次のとおりで

ある。 

・動物看護に必要な倫理観を有し、基礎的な知

識と技術を身に付けている。 

・動物の訪問看護に必要な使命感を有し、応用

的能力を備え、専門知識と技術を身に付けて

いる。 

・動物の在宅ケアに必要な使命感を有し、応用

的能力を備え、専門知識と技術を身に付けて

いる。 

・動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、

動物関連産業の発展に向けて積極的に寄与

する意欲を身に付けている。 

 

本学のディプロマポリシーに述べられてい

る動物の訪問看護及び動物の在宅ケアに必要

な応用的能力とは、教育課程の中で修得する知

識・技術をとおして、病気や障害を抱えながら

自宅療養中の動物や家庭における幼齢動物や

高齢動物のライフステージに対応し、健康問題

がどうのように変化するのかを理解した上で、

ケアプランを立て、問題を解決するための能力

.専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(1)養成する人材像 

 

（略） 

 

②ディプロマポリシー 

 卒業までに所定の単位を取得し、本学科の

養成する人材像の実現に必要な知識、技術を

修得した者に、卒業を認定し、動物看護短期

大学士（専門職）の学位を授与する。 

 

 

・動物看護に必要な倫理観を有し、基礎的な

知識と技術を身に付けている。 

・動物の訪問看護に必要な使命感を有し、応

用的能力を備え、専門知識と技術を身に付

けている。 

・動物の在宅ケアに必要な使命感を有し、応

用的能力を備え、専門知識と技術を身に付

けている。 

・動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、

動物関連産業の発展に向けて積極的に寄与

する意欲を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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である。 

また、飼い主自身が飼育動物のケアができる

ように指導し、飼い主の相談に対応するための

能力である。 

 

 

 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（9 ページ） 

新 旧 

2. 専門職短期大学及び学科の特色 

(1)学科の特色 

動物トータルケア学科は動物看護学を基

盤として、コンパニオンアニマルの訪問看

護・在宅ケア及び飼い主と産業界を繋ぐ実践

力を有する動物看護学教育に重点を置いて

いる。また、本学科の大きな特色として、関

連する他分野の展開科目があげられる。今ま

で動物看護教育ではあまり取り上げられて

こなかった「ジェロントロジー」、「産業論」、

「起業論」「消費者行動分析学」等の科目を

配置し、職業専門科目で修得した動物看護の

知識、技術をもってペットサロン、ペットシ

ョップの開業の他、在宅ケアや動物関連企業

での新たな事業展開を図り、将来の動物関連

産業界を担い、発展させる人材に求められる

能力を培う。 

2. 専門職短期大学及び学科の特色 

(1)学科の特色 

 動物トータルケア学科は動物看護学を基盤と

して、コンパニオンアニマルの訪問看護・在宅

ケア及び飼い主と産業界を繋ぐ実践力を有する

動物看護学教育に重点を置いている。また、本

学科の大きな特色として、関連する他分野の展

開科目があげられる。今まで動物看護教育では

あまり取り上げられてこなかった「ジェロント

ロジー」、「産業論」、「消費者行動分析学」、「企

業論」等の科目を配置し、職業専門科目で修得

した動物看護の知識、技術をもって動物病院の

開業や新たな事業展開を図り、将来の産業界を

担い、発展させる人材に求められる能力を培う。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（10~12 ページ） 

新 旧 

4. 教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)教育課程の編成方針 

①カリキュラムポリシー 

動物愛護の精神に則り人と動物の共生の

思想と倫理観を身に付け、以下のような教養

教育及び職業専門教育を編成し実施する。 

 カリキュラムポリシーは、教育課程を整備

し次のとおりとする。 

・基礎科目では、人と動物の共生に求められ

る豊かな人間性と幅広い視野を身に付け、

生涯にわたり、自らの資質を向上させ、社

会的及び職業的自立を図るために必要な

能力を養う。 

・職業専門科目では、動物看護師に必要とさ

れる理論的、実践的な能力を養う。 

以上の課程の修得により、課題解決能力等

の涵養及び社会人としての基礎力の構築

に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)教育課程の編成方針 

①カリキュラムポリシー 

動物愛護の精神に則り人と動物の共生の思想

と倫理観を身に付け、以下のような教養教育及

び職業専門教育を編成し実施する。 

 

 

・基礎科目では、人と動物の共生に求められる

豊かな人間性と幅広い視野を養い、動物看護

学の基礎を学修する。 

 

 

・職業専門科目では、講義に連動した実習を通

して、臨地実習 1・2 に参加して、動物病院

とグルーミングサロンの業務の流れを把握

し、衛生管理・整備を修得の上、職場のコミ

ュニケーション能力を身に付ける。次いで、

動物看護学の応用分野を体系的に学修し、臨

地実習 3～5 に参加する。進路選択に向けて、

動物病院において動物看護業務の補佐にあた

り、企業では業務の流れを把握し幅広い視野

を養う。 

・展開科目では、関連する他分野と動物関連産

業の繋がりを通して、創造的能力を学修し、

臨地実習 5 までに修得した経験を活かし、飼

い主と市場を結ぶ動物看護師の役割を考え

る。 

・総合科目では、各年次で学んだ知識・技術等

を総合し、臨地実習での体験を踏まえて飼い

主と動物と産業界を繋ぐ能力を養う。 

以上の課程の修得により、課題解決能力等の
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②教育課程の編成 

本学の教育課程は、「生命
い の ち

を生きる」とい

う教育理念のもと、カリキュラムポリシーを

踏まえ、以下のように体系的に編成した。 

 

・「基礎科目」には、動物愛護の精神に則り、

共生の思想と倫理観を学修するため「生命

倫理学」を配置する。「生命倫理学」は本

学園において昭和 42 年の創立以来、今日

まで継承されてきた科目である。なお、「生

命倫理学」に「社会学」と「心理学」を加

えたこの 3 科目は、展開科目の「ジェロン

トロジー」、「社会福祉学」「少子高齢化と

人口問題」、「高齢者心理」への関係性を持

たせ、体系的な学修を目指す。 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

涵養及び社会人としての基礎力の構築に努め

る。 

 

②教育課程の編成 

本学のカリキュラムの概念図は資料 22 のとお

りである。 

 

 

動物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理観

を学修するための科目を配置する。その中核と

なる「生命倫理学」は本学園において昭和 42

年の創立以来、今日まで継承されてきた科目で

あり、本学において重要な科目である。 

 また、「生命を生きる」という教育理念のもと

に、すべてのカリキュラムが構成され、動物看

護師としての基礎的な知識を修得するための

「基礎科目」を配置する。 

 

 

 さらに、動物看護師としての技術の定着と実

践力の強化を図り、訪問看護等のトータルケア

が可能な動物看護師に必要な、発展的な知識と

技術を修得するための「職業専門科目」を配置

する。なお、動物看護技術の習得のために、1

年次から 3 年次まで、学内で行われる実習科目

及び学外で行われる臨地実習を配置することを

特色とする。 

「展開科目」には、関連する他分野の科目を配

置し、動物関連産業との繋がりを通して、創造

的能力を学修する。 

また、「総合科目」では、各年次で今までに学

んだ知識・技術等を総合し、臨地実習での体験

を踏まえて、飼い主と産業界と動物を繋ぐ能力

を養う。なお、講義と実習においては段階的な
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・「職業専門科目」には修得した知識を応用

しケアプランを立て、あわせて問題解決能

力を身につけるために「動物トータルライ

フ環境論」「訪問動物看護学」「動物看護ソ

ーシャルワーク」の科目を配置した。併せ

て、動物の健康問題の変化について理解す

るために「公衆衛生学」の科目を配置した。 

また、動物看護の基礎を修得した上で、独

自に工夫を行うために「動物臨床看護学

（外科）」「動物臨床栄養学」「動物リハビ

リテーション論」「動物口腔ケア論」の科

目を配置した。動物の訪問看護や在宅ケア

を行うにあたり、基礎科目の「コミュニケ

教育を行う。 

 動物トータルケア学科においては、ゆるやか

な 2 コース制を置く。 

動物看護コースでは、動物病院への進路を踏

まえ、動物看護の必修科目を履修した上で、職

業専門科目の「動物看護ソーシャルワーク」や

「動物口腔ケア論」等の他、展開科目で、「ジェ

ロントロジー」、「災害・危機管理論」等の科目

を履修して動物看護師の応用的な能力を養成す

る。 

 動物産業コースにおいては、動物看護の必修

科目を履修した上で、産業界への進路を踏まえ、

「動物行動学」や「動物トータルライフ演習」

等の他、展開科目は、「産業論」や「起業論」、

「消費者行動分析学」等の科目を履修して産業

界で役立つ人材を養成する。 

なお、科目編成の見直しと実施状況の評価等

については、産業界等と密接な連携を図りつつ、

教育課程連携協議会の意見を聴き、教育課程の

開発に努める。 

 

（追加） 
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ーション論」で学修したことを活かし、飼

い主への指導・相談技術を修得するために

「コンパニオンドッグトレーニング実習」

「動物口腔ケア実習」の科目を配置した。

（資料 28-③） 

 

（略） 

 

・「展開科目」には、動物看護師の自立と職

域拡大をめざし、現代社会の高齢化に対応す

る「ジェロントロジー」「社会福祉学」「高齢

者心理」「少子高齢社会と人口問題」の科目

を配置した。また、IT 社会や情報危機管理に

対応するために「IT 社会論」「情報危機管理

論」「災害・危機管理論」の科目を配置した。

さらに、動物関連産業の新たな分野を切り開

くために「産業論」「企業論」「消費者行動分

析学」の科目を配置した。 

以上のことから、「職業専門科目」におい

て、ディプロマポリシーに掲げる動物看護師

に必要な、動物の訪問看護及び、動物の在宅

ケアに関る理論的かつ実践的な応用的能力

を身に付ける。さらに、動物看護の素養を備

え、幅広い視野を有し、動物関連産業の発展

に向けて積極的に寄与する意欲を備えるた

め「展開科目」に発展させ、他分野における

創造的な役割を果たすことの出来る人材養

成に努める。 

・「総合科目」には、各年次で今までに学ん

だ知識・技術等を総合し、臨地実務実習での

体験を踏まえて、飼い主と産業界と動物を繋

ぐ能力を養う「動物トータルケア総合演習

１」、「動物トータルケア総合演習 2」を配置

した。 
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なお、講義と実習においては段階的な教育

を行い、科目編成の見直しと実施状況の評価

等については、産業界等と密接な連携を図り

つつ、教育課程連携協議会の意見を聴き、教

育課程の開発に努める。 

 本学のカリキュラムの概念図は資料 22 の

とおりである。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（50 ページ） 

新 旧 

16．社会的・職業的自立に関する指導等及

び体制 

(1)教育課程の取り組について 

①展開科目 

本学では職業専門科目において動物看護

を基盤とした学修を行っている。主に 3 年次

の展開科目（全科目選択）には関連する他分

野の科目を配置することで動物看護師の職

域を拡大する目的をもって社会的、職業的自

立を目指す教育体制をとる。 

 超高齢社会でペット産業の発展の一端を

担う動物看護師は、「ジェロントロジー」、「社

会福祉学」、「少子高齢社会と人口問題」、「高

齢者心理」の科目をとおして、少子高齢化が

進む社会を理解し、問題を解決する応用的能

力を修得することを目指す。また、ディプロ

マ・ポリシーを踏まえ、産業界の発展を寄与

する人材養成のために「産業論」、「起業論」、

「消費者行動分析学」、「IT 社会論」の科目を

とおして多様化する産業界を理解し、問題を

解決する応用的能力を修得することを目指

す。さらに、人口知能が発達していく社会に

おいて、新しい技術を動物飼育環境整備にど

う活用していくかの応用的能力を養成する

ことをもって職業的自立を目指す。なお、「情

報危機管理論」の科目をとおして文書の保

管・管理等を踏まえ、情報の危機管理につい

て教授し、「災害・危機管理論」では、人と

動物が共生する社会における災害対応を学

修し、同行避難等の問題を解決するための応

用的能力を修得することを目指す。 

16．社会的・職業的自立に関する指導等及び

体制 

(1)教育課程の取り組について 

①展開科目 

本学では職業専門科目において動物看護を基

盤とした学修を行っている。主に 3 年次の展開

科目（全科目選択）には関連する他分野の科目

を配置することで動物看護師の職域を拡大する

目的をもって社会的、職業的自立を目指す教育

体制をとる。 

 超高齢社会でペット産業の発展の一端を担う

動物看護師には「ジェロントロジー」や「少

子高齢社会と人口問題」、「産業論」等の科目

を通して、自らの役割を認識することをもっ

て職業的自立を目指す。 

（追加） 

 

 

 

 

 

また、人口知能が発達していく社会において、

新しい技術を動物飼育環境整備にどう活用して

いくかの応用的能力を養成することをもって職

業的自立を目指す。「災害・危機管理論」では、

リスクコントロールやリスクマネージメントを

学修することから、動物看護師としてペットと

の同伴避難等の場面にどう対処するか、自ら何

ができるかを考察し、指導的立場をもって動物

看護職の自立した職域を広げることを目指す。 
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（新旧対照表）別記様式第２号（その２の１）教育課程の概要 

新 旧 

③展開科目 

授業科目の名称 配当年次 

ジェロントロジー 3前 

社会福祉学 2前 

少子高齢社会と人口問題 3後 

高齢者心理 2後 

産業論 3前 

起業論 3後 

消費者行動分析学 3後 

IT社会論 3後 

情報危機管理論 3後 

災害・危機管理論 3前 

小計（10科目） 
 

③展開科目 

授業科目の名称 配当年次 

ジェロントロジー 3前 

少子高齢社会と人口問題 3前 

産業論 3前 

キャリアマネジメント 2後 

消費者行動分析学 3後 

IT社会論 3後 

起業論 3後 

災害・危機管理論 3後 

生活とアート 3後 

高齢者心理 3後 

小計（10科目） 
 

 



動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及び配置されている科目(職業専門科目編） 資料5－1

ディプロマポリシー 能力 到達目標（大項目） 到達目標（小項目） 科目区分 該当科目 単位数
開講
時期

動物看護学概論 2 1前

動物人間関係学 2

産業・実験動物学 2

動物愛護・福祉と関連法規 1 3後

動物形態機能学 2

動物生理・繁殖学 2

動物形態機能組織学 2

動物形態機能学・組織学実習（実習） 1

動物行動学 2 1後

伴侶動物学 2 1後

動物飼育管理論 2 2前

動物臨床看護学（基礎・内科） 2

コンパニオンアニマルケア論 2

動物臨床看護学（基礎・内科）実習 2 1通

動物臨床検査学 2

動物臨床検査学実習 1

動物病理学 1

動物感染症学 2

動物薬理学 2 2前

動物トータルライフ環境論 2

訪問動物看護学 2

コンパニオンドックトレーニング論 2

動物看護ソーシャルワーク 2

野生動物学 1

環境生物学 1

動物トータルライフ演習 2 3前

(2)動物看護の創造力、今後の健康問題がどのよう に変化
   するかを理解する。

公衆衛生学 2 1前

(1)科学的で正確さを持つ。（以前に実施したケア技術：再評価） 動物臨床看護学（外科） 2 2前

コンパニオンアニマルケア実習（基礎） 3 1通

コンパニオンアニマルケア実習（応用） 3

動物臨床看護学（外科）実習 2

動物臨床栄養学 2 2後

動物リハビリテーション論 2

動物口腔ケア論 1

コンパニオンドックトレーニング実習 3 2通

動物口腔ケア実習 1 3後

 

・動物看護に必要な倫理観を有し、基礎的
  な知識と技術を身に付けている。

基
礎
的
能
力

・動物看護師としての倫理を身に付ける。
・潜在的・顕在的に疾病・障害をもつ動物の反応が
  理解できる。

(1)生命の尊さを学ぶ一方で、如何に判断し、行動すべきか
   を理解する。

3前

1後

(3)動物看護師は対象動物の観察から始まるため、動物の
   反応を正確および客観的に状況を理解する。

(4)動物看護師の目線で、ケアを前提として、疾病や障害や
   反応を客観的に把握する技量を持つ。

1前

1後

(2)生物学的構造や機能を知り、その面から対象動物を理解
   する。

1前

・動物の訪問看護に必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術を
  身に付けている。

・動物在宅ケアに必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術を
  身に付けている。

応
用
的
能
力

・修得した知識を応用して予測をふまえたケアプラ
  ンが立てられる。

(1)問題解決能力を持つ。

・飼い主への指導・相談技術を修得する。
飼い主自身が個別にケア出来るように具体的な指導を可能にす
る。

2前

2後

・科学的なケア技術を修得し、独自に工夫ができる。
(2)合理的知識に裏付けされた技術を基礎から展開する仕方
   を理解する。

2通

3前

職業専門科目

(5)疾病の成り立ちを理解する。
1後
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基礎科目から展開科目へのつながり

基礎科目 展開科目

ジェロントロジー

社会福祉学

少子高齢社会と人口問題

心理学 高齢者心理

産業論

起業論

消費者行動分析学

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ IT社会論

情報危機管理論

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ 災害・危機管理論

英語Ⅰ

英語Ⅱ

コミュニケーション論

生活とアート

生命倫理学

社会学

キャリアマネジメント

 
 

 
資
料

5
－

2 
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動物看護師に必要な基礎的能力と応用的能力及び配置されている科目（基礎科目・臨地実務実習・展開科目・総合科目編） 資料5－3

ディプロマポリシー 能力 目的 到達目標 科目区分 該当科目 単位数
開講
時期

生命倫理学 2 1前

心理学 2 1前

社会学 2 1後

(2)人生設計を行い、遂行する能力を身に付ける。 キャリアマネジメント　 2 1後

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅰ 1 1前

コンピューターリテラシー（情報処理）Ⅱ 1 2前

(4)対人関係を円滑に行うために知識を身に付ける。 コミュニケーション論 2 1前

英語Ⅰ 2 1通

英語Ⅱ 1 2前

生活とアート 2 2後

臨地実習1　シブヤ・ドッグ・ビューティー 1

臨地実習2　アニマル・メディカル・センター 1

(2)動物病院における動物看護師の業務分担と
   流れを把握し、スタッフと職場での適切な
   コミュニケーションを図る。

臨地実習3 【動物病院】 4 2後

(3)スタッフとの適切なコミュニケーションを
   図る。また初任者レベルの顧客への対応を
   する。

臨地実習4　【動物関連企業】 4 3前

(3)飼い主と市場をつなぐ動物看護師の役割を
   考える。

臨地実習5　【動物病院（選択）】 5 3後

(4)これまでに学修した知識や実践力をもとに
   顧客への対応を学ぶ。

臨地実習6　【動物関連企業（選択）】 5 3後

ジェロントロジー 2 3前

社会福祉学 2 2前

高齢者心理 2 2後

少子高齢社会と人口問題 1 3後

IT社会論 1 3後

情報危機管理論 1 3後

災害・危機管理論 2 3前

産業論 2 3前

起業論 2 3後

消費者行動分析学 2 3後

動物トータルケア総合演習1 2 2通

動物トータルケア総合演習2 2 3通

(3)現代社会に適応する能力を身に付ける。

(5)現代社会の高齢化に対応する。

(6)危機管理に対応するために対策を考える。

・専攻する特定の職業分野に関連する他分野の応
  用的能力であって、当該職業の分野において創
  造的な役割を果たすために必要な能力を育成す
  ることを目的とする。

・修得した知識・技能等を総合し、実践的かつ応
  用的な、能力を総合的に高めることを目的とす
  る。

(4)文化・教養を深める。

1後・2前

展開科目

応
用
的
能
力

・動物看護に必要な倫理観を有し、基礎
  的な知識と技術を身に付けている。

基
礎
的
能
力

(1)一日の業務の流れを把握する。

臨地実務実習・特定の職業（職種）において必要とされる理論
  的かつ実践的能力に加え、当該職業の分野につ
  いてその分野全般にわたり必要な能力を育成す
  ることを目的とする。

(1)生命の尊さを学ぶとともに、如何に判断し、
   行動すべきかを理解する。

基礎科目・社会的・職業的自立を図るために必要な能力
  に加え、生涯にわたり自らの資質を向上させ
  るために必要な能力を育成することを目的と
  する。

・動物の訪問看護に必要な使命感を有
  し、応用的能力を備え、専門知識と
  技術を身に付けている。

・動物在宅ケアに必要な使命感を有し、
  応用的能力を備え、専門知識と技術
  を身に付けている。

・動物看護の素養を備え、幅広い視野
  を有し、動物関連産業の発展に向け
  て積極的に寄与する意欲を身に付け
  ている。

(8)知識・技能を総合し今後動物看護師に必要
   な能力を向上させる。

(7)動物関連産業の新たな分野を切り開く。

総合科目

                                                    63
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

６．＜人材像と教育課程の整合性が不明確＞ 

設置の趣旨等において、「在宅ケア」「訪問看護」という点を掲げているが、動物看護師が行う

「在宅ケア」「訪問看護」がどのような内容のものか、さらに、これらの能力を修得した場合に

どのような機関でどのような職業に就くことを想定しているかを具体的に説明すること。また、

教育課程において「在宅ケア」等に必要な能力が修得できるとは見受けられないことから、「在

宅ケア」等を行うために必要な科目配置や臨地実務実習先の確保を行うこと。その際には「福

祉」の観点も必要となることに配慮すること。 

（対応）  

＜「在宅ケア」「訪問看護」の内容＞ 

 本学の動物トータルケア学科では、訪問看護・在宅ケアのできる動物看護師の養成を目的とし

ていることから、「在宅ケア」「訪問看護」について説明する。本学が養成する動物看護師は獣医

師の指示の下、往診に同行して行う業務と獣医師とは別に独自に行う行為がある。「在宅ケア」は

「訪問看護」で行われる内容と重なる部分もあるが、獣医師の同行が必要とされない動物看護師

独自の業務があり、必要に応じては主治医（獣医師）との連携も図る。 

必要な能力は本学の教育課程で修得できる。「在宅ケア」の内容は「訪問看護」の内容と重なる部

分が多いが、それぞれに分けて説明すると次のとおりである。 

「在宅ケア」とは、家庭において幼齢動物から高齢動物のライフステージに対応し、様々な場

面で飼い主のサポートを行うトータルケアである。例えば、幼齢動物に対しては家庭の飼育環境

を整備し、トイレトレーニングや乳歯から永久歯に生え変わる際の口腔ケアを行う。また、高齢

動物に対して、移動の負担を減らし自宅でシャンプー、カットを行う他、補食のサポートも行う。

犬のグルーマー（美容師）と同じにシャンプー、カットを行う場合の他、動物看護師として立ち

上がることの出来ない高齢犬や障害犬の体調を見ながらシャンプーを行うこと等を含む。 

具体的な内容は、バイタルチェック（体温、心拍数、脈拍数、呼吸数等）や動物の観察、給餌、

運動、休養等の助言を行う。また、栄養指導（手作り食を含む）、給餌の手伝い、口腔ケア、グル

ーミング（皮膚・被毛の手入れ、シャンプー、爪切り等）、排泄のしつけや補助と消臭等の清潔

ケア、飼育環境の整備、床ずれ予防（体圧分散・除圧・減圧、皮膚の保護と清潔ケア等）を行い、

さらに、介助マット、ペットシーツ、おむつ等手配の助言を行う。なお、終末期ケア及びグリー

フケアも「在宅ケア」に含まれる。 

「訪問看護」とは、動物看護師が病気や障害を抱えながら自宅療養中の動物を対象に、往診治

療の際、獣医師の指示のもとチーム医療の一員として治療の補助を行ことである。 

具体的な内容は、往診治療時に獣医師の治療の補助や獣医師が行う検体採取（採血・採尿・採

便）の補助、動物の保定、飼い主への薬の投与状況の確認や指導を行う。また、獣医師と飼い主
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の関係調整として、双方のコミュニケーションが円滑に進むよう動物看護師が飼い主の意思や希

望が主治医に正確に伝わるようにサポートし、対象動物のＱＯＬを維持する等が挙げられる。 

「在宅ケア」「訪問看護」で重なる部分は、バイタルチェック（体温、心拍数、脈拍数、呼吸数

等）や動物の観察、給餌・運動・休養等の助言、栄養指導（手作り食を含む）、給餌の手伝い、口

腔ケア、排泄のしつけや補助と消臭等の清潔ケア、飼育環境の整備、床ずれ予防（体圧分散・除

圧・減圧・皮膚の保護と清潔ケア等）、介助マット・ペットシーツ・おむつ等手配の助言、終末期

ケア及びグリーフケアである。 

以上の職務内容を踏まえ、「在宅ケア」「訪問看護」における動物看護師の職務や役割を終末期

ケア及び飼い主へのグリーフケアを例に挙げ、以下のとおり説明する。 

動物看護師は、終末期のペットのケアとして流動食の給餌やシリンジでの水分補給、薬の投薬、

排泄補助、床ずれ予防等の他、体温や心拍数、脈拍数、呼吸数等のバイタルサインの確認と飼い

主への指導を行う。なお、ペットの死亡時には、死後処置（排泄物処理等を含む全身清拭、身体

各腔への詰め物、遺体冷却）や遺体安置（棺、ペットシーツ、タオル等の用意）、葬儀方法の説

明、葬儀場の紹介を行う他、飼い主へのグリーフケアを行うことも動物看護師の重要な役割であ

る。 

更に、獣医師が医学的見地も含めて選択肢の一つとして挙げる安楽死について、悩む飼い主を

支えるのも動物看護師の役割と言える。 

 

＜「在宅ケア」等に必要とされる能力を修得するための科目配置、臨地実務実習の確保＞ 

①バイタルチェック（体温、心拍数、呼吸数、脈拍数等）、観察（看護記録の報告） 

「動物形態機能学」で生体の恒常性維持と生命現象について学び、「動物臨床看護学（基礎・

内科）」で動物の形態、機能および動物の観察の仕方に次いで、症状別、緊急時の看護を学

修する。「動物臨床看護学（基礎・内科）実習」で保定法や一般身体検査の看護手法を修得

する。 

②運動、休養の助言 

「コンパニオンドッグトレーニング論」で犬の行動特性を学び、犬種別の必要な運動量を理解 

する。「コンパニオンドッグトレーニング実習」でハンドリング＆トレーニングを通して 

飼い主へしつけの方法を指導する能力を培う。 

③ライフステージ別栄養指導（手作り食を含む）給餌の手伝い 

「動物臨床栄養学」で食の栄養バランスを学び、「動物トータルライフ環境論」ではライフ 

ステージや肥満に対応した補食について学修し、「動物トータルライフ演習」では実際に手 

作り食のレシピを作成し調理を行う。 

④口腔ケア 

「動物口腔ケア論」、「動物口腔ケア実習」で予防歯科学的観点から動物看護師が行う口腔 
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ケアの知識や看護技術を修得し、また飼い主へ日々の口腔ケアの仕方を指導する。 

⑤グルーミング（皮膚・被毛の手入れ、シャンプー、爪切り等）排泄の補助と消臭等の清潔ケア 

「コンパニオンアニマルケア論」でライフステージや飼育環境、飼育目的、健康状態等を考慮 

した、家庭内飼育においての健康管理上必要なグルーミング手技を学修する。また、「コン 

パニオンアニマルケア実習（基礎）」では、動物の健康管理を重視したケアの技術を身に付 

ける。 

⑥飼育環境の整備 

「公衆衛生学」「環境生物学」で人と動物の共生に必要な公衆衛生の知識と技術を修得する。

更に「動物感染症学」で感染症の予防や制御法に関しても学修する。 

⑦床ずれ予防（体圧分散、除圧・減圧、皮膚の保護と清潔ケア等） 

「訪問動物看護学」で動物看護や介護に必要な分野を幅広く学修する。 

⑧介助マット、ペットシーツ、おむつ等手配の助言 

「訪問動物看護学」で動物看護や介護に必要な分野を幅広く学修する。 

⑨往診診療時の獣医師の補助・保定 

「動物臨床看護学（基礎・内科）」で動物の臨床看護を学ぶ上で必要な基本的な知識と技術理 

論を学修し、「動物臨床看護学（基礎・内科）実習」では衛生管理に始まり、犬の保定法や 

一般身体検査、内科的疾患に対する看護手法を修得する。 

⑩飼い主への薬の投与状況の確認や指導 

「動物臨床看護学（基礎・応用）実習」で薬剤を用いた調剤、投薬を学修する。 

⑪獣医師と飼い主の関係調整 

「訪問動物看護学」で動物看護や介護に必要な分野を幅広く学び、家族が直面する不安やスト 

レスの軽減に目を向け、常に動物とその家族に寄り添うことを学ぶ。「コミュニケーション 

論」で対人コミュニケーションの基本が相手の話をよく聴くことにあることから、傾聴につ 

いて学び、効果的なコミュニケーション能力の向上を図る。 

⑫終末期及びグリーフケア 

「生命倫理学」で生命への畏敬を学び、「動物人間関係学」でペットロス、愛する動物との別

れについての理解を深める。 

さらに、「在宅ケア」等に必要な能力を修得するため、十分な臨地実務実習先を次のように確保し

た。このような臨地実務実習を通して、実習指導者や獣医師、動物看護師から「在宅ケア」等に

必要な知識や技術を修得する。 

申請時には動物病院合計 169 件が現在は 227 件、動物関連企業（１）ペットサロン・ペットショ

ップ 12 件が現在 96 件、（２）ペットホテル・訓練施設・老犬ホーム・ペット同伴宿泊施設 12

件が現在 26 件、（３）その他のペット関連企業・動物愛護団体７件が現在 67 件、合計で申請

時 31 件が現在は 189 件で総計 200 件が現在は 416 件と増え、十分確保されている（表１）。 
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表 1 申請時以降、新しく追加された臨地実務実習先の数 

分野 実習先 

施設（店舗等）数 

設置認可 

申請時 
増加分 

補正 

申請時 

動物病院 動物病院 169 58 227 

動物関連企業等 

（１） ペットサロン・ペットショップ 12 84 96 

（２） 
ペットホテル・訓練施設・老犬

ホーム・ペット同伴宿泊施設 
12 14 26 

（３） 
その他のペット関連企業・動物

愛護団体 
7 60 67 

動物産業小計 31 158 189 

合計 200 216 416 

  

＜「在宅ケア」等の際に必要な「福祉」の観点＞ 

ご指摘のとおり、「在宅ケア」や臨地実務実習先において福祉の観点も必要となることから、基

礎科目に「社会学」、職業専門科目に「動物人間関係学」、「動物看護ソーシャルワーク」、展開科

目に「社会福祉学」を配置した。 

「社会学」では、グローバル化による多面的な変化や、少子高齢化の進む現代日本社会の現状

を理解する。さまざまな社会問題の事例検討を通じたマクロ的視点、また、多様な人間関係やコ

ミュニケーションのあり方を通じたミクロ的視点により、現代社会を多面的に捉えることを通じ

て、飼い主をはじめとする動物に関わる全ての人々に対し、配慮あるかかわりのできる職業人の

養成を目的とする。 

「動物人間関係学」、「動物看護ソーシャルワーク」では人の福祉のための、盲導犬、聴導犬、

介助犬の役割等を学修することに加え、アニマルセラピーのボランティア活動等の福祉をとおし

て動物看護師が社会貢献していくことを目指す。 

「社会福祉学」では、社会福祉に関する基本的な知識を理解し、社会的な実践に繋がることを

目標に講義を展開する。具体的には、社会福祉の諸分野、法制度、理論、歴史、援助技術などを

解説する。また、人口の高齢化や少子化のなかでの介護問題や待機児童問題等といった現代の日

本社会が抱える問題を解説、検討し、具体的な支援のあり方を考察することで、理解を深め、社

会的な実践に繋げる。 

以上の福祉に関わる教育課程を学修することで、人と動物の豊かな共生社会を目指す。 

 

＜想定する職業＞ 

「在宅ケア」等に必要とされる能力を修得した場合上記に説明したとおり、どのような機関で
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どのような職業に就くか次のとおり説明する。動物病院、ペットサロン、ペットショップ、ペッ

トホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、その他のペット関連企業、動物愛護関

連団体等に就職することを想定している。 

ペットサロン・ペットショップでは、ペットが高齢となり来店が難しくなった場合、自宅に訪

問してシャンプーやカット、商品配達を行う。その際に、バイタルチェック、飼育環境の整備、

商品アドバイスや販売なども行う。ペットホテル・訓練施設・老犬ホームの分野では、動物を預

かった際、主治医（獣医師）と連携を取りながら対応し、また、家庭環境を離れ食事を拒否する

などのストレスを感じた場合に、ストレスの軽減を考え飼育環境を整えるなど、動物看護師とし

て在宅ケアの能力を活かし、職域の幅を広げることができる。ペット同伴宿泊施設（リゾート宿

泊施設）においても動物飼育、健康管理のアドバイスの他、実際にグルーミングや口腔ケア等を

実施し、顧客のニーズに合わせ、動物を同伴してのレジャー・リゾート産業にも活かすことがで

きる。特にペットフード・ペット用品販売、ドラッグストア等の市場においては、商品の流通量

の増大化からペットに合った栄養指導や健康管理のアドバイス、適切な商品の紹介を飼い主にす

ることが産業の発展に繋がる。また、ペット保険では、犬や猫の飼育頭数から見てもペット市場

発展の可能性があり、健康管理の能力を活かして多様化する保険の紹介や選択のアドバイスをす

ることができる。動物関連団体でも動物の飼育管理の相談に対応する他、補助犬としての役割を

終えた犬達の看護、介護を含め動物の生から死までのトータルケアのできる動物看護師へのニー

ズが高まっている。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（5～8 ページ） 

（新） （旧） 

1.専門職短期大学設設置の趣旨及び必要性 

(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進路等 

①訪問看護及び在宅ケアに関する教育研究と

実習の充実  

現在、小動物及びその他の動物を対象とする動

物病院数は、全国で11,675施設、1都6県で4,681

施設ある（資料 15）。近年、人とコンパニオン

アニマルの高齢化が進み、在宅のままで受けられ

る訪問サービスを望む声が多くなってきている。

また、動物病院での動物看護師の業務は獣医師と

のチーム医療が中心であり、今後も、獣医師の指

導のもと行われる訪問看護の他、在宅ケアでは動

物看護師の職業的自立を目指し、職域を広げてい

1.専門職短期大学設設置の趣旨及び必要性 

(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進路等 

①訪問看護及び在宅ケアに関する教育研究と

実習の充実  

現在、小動物及びその他の動物を対象とする動

物病院数は、全国で11,675施設、1都6県で4,681

施設ある（資料 15）。近年、人とコンパニオン

アニマルの高齢化が進み、在宅のままで受けられ

る訪問サービスを望む声が多くなってきている。

また、動物病院での動物看護師の業務は獣医師と

のチーム医療が中心であり、今後も、獣医師の指

導のもと行われる訪問看護の他、在宅ケアでは動

物看護師の職業的自立を目指し、職域を広げてい
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く。 

したがって、本学の動物看護師養成には、訪問

看護・在宅ケアに関する知識と技術の教育が必要

とされる。加えて、高齢犬のリハビリテーション

や口腔ケアを修得することも大切である。本学が

養成する動物看護師は獣医師の指示の下、往診に

同行して行う業務と獣医師とは別に独自に行う

行為がある。在宅ケアは訪問看護で行われる内容

と重なる部分もあるが、獣医師の同行が必要とさ

れない動物看護師独自の業務があり、必要に応じ

ては主治医（獣医師）との連携も図る。在宅ケア

の内容は訪問看護の内容と重なる部分が多いが、

それぞれに分けて説明すると次のとおりである。 

在宅ケアとは、家庭において幼齢動物から高

齢動物のライフステージに対応し、様々な場面

で飼い主のサポートを行うトータルケアであ

る。例えば、幼齢動物に対しては家庭の飼育環

境を整備し、トイレトレーニングや乳歯から永

久歯に生え変わる際の口腔ケアを行う。また、

高齢動物に対して、移動の負担を減らし自宅で

シャンプー、カットを行う他、補食のサポート

も行う。なお、終末期ケア及びグリーフケアも

在宅ケアに含まれる。 

訪問看護とは、動物看護師が病気や障害を抱

えながら自宅療養中の動物を対象に、往診治療

の際、獣医師の指示のもとチーム医療の一員と

して治療の補助を行うことである。 

具体的な内容は、往診治療時に獣医師の治療

の補助や獣医師が行う検体採取（採血・採尿・

採便等）の補助、動物の保定、飼い主への薬の

投与状況の確認や指導を行う。また、獣医師と

飼い主の関係調整として、双方のコミュニケー

ションが円滑に進むよう動物看護師は飼い主の

意思や希望が主治医に正確に伝わるようにサポ

く。 

したがって、本学の動物看護師養成には、訪問

看護・在宅ケアに関する知識と技術の教育が必

要とされる。加えて、高齢犬のリハビリテーシ

ョンや口腔ケアを修得することも大切である。 

（追加） 
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ートし、対象動物のＱＯＬを維持する等が挙げ

られる。 

更に、獣医師が医学的見地も含めて選択肢の

一つとして挙げる安楽死について、悩む飼い主

を支えるのも動物看護師の役割と言える。 

 

（略） 

 

（4）養成する人材像 

①養成する人材像 

本学では、動物看護学の中でも特にコンパニ

オンアニマルの看護を主体として、動物愛護の

精神に則り、共生の思想と倫理観を身につけた

動物看護師を養成する。特に、訪問看護・在宅

ケアにおいてコンパニオンアニマルの看護、介

護、健康管理、口腔ケア、グルーミング、しつ

け、食事と栄養指導等、疾病予防、衛生管理を

含むライフサポートを担当する人材を養成す

る。また、動物関連産業界において飼い主（消

費者）と市場を結ぶ役割を果たす人材を養成す

る。 

本学が養成する人材像は次のとおりである。 

・ 動物愛護の精神に則り、動物病院及び動物

関連産業において実務家として社会に貢献

する人材 

・ 基本的な理論・技術を身に付け、常に強い

向上心とフロンティア精神を持ち、実務力

を備えた人材 

・ 豊かな人間性とグローバルな視野を身に付

け、実践的、応用的能力を備えた人材 

専門職短期大学では、動物病院に勤務する動

物看護師が獣医師の補助職にとどまらず、動物

看護師がチームをつくり、動物医療と協働の上、

在宅ケアを充実していくなど、動物看護師の職

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

（4）養成する人材像 

①養成する人材像 

本学では、動物看護学の中でも特にコンパニ

オンアニマルの看護を主体として、動物愛護の

精神に則り、共生の思想と倫理観を身につけた

動物看護師を養成する。特に、訪問看護におい

てコンパニオンアニマルの看護、介護、健康管

理、口腔ケア、グルーミング、しつけ、食事と

栄養指導等、疾病予防衛生管理を含むライフサ

ポートを担当する人材を養成する。また、産業

界において飼い主と市場と結ぶ役割を果たす人

材を養成する。 

 

 

ア 動物愛護の精神に則り、動物病院及び動物

関連産業において実務家として社会 

に貢献する人材 

イ 基本的な理論・技術を身に付け、常に強い

向上心とフロンティア精神を持ち、実務 

力を備えた人材 

ウ 豊かな人間性とグローバルな視野を身に付

け、実践的、応用的能力を備えた人材 

（追加） 
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域を拡大するためのアイデアから、社会的意義

のある新しい動物看護師の役割を創造できる人

材の養成を目指している。 

 

(略) 

 

 

 

 

 

(略) 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

７．＜臨地実務実習の教育の質の確保が不適切＞ 

200 施設の臨地実務実習機関を確保しているが、これらの機関の選定理由や選定の基準、ま

た、各機関で行う具体的な実習内容が不明確である。以下の点を説明し、本学の養成する人

材にとって十分に教育効果をあげられる臨地実務実習であることを明らかにしつつ、必要に

応じて実習先の見直し、追加を行うこと。その際、「動物看護コース」「動物産業コース」の

コースごとに説明し、両コースに必要な実習先を確保していることを明らかにすること。 

（１）実習施設を選定する際に、どのような基準で選定したのか。選定の基準を明確にした

上で、教育効果という点から全ての実習施設が基準に見合った実習先であることを説明する

こと。その際、病院、宿泊施設、ペット産業関係企業等の業種ごとに説明すること。 

（対応）  

 今般、指摘を受けて臨地実務実習を見直すにあたり、これまで「臨地実習」と表現してい

た「臨地実務実習」を、正式名称の「臨地実務実習」に表記を統一するとともに、従来の「臨

地実習１～５」を「臨地実習１～６」までとした。また、「臨地実習５」及び「臨地実習６」

は卒業後の進路を決定するための臨地実務実習として位置付け、選択とし、「臨地実習５」は

動物病院における臨地実務実習、「臨地実習６」は動物関連企業における臨地実務実習とした。 

 各機関で行う具体的な実習内容は、以下のとおりである。 

「臨地実習 1」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）に併設されているペットサロンで 3 日間

の臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロンの業務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識

と管理を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、電話対応等を修得させる。 

「臨地実習 2」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）に併設されている動物病院（アニマルメ

ディカルセンタ―）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出る前の基礎

を学ぶ。 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の動物病院で臨地実務実習を行う。 

小規模、中規模の動物病院での業務を体験し、技術と知識の再確認と再修得をさせる。院

内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、手術の準備や補助、入院患者のケア、調剤、

往診業務、事務作業を学ぶ。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮するとともに、本

人の希望・適正等を考慮して配属する。 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企業・店舗等での臨地実務実習を行う。（表 1）の

動物関連企業等の中から、業種分類が異なる 2 か所での臨地実務実習を行うことで、各業界

における業務の流れを把握し、幅広い視野と実践力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮するとともに、本
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人の希望・適正等を考慮して配属する。 

表 1 

業 種 別 

分 類 番 号 
業 種 

1 ペットサロン・ペットショップ 

2 ペットホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設 

3 その他のペット関連企業、動物関連団体 

「臨地実習 5」 

動物病院への就職を希望する学生が選択する「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的に 3

か所の施設で臨地実務実習を行う。動物病院への進路希望者は 5 グループの動物病院から 3

か所を配属先とする。この臨地実務実習では職業専門科目や展開科目で学修した内容を活か

しながら、飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物看護師の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダンスでアンケート調査を実施し、本人と

臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、本人の希望・適正等を考慮して配

属する。 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習として、希望進路やその関連分野を臨地実務実習

先とし、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店舗等・団体等）で 7 日間のローテーシ

ョンでの臨地実務実習を行う。臨地実務実習先はペットサロン、ペットショップ、ペットホ

テル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、その他ペット関連企業、動物関連団体

等とする。この臨地実務実習では職業専門科目や展開科目で学修した内容を活かしながら、

飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物関連企業等における従業員の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダンスでアンケート調査を実施し、本人と

臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、本人の希望・適正等を考慮して配

属する。 

なお、是正事項２において説明したとおり、「動物看護コース」・「動物産業コース」は、教

育課程のコース制を設定したものではないことから、コース制は取り止め削除しているため、

実習先のコースごとの説明は省略する。 

 また、平成 30 年 11 月 30 日現在、実習先の確保の状況に記載した臨地実務実習先として全

国 200 施設（内訳 動物病院：169 施設、動物関連企業：31 施設）の承諾を得ていたが、必

要に応じて実習先の見直し、追加を行った結果、平成 30 年 5 月 10 日現在、臨地実務実習先と

して全国 416 施設（+216 施設）（内訳 動物病院：227 施設（+58 施設）、動物関連企業：189

施設（+158 施設））の承諾を得ている。 

 

ご指摘のとおり、臨地実務実習施設を選定する基準について、以下のとおり動物病院と動物

関連企業の業種ごとに説明する。 

 

＜動物病院＞ 

  動物病院の選定理由は、「設置の趣旨等を記載した書類」P7 養成する人材像に記したとお
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り、「動物愛護の精神に則り、動物病院において実務家として社会に貢献する人材」を育成

するため、臨地実務実習先動物病院もこれに則した動物病院が必要と考えたため、中規模動

物病院、小規模動物病院、高度医療・二次診療を行う動物病院、専門科診療を行う動物病院、

往診を実施している動物病院等を選んだのが選定理由である。 

また、本学の臨地実務実習病院若しくは本学園の卒業生が就職している動物病院で、臨床

経験 5 年以上の獣医師、動物看護の経験が 3 年以上の動物看護師がいる動物病院を基本的に

対象とした。 

都道府県は、学生が臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮して、東京都、千葉県、

埼玉県、神奈川県、栃木県、群馬県、茨城県の 1 都 6 県の動物病院を対象とした。 

2 年次夏季に実施される「臨地実習 3」の臨地実務実習の動物病院としては、8 日間ごと

のローテーションにより 2 か所において臨地実務実習を行う。臨地実務実習先の動物病院は

一次診療施設で従業員 5 名以下の小規模動物病院と従業員 100 名以下の中規模動物病院（往

診を実施している動物病院を含む。）を対象とした研修を行う。 

3 年次夏季の「臨地実習 5」の臨地実務実習先としては、動物病院で、7 日間ごとのロー

テーションにより 3 か所において臨地実務実習を行う。研修先の動物病院は 5 グループに設

定した。一次診療施設で従業員数 10 名以上、4～9 名、1～3 名の 3 つのタイプの動物病院

（往診を実施している動物病院を含む。）、高度医療・二次診療を行う動物病院、専門科診療

を行う動物病院の計 5 グループから 3 か所での臨地実務実習を行う。 

 

＜診療施設の設備構造基準＞ 

動物病院の施設設備基準については、獣医療法第 4 条に次のとおり規定されており、構造

基準は表 2 のとおりである。 

（診療施設の構造設備の基準） 

第４条 診療施設の構造設備は、農林水産省令で定める基準に適合したものでなければ

ならない。 

   表 2【獣医療法第 4 条に定める診療施設の構造基準】 

飼育動物の逸走を防止するために必要な設備を設けること 

伝染病の疑いのある動物の収容施設は、他の動物への感染を防止する設備を設けること 

消毒設備を設けること 

調剤を行う施設にあっては、次のとおり 

(1) 採光、照明及び換気が充分で、清潔なこと 

(2) 冷暗貯蔵のための設備を設けること 

(3) 調剤に必要な器具を備えること 

手術を行う施設は、その内壁及び床が耐水性のもので、清潔に保つことが出来る構造で

あること 

(1) エックス線診療室は、人が常時立ち入る場所での実効線量が 1 週間に 1ｍSv 以下の

なるように遮へい物を設けること 

(2) エックス線診療室である旨を示す標識を付すること 

(3) 放射線に関する構造設備の基準は、獣医療法施行規則第六条から第六条の十一まで



75 

 

に定めるところによる 

  上記のとおり、動物病院の施設設備基準は明確に規定されていないため、「公益社団法人

日本動物病院協会 認定動物病院基準」を基に、本学では次のとおり臨地実務実習先動物病

院の基準を設定した。 

小規模動物病院は、施設として待合室（受付）、診察室、処置室を備え、設備として滅菌

（オートクレーブ）、薬品管理等を備え、診察に必要な器具を有する。 

  中規模動物病院は、施設として待合室（受付）、診察室、処置室、手術室、入院室、Ｘ線

検査室を備え、設備として検査機器、救急（人口蘇生機器）、滅菌（オートクレーブ）薬品

管理等を備え、診察に必要な器具を有する。 

  小規模動物病院と中規模動物病院では、施設設備における違い及び診療科数等の違いはあ

るが、小規模動物病院では診療可能な動物種に特化している動物病院及び専門診療科に特化

している動物病院もあるため、多様な動物病院における実習を経験させることを目的として、

小規模動物病院及び中規模動物病院の両方を臨地実務実習先とした。 

 

＜動物関連企業等＞ 

 本学園の卒業生が就職している企業・店舗を含み、経営が安定している動物関連企業等で、

3 年以上の実務経験を持つ従業員が実習指導にあたる企業・店舗等を基本的に対象とした。 

 また、学生の利便性を考慮し、概ね 1 都 6 県の動物関連企業を対象とした。 

2 年次春季に実施される「臨地実習 4」は、教育効果を考慮し、以下の表 3 の 3 分類の業

種の中から、2 分類の動物関連企業等において 8 日間ごとのローテーションにより 2 か所に

おいて臨地実務実習を行う。 

3 年次夏季に実施される「臨地実習 6」においては、学生の進路希望先や関連する動物関

連企業において 7 日間のローテーションにより、基本的に 3 か所において臨地実務実習を行

う。 

 

表 3 

業 種 別 

分類番号 
業 種 基 準 

1 
・ペットサロン 

・ペットショップ 

ペットのグルーミング等の知識や飼育・健康管理

等を学ぶことができ、3 年以上の実務経験者による

指導が受けられ、継続的に営業している店舗等 

 

2 

・ペットホテル 

・訓練施設 

・老犬ホーム 

・ペット同伴宿泊施設 

ペットホテル・訓練施設・老犬ホームは、ペット

を宿泊で預かる際の動物の飼育・健康管理等が学ぶ

ことができ、3 年以上の実務経験者による指導が受

けられ、3 年以上継続的に営業している店舗等 

ペット同伴宿泊施設は、宿泊客が同伴してきたペ

ットへの対応等を学ぶことができ、3 年以上の実務

経験者による指導が受けられ、継続的に営業してい

るホテル等 
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3 
・その他のペット関連企業 

・動物愛護団体 

その他のペット関連企業においては、ペットフー

ド、ペット用品ほかのペット関連商品の販売等を学

ぶことができ、3 年以上の実務経験者による指導が

受けられ、3 年以上継続的に営業している店舗等 

動物に関する公益団体等で公益的な活動を学ぶ

ことができ、3 年以上の実務経験者による指導が受

けられ、継続的に営業している事務所等 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（6 ページ） 

新 旧 

1．専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進路等 

①訪問看護及び在宅ケアに関する教育研究と

実習の充実 

 

（略） 

 

この分野を学修し、動物病院にとどまらず、

ペットサロン、ペットショップ、ペットホテ

ル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊

施設、その他のペット関連企業、動物関連団

体などへの職域拡大を図る。 

 

（略） 

 

1．専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進路等 

①訪問看護及び在宅ケアに関する教育研究と

実習の充実  

 

（略） 

 

この分野は、動物看護師の職域を広げるもの

である。 

 

 

 

 

（略） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（23 ページ） 

新 旧 

6.教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

(1)特色とする教育方法 

④動物関連企業等での臨地実務実習 

3 年間を通して、動物関連企業等での臨地実

務実習を 450 時間行う。実習先として、ペッ

トサロン、ペットショップ、ペットホテル、

訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、

その他のペット関連企業、動物関連団体等に

おいて実施する。臨地実務実習の科目は、1 年

次夏季休暇期間、1 年次春季休暇期間、2 年次

夏季休暇期間、2 年次春季休暇期間、3 年次夏

季休暇期間に実施する。それまでに学修した

11．臨地実習の具体的な計画 

(3)実習水準確保の方策 

 3 年間を通して、動物関連企業等での臨地実

習を 450 時間行う。実習先として、動物病院

の他、動物関連企業、動物関連団体、動物介

護施設、ペットショップ、グルーミングサロ

ン、イヌのしつけ教室、動物愛護センター、

動物園、水族館、ペット保険会社、リゾート

施設等において実施する。臨地実習の科目は、

1 年次夏季休業期間、1 年次春季休業期間、2

年次夏季休業期間、2 年次春季休業期間、3 年

次夏季休業期間に実施する。それまでに学修
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知識と技術を持って実習に臨めるよう、実習

先を設定する。段階的に臨地実務実習を行う

ことにより、知識と技術の定着と、実践力の

強化が見込まれる。臨地実務実習の計画と実

施については、臨地実務実習担当教員等によ

り組織される臨地実務実習委員会が担当す

る。なお、臨地実務実習先として 416 施設の

ご承諾を得ている。 

  

（略） 

した知識と技術を持って実習に臨めるよう、

実習先を設定する。段階的に臨地実習を行う

ことにより、知識と技術の定着と、実践力の

強化が見込まれる。臨地実習の計画と実施に

ついては、臨地実習担当教員等により組織さ

れる臨地実習委員会が担当する。なお、臨地

実習先として 200 施設、全学生 240 人分のご

承諾を得ている。 

  

（略） 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（10～12 ページ） 

新 旧 

4．教育課程の編成の考え方及び特色 

(1）教育課程の編成方針 

②教育課程の編成 

本学の教育課程は、「生命
い の ち

を生きる」という教

育理念のもと、カリキュラムポリシーを踏まえ、

以下のように体系的に編成した。 

 

・「基礎科目」には、動物愛護の精神に則り、共

生の思想と倫理観を学修するため「生命倫理

学」を配置する。「生命倫理学」は本学園にお

いて昭和 42 年の創立以来、今日まで継承され

てきた科目である。なお、「生命倫理学」に「社

会学」と「心理学」を加えたこの 3 科目は、展

開科目の「ジェロントロジー」、「社会福祉学」、

「少子高齢化と人口問題」、「高齢者心理」への

関係性を持たせ、体系的な学修を目指す。 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．教育課程の編成の考え方及び特色 

(1）教育課程の編成方針 

②教育課程の編成 

本学のカリキュラムの概念図は資料22のとお

りである。 

 

 

動物愛護の精神に則り、共生の思想と倫理

観を学修するための科目を配置する。その中

核となる「生命倫理学」は本学園において昭

和 42 年の創立以来、今日まで継承されてきた

科目であり、本学において重要な科目である。 

 また、「生命を生きる」という教育理念のも

とに、すべてのカリキュラムが構成され、動

物看護師としての基礎的な知識を修得するた

めの「基礎科目」を配置する。 

 

 さらに、動物看護師としての技術の定着と

実践力の強化を図り、訪問看護等のトータル

ケアが可能な動物看護師に必要な、発展的な

知識と技術を修得するための「職業専門科目」

を配置する。なお、動物看護技術の習得のた

めに、1 年次から 3 年次まで、学内で行われる

実習科目及び学外で行われる臨地実習を配置

することを特色とする。 

「展開科目」には、関連する他分野の科目を

配置し、動物関連産業との繋がりを通して、

創造的能力を学修する。 

また、「総合科目」では、各年次で今までに学

んだ知識・技術等を総合し、臨地実習での体

験を踏まえて、飼い主と産業界と動物を繋ぐ

能力を養う。なお、講義と実習においては段

階的な教育を行う。 

 動物トータルケア学科においては、ゆるや

かな 2 コース制を置く。 

動物看護コースでは、動物病院への進路を

踏まえ、動物看護の必修科目を履修した上で、
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「職業専門科目」には修得した知識を応用しケア

プランを立て、あわせて問題解決能力を身につけ

るために「動物トータルライフ環境論」、「訪問動

物看護学」、「動物看護ソーシャルワーク」の科目

を配置した。併せて、動物の健康問題の変化につ

いて理解するために「公衆衛生学」の科目を配置

した。 

また、動物看護の基礎を修得した上で、独自に

工夫を行うために「動物臨床看護学（外科）」、「動

物臨床栄養学」、「動物リハビリテーション論」、

「動物口腔ケア論」の科目を配置した。動物の訪

問看護や在宅ケアを行うにあたり、基礎科目の

「コミュニケーション論」で学修したことを活か

し、飼い主への指導・相談技術を修得するために

「コンパニオンドッグトレーニング実習」、「動物

口腔ケア実習」の科目を配置した。（資料 28-2） 

また、卒業後の進路を決定するための動物病院

における臨地実務実習及び動物関連企業におけ

る臨地実務実習を次のとおり配置した。 

「臨地実習 1」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）

に併設されているペットサロンで 3 日間の臨地

実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出る前

の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロンの業

務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識と管理

を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

職業専門科目の「動物看護ソーシャルワーク」

や「動物口腔ケア論」等の他、展開科目で、「ジ

ェロントロジー」、「災害・危機管理論」等の

科目を履修して動物看護師の応用的な能力を

養成する。 

 動物産業コースにおいては、動物看護の必

修科目を履修した上で、産業界への進路を踏

まえ、「動物行動学」や「動物トータルライフ

演習」等の他、展開科目は、「産業論」や「起

業論」、「消費者行動分析学」等の科目を履修

して産業界で役立つ人材を養成する。 

 

（追加） 
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電話対応等を修得させる。 

「臨地実習 2」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）

に併設されている動物病院（アニマルメディカル

センタ―）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年

次以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の動物病

院で臨地実務実習を行う。 

小規模、中規模の動物病院での業務を体験し、

技術と知識の再確認と再修得をさせる。院内清

掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、手術

の準備や補助、入院患者のケア、調剤、往診業務、

事務作業を学ぶ。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自

宅から通える範囲を考慮するとともに、本人の希

望・適正等を考慮して配属する。 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企業・

店舗等での臨地実務実習を行う。表 1 の動物関連

企業等の中から、業種分類が異なる 2 か所での臨

地実務実習を行うことで、各業界における業務の

流れを把握し、幅広い視野と実践力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自

宅から通える範囲を考慮するとともに、本人の希

望・適正等を考慮して配属する。 

表 1 

業種別 

分類番号 
業 種 

 

 

 

1 
ペットサロン・ペットショッ

プ 

2 

ペットホテル、訓練施設、 

老犬ホーム、ペット同伴宿泊

施設 

3 
その他のペット関連企業、 

動物関連団体 

「臨地実習 5」 

動物病院への就職を希望する学生が選択する

「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的に 3 か所

（追加） 
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の施設で臨地実務実習を行う。動物病院への進路

希望者は5グループの動物病院から3か所を配属

先とする。この臨地実務実習では職業専門科目や

展開科目で学修した内容を活かしながら、飼い主

のニーズを適切に把握し対応できる動物看護師

の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイ

ダンスでアンケート調査を実施し、本人と臨地実

務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の

上、本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習とし

て、希望進路やその関連分野を臨地実務実習先と

し、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店

舗等・団体等）で 7 日間のローテーションでの臨

地実務実習を行う。臨地実務実習先はペットサロ

ン、ペットショップ、ペットホテル、老犬ホーム、

ペット同伴宿泊施設、訓練施設、その他ペット関

連産業等とする。この臨地実務実習では職業専門

科目や展開科目で学修した内容を活かしながら、

飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物

関連企業等における従業員の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイ

ダンスでアンケート調査を実施し、本人と臨地実

務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の

上、本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

・「展開科目」には、動物看護師の自立と職域拡

大をめざし、現代社会の高齢化に対応する「ジェ

ロントロジー」、「社会福祉学」、「高齢者心理」、「少

子高齢社会と人口問題」の科目を配置した。また、

IT 社会や情報危機管理に対応するために「IT 社

会論」、「情報危機管理論」、「災害・危機管理論」

の科目を配置した。さらに、動物関連産業の新た

な分野を切り開くために「産業論」、「企業論」、「消

費者行動分析学」の科目を配置した。 

以上のことから、「職業専門科目」において、

ディプロマポリシーに掲げる動物看護師に必要

な、動物の訪問看護及び、動物の在宅ケアに関る

理論的かつ実践的な応用的能力を身に付ける。さ

（追加） 
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らに、動物看護の素養を備え、幅広い視野を有し、

動物関連産業の発展に向けて積極的に寄与する

意欲を備えるため「展開科目」に発展させ、他分

野における創造的な役割を果たすことの出来る

人材養成に努める。 

・「総合科目」には、各年次で今までに学んだ知

識・技術等を総合し、臨地実務実習での体験を踏

まえて、飼い主と産業界と動物を繋ぐ能力を養う

「動物トータルケア総合演習１」、「動物トータル

ケア総合演習 2」を配置した。 

なお、講義と実習においては段階的な教育を行

い、科目編成の見直しと実施状況の評価等につい

ては、産業界等と密接な連携を図りつつ、教育課

程連携協議会の意見を聴き、教育課程の開発に努

める。 

 本学のカリキュラムの概念図は資料 22 のとお

りである。 

 

 

 

（追加） 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（41～42 ページ） 

新 旧 

11．臨地実務実習の具体的な計画  

 (3)臨地実務実習水準の確保の方策 

臨地実務実習のため「臨地実務実習委員会」を

設置し、実習施設を選定して実習施設側と対応し

事前事後教育及び教員の訪問計画を立案・実行す

る。 

実習に際しては、専任教員による事前教育、事

後教育を行う他、専任教員の分担による訪問を実

施する。実習施設において実習指導担当者を選任

していただき、実習指導者と事前の打ち合わせを

行う。実習後の学生からの実習ノートによる報告、

実習先の評価表に基づき、実習担当の専任教員に

より成績を評価する。 

 

 

臨地実務実習施設を選定する基準について、以

下のとおり動物病院と動物関連企業の業種ごとに

説明する。 

＜動物病院＞ 

動物病院の選定理由は、「設置の趣旨等を記載し

た書類」P7 養成する人材像に記したとおり、「動

物愛護の精神に則り、動物病院において実務家

として社会に貢献する人材」を育成するため、

臨地実務実習先動物病院もこれに則した動物病

院が必要と考えたため、中規模動物病院、小規

模動物病院、高度医療・二次診療を行う動物病

院、専門科診療を行う動物病院、往診を実施し

ている動物病院等を選んだのが選定理由であ

る。 

また、本学の臨地実務実習病院若しくは卒業 

生が就職している動物病院で、臨床経験 5 年以上

の獣医師、動物看護の経験が 3 年以上の動物看護

師がいる動物病院を基本的に対象とした。 

都道府県は、学生が臨地実務実習期間中自宅か

ら通える範囲を考慮して、東京都、千葉県、埼玉

県、神奈川県、栃木県、茨城県、群馬県の 1 都 6

県の動物病院を対象とした。 

11．臨地実務実習の具体的な計画  

(3)臨地実務実習水準の確保の方策 

臨地実習のため「臨地実習委員会」を設置

し、実習施設を選定して実習施設側と対応し

事前事後教育及び教員の訪問計画を立案・実

行する。 

実習に際しては、専任教員による事前教

育、事後教育を行う他、専任教員の分担によ

る訪問を実施する。実習施設において実習指

導担当者を選任していただき、実習指導者と

事前の打ち合わせを行う。実習後の学生から

の実習ノートによる報告、実習先の評価表に

基づき、実習担当の専任教員により成績を評

価する。 

 

（追加） 
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2 年次夏季に実施される「臨地実習 3」の臨地実

務実習の動物病院としては、8 日間ごとのローテー

ションにより 2か所において臨地実務実習を行う。

臨地実務実習先の動物病院は一次診療施設で従業

員 5 名以下の小規模動物病院と従業員 100 名以下

の中規模動物病院（往診を実施している動物病院

を含む。）を対象とした研修を行う。 

3 年次夏季の「臨地実習 5」の臨地実務実習先と

しては、動物病院で、7 日間ごとのローテーション

により 3 か所において臨地実務実習を行う。研修

先の動物病院は 5 グループに設定した。一次診療

施設で従業員数 10 名以上、4～9 名、1～3 名の 3

つのタイプの動物病院（往診を実施している動物

病院を含む。）、高度医療・二次診療を行う動物病

院、専門科診療を行う動物病院の計 5 グループか

ら 3 か所での臨地実務実習を行う。 

また、動物病院の施設設備基準は明確に規定さ

れていないため、本学では次のとおり動物病院の

基準を設定した。 

小規模動物病院は、施設として待合室（受付）、 

診察室、処置室を備え、設備として滅菌（オート

クレーブ）、薬品管理等を備え、診察に必要な器具

を有する。 

中規模動物病院は、施設として待合室（受付）、 

診察室、処置室、手術室、入院室、Ｘ線検査室を

備え、設備として検査機器、救急（人口蘇生機器）、

滅菌（オートクレーブ）薬品管理等を備え、診察

に必要な器具を有する。 

小規模動物病院と中規模動物病院では、施設設 

備における違い及び診療科数等の違いはあるが、

小規模動物病院では診療可能な動物種に特化して

いる動物病院及び専門診療科に特化している動物

病院もあるため、小規模・中規模両方の動物病院

を実習先としている。 

 

＜動物関連企業等＞ 

本学園の卒業生が就職している企業・店舗を含

み、経営が安定している動物関連企業等で、3 年以

上の実務経験を持つ従業員が実習指導にあたる企
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業・店舗等を基本的に対象とした。 

また、学生の利便性を考慮し、概ね 1 都 6 県の

動物関連企業を対象とした。 

2 年次春季に実施される「臨地実習 4」は、教育

効果を考慮し、以下の（表 3）の 3 分類の業種の中

から、2 分類の動物関連企業等において 8 日間ごと

のローテーションにより 2 か所において臨地実務

実習を行う。 

3 年次夏季に実施される「臨地実習 6」において

は、学生の進路希望先や関連する動物関連企業に

おいて 7 日間のローテーションにより、基本的に 3

か所において臨地実務実習を行う。 

3 分類の業種ごとにそれぞれの基準（表 3）を以

下のとおり説明する。 

表 3 

業種 

別分

類番

号 

業 種 基 準 

 

1 

・ ペット

サロン 

・ ペット

ショッ

プ 

ペットのグルーミン

グ等の知識や飼育・健

康管理等を学ぶことが

でき、3 年以上の実務経

験者による指導が受け

られ、継続的に営業し

ている店舗等 

 

2 

・ ペット

ホテル 

・ 訓練施

設 

・ 老犬ホ

ーム 

・ ペット

同伴宿

泊施設 

ペットホテル・訓練

施設・老犬ホームは、

ペットを宿泊で預かる

際の動物の飼育・健康

管理等が学ぶことがで

き、3 年以上の実務経験

者による指導が受けら

れ、3 年以上継続的に営

業している店舗等 

ペット同伴宿泊施設

は、宿泊客が同伴して

きたペットへの対応等

を学ぶことができ、3 年

以上の実務経験者によ

る指導が受けられ、継

続的に営業しているホ

テル等 
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3 

・ その他

のペッ

ト関連

企業 

・ 動物愛

護団体 

その他のペット関連

企業においては、ペッ

トフード、ペット用品

ほかのペット関連商品

の販売等を学ぶことが

でき、3 年以上の実務経

験者による指導が受け

られ、3 年以上継続的に

営業している店舗等 

動物に関する公益団

体等で公益的な活動を

学ぶことができ、3 年以

上の実務経験者による

指導が受けられ、継続

的に営業している事務

所等 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

（２）臨地実務実習の教育目的や教育内容が不明確である。多くの実習施設で共通の目的で

実施するに当たり、十分な内容の実習ができるのか疑義がある。科目ごとに教育の目的を明

確にし、各施設でどのような実習を行うのか具体的に明らかにすること。その際、病院、宿

泊施設、ペット産業関係企業等の業種ごとに説明すること。 

また、病院での実習は、病院によって看護師の職務範囲が異なることが考えられるため、学 

生が行う業務の範囲の基準を設けているのか。基準がある場合はその基準を説明し、病院ご 

とに異なる場合は、どのように業務範囲を把握し十分な教育が行えると判断したのか説明す 

ること。 

（対応） 

 ご指摘のとおり、各施設で具体的にどのような臨地実務実習を行うかについて、以下のとお

り臨地実務実習の科目ごとに説明する。 

 

＜臨地実務実習の教育内容＞ 

「臨地実習 1」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）に併設されているペットサロンで 3 日間

の臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロンの業務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識

と管理を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、電話対応等を修得させる。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、事

後教育 3 時間、計 30 時間である。 

【到達目標】 

  「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季休暇若しくは春季休暇に行われるので、初歩的な

内容を踏まえペットサロン及びペットショップの１日の業務の流れを把握することを到達

目標とする。 

 

「臨地実習 2」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）に併設されている動物病院（アニマルメ

ディカルサンタ―）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出る前の基礎

を学ぶ。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、事

後教育 3 時間、計 30 時間である。 

 【到達目標】 

 「臨地実習 2」は、臨地実務実習の導入として、業務の流れを把握し、清掃から消毒まで

の衛生管理を学ぶ。診察補助、主な処置法、院内清掃、衛生管理、調剤受付、飼い主対応、

電話対応、手術見学、入院動物看護等、動物看護技術を修得させる。 

 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の動物病院で臨地実務実習を行う。 
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小規模、中規模の動物病院での業務を体験し、技術と知識の再確認と再修得をさせる。 

院内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、手術の準備や補助、入院患者のケア、

調剤、往診業務、事務作業を学ぶ。 

 学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮するとともに、

本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1 日 7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時

間、計 120 時間である。 

【到達目標】 

 「臨地実習 3」は、動物病院における動物看護師の業務分担と流れを把握し、スタッフと

職場での適切なコミュニケーションを図ることを到達目標とする。 

 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企業・店舗等での臨地実務実習を行う。是正事項

7 の（1）でも説明したとおり、（表 3）の動物関連企業等の中から、業種分類が異なる 2 か

所での臨地実務実習を行うことで、各業界における業務の流れを把握し、幅広い視野と実践

力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自宅から通える範囲を考慮するとともに、本

人の希望・適正等を考慮して配属する。 

 臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1 日 7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時間、

計 120 時間である。 

表 3 

業 種 別 

分 類 番 号 
業 種 

1 ペットサロン・ペットショップ 

2 ペットホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設 

3 その他のペット関連企業、動物関連団体 

 

【到達目標】 

「臨地実習 4」では「臨地実習 1〜3」で学んだ動物看護の知識を生かし、動物関連企業等

の現場での実務を学び、スタッフとの適切なコミュニケーションを図ることを到達目標とす

る。 

「臨地実習 4」の業種ごとの臨地実務実習内容を以下のとおり説明する。（表 4） 
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表 4 

業 種 別 

分類番号 
業 種 「臨地実習 4」の内容 

1 
・ペットサロン 

・ペットショップ 

ペットサロンにおいては、開店準備、清掃、犬具の手

入れ、商品知識や販売、閉店作業を学ぶ。 

ペットショップにおいては、開店作業、消毒、清掃、

閉店作業等の実務を学ぶ。 

 

2 

・ペットホテル 

・訓練施設 

・老犬ホーム 

・ペット同伴 

宿泊施設 

ペットホテルにおいては、開店準備作業、清掃等の環

境整備、ペットの健康状態を保ちながら預かるためのノ

ウハウ、閉店作業を通じて実務を学ぶ。 

訓練施設においては、ペットの「無駄吠え」「散歩の引

張癖」「甘噛み」等を治すしつけの方法、開店準備、閉店

作業等を通じて実務を学ぶ。 

老犬ホームにおいては、老犬を預かる際に必要な、給

餌、運動、休息、手入れ等の実務を学ぶ。 

ペット同伴宿泊ホテルに同伴してきたペットに対し

て、快適な宿泊が行えるように宿泊客が利用するペット

用品の管理、清掃、ペット向けのサービス提供のほか、

宿泊客を迎えるための準備等の実務を学ぶ。 

 

3 

・その他のペット 

関連企業 

・動物関連団体 

その他のペット関連企業においては、ペットフード、

ペット用品ほかのペット関連商品の販売等する店舗等に

おいて、開店準備、商品知識、閉店作業、清掃、陳列等

の実務を学ぶ。 

動物関係の公益団体の事務所において、公益団体が提

供している動物に関連するイベントの準備作業、公益団

体関連法規の知識修得、団体が主催する検定試験準備補

助事務等の実務を学ぶ。 

 

 

先にも述べたが、指摘を受けて臨地実務実習を見直すにあたり、従来の「臨地実習１～

５」を「臨地実習１～６」までとした。また、「臨地実習５」及び「臨地実習６」は卒業

後の進路を決定するための臨地実務実習として位置付け、選択とし、「臨地実習５」は動

物病院における臨地実務実習、「臨地実習６」は動物関連企業における臨地実務実習とし

た。 

 

「臨地実習 5」 

動物病院への就職を希望する学生が選択する「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的に

3 か所の施設で臨地実務実習を行う。動物病院への進路希望者は 5 グループの動物病院か

ら 3 か所を配属先とする。この臨地実務実習では職業専門科目や展開科目で学修した内容

を活かしながら、飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物看護師の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダンスでアンケート調査を実施し、本人

と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、本人の希望・適正等を考慮し

て配属する。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 病院（1 日 7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1



90 

 

時間、計 150 時間である。 

【到達目標】 

「臨地実習 5」は、職業専門科目で学修した内容に加え、展開科目で産業と社会の繋が

りを学修したことをとおして動物看護師として幅広い視野を養うことを到達目標とする。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 社（1 日 7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1 時

間、計 150 時間である。 

 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習として、希望進路やその関連分野を臨地実務実

習先とし、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店舗等・団体等）で 7 日間のローテ 

ーションでの臨地実務実習を行う。臨地実務実習先はペットサロン、ペットショップ、ペ

ットホテル、訓練施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、その他ペット関連企業、動物

関連団体等とする。この臨地実務実習では職業専門科目や展開科目で学修した内容を活か

しながら、飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物関連企業等における従業員の役

割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダンスでアンケート調査を実施し、本人

と臨地実務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、本人の希望・適正等を考慮し

て配属する。 

【到達目標】 

職業専門科目で学修した内容に加え、展開科目で産業と社会の繋がりを学修したことを

とおして、顧客のニーズを把握し、通常業務における顧客への対応を学ぶ。 

「臨地実習 6」の業種ごとの臨地実務実習内容を以下のとおり説明する。（表 5） 

 

表 5 

業 種 別 

分類番号 
業 種 「臨地実習 6」の内容 

1 
・ペットサロン 

・ペットショップ 

ペットサロンにおいては、開店準備、受付等の顧客との対

応、環境整備、閉店における事務作業を学ぶ。 

ペットショップにおいては、顧客対応、開店準備、消毒、

清掃、給餌、閉店作業、事務作業を学び、実務能力を高める。 

2 

・ペットホテル 

・訓練施設 

・老犬ホーム 

・ペット同伴 

宿泊施設 

ペットホテルにおいては、受付等顧客との対応、開店準備

作業、清掃等の環境整備、給餌、ペットの健康状態を保持、

事務作業等学び、実務能力を高める。 

訓練施設においては、ペットのしつけの方法を中心に警察

犬や災害救助犬の訓練方法のほか、顧客対応、開店準備、給

餌、閉店作業、事務作業等を学び実務能力を高める。 

老犬ホームにおいては、老犬を預かる際に必要な、給餌、

運動、休息、手入れ、病気の際の獣医師との連携､顧客対応、

事務作業等を学び実務能力を高める。 

 ペット同伴宿泊施設においては、宿泊客を迎えるための準

備や片づけ、宿泊客の対応、ペットへのイベントサービスの

提供、宿泊客の見送り、事務作業等を学び実務能力を高める。 
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3 

・その他のペット 

関連企業 

・動物関連団体 

ペットフード・ペット用品販売等のその他のペット関連企

業の店舗等においては、顧客対応、開店準備、商品知識、閉

店作業、事務作業等を学び実務能力を高める。 

動物関係の公益団体の事務所においては、来客者への対

応、公益団体が提供している動物に関連する公益サービスの

事務作業、イベントの準備作業、機関誌の作成補助等を学び

実務能力を高める。 

 

ご指摘のとおり、病院での実習は、病院によって看護師の職務範囲が異なることが考えられ

るため、学生が行う業務の範囲の基準を設けているか。基準がある場合はその基準を説明し、

病院ごとに異なる場合は、どのように業務範囲を把握し十分な教育が行えると判断したのか説

明することについて、以下のとおり説明する。 

 

現在、「動物病院実習ガイドライン」作成に関し、一般社団法人 全国動物教育協会が主体

となり、「認定動物看護師養成における効果的な連携事業を行うための動物病院実習ガイドラ

イン作成事業」において、鋭意「動物病院実習ガイドライン」を作成中である。 

しかしながら本学においては、ヤマザキ動物看護大学が作成した「学生が動物病院で行う業

務の範囲の基準」を基に、業務の範囲の基準を次のとおり設定した。 

なお、「動物病院実習ガイドライン」が作成された後は、同ガイドラインに準拠した基準を

設定する。 

 

 ＜学生が動物病院で行う業務の範囲の基準＞ 

(1)受付業務 

①常に笑顔を忘れずに、明るくあいさつができる。 

②飼い主名、ペット名を来院 3 回以内に確実に覚えることができる。 

③カルテを間違いなく出せる。 

④初診の受付ができる。（診察券の発行を含む） 

⑤診察時間、来院手段の問い合わせに正しく答えられる。（予約診療の場合、予約の取り

方を含む） 

 

(2)クライアントエデュケーション 

①健康犬、健康猫の飼育・食餌指導ができる。 

②予防指導ができる。（予防接種の種類、接種時期、接種後の注意、接種後の体調の変化

等） 

③手入れの仕方を指導できる。（被毛、歯、耳、爪、肛門嚢について） 

④寄生虫について正しく説明できる。（ノミ、ダニ、シラミ、フィラリア、回虫、条虫、

鈎虫、鞭虫等） 

⑤投薬方法、療法食について正しく説明できる。 

 

(3)清掃・消毒 

①たえず臭気・汚れに気を配り、院内を清潔に保つ事ができる。 
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②駐車場やエントランスにも気を配り、ゴミや排泄物を処理できる。 

③トイレのチェックを定期的に行い、清潔を保つ。（トイレットペーパー、汚物入れ等） 

④院内で使用されている消毒薬の使用方法を理解している。（至適濃度、目的等） 

⑤院内感染防止の重要性・方法を理解し、正しく実行できる。（汚物の処理法、手指消毒

法等） 

 

(4)診療補助 

①あらゆる犬、猫の体重・体温の測定ができる。 

②あらゆる犬に対し、獣医師の指示どおり保定ができる。 

③おとなしい猫に対し、獣医師の指示どおり保定ができる。 

④おとなしい犬・猫に対し、一般身体検査を行い、かつ獣医師に正しく報告できる。 

⑤飼い主の質問に対し、診断・診療・方針に関する事を答えてはならないことを理解して

いる。 

 

(5)臨床検査 

①血液検査において、ＣＢＣ・ｍｆ検査が正しくかつ迅速にできる。（検体の取り扱い、

準備、後片付けを含む） 

②糞便検査において、各寄生虫卵を正しく同定できる。（検体の取り扱い、準備、後片付

けを含む） 

③尿検査において、比重・尿スティック検査ができ、尿沈渣観察用の標本が作製できる。

（検体の取り扱い、準備、後片付けを含む） 

④Ｘ線検査において、Ｘ線防御の必要性を理解し、正しく実行できる。 

⑤ＥＣＧ検査において、正しく動物を保定し電極を装着できる。 

 

(6)看護 

①健康な動物の状態を把握し、異常を発見できる観察力をもつ。 

②あらゆる動物に対し、正しく経口投与・点眼・点耳・点鼻ができる。 

③点滴セットを正しくセットしたり、アンプル・バイアルから指示された量の薬剤を注射

器に移すことができる。 

④全身麻酔から動物が完全に覚醒するまで、バイタルサインを観察し、獣医師に正しく報

告できる。 

⑤飼い主の心の痛みが理解でき、患者に対しては動物愛護の精神を持って優しく接する。 

 

また、本学が実施する臨地実務実習は、臨地実務実習先の動物病院により実習内容が異な

るため、臨地実務実習先の動物病院との事前打合せの際に、次の事項を確認し合い、連携し

て指導体制を構築する。 

①臨地実務実習の内容・目的及び到達目標を提示する。 

②臨地実務実習の内容に関する要望・提案等の意見交換を行う。 

③本学の評価基準を説明し適切な評価を行うよう依頼する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（34～38 ページ） 

新 旧 

11．臨地実務実習の具体的な計画  

(1)臨地実務実習の目的 

臨地実務実習は、専門職短期大学設置基準第26

条第4号に定める「臨地実務実習（企業その他の事

業者の事業所またはこれに類する場所において、

当該事業者の実務に従事することにより行う実

習）」に基づき、産業界と連携し、トータルケア

のできる動物看護師として飼い主と産業界を繋ぐ

実務能力を養成するとともに、就業意識を高め、

実習後の学習意欲の向上を図り、職業選択におけ

る自らの適性理解を促し、就職先での定着率を高

める。 

3年間を通して、動物関連企業等での臨地

実務実習を450時間行う。実習先として、ペッ

トサロン、ペットショップ、ペットホテル、訓練

施設、老犬ホーム、ペット同伴宿泊施設、その他

のペット関連企業、動物関連団体等において実施

する。臨地実務実習は、1年次夏季休暇期間、1年

次春季休暇期間、2年次夏季休暇期間、2年次春季

休暇期間、3年次夏季休暇期間に実施する。それま

でに学修した知識と技術を持って実習に臨める

よう、実習先を設定する。なお、臨地実務実習

の計画案は資料30のとおりである。 

 

 

 

＜臨地実務実習の教育内容＞ 

 各施設で具体的にどのような臨地実務実習の教

育内容について、臨地実務実習の科目ごとに説明

する。 

「臨地実習 1」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）

に併設されているペットサロンで 3 日間の臨地実

務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出る前の基

礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロンの業

務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識と管理を

11．臨地実習の具体的な計画  

(1)実習の目的 

臨地実習は、専門職短期大学設置基準第26

条第4号に定める「臨地実務実習（企業その他

の事業者の事業所またはこれに類する場所に

おいて、当該事業者の実務に従事することによ

り行う実習）」に基づき、産業界と連携し、ト

ータルケアのできる動物看護師として飼い主

と産業界を繋ぐ実務能力を養成するとともに、

就業意識を高め、実習後の学習意欲の向上を図

り、職業選択における自らの適性理解を促し、

就職先での定着率を高める。 

3年間を通して、動物関連企業等での臨地実

習を450時間行う。実習先として、動物病院の

他、動物関連企業、動物関連団体、動物介護施

設、ペットショップ、グルーミングサロン、イ

ヌのしつけ教室、動物愛護センター、動物園、

水族館、ペット保険会社、リゾート施設等にお

いて実施する。臨地実習は、1年次夏季休業期

間、1年次春季休業期間、2年次夏季休業期間、

2年次春季休業期間、3年次夏季休業期間に実

施する。それまでに学修した知識と技術を持っ

て実習に臨めるよう、実習先を設定する。 

なお、臨地実習の計画案は資料30のとおり

である。 

 

（追加） 
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身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

電話対応等を修得させる。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他に、

事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、事後教育 3 時

間、計 30 時間である。 

【到達目標】 

「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季休暇若しく

は春季休暇に行われるので、初歩的な内容を踏ま

えペットサロン及びペットショップの１日の業務

の流れを把握することを到達目標とする。 

「臨地実習 2」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）

に併設されている動物病院（アニマルメディカル

サンタ―）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年次

以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他に、

事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、事後教育 3 時

間、計 30 時間である。 

【到達目標】 

「臨地実習 2」は、臨地実務実習の導入として、業

務の流れを把握し、清掃から消毒までの衛生管理

を学ぶ。診察補助、主な処置法、院内清掃、衛生

管理、調剤受付、飼い主対応、電話対応、手術見

学、入院動物看護等、動物看護技術を修得させる。 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の動物病院

で臨地実務実習を行う。 

小規模、中規模の動物病院での業務を体験し、

技術と知識の再確認と再修得をさせる。 

院内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、検

査、手術の準備や補助、入院患者のケア、調剤、

往診業務、事務作業を学ぶ。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自

宅から通える範囲を考慮するとともに、本人の希

望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1 日 7 時間）

の他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時間、計 120

時間である。 
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【到達目標】 

「臨地実習 3」は、動物病院における動物看護師の

業務分担と流れを把握し、スタッフと職場での適

切なコミュニケーションを図ることを到達目標と

する。 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企業・店

舗等での臨地実務実習を行う。是正事項 7の（1）

でも説明したとおり、（表 3）の動物関連企業等の

中から、業種分類が異なる 2 か所での臨地実務実

習を行うことで、各業界における業務の流れを把

握し、幅広い視野と実践力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自

宅から通える範囲を考慮するとともに、本人の希

望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1 日 7 時間）の

他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時間、計 120 時

間である。 

表 3 

業 種 別 

分 類 番 号 
業 種 

 

1 
ペットサロン・ペットシ

ョップ 

2 

ペットホテル、訓練施

設、老犬ホーム、ペット

同伴宿泊施設 

3 
その他のペット関連企

業、動物関連団体 

 

【到達目標】 

「臨地実習 4」では「臨地実習 1〜3」で学んだ動

物看護の知識を生かし、動物関連企業等の現場で

の実務を学び、スタッフとの適切なコミュニケー

ションを図ることを到達目標とする。 

 

「臨地実習 4」の業種ごとの臨地実務実習内容を以

下のとおり説明する。（表 4） 
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 表 4 

業

種

別 

分

類

番

号 

業 種 「臨地実習 4」の内容 

 

1 

・ ペット

サロン 

・ ペット

ショッ

プ 

ペットサロンにおいて

は、開店準備、清掃、犬具

の手入れ、商品知識や販

売、閉店作業を学ぶ。 

ペットショップにおい

ては、開店作業、消毒、清

掃、閉店作業等の実務を学

ぶ。 

 

2 

 ペット

ホテル 

 訓練施

設 

 老犬ホ

ーム 

 ペット

同伴 

 宿泊施

設 

ペットホテルにおいて

は、開店準備作業、清掃等

の環境整備、ペットの健康

状態を保ちながら預かる

ためのノウハウ、閉店作業

を通じて実務を学ぶ。 

訓練施設においては、ペ

ットの「無駄吠え」「散歩

の引張癖」「甘噛み」等を

治すしつけの方法、開店準

備、閉店作業等を通じて実

務を学ぶ。 

老犬ホームにおいては、

老犬を預かる際に必要な、

給餌、運動、休息、手入れ

等の実務を学ぶ。 

ペット同伴宿泊ホテル

に同伴してきたペットに

対して、快適な宿泊が行え

るように宿泊客が利用す

るペット用品の管理、清

掃、ペット向けのサービス

提供のほか、宿泊客を迎え

るための準備等の実務を

学ぶ。 

 

3 

 その他

のペッ

ト関連

企業 

 動物関

連団体 

その他のペット関連企

業においては、ペットフー

ド、ペット用品ほかのペッ

ト関連商品の販売等を行

う店舗等において、開店準

備、商品知識、閉店作業、

清掃、陳列等の実務を学

ぶ。 

動物関係の公益団体の

事務所において、公益団体
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が提供している動物に関

連するイベントの準備作

業、公益団体関連法規の知

識修得、団体が主催する検

定試験準備補助事務等の

実務を学ぶ。 

 

「臨地実習 5」 

動物病院への就職を希望する学生が選択する

「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的に 3 か所の

施設で臨地実務実習を行う。動物病院への進路希

望者は 5 グループの動物病院から 3 か所を配属先

とする。この臨地実務実習では職業専門科目や展

開科目で学修した内容を活かしながら、飼い主の

ニーズを適切に把握し対応できる動物看護師の役

割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダ

ンスでアンケート調査を実施し、本人と臨地実務

実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、

本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 7日間×3病院（1日 7時間）

の他に事前教育 2 時間、事後教育 1 時間、計 150

時間である。 

【到達目標】 

「臨地実習 5」は、職業専門科目で学修した内容に

加え、展開科目で産業と社会の繋がりを学修した

ことをとおして動物看護師として幅広い視野を養

うことを到達目標とする。 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習とし

て、希望進路やその関連分野を臨地実務実習先と

し、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店

舗等・団体等）で 7 日間のローテンションでの臨

地実務実習を行う。臨地実務実習先はペットサロ

ン、ペットショップ、ペットホテル、老犬ホーム、

ペット同伴宿泊施設、訓練施設、その他ペット関

連産業等とする。この臨地実務実習では職業専門

科目や展開科目で学修した内容を活かしながら、

飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物関

連企業等における従業員の役割を学ぶ。 
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学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイダ

ンスでアンケート調査を実施し、本人と臨地実務

実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の上、

本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 社（1 日 7 時間）

の他に事前教育 2 時間、事後教育 1 時間、計 150

時間である。 

【到達目標】 

職業専門科目で学修した内容に加え、展開科目

で産業と社会の繋がりを学修したことをとおし

て、顧客のニーズを把握し、通常業務における顧

客への対応を学ぶ。 

「臨地実習 6」の業種ごとの臨地実務実習内容を以

下のとおり説明する。（表 5） 

表 5 

業種

別 

分類

番号 

業 種 
「臨地実習 6」の内

容 

 

1 

・ ペ ッ ト

サロン 

・ ペ ッ ト

シ ョ ッ

プ 

ペットサロンにお

いては、開店準備、受

付等の顧客対応、環境

整備、閉店における事

務作業を学ぶ。 

ペットショップに

おいては、顧客対応、

開店準備、消毒、清掃、

給餌、閉店作業、事務

作業を学び、実務能力

を高める。 

2 

・ ペット

ホテル 

・ 訓練施

設 

・ 老犬ホ

ーム 

・ ペット

同伴宿

泊施設 

ペットホテルにお

いては、受付等の顧客

対応、開店準備作業、

清掃等の環境整備、給

餌、ペットの健康状態

を保持、事務作業等学

び、実務能力を高め

る。 

訓練施設において

は、ペットのしつけの

方法を中心に警察犬

や災害救助犬の訓練

方法のほか、顧客対

応、開店準備、給餌、

閉店作業、事務作業等
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を学び実務能力を高

める。 

老犬ホームにおい

ては、老犬を預かる際

に必要な、給餌、運動、

休息、手入れ、病気の

際の獣医師との連携､

顧客対応、事務作業等

を学び実務能力を高

める。 

 ペット同伴宿泊施

設においては、宿泊客

を迎えるための準備

や片づけ、宿泊客への

対応、ペットへのイベ

ントサービスの提供、

宿泊客の見送り、事務

作業等を学び実務能

力を高める。 

3 

 その他の

ペット関

連企業 

 動物関連

団体 

ペットフード・ペッ

ト用品販売等のその

他のペット関連企業

の店舗等においては、

顧客対応、開店準備、

商品知識、閉店作業、

事務作業等を学び実

務能力を高める。 

動物関係の公益団

体の事務所において

は、来客者への対応、

公益団体が提供して

いる動物に関連する

公益サービスの事務

作業、イベントの準備

作業、機関誌の作成補

助等を学び実務能力

を高める。 

 

 

 

動物病院での臨地実務実習は、動物病院によっ

て動物看護師の職務範囲が異なることが考えられ

るため、学生が行う業務の範囲の基準を設けてい

るか。基準がある場合はその基準を説明し、病院

ごとに異なる場合は、どのように業務範囲を把握

し十分な教育が行えると判断したのか説明するこ

とについて、以下のとおり説明する。 

 

現在、「動物病院実習ガイドライン」作成に関し、
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一般社団法人 全国動物教育協会が主体となり、

「認定動物看護師養成における効果的な連携事業

を行うための動物病院実習ガイドライン作成事

業」において、鋭意「動物病院実習ガイドライン」

を作成中である。 

しかしながら本学においては、ヤマザキ動物看

護大学が作成した「学生が動物病院で行う業務の

範囲の基準」を基に、業務の範囲の基準を次のと

おり設定した。 

なお、「動物病院実習ガイドライン」が作成され

た後は、同ガイドラインに準拠した基準を設定す

る。 

（略） 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

（３）実習先によって指導者の職種や経験年数が異なり、経験年数が１～２年の者や、実習

先の指導者が未記載の施設もある。実習の質を確保するという点で、実習先の指導者の要件

について、教育内容や教育効果の観点から説明すること。また、指導者の質をどのように確

保するかという取組や方策についても説明すること。 

（対応） 

＜実習指導者の実務経験が短い施設の取り扱い＞ 

 実習先によって指導者の職種や経験年数が異なり、経験年数が１～２年の者や、実習先の指

導者が未記載の施設もあるとの指摘があったため、臨地実務実習先の記載内容を再確認し、実

習先の指導者が未記載の施設は全て記載し、経験年数が１～２年の者の実習先は削除した。 

 

＜実習指導者の質の確保・要件等＞ 

ご指摘のとおり、臨地実務実習先の指導者の要件及び指導者の質をどのように確保するかの

取組や方策について、以下のとおり説明する。 

 

 学修した動物看護の基礎知識・技術を生かし、動物病院・動物関連企業等の現場で実務をと

おして実践的能力を身に付けることを臨地実務実習の目的とし、①可能な範囲で動物病院・動

物関連企業等での臨地実務実習において実践的な臨地実務実習を体験する、②動物病院・動物

関連企業等での実践をとおして動物看護に必要な知識やその目的を理解する、③人間関係形成

のためのコミュニケーション能力を高めることを臨地実務実習の目標としているため、動物病

院においては、獣医師として豊富な経験を有し、臨地実務実習の受入・指導経験のある獣医師

がいること。動物看護の経験が 3 年以上の動物看護師がいることを臨地実務実習先の指導者の

要件としている。 

 動物看護師に求められる適性や能力は動物医療への時代のニーズの高まりとともに変化す

るが、獣医師の指示通りの単純作業だけに留まらず、診療、検査、手術、受付対応、飼い主へ

の心のケアにいたるまであらゆる場面で関わる職域である。獣医療を側面から支える動物看護

師は社会人として成熟し、人間性は勿論のこと、しっかりとした職業観、コニュニケーション

能力が要求される。そのため、人により多少の差はあるが、実習指導者として初任者教育がで

きるようになるには 3 年以上の実務経験が必要となるため、実務経験年数 3 年以上を指導者の

要件とした。 

  動物関連企業等においては、初任者レベルの臨地実務実習のため、それを指導できる 3 年以

上の実務経験がある社員を臨地実務実習先の指導者の要件としている。 

 

ご指摘のとおり、指導者の質をどのように確保するかの取組や方策について、以下のとおり

説明する。 

指導者の質をどのように確保するかの取組や方策については、本学において年 1 回大学教員

と臨地実務実習先指導者とのミーティングを実施し、臨地実務実習先が重要視している臨地実

務実習を通して学んでほしい事項、問題点や課題等について確認する。臨地実務実習指導者及

び教職員間の情報共有を図り、学生への意識付の工夫、課題の確認・目標の設定の再確認、更
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なる臨地実務実習の向上を図る。  

 臨地実務実習担当教員は、臨地実務実習中の巡回指導時において本学と臨地実務実習施設と

情報交換し、十分な連携を図る体制を構築する。 

臨地実務実習施設への巡回は、臨地実務実習期間の前後及び期間中に原則として１回実施す

るものとし、実施施設からの要望に応じても訪問する。巡回指導時には、臨地実務実習の目標

の達成や課題について本学教員、学生、臨地実務実習指導者が相互に認識し合い、連携した指

導体制とする。 

巡回指導時には、学生からの問題点や学習の達成状況等について、臨地実務実習が円滑に展

開するために指導・支援し、学生の抱える悩みについて相談を受け、指導・助言して臨地実務

実習の充実を図る。 

また、臨地実務実習先との事前打合せの際に①実習目的・到達目標の提示、②実習内容に関

する要望・提案等を行い、本学の評価基準を説明し適切な評価を行うよう依頼する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（43 ページ） 

新 旧 

11．臨地実務実習の具体的な計画 

(3)臨地実務実習水準確保の方策 

 

(略) 

 

＜実習指導者の質の確保・要件等＞ 

臨地実務実習先の指導者の要件及び指導者

の質をどのように確保するかの取組や方策に

ついて、以下のとおり説明する。 

 学修した動物看護の基礎知識・技術を生か

し、動物病院・動物関連企業等の現場で実務を

とおして実践的能力を身に付けることを臨地

実務実習の目的とし、①可能な範囲で動物病

院・動物関連企業等での臨地実務実習において

実践的な臨地実務実習を体験する、②動物病

院・動物関連企業等での実践をとおして動物看

護に必要な知識やその目的を理解する、③人間

関係形成のためのコミュニケーション能力を

高めることを臨地実務実習の目標としている

ため、動物病院においては、獣医師として豊富

な経験を有し、臨地実務実習の受入・指導経験

のある獣医師がいること。動物看護の経験が 3

年以上の動物看護師がいることを臨地実務実

習先の指導者の要件としている。 

 動物看護師に求められる適性や能力は動物

医療への時代のニーズの高まりとともに変化

するが、獣医師の指示通りの単純作業だけに留

まらず、診療、検査、手術、受付対応、飼い主

への心のケアにいたるまであらゆる場面で関

わる職域である。獣医療を側面から支える動物

看護師は社会人として成熟し、人間性は勿論の

こと、しっかりとした職業観、コニュニケーシ

ョン能力が要求される。そのため、人により多

少の差はあるが、実習指導者として初任者教育

ができるようになるには 3 年以上の実務経験

が必要となるため、実務経験年数 3 年以上を

指導者の要件とした。 

11．臨地実務実習の具体的な計画 

(3)臨地実務実習水準確保の方策 

 

 

 

（追加） 
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  動物関連企業等においては、初任者レベルの

臨地実務実習のため、それを指導できる 3 年

以上の実務経験がある社員を臨地実務実習先

の指導者の要件としている。 

 

指導者の質をどのように確保するかの取組

や方策について、以下のとおり説明する。 

指導者の質をどのように確保するかの取組

や方策については、本学において年 1 回大学

教員と臨地実務実習先指導者とのミーティン

グを実施し、臨地実務実習先が重要視している

臨地実務実習を通して学んでほしい事項、問題

点や課題等について確認する。臨地実務実習指

導者及び教職員間の情報共有を図り、学生への

意識付の工夫、課題の確認・目標の設定の再確

認、更なる臨地実務実習の向上を図る。 

 

（略） 

 

＜臨地実務実習委員会の役割＞ 

「臨地実務実習委員会」の役割について、以下

のとおり説明する。 

 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学学生の教

育内容を充実し就職活動に有意義な支援指導

を行うことを目的として、「臨地実務実習委員

会」を設置している。 

「臨地実務実習委員会」の臨地実務実習に対す

る役割については、「設置の趣旨等を記載した

書類」P41(3)実習水準の確保の方策及び 45 ペ

ージ(4) 実習先との連携体制に次のとおり記

載している。 

(3)実習水準の確保の方策 

臨地実務実習のため「臨地実務実習委員会」

を設置し、実習施設を選定して実習施設側と対

応し事前事後教育及び教員の訪問計画を立

案・実行する。 

(4) 実習先との連携体制 

実習担当教員は、臨地実務実習委員会と一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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体となって、臨地実務実習の計画・実施・評

価、臨地実務実習指導体制の構築、実習施設

の実習指導者との実習内容と実習方法の連

絡・調整を行う。 

 

「臨地実務実習委員会」の協議事項について

は、「ヤマザキ動物看護専門職短期大学臨地実

務実習委員会細則（案）」（資料 30-3）におい

て、審議事項を次のとおり規定している。 

（審議事項） 

６条 委員会は、次の事項を審議し、実施する。 

(1) 就職支援の研修指導に関する事項 

(2) 臨地実務実習先の開拓、あっせん等 

に関する事項 

(3) 臨地実務実習の実施に関する全般的な

指導及び連絡調整に関する事項 

(4) その他臨地実務実習に関する事項 

 

「臨地実務実習委員会」の委員会構成につい

ては、「ヤマザキ動物看護専門職短期大学臨地

実務実習委員会細則（案）」（資料 30-3）にお

いて、構成を次のとおり規定している。 

（構成）  

第２条 委員会は、次の委員をもって構成す

る。 

(1) 動物トータルケア学科長 

 (2) 教務部長 

(3) 学生部長 

(4) 教科担当の専任教員 

(5) 専任教職員の中から学長が指名した者 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

（４）臨地実務実習における成績評価の方法が不明確である。添付されている実習評価票の

項目では十分な評価ができるとは考えられない。どのような評価基準を周知し、適切な評価

を行うかを説明し、実習評価票も修正すること。その際、「臨地実習委員会」の役割、協議

事項も明確にし、全ての施設で一定の水準の評価が行える仕組みを説明すること。 

（対応） 

  ＜臨地実務実習の成績評価＞ 

ご指摘のとおり、臨地実務実習における成績評価の方法が不明確である。添付されている

実習評価票の項目では十分な評価ができるとは考えられない。どのような評価基準を周知し、

適切な評価を行うかを説明し、実習評価票も修正すること。について、以下のとおり説明す

る。 

 

  添付されていた「実習評価表」の項目では十分な評価ができるとは考えられないとの指摘

を受け、「実習評価表」を「臨地実務実習評価書（動物病院）」（資料 7-1）、「臨地実務実習評

価書（ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部門）」（資料 7-2）、「臨地実務実習

評価書（その他のペット関連企業企業、諸団体）」（資料 7-3）の 3 種類の課外研修評価書に

より成績評価することに修正した。 

① 「臨地実務実習評価書（動物病院）」（資料 7-1）は、是正事項 7（２）の＜学生が動物

病院で行う業務の範囲の基準＞で説明したとおり、(1)受付業務、(2)クライアントエデュ

ケーション、(3)清掃・消毒、(4)診療補助、 (5) 臨床検査、(6)看護の実習に鑑み修正した。 

  対象とする実習は、臨地実習 2、臨地実習 3、臨地実習 5 とした。 

研修評価基準を ABC の 3 段階評価とし、評価項目を大きく「基本行動」と「看護技術」

の２つに分け、主に「看護技術」の観点から評価する。総合評価は、ABC の 3 段階評価

とする。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、リテラシ、業務遂行の項目から評価する。 

・「看護技術」は、衛生管理、診察補助、検査補助、入院の項目から評価する。 

② 「臨地実務実習評価書（ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部門）」（資料

7-2）は、是正事項 7（２）の＜学生が動物病院で行う業務の範囲の基準＞で説明したとお

り、(1)受付業務、(2)クライアントエデュケーション、(3)清掃・消毒、(4)診療補助、 (5) 臨

床検査、(6)看護の実習に鑑み修正した。 

  対象とする実習は、臨地実習 1、臨地実習 3、臨地実習 5 とした。 

研修評価基準を ABC の 3 段階評価とし、評価項目を大きく「基本行動」と「動物美容

技術」の２つに分け、主に「動物美容技術」の観点から評価する。総合評価は、ABC の 3

段階評価とする。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、リテラシ、業務遂行の項目から評価する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理、グルーミング、接客・営業、お預かりの項目から評価

する。 

③ 「臨地実務実習評価書（その他のペット関連企業、諸団体）」（資料 7-3）は、是正事

項 7（２）の表 4「臨地実習 4」の業種ごとの臨地実務内容及び P9 表 5「臨地実習 6」の
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業種ごとの臨地実務内容で説明したとおり、(1)商品管理業務、(2)クライアントエデュケ

ーション、(3)清掃・消毒、(4)商品知識のサービスの実習に鑑み修正した。 

対象とする実習は、臨地実習 4、臨地実習 6 とした。 

研修評価基準を ABC の 3 段階評価とし、評価項目を「基本行動」と「実務能力」の２

つに分け、主に「実務能力」の観点から評価する。総合評価は、ABC の 3 段階評価とす

る。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、リテラシ、業務遂行の項目から評価する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理、クライアントエデュケーション、商品知識の項目から評価

する。 

  前回、資料添付がなかったため、今般、新に追加した。 

 

また、本学が実施する臨地実務実習は、臨地実務実習先の動物病院により実習内容が異な

るため、臨地実務実習先の動物病院との事前打合せの際に、次の事項を確認し合い、連携し

て指導体制を構築する。 

①臨地実務実習の内容・目的及び到達目標を提示する。 

②臨地実務実習の内容に関する要望・提案等の意見交換を行う。 

③本学の評価基準を説明し適切な評価を行うよう依頼する。 

 

＜臨地実務実習委員会の役割と実習水準の確保＞ 

ご指摘のとおり、その際、「臨地実務実習委員会」の役割、協議事項も明確にし、全ての

施設で一定の水準の評価が行える仕組みを説明することについて、以下のとおり説明する。 

 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学学生の教育内容を充実し就職活動に有意義な支援指導

を行うことを目的として、「臨地実務実習委員会」を設置している。 

「臨地実務実習委員会」の臨地実務実習に対する役割については、「設置の趣旨等を記載

した書類」P41、(3)実習水準の確保の方策及び p45（4) 実習先との連携体制に次のとおり記

載している。 

(3)実習水準の確保の方策 

臨地実務実習のため「臨地実務実習委員会」を設置し、実習施設を選定して実習施設側

と対応し事前事後教育及び教員の訪問計画を立案・実行する。 

(4) 実習先との連携体制 

   実習担当教員は、臨地実務実習委員会と一体となって、臨地実務実習の計画・実施・評

価、臨地実務実習指導体制の構築、実習施設の実習指導者との実習内容と実習方法の連

絡・調整を行う。 

 

「臨地実務実習委員会」の協議事項については、「ヤマザキ動物看護専門職短期大学臨地

実務実習委員会細則（案）」（資料 7-4）において、審議事項を次のとおり規定している。 

（審議事項） 

第６条 委員会は、次の事項を審議し、実施する。 
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(1) 就職支援の研修指導に関する事項 

(2) 臨地実務実習先の開拓、あっせん等に関する事項 

(3) 臨地実務実習の実施に関する全般的な指導及び連絡調整に関する事項 

(4) その他臨地実務実習に関する事項 

 

「臨地実務実習委員会」の委員会構成については、「ヤマザキ動物看護専門職短期大学臨

地実務実習委員会細則（案）」（資料 7-4）において、構成を次のとおり規定している。 

（構成）  

第２条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

(1) 動物トータルケア学科長 

 (2) 教務部長 

(3) 学生部長 

(4) 教科担当の専任教員 

(5) 専任教職員の中から学長が指名した者 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書（43～44 ページ） 

新 旧 

11．臨地実務実習の具体的な計画 

(3)臨地実務実習水準確保の方策 

 

(略) 

 

＜臨地実務実習の成績評価＞ 

臨地実務実習における成績評価について、以

下のとおり説明する。 

「臨地実務実習評価書（動物病院）」、「臨地

実務実習評価書（ペットサロン、ペットショッ

プ、動物病院美容部門）」、「臨地実務実習評

価書（その他のペット関連企業、諸団体）」の

3 種類の臨地実務実習評価書により成績評価

を行う。（資料 30-2） 

① 「臨地実務実習評価書（動物病院）」は、

(1)受付業務、(2)クライアントエデュケー

ション、(3)清掃・消毒、(4)診療補助、 (5) 

臨床検査、(6)看護の実習に鑑み設定した。 

  対象とする実習は、臨地実習 1、臨地実

習 3、臨地実習 5 とした。 

研修評価基準を ABC の 3 段階評価と

し、評価項目を大きく「基本行動」と「看

護技術」の 2 つに分け、主に「看護技術」

の観点から評価する。総合評価は、ABC

の 3 段階評価とする。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、リテ

ラシ、業務遂行の項目から評価する。 

・「看護技術」は、衛生管理、診察補助、

検査補助、入院の項目から評価する。 

② 「臨地実務実習評価書（ペットサロン、

ペットショップ、動物病院美容部門）」は、

(1)受付業務、(2)クライアントエデュケー

ション、(3)清掃・消毒、(4)診療補助、 (5) 

臨床検査、(6)看護の実習に鑑み設定した。 

  対象とする実習は、臨地実習 2、臨地実

習 3、臨地実習 5 とした。 

研修評価基準を ABC の 3 段階評価と

11．臨地実習の具体的な計画 

(3)実習水準確保の方策 

 

 

 

（追加） 
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し、評価項目を大きく「基本行動」と「動

物美容技術」の 2 つに分け、主に「動物

美容技術」の観点から評価する。総合評価

は、ABC の 3 段階評価とする。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、リテ

ラシ、業務遂行の項目から評価する。 

・「動物美容技術」は、衛生管理、グルー

ミング、接客・営業、お預かりの項目か

ら評価する。 

③ 「臨地実務実習評価書（その他のペット

関連企業、諸団体）」は、(1)商品管理業

務、(2)クライアントエデュケーション、

(3)清掃・消毒、(4)商品知識のサービス実

習に鑑み設定した。 

対象とする実習は、臨地実習 4、臨地実

習 6 とした。 

研修評価基準を ABC の 3 段階評価と

し、評価項目を「基本行動」と「実務能力」

の 2 つに分け、主に「実務能力」の観点

から評価する。総合評価は、ABC の 3 段

階評価とする。 

  ・「基本行動」は、一般常識、気質、リテ

ラシ、業務遂行の項目から評価する。 

  ・「実務能力」は、衛生管理、クライアン

トエデュケーション、商品知識の項目か

ら評価する。 

 

また、本学が実施する臨地実務実習は、臨

地実務実習先の動物病院により実習内容が

異なるため、臨地実務実習先の動物病院との

事前打合せの際に、次の事項を確認し合い、

連携して指導体制を構築する。 

①臨地実務実習の内容・目的及び到達目標を

提示する。 

②臨地実務実習の内容に関する要望・提案等

の意見交換を行う。 

③本学の評価基準を説明し適切な評価を行

うよう依頼する。 

(略) 

（追加） 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

（５）添付資料では、「臨地実習５」の実習施設の例として「動物シェルター」や「検疫所」

との記載があるが、実習施設一覧では当該施設は見当たらない。養成する人材像等に照らし

て「動物シェルター」や「検疫所」が必要であるかを明確にし、 

必要であれば、具体的な実習施設を明らかにすること。 

（対応） 

 ご指摘のとおり、「動物シェルター」や「検疫所」について、以下のとおり説明する。 

 

  養成する人材像に鑑み、臨地実務実習における教育的効果は少ないと思料されるため、臨

地実務実習先を動物福祉団体等の支部に変更し、「臨地実習 4」及び「臨地実習 6」の臨地実

務実習施設から「動物シェルター」及び「検疫所」を削除した。 
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臨地実務実習評価書(動物病院) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

動物病院名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または院内基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 看護技術 評価 

一
般
常
識 

時間を守れる  

衛
生
管
理 

片付けができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切に消毒することができる  

よい身だしなみで研修できる  基礎的なグルーミングができる  

電話対応ができる    

気
質 

返事ができる  診
察
補
助 

薬品・備品の補充、準備ができる  

よく気がつく(積極性、配慮)  保定ができる  

周りとコミュニケーションがとれる  滅菌製品の知識がある  

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(漢字、メモ)  

検
査
補
助 

遠心分離機を操作することができる  

計算力がある  血液検査の手順を理解している  

基礎的な PC操作ができる  尿検査の手順を理解している  

  検体の適切な処理ができる  

業
務
遂
行 

備品を適切に扱える  

入
院 

動物への配慮ができる  

報告・連絡・相談ができる  フードを準備し、食事の介助ができる  

  投薬方法の知識がある  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分できている B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

今後本学の提携実習先として広報させていただいてよろしいでしょうか  ( はい ・ いいえ) 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 
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臨地実務実習評価書(ペットサロン、ペットショップ、動物病院美容部門) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

店・病院名 

 

実習生氏名 

 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または貴社基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 動物美容技術 評価 

一
般
常
識 

時間を守れる  

衛
生
管
理 

片づけができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切に消毒することができる  

よい身だしなみで研修できる    

気
質 

返事ができる  グ
ル
ー
ミ
ン
グ 

健康チェックができる  

よく気がつく(積極性、配慮)  基礎的なグルーミングの知識・技術が

ある 

 

周りとコミュニケーションがとれる    

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(漢字、メモ)  
接
客
・
営
業 

来店客の接客ができる  

計算力がある  来店客へセールス(予約等)ができる  

基礎的な PC操作ができる  着電の対応ができる  

  着電客へのセールス(予約等)ができる  

業
務
遂
行 

備品を適切に扱える  お
預
か
り 

動物への配慮ができる  

報告・連絡・相談ができる  フードを準備し、食事の介助ができる  

    

総合評価(〇印で評価願います) 

A 十分である B 改善点有 C 不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

今後本学の提携実習先として広報させていただいてよろしいでしょうか  ( はい ・ いいえ) 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 



【新】 

資料 7－3 

臨地実務実習評価書(その他のペット関連企業、諸団体) 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 

貴社名 

 

実習生氏名 

 

実習期間  平成  年  月  日(  ) ～  月  日(  )  計   日間 

勤務時間  午前  時 ～ 午後  時  休憩時間含む 

 

研修評価 

下記評価欄への評価を記載願います。評価は、評価者の主観または貴社基準にてお願いいたします。 

「A」:十分である 「B」:改善点有 「C」:不十分である 「／」:実施していない項目 

基本行動 評価 実務能力 評価 

一
般
常
識 

時間を守れる  衛
生
管
理 

片付けができる  

挨拶ができる  適切に清掃することができる  

正しい言葉づかいで会話ができる  適切に消毒することができる  

よい身だしなみで研修できる  

ク
ラ
イ
ア
ン
ト 

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

飼育・食餌指導することができる  

気
質 

返事ができる  予防指導することができる  

よく気がつく(積極性、配慮)  手入れの仕方を指導することができる  

周りとコミュニケーションがとれる  寄生虫について正しく説明することが

できる 
 

リ
テ
ラ
シ 

語学力がある(漢字、メモ)  投薬方法・療法食について正しく説明す

ることができる 

 

計算力がある  

商
品
知
識 

ペットサロン・ショップの商品やサービ

スをアドバイス・説明することができる 

 

基礎的な PC操作ができる  

ペットの健康状態の保持や衛生管理等

を説明することができる 

 

業
務
遂
行 

備品を適切に扱える  

片づけができる  症状や年齢に応じたにペットフード・ペ

ット用品等を説明することができる 

 

報告・連絡・相談ができる  

総合評価(〇印で評価願います) 

A十分である B 改善点有 C不十分である 

評価自由記載欄(今後の教育指導・カリキュラム改善のため具体的なコメントをお願いいたします) 

 

 

 

今後本学の提携実習先として広報させていただいてよろしいでしょうか  ( はい ・ いいえ) 

実習指導担当者名 : 役職       氏名 
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ヤマザキ動物看護専門職短期大学臨地実務実習委員会細則（案） 

平成31年４月１日 

                                 制定 

（目的） 

第１条 この細則は、ヤマザキ動物看護専門職短期大学（以下「本学」という。）教授規則第

１０条第２項の規定に基づき、臨地実務実習委員会（以下「委員会」という。）の運営に必

要な事項を定めることを目的とする。 

２ 必要に応じて小委員会を置くことができる。 

（構成）  

第２条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

(1) 動物トータルケア学科長 

(2) 動物トータルケア副学科長 

(3) 教務部長 

(4) 学生部長 

(5) 教科担当の専任教員 

(6) 専任教職員の中から学長が指名した者 

（任期） 

第３条 第２条第１項第１号及至５号の委員の任期は、その在職期間とする。 

２ 第２条第１項第６号委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

３ 欠員が生じた場合の補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長等） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、学長が指名する。 

３ 副委員長は、委員の互選により決する。 

４ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

５ 委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代行する。 

（開会） 

第５条 委員会の開催は、委員の３分の２以上の出席を要するものとする。 

２ 委員会が必要と認めたときは、委員以外の関係者を出席させ、意見を聴くことがでる。 

（審議事項） 

第６条 委員会は、次の事項を審議し、実施する。 

(1) 就職支援の研修指導に関する事項 

(2) 企業実習（インターンシップ）及び動物病院実習先の開拓、あっせん等に関する事項 
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(3) 企業実習（インターンシップ）及び動物病院実習実施に関する全般的な指導及び絡 

調整に関する事項 

(4) その他企業実習（インターンシップ）及び動物病院実習に関する事項 

（委員会の議決及び結果の報告） 

第７条 委員会の議決は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決 

るところによる。 

２ 委員会で審議した事項に関しては、その結果又は経過を教授会に報告し、出席者の成 

を得て学長が決定する。 

（事務） 

第８条 委員会の事務は、本学事務局就職支援課及び教務・学生課において行う。 

（細則の改廃） 

第９条 この細則の改正及び廃止は、教授会の意見を聴いて、学長が行う。 

附 則 

この細則は、平成31年４月１日から制定施行する。 

 

 

 



【旧】 資料 7－5 

平成  年  月  日 

 

臨 地 実 習 評 価 表 

病院・企業名                    

代表者名                    ○印  

実習指導者名                  ○印  

実習生氏名               

実習期間 平成  年  月  日（  ）～平成  年  月  日（  ）  日間 

出欠状況 出席   日 ・ 欠席   日 ・ 遅刻   日 ・ 早退   日 

 

項目 評価 摘要（お気づきの点） 

実

習

態

度 

礼儀・清潔感 

親しみやすさ 

積極性 

チームワーク 

A B C D 

A B C D 

A B C D 

A B C D 

 

実

習

内

容 

観察力・集中力 

職務内容の理解 

問題意識の探求 

報告・相談 

A B C D 

A B C D 

A B C D 

A B C D 

 

実

習

記

録 

記録の仕方 

記録の内容 

記録の提出 

A B C D 

A B C D 

A B C D 

 

総  合 

評  価 
A（優れている） B（やや優れている） C（普通） D（努力を要する） 

所 

 

見 

 

欄 

実習を通じ特に改善を要すると思われる点、さらに伸ばすと良いと思われる点など。 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

８．＜教育課程の不断の見直しの体制が不明確＞ 

教育課程の不断の見直しが適切に行われる体制が整備されているか不明確であるため、 

教育課程連携協議会の意見や指摘を適切に教育課程に反映させる仕組みを含め、適切に 

不断の見直しを行える体制を構築することを説明すること。併せて、学生の就職先と想 

定される産業界等のニーズや意見が適切に反映されることについても説明すること。 

（対応）  

ご指摘のとおり、教育課程の不断の見直しが適切に行われる体制を整備し、教育課程連

携協議会の意見や指摘を適切に教育課程に反映させるよう、見直しを行った。 

 

教育課程の編成にあたっては、教育の目的を達成するための必要な教育課程について、

企業と連携を図り、これを体系的に編成することとする。動物関連産業界における市場の

動向に即した教育を提供できるよう教育課程連携協議会の意見を勘案し、聴取した意見を

教務委員会で検討の上、教授会の意見を聴いて、学長が教育課程に反映する。その結果を

教育課程連携協議会に報告するというＰＤＣＡのサイクルを構築する。 

併せて、学生の就職先と想定される産業界等のニーズや意見が適切に反映されるよう、

教育課程連携協議会に産業界から企業の責任職に当たる知識・経験を有する者を構成員に

追加する。 

 

 教育課程連携協議会は、次の事項を審議する。 

（1） 産業界及び地域社会との連携による授業科目の開設その他の教育課程の編成に

関する基本的な事項 

（2） 産業界及び地域社会との連携による授業科目の実施その他の教育課程の実施に

関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する事項 

   

また、開学時には、自己点検・評価委員会を設置して評価基準項目にしたがった評価

を行う。評価結果は「自己点検・評価報告書」としてまとめ、公益財団法人日本高等教

育評価機構の評価を受審する。 

  評価機構による評価結果及び改善策等については、学長が「教育課程連携協議会」を

経て情報を共有し、改善に取り組む。また、評価結果は教授会に報告し、全学を挙げて

教育・研究の改善に努める。 

  なお、「自己点検・評価報告書」は公表する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（25 ページ） 

新 旧 

7．教育課程連携協議会 

 

(略) 

 

 構成員は、①ヤマザキ動物看護専門職短

期大学長が指名するヤマザキ動物看護専門

職短期大学の教員、その他の職員、②動物

看護師、グルーミングサロン、ペットショ

ップ若しくはその他の動物関連産業に係る

職業に就いている者、またはこれらの職業

に関する事業を行う者による団体のうち、

広範囲の地域で活動する関係者であって当

該事業の実務に関し豊富な経験を有する

者、③地方公共団体の職員、地域の事業者

による団体の関係者その他の地域の関係

者、④臨地実務実習その他の授業科目の開

設または授業の実施において本学と協力す

る事業者、⑤本学の教員その他の職員以外

の者であって学長が必要と認める者となっ

ている。任期は 1 年とし、再任を妨げない。 

教育課程連携協議会は年 1 回以上開催す

る。教育課程については、教育課程連携協

議会の意見を勘案し、聴取した意見を教務

委員会で検討の上、教授会の意見を聞いて、

学長が教育課程に反映する。その結果を教

育課程連携協議会に報告するというＰＤＣ

Ａのサイクルを構築する。 

また、学生の卒業後の進路と想定される

動物産業界からの意見を聴くため、動物産

業界で活躍するイオンぺット株式会社の事

業部長、寺本 健太郎氏を構成員に加える。 

 

7．教育課程連携協議会 

 

（略） 

 

構成員は、①ヤマザキ動物看護専門職短

期大学長が指名するヤマザキ動物看護専門

職短期大学の教員、その他の職員、②動物

看護師、グルーミングサロン、ペットショ

ップ若しくはその他の動物関連産業に係る

職業に就いている者、またはこれらの職業

に関する事業を行う者による団体のうち、

広範囲の地域で活動する関係者であって当

該事業の実務に関し豊富な経験を有する

者、③地方公共団体の職員、地域の事業者

による団体の関係者その他の地域の関係

者、④臨地実習その他の授業科目の開設ま

たは授業の実施において本学と協力する事

業者、⑤本学の教員その他の職員以外の者

であって学長が必要と認める者となってい

る。任期は 1 年とし、再任を妨げない。 

教育課程連携協議会は年 1 回以上開催

し、その結果は学長に報告され、教育課程

や授業の改善に繋げ、その結果を委員会に

報告するものとする。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（49 ページ） 

新 旧 

15．教育内容等の改善を図るための組織的

な研修等 

(1)FD・SD研修 

ウ カリキュラムの改善 

  教育内容の向上を図るために、継続的に

カリキュラムの改善を行う。すなわち、体

系的に学修できる必修科目の検討等、カリ

キュラムの改善を図る。その際には、学生

による授業評価と教員による自己評価、動

物看護をめぐる国内外の教育研究の動向を

考慮したカリキュラムの改善を目指す。 

また、開学時には、自己点検・評価委員

会を設置して評価基準項目に従い、カリキ

ュラムの評価を行う。評価結果は「自己点

検・評価報告書」としてまとめ、公益財団

法人日本高等教育評価機構の評価を受審す

る。 

 カリキュラムの改善に関する項目につい

ては、評価機構による評価結果及び改善策

等を学長が教育課程連携協議会を経て情報

を共有し、改善に取り組む。また、評価結

果は教授会に報告し、全学を挙げて教育・

研究の改善に努める。なお、「自己点検・評

価報告書」は公表する。 

15．教育内容等の改善を図るための組

織的な研修等 

(1)FD・SD 研修 

ウ カリキュラムの改善 

 教育内容の向上を図るために、継続的に

カリキュラムの改善を行う。すなわち、体

系的に学修できる必修科目の検討等、カリ

キュラムの改善を図る。その際には、学生

による授業評価と教員による自己評価、動

物看護をめぐる国内外の教育研究の動向を

考慮したカリキュラムの改善を目指す。 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

９．＜総合科目が不適切＞ 

総合科目に含まれる「動物実習短期留学」「研修・ボランティア活動」は科目の具体的な内容や教育 

目的が不明確であり、かつ、いずれの科目も１年次から履修が可能であり、総合科目の趣旨を踏ま 

えた科目とは見受けられない。各科目の具体的な内容と教育目的を明らかにし、配当年次等も踏ま 

えて適切な科目区分に改めること。また、「動物実習短期留学」については、オーストラリア動物園 

でどのような実習を行うのか、そのことを先方機関から確約されているかについても説明すること。 

（対応）  

ご指摘のとおり、総合科目に含まれる「動物実習短期留学」、「研修・ボランティア活動」は、総合

科目の趣旨を踏まえ、総合科目から削除し、職業科目に配置する。 

「動物実習短期留学」は、Australia  Zoo（オーストラリアズー）における英語及び動物飼育実習

を通じて、多文化共生社会における動物関連学問領域のあり方を学び、グローバルな視野を身に付け

ることを目的とする。その内容は、Australia  Zoo（オーストラリアズー）における実習及び実用英

語の実践である。なお、1 年生前期に動物看護概論をはじめ、動物看護師の入門段階を学修し、さらに

事前学習として、現地で必要な英語の授業を直前に受講してから渡航するので、1 年生であっても問題

なく受講できる（資料 9-1、資料 9-2、資料 9-3）。 

「研修・ボランティア活動」は、研修やボランティア活動に参加し、飼い主と動物を取り巻く環境

に対して、専門職として介入できる知識と技術を身に付けることを目的とする。その内容は、国内研

修では、北海道の北里大学の牧場において産業動物の飼育・管理の実習に参加する（資料 9-4）。海外

研修においては、アメリカ及びオーストラリアで大学での研修の他、海外におけるコンパニオンアニ

マルなどの社会的地位と現状の視察などを行う（資料 9-5）（資料 9-6）。ボランティア活動としては、

公益社団法人動物福祉協会の新東京支部の活動の一環として、保護されたイヌ・ネコの預かりや譲渡

活動、災害時の救援物資の仕分け業務などに参加するものである（資料 9-7）。 

 

〈「動物実習短期留学」及び「研修・ボランティア活動」に関する資料〉 

資料 9－1    2017 年 Yamazaki Gakuen University  動物実習短期留学募集パンフレット 

資料 9－2－1  ヤマザキ動物看護専門職短期大学（仮称）「動物実習短期留学」シラバス【新】 

資料 9－2－2  ヤマザキ動物看護専門職短期大学（仮称）「動物実習短期留学」シラバス【旧】 

資料 9－3－1  2018 年 Yamazaki Gakuen University Australia Zoo 契約書 

資料 9－3－2 2018 年 Yamazaki Gakuen University Australia Zoo 契約書（和訳） 

資料 9－4    2017 年 ヤマザキ学園 国内研修募集パンフレット 

資料 9－5    2016 年 37th Yamazaki Gakuen U.S.A  Study Tour 募集パンフレット 

資料 9－6    2017 年 50 周年記念 38th Yamazaki Gakuen  Australia Study Tour 
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資料 9－7－1  ヤマザキ動物看護専門職短期大学（仮称）「研修・ボランティア活動」シラバス【新】 

資料 9－7－2 ヤマザキ動物看護専門職短期大学（仮称）「研修・ボランティア活動」シラバス【旧】 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（50 ページ） 

（新） （旧） 

16．社会的・職業的自立に関する指導等及び

体制 

(1)教育課程内の取組について 

②「動物実習短期留学」及び「研修・ボランテ

ィア活動」 

総合科目に含まれる「動物実習短期留学」「研

修・ボランティア活動」は、総合科目の趣旨を

踏まえ、総合科目から削除し、職業専門科目に

配置する。 

「動物実習短期留学」は、Australia  Zoo（オ

ーストラリアズー）における英語及び動物飼育

実習を通じて、多文化共生社会における動物関

連学問領域のあり方を学び、グローバルな視野

を身に付けることを目的とする。その内容は、

Australia  Zoo（オーストラリアズー）におけ

る実習及び実用英語の実践である。なお、留学

前には「コミュニケーション論」、「動物臨床看

護学（基礎・内科）」、「動物生理・繁殖学」、「公

衆衛生学」、「コンパニオンアニマルケア論」等

を履修し、Australia Zoo（オーストラリアズー）

の実習において衛生管理や動物の取り扱いに関

する注意事項の事前指導を行う。 

「研修・ボランティア活動」は、研修やボラ

ンティア活動に参加し、飼い主と動物を取り巻

く環境に対して、専門職として介入できる知識

と技術を身に付けることを目的とする。 

また、本学園での国内研修は、平成 22 年度よ

り毎年夏期休業中に北里大学との提携により、

北里大学獣医学部附属フィールドサイエンスセ

16．社会的・職業的自立に関する指導等及び

体制 

(1)教育課程内の取組について 

②「研修・ボランティア活動（国内研修）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(追加) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学園では、平成 22 年度より毎年夏期休業中

に北里大学との提携により、北里大学獣医学部

附属フィールドサイエンスセンター八雲牧場に
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ンター八雲牧場にて 3 泊 4 日の研修を行い、平

成 29 年度で第 8 回を迎える。本学園では、コン

パニオンアニマルを対象とした動物看護学の教

育を行っているが、北海道の八雲牧場での産業

動物を対象とした牧場実習体験では自然の中で

のエコロジカル牧場の特色を活かした学修成果

が大きい。 

研修内容は、電気牧柵設置や牛の追い込み、

堆肥処理、放牧地・採草地の管理や観察等に加

え、牛の個体情報管理や体尺値測定にまで及ぶ。

国内研修への参加は、選択科目のため別途料金

が発生する。 

さらに、本学園での海外研修は、昭和 46 年度

の第 1 回アメリカ研修旅行に始まり、平成 29

年度で第 38 回を迎える。アメリカ研修旅行では

カリフォルニア大学デイビス校、オーストラリ

ア研修旅行ではシドニー大学でのセミナー授業

の受講の他、動物病院、野生動物の保護施設、

盲導犬協会、動物虐待防止協会、ドッグショー

の見学等の研修を通し、動物看護を学ぶ学生と

してコンパニオンアニマルの社会的地位と現状

の視察等を行い、国際人としての教養とコミュ

ニケーション能力を身に付ける。海外研修への

参加は、選択科目のため別途料金が発生する。 

ボランティア活動としては、公益社団法人動物

福祉協会の新東京支部の活動の一環として、保

護されたイヌ・ネコの預かりや譲渡活動、災害

時の救援物資の仕分け業務などに参加するもの

である。（資料 28-4）。 

て 3 泊 4 日の研修を行い、平成 29 年度で第 8

回を迎える。本学園では、コンパニオンアニマ

ルを対象とした動物看護学の教育を行っている

が、北海道の八雲牧場での産業動物を対象とし

た牧場実習体験では自然の中でのエコロジカル

牧場の特色を活かした学修成果が大きい。 

研修内容は、電気牧柵設置や牛の追い込み、

堆肥処理、放牧地・採草地の管理や観察等に加

え、牛の個体情報管理や体尺値測定にまで及ぶ。

国内研修への参加は、選択科目のため別途料金

が発生する。 

 

③「研修・ボランティア活動（海外研修）」 

 海外研修は、昭和 46 年度の第 1 回アメリカ

研修旅行に始まり、平成 29 年度で第 38 回を迎

える。研修内容は、カリフォルニア大学デイビ

ス校やシドニー大学でのセミナー授業の受講や

動物病院、野生動物の保護施設、盲導犬協会、

動物虐待防止協会、ドッグショーの見学等、10

日間の研修を通し、動物看護を学ぶ学生として

の知見を広め、国際人としての教養とコミュニ

ケーション能力を身に付ける。海外研修への参

加は、選択科目のため別途料金が発生する。 

 

 

(追加) 
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①書類等の題名 

資料9-1.  2017年Yamazaki Gakuen University  動物実習短期留学募集パンフレット 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

Yamazaki Gakuen University 2017 動物実習短期留学（パンフレット） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 
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【新】                                     

資料 9－2－1 

授業科目 動物実習短期留学 担
当
教
員 

荒木幸子・加藤剛 

科目英名 Short-term Animal Practical Training Abroad 

開講期間 1・2・3年次通年 選択科目 3単位 科目区分 職業専門科目 

到達目標 

早い時期に大陸として独立し、独自の生態系を有するに至ったオーストラリアは、近代においてヨー

ロッパ人の入植により広範で激烈な生態系破壊とその対応と回復とを経験した国であり、環境保護意識

の非常に高い国であり、環境保護教育でも高い意識と実績を有している。オーストラリア最大規模の動

物園である Australia Zooは、環境保護に大きな役割を果たしていることでも知られているが、この動

物園が本学学生のために作るカスタム教育プログラムを中心として、現場で用いる実際的な英語による

講義、及び動物飼育体験の実習を通じて、動物の QOL に配慮した動物飼育方法、多文化共生社会にお

ける動物展示のあり方、自然環境保護における動物園の役割などを幅広く学ぶ。 

 

講義概要 

事前学修として、ネイティブの英語教員による夏季集中英語講座を受講し、その後、現地で多種多様

な動物実習を体験する。渡航先では、宿舎での共同生活等を通じ、学生や研修先スタッフらとの交流か

ら多くを学ぶ。帰国後には事後学修として発表を行う。 

授業計画 担当教員 

1 事前学修 1 オリエンテーション（講義目的・内容と履修方法の理解） 荒木・加藤 

2 事前学修 2 旅行英語（空港・市内での一般的実用英語） 荒木・加藤 

3 事前学修 3 動物園英語（動物園関連の英語） 荒木・加藤 

4 事前学修 4 動物園英語（動物園関連の英語） 荒木・加藤 

5 事前学修 5 アカデミック英語（環境保護、動物学などに関わる英語） 荒木・加藤 

6 動物園実習 1 実習の概要説明とディスカッション 荒木 

7 動物園実習 2 動物園付属野生動物病院見学、リクガメ管理見学と実習 荒木 

8 動物園実習 3 ズーキーパー同行実習 1 荒木 

9 動物園実習 4 ズーキーパーによる担当動物の説明、質疑応答(ウォンバット等) 荒木 

10 動物園実習 5 ズーキーパー同行実習 2  荒木 

11 動物園実習 6 グループタスク 1（キーパーによる解説を聞き仕事を手伝う）  荒木 

12 動物園演習 Stive Irwin Wildlife Reserveに関する講義と質疑応答 荒木 

13 動物園実習 7 グループタスク 2（動物園付属野生動物病院見学と手伝い） 荒木 

14 事後学修 1 学生による実習報告発表及び担当教員による講評 荒木・加藤 

15 事後学修 2 学生による実習報告発表及び担当教員による講評 荒木・加藤 

履修上の注意 

海外での生活及び実習の受講に支障がない健康状態であること、定められた日程・実習先で求められ

る規律を遵守することを履修の条件とする。社会情勢や最低参加人数の充足により開講する。なお、本

科目は海外での実習体験につき、旅費等を含めた別途費用が必要となる。午前・午後の授業計画は変更

になることもある。4月に説明会を行い、留学の申し込みをもって履修登録を行う。 

 なお、留学前には「コミュニケーション論」、「動物臨床看護学（基礎・内科）」、「動物生理・繁殖学」、

「公衆衛生学」、「コンパニオンアニマルケア論」等を履修し、Australia Zoo（オーストラリアズー）の

実習において衛生管理や動物の取り扱いに関する注意事項の事前指導を行う。 

評価方法（評価基準を含む） 

授業参加状況 70％、発表及びレポート 30％にて総合的に評価する。 

 

教科書 

未定 

参考書、教材等 

未定 
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授業科目 動物実習短期留学 担
当
教
員 

荒木 幸子・加藤 剛 

科目英名 Short-term Animal Practical Training Abroad 

開講期間 1・2・3年次 選択科目 3単位 科目区分 総合科目 

到達目標 

海外の動物関連施設における実際的な動物飼育実習の学修を通じて、多文化共生社会における動物関

連学問領域のあり方を幅広く学び、グローバルな視野を身に付ける。 

 

講義概要 

事前授業として、担当教員およびネイティブの語学教師による夏季集中英語講座を受講した後、渡航

先（オーストアリア）にて多種多様な動物を対象に動物園にて必要な語彙や表現を学びながら実際の飼

育作業を実習する。渡航先では、異文化社会における共同生活等を体験する中で、研修先スタッフらと

の交流から多くを学ぶことになるだろう。帰国後には事後授業として発表を行い、レポートにまとめる。 

授業計画 

1 事前授業 1 オリエンテーション（講義目的・内容と履修方法の理解） 

2 事前授業 2 地域学習（実習先の地域に関する多文化的視点からの予備学習） 

3 事前授業 3 旅行英語（渡航及び滞在に必要な語彙及び表現） 

4 事前授業 4 専門英語（実習に必要な語彙及び表現）  

5 事前授業 5 専門英語（実習に必要な語彙及び英語） 

6 実習 6   実習及び実用英語（オーストラリア動物園） 

7 実習 7   実習及び実用英語（オーストラリア動物園） 

8 実習 8   実習及び実用英語（オーストラリア動物園） 

9 実習 9   実習及び実用英語（オーストラリア動物園） 

10 実習 10     実習及び実用英語（オーストラリア動物園） 

11 実習 11   実習及び実用英語（オーストラリア動物園） 

12 実習 12   実習及び実用英語（オーストラリア動物園） 

13 実習 13   実習及び実用英語（オーストラリア動物園） 

14 事後授業 1 学生による実習報告発表及び担当教員による講評 

15 事後授業 2 学生による実習報告発表及び担当教員による講評 

履修上の注意 

海外での生活及び実習の受講に支障がない健康状態であること、および定められた日程及び実習先で

求められる規律を遵守することを履修の条件とする。社会情勢によって研修先の変更、及び最低参加人

数（16名）の充足されない場合等開講しないことがある。なお、本科目は海外での実習体験であるため、

旅費等を含めた別途費用が必要となる。授業計画は諸般の事情により変更になることもある。4 月に説

明会を行い、履修登録を行う。 

 

評価方法（評価基準を含む） 

授業参加度 70％、発表及びレポート 30％にて総合的に評価する。 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書、教材等 

なし 
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①書類等の題名 

資料 9-3-1.  2018年 Yamazaki Gakuen University Australia Zoo契約書 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

Education Program Development Confirmation 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 9-3-2 
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①書類等の題名 

資料 28-5.  2018年 Yamazaki Gakuen University Australia Zoo契約書（和訳） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

教育プログラム開発契約書 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 
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①書類等の題名 

資料 9-4.  2017年 ヤマザキ学園 国内研修募集パンフレット 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

平成 29年度 北海道国内研修（パンフレット） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 9-5 
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①書類等の題名 

資料 9-5.  2016年 37th Yamazaki Gakuen U.S.A  Study Tour 募集パンフレット 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

37th Yamazaki Gakuen U.S.A. Study Tour 2016（パンフレット） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 
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①書類等の題名 

資料 9-6. 2017年 50周年記念 38th Yamazaki Gakuen Australia Study Tour 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

50周年記念 38th Yamazaki Gakuen Australia Study Tour 2017（パンフレット） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 
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授業科目 研修・ボランティア活動 担
当
教
員 

井上留美・山村拓也 

科目英名 Volunteer Study ＆ Activity 

開講期間 1・2・3年次 選択科目 1単位 科目区分 総合科目 

到達目標 

動物看護師は、飼い主がペットと安心して生活できる環境を提供する知識と能力を持つことが求めら

れる。地域支援、高齢者支援、障害者支援、震災時支援、イヌやネコの譲渡会などで動物看護師として

の活躍が求められている。この授業では、実際に研修（国内・国外）やボランティアに参加し、「飼い

主と動物」を取り巻く環境に対して、専門職として介入する知識と能力を身に付けることを到達目標と

する。 

 

講義概要 

本学が指定する研修とボランティアに参加することで、それらの意義や原則を理解することとする。

主として「夏季休暇」等を利用した研修やボランティア活動を実践するとともに、事前授業のオリエン

テーション及び事後授業でのディスカッションを含む報告会で成果をまとめる。 

レポートの提出をもって単位の認定を行うこととする。 

 

授業計画 

1 事前学修 1 オリエンテーション、「海外研修」「国内研修」の紹介と研修意義 

2 事前学修 2 ボランティアの意義：ボランティア、地域つくり、活動の紹介① 

3 事前学修 3 ボランティアの意義：ボランティア、地域つくり、活動の紹介② 

4 事前学修 4 ボランティアの意義：ボランティア、地域つくり、活動の紹介③ 

5  

研修・ボランティア  下記予定地のいずれかで実施する（複数選択可） 6 

7 

 ・海外研修：海外における動物看護、飼育等の視察及びセミナー参加（実費） 

 ・国内研修：産業動物における飼育・管理についての実習についての実習等（実費） 

 ・災害時の防災救援ボランティア 

 ・地域活動の支援 

 ・その他：科目担当が認めた研修やボランティア 

8 事後学修 1 ディスカッションを含む報告会 

  

  

  

  

履修上の注意 

研修先との連絡を徹底し、事故のないように注意する。 

「海外研修」および「国内研修」は別途費用が必要となる。詳しい内容は事前授業で説明する。 

（「海外研修」および「国内研修」は、本授業を履修しなくても参加可能な研修である） 

社会情勢によって研修先の変更、及び最低参加人数が充足されない場合等開講しないことがある。 

評価方法（評価基準を含む） 

事前授業、事後授業及び、研修・ボランティアの参加度 70％、レポート 30％ 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書、教材等 

なし 
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【旧】                                     資料 9－7－2 

 

授業科目 研修・ボランティア活動 担
当
教
員 

井上留美・山村拓也 

科目英名 Volunteer Study ＆ Activity 

開講期間 1・2・3年次 選択科目 1単位 科目区分 総合科目 

到達目標 

動物看護師は、飼い主がペットと安心して生活できる環境を提供する知識と能力を持つことが求めら

れる。地域支援、高齢者支援、障害者支援、震災時支援、イヌやネコの譲渡会などで動物看護師として

の活躍が求められている。この授業では、実際に研修（国内・国外）やボランティアに参加し、「飼い

主と動物」を取り巻く環境に対して、専門職として介入する知識と能力を身に付けることを到達目標と

する。 

 

講義概要 

本学が指定する研修とボランティアに参加することで、それらの意義や原則を理解することとする。

主として「夏季休暇」等を利用した研修やボランティア活動を実践するとともに、事前授業のオリエン

テーション及び事後授業でのディスカッションを含む報告会で成果をまとめる。 

レポートの提出をもって単位の認定を行うこととする。 

 

授業計画 

 

事前授業   

   オリエンテーション、「海外研修」「国内研修」の紹介と研修意義 

   ボランティアの意義：ボランティア、地域つくり、活動の紹介 

  

 研修・ボランティア 下記予定地のいずれかで実施する（複数選択可） 

   

  ・海外研修：海外における動物看護、飼育等の視察及びセミナー参加（実費） 

  ・国内研修：産業動物における飼育・管理についての実習についての実習等（実費） 

  ・災害時の防災救援ボランティア 

  ・地域活動の支援 

  ・その他：科目担当が認めた研修やボランティア 

  

 事後授業 

    ディスカッションを含む報告会 

  

  

  

  

履修上の注意 

研修先との連絡を徹底し、事故のないように注意する。 

「海外研修」および「国内研修」は別途費用が必要となる。詳しい内容は事前授業で説明する。 

（「海外研修」および「国内研修」は、本授業を履修しなくても参加可能な研修である） 

社会情勢によって研修先の変更、及び最低参加人数が充足されない場合等開講しないことがある。 

評価方法（評価基準を含む） 

事前授業、事後授業及び、研修・ボランティアの参加度 70％、レポート 30％ 

教科書 

必要に応じて資料を配布する 

 

参考書、教材等 

なし 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

１０．＜書類の記載誤り＞ 

申請書の実習科目一覧に演習科目が含まれているため、適切に修正すること。 

（対応）  

 ご指摘のとおり、専門職大学等における実験、実習又は実技による授業科目並びにこれに代替する

演習による授業科目一覧から演習科目を削除する。 

 

 



資料10－1

【新】

別記様式第2号（その2の4）

（動物トータルケア学科）

必
修

選
択

自
由

基
礎
科
目

1 実習

2 実習

2 実習

1 実習

1 実習

3 実習

3 実習

3 実習

1 実習[臨]

1 実習[臨]

4 実習[臨]

4 実習[臨]

5 実習[臨]

5 実習[臨]

3 実習

1 実習

展
開
科
目

小計（　16　科目） 25 15 0

うち卒業・修了に必要な実習等単位数 25 5 －

うち卒業・修了に必要な臨地実務実習等単位数 10 5 －

総
合
科
目

臨地実習5

臨地実習2

動物臨床看護学（外科）実習

臨地実習1

臨地実習6

臨地実習4

臨地実習3

職
業
専
門
科
目

該当なし

動物臨床看護学（基礎・内科）実習

動物実習短期留学

研修・ボランティア活動

該当なし

実
験

、
実
習
又
は
実
技
に
よ
る
授
業
科
目

専門職大学等における実験、実習又は実技による授業科目並びにこれに代替する演習による授業科目一覧

臨地実務実習に代えて連携
実務演習等（実験、実習又は
実技によるものに限る。）を修
得させる理由及び見込まれる
教育効果

科
目
区
分

単位数

授業形態

[臨/連]
授業科目の名称

コンパニオンアニマルケア実習（基礎）

コンパニオンアニマルケア実習（応用）

コンパニオンドッグトレーニング実習

動物口腔ケア実習

動物形態機能学・組織学実習

動物臨床検査学実習

該当なし

該当なし
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別記様式第2号（その2の4）

（動物トータルケア学科）

専門職大学等における実験、実習又は実技による授業科目並びにこれに代替する演習による授業科目一覧

必
修

選
択

自
由

基
礎
科
目

職
業
専
門
科
目

展
開
科
目

総
合
科
目

該当なし

小計（　0　科目） 0 0 0

うち卒業・修了に必要な実習等単位数 － 0 －

うち卒業・修了に必要な臨地実務実習等単位数 0 0 －

合計（　16　科目） 25 15 0

うち卒業・修了に必要な実習等単位数 25 5 －

うち卒業・修了に必要な臨地実務実習等単位数 10 5 －

実験、実習又は実技に代え
て演習による授業科目を修得
させる事由及び見込まれる教
育効果

該当なし

演
習
に
よ
る
実
習
等
代
替
授
業
科
目

科
目
区
分

授業科目の名称

単位数

授業形態

[臨/連]

該当なし

該当なし

該当なし
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資料10－2

【旧】

別記様式第2号（その2の4）

（動物トータルケア学科）

必
修

選
択

自
由

2 演習

1 演習

2 実習

2 実習

1 実習

1 実習

1 実習

1 演習

3 実習

3 実習

3 実習

臨地実習1 3 実習[臨]

臨地実習2 3 実習[臨]

臨地実習3 3 実習[臨]

臨地実習4 3 実習[臨]

臨地実習5 3 実習[臨]

展
開
科
目

1 演習

1 演習

3 実習

1 実習

小計（　20　科目） 35 6 0

うち卒業・修了に必要な実習等単位数 － 0 －

うち卒業・修了に必要な臨地実務実習等単位数 15 0 －

実
験

、
実
習
又
は
実
技
に
よ
る
授
業
科
目

動物トータルケア演習

該当なし

動物臨床看護学（基礎・内科）実習

動物実習短期留学

動物トータルケア総合演習2
総
合
科
目

研修・ボランティア活動

動物トータルケア総合演習1

職
業
専
門
科
目

動物臨床看護学（外科）実習

該当なし

専門職大学等における実験、実習又は実技による授業科目並びにこれに代替する演習による授業科目一覧

臨地実務実習に代えて連携
実務演習等（実験、実習又は
実技によるものに限る。）を修
得させる理由及び見込まれる
教育効果

科
目
区
分

単位数

授業形態

[臨/連]
授業科目の名称

コンパニオンアニマルケア実習（基礎）

コンパニオンアニマルケア実習（応用）

コンパニオンドッグトレーニング実習

動物口腔ケア実習

動物形態機能学・組織学実習

動物臨床検査学実習

基
礎
科
目

実務コンピューター

実務英語
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別記様式第2号（その2の4）

（動物トータルケア学科）

専門職大学等における実験、実習又は実技による授業科目並びにこれに代替する演習による授業科目一覧

必
修

選
択

自
由

基
礎
科
目

該当なし

職
業
専
門
科
目

展
開
科
目

総
合
科
目

該当なし

小計（　0　科目） 0 0 0

うち卒業・修了に必要な実習等単位数 － 0 －

うち卒業・修了に必要な臨地実務実習等単位数 0 0 －

合計（　20　科目） 35 6 0

うち卒業・修了に必要な実習等単位数 － 0 －

うち卒業・修了に必要な臨地実務実習等単位数 15 0 －

該当なし

該当なし

実験、実習又は実技に代え
て演習による授業科目を修得
させる事由及び見込まれる教
育効果

該当なし

演
習
に
よ
る
実
習
等
代
替
授
業
科
目

科
目
区
分

授業科目の名称

単位数

授業形態

[臨/連]
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

１１．＜授業時間の確保が不明確＞ 

「臨地実務実習の確保状況説明書」では実習科目３単位に対して実習時間が 84 時間と記載されてい 

る。基準上は 90 時間を求められる実習に必要な授業時間が確保されていることを説明すること。 

（対応）  

事前教育及び事後教育が明示されていないため、単位数に値する基準上の臨地実務実習時間が確保

されていることが分かりにくい。臨地実務実習の各科目の配当単位数を変更すると共に、基準を満た

していることを以下のとおり説明する。 

 

設置の趣旨等を記載した書類の資料 30「臨地実習 1～5」の授業概要を、（資料 11－1）、（資料 11－

2）のとおりに変更する。 

臨地実務実習は「臨地実習 1」、「臨地実習 2」、「臨地実習 3」、「臨地実習 4」を必修とし、「臨地実習 5」

及び「臨地実習 6」を選択必修とした。 

 「臨地実習 1」は本学併設のペットサロン（シブヤ・ドッグ・ビューティー）にて実習を行う。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、事後教育 3 時

間、計 30 時間である。 

 「臨地実習 2」は本学併設の動物病院（アニマル・メディカル・センター）にて臨地実務実習を行う。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、事後教育 3 時

間、計 30 時間である。 

 「臨地実習 3」は学外の動物病院で実習を行う。臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1 日 7 時間）の

他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時間、計 120 時間である。 

 「臨地実習 4」は学外の動物関連企業等で臨地実務実習を行う。臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1

日 7 時間）の他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時間、計 120 時間である。 

 「臨地実習 5」は学外の動物病院で臨地実務実習を行う。臨地実務実習時間は 7 日間×3 病院（1 日

7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1 時間、計 150 時間である。 

 「臨地実習 6」は学外の動物関連企業等で臨地実務実習を行う。臨地実務実習時間は 7 日間×3 社（1

日 7 時間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1 時間、計 150 時間である。 

 必修の 4 科目と選択必修の 1 科目の合計臨地実務実習時間は 450 時間である。 
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（新旧対照表）別記様式第２号（その２の１）教育課課程 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（34～37 ページ） 

新 旧 

11．臨地実務実習の具体的な計画 

(1)臨地実務実習の目的 

（略） 

＜臨地実務実習の教育内容＞ 

 各施設で具体的にどのような臨地実務実習の教

育内容について、臨地実務実習の科目ごとに説明

する。 

「臨地実習 1」 

1 年次夏季休暇または 1 年次春季休暇に校舎（1

号館）に併設されているペットサロンで 3 日間の

臨地実務実習を行い、2 年次以降の学外実習に出

る前の基礎を学ぶ。 

動物の取り扱い方、マナー、ペットサロンの業

務を把握し、1 日の仕事を学ぶ。商品知識と管理

を身に付け、衛生管理の実践、接遇マナーと受付、

電話対応等を修得させる。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他

に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、事後教育

3 時間、計 30 時間である。 

 

 

（追加） 

 

新 旧 

科目 

区分 
授業科目の名称 

②
職
業
専
門
科
目 

（略） 

臨地実習 1 

臨地実習 2 

臨地実習 3 

臨地実習 4 

臨地実習 5 

臨地実習 6 

（略） 

 

科目 

区分 
授業科目の名称 

②
職
業
専
門
科
目 

（略） 

臨地実習 1 

臨地実習 2 

臨地実習 3 

臨地実習 4 

臨地実習 5 

（略） 
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【到達目標】 

「臨地実習 1」は、入学後初めての夏季休暇若し 

くは春季休暇に行われるので、初歩的な内容を踏 

まえペットサロン及びペットショップの１日の業 

務の流れを把握することを到達目標とする。 

 

「臨地実習 2」 

1 年次夏季休暇または春季休暇に校舎（1 号館）

に併設されている動物病院（アニマルメディカル

サンタ―）で 3 日間の臨地実務実習を行い、2 年

次以降の学外実習に出る前の基礎を学ぶ。 

臨地実務実習時間は 3 日間（1 日 7 時間）の他

に、事前教育 3 時間、見学実習 3 時間、事後教育

3 時間、計 30 時間である。 

【到達目標】 

「臨地実習 2」は、臨地実務実習の導入として、

業務の流れを把握し、清掃から消毒までの衛生管

理を学ぶ。診察補助、主な処置法、院内清掃、衛

生管理、調剤受付、飼い主対応、電話対応、手術

見学、入院動物看護等、動物看護技術を修得させ

る。 

 

「臨地実習 3」 

動物病院において、8 日間ずつ 2 か所の動物病

院で臨地実務実習を行う。 

小規模、中規模の動物病院での業務を体験し、

技術と知識の再確認と再修得をさせる。 

院内清掃、電話応対、診療準備、診療補助、検査、

手術の準備や補助、入院患者のケア、調剤、往診

業務、事務作業を学ぶ。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自

宅から通える範囲を考慮するとともに、本人の希

望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 8 日×2 病院（1 日 7 時間）

の他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時間、計 120

時間である。 

 

 

 

（追加） 



142 

 

【到達目標】 

「臨地実習 3」は、動物病院における動物看護 

師の業務分担と流れを把握し、スタッフと職場で

の適切なコミュニケーションを図ることを到達目

標とする。 

 

「臨地実習 4」 

動物関連企業等で 8 日間ずつ、2 か所の企業・

店舗等での臨地実務実習を行う。是正事項 7の（1）

でも説明したとおり、（表 3）の動物関連企業等の

中から、業種分類が異なる 2 か所での臨地実務実

習を行うことで、各業界における業務の流れを把

握し、幅広い視野と実践力を養う。 

学生の配属に関しては、臨地実務実習期間中自

宅から通える範囲を考慮するとともに、本人の希

望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 8 日間×2 社（1 日 7 時間）

の他に事前教育 4 時間、事後教育 4 時間、計 120

時間である。 

（略） 

「臨地実習 5」 

動物病院への就職を希望する学生が選択する

「臨地実習 5」では、7 日間ずつ基本的に 3 か所

の施設で臨地実務実習を行う。動物病院への進路

希望者は 5 グループの動物病院から 3 か所を配属

先とする。この臨地実務実習では職業専門科目や

展開科目で学修した内容を活かしながら、飼い主

のニーズを適切に把握し対応できる動物看護師の

役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイ

ダンスでアンケート調査を実施し、本人と臨地実

務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の

上、本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 病院（1 日 7 時

間）の他に事前教育 2 時間、事後教育 1 時間、計

150 時間である。 

 

 

 

（追加） 
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【到達目標】 

「臨地実習 5」は、職業専門科目で学修した内容

に加え、展開科目で産業と社会の繋がりを学修し

たことをとおして動物看護師として幅広い視野を

養うことを到達目標とする。 

 

「臨地実習 6」 

学生のキャリアにつながる臨地実務実習とし

て、希望進路やその関連分野を臨地実務実習先と

し、基本的に 3 か所の動物関連企業等の現場（店

舗等・団体等）で 7 日間のローテンションでの臨

地実務実習を行う。臨地実務実習先はペットサロ

ン、ペットショップ、ペットホテル、老犬ホーム、

ペット同伴宿泊施設、訓練施設、その他ペット関

連産業等とする。この臨地実務実習では職業専門

科目や展開科目で学修した内容を活かしながら、

飼い主のニーズを適切に把握し対応できる動物関

連企業等における従業員の役割を学ぶ。 

学生の配属に関しては、3 年次のキャリアガイ

ダンスでアンケート調査を実施し、本人と臨地実

務実習担当教員及び就職支援課職員等と面談の

上、本人の希望・適正等を考慮して配属する。 

臨地実務実習時間は 7 日間×3 社（1 日 7 時間）

の他に事前教育 2 時間、事後教育 1 時間、計 150

時間である。 

【到達目標】 

職業専門科目で学修した内容に加え、展開科目

で産業と社会の繋がりを学修したことをとおし

て、顧客のニーズを把握し、通常業務における顧

客への対応を学ぶ。 

「臨地実習 6」の業種ごとの臨地実務実習内容

を以下のとおり説明する。（表 5） 

 

（略） 

 

（追加） 

 



臨地実務実習計画書 資料11-1

  「臨地実習1」    1単位　必修 「臨地実習2」　1単位　必修

＝

「臨地実習3」  　4単位　必修

「臨地実習4」   　4単位　必修

「臨地実習5」  　5単位　選択必修 「臨地実習6」   　5単位　選択必修

「臨地実習1」および「臨地実習2」は学生によって履修時期が前後します。
「臨地実習5」と「臨地実習6」はどちらかを選択履修し、単位を修得します。

 実習時期：1年夏季休暇 or  1年春季休暇 

  

  実習場所：シブヤ・ドッグ・ビューティー 
 

  実習時間：30時間 実習3日（1日7時間）  

    

  事前教育3時間  見学実習3時間 事後教育3時間   

  

 実習時期：2年夏季休暇 

  

 実習場所：動物病院 

 

 実習時間：120時間  8日×2病院（1日7時間）  事前教育4時間 事後教育4時間 

  実習時期：2年春季休暇 

    

   実習場所：動物関連企業等 

 

 実習時間：120時間 8日×2社（1日7時間） 事前教育4時間 事後教育4時間 

 実習時期：3年夏季休暇 

 

 実習場所：動物病院 

 

 実習時間：150時間 7日×3病院（1日7時間） 

  

 事前教育2時間 事後教育1時間 

 実習時期：3年夏季休暇 

  

 実習場所：動物関連企業等 

 

 実習時間：150時間 7日×3社（1日7時間） 

  

 事前教育2時間 事後教育1時間 

 実習時期：1年夏季休暇 or  1年春季休暇 

  

  実習場所：アニマル・メディカル・センター  

 

  実習時間：30時間  実習3日（1日7時間）  

              

   事前教育3時間 見学実習3時間  事後教育3時間   
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実習 見学実習 事前授業 事後授業 合計

1 臨地実習1 1 21 3 3 3 30

2 臨地実習2 1 21 3 3 3 30

3 臨地実習3 4 112 0 4 4 120

4 臨地実習4 4 112 0 4 4 120

5 臨地実習5

6 臨地実習6

15 413 6 16 15 450

　臨地実務実習時間数一覧

科目名 単位数

時間数

No

合   計

備考

5 147 0 2 1 150
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

１２．＜卒業要件と資格取得の関係が不明確＞ 

卒業要件についての説明が不十分であり、卒業要件を満たせば動物看護師の受験資格を得られること

が判然としない。また、本学の教育課程が「認定動物看護師新コアカリキュラム」対応しているかも

不明確である。コアカリキュラムとの対比表を示した上で、卒業要件と受験資格の関係を明らかにす

ること。 

（対応）  

ご指摘にある、卒業要件と動物看護師の受験資格（一般財団法人動物看護師統一認定機構）の関係に

ついて以下のとおり説明する。また、「認定動物看護師コアカリキュラム 2018」（平成 31 年度より実施）

に対応する、本学の対照表を提示する。 

 

＜卒業要件＞ 

当初、本学の教育課程において認定動物看護師受験資格に必要とされる科目に選択科目を配置してい

たが、動物看護短期大学士（専門職）取得に鑑み、認定動物看護師受験資格に必要とされる「動物愛護・

福祉と関連法規」1 単位、「動物人間関係学」2 単位、「動物行動学」2 単位、「伴侶動物学」2 単位、「産

業・実験動物学」2 単位、「野生動物学」1 単位、「動物飼育管理論」2 単位、「動物看護ソーシャルワー

ク」2 単位、計 14 単位を必修科目に加え、表 1 のとおり卒業必修単位を 93 単位から 107 単位に変更し

た。 

卒業要件は、本学に 3 年間以上在学し、必修単位 77 単位以上と選択科目 30 単位以上、計 107 単位

以上を修得することである。更に本学の教育課程は、一般財団法人動物看護師統一認定機構が推奨する

コアカリキュラムを包括している。卒業のためには、表 2の開設科目すべて（52単位）が必修科目とな

っており、認定動物看護師の受験資格は卒業要件に含まれる。 

 

表 1【卒業要件】           （単位数） 

区分 必修 選択 合計 

基礎科目 5 10 15 

職業専門科目 70 5 75 

展開科目 0 15 15 

総合科目 2 ‐ 2 

合計 77 30 107 

 

＜認定動物看護師のコアカリキュラム＞ 

認定動物看護師の受験資格は、一般財団法人動物看護師統一認定機構が推奨したコアカリキュラムに

基づく「動物看護学」を教育する学科あるいはコースを有する専修学校専門課程あるいは大学において、

認定動物看護師になるのに必要単位数または必要時間数を正規課程で修めた者に与えられる。 
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（一般財団法人動物看護師統一認定機構 HP） 

表 2 

分野 学修目標 授業科目（例） 時間数
機構準拠の

必要単位数 科目名
新

必/選

旧

必/選
単位数

動物形態機能学 120 3 動物形態機能学 必 2

動物繁殖学 30 1 動物生理・繁殖学 必 2

動物病理学 30 1 動物病理学 必 1

動物薬理学 60 1.5 動物薬理学 必 2

動物感染症学 90 2 動物感染症学 必 2

動物看護学概論 60 1.5 動物看護学概論 必 2

動物医療関連法規 30 1 動物愛護・福祉と関連法規 必 選 1

公衆衛生学 60 1.5 公衆衛生学 必 2

人間動物関係学 30 1 動物人間関係学 必 選 2

動物福祉・倫理 30 1 生命倫理学 必 2

動物行動学 30 1 動物行動学 必 選 2

伴侶動物学 60 1.5 伴侶動物学 必 選 2

産業動物学 45 1
実験動物学 15 0.5

野生動物学 30 1 野生動物学 必 選 1

動物内科看護学 30 1 動物臨床看護学（基礎・内科） 必 2

動物外科看護学 60 1.5 動物臨床看護学（外科） 必 2

動物トータルライフ環境論 必 2
訪問動物看護学 必 2

動物臨床看護学各論 120 3 動物飼育管理論 必 選 2

動物臨床栄養学 60 1.5 動物臨床栄養学 必 2

動物臨床検査学 60 1.5 動物臨床検査学 必 2

動物医療コミュニケーション 30 1 動物看護ソーシャルワーク 必 選 2

動物形態機能学実習 45 1 動物形態機能学・組織学実習 必 1

動物内科看護学実習 90 2 動物臨床看護学（基礎・内科）実習 必 2

動物臨床検査学実習 90 2 動物臨床検査学実習 必 1

動物外科看護学実習 90 2 動物臨床看護学（外科）実習 必 2

動物臨床看護学実習 45 1 臨地実習2 必 1

動物看護総合実習 180 4 臨地実習3 必 4

1650 42 52

実
習

修得した知識の実
践力を身に付ける

計

臨
床
動
物
看
護
学

動物の臨床看護
に必要な知識を修

得する 動物臨床看護学総論 30 1

動物病院業務に
必要な知識を修得

する

応
用
動
物
看
護
学

人と動物の調和に
関わることを学ぶ

様々な動物の特
性と人との関わり
を理解する

産業・実験動物学 必 2

　【動物認定看護師コアカリキュラム2018　対照表】

認定動物看護師コアカリキュラム2018 ヤマザキ動物看護専門職短期大学科目

備考

基
礎
動
物
看
護
学

動物の体の構造と
機能を理解する

疾病の成り立ちと
回復の促進に寄
与することを学ぶ

選
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（24 ページ） 

新 旧 

6．教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

(3)卒業要件 

動物トータルケア学科における卒業要件は、

本学に 3 年間以上在学し、必修単位 77 単位以上

と選択科目 30 単位以上、計 107 単位以上を修得

することである。更に本学の教育課程は、一般

財団法人動物看護師統一認定機構が推奨するコ

アカリキュラムを包括している。卒業のために

は、【動物認定看護師コアカリキュラム 2018 対

照表】（資料 28-4）の開設科目すべて（52単位）

が必修科目となっており、認定動物看護師の受

験資格は卒業要件に含まれる。 

これらは、動物看護の専門知識及び技術を有

する教育・研究者の養成並びに動物愛護の精神

に則り、豊かな人間性と幅広い視野を備える良

質な動物看護師が社会から求められていること

を踏まえ、短期大学士課程卒業者としての質を

保証するための措置である。 

 

区分 必修 選択 

基礎科目 5 10 

職業専門科目 70 5 

展開科目 － 15 

総合科目 2 － 

合計 107 
 

6．教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

(3)卒業要件 

動物トータルケア学科における卒業に必要な単位

数は 93 単位である。卒業必修科目及び選択科目を履

修し単位を修得すること。さらに認定動物看護師統

一認定試験を受験する学生はコアカリキュラムの全

ての科目を履修し、単位を修得すること。 

これらは、動物看護の専門知識及び技術を有する教

育・研究者の養成並びに動物愛護の精神に則り、豊

かな人間性と幅広い視野を備える良質な動物看護師

が社会から求められていることを踏まえ、短期大学

士課程卒業者としての質を保証するための措置であ

る。 

 

 

 

 

 

 

区分 必修 選択 

基礎科目 15 
－ 

3 職業専門科目 58 

展開科目 － 15 

総合科目 2 － 

合計 93 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教育課程等】 

１３．＜科目の実施体制が不明確＞ 

40 人以上の学生が同時に受講することとしている科目について、教育上その必要があり、かつ十分

な教育効果をあげることができることを、教員の配置等授業の実施体制を含めて示すこと。 

（対応）  

40 人以上の学生が同時に受講することとしている 14 科目については、教育効果を上げる為に 7 科

目に変更した（表 1）。 

職業専門科目の「動物口腔ケア論」、「動物口腔ケア実習」、「動物リハビリテーション論」、「動物飼

育管理論」、「野生動物学」、「産業・実験動物学」、展開科目の「災害・危機管理論」は、1 クラス 80

人の体制を 2 クラス各 40 人の配置に修正する。 

展開科目の 1 クラス 80 人として開講する科目は、著名な非常勤講師を招聘しているため、教育効果

を配慮して授業終了後にメール等による質疑応答等を行う。更に、各学期授業終了後の授業評価を次

年度の授業の改善に繋げ、教育効果の質を向上させるよう配慮する。 

なお、表１のとおり、設置認可申請時は、14 科目であった 80 人のクラスを、補正申請時には 7 クラ

スへと半減させた。 

1 クラス 80 人として開講する 7 科目の担当者及び理由については（資料 13-1）で説明する。 

表 1 受講クラス人数新旧対照表 
  

【補正申請時の 40人クラス】 【設置認可申請時の 80人クラス】 

新 旧 

科目区分 科目名称 受講人数 科目区分 科目名称 受講人数 

職業専門科目 

動物口腔ケア論 40人×2 

職業専門科目 

動物口腔ケア論 80人 

動物口腔ケア実習 40人×2 動物口腔ケア実習 80人 

動物リハビリテーション論 40人×2 動物リハビリテーション論 80人 

動物飼育管理論 40人×2 動物飼育管理論 80人 

野生動物学 40人×2 野生動物学 80人 

産業・実験動物学 40人×2 産業・実験動物学 80人 

展開科目 

（変更なし）   

展開科目 

ジェロントロジー 80人 

（変更なし）   少子高齢社会と人口問題 80人 

（変更なし）   高齢者心理 80人 

（変更なし）   産業論 80人 

（変更なし）   起業論 80人 

（変更なし）   消費者行動分析学 80人 

（変更なし）   IT社会論 80人 

災害・危機管理論 40人×2 災害・危機管理論 80人 



150 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（22 ページ） 

（新） （旧） 

6．教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

(1)特色とする教育方法 

②授業方法に適した学生数の設定 

「英語Ⅰ」、「英語Ⅱ」と「コンピューターリテ

ラシ－（情報処理）Ⅰ」、「コンピューターリテラ

シ－（情報処理）Ⅱ」の授業はレベル分けの上、

20 人程度を 1 クラスとして教育する。ただし、こ

の教室は学生が自由に使用できるように、コンピ

ューターは余裕をもって 30 台設置して置く。演

習、実習は 40 人を 1 クラスとして教育する。実

習は助手を配置し、学生一人ひとりに細かく指導

できるよう配慮する。原則として、講義は 1 クラ

ス 40 人とする。しかし、学年全体での講義を実施

する場合もある。展開科目の 1 クラス 80 人とし

て開講する科目は、著名な非常勤講師を招聘して

いるため、教育効果を配慮して授業終了後にメー

ル等による質疑応答等を行う。更に、各学期授業

終了後の授業評価を次年度の授業の改善に繋げ、

教育効果の質を向上させるよう配慮する。 

6．教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

(1)特色とする教育方法 

②授業方法に適した学生数の設定 

「実務英語」と「実務コンピューター」の授業は

レベル分けの上、20 人程度を 1 クラスとして教育

する。演習、実習は 40 人を 1 クラスとして教育

する。 

（追加） 

 

 

実習は助手を配置し、学生一人ひとりに細かく指

導できるよう配慮する。原則として、講義は 1 ク

ラス 40 人とする。しかし、学年全体での講義を実

施する場合もある。 

 

（追加） 

 



資料 13-1 

 

80 人クラスの担当者及び理由 

 

・ 今般新たに設置する「環境生物学」担当者の専任実務家教員（研究・みなし教員）は、環境整備

に関して日本で有数の企業において責任ある取締役の立場にある貴重な人材であり、授業内容に

は高い教育効果が認められることから、1 クラス 80 人とする。 

・ 「ジェロントロジー」担当者は、修士課程を修了して修士の学位を取得し、国際批判健康心理学

会組織運営委員会委員等を務める傍ら、他の短期大学教授・図書館長等で活躍中の研究者である。

この学問は新しい分野であり、研究者は日本では少数である。担当教員は学会の重鎮として第一

人者である。 

・ 「少子高齢社会と人口問題」担当者は、新聞社の経済部長、政治部長、社会部長、編集局次長を

経て、取締役編集局長を務めた後、論説副主幹等を経て他大学の教授等として少子高齢化・人口

減と絡めた地方創生等の講義を行い、名誉教授となった現在は日本自治創造学会会員としてメデ

ィア等で活躍している。学生に教育効果の高い講義である。 

・ 「高齢者心理」担当者は、修士課程を修了して修士の学位を取得し、博士課程単位修得後に退学

し、その後博士の学位を取得した。中学校・高等学校や大学のカウンセラーとして活躍する傍ら、

大学の非常勤講師としてカウンセリング論等を講義してきた。「家族とライフサイクルの支援」

等の研究業績がある。現在はヤマザキ動物看護大学の准教授であり、日本臨床心理学会、日本臨

床死生学会等に所属して活躍中の研究者である。病院の緩和ケアチームで、傾聴ボランティアの

経験を有する担当者が学生に講義する意義は大きなものがある。 

・ 「産業論」担当者は、修士課程を修了して修士の学位を取得した後、研究機関の研究員を経て大

学の学部・大学院の教授として産業経済論や中小企業論等の科目を担当し、中小企業や産業組織

等の著書・論文・報告等を多数発表した。現在は研究所客員主幹研究員を務める傍ら、産業学会

会員等として活躍している。産業の動向を考える上で教育効果の高い科目である。 

・ 「起業論」担当者は、会社経営者である。修士課程において修士の学位取得後、直ちに、住宅関

係の会社を起業し、その後は複数の企業を経営した経歴を持つ。不動産投資や企業の M&A の実

績を踏まえた著書があり、現在活躍中の経営者である。「起業論」担当の最適任者であり、本学

の学生が講義を受けることの意義は大きなものがある。 

・ 「消費者行動分析学」担当者は、修士課程を修了して学位を取得し、博士課程単位取得退学の後、

他大学において准教授を経て教授となり、現在は大学院教授である。日本行動分析学会において

は、理事、常任理事、事務局長等を歴任した、行動分析学の専門家であり、本学において講義を

することの意義は高い。 

・ 「IT 社会論」担当者は、修士課程を修了して修士の学位を取得し、その前後に著名な民間企業

に勤務した。他大学の助教授を経て教授に就任し、その間、海外の大学において客員研究員とな

る。現在は大学院の教授であり、コンピューターサイエンスと社会の関係を考える上で本学にお

いて講義をすることの意義は高い。 
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（改善事項）動物トータルケア学科 

【教員組織等】 

１４．＜教員の年齢構成の偏り＞ 

教員の年齢構成として、定年を超える教員が一定数以上に偏っており、多くの実習等を行うことを 

考慮すると十分な教育体制であるか疑義があるため、教員の年齢構成について、若手教員の採用等 

をどのように考え、どのように偏りを解消するのか説明すること。 

（対応）  

教員の年齢構成として、定年を超える教員が一定数以上に偏っており、多くの実習等を行うことを

考慮すると十分な教育体制であるか疑義があるとの指摘を受けたため、教員の年齢構成と若手教員の

採用等も考え、どのように偏りを解消するかを説明する。 

 

完成年度末において定年を超過している教員 14 名中 3 人のうち、80 歳代の学長が教授として担当

する「生命倫理学」の講義については、完成年度後、速やかに後任の教員を配置する。学科長である

72 歳の教授の担当する「動物臨床看護学（基礎・内科）実習」については、開学時当初から 40 歳代

の非常勤講師とのチームティーチングとするとともに、助手を配置することにより、教育効果を高め

る。この教授は、動物病院で 30年以上の勤務経験を有し、ヤマザキ動物看護大学在任中に博士の学位

を取得した、余人をもって代えがたい人材である。 

完成年度以降、定年を超過している高齢の専任教員が退職する場合には、学生の教育に支障をきた

さないよう、教授会で協議の上、段階的に後任として適切な人員を補充する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（21ページ） 

（新） （旧） 

5．教員組織の編成の考え方及び特色 

（5）教員の年齢構成 

専任教員の職位別の年齢構成は、十分な教育研

究活動を果たすために、年齢層に偏りのない教員

を配置する。 

開設時の年齢構成は、教授 70歳代 1人、60歳

代 4人。准教授 50歳代 1人。講師 60歳代 1人、

50歳代 1人、40歳代 3人、30歳代 1人。助教 30

歳代 2人を配置し、次世代を視野に入れた教員の

育成に努める。 

定年は 65歳と定めるが、開学に当たり採用され

る教員が開学後 3年間に定年を迎える場合は、定

年年齢にかかわらず短期大学の完成年度までの間

は勤務可能な規程を設けた（資料 23）。 

完成年度末において定年を超過している教員

14 名中 3 人のうち、80 歳代の学長が教授として

担当する「生命倫理学」の講義については、完成

5．教員組織の編成の考え方及び特色 

（5）教員の年齢構成 

専任教員の職位別の年齢構成は、十分な教育研

究活動を果たすために、年齢層に偏りのない教員

を配置する。 

開設時の年齢構成は、教授 70歳代 1人、60歳

代 3人。准教授 60歳代 1人、40歳代 1人。講師

60歳代 1人、50歳代 1人、40歳 2人。助教 60

歳代 1人、30歳代 2人を配置し、次世代を視野に

入れた教員の育成に努める。 

定年は 65歳と定めるが、開学に当たり採用され

る教員が開学後 3年間に定年を迎える場合は、定

年年齢にかかわらず短期大学の完成年度までの間

は勤務可能な規程を設けた（資料 23）。 

（追加） 
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年度後、速やかに後任の教員を配置する。学科長

である 72 歳の教授の担当する「動物臨床看護学

（基礎・内科）実習」については、開学時当初か

ら 40 歳代の非常勤講師とのチームティーチング

とするとともに、助手を配置することにより、教

育効果を高める。この教授は、動物病院で 30年以

上の勤務経験を有し、ヤマザキ学園大学（現ヤマ

ザキ動物看護大学）在任中に博士の学位を取得し

た、余人をもって代えがたい人材である。 

完成年度以降、定年を超過している高齢の専任

教員が退職する場合には、学生の教育に支障をき

たさないよう、教授会で協議の上、若手教員の採

用も踏まえ、段階的に後任として適切な人員を補

充する。 

 



154 

 

（是正事項）動物トータルケア学科 

【教員組織等】 

１５．＜教育課程連携協議会の構成が不適切＞ 

教育課程連携協議会の構成として、コースを設定している「動物産業」に関する者が含まれていな

い。２コースのうちの１コースである「動物産業」の知識・経験を有す者を構成員に含めること。 

（対応）  

是正意見 2 で回答したとおりコース制は設定しない。ペット関連産業界の意見を取り入れ、教育課

程連携協議会の充実を図るために動物産業界で活躍するイオンぺット株式会社の事業部長、寺本 健太

郎氏を構成員に加えることにした。これにより「教育課程連携協議会構成員名簿」に同氏を追加する

（資料 15-1）。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（25ページ） 

新 旧 

7．教育課程連携協議会 

（略） 

構成員は、①ヤマザキ動物看護専門職短期大学

長が指名するヤマザキ動物看護専門職短期大

学の教員、その他の職員、②動物看護師、グル

ーミングサロン、ペットショップ若しくはその

他の動物関連産業に係る職業に就いている者、

またはこれらの職業に関する事業を行う者に

よる団体のうち、広範囲の地域で活動する関係

者であって当該事業の実務に関し豊富な経験

を有する者、③地方公共団体の職員、地域の事

業者による団体の関係者その他の地域の関係

者、④臨地実務実習その他の授業科目の開設ま

たは授業の実施において本学と協力する事業

者、⑤本学の教員その他の職員以外の者であっ

て学長が必要と認める者となっている。任期は

1年とし、再任を妨げない。 

教育課程連携協議会は年 1回以上開催する。

教育課程については、「教育課程連携協議会」

の意見を勘案し、聴取した意見を教務委員会で

検討の上、教授会の意見を聴いて、学長が教育

課程に反映する。その結果を教育課程連携協議

会に報告するというＰＤＣＡのサイクルを構

築する。 

また、学生の卒業後の進路と想定される動物

産業界からの意見を聞くため、動物産業界で活

躍するイオンぺット株式会社の事業部長、寺本 

健太郎氏を構成員に加える。 

7．教育課程連携協議会 

（略） 

構成員は、①ヤマザキ動物看護専門職短期大学

長が指名するヤマザキ動物看護専門職短期大学

の教員、その他の職員、②動物看護師、グルー

ミングサロン、ペットショップ若しくはその他

の動物関連産業に係る職業に就いている者、ま

たはこれらの職業に関する事業を行う者による

団体のうち、広範囲の地域で活動する関係者で

あって当該事業の実務に関し豊富な経験を有す

る者、③地方公共団体の職員、地域の事業者に

よる団体の関係者その他の地域の関係者、④臨

地実習その他の授業科目の開設または授業の実

施において本学と協力する事業者、⑤本学の教

員その他の職員以外の者であって学長が必要と

認める者となっている。任期は 1年とし、再任

を妨げない。 

教育課程連携協議会は年 1回以上開催し、そ

の結果は学長に報告され、教育課程や授業の改

善に繋げ、その結果を委員会に報告するものと

する。 

 

 



資料 15-1 

155 

①書類等の題名 

資料 15-1. 教育課程連携協議会構成員名簿 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

教育課程連携協議会構成員名簿【新】（補正申請時に添付した書類） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・加工なし。 

 



資料 15-2 
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①書類等の題名 

資料 15-2. 教育課程連携協議会構成員名簿 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

教育課程連携協議会構成員名簿【旧】（設置認可申請時に添付した書類） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

 ・加工なし。 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教員組織等】 

１６．＜専任教員数が設置基準を満たしていない＞ 

専任教員数について、専門職短期大学設置基準の規定を満たしていないため、適切に改めること。  

（対応）  

教員審査の結果、保留になった者の個人調書が未整備のため、修正を行う。 

それに加えて、教育効果を上げるために研究能力を有する実務家教員を 2 名追加し、ご指摘された設

置基準の満たしていない状況を改める。 

 

 本学としては当初、花田道子氏を実（研）の教授候補者として申請し教員審査を受けたところであ

るが、その結果、書類の不備を理由として審査を受けられなかったため、書類を修正のうえ、補正申

請において再度実（研）の教授候補者として申請する。 

 また、講師候補者として申請した加藤剛氏は、「臨地実習 3」については本人の意向によりこの科目

を担当科目から削除して再度申請する。「臨地実習 3」の担当者は、専任教員を補充する。また、同氏

の担当する「動物実習短期留学」について担当部分の科目内容が不明確のため保留となり、担当部分

を明確にして再度申請する。 

 なお、実専の准教授候補者として申請した高柳信子氏は、担当授業科目についていずれも「講師で

再申請すれば可」との審査結果を受けて、講師候補者として再度申請する。実（研）の助教として申

請した鈴木光行氏については、自己の都合により申請を取り下げる。そのため、実（研）の講師候補

者として藤原恵利子氏を申請する。また、教育課程の充実を図るため、実務のみなし教員（実み）の

教授候補者として谷川力氏を申請する。なお、企業において責任ある立場であるが、動物看護師の職

域拡充に繋がることから、必要な専任教員として講義実習ばかりでなく、臨地実務実習も担当し、教

授として教授会に出席し、その他の学内運営にも力を注ぐ。 

以上の措置により、専任教員 7 名、実専の教員 7名（うち 1 名が実みの教員）、計 14名の専任教員

数となり、実専の教員 7 名のうち 3 名が実（研）教員、教授は専任と実（研）とみなしの教員を合わ

せて 5 名となる。補正申請の結果、教員審査において可の判定を受ければ専門職短期大学の設置基準

を満たす専任教員数となる。 

  

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（13ページ） 

（新） （旧） 

5．教員組織の編成の考え方及び特色 

(1)教員組織の編成の考え方 

教員編成の基本的な考え方は以下の 3 点であ

る。 

① 専任教員 14人のうち、7人を 16年から 30年

の職業経験がある実務家教員とする。なお、7

人の内 3 人の実務家教員は、博士の学位また

は研究能力を有する実研教員である。 

② 実習習科目を補助する助手 4人を配置する。 

5．教員組織の編成の考え方及び特色 

(1)教員組織の編成の考え方 

教員編成の基本的な考え方は以下の 3 点であ

る。 

①専任教員 13 人のうち、6 人を 16 年から 30 年

の職業経験がある実務家教員とする。なお、6

人の内 3 人の実務家教員は、博士の学位または

研究能力を有する教員である。 

② 習科目を補助する助手 4人を配置する。 
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③実務家教員以外にも、産業界から多彩な非常勤

講師を招来して最先端の技術と知識を得られるよ

うに努める。 

 

（略） 

③ 務家教員以外にも、産業界から多彩な非常勤

を招来して最先端の技術と知識を得られるよ

うに努める。 

 

（略） 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【名称、その他】 

１７．＜アドミッション・ポリシーと入学者選抜が不整合＞ 

AO入試で 50名を募集することとなっているが、AO入試の選抜方法に一般入試で実施する生物や 

化学を課していないことから、アドミッション・ポリシーに掲げる「基礎学力を持つ者」を選抜で 

きることを説明すること。また、AO入試や推薦入試等で生物や化学の試験を課さない者に対して、 

入学後に適切に指導が行えることを説明すること。 

（対応）  

＜「基礎学力を持つ者」の選抜＞ 

入学者受入れの方針に基づき、学力の 3要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を

もって多様な人々と協働して学ぶ態度」）を踏まえた多面的・総合的に評価する入学者選抜を実施する。

入学者選抜における AO 入試及び推薦入試において、専門職短期大学の教育を受けるために必要な基

礎学力の状況を把握するため、本学独自に実施する面接の成績、資格・検定試験等の成績、各種大会

等の活動や顕彰の記録その他の資料を活用するとともに、高等学校の教科の評定平均値、特に選択科

目で履修している生物基礎・化学基礎の評定平均値を重要視して合否判定に用いて入学者選抜を実施

する。 

 また、入学前教育として AO 入試及び推薦入試の合格者を対象に思考力や表現力を問うため、最近

のトピックスの中から興味を持ったニュースを選び、感想文を提出させる。提出された感想文は、教

員による添削の上、提出者にフィードバックする。 

 

＜入学後の教育＞ 

AO入試や推薦入試等で生物や化学の試験を課さない者に対しては、入学後に適切に指導が行えるよ

う、4月のオリエンテーションにおいて生物基礎及び化学基礎の基本的事項の修得状況を確認するマー

クシートを使用したプレテストを実施し、一定の水準に達していない学生に対しては、リメディアル

トレーニングを行う。 

 トレーニングの内容は、Moodle というシステムを活用した e-learning によるトレーニングで、初

等・中等教育において習得しておくべき生物、化学の学習内容である。各科目の具体的な単元は以下

のとおりである。 

 生物については、「生物の特徴」、「生物の遺伝」、「生物の体内環境」、「消化と代謝」、「神経系とホル

モン」、「ヒトの体つくり」等の単元としている。 

 化学については、「物質の構成」、「化合式と化学式」、「原子の構造」、「物質の量と濃度」等の単元と

している。 

 トレーニング形式はテスト形式となっており、学習者が内容を理解し、テストに正解することによ

り、e-learning によるトレーニングは修了となるようにプログラムされており、一定の学力を修得さ

せることができる。 

 

入学者選抜の概要 

(1)アドミッションポリシー 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学 動物トータルケア学科の養成する人材像に基づき、以下のアド
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ミッションポリシーを掲げる。 

・本学の建学の精神及び教育理念に共感する者 

・動物に深い理解と愛情を持ち、人と動物の豊かな共生社会を目指す者 

・動物看護学に必要とされる専門知識と技術を学ぶための基礎学力を持つ者 

・国際的視野に立ち、コミュニケーションを大切にする者 

 

入学者受入れの方針に基づき、学力の 3要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を 

もって多様な人々と協働して学ぶ態度」）を踏まえた多面的・総合的に評価する入学者選抜を実施する。 

 

(2)募集人員と選抜方法 

①募集人員 

入学

定員 

募集人員 

一般入学 

試験 

AO入学 

試験 

特別選抜 

指定校 

推薦 

公募 

推薦 

社会人 

入学試験 

80名 10名 50名 15名 5名 若干名 

なお、社会人特別選抜の募集人員は、特別選抜の募集人員の内数とする。 

②選抜方法 (ⅰ) 一般入学試験 

必要な基礎学力を判定するため独自の学力検査の結果及び出願書類の内容を総合的に判定して行う。 

 

試験教科：理科と英語を必修とする。 

教科 科目 区分 

理科 
生物基礎 

化学基礎 
左記の 2科目から 1科目選択 

英語 英語（リスニングを除く） 必修 

また、入学者の高校までの履修歴を勘案し、あわせて入学後の学力試験の結果に基づき、履修指導

の際に、基礎学力不足の学生に対する理数系科目の補修授業を実施する。 

(ⅱ) AO入学試験 

 アドミッションポリシーに示した、動物看護に強い意欲を持つ入学者を選抜するため、自己推薦文

（各種資格、各種検定試験の成績、弁論大会やボランティア活動、在学中の学校内での活動、動物飼 

育体験の実績等）、小論文、面接、評定平均値の内容を総合的に判定して行う。 

入学者選抜における AO 入試において、専門職短期大学の教育を受けるために必要な基礎学力の状

況を把握するため、本学独自に実施する面接試験の成績、資格・検定試験等の成績、各種大会等の活

動や顕彰の記録その他の資料を活用するとともに、高等学校の教科の評定平均値、特に選択科目で履

修している生物基礎・化学基礎の評定平均値を重要視して合否判定に用いて入学者選抜を実施する。 

また、入学前教育として AO 入試及び推薦入試の合格者を対象に、自らまとめた考えを表現させる

ことにより、思考力や表現力を問うため、最近のトピックスの中から興味を持ったニュースを選び、

感想文を提出させる。提出された感想文は、教員による添削の上、提出者にフィードバックする。 
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(ⅲ) 指定校推薦 

本学が指定する高等学校の現役生で、高等学校での調査書の評定平均値が 3.2 以上であり、本学へ

の入学を専願とし、試験合格後は必ず入学することを確約できる者であり、高等学校長が責任をもっ

て推薦できる者。 

小論文、面接、出願書類を総合的に判定して行う。 

入学者選抜における推薦入試において、専門職短期大学の教育を受けるために必要な基礎学力の状

況を把握するため、本学独自に実施する面接試験の成績、資格・検定試験等の成績、各種大会等の活

動や顕彰の記録その他の資料を活用するとともに、高等学校の教科の評定平均値、特に選択科目で履

修している生物基礎・化学基礎の評定平均値を重要視して合否判定に用いて入学者選抜を実施する。 

また、入学前教育として AO 入試及び推薦入試の合格者を対象に、自らまとめた考えを表現させる

ことにより、思考力や表現力を問うため、最近のトピックスの中から興味を持ったニュースを選び、

感想文を提出させる。提出された感想文は、教員による添削の上、提出者にフィードバックする。 

(ⅳ) 公募推薦 

 高等学校の現役生及び高等学校卒業後１年以内の者で、高等学校での調査書の評定平均値が 3.0 以

上であり、本学への入学を専願とし、試験合格後は必ず入学することを確約できる者であり、高等学

校長の推薦を受けた者。 

小論文、面接、出願書類を総合的に判定して行う。 

入学者選抜における推薦入試において、専門職短期大学の教育を受けるために必要な基礎学力の状

況を把握するため、本学独自に実施する面接試験の成績、資格・検定試験等の成績、各種大会等の活

動や顕彰の記録その他の資料を活用するとともに、高等学校の教科の評定平均値、特に選択科目で履

修している生物基礎・化学基礎の評定平均値を重要視して合否判定に用いて入学者選抜を実施する。 

また、入学前教育として AO 入試及び推薦入試の合格者を対象に、自らまとめた考えを表現させる

ことにより、思考力や表現力を問うため、最近のトピックスの中から興味を持ったニュースを選び、

感想文を提出させる。提出された感想文は、教員による添削の上、提出者にフィードバックする。 

(ⅴ) 社会人入学試験 

何らかの動物関係の資格保有者や動物病院をはじめとする動物関連企業で勤務した経験がある者で、

今後学び直しを希望し、動物看護師を目指す者。または一般選抜と同様の大学入学資格を有し、入学

年度の 4月 1日に満 22歳以上である者を対象とする。 

小論文、面接、出願書類を総合的に判定して行う。 

 

なお、入学手続者に対し、動物看護実習に係る学力と関連する理数系科目について入学までに取り

組むべき課題を課すこととする。 

（ⅵ）入学後の教育 

AO入試や推薦入試等で生物や化学の試験を課さない者に対しては、入学後に適切に指導が行えるよ

う、4月のオリエンテーションにおいて生物基礎及び化学基礎の基本的事項の修得状況を確認するマー

クシートを使用したプレテストを実施し、一定の水準に達していない学生に対しては、リメディアル

トレーニングを行う。 

 トレーニングの内容は、Moodle というシステムを活用した e-learning によるトレーニングで、初

等・中等教育において習得しておくべき生物、化学の学習内容である。各科目の具体的な単元は以下
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のとおりである。 

 生物については、「生物の特徴」、「生物の遺伝」、「生物の体内環境」、「消化と代謝」、「神経系とホル

モン」、「ヒトの体つくり」等の単元としている。 

 化学については、「物質の構成」、「化合式と化学式」、「原子の構造」、「物質の量と濃度」等の単元と

している。 

 トレーニング形式はテスト形式となっており、学習者が内容を理解し、テストに正解することによ

り、e-learning によるトレーニングは修了となるようにプログラムされており、一定の学力を修得さ

せることができる。 

 

新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（29～30ページ） 

（新） （旧） 

9．入学者選抜の概要 

(2)募集人員と選抜方法 

②選抜方法  

 

（略） 

 

 (ⅱ) AO入学試験 

 アドミッションポリシーに基づき入学者を選抜

するため、自己推薦文（各種資格、各種検定試験

の成績、弁論大会やボランティア活動、在学中の

学校内での活動、動物飼育体験の実績等）、小論文、

面接、評定平均値の内容を総合的に判定して行う。 

入学者選抜における AO 入試において、専門職

短期大学の教育を受けるために必要な基礎学力の

状況を把握するため、本学独自に実施する面接試

験の成績、資格・検定試験等の成績、各種大会等

の活動や顕彰の記録その他の資料を活用するとと

もに、高等学校の教科の評定平均値、特に選択科

目で履修している生物基礎・化学基礎の評定平均

値を重要視して合否判定に用いて入学者選抜を実

施する。 

また、入学前教育として AO 入試及び推薦入試

の合格者を対象に、思考力や表現力を問うために、

最近のトピックスの中から興味を持ったニュース

を選び、感想文を提出させる。提出された感想文

は、教員による添削の上、提出者にフィードバッ

クする。 

 

9．入学者選抜の概要 

(2)募集人員と選抜方法 

②選抜方法  

 

（略） 

 

 (ⅱ) AO入学試験 

 アドミッションポリシーに示した、動物看護に

強い意欲を持つ入学者を選抜するため、自己推薦

文（各種資格、各種検定試験の成績、弁論大会や

ボランティア活動、在学中の学校内での活動、動

物飼育体験の実績等）、小論文、面接、評定平均値

の内容を総合的に判定して行う。 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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（略） 

 

（ⅵ）入学後の教育 

AO 入試や推薦入試等で生物や化学の試験を課

さない者に対しては、入学後に適切に指導が行え

るよう、4 月のオリエンテーションにおいて生物

基礎及び化学基礎の基本的事項の修得状況を確認

するマークシートを使用したプレテストを実施

し、一定の水準に達していない学生に対しては、

リメディアルトレーニングを行う。 

 トレーニングの内容は、Moodleというシステム

を活用した e-learningによるトレーニングで、初

等・中等教育において修得しておくべき生物、化

学の学習内容である。各科目の具体的な単元は以

下のとおりである。 

 生物については、「生物の特徴」、「生物の遺伝」、

「生物の体内環境」、「消化と代謝」、「神経系とホ

ルモン」、「ヒトの体つくり」等の単元としている。 

 化学については、「物質の構成」、「化合式と化学

式」、「原子の構造」、「物質の量と濃度」等の単元

としている。 

 トレーニング形式はテスト形式となっており、

学習者が内容を理解し、テストに正解することに

より、e-learning によるトレーニングは修了とな

るようにプログラムされており、一定の学力を修

得させることができる。 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(追加) 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【名称、その他】 

１８．＜学生確保の見込みが不十分＞ 

学生確保の見通しが示されているが、既設の専門学校の志願状況では本学の定員を満たしておらず、

学生が確保できる客観的な根拠に基づく説明が不足している。客観的な根拠や分析に基づき、学生

を確保できることを改めて説明すること。また、社会的ニーズについても、特に動物産業関連への

就職の見通しの説明も不十分であるため、説明を補足し、動物産業界への就職が確実に見込まれる

ことを説明すること。 

（対応）  

ご指摘のとおり、客観的な根拠や分析に基づき、学生を確保できることについて、以下のとおり説

明する。 

 

 ＜客観的な根拠や分析に基づく学生確保の見通し＞ 

 学生確保の見通しについては、第三者調査機関 一般財団法人日本開発構想研究所に委託して

実施した（資料 18-1）。 

１．アンケート実施の目的 

  「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科設置に関するアンケート」

として調査票を作成し、高校生に対してヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学

科への進学希望について尋ね、学生の確保の見通しを図ることを目的とした。 

 

２．調査実施 

  第一期調査：平成 29年 10月～11月 

第二期調査：平成 29年 12月～平成 30年 1月 

 

３．調査対象 

  平成 29年度の高等学校 2年生を対象に実施した。 

第一期調査は、ヤマザキ学園大学及びヤマザキ動物専門学校に強い関心を示していると思わ

れる資料請求者が多い高等学校 103校をヤマザキ学園側が選定して実施した。 

第二期調査は、過去のヤマザキ学園大学とヤマザキ動物専門学校の入学実績を中心に、指定

校対象校も加えた高等学校をヤマザキ学園側が選定し、その内アンケート実施許可を得た 65

校に対して実施した。また、第一期実施分だが期日後返送があった 2校については、第 2期分

に合算して集計した。 

   

 

４．調査方法 

    各高等学校に郵送・手渡しによる配付・回収 

 

５．回収状況 

  表 1 

項   目 有効回答票 回答高校数 
回収率（%) 

（回答高校/実施高校） 

第一期調査 2,682枚 24校 23.8% 

第二期調査 6,864枚 55校 82.1% 

合   計 9,546枚 79校 47.0% 
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＜ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科 進学意向について＞ 

 高校生を対象とした「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科設置

に関するアンケート」のヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科への進学意向

を問う問５の設問において、「１ 進学を希望する」「２ 進学先の候補の 1つとして考える」

を選択した回答の実数は以下のとおりである。 

 表 2 

問５ ヤマザキ動物看護専門職短期大学動

物トータルケア学科への進学希望 
第一期 第二期 合 計 

１ 進学を希望する 21人 97人 118人 

２ 進学先の候補の 1つとして考える 111人 224人 335人 

合   計 132人 321人 453人 

※問 5の設問は、高校卒業後の進路を問う問 3の設問において「1～5」の高等教育機関への進学 

を選択した回答者（7,624人）を集計の対象とする。 

 

   問５の設問の結果、ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科へ「進学を希望

する」と選択した回答は、第一期調査と第二期調査を合わせて１１８人おり、入学定員（８０

人）の約１．４８倍と、入学定員を上回る結果となった。 

 

＜教職員による高校訪問の結果＞ 

    対象は違うが、第三者調査機関による高校生アンケートの分析結果だけでは学生確保の見通

しとして不十分であると考え、学生募集に携わる 10 人の職員が、平成 24 年度から平成 29 年

度までの期間において本学園の大学と専門学校に入学した実績のある高等学校104校を選定し、

平成 30年 3月 12日から 4月 13日の間で進路指導教員を実際に訪問の上、専門職短期大学に

ついて説明を行った。その結果、127 人の専門職短期大学への進学希望者がいることの確認が

とれ、学生確保を確保できる見通しを得ている（資料 18-2）（資料 18-3）。 

 

ご指摘のとおり、客観的な根拠や分析に基づき、動物産業界への就職が確実に見込まれることにつ

いて、以下のとおり説明する。 

 

＜動物産業界への就職が確実に見込まれること＞ 

設置の趣旨等を記載した書類にあるヤマザキ動物看護専門職短期大学の養成する人材像は次の

とおりである。 

本学では、動物看護学の中でも特にコンパニオンアニマルの看護を主体として、動物愛護の精神

に則り、共生の思想と倫理観を身につけた動物看護師を養成する。特に、訪問看護においてコンパ

ニオンアニマルの看護、介護、健康管理、口腔ケア、グルーミング、しつけ、食事と栄養指導等、

疾病予防衛生管理を含むライフサポートを担当する人材を養成する。また、産業界において飼い主

と市場と結ぶ役割を果たす人材を養成する。 

・ 動物愛護の精神に則り、動物病院及び動物関連産業において実務家として社会に貢献する人材 

・ 基本的な理論・技術を身に付け、常に強い向上心とフロンティア精神を持ち、実務力を備えた

人材 

・ 豊かな人間性とグローバルな視野を身に付け、実践的、応用的能力を備えた人材 

 

また、ヤマザキ動物専門職短期大学の特色は、①学位という“国際共通の保証”、②実務家教員に



                             
 

166 

 

よる教育、③臨地実務実習（企業内実習）と展開科目、④日本における高齢者と高齢動物に対応し

た動物トータルケア、⑤飼い主（消費者）と産業界と動物を繋ぐ動物看護師の養成という 5つであ

る。 

さらに、渋谷区からの要望により災害時の飼い主と動物への支援や平常時のアニマルセラピー活

動等で地域との連携を深める。このような活動を通して、動物看護師の社会的認知度が高まること

により安定的に受験者を確保出来ると結論付ける。このように、2 年制の専門学校、3 年制の専門

職短期大学及び 4年制の大学の特色を明確にし、学生確保を図る。 

2年制の専門学校、3年制の専門職短期大学、4年制の大学がある中で、ヤマザキ動物看護専門職

短期大学の学生確保の見通しについては動物関連産業界との強い繋がりにあると捉えている。それ

は、次の（１）～（３）の通りである。 

（１）動物関連産業界からの賛同 

この度のヤマザキ動物看護専門職短期大学の開学に対し、渋谷区や公益社団法人日本獣医師会、

日本チェーンドラックストア協会の他、動物関連企業（動物病院を含む）から申請時には 230件

の賛同を得ている。その後引き続き回答が寄せられ、平成 30年 2月 9日現在 294件に及んだ。 

（２）臨地実務実習先の確保 

臨地実務実習施設の使用に関しては、動物関連企業（動物病院を含む）から申請時に 200件の

承諾を得、その後引き続き回答が寄せられ、平成 30年 2月 9日現在 261件に及んだ。それに加

え、日本チェーンドラックストア協会の会員企業傘下 4,406店舗を臨地実務実習施設として使用

することの承諾も得ている。 

（３）就職先の安定 

動物関連企業（動物病院を含む）へ人材採用意向等に関するアンケートを実施したところ、申

請時における設問に対する回答は、「積極的に採用したい」142 件、「採用を検討したい」67 件、

「状況によって採用を考える」47件という結果に至った。なお、その後引き続き回答が寄せられ、

平成 30年 2月 9日現在「積極的に採用したい」183件、「採用を検討したい」90件、「状況によ

って採用を考える」62件に及んだ。 

申請時及びその後も引き続き回答が寄せられてきている状況に鑑み、人材採用の確保が見通さ

れることから、学生確保の見通しに安定が見込まれると考えられる。また今後も、就職先との連

携を強化していきたいと考える。 

 

ヤマザキ動物看護専門職短期大学卒業後の進路先については、動物関連企業への就職率が伸び

ると予測されるが、平成 25年度から平成 28年度までのヤマザキ学園大学卒業後の動物関連企業

および動物病院への就職率は各々40%前後を維持しており、同様の比率は維持できると考えられ

るため、卒業生の就職先は十分確保できる見通しである。 

 

表 3 学生の確保等の見通し等を記載した書類 13頁（再掲） 

【平成 25年度から平成 28年度までのヤマザキ学園大学卒業後の進路先の状況】 

年度 

項目 

平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

人 % 人 % 人 % 人 % 

動物関連企業 
（ペットショップサロン含む） 

72 45.3% 57 36.5% 89 50.3% 73 42.7% 

動物病院 
 

48 34.2% 68 43.6% 58 32.8% 75 43.9% 

その他就職 9 5.7% 3 1.9% 7 4.0% 0 0.0% 

就職者合計 129 81.2% 128 82.0% 154 87.1% 148 86.6% 

求人社数 1190  1221  1144  1257  
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進学 － － － － － － － － 

進学者合計 － － － － － － － － 

就職活動中 4 2.5% 4 2.6% 4 2.2% 3 1.7% 

就職希望なし 26 16.3% 24 15.4% 19 10.7% 20 11.7% 

卒業者合計 159 － 156 － 177 － 171 － 

 

 

 

動物関連企業への区分別就職者数比率の推移は次のとおりである。 

3.老犬ホーム、4.ペットフード・ペット用品販売、5.ドラッグストアーへの就職比率が増加している

こと示している。 

 

表 4【動物関連企業への区分別就職者比率推移表】 

       年度 

区分・項目 

平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 

1 

ペットサロン 

ペットショップ 

ペットホテル 

9 40.9% 7 23.3% 2 6.1% 3 10.0% 

2 しつけ訓練施設 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 3.3% 

3 老犬ホーム 2 9.1% 3 10.0% 1 3.0% 4 13.3% 

4 
ペットフード 

ペット用品販売 
6 27.3% 16 53.4% 17 51.5% 16 53.4% 

5 ドラッグストアー 2 9.1% 3 10.0% 5 15.2% 6 20.0% 

6 ペット保険 1 4.5% 0 0.0% 8 24.2% 0 0.0% 

7 公益団体等 2 9.1% 1 3.3% 0 0.0% 0 0.0% 

動物関連企業小計 22 30.6% 30 52.6% 33 37.1% 30 41.1% 

その他関連一般企業 50 69.4% 27 47.4% 56 62.9% 43 58.9% 

合   計 72 100.0% 57 100.0% 89 100.0% 73 100.0% 

【註１．比率は動物産業関連企業小計に対する人数の内訳比率を表す。】 
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（新旧対照表）学生の確保等の見通し等を記載した書類（13～14ページ） 

新 旧 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組

状況 

  ①学生の確保の見通し 

   ア 定員充足の見込み 

   イ 定員充足の根拠となる客観的なデー

タの概要 

   ウ 学生納付金の設定の考え方 

 

  ②学生確保に向けた具体的な取組状況 

   ア ヤマザキ動物専門学校で現在実施し

ている取組 

イ 既設の専門学校の同分野の学科の充

足率が 1.0倍未満の場合の、 

原因分析の上学生確保ができる根拠 

 

２．人材需要の動向等社会の要請 

  ①人材の養成に関する目的その他の教育研

究上の目的（概要） 

 

  ②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向

等を踏まえたものであることの客観的な

根拠 

   ア 社会人等の多様な学生の確保の見込 

     み 

   イ 就職等の進路の確保 

 

３．専門職短期大学新設案件についての、学生確

保の調査結果 

  ①第三者調査機関によるアンケート調査 

  ②教職員による高校訪問調査 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取

組状況 

  ①学生の確保の見通し 

   ア 定員充足の見込み 

   イ 定員充足の根拠となる客観的なデー

タの概要 

   ウ 学生納付金の設定の考え方 

 

  ②学生確保に向けた具体的な取組状況 

   ア ヤマザキ動物専門学校で現在実施し

ている取組 

イ 既設の専門学校の同分野の学科の充

足率が 1.0倍未満の場合の、 

原因分析の上学生確保ができる根拠 

 

２．人材需要の動向等社会の要請 

  ①人材の養成に関する目的その他の教育研

究上の目的（概要） 

 

  ②上記①が社会的、地域的な人材需要の動

向等を踏まえたものであることの客観的

な根拠 

   ア 社会人等の多様な学生の確保の見込 

     み 

   イ 就職等の進路の確保 
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新 旧 

３．専門職短期大学新設案件についての、学生確

保の調査結果 

①第三者調査機関によるアンケート調査 

 学生確保の見通しについては、第三者調査機関 

一般財団法人日本開発構想研究所に委託して実

施した。（資料 9）（資料 10）（資料 11）（資料 12） 

(1)アンケート実施の目的 

「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動

物トータルケア学科設置に関するアンケート」

として調査票を作成し、高校生に対してヤマザ

キ動物看護専門職短期大学動物トータルケア

学科への進学希望について尋ね、学生の確保の

見通しを図ることを目的とした。 

 

(2)調査実施 

第一期調査：平成 29年 10月～11月 

第二期調査：平成 29年 12月～平成 30年 

1月 

 

(3)調査対象 

平成 29年度の高等学校 2年生を対象に実施

した。 

第一期調査は、ヤマザキ学園大学及びヤマザ

キ動物専門学校に強い関心を示していると思

われる資料請求者が多い高等学校 103 校をヤ

マザキ学園側が選定して実施した。 

第二期調査は、過去のヤマザキ学園大学とヤ

マザキ動物専門学校の入学実績を中心に、指定

校対象校も加えた高等学校をヤマザキ学園側

が選定し、その内アンケート実施許可を得た

65 校に対して実施した。また、第一期実施分

だが期日後返送があった 2校については、第 2

期分に合算して集計した。 

 

(4)調査方法 

各高等学校に郵送・手渡しによる配付・回収 

 

(5)回収状況 
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（表 15） 

項   目 
有効 

回答票 

回答 

高校数 

回収率（%) 

（回答高校/

実施高校） 

第一期調査 2,682枚 24校 23.8% 

第二期調査 6,864枚 55校 82.1% 

合   計 9,546枚 79校 47.0% 

  

ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータ

ルケア学科 進学意向について 

高校生を対象とした「（仮称）ヤマザキ動物看

護専門職短期大学動物トータルケア学科設置に

関するアンケート」のヤマザキ動物看護専門職短

期大学動物トータルケア学科への進学意向を問

う問５の設問において、「１ 進学を希望する」

「２ 進学先の候補の 1つとして考える」を選択

した回答の実数は以下のとおりである。 

 

（表 16） 

問５ ヤマザキ動

物看護専門職短期

大学動物トータル

ケア学科への進学

希望 

第一期 第二期 合 計 

１ 進学を希望す 

  る 
21人 97人 118人 

２ 進学先の候補

の1つとして考

える 

111人 224人 335人 

合   計 132人 321人 453人 

※問 5 の設問は、高校卒業後の進路を問う問 3 の設問に

おいて「1～5」の高等教育機関への進学を選択した回答

者（7,624人）を集計の対象とする。 

 

問５の設問の結果、ヤマザキ動物看護専門職短

期大学動物トータルケア学科へ「進学を希望す

る」と選択した回答は、第一期調査と第二期調査

を合わせて１１８人入学定員（８０人）の約１．

４８倍となり、入学定員を上回る結果となった。 

 

②教職員による高校訪問調査 

対象は違うが、第三者調査機関による高校生ア

ンケートの分析結果だけでは学生確保の見通し

として不十分であると考え、学生募集に携わる 10
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人の職員が、平成 24年度から平成 29年度までの

期間において本学園の大学と専門学校に入学し

た実績のある高等学校 104 校を選定し、平成 30

年 3月 12日から 4月 13日の間で進路指導教員を

実際に訪問の上、専門職短期大学について説明を

行った。その結果、127 人の専門職短期大学への

進学希望者がいることの確認がとれ、学生確保を

確保できる見通しを得ている。（資料 13）（資料

14） 

 

（略） 
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期大学 
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資料 4  【平成 29 年度ヤマザキ動物専門学校入
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座開催予定表】 

資料 9  【（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期

大学動物トータル学科設置に関するア

ンケート調査報告書】 

資料 10【第一期調査に際して回答者に示した設

置構想資料】 

資料 11 【第二期調査に用いた調査票様式】 

資料 12 【第二期調査に際して回答者に示した設

置構想資料】 

資料 13【高校訪問による入学想定者数調】 

資料 14【高校訪問報告書（抜粋）】 
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資料 18－1 

 

 

 

（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科 

設置に関するアンケート調査報告書 

 

【高校生対象】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 3月 

 

一般財団法人 日本開発構想研究所
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＜アンケート調査概要＞ 

１. アンケート実施の目的 

本調査は、「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科設置に関

するアンケート」としてアンケート調査票を作成し、高校生に対して学校法人ヤマザキ

学園が設置を検討しているヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科への

進学希望について尋ね、学生の確保の見通しを測ることを目的とする。 

 

２. 調査実施 

第一期調査：平成 29年 10月～11月 

第二期調査：平成 29年 12月～平成 30年 1月 

 

３. 調査対象 

平成 29年度の高校 2年生を対象に実施。 

第一期調査は、ヤマザキ学園大学及びヤマザキ動物専門学校に強い関心を示している

と思われる資料請求者が多い高校 103校を、学園側が選定して実施。 

第二期調査は、過去のヤマザキ学園大学とヤマザキ動物専門学校の入学実績を中心に

指定校対象校も加えた高校を学園側が選定し、その内アンケート実施許可を得た 65

校に対して実施。また、第一期実施分だが期日後に返送があった 2校については、第

二期分に合算して集計している。 

 

４. 調査方法 

各高校に郵送・手渡しによる配布・回収 

 

５. 回収状況 

項目 有効回答票 回答高校数 
回収率 

（回答高校／実施高校） 

第一期調査 2,682枚 24校 23.8％ 

第二期調査 6,864枚 55校 82.1％ 

合計 9,546枚 79校 47.0％ 
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＜ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科 進学意向＞ 

高校生を対象とした「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科

設置に関するアンケート」のヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科への

進学意向を問う問５の設問において、「１ 進学を希望する」「２ 進学先の候補の１つと

して考える」を選択した回答の実数は以下の通りである。 

問５ ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物

トータルケア学科への進学希望 
第一期 第二期 合計 

１ 進学を希望する ２１人 ９７人 １１８人 

２ 進学先の候補の１つとして考える １１１人 ２２４人 ３３５人 

合計 １３２人 ３２１人 ４５３人 

 ※問 5 の設問は、高校卒業後の進路を問う問 3 の設問において「1～5」の高等教育機関への進学を選

択した回答者（7,624人）を集計の対象とする。 

 

 問５の設問の結果、ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科へ「進学を

希望する」と選択した回答者は、第一期調査と第二期調査を合わせて１１８人と入学定員

（８０人）の約１.４８倍となり、入学定員を上回る結果となった。 
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＜アンケート回収表＞ 

 
【第一期調査】 

No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 進学希望者 備考 

1 東京都 都立 瑞穂農芸高等学校 - - -  

2 静岡県 県立 田方農業高等学校 11/16 38 0  

3 東京都 都立 篠崎高等学校 - - -  

4 神奈川県 県立 中央農業高等学校 - - -  

5 静岡県 県立 富岳館高等学校 11/2 45 0  

6 東京都 私立 岩倉高等学校 ※ 0 0 
※期日後の返送のため第二

期分に合算して集計 

7 長野県 県立 南安曇農業高等学校 - - -  

8 静岡県 私立 静岡女子高等学校 11/6 83 0  

9 長野県 県立 上伊那農業高等学校 - - -  

10 栃木県 県立 上三川高等学校 11/20 68 0  

11 栃木県 県立 栃木農業高等学校 11/16 138 1  

12 新潟県 県立 巻総合高等学校 - - -  

13 山梨県 県立 農林高等学校 - - -  

14 長野県 県立 松代高等学校 - - -  

15 静岡県 県立 焼津水産高等学校 ※ 0 0 
※期日後の返送のため第二

期分に合算して集計 

16 群馬県 県立 勢多農林高等学校 11/2 37 0  

17 東京都 私立 自由ケ丘学園高等学校 - - -  

18 埼玉県 県立 和光高等学校 - - -  

19 静岡県 県立 藤枝北高等学校 10/26 46 0  

20 茨城県 県立 高萩清松高等学校 - - -  

21 群馬県 県立 利根実業高等学校 11/6 80 0  

22 東京都 私立 安田学園高等学校 - - -  

23 新潟県 県立 加茂農林高等学校 - - -  

24 茨城県 県立 茨城東高等学校 - - -  

25 埼玉県 県立 三郷高等学校 - - -  

26 静岡県 私立 藤枝明誠高等学校 - - -  

27 栃木県 県立 黒磯南高等学校 - - -  

28 東京都 都立 農産高等学校 - - -  

29 千葉県 県立 小見川高等学校 - - -  

30 神奈川県 県立 大楠高等学校 - - -  

31 埼玉県 県立 大宮東高等学校 - - -  

32 群馬県 県立 高崎東高等学校 10/26 75 0  

33 神奈川県 県立 茅ケ崎西浜高等学校 - - -  

34 長野県 県立 坂城高等学校 - - -  

35 愛知県 私立 桜花学園高等学校 - - -  

36 茨城県 県立 水戸農業高等学校 - - -  

37 群馬県 県立 前橋西高等学校 - - -  

38 東京都 都立 橘高等学校 - - -  

39 長野県 県立 辰野高等学校 - - -  

40 長野県 私立 飯田女子高等学校 - - -  

41 長野県 私立 伊那西高等学校 - - -  

42 静岡県 私立 飛龍高等学校 11/13 71 0  
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No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 進学希望者 備考 

43 茨城県 県立 中央高等学校 - - -  

44 栃木県 私立 文星芸術大学附属高等学校 11/9 75 2  

45 千葉県 私立 東京学館船橋高等学校 - - -  

46 東京都 都立 晴海総合高等学校 - - -  

47 新潟県 県立 見附高等学校 - - -  

48 静岡県 県立 裾野高等学校 11/13 104 0  

49 千葉県 県立 市原高等学校 - - -  

50 愛知県 私立 東邦高等学校 - - -  

51 茨城県 県立 石下紫峰高等学校 - - -  

52 群馬県 県立 富岡実業高等学校 11/8 117 0  

53 群馬県 県立 尾瀬高等学校 - - -  

54 群馬県 県立 藤岡北高等学校 11/6 94 1  

55 千葉県 県立 浦安高等学校 - - -  

56 山梨県 県立 韮崎高等学校 - - -  

57 山梨県 市立 甲府商業高等学校 11/6 96 2  

58 愛知県 私立 名古屋大谷高等学校 - - -  

59 大阪府 私立 羽衣学園高等学校 - - -  

60 大阪府 私立 常翔啓光学園高等学校 - - -  

61 栃木県 県立 黒羽高等学校 - - -  

62 埼玉県 県立 深谷高等学校 - - -  

63 東京都 都立 足立高等学校 - - -  

64 茨城県 県立 笠間高等学校 11/16 71 0  

65 茨城県 県立 波崎高等学校 11/13 75 0  

66 栃木県 県立 高根沢高等学校 - - -  

67 栃木県 県立 鹿沼南高等学校 - - -  

68 群馬県 県立 大間々高等学校 - - -  

69 群馬県 私立 桐生第一高等学校 - - -  

70 埼玉県 県立 所沢西高等学校 - - -  

71 埼玉県 県立 宮代高等学校 - - -  

72 千葉県 県立 大網高等学校 - - -  

73 新潟県 県立 柏崎総合高等学校 - - -  

74 岐阜県 県立 各務原高等学校 - - -  

75 岐阜県 私立 美濃加茂高等学校 - - -  

76 静岡県 県立 浜松大平台高等学校 - - -  

77 静岡県 県立 浜松湖北高等学校 11/8 82 1  

78 三重県 私立 学法津田学園高等学校 - - -  

79 沖縄県 私立 N高等学校 - - -  

80 茨城県 県立 竜ケ崎第二高等学校 11/13 34 0  

81 栃木県 私立 足利短期大学附属高等学校 - - -  

82 神奈川県 県立 平塚農業高等学校 - - -  

83 新潟県 県立 長岡農業高等学校 - - -  

84 茨城県 県立 結城第一高等学校 - - -  

85 茨城県 県立 岩井高等学校 - - -  

86 茨城県 私立 水戸女子高等学校 11/6 85 0  

87 群馬県 私立 常磐高等学校 - - -  

88 埼玉県 県立 岩槻高等学校 - - -  
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No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 進学希望者 備考 

89 千葉県 私立 千葉学芸高等学校 - - -  

90 千葉県 私立 中央国際高等学校 - - -  

91 東京都 都立 大江戸高等学校 - - -  

92 長野県 県立 北部高等学校 - - -  

93 静岡県 県立 静岡西高等学校 - - -  

94 茨城県 県立 麻生高等学校 - - -  

95 千葉県 私立 あずさ第一高等学校 - - -  

96 東京都 都立 農芸高等学校 11/7 69 0  

97 茨城県 県立 日立商業高等学校 - - -  

98 茨城県 県立 土浦第三高等学校 - - -  

99 茨城県 県立 江戸崎総合高等学校 - - -  

100 茨城県 県立 磯原郷英高等学校 - - -  

101 神奈川県 県立 横浜桜陽高等学校 1/26※ 163 3 
※回収は学園が行ったため

データの入力日を記入 

102 東京都 私立 堀越高等学校 1/26※ 452 3 
※回収は学園が行ったため

データの入力日を記入 

103 埼玉県 私立 浦和実業高等学校 1/26※ 484 8 
※回収は学園が行ったため

データの入力日を記入 

計 24 校 2,682 21  

※「－」（ハイフン）は回答のなかった高校 
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【第二期調査】 

No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 
進学 

希望者 
備考 

1 東京都 私立 岩倉高等学校 12/19 203 5 

第一期実施だが期日後の返

送のため第二期に合算して

集計 

2 静岡県 県立 焼津水産高等学校 12/4 94 0 

第一期実施だが期日後の返

送のため第二期に合算して

集計 

3 東京都 私立 北豊島高等学校 12/21 72 1  

4 埼玉県 私立 埼玉栄高等学校 12/18 239 6  

5 東京都 私立 東京家政大学附属女子高等学校 12/21 242 0  

6 神奈川県 私立 湘南学院高等学校 12/21 75 1  

7 神奈川県 私立 立花学園高等学校 12/19 309 1  

8 神奈川県 私立 平塚学園高等学校 - - -  

9 神奈川県 私立 横浜学園高等学校 12/11 30 0  

10 東京都 都立 八王子桑志高等学校 - - -  

11 神奈川県 県立 有馬高等学校 12/18 290 9  

12 神奈川県 県立 秦野曽屋高等学校 12/18 49 0  

13 神奈川県 私立 横浜商科大学高等学校 12/25 255 3  

14 東京都 私立 品川エトワール女子高等学校 12/7 60 1  

15 東京都 私立 二松學舎大学附属高等学校 12/13 213 3  

16 神奈川県 私立 藤沢翔陵高等学校 12/21 83 0  

17 東京都 私立 文化学園大学杉並高等学校 12/6 185 0  

18 東京都 私立 八王子実践高等学校 12/11 114 4  

19 東京都 私立 多摩大学附属聖ケ丘高等学校 12/11 111 2  

20 神奈川県 県立 厚木清南高等学校 - - -  

21 東京都 私立 立川女子高等学校 12/18 25 0  

22 埼玉県 私立 国際学院高等学校 12/26 77 3  

23 東京都 都立 永山高等学校 - - -  

24 東京都 私立 科学技術学園高等学校 12/7 10 1  

25 千葉県 私立 敬愛学園高等学校 12/19 86 1  

26 千葉県 私立 昭和学院高等学校 12/13 316 2  

27 千葉県 私立 千葉商科大学付属高等学校 12/7 60 1  

28 千葉県 私立 和洋国府台女子高等学校 12/5 195 0  

29 神奈川県 県立 横浜旭陵高等学校 12/11 14 0  

30 東京都 私立 共栄学園高等学校 - - -  

31 神奈川県 私立 高木学園女子高等学校 12/8 36 1  

32 神奈川県 私立 武相高等学校 12/19 150 3  

33 神奈川県 県立 相原高等学校 12/26 221 2  

34 神奈川県 県立 愛川高等学校 12/18 30 0  

35 神奈川県 私立 
自然学園高等学校 相模原キャ

ンパス 
- - -  

36 静岡県 私立 日本大学三島高等学校 12/14 116 1  

37 神奈川県 私立 八洲学園高等学校 横浜分校 - - -  

38 山梨県 私立 山梨学院高等学校 - - -  

39 東京都 私立 クラーク記念国際高等学校 12/6 148 1  

40 東京都 私立 駒沢学園女子高等学校 12/8 76 0  

41 神奈川県 県立 川崎高等学校 12/11 28 0  
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No 都道府県 設置区分 高校名 回収日 回収数 
進学 

希望者 
備考 

42 神奈川県 県立 瀬谷高等学校 - - -  

43 三重県 私立 徳風高等学校 12/22 46 0  

44 埼玉県 私立 叡明高等学校 12/11 75 4  

45 神奈川県 私立 緑ケ丘女子高等学校 12/21 96 1  

46 埼玉県 私立 浦和麗明高等学校 12/15 267 0  

47 千葉県 私立 中央学院高等学校 - - -  

48 静岡県 県立 駿河総合高等学校 - - -  

49 石川県 県立 小松商業高等学校 12/25 197 0  

50 長野県 県立 佐久平総合高等学校 12/21 34 0  

51 静岡県 私立 加藤学園高等学校 - - -  

52 千葉県 私立 千葉敬愛高等学校 12/18 104 1  

53 静岡県 市立 沼津市立沼津高等学校 1/11 28 1  

54 神奈川県 県立 座間総合高等学校 12/25 57 0  

55 静岡県 私立 誠恵高等学校 1/17 152 1  

56 東京都 私立 昭和第一高等学校 12/20 241 5  

57 東京都 私立 大成高等学校 12/20 367 7  

58 千葉県 私立 日本体育大学柏高等学校 12/27 35 1  

59 東京都 私立 東京家政学院高等学校 12/27 88 2  

60 東京都 私立 星美学園高等学校 12/27 97 2  

61 東京都 私立 日本体育大学荏原高等学校 12/27 178 9  

62 東京都 私立 
日本女子体育大学付属二階堂高

等学校 
12/27 98 2  

63 東京都 私立 杉並学院高等学校 12/27 73 0  

64 東京都 私立 豊島学院高等学校 12/27 73 2  

65 東京都 私立 文華女子高等学校 12/27 94 1  

66 神奈川県 県立 綾瀬高等学校 12/27 106 1  

67 神奈川県 私立 相洋高等学校 1/18 146 5  

計 55 校 6,864 97  

※「－」（ハイフン）は回答のなかった高校 
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＜アンケート集計結果＞ 

〔有効回答票：9,546票〕 

 

問１ あなたの性別についておたずねします。当てはまるもの１つを選んでください。 

 

 回答者の性別については、4,078人（42.7％）が「男性」、5,462人（57.2％）が「女性」である。 

 

№ カテゴリ 件数 ％ 

1 男性 4,078  42.7  

2 女性 5,462  57.2  

 
不明 6  0.1  

 
合計 9,546  100  

 

 

 

  

42.7 

57.2 

男性(n=4078) 

女性(n=5462) 

不明(n=6) 

問１ 性別 

 N = 9546 

0.1 
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問２ あなたのお住まいはどちらですか。当てはまるもの１つを選んでください。 

 

 回答者のうち、2,777 人（29.1％）が東京都、2,356 人（24.7％）が神奈川県、1,396 人（14.6％）が

埼玉県在住である。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 東京都 
2,777 1,173 1,603 1 

 29.1   28.8   29.3   16.7  

2 神奈川県 
2,356 1,172 1,183 1 

 24.7   28.7   21.7   16.7  

3 埼玉県 
1,396 541 854 1 

 14.6   13.3   15.6   16.7  

4 千葉県 
830 317 513 0 

 8.7   7.8   9.4   - 

5 静岡県 
840 397 443 0 

 8.8   9.7   8.1   - 

6 茨城県 
266 71 195 0 

 2.8   1.7   3.6   - 

7 栃木県 
281 159 121 1 

 2.9   3.9   2.2   16.7  

8 群馬県 
401 138 263 0 

 4.2   3.4   4.8   - 

9 山梨県 
99 37 62 0 

 1.0   0.9   1.1   - 

10 その他 
288 67 221 0 

 3.0   1.6   4.0   - 

 不明 
12 6 4 2 

 0.1   0.1   0.1   33.3  

 
合計 

9,546 4,078 5,462 6 

 100.0   100.0   100.0   100.0  

 

 

  

29.1 

24.7 

14.6 

8.7 

8.8 

2.8 

2.9 

4.2 

1.0 

3.0 

東京都(n=2777) 

神奈川県(n=2356) 

埼玉県(n=1396) 

千葉県(n=830) 

静岡県(n=840) 

茨城県(n=266) 

栃木県(n=281) 

群馬県(n=401) 

山梨県(n=99) 

その他(n=288) 

不明(n=12) 

問２ お住まい 

 N = 9546 

0.1 
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「10 その他」の主な回答 

回答 件数 

石川県 185 

長野県 34 

三重県 30 

滋賀県 4 

岐阜県 1 

奈良県 1 

愛知県 1 
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問３ あなたの進路の意識について、当てはまるもの１つを選んでください。。 

 

 回答者の希望進路については、「４年制大学に進学したい」が 5,592 人（58.6％）、「専門学校に進学し

たい」が 1,615 人（16.9％）、「就職したい」が 998 人（10.5％）、「短期大学に進学したい」が 369 人

（3.9％）となっている。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 ４年制大学に進学したい 
5,592 2,728 2,860 4 

 58.6   66.9   52.4   66.7  

2 短期大学に進学したい 
369 37 332 0 

 3.9   0.9   6.1   - 

3 専門学校に進学したい 
1,615 443 1,172 0 

 16.9   10.9   21.5   - 

4 新制の専門職短期大学に進学したい 
31 12 19 0 

 0.3   0.3   0.3   - 

5 新制の専門職大学に進学したい 
17 8 9 0 

 0.2   0.2   0.2   - 

6 就職したい 
998 422 576 0 

 10.5   10.3   10.5   - 

7 未定・その他 
907 421 486 0 

 9.5   10.3   8.9   - 

 不明 
17 7 8 2 

 0.2   0.2   0.1   33.3  

 
合計 

9,546 4,078 5,462 6 

 100.0   100.0   100.0   100.0  

 

 

  

58.6 

3.9 

16.9 

0.3 

0.2 

10.5 

9.5 

0.2 

４年制大学に進学したい(n=5592) 

短期大学に進学したい(n=369) 

専門学校に進学したい(n=1615) 

新制の専門職短期大学に進学したい(n=31) 

新制の専門職大学に進学したい(n=17) 

就職したい(n=998) 

未定・その他(n=907) 

不明(n=17) 

問３ 進路 

 N = 9546 
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【問 4、問 5は、問 3で「１,２,３,４,５」のいずれかを選んだ 7,624名を対象とする。】 

問４ ヤマザキ学園は「動物看護大学」「動物専門学校」を経営しており、現在「動物看

護」の 3 年制の専門職短期大学の計画をしていますが、それらの分野に関してお聞

きします。 

① 現在、人と動物の共生が注目され、ペットは人生のパートナーと呼ばれています。

あなたはご家庭で何らかの動物（イヌ、ネコ、うさぎ、とり、熱帯魚等）を飼われ

ていますか？当てはまるもの選んでください。（複数回答可） 

 

 回答者の家庭で飼っているペットの有無については、「はい」（現在飼っている）が 3,377 人（41.1％）、

「いいえ」（現在飼っていない）が 2,365 人（28.8％）、「以前飼っていた」が 1,493 人（18.2％）、「将来

飼いたいと思っている」が 932人（11.4％）となっている。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 はい 
3,377 1,338 2,038 1 

 41.1   39.2   42.5   25.0  

2 いいえ 
2,365 1,101 1,263 1 

 28.8   32.3   26.4   25.0  

3 以前飼っていた 
1,493 592 900 1 

 18.2   17.4   18.8   25.0  

4 将来飼いたいと思っている 
932 361 571 0 

 11.4   10.6   11.9   - 

 不明 
41 20 20 1 

 0.5   0.6   0.4   25.0  

 
合計 

8,208 3,412 4,792 4 

 100.0   100.0   100.0   100.0  

※複数回答のため、合計＝7,624にならない。 

 

 

  

41.1 

28.8 

18.2 

11.4 

0.5 

はい(n=3377) 

いいえ(n=2365) 

以前飼っていた(n=1493) 

将来飼いたいと思っている(n=932) 

不明(n=41) 

問４① ご家庭で飼われているペットの有無（複数回答） 

 N = 8208 
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 ②下記に挙げた「動物に関する授業」で興味のあるものに○をつけて下さい。   

（複数回答可） 

 

 回答者の興味のある動物に関する授業は、「家庭でのしつけ訓練」が 1,976 人（15.2％）と最も多く、

次いで「ペットサロン・ドッグカフェ」が 1,881 人（14.5％）、「イヌ、ネコの美容、グルーミング・ケ

ア」が 1,735人（13.4％）、「動物病院での動物看護」が 1,499人（11.6％）となっている。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 動物病院での動物看護 
1,499 536 963 0 

 11.6   11.6   11.5   - 

2 家庭での在宅・訪問看護 
515 209 306 0 

 4.0   4.5   3.7   - 

3 
イヌ、ネコの美容、グルーミン

グ・ケア 

1,735 417 1,318 0 

 13.4   9.1   15.8   - 

4 家庭でのしつけ訓練 
1,976 817 1,157 2 

 15.2   17.8   13.8   50.0  

5 動物の口腔ケア 
242 90 152 0 

 1.9   2.0   1.8   - 

6 動物のリハビリテーション 
638 227 411 0 

 4.9   4.9   4.9   - 

7 アニマルセラピー 
1,133 378 755 0 

 8.7   8.2   9.0   - 

8 動物の栄養学・手作りごはん 
1,419 373 1,046 0 

 10.9   8.1   12.5   - 

9 ペットサロン・ドッグカフェ 
1,881 493 1,387 1 

 14.5   10.7   16.6   25.0  

10 
コンシューマー（飼い主）分析行

動学 

613 296 317 0 

 4.7   6.4   3.8   - 

 不明 
1,314 766 547 1 

 10.1   16.6   6.5   25.0  

 
合計 

12,965 4,602 8,359 4 

 100.0   100.0   100.0   100.0  

※複数回答のため、合計＝7,624にならない。 

 

11.6 

4.0 

13.4 

15.2 

1.9 

4.9 

8.7 

10.9 

14.5 

4.7 

10.1 

動物病院での動物看護(n=1499) 

家庭での在宅・訪問看護(n=515) 

イヌ、ネコの美容、グルーミング・ケア(n=1735) 

家庭でのしつけ訓練(n=1976) 

動物の口腔ケア(n=242) 

動物のリハビリテーション(n=638) 

アニマルセラピー(n=1133) 

動物の栄養学・手作りごはん(n=1419) 

ペットサロン・ドッグカフェ(n=1881) 

コンシューマー（飼い主）分析行動学(n=613) 

不明(n=1314) 

問４② 興味ある「動物に関する授業」（複数回答） 

 N = 12965 
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70.8 

20.3 

5.8 

3.1 

よいと思う(n=5395) 

どちらともいえない(n=1549) 

必要ない(n=443) 

不明(n=237) 

問４③ 動物看護師の家庭訪問による看護・介護サポート 

 N = 7624 

 ③近年、人と動物の高齢化により、動物病院を訪れることは人のみならず動物にも、と

ても負担になっています。新しい専門職短期大学では、動物看護師が家庭訪問して

の看護・介護サポートをする教育を充実させたいと思います。当てはまるもの 1 つ

を選んでください。 

 

 動物看護師が家庭訪問しての看護・介護サポートをする教育も充実については、「よいと思う」が

5,395人（70.8％）、「どちらともいえない」が 1,549人（20.3％）となっている。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 よいと思う 
5,395 1,990 3,404 1 

 70.8   61.6   77.5   25.0  

2 どちらともいえない 
1,549 820 727 2 

 20.3   25.4   16.6   50.0  

3 必要ない 
443 275 168 0 

 5.8   8.5   3.8   - 

 不明 
237 143 93 1 

 3.1   4.4   2.1   25.0  

 
合計 

7,624 3,228 4,392 4 

 100.0   100.0   100.0   100.0  
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問５ 現在、ヤマザキ学園では 4年制のヤマザキ学園大学およびヤマザキ動物専門学校を

設置していますが、その中でも新たに設置予定の 3 年制「（仮称）ヤマザキ動物看護

専門職短期大学 動物トータルケア学科」に進学したいと思いますか。当てはまる

もの 1つを選んでください。 

 

 ヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科（仮称）への進学意向は、「進学を希望する」

が 118人（1.5％）、「進学先の候補の１つとして考える」が 335人（4.4％）となっている。 

 また、「進学を希望する」と「進学先の候補の１つとして考える」の合計は 453 人（5.9%）となり、回

答者のおよそ 1 割弱がヤマザキ動物看護専門職短期大学動物トータルケア学科に対して何らかの進学意

向を持っていることが明らかとなった。 

 

№ 
上段:件数 

下段:％ 
合計 男性 女性 不明 

1 進学を希望する 
118 73 45 0 

 1.5   2.3   1.0   - 

2 進学先の候補の１つとして考える 
335 137 198 0 

 4.4   4.2   4.5   - 

3 進学を希望しない 
4,644 1,839 2,802 3 

 60.9   57.0   63.8   75.0  

4 わからない 
1,935 871 1,064 0 

 25.4   27.0   24.2   - 

 不明 
592 308 283 1 

 7.8   9.5   6.4   25.0  

 
合計 

7,624 3,228 4,392 4 

 100.0   100.0   100.0   100.0  

 

 

  

1.5 

4.4 

60.9 

25.4 

7.8 

進学を希望する(n=118) 

進学先の候補の１つとして考える(n=335) 

進学を希望しない(n=4644) 

わからない(n=1935) 

不明(n=592) 

問５ 「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学 動物トータルケア学科」への

進学 

 N = 7624 
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問６ 現在構想中の「（仮称）ヤマザキ動物看護専門職短期大学」について、ご意見、ご

要望等がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 問 6に対する主な回答は以下の通りとなっている。 

 

性別 ご意見･ご要望 

女性 問４の②について、お金による。 

女性 
問４②に関してですが、家庭によっては複数の動物と暮らしている家庭もあると思います。その場合

他の動物の負担になってしまうのではないでしょうか。 

男性 
問４②に関して、学校を卒業し、就職し、仕事をするにあたって、人と犬の介護をすることについ

て、在学中に介護資格がとれるようなカリキュラムにしたほうが良いのかと思いました。 

男性 
問４②について、家庭訪問してのサポートは良いと思いますが、家庭訪問出来ない場合はどうするつ

もりでしょうか。 

男性 訪問動物看護や在宅動物ケアなどの考えはとても良いと思った。 

女性 必要になると思うからよいと思う。 

女性 馬などの大型動物に関する学科をつくってほしい。 

男性 入学定員をもう少し増やしたほうがいい。 

女性 特待生制度、学費の免除はあるのかどうか。サークルの規模はどのくらいか。 

男性 特待生を作るべきだと思う。 

男性 動物病院やしつけの訓練などの将来に向けての看護の活動の場が増えるのはいいことだと思う。 

女性 
動物関係に進みたい人はいいと思う。4年制の人と就職率の差が出ないようにしなければいけないと

思う。 

女性 
動物看護師を目指しています。人、動物の高齢化に対応したシステムはとてもいいと思いました。進

学先の候補として考えたいです。 

男性 動物看護に興味がない。 

男性 動物を大切に思う気持ち、動物への思いが伝わる大学だと思う。いい大学だと思います。 

女性 動物も人間も老いていくと病院が必要。 

女性 動物はとても好きです。友達と見学させてもらいます。 

男性 動物の看護が出来ればより多くの命を救えると思うので、いいと思う。 

女性 
動物のさまざまな知識や、動物について学びたいと思っている方々は専門学校が増えることで選択の

幅が増えると思うのでいいと思います。 

男性 動物のことをよく学べそうです。 

女性 動物に関わりたいと思う人にとってはとても魅力的な学校であると感じました。 

女性 動物に関しての大学は少しだけ興味がわいた。 

女性 動物に関して、とても興味はありますが、4年生との違いを教えて欲しいです。（一番の利点） 

男性 動物についての教育機関が増えることは良いことだと思う。 

女性 動物と関わる仕事がしたいので、とても気になった。 

男性 男の人が少なそう。 

女性 短期大学でしかも実習が 60日もあるのはいいと思う。 

女性 短期間で学べるのはいいと思った。 

女性 短期に行きたい人には向いているのではと考える。 

女性 大学と専門学校あるのに、なんでまた短大を構想しようとしてるか分からない。 

男性 専門学校より授業料が高いのはなぜ？ 

女性 専門学校か短期大学かよくわからない。 

女性 専門で短期なのは良いと思う。 

男性 生き物を捨てる人とかいるので、しっかりとしっかりと指導しないといけないと思う。 

男性 数少ない短大ならば、増加することもいいと思います。 

女性 人の高齢化やペットの高齢化に対応する。 

女性 
人と同じでペットも負担があることを考えて、訪問看護の教育があることはいいことだと思いまし

た。 

男性 将来が期待されると思う。 

女性 授業内容が充実していそう。 

男性 授業の内容が気になる。 

女性 捨てられた動物などにボランティアで何かできると良いと思います。 
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性別 ご意見･ご要望 

女性 実習が多いと社会に出ても通用でき体験できていい。 

男性 質の高い教育を求める。 

男性 自分もペットを飼っているので少し興味はある。 

男性 自分は動物看護とかはあまり興味ないが、とてもいいと思う。入ってくる人も多いと思った。 

男性 自分は動物が大好きなのでこういった仕事につけれる大学も視野に入れていきたい。 

男性 自分の家は犬を飼っているので、そういう学科が増えて、先生が増えたらありがたいと思います。 

女性 資格もとれていいと思います。 

女性 
私はヤマザキ動物看護大学（4年制）に進学する予定です。3年制の短期があってすごくいいと思いま

す。 

女性 私はトリマーになりたいのでとても興味が持てました。ぜひ見学に行きたいと思いました。 

女性 高齢者が増える中で自宅に訪問することはとても良いと思いました。 

男性 
犬・ネコ以外にも、鳥やウサギ、ハムスターもペットとしてかう人がいるので、もっと幅を増やして

ほしい。 

女性 看護だけの学校じゃなく、どんな遊びをしたらとか、遊具の開発などはあってほしいです。 

男性 看護・介護のサポートは、いいと思います。 

女性 学費をもう少し安くしていただきたいです。 

女性 学校名を何となく変えた方が良いと思います。 

女性 学科がたくさんあるみたいなので今後もっと増えていけばいいかなと思います。 

男性 家庭での在宅・訪問看護やリハビリテーションなどのシステムがとても良いと思います。 

女性 
ペットを飼う人が増えている現代でその専門知識を持っている人が増えればペットが飼いやすくなっ

ていくと思うので、どのような人材が社会に出てくるか期待。 

男性 ペットをかっている人からしたら、動物にくわしい人が多いのは心強いと思うので、よいと思う。 

女性 ペットショップにペットがつくまでの経路（ブリーダーとか）についてあるとおもしろい。 

男性 ドッグトレーナーなどの事もした方がいいと思う。 

女性 この大学に行けば、7種類の職業になれるのは、すごいと思いました。 

女性 コース等が２つあっていいなと思った。 

女性 オープンキャンパスなど行かせていただいて、とてもよかったです。 

女性 いろいろな専門学校があるのだと思った。これから動物も住み良くなると思うので良いと思った。 

女性 4年制があるのに、3年制にする必要あります？ 

女性 3年制は新しいことだし良いと思う。 

女性 3年制はいいと思うし、動物関係の学校はあまりないと思うからよいと思う。 

男性 

3年次にインターンをして、実際に学ぶのは良いことと思う。家に訪問もいいが、家にきてほしくな

いなどあるため、地域ごとに定期的なケアをするイベントをもうけて、そこに派遣する形がいいと思

う。 

女性 3年ではなく 4年制にすべきと思う。 

男性 ②はとてもいいことだと思う。 

女性 「動物の想いを尊重」を教育方針にしてほしいです。 

女性 名前が長いと思います。 

男性 名称が少し固いと思う。あまり良さが伝わってこないです。 
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＜アンケート調査票＞ 
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資料 18-2 

196～198 

①書類等の題名 

資料 18-2. 高校訪問による入学想定者数調（196～198ページ） 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

高校訪問による入学想定者数調 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 



資料 18-3 

199 

①書類等の題名 

資料 18-3. 高校訪問報告書 

②出典 

学校法人ヤマザキ学園 

③書類等の利用範囲 

専門職短期大学 高校訪問報告書（抜粋） 

④その他、著作物等について加工している場合には、その加工に関する説明 

・加工なし。 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【名称、その他】 

１９．＜大学名の英語表記が不適切＞ 

大学名の英語表記については、専門職大学であることがわかるように professional 又は vocational

の語（若しくはこれらに類する語）を用いて、適切に改めること。 

（対応）  

ご指摘のとおり、英語名は、専門職短期大学であることがわかるように professional の語を用いて、

「Yamazaki Professional College of Animal Health Technology」に改める。  

 

（新旧対照表）基本計画書（1 ページ） 

新 旧 

大学の名称 

 

ヤ マ ザキ 動物 看護 専門 職 短期 大学
ヤマザキドウブツカンゴセンモンショクﾀﾝｷﾀﾞｲｶﾞｸ

（ Yamazaki Professional College of Animal 

Health Technology ） 

（略） 

大学の名称 

 

ヤ マ ザ キ 動 物 看 護 専 門 職 短 期 大 学
ヤマザキドウブツカンゴセンモンショクタンキダイガク

（ Yamazaki College of Animal Health 

Technology and Career ） 

（略） 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（9 ページ） 

新 旧 

3．専門職短期大学・学科の名称及び学位の名

称 

 (1)専門職短期大学名称 

専門学校及び大学を通じて動物看護の分野にお

けるパイオニアとして創始者の建学の精神と遺徳

を継承し、校名に「ヤマザキ」の名を冠し、「ヤマ

ザキ動物看護専門職短期大学（英語名：Yamazaki 

Professional College of Animal Health 

Technology ）」とする。 

（略） 

3．専門職短期大学・学科の名称及び学位の名

称 

 (1)専門職短期大学名称 

専門学校及び大学を通じて動物看護の分野にお

けるパイオニアとして創始者の建学の精神と遺徳

を継承し、校名に「ヤマザキ」の名を冠し、「ヤマ

ザキ動物看護専門職短期大学（英語名：Yamazaki 

College of Animal Health Technology and 

Career ）」とする。 

（略） 
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（是正事項）動物トータルケア学科 

【教員組織等】 

２０．＜学位名称が不適切＞ 

学位名称を「動物看護学短期大学士」としているが、専門職短期大学の学位については、学問分野

ではなく職業・産業分野の名称を付すことが求められていることから不適切であるので、学位名称

を改めること。 

（対応）  

ご指摘のとおり、専門職短期大学の学位については、学問分野ではなく職業・産業分野の名称を付

すことが求められていることから、学位の名称を「動物看護短期大学士（専門職）」と変更する。 

 

（新旧対照表）基本計画書（1ページ） 

新 旧 

新設学部等の概要 

学位又は称号 

動物看護短期大学士（専門職） 

新設学部等の概要 

学位又は称号 

動物看護学短期大学士（専門職） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（8ページ） 

新 旧 

1．専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(4)養成する人材像 

②ディプロマポリシー 

 卒業までに所定の単位を取得し、本学科の養成

する人材像の実現に必要な知識、技術を修得した

者に、卒業を認定し、動物看護短期大学士（専門

職）の学位を授与する。 

（略） 

1．専門職短期大学設置の趣旨及び必要性 

(4)養成する人材像 

②ディプロマポリシー 

 卒業までに所定の単位を取得し、本学科の養成

する人材像の実現に必要な知識、技術を修得した

者に、卒業を認定し、動物看護学短期大学士（専

門職）の学位を授与する。 

（略） 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（9ページ） 

新 旧 

3．専門職短期大学・学科の名称及び学位の名称 

 (2)学科及び学位の名称 

（略） 

したがって、学科名は「動物トータルケア学科（英

語名：Department of Animal Health 

 Technology）」とする。また、学位は「動物看護短

期大学士（専門職）（英語名：Associate Degree of 

Animal Health Technology ）」とする。 

（略） 

3．専門職短期大学・学科の名称及び学位の名称 

 (2)学科及び学位の名称 

（略） 

したがって学科名は、「動物トータルケア学科（英

語名：Department of Animal Health Technology 

and Career）とする。また、学位は「動物看護学短

期大学士（専門職）（英語名： Associate Degree of 

Animal Health Technology and Career）」とする。 

（略） 

 

 


	yamazaki_1811nsecchi_kihon
	基本計画書
	教育課程等の概要
	授業科目の概要
	補足資料（組織の移行表）

	yamazaki_1811nsecchi_zumen
	都道府県内における位置関係に関する図面
	最寄り駅からの距離や交通機関がわかる図面
	校舎、運動場等の配置図

	yamazaki_1811nsecchi_gakusoku
	ヤマザキ動物看護専門職短期大学学則
	ヤマザキ動物看護専門職短期大学教授会規程

	yamazaki_1811nsecchi_syushi1
	1．専門職短期大学設置の趣旨及び必要性
	(1)設置の趣旨及び必要性
	(2)専門職短期大学教育研究と卒業後の進路等
	(3)教育研究上の理念、目的及び対象
	(4)養成する人材像
	(5)研究対象とする学問分野及び教育研究上の数量的・具体的な到達目標

	2．専門職短期大学及び学科の特色
	(1)学科の特色
	(2)教育目標

	3．専門職短期大学・学科の名称及び学位の名称
	(1)専門職短期大学名称
	(2)学科及び学位の名称

	4．教育課程の編成の考え方及び特色
	(1)教育課程の編成方針
	(2)科目構成及び区分
	(3)教養教育の実施方針と教育課程編成上の具体的工夫

	5．教員組織の編成の考え方及び特色
	(1)教員組織の編成の考え方
	(2)教員の配置
	(3)実務家教員の配置
	(4)中心となる研究分野及び研究体制
	(5)教員の年齢構成

	6．教育方法、履修指導方法及び卒業要件
	(1)特色とする教育方法
	(2)履修指導方法
	(3)卒業要件
	(4)履修モデル

	7．教育課程連携協議会
	8．施設、設備等の整備計画
	(1)校地、運動場の整備計画
	(2)校舎等設備の整備計画
	(3)図書等の資料及び図書館の整備計画

	9．入学者選抜の概要
	(1)アドミッションポリシー
	(2)募集人員と選抜方法
	(3)科目等履修生及び聴講生等の受け入れ
	(4)選抜試験実施体制

	10．取得可能な資格
	(1)卒業と同時に受験資格を得ることが可能な資格
	(2)指定の2科目を取得すると受験資格を得ることが可能な資格
	(3)本学を卒業後、実務経験1年以上を経て受験資格を得ることが可能な資格
	(4)その他の資格

	11．臨地実務実習の具体的な計画
	(1)臨地実務実習の目的
	(2)臨地実務実習先の確保の状況
	(3)臨地実務実習水準の確保の方策
	(4)臨地実務実習先との連携体制
	(5)その他

	12．管理運営
	(1)教授会
	(2)学内委員会

	13．自己点検評価
	(1)自己点検・評価の基本方針
	(2)実施体制
	(3)実施方法
	(4)評価項目
	(5)結果の活用及び公表

	14．情報の公表
	(1)情報公表の方針
	(2)実施方法及び提供する項目

	15．教育内容等の改善を図るための組織的な研修等
	(1)FD・SD研修

	16．社会的・職業的自立に関する指導等及び体制
	(1)教育課程内の取組について
	(2)教育課程外の取組について
	(3)適切な体制の整備について


	yamazaki_1811nsecchi_syushi2
	目次
	資料1
	資料2
	資料3
	資料4
	資料5
	資料5-2
	資料5-3
	資料5-4
	資料6
	資料7
	資料8
	資料9

	yamazaki_1811nsecchi_syushi3
	資料10
	資料11
	資料12

	yamazaki_1811nsecchi_syushi4
	資料13
	資料14

	yamazaki_1811nsecchi_syushi5
	資料15
	資料16
	資料17
	資料18

	yamazaki_1811nsecchi_syushi6
	資料19

	yamazaki_1811nsecchi_syushi7
	資料20
	資料21
	資料22
	資料23
	資料24

	yamazaki_1811nsecchi_syushi8
	資料25
	資料26
	資料27
	資料27-2
	資料27-3
	資料28

	yamazaki_1811nsecchi_syushi9
	資料28-2
	資料28-3
	資料28-4
	資料28-5
	資料29

	yamazaki_1811nsecchi_syushi10
	資料30

	yamazaki_1811nsecchi_syushi11
	資料30
	資料30-2
	資料30-3
	資料30-4
	資料30-5
	資料30-6

	yamazaki_1811nsecchi_gakusei1
	1．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況
	①学生の確保の見通し
	②学生確保に向けた具体的な取組状況

	2．人材需要の動向等社会の要請
	①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）
	②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠

	3．専門職短期大学新設案件についての、学生確保の調査結果
	①第三者調査機関によるアンケート調査
	②教職員による高校訪問調査


	yamazaki_1811nsecchi_gakusei2
	目次
	資料1
	資料2
	資料3
	資料4
	資料5
	資料6
	資料7
	資料8

	yamazaki_1811nsecchi_gakusei3
	資料9
	資料10
	資料11
	資料12
	資料13
	資料14

	yamazaki_1811nsecchi_meibo
	学長の氏名等
	教員の氏名等
	専任教員の年齢構成・学位保有状況

	yamazaki_1811nsecchi_taiou10gatu1
	目次
	審査意見1への対応
	資料1
	審査意見2への対応
	資料2

	yamazaki_1811nsecchi_taiou10gatu2
	審査意見3への対応 
	資料3-1-1
	資料3-1-2
	資料3-2-1
	資料3-2-2
	資料3-3-1
	資料3-3-2
	資料3-4-1
	資料3-4-2

	yamazaki_1811nsecchi_taiou10gatu3
	資料3-5-1
	資料3-5-2
	資料3-6-1
	資料3-6-2
	資料3-7-1
	資料3-7-2
	資料3-8-1
	資料3-8-2

	yamazaki_1811nsecchi_taiou10gatu4
	審査意見4への対応
	資料4-1
	資料4-2
	資料4-3
	資料4-4
	資料4-5
	資料4-6

	yamazaki_1811nsecchi_taiou8gatu1
	目次
	審査意見1への対応
	資料1-1
	資料1-2
	資料1-3
	資料1-4
	資料1-5
	資料1-6
	審査意見2への対応

	yamazaki_1811nsecchi_taiou8gatu2
	審査意見3への対応
	資料3-1
	資料3-2
	審査意見4への対応

	yamazaki_1811nsecchi_taiou8gatu3
	審査意見5への対応
	資料5-1
	資料5-2
	審査意見6への対応
	資料6-1
	資料6-2
	資料6-3
	資料6-4
	資料6-5
	資料6-6
	資料6-7
	資料6-8
	資料6-9
	資料6-10

	yamazaki_1811nsecchi_taiou8gatu4
	審査意見7への対応
	資料7-1
	審査意見8への対応
	資料8-1
	審査意見以外の対応
	資料9-1

	yamazaki_1811nsecchi_taiou5gatu1
	目次
	審査意見1への対応
	資料1-1
	資料1-2
	審査意見2への対応
	資料2-1
	審査意見3への対応
	審査意見4への対応
	資料4-1

	yamazaki_1811nsecchi_taiou5gatu2
	審査意見5への対応
	資料5-1
	資料5-2
	資料5-3
	審査意見6への対応
	審査意見7への対応
	資料7-1
	資料7-2
	資料7-3
	資料7-4
	資料7-5

	yamazaki_1811nsecchi_taiou5gatu3
	審査意見8への対応
	審査意見9への対応
	資料9-1
	資料9-2-1
	資料9-2-2
	資料9-3-1
	資料9-3-2
	資料9-4
	資料9-5
	資料9-6
	資料9-7-1
	資料9-7-2
	審査意見10への対応
	資料10-1
	資料10-2
	審査意見11への対応
	資料11-1
	資料11-2

	yamazaki_1811nsecchi_taiou5gatu4
	審査意見12への対応
	審査意見13への対応
	資料13-1
	審査意見14への対応
	審査意見15への対応
	資料15-1
	資料15-2
	審査意見16への対応
	審査意見17への対応

	yamazaki_1811nsecchi_taiou5gatu5
	審査意見18への対応
	資料18-1
	資料18-2
	資料18-3
	審査意見19への対応
	審査意見20への対応




